
ま え が き

本校は、令和２年度の義務教育学校の開校と同時に、文部科学省から学習指導要領

等現行の教育課程の基準によらない教育課程を編成し、新しい教育課程、指導方法等

について研究開発を行う「研究開発学校」としての指定をいただきました。その研究

開発課題として「主として新たな教科等の設定や教科等の再編に関する研究」を行っ

ており、それが本校で創設した新領域「どう生きるか」です。

本領域は、学校の仲間や、社会で生きる様々な人々との出会いを通して、実生活や

実社会の課題（リアルな世界にある「よりよく生きるための課題」）と向き合い、そこ

から自分なりの納得解や最適解を見いだしていく探究的な学びです。また本領域は、

「総合的な学習の時間」、「生活科」、「特別の教科 道徳」を融合させた新領域であり、

各教科等の学びとの連携を図りながら、主題にある「自己実現に向かう児童生徒の育

成」を目指しています。

現代は将来の予測が困難な「 」の時代とも言われています。少子化・人口減少

や高齢化、グローバル化の進展と国際的な地位の低下、地球規模の課題、格差の固定

化、 の進展、 やロボットの発達など、様々な社会の課題や変化があり、それに対

応しなくてはなりません。そんな中、発生した新型コロナウイルス感染症の感染拡大

や国際情勢の不安定化は、正に予測困難な時代を象徴する事態であったと言えます。

児童生徒が生きる未来社会は、これまで以上に先行き不透明で将来の予測が困難にな

ることは確かです。だからこそ、実生活や実社会の課題や変化と向き合い、多様な他

者の価値観を理解し、周りの人々と協調するとともに、「自分はどう生きるか」を問い

続けながら、自分なりの解を見いだし、自分が進むべき道を力強く切り拓いていこう

とする資質・能力の育成を目的とした新領域の学びは重要なのだと考えます。

本年度は、昨年度教育研究会で参観された皆様からいただいたご意見や、研究実践

を進める中で見えてきた課題、第１８回研究開発学校フォーラムでの指導を踏まえ、

自己実現に向かうための資質・能力を発揮した姿を明確にし、評価方法を工夫した指

導と評価の一体化を図ること、各単元における道徳的諸価値との出会わせ方や向き合

い方の工夫、児童生徒の学びの累積の仕方や内省の工夫に重点をおいて研究を進めて

まいりました。本研究も後１年となり、現時点ではまだまだ課題が山積しております

が、御参会の皆様方からの御意見や御助言、今後の研究への御批正を糧として、最終

年度の研究を実り多きものにしていきたいと考えております。どうぞよろしくお願い

いたします。

最後になりましたが、本校の研究に対して御指導いただきました、京都大学大学院

准教授 石井英真様、東京学芸大学教育学部教授 高橋純様、国立教育政策研究所教

育課程研究センター総括研究官 西野真由美様、岐阜県教育委員会義務教育課教育主

管 山田高秀様、岐阜県立岐阜工業高等学校長 堀秀樹様、岐阜市立岐阜小学校長

藤田忠久様、郡上市立郡南中学校長 三島晃陽様、岐阜大学教育学部長 山田雅博様、

同学部教授 益子典文様、今村光章様に心から厚く御礼申し上げます。

令和５年１１月４日

岐阜大学教育学部附属小中学校

統括校長 丸 山 早 苗
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令和５年度 岐阜大学教育学部附属小中学校 研究紀要

自己実現に向かう児童生徒の育成（第三年次）

１ 主題設定の理由

（１）本校の教育目標

本校は、教育目標を「独歩・信愛・協働」とし、教育理念「人間教育」を基軸に、児童生徒が人生

をよりよく生き、幸せを実感できるようになる教育とは何か、そして教師は何をすべきなのかを常に

考え歩んできた。そして今も、大切な児童生徒に私たちがすべきことは何かを問い続け、教育活動を

行っている。本校の言う「幸せ」とは、大きく三つのことを大切にした生き方につながる。一つ目は

「自分らしく」である。かけがえのないたった一度の人生だからこそ、頭で考え、自分の足で立ち、

歩めること、つまり「自分らしく」生きることは幸せにつながるからである。二つ目は「人とのつな

がり」である。私たちの周りには様々な人がいる。その人たちとの出会いを通して、感動、喜び、勇

気、大切な思い出などを得て、人生を豊かにできるからである。三つ目は「貢献できること」であ

る。誰かの役に立ち、自分の存在価値を見いだすことで、自己有用感が高まり、よりよく生きていこ

うとするからである。

（２）児童生徒が生きるこれからの社会

児童生徒が生きていくこれからの社会は、情報化がいっそう進み、社会の在り方そのものも変化し

続ける。こうした時代を生きていくには、自ら社会やテクノロジーの進化に対応しつつ、情報を取捨

選択し、新しい知識を取り込み、そして活用していく必要がある。そのためには、生涯にわたって学

び続けられるかどうかが鍵になる。また、テクノロジーの飛躍的な進化を背景として、経済や文化な

ど社会のあらゆる分野でのつながりが国境や地域を超えて活性化し、多様な人々や地域同士のつなが

りはますます緊密さを増してきている。こうしたグローバル化が進展する社会では、多様な他者と協

働しながら、よりよい社会と幸福な人生を創り出していくことが重要である。

常識も価値観も多様化する時代においては、多様な価値観を理解し、他者と協働しながら目的に応

じた納得解や最適解を見いだしていくことが求められている。そして、よりよい社会と人生を創り出

していくためには、人任せにするのではなく、自分の存在意義を感じながら、自分で幸福を実現して

いくことが求められている。

（３）自己有用感や自己実現への意欲

内閣府による我が国と諸外国の若者の意識に関する調査

（平成 年度 対象：各国 歳から 歳までの男女）

（表１）では、「うまくいくかわからないことにも意欲的

に取り組む」の質問に『そう思う』と答えた日本の若者の

割合は であり、調査した国の中でも低いことが分か

る。また、同じ調査の「自分には長所がある」の質問につ

いても、調査を行った国の中で最下位となっている。平成

年度の結果と比べると、どちらの質問についても、肯定

的に回答した日本の若者の割合は減少している。これらの

表１ 平成３０年度 我が国と諸外国の

若者の意識に関する調査
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結果から、日本の若者たちの自身に対する満足感の低下か

ら自己有用感も低下していることが分かる。

本校児童生徒についても過去の質問紙調査（令和４年度全

国学力・学習状況調査、本校６年生 人・９年生 人対象、

表２）から次のような結果が得られている。「当てはまる」

と回答した児童生徒の割合を全国、岐阜県、本校で比べた結

果から、児童生徒は、自分は人の役に立ちたいという思いは

あるが、なかなか行動に移すことができていないことが分か

る。本校の結果も同じようになっており、本校の児童生徒に

おいても自己有用感が低いということが推察できる。

４ 価値観の多様化

本校においても生徒指導上の諸課題はある。児童生徒間のトラブルを自分たちで解決することができ

ずにずっと悩んだり、こじれたりする事例が多い。その中で「自分は悪くない。」「〇〇が悪い。」「自分

は（よいと信じて）こうしたのに〇〇は分かってくれない。」「〇〇はこういう子だから（考えだから）

仕方ない。」など、自分とは違う価値観に対する排他的な姿が見られることもある。

その原因の一つには生活環境の変化がある。中央教育審議会においても「近年の都市化、核家族化等

により地縁的つながりの中で子育ての知恵を得る機会が乏しくなったことや個人重視の風潮、マスメデ

ィアの影響等による人々の価値観の大きな変化に伴い、親の家庭教育に関する考え方にも変化が生じて

いる。」と久しく言われている。生活環境の変化により、個人のもつ価値観が多様化し、その許容量が狭

小化している。本校でも少子化、核家族化、共働き家庭の増加、児童生徒の生活の変化等が進んでいる。

（１）～（４）から、児童生徒の自己有用感を高めるためには、「人の役に立ちたい。」という思い

を行動に移し、実現していく体験活動が必要であると考え、活動の中で「難しいことも自分で解決する

ことができた。」「自分にも人や社会のためにできることがある。」という満足感や充実感を得ること

で、自己有用感を高めることができる。また、これまで行ってきた教科等における日常の中での生き方

追究のみならず、児童生徒の発達に応じて、家庭や地域社会で経験することが望ましい生活体験、社会

体験、自然体験などを学校教育に取り入れ、それらを体験させることによって、多様な価値観を受け入

れることにつながり、自分の生き方をよりよく考えることができるようにする必要がある。

ゆえに、本校の研究主題を「自己実現に向かう児童生徒の育成」とし、自己実現に向かうために必要

な資質・能力を育む義務教育９年間を一貫した教育課程を構築することとした。そして、本研究主題に

迫ることが、本校の教育目標、教育理念である「人間教育」につながると考えている。

「自己実現に向かう」とは、「予見不可能な未来社会において、自分らしく生きるため、一人一人が『自

分はどう生きるか』を問い続け、納得解や最適解を求め、学び続けること」と本校では定義している。

２ 自己実現に向かう児童生徒の姿

主題設定の経緯を含め、今後の情勢や児童生徒の実態から、私たちは自己実現に向かう児童生徒を

次のように考えた。

○自分の願いをもって、願いを達成するために学び続ける子

○他者の考え方に共感し、他者と協働し問題を解決していく子

○自分のよさを生かして、人や社会に貢献していく子

表２ 令和４年度全国学力・学習状況調査
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３ 育みたい資質・能力

自己実現に向かう児童生徒の姿に迫るために育みたい資質・能力を「自己実現に向かうための資質・

能力」とし、その中に「問題解決力」「関係構築力」「貢献する人間性」を設定した。（表３）

問題解決力 関係構築力 貢献する人間性

実社会や実生活の中から問いを見いだし、自分で

課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・

表現するなど、どんな状況でも自分で何ができるの

かを考え、困難を乗り越えて行動する。 

他者を受容して共感的に

理解し、他者と力を合わせ

て考え、行動することがで

きる。 

自分らしさを生かし、自

分や他者、社会をよりよく

するために行動しようと

する。 

４ 研究仮説

設定した自己実現に向かうための資質・能力を育むために、次のような研究仮説を立てた。

◯実社会・実生活にあるテーマに対して探究的で創造的な学びを位置付けることで、児童生徒はどん

な状況でも「自分はどう生きるか」を考え、判断し行動することができ、自己実現に向かうための

資質・能力を実践的な場面で育成することができる。

○実社会・実生活にあるジレンマやエラーに対して、他者と共に道徳的な議論を繰り返すことにより、

他者を受容して共感的に理解し、他者と自分の幸せのために何ができるのかを考え、行動につなげ

る実践的な道徳性を養うことができる。

〇９年間にわたり、多様な分野や社会で活躍し貢献する人々との出会いを通して、キャリア形成して

いくことで、児童生徒は多様な価値観から自分の生き方を見つめ、目標をもって学び続けることが

できる。

○児童生徒が自身の変容や成長を実感することにより、自分らしさを生かし、他者や社会を受け入れ

ながら、自分と社会の未来に夢と責任をもって行動しようとすることができるようになる。

○全ての教育活動で自己実現に向かうための資質・能力を育成するためのカリキュラムづくりの方法

原理や、教師の指導原理を見いだし、実践していくことで、児童生徒の自己実現に向かうための資

質・能力を効果的に育成することができる。

５ 教育課程の構成

学習指導要領 平成 年告示 では、育成を目指す資質・能力を「知識及び技能」の習得と「思考力、

判断力、表現力等」の育成、「学びに向かう力、人間性等」の涵養という三つの柱で記している。各教科

等の目標及び内容はこの三つの柱に沿って再整理されている。また、学習の基盤となる資質・能力とし

て、言語能力、情報活用能力、問題解決・発見能力等が挙げられ、教科等横断的な視点から教育課程の

編成を図るように明記されている。学習指導要領は、従来の教科等の内容を、資質・能力の三つの柱で

整理して教育課程を編成するとともに、学習の基盤となる資質・能力等を教科等横断的な視点に立って

育成する構造となっている。

本校は自己実現に向かうための児童生徒の資質・能力として、「問題解決力」「関係構築力」「貢献する

人間性」の三つを設定している。これは、学習指導要領における学習の基盤となる資質・能力と捉える

ことができる。そして、これらの資質・能力を育むためには、次のような学びが必要であると考えた。

（１）実社会・実生活をテーマにした探究的な学び

自己実現やキャリア形成のためには、自分や他者、社会を知り、自分の立場や状況を把握することが

必要である。そこから自分に必要なものが何かを考え、それを得るためにはどうしたらよいのかを判断

表３ 自己実現に向かうための資質・能力
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し、行動していくことが重要となる。そこで、自分や他者、社会をテーマにした探究的な学びを位置付

ける。探究的な学びのテーマを、９年間を通してバランスよく仕組み、各教科等と関連付けていくこと

で、様々な教科で学んだ考え方を生かして教科横断的に学び、自分や他者、社会を知り、自分はどう生

きるのかと考えていくことができると考える。

（２）事柄や価値そのものを議論する学び

児童生徒は探究的な学びを通して、また「それでいいのか」と誰かに問いたくなるようなことや、「そ

んな考えもあるのか」と新しい考えに出会うだろう。これらのことをきっかけに、「本当にそれが大切な

のか」「自分はどうしたらいいのか」と問いをもち、自分や他者、社会のためにはどんな事柄や価値こそ

大切にしなければいけないのかを考える学びを位置付ける。自己実現に向かうための資質・能力を育ん

でいくためには、児童生徒が自ら大切にしなければならないものを見いだしていく必要がある。さらに、

事柄や価値そのものを議論することが、道徳の目標であるよりよく生きるための基盤となる道徳性を育

成することにもつながると考える。こういった議論を行い、他者と深く考え、妥協した解ではなく納得

解や最適解を見いだす活動は、自己実現のために必要なことであると考える。

（３）自分と社会の未来に夢と責任をもてる学び

学校生活の中で、他者（学級の仲間、教師、家族など）からの認めや、行事等の成就感を味わう機会

が保障されていると、自己有用感や自己実現への意欲の高まりはある程度期待できる。しかし、児童生

徒たちの周りの環境も変化しており、常に他者からの認めがあるという保障がなくなってきている。こ

れからは、他者からの認めだけではなく、自分で自分に問うたり、自分で自分を認めたりできることも

必要であると考える。このように自分を見つめたり、どうしたからよかったのかと振り返ったりする、

児童生徒が主体的に自己の存在感を確かめる行為に目を向け、自身の変容や成長を自覚することにより、

自分らしさを生かし、他者や社会を受け入れながら学びを進め、自分と社会の未来に夢と責任をもつこ

とができるようになると考える。

以上の学びの実現に向かって、本研究では、「自己実現に向かう児童生徒」を願い、学校教育全体で三

つの資質・能力を直接的に育むために、総合的な学習の時間、生活科、特別の教科 道徳の時間を充て、

新領域「どう生きるか」を創設した。

６ 新領域「どう生きるか」

「どう生きるか」は、本研究の教育課程の中で軸となるものであり、各教科や領域を含め、全教育活

動で「自己実現に向かうための資質・能力」を育むことを目指すものである。

学習内容は、「５ 教育課程の構成」の（１）～（３）までの学びを具体化するものであり、実社会・

実生活をテーマにした探究的な学びを設定し、その中で生まれた問いや、学校や社会の中にある現代的

課題、特別活動や生活上の人間関係でのジレンマやエラーを乗り越えるために、道徳的諸価値を基にし

て議論する活動を取り入れる。この議論を通して、他者の価値観を受容して共感的に理解し、他者と自

分の幸せのために何ができるのかを考え、行動できることを考える。「ジレンマ」とは、二つ以上の価値

で葛藤すること、「エラー」とは、児童生徒にとって、探究の中でうまくいかないこと、乗り越えるべき

壁と本校では定義している。

次ページの図１・２のように、本校で育みたい資質・能力について、学習指導要領の三つの資質・能

力との関係性を整理し、「どう生きるか」及び各教科等を系統的かつ横断的に紡いでいきながら育んで

いくことできるように構成した。さらに、その中で自分が学んだことを蓄積し、自身の変容や成長を自

己評価できるようにする。これを、義務教育９年間で一貫して行う。この自己評価の蓄積が自己実現に

強く結び付いていくと考えている。
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また、本校は、特別支援学級を設置している。特別支援教育においては、児童生徒が願いをもって精

一杯活動し、他者と関わることを有益であると感じられるよう、新たな体験をしたり、自分の好きなこ

とを追究したりするような主体的な生活を送っている。そのため、上述した内容を個の特性や生活経験

に応じて柔軟に展開していく。自分の願いをもって、活動に没頭する充実感や身近な仲間や教師と一緒

に活動する楽しさを味わう時期から始まり、学校内外に視野を広げ、学級の仲間や地域へ願いや活動を

発信したり、多くの人から認められたり、感謝されたりする経験を味わえるようにする。さらに、作業

学習で育む勤労観とも関連付け、余暇活動にも着目し、状況に応じてどう過ごしていくかを考えられる

ようにし、実社会で生きていく力を育んでいく。

７ どう生きるかの目標と成立条件

以上の構想をふまえ、どう生きるかの目標と成立条件を以下のようにまとめた。

【目標】

新領域「どう生きるか」の目標は、次のとおりである。

実生活や実社会の課題を自分ごととして解決する過程において、ジレンマやエラーを乗り越え、自

己の在り方や生き方についての考えを深め、個人の体験や経験、客観的な情報や科学的根拠、道徳的

諸価値を基に、主体的・協働的に納得解や最適解を導いていくことを通して、自己実現に向かうため

の資質・能力を育成する。

（１）実社会や実生活の中から問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、

まとめ・表現するなど、どんな状況でも自分で何ができるのかを考え、困難を乗り越えて行動

する「問題解決力」を育むことができるようにする。

（２）他者を受容して共感的に理解し、他者と力を合わせて考え、行動することができる「関係構築

力」を育むことができるようにする。

（３）自分らしさを生かし、自分や他者、社会をよりよくするために行動しようとする「貢献する人

間性」を養う。
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【成立条件】

・学習者の「問題解決力」「関係構築力」「貢献する人間性」を育成する目的に対する手段として、

学習過程が位置付けられていること。

・学習者の「生き方」に影響を与える社会に生きる人々と出会い、学びにつなげることできる機会が

意図的・計画的に位置付けられていること。

・児童生徒が、課題を「自分ごと」として捉えながら探究していく単元構想であること。

・児童生徒は、探究的な学びを通して起こる「ジレンマ」や「エラー」に対して、道徳的諸価値を基

に「自分ごと」で考え、判断し、行動しようとする学びであること。

・教科等の学びを実践的に活用する教科等横断的な位置付けがなされていること。（「どう生きるか」

と教科等の関連）

・将来へのキャリアプラン構築の土台の育成を目指すことができるように、学年の発達の段階を考慮

した９年間の系統的・発展的な学びが実現されていること。 

８ 研究内容

本校で目指す児童生徒の姿に迫るためには、これまでの教育課程を児童生徒の姿を基に問い直してい

くこと、「どう生きるか」において資質・能力を育んでいくために年間、単元、単位時間における「目標

ならびに指導と評価の一体化」を図ることが大切である。その上で、意図的に指導・援助、評価を行っ

ていかなくてはならない。そこで、研究内容を以下の通りとした。

（１）研究内容１ 教育課程

① 自己実現に向かうための資質・能力の整理

② 「学びのカテゴリー」の設定

③ 指導計画の作成

（２）研究内容２ 指導の充実

① 学習過程の整理

② 各々の過程の充実を図るための指導・援助

ア 課題の設定

イ 情報の収集

ウ 整理・分析

エ まとめ・表現

オ 内省

（３）研究内容３ 学習評価

① どう生きるかの特性に合わせたルーブリックの作成

② 系統性を意識したポートフォリオの活用

（１）研究内容１ 教育課程

① 自己実現に向かうための資質・能力の整理

自己実現に向かうための資質・能力を「どう生きるか」で直接的に且つ、教科等横断的に育むために

は、教師の指導や学習評価を児童生徒の姿を基に考えていく必要がある。そのために、実際の授業の中

で資質・能力を発揮した姿を描くことを目指した。
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ア （一年次）自己実現に向かうための資質・能力の細項目化

「自己実現に向かうための資質・能

力」である「主体的な問題解決力」「協

働的な関係構築力」「貢献する人間性」

を細項目化した。（表４）

その結果、指導計画を立てる際、教師

が計画する学習活動に意図性や計画性

をもたせて実践することができた。し

かし、それぞれの力を発揮した姿の捉

えが教師によって違うこと、その力を

育むことができたのかを全体として共

有することができないという課題が残った。

イ （二年次）自己実現に向かうための資質・能力を発揮している姿と、その内面に働く子供の状態の

描き出し

二年次の研究では、一年次の課題

から、細項目化した力を、授業や生

活の中で児童生徒が資質・能力を発

揮している姿として描き直した。（表

５）

こうすることで、教師が授業の中

でどのような姿を目指すのかが明確

になった。また、児童生徒が資質・能

力を発揮しているときの、児童生徒

の内面の状態も描くことで、教師が児童生徒の姿を見届ける際の視点が明らかになった。

しかし、授業実践をしていくと児童生徒が資質・能力を発揮している姿は一様でないことが職員間の

姿の共有の上で課題となり、学年の発達の段階に応じて、児童生徒が資質・能力を発揮した姿をさらに

詳しく描くことが必要となった。

ウ （三年次）学年

の発達に合わせた

自己実現に向かう

ための資質・能力

を発揮している姿

の整理

三年次の研究で

は、前年度の課題

を踏まえ、表６に

示すようにより学

年の発達の段階に

合わせた三つの資

質・能力を発揮し

表５ 三つの資質・能力及び資質・能力が発揮されている姿（二年次）

表４ 三つの資質・能力の細項目化（一年次）

 

学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

問題解決力

学級の仲間と共

通の願いをも

ち、願いを達成

するために、行

動することがで

きる。

学級の仲間と共通

する、または、問題

別グループで問題

を見いだし、解決す

るための方法を考

えて、問題解決に向

かって行動するこ

とができる。（探究

の形・サイクルを身

に付ける）

問題別グループで問題を見いだ

し、問題が解決できなかった時

にも、多様な考え方をもとに、

問題解決に向かい続けることが

できる。（探究活動に必要な資

質・能力を身に付ける）

個人で問題を見いだ

し、自立した探究（自

ら問題解決のための

計画から実行・振り

返りを行う）ができ

る。

関係構築力

情報をもってい

る人に出合い、

関係を作りつ

つ、情報を集め

ることができ

る。また、学級の

仲間の考えを分

かち合いなが

ら、エラーやジ

レンマを乗り越

えることができ

る。

情報をもっている

人に出会い、関係を

作りつつ、情報を集

めることができる。

また、学級や願い

（課題）別グループ

内の考えの共通点

や相違点をみいだ

しながら、エラーや

ジレンマを乗り越

えることができる。

情報をもっている人に出合い、

関係を作りつつ、情報を集める

ことができる。また、課題別グ

ループ内で建設的な話合い活動

を通して、考えの折り合いをつ

けることを通して、エラーやジ

レンマを乗り越えることができ

る。

課題解決に必要な人

を自ら選択し、関係

を作りつつ、情報を

集めることができ

る。また、考えや価

値観の違いが生じた

ときは、話合い活動

を通して合意形成に

向かうことで、エラ

ーやジレンマを乗り

越えることができ

る。

貢献する

人間性

「（他者のために）で

きた！」「うれしかっ

た！」といった実感を

得ることができる。

活動を振り返って、どうしてよ

かったのかを自ら考えることが

できる。どうすれば貢献できる

かを考えることができる。

貢献できる活動を自ら行おうす

る。

表６ 学年の発達に合わせた三つの資質・能力が発揮されている姿（三年次）
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ている姿を描き、それを踏まえて各学年で指導計画を立て、資質・能力を育んでいくことを考えた。

なお、特別支援教育においては、表６のような姿を描くことは困難である。一人一人の実態に合わせ

た目指す姿を描き、その姿に迫るために、どんな資質・能力を身に付けていけばよいか、段階を示すよ

うにする。その段階も、エレベーターのように順番に上がっていくのではなく、行ったり来たりを繰り

返しながら成長していくことも加味して姿を描くようにしている。

② 「学びのカテゴリー」の設定

自己実現に向かうための資質・能力を育成することを目標にした学びにおいても、児童生徒が学ぶ内

容によってその効果は変わってくる。そこで、児童生徒の興味・関心や生活環境などの実態、発達の段

階を考慮し、自分や他者、社会をテーマにした探究領域「学びのカテゴリー」を設定した。学びのカテ

ゴリーを、９年間を通してバランスよく仕組み、各教科等と関連付けていくことで、教科等で学んだこ

とを生かして横断的に学び、自分や他者、社会を知り、自分はどう生きるのかと学び続けていくことが

できると考えた。

ア （一年次）切実感があり、具体から抽象へ進化することを意図した学びのカテゴリー

一年次、学びのカテゴリーを設定するに

当たり意図したことは、発達の段階に応じ

て、９年間の学びが児童生徒にとって切実

感があり、未来社会に必要な体験や経験を

通して、「自分はどう生きるか」を探究し、

資質・能力を育むことができる学びの題材

としたことである。また、題材の配列は学

年とともに、具体から抽象に内容が進化すること、身近な人・もの・ことから広い空間で多様な人々と

関係を作っていくように学びのフィールドの広がりを考慮して設定した。（表７）

しかし、１年間の実践を振り返ったときに、カテゴリーをしぼり過ぎてしまうこと（例えば５年生「食

品ロス」）により、毎年、同じ実践の繰り返しになってしまい、児童自ら問題を発見し解決していくこと

が難しく、児童にとって自分ごとの学びになっていかないことが課題となった。

イ （二年次）自分ごととして捉え、児童生徒が自ら学びのフィールドを広げることを期待した学びの

カテゴリー

二年次では、一年次の課題であった学び

を自分ごととして捉え、かつ探究の幅をも

たせ、児童生徒が自ら学びのフィールドを

広げられるようにするために、（表８）のよ

うに学びのカテゴリーを変更した。

年度末の振り返りでは、実践の中での児童生徒の姿をもとに話し合いを行った結果、各学年において、

それぞれ設定した課題を自分ごととして捉える姿が増えてきた。一方、９年生の後期の学習において、

進路選択の時期と重なって時間的制約があり、目指す児童生徒の姿に迫りきることができないといった

課題が見られた。

表７ 一年次「学びのカテゴリー」

学年 １～３年生 ４年生 ５年生 ６年生 ７年生 ８年生 ９年生

カテゴリー 植物 人 動物 人 食品ロス まちづくり 文化 幸せな生き方

学年 特別支援学級

１・２年生

特別支援学級

３・４年生

特別支援学級

５～７年生

特別支援学級

８～９年生

カテゴリー 野菜栽培体験

仲間との遊び

野菜の育て方 情報

学校の周りの地域

進路

余暇

表８ 二年次 「学びのカテゴリー」

学年 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 ７年生 ８年生 ９年生

カテゴリー 遊び 野菜 花 動物 暮らし まちづくり 多様性 働く 生きる

学年 特別支援学級 １～４年生 特別支援学級 ５～７年生 特別支援学級 ８～９年生

カテゴリー 遊び・生活づくり 地域・情報 進路・余暇
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ウ （三年次）発達の段階や系統性を踏まえて見直した学びのカテゴリー

三年次は、前年度の課題を踏まえ、８・

９年生２年間で１つのテーマで進めるよ

うに変更した。（表９）

以上のように、毎年の年度末に「カテゴ

リーは児童生徒の学びに適したものにな

っているか」を発達の側面、切実感や自分

ごととして捉えるといった意欲の側面、９年間の系統性の側面などから検討を重ねている。

③ 指導計画の作成

自己実現に向かうための資質・能力は、学年の発達の段階に応じて計画的に育む必要がある。そのた

めに、指導計画に発達の段階に応じて、意図的に資質・能力を位置付けるとともに、単元の構成を工夫

することが大切であると考えた。そこで、年間指導計画、単元指導計画（単元シート）を次のように作

成した。

ア 年間指導計画（図３）

自己実現に向かうための資質・能力を系統的、計画的に育むために、資質・能力を具体化し、内容を

整理し、年間の単元を構成することで、学年の発達の段階に応じて指導しようと考えた。

まず、各学年の学びのカテゴリーの設定理由を踏まえて、各学年の育む資質・能力を目標として設定

する。そして、学年の学びの出会いから出口の活動まで、児童生徒が探究していくプロセスを描き、ど

のような単元をいつ行うことが、資質・能力を育むためには効果的であるかを考えて単元配列を行い、

年間指導計画を作成する。

また、学びの基盤となる道徳的諸価値を設定することで、事柄や価値そのものを議論する学びを教師

が意図的に仕組んだり、各教科等の内容と関連付けて、様々な教科等で学んだことを生かしてどう生き

るかの学習をより深いものにしたりすることを考えた。

（図３）年間指導計画の作成

学年 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 ７年生 ８年生 ９年生

カテゴリー 遊び 野菜 花 動物 暮らし まちづくり 多様性 社会に生きる

学年 特別支援学級 １～４年生 特別支援学級 ５～７年生 特別支援学級 ８～９年生

カテゴリー 遊び・生活づくり 地域・情報 進路・余暇

表９ 三年次 「学びのカテゴリー」

図３ どう生きるか 年間指導計画
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イ 単元シート（図４）

年間指導計画を基に、より具体的な活動や姿を描いたものが単元シートである。本単元の目標や活動

内容、児童生徒の想定される姿を記述するが、この単元シートの特徴的なところは、まず、「加筆修正欄」

や「実際の姿」を書く欄を設けているところである。どう生きるかの学びは、学習者の生き方に影響を

与える社会に生きる人々と出会い、学びにつなげることで課題を自分ごととして捉えながら探究してい

く学びであり、教師の指導計画や想定と異なる学びなることも少なくない。そこで、加筆修正欄を設定

しておくことで、教師が柔軟に指導計画を修正してよいことを示している。こうすることによって、教

師が無意識のうちに教師自身が描いた指導計画に乗せようとすることを防ぐこともねらっている。同時

に加筆修正欄や実際の姿に学びの記録を残すことによって、次年度以降の実践の参考にすることもでき

る。

また、どう生きるかは事柄や価値そのものを議論する学びである。その場面をジレンマやエラーとし

てより具体化して記述することで、教師が意図的に指導し、児童生徒は、道徳的諸価値を基に考え、判

断、議論し、納得解や最適解を導けるようにすることをねらった。

（２）研究内容２ 指導の充実

① 学習過程の整理

ア （二年次まで）探究サイクルをベースとした学びの確立

どう生きるかの学びは、実社会・

実生活をテーマにした探究的な学

びである。そこで、総合的な学習の

時間等の基盤となっている「課題の

設定」「情報の収集」「整理・分析」

「まとめ・表現」の過程を回してい

く、いわゆる探究サイクルをもと

に、どう生きるかの学びを確立しよ

うとした。その過程の中で「子供に

とって必然のある学びとは何か」 図５ 二年次までの「どう生きるか」学習過程

図４ どう生きるか 単元シート
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「道徳的諸価値を指導の中にどう位置付けていくのか」などの、どう生きるかとしての学びの色付けを

行っていた。（図５）

イ （三年次）探究の過程の役割を明確化し、内省を加えたどう生きるかの特徴が分かる学び

前年度までの研究の蓄積を踏ま

え、どう生きるかの特徴が分かるよ

うに学習過程を整理したのが、図６

である。

まず、どう生きるかの学びの特徴

を大きく三つに整理した。

一つ目は、どう生きるかは探究サ

イクルの過程を行き来して深めて

いく学びである。図６に示した通

り、最初に課題の設定は行うが、そ

れを単元の出口まで進めていくの

ではなく、情報の収集や整理・分析を行っているときにも課題を見直して修正していく学びであること

を明確にした。これによって、児童生徒は切実感や必然性をもって学びを進められると考えている。

二つ目は、ジレンマやエラーを想定した学びである。実際に体験して集めていく形の情報の収集や集

めた情報を比較したり分類したりしながら整理・分析を進めていく中で、児童生徒はジレンマやエラー

にぶつかる。これは、偶然出会うものも存在するが、教師がある程度想定したジレンマやエラーである

ことによって、その後の学びをより深いものにしていけるようにする。

三つ目は、道徳的諸価値と向き合うための時間を確保した学びである。どう生きるかの目標は、問題

解決の過程で生じるジレンマやエラーを乗り越えるために、道徳的諸価値を基に、主体的・協働的に納

得解や最適解を導いていく学びである。教師は、ジレンマやエラーを乗り越えるために必要な道徳的諸

価値を想定し、それを単元計画の中に位置付け、道徳的諸価値を基に考える時間を十分に確保すること

によって、児童生徒は自ら納得解や最適解を導くことができるようにする。

そして、探究サイクルの枠組みは維持した中に、内省という過程を位置付けた。内省を位置付けるこ

とにより、児童生徒が主体的に自己の存在感を確かめる行為を通して、自身の変容や成長を自覚するこ

とにより、自分らしさを生かし、自分と社会の未来に夢と責任をもてるような人になることを目指す。

内省は単元の構造によって、内容のまとまりごとに位置付けるものであり、どの学習過程でも行うもの

可能性がある。また、内省の仕方も、発達の段階に合わせて、学習活動の振り返りを行ったり、今後の

生き方について自分自身を見つめたりするなど多岐にわたる。

② 各々の過程の充実を図るための指導・援助

ア 課題の設定

児童生徒が探究課題を設定する場合、その課題に切実感や必然性がなければ、児童生徒は他人事のよ

うに考えたり、課題意識を単元の終わりまで継続させたりすることが難しく、学びを深めることはでき

ない。そこで、切実感や必然性が生まれるような指導・援助を考えていきたい。

例えば、学校内外の人に実際に会ったり、ものを実際に見たりする場面を設定し、児童生徒が願いや

疑問をもてるように事前に視点や出会う目的を学級全体で確認する。その裏側で、教師は意図的な出会

いを仕組むために、出会う人に学びの目的などを事前に伝えておくといった手立てを講じる。

カテゴリーが野菜や花、動物といったものであれば、前年度からの引継ぎを利用し、「○年生のように

やってみたい。」という憧れから出発することも考えられる。そして、まずは活動をやってみることによ

図６ 三年次「どう生きるか」学習過程
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って、おそらく出会うであろう数多くのジレンマやエラーから学びを深めていくといった学習計画を描

くこともできる。

学年が上がるにつれて、具体物から抽象的なカテゴリーに変化していくので、学びの出発の仕方は異

なってくる。例えば、「○○（カテゴリー名）とは？」の発問からブレーンストーミングを行い、思考ツ

ールを使ってまとめる活動を位置付け、ブレーンストーミングから出た児童生徒が感じている疑問や、

「もっとこうしたい」という願いを出発点として「どうして○○を学びたいのか」「○○のために何がで

きるのか」と問うことによって、今後の学びを進められるようにする。また、児童生徒の願いを実現す

るためにプロジェクト活動を立ち上げ、学習の出口の像をはっきりさせる工夫も考えられる。

イ 情報の収集

一般的に情報の収集と聞くと、

観察や体験、本やインターネット

を手段として想像するが、どう生

きるかの学びは、自己の生き方を

見つめる学びであるので、課題の

設定の時に出会った人や、実際に

見たものと関わること深めていく

ことによって、考え方や価値に気

付き、自分の生き方と比べたり、自

分の中へ取り入れたりするように

していく学びをつく。

そのために、学び始めは様々な対象に出会うことから始めるが、学びを進めていくうえで、児童生徒

が自ら対象を選び、願いの実現に向かって何をすればよいかを確かめながら情報を集めていくことで、

相手意識や目的意識の醸成を行う。（図７）

また、誰に出会いたいのかだけではなく、目的や方法、内容までの計画や今後の見通しを児童生徒で

考え、準備や出会いを児童生徒が中心に進めることで、自分ごととして捉えることができることを目指

し、発達の段階や学びの進度などを見極め、適切に指導・援助できるようにする。その中で、事前に児

童生徒の疑問を講師に伝えるなど、出口を見据えながら、講師との対話の中身についてよく打ち合わせ

することで、児童生徒のもっている課題についての対話ができるように準備する。そして、対話をする

中で、自分たちが設定していた課題を見直し、修正できるような時間も位置付け、学びに柔軟性をもた

せることも意識する。

また、集めた情報を、自分たちの生活や生き方と結び付け、児童生徒が実践したり、社会に参画した

りしていけるような糸口を得られるような意見を集められるように促すことや、専門家の考えを鵜呑み

にするのではなく、「自分だったら…」「計画に合わせて考えると…」など、批判的思考を尊重する指導

も合わせて行っていく。

ウ 整理・分析

課題を設定するときや、情報を収集するときに、児童生徒は数多くのジレンマやエラーに遭遇する。

教師は、児童生徒がどんなジレンマやエラーに出会ったのかを集めておき、どう乗り越えていくのかの

道筋を描いておく。児童生徒が設定した課題を解決するためには、収集した情報を整理・分析する際に、

ジレンマやエラーを乗り越える必要がある。そのときに、道徳的諸価値をもとに、事柄や価値そのもの

を議論する学びを通して解決してほしいと願っている。つまり、整理・分析の学習過程では、教師と児

図７ どう生きるかにおける「人・もの・こと」との関わり方
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童生徒はジレンマやエラーの焦点化を図り、道徳的諸価値と向き合う時間をつくることが大切となると

考えている。

まずは、自分の考えを整理するために、思考ツールを用いたり、探検マップや探検図鑑を作成したり

するなど工夫の仕方を学ぶ必要がある。その中でグラフを使って視覚的に捉えやすいようにしたり、探

究前の素朴な考え、広がった考え、深まった考えを追記したりすることで、内容が充実するようにする。

さらに、個人やチーム毎に調べてきたものを共有する場を設定し、どんな手段がより有効なものかを

分析、判断する場面をつくる。そのときにその手段は「願い」の実現につながるかどうかを吟味したり、

道徳的諸価値に基づいて、有効なものであるかを判断したりする。例えば、「命を大切にするとはどうす

ることか」など道徳的諸価値そのものを問いとして考えたり、「そもそも、なぜ落書きを消す必要がある

のか」といった課題の設定自体に立ち返って考えたりするときに、道徳的諸価値に基づいて考えられる。

学級全体で話し合って納得解や最適解を導くときには、教師のかじ取りを効果的に行い、児童生徒が

自分事として考えられるようにする。例えば、曖昧な質問・発言・根拠や、要点がつかめない発言に対

して教師が問い返したり、問い直したりすることや、児童生徒が考えの立場をはっきりさせて挙手する

ことなど、意見や考えが交流できるような手立てが考えられる。さらに、この話合いの出口を想定した

ときに、拡散的に終わらせるように向かうのか、収束させる方向に向かうのかをはっきりさせて、展開

させていく必要がある。

そして、整理・分析したことで、新たな問いを見つけ情報の収集をさらに続けたり、次の専門家との

対話の計画を立てるなど、活動への見通しをもったりできるようにする。見通しをもつ中で大切にした

いのは、課題の設定時に考えた探究テーマの筋に沿って考えられているかと、常に立ち返るところはど

こかを明確にしておくことや、これからの自分の生き方について考える材料やきっかけは何かを明確に

しておくことである。

エ まとめ・表現

課題の設定をする際に、自分の願いの実現に向けて何をすればよいのかを考えているので、今まで集

めてきた情報をもとに実行する学習過程が、まとめ・表現に当たる。単に新聞やポスターを作って、仲

間に発表するだけでない、多様な仕掛けが考えられる。

この過程で大切にしたいのは、学年の発達や実態に合わせた形であること、相手意識・目的意識をも

たせて活動を仕組むことである。特に、課題の設定時から協力してくれた人に学習の成果を伝え、その

人から感想や評価をもらい、達成感を味わう活動は効果が見られる。

プロジェクト活動を立案している場合は、ロードマップを作成し、逆算的に計画を立てられるように

したり、活動に向けての計画（いつ・どこで・なにを・どうするのか）を具体化したりすることを児童

生徒と共有し、何時間、何に使えるか、児童生徒が見通すことができるようにする。児童生徒が見通し

をもつために、教師が見通しをもち、できる限り突発的な変更や大人の都合による変更がないようにす

ることも求められる。

オ 内省

児童生徒が主体的に自己の存在感を確かめることができることを目指すために、まず、内省の目的を

児童生徒と共有する。内容は学習活動の振り返りに始まり自分の思い・願い・目標・考え方まで多岐に

わたるが、内省の仕方を次のように整理し、学習で絶えず自分を見つめられるように時間を確保する。

○ 「できたこと」「できなかったこと」は何かを整理する

○ 「なぜできたのか」「どうしてできなかったのか」を考える
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○ 「計画のどの段階に問題があったのか」と見返す

○ 「修正する必要があることは何か」「どのように修正するのか」と振り返る

○ 「次はどうするのか」「自分はどうしたいのか」と先を見る

○ 「仲間のどの意見が参考になりそうか」「どのような意見が心に刻まれたのか」と仲間の姿から

得られるものを見つける

○ 「自分だったら…」と自分に置き換えて考える など

（３）研究内容３ 学習評価

① どう生きるかの特性に合わせたルーブ

リックの作成

資質・能力が育まれたかどうか、年間通し

てどのように児童生徒は成長したのかを見

届けるための指標が必要である。どう生きる

かで設定される探究的な学びは、それぞれ展

開や出口の形が異なるため、全職員で資質・

能力が育まれたかどうかを検証することは、

画一的な方法、例えば、点数化（いわゆるペ

ーパーテスト）や学年統一の作品による評価

に馴染まない。一方で、教師の単なる主観に

よる評価に陥ることも避けなければならな

い。

そこで、目標となるパフォーマンスを収集

し、整理すれば、全職員で理解が進むと考え、

自己実現に向かうための資質・能力がどのよ

うなものであるか、どう育めばよいかを全職

員で共有できる方法として、ルーブリックを

用いた評価方法を採用した。

探究的な学習の場合、学習者自身が問いを

設定することが重視され、単一の作品で適切

なルーブリックを作ることは困難であるた

め、どう生きるかのルーブリック評価表は、

学年１枚・年間１枚とし、自己実現に向かう

ための資質・能力である「問題解決力」「関

係構築力」「貢献する人間性」ごとに３段階

（素晴らしい・よい・がんばろう）とした。

（表 ）

今年度より作成を開始したため、まだまだ

実践的に使える状態には至っていないが、単

元の終わりごとに職員でルーブリックの見

直しを行うことで、評価表の充実を図ると

ともに、全職員で資質・能力を発揮した姿が

共有できるようにしていく。

問題解決力

３

素
晴
ら
し
い

自分達の飼育活動に対して、飼育の在り方や動物への関

わりについて問題意識をもち、動物の幸せを願って、飼育

活動を見直すことができる。

・ 飼育のやり方が分からないまま飼育活動をすると動

物達のストレスがかかってしまう。ストレスがかから

ないようにするために、餌やりや掃除の方法を確認し

た。

・ 飼育の仕方が分からなかったけれど、もっと動物のこ

とを知りたい、動物と関わりたいと願い、命を大切に

した飼育活動ができるようになった。

・ 最初は動物に触れなかったけれど、動物の幸せを願っ

て、関わっていくうちに、飼育のやり方が分かって、

触れるようになった。

・ 動物が怖くて触れなかったり、飼育がいい加減だった

りしたけれど、動物の気持ちになって飼育をしようと

考え、忘れずに飼育活動ができるようになった。

２

よ
い

自分達の飼育活動に対して、飼育の在り方や動物への関

わりについて問題意識をもち、飼育活動を見直すことが

できる。

・ ４月は動物たちの気持ちを考えずに自分の気持ちで

飼育していたけれど、今は動物たちの気持ちを考えて

飼育できるようになった。

・ ４月の時は、何をしてよいのか分からなかったけれ

ど、今は前よりも何をしたらよいのか考えて飼育活動

ができている。

・ 最初は飼育活動ができるか不安だったけれど、今では

飼育活動に自信をもってできるようになった。

・ 最初は、「これやって。」と言われたことだけをやって

いたけれど、今では動物のことを考えて飼育活動がで

きるようになった。

・ 初めは、動物と触れ合うことが怖かったけれど、人に

教えてもらったり、農林高校の人たちからコツを教え

てもらったりして動物に触れるようになった。

１
（
が
ん
ば
ろ
う

飼育活動を見直すことができる。

自分のできたことや分かったことが書けている。

・ 色々な動物のことが分かった。

・ 飼育活動の手順がよく分かった。

・ 長靴が揃っていないのはよくないと思う。

０ 行われていない。

表 ルーブリック評価表（４年生問題解決力の例）

・は予想される児童生徒の振り返り
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② 系統性を意識したポートフォリオの活用

どう生きるかを通して児童生徒が自分の探究活動の実態を具体的に振り返り、成果を実感したり、課

題の改善につなげたりするため、また、教師が自己実現に向かうための資質・能力がどのくらい育むこ

とができたのかを見届けるためにポートフォリオを活用する。

ポートフォリオの基本となるワークシートについては、各学級で学習活動が異なるため、児童生徒の

実態や学年の発達に応じて学びを振り返ることができるように各担任が作成している。

例えば、１年生及び２年生の場合は、自己課題や課題に対するメモ、振り返りを記録していくことは

難しい。しかし、学びの対象と繰り返し関わる中で、多くの発見をしたり、自分の思いや考えを生み出

したりしていく。その発見や自分の思いや考えが可視化できるように、動画を撮ったり、絵日記を書い

たりするなどして、児童の内面が素直に表現された記録を残していくようにした。

３年生以降は、発達の段階に応じて、自己課

題や課題に応じたメモ（自身の行動とその内面、

納得したこと、新たな問い、生じたジレンマや

エラー、新たな発見、新たな出会い等）、課題に

対する振り返りを記録していくようにした。（写

真１）同時に、記録する意味が感じられるよう

に、記録をすることが学びの中に位置付いてい

る環境づくりも心掛けた。

ポートフォリオを活用することで、（３）－①

のルーブリック評価表と連携し、指導と評価に

好影響を与えたり、児童生徒同士の相互評価に

生かしたりすることを目指した。

また、ＩＣＴを活用してデジタル化された学びの蓄積（スタディ・ログ）による学びの深まりも進め

ている。

９ 成果と課題

① 児童生徒への効果（アンケート調査から）

研究開発一年次は、質問項目を自己実現に向かうための資質・能力を発揮している姿に合わせて設定

した。（表 ）４件法（４当てはまる・３どちらかというと当てはまる・２どちらかというと当てはま

らない・１当てはまらない）と自由記述で回答するアンケート調査を行い、年度ごとの児童生徒の達成

度を測るだけでなく、経年での調査結果を分析していくことを目指した。

① 学校や普段の生活の中で、問題を解決する方法を自分

で考えて行動することができていますか。【主体性】

② 学校や普段の生活の中で、上手くいかないことがあっ

ても、あきらめずに最後までやり抜くことができてい

ますか。【粘り強さ】

③ 問題解決する中で、様々な見方や考え方をもち、取り

組むことができていますか。【アプローチの多様性】

⑦ お互いのよさや得意なことを認め合い、生かすことが

できていますか。【自他の価値】

⑧ 生活している中にある様々な物事について、興味をも

ったり、気になったりすることはありますか。

⑨ 誰かを進んで助けたり、支えたりしていますか。【積

極性（他者）】

⑩ 地域や社会のために進んで貢献していますか。【積極

性（社会）】

⑪ 人や社会に貢献することを通して自分の成長を実感

することはありますか。【自己有用感】

④ 相手と活動するときに相手の思いや考えを受け入れ

ながら、聞くことができていますか。【他者理解】

⑤ 自分の気持ちや考えが相手に伝わるように、伝え方を

工夫していますか。【対話の仕方】

⑥ 周りの人との考え方や感じ方の違いを大切にして、力

を合わせて取り組んでいますか。【協働性】

⑫ あなたにとって大切にしたい生き方は何ですか。その

わけもくわしく教えてください。（自由記述）

表 アンケート調査 調査項目 （問題解決力①～③、関係構築力④～⑥、貢献する人間性⑦～⑪）

写真１ どう生きるか 振り返りワークシート
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一年次は、６月と 月の２回実施し、数値の平均値を求めた。（図８）から分かるように、児童生徒

の意識としては、最大値４（当てはまる）に対して平均値が３以上（どちらかというと当てはまる）の

項目が多く見られた。それは、どう生きるかの学びの達成度としては、全体的に高い傾向にあるといえ

る。しかし、項目⑩「地域や社会のために進んで貢献していますか。」では、平均値が６月（ ）か

ら 月（ ）にかけて伸びは見られたものの、結果の数値は３を下回っている。このことは、実

践において、児童生徒自身の貢献する活動や、活動を通して貢献したという実感がもてる場面の工夫が

足りていなかったと考えられる。今後は、教師が意図的・計画的に貢献する場面を学習活動に位置付け、

さらに貢献できたという自覚を促す振り返りの機会をつくる必要があると考えた。

二年次は同じ項目で教師や保護者へも回答を求めた。また、分析においては、平均値を求めるのでは

なく、「当てはまる」と回答した割合で比較することとした。（表 ）

児童生徒の結果を見ると、関係構築力の「他者理解」に関する項目以外で「当てはまる」と答えた児

童生徒の割合は増えており、自己実現に向かうための資質・能力を自覚することができている児童生徒

が増えつつあると言える。しかし、貢献する人間性について肯定的に解答した児童生徒の割合は増加し

質問項目
児童生徒 教師 保護者

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ４ Ｒ４

問題解決力 【主体性】質問項目① ％ ％ ％ ％

【粘り強さ】質問項目② ％ ％ ％ ％

【アプローチの多様性】質問項目③ ％ ％ ％ ％

関係構築力 【他者理解】質問項目④ ％ ％ ％

【対話の仕方】質問項目⑤ ％ ％ ％ ％

【協働性】質問項目⑥ ％ ％ ％ ％

貢献する

人間性

【自他の価値】質問項目⑦ ％ ％ ％ ％

【積極性（他者）】質問項目⑨ ％ ％ ％ ％

【積極性（社会）】質問項目⑩ ％ ％ ％ ％

【自己有用感】質問項目⑪ ％ ％ ％ ％

（（数数値値））

（（項項目目））

図８ 一年次の児童生徒の質問紙アンケート結果（ と 実施）

表 二年次のアンケート調査結果（ 実施）
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たとは言え、 ％台の項目も依然として残っており、引き続き課題である。

そこで、肯定的に回答する割合の低かった「地域や社会のために自分にできることをしていますか」

「人や社会に貢献することを通して自分のよさを実感することはありますか」について「そう思う」で

はなく「どちらかとそう思う」と答えた生徒にそう答えた理由を直接尋ねた。

○ どう生きるかでは、柳ヶ瀬商店街のために貢献することができたけど、自分の住んでいる地域で

は、人や社会に貢献することができていない。（７年生）

○ 人や社会に貢献することが自分のよさではないと思う。自分のよさがあるから、人や社会に貢献

しているわけではないから。（９年生）

二年次の７年生では、商店街を盛り上げるための活動を行っており、９年生では、生きることの価値

観について考えてきた。これらの理由から、どう生きるかの授業の中での社会に貢献しているように見

える活動が、児童生徒にとって、人や社会に対して貢献しているということにつながっていないという

ことが分かった。今後の指導計画をつくる上で、このことを意識する必要がある。

② 教師への効果

ア アンケート調査から

表 で分かるように、児童生徒、保護者よりもほとんどの項目で低くなっている。原因として考えら

れることは、どう生きるかの授業は行っていても、そこで自己実現に向かうための資質・能力を育めて

いるのかが分からないという自信のなさから、このような結果になったのではないかと考えられる。つ

まり、職員間での資質・能力の共有が弱かったと言える。

この状態が続けば、教師による児童生徒の姿の価値付けも適切に行うことができず、前述の児童生徒

の貢献する人間性の回答の低さにもつながっていくと考えられる。日常からどう生きるかの学びの姿に

ついて交流を深めたり、８－（３）－①で説明したルーブリックを活用して、教職員間で自己実現に向

かうための資質・能力を発揮した姿の共有を進めたりする必要がある。

イ インタビューから

〈第２学年担当 若手教諭（教員５年目）〉

私は「どう生きるか」の実践を通して、大きく三点のことで自分が成長したと感じています。

一点目は、子供の願いや「やってみたい」という意欲をこれまで以上に大切にするようになったことです。「僕の野

菜をこんなふうに育てたい。」という子供の願いを具体化し、看板に位置付け、野菜ブック（ポートフォリオ）で願い

に対しての今を記録したことで、子供たちが常に願いを意識して学習活動に取り組むようになりました。このことから、

子供自身が願いをもち、その願いを意識して活動・学習することの大切さを改めて実感しました。

そこで、次の単元である「かのうのまちたんけんたい」の学習では、町探検に行く度に子供たちに「何のために町

探検に行くのか」と問いかけ、子供の願いを具体化していく営みを大事にできました。そうすることで、子供たちの

願いが町探検を行うごとに広がっていくのを実感しました。このような子供の願いを大切にした学びを繰り返すこと

で、子供たちの町探検への意欲も高まり、目的をもって活動するため、見ている視点や気付きの質が高まり、「見付

けたこと・気付いたこと」だけの報告から「〇〇になっているのは、こんな理由があるからではないか。」と自分の

考えをもち、表現できるようになってきました。

二点目は、子供が自分の頭で考えてやってみたり、失敗したりする過程を大切にして「待つ」ようになったことで

す。夏野菜づくりでは、子供たち個々の願いを大切にして、個の探究活動の時間を長く位置付けました。そうする

と、今までついつい口を出してしまっていた自分から、より子供のつまずきや次の行動にどう対応しようかという想

定ができるようになりました。さらに子供は自分の頭で考えて行動することを大事にできるようになってきました。

三点目は、一人一人の願いに応じて、複数のグループや個人で活動する場を積極的に設定するようになったことで

す。夏野菜づくりで、個の願いを大切にしたことで、子供たちがより意欲的に活動や学習に向かっていく姿を見るこ

とができました。そこで、次の単元や他教科でもグループ活動や個の活動を多く設定するようになりました。さら

に、子供たちが個で活動しているだけでは、仲間と活動する切実性がない場合もあるため、仲間と関わる切実性をも

たせるため、意図的に場を設定したり、教師から声をかけるタイミングを考えたりするようになりました。

「願いを意識して活動・学習することの大切さ」「願いを具体化していく営みを大事にしていくこ

と」「考えてやってみたり、失敗したりする過程を大切にして『待つ』ようになったこと」「切実性を
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もたせるため、意図的に場を設定したり、教師から声をかけるタイミングを考えたりすること」など、

どう生きるかの学習を通して、教師としての力量が高まっていることを実感できる者もいる。アのア

ンケート調査で分析したように、教師の自信のなさが払拭できる動きをつくっていく必要がある。

③ 保護者への効果

ア アンケート調査から

どう生きるかのカリキュラムは、保護者の理解や協力を得られた上で実践していくことにより、学び

の効果は高まる。前掲の表 から、ほとんどの項目で ％を切っており、保護者に自己実現に向かう

ための資質・能力が育めているかどうかが、まだ十分に伝わっていないことが分かる。

また、学校評価に関わる保護者アンケートに

おいて「学校では、どう生きるかにおいて実生

活や実社会にある問題を解決することを通し

て、自分に自信をもって生きるための指導がな

されている。」という設問（４当てはまる・３ど

ちらかというと当てはまる・２どちらかという

と当てはまらない・１当てはまらない）を設け

て、 年度から経年比較をした結果が表 で

ある。約９割が、どう生きるかについて、前向きに捉えてもらっていることが分かる一方、「当てはまる」

と答えた割合が減っており、理念等が十分に浸透しているとは言い切れない。保護者に情報発信を積極

的に行っていくと共に、広く学びの様子を公開し、学校と家庭が連携して、自己実現に向かう児童生徒

の育成を目指していきたい。

イ 自由記述から

アンケート調査と同時に「探究的な学

び『どう生きるか』に期待していること

「『どう生きるか』の学びについてどのよ

うに思われているか」について自由記述

での回答も求めた。記述された文章と、

その文章内にどのような単語が数多く書

かれたのかを取り出し、分析した。（表 ）

１～４年生の保護者は、「仲間」「他者

といった言葉が多く、他者との関わりに

ついて期待している記述が多く見られ

た。これらから関係構築力に関わること

について期待していることが分かる。５

～７年生の保護者になると、「自主性をも

ってもらいたい」「社会を生き抜く力を身に付けてほしい」という記述が見られ、問題解決力に関わるこ

とに期待していることが分かった。さらに、８・９年生の保護者では、「社会」という言葉が比較的多く

なり、将来のことや貢献することについての記述が多く見られる特徴があった。これらから貢献する人

間性に期待していることが分かった。

以上のことから、本校で考えている自己実現に向かうための資質・能力を身に付けることは、保護者
の期待していることと一致していることも分かった。

年度 年度 年度 年度

４

３

２

１

１～４年生 ５～７年生 ８・９年生

単語 出現回数 単語 出現回数 単語 出現回数

期待 期待 社会

仲間 行動 期待

行動 意見 考え

意見 学び 授業

身 科 将来

考え 社会 身

学び 身 行動

解決 大切 仲間

他者 機会 学び

体験 成長 成長

表 学校では、どう生きるかにおいて実生活や実社会に

ある問題を解決することを通して、自分に自信をも

って生きるための指導がなされているか。

表 保護者アンケート（ ）自由記述の分析
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今後の研究開発の方向

以上を踏まえ、今後の研究開発において、以下のことを重点に進めていきたいと考える。

○ 自己実現に向かうための資質・能力を発揮した姿を集約することにより、全職員で資質・能力を発揮

した姿の共有を進めていき、目指す姿をはっきりさせた上で、指導できるようにする。これを進める

ことにより、ルーブリック評価も充実することにつながり、指導と評価を一体化させて学びを進める

ことができる。

○ 道徳的諸価値との向き合い方について、どの場面でどのような手立てを打てばよいかといった実践の

収集と手立ての確立を目指す。実践を収集することで、ジレンマやエラーをどう乗り越えていくのか

を教師がある程度想定することができ、指導の充実を図ることができる。

○ ポートフォリオの利活用を推進し、学年の発達や学習内容に合った情報の蓄積の仕方を確立する。単

に記録を残すのではなく、自分の足跡を見つめながら学びを深めていく児童生徒に育ってほしい。

○ 内省の時間の手立ての充実を図る。どう生きるかは、自分の生き方について考える学びであり、内省

の時間を充実させることは、どう生きるかの目標を達成させることに直接つながる。

○ 保護者への情報発信および、協働の場を設定する。保護者へのアンケート調査で分かった通り、自己

実現に向かうための資質・能力を学校だけでなく家庭でも育める場としたい。学習計画によっては、

保護者が積極的に参加する場をつくり、共に学んでいけるようにすることも考えられる。

《参考文献》

・ 畠山美穂・倉盛美穂子・山崎晃「幼児の自己実現－社会的行動との関連から」幼年教育研究年報 号

・ 樟本千里・伊藤順子・山崎晃「幼児・児童の自己制御機能と自己実現との関連」広島大学大学院教育研究科紀要

第三部 教育人間科学関連領域 号

・ ＯＥＣＤ教育研究革新センター「学習の本質 －研究の活用から実践へ」明石書店

・ 大杉昭英「中央教育審議会答申全文と読み解き解説」明治図書出版

・ 文部科学省「小学校学習指導要領（平成 年告示）解説 総則編」「中学校学習指導要領（平成 年告示）解

説 総則編」

・ 内閣府「我が国と諸外国の若者の意識に関する調査」
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店

・ 白井俊「 プロジェクトが描く教育の未来 －エージェンシー、資質・能力とカリキュラム－」
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・ 石井英真「授業づくりの深め方」ミネルヴァ書房

・ 小塩真司「非認知能力 概念・測定と教育の可能性」北大路書房

・ 教育調査研究所「変革の時代の学校教育を展望するⅡ 子どもが主体的に学びを深める学校教育の在り方」

・ 高橋純「学び続ける力と問題解決」東洋館出版社

・ 新潟県上越市立大手町小学校「探究力 －本質に迫る問いを生み出すカリキュラム・マネジメント－」ぎょうせい
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第１学年 学びのカテゴリー「遊び」

１年２組は、鬼ごっこやドミノ倒しな

どをする中で、「じぶんもみんなもえがお

になるあそび」を目指して探究してきた。

毎時間、自分たちがしたい遊びを選択し、

繰り返し遊ぶ中で、仲間と一緒に活動す

ることのよさや楽しさに気付いた。自分

のしたいことと、仲間のしたいことにず

れが生じたり、遊びが思うように進まな

かったりしたときは、学級で話し合い、

ルールや約束を工夫することで、願いに

近づくような遊びをつくり出してきた。

舟橋 和恵

田中 雄也

上原 純

１年３組は、毎月加納城址公園へ行

き、生き物と繰り返し関わる中で、遊び

を探究してきた。何度も公園へ行くこと

で、四季の変化によって植物の様子が変

化したり、見つけられる虫の数や種が異

なったりすることに気付いた。その中で、

「自然の中でかくれんぼをしたい」「花で

アクセサリーをつくりたい」などの願い

をもって遊んできた。計画通り進まない

ときは方法を修正しながら、楽しさや満

足感などの手応えを感じてきている。
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自

分
と

仲
間

の
や

り
た

い
こ

と
が

両
方

で
き

な
い

。
【

家
族

愛
・

家
庭

生
活

の
充

実
、

個
性

の
伸

長
、

自
主

・
自

律
、

よ
り

よ
い

学
校

生
活

・
集

団
生

活
の

充
実

な
ど

】

・
新

１
年

生
・

新
１

年
生

を
迎

え
る

こ
と

に
関

わ
る

先
生

（
教

頭
、

部
主

任
）

・
体

育
館

・
加

納
城

址
公

園

・
国

語
：

こ
と

ば
を

見
つ

け
よ

う
　

こ
れ

は
な

ん
で

し
ょ

う
　

い
い

こ
と

い
っ

ぱ
い

１
年

生
・

算
数

：
大

き
な

か
ず

　
ず

を
つ

か
っ

て
か

ん
が

え
よ

う
・

体
育

：
ボ

ー
ル

あ
そ

び
　

マ
ッ

ト
ラ

ン
ド

　
か

ら
だ

つ
く

り
あ

そ
び

■
実

際
に

や
る

と
、

思
っ

て
い

た
よ

う
に

楽
し

め
な

い
。

■
会

を
自

分
た

ち
で

上
手

に
進

め
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

●
仲

間
と

や
り

た
い

こ
と

が
違

う
。

●
仲

間
と

ア
イ

デ
ア

が
対

立
す

る
。

【
善

悪
の

判
断

・
自

律
・

自
由

と
責

任
、

希
望

と
勇

気
・

努
力

と
強

い
意

志
、

個
性

の
伸

長
、

よ
り

よ
い

学
校

生
活

・
集

団
生

活
の

充
実

な
ど

】

・
国

語
：

こ
ん

な
も

の
み

つ
け

た
よ

　
ど

う
ぞ

よ
ろ

し
く

　
と

し
ょ

か
ん

へ
い

こ
う

　
　

　
　

わ
け

を
は

な
そ

う
　

お
お

き
く

な
っ

た
・

算
数

：
１

０
ま

で
の

か
ず

　
な

ん
ば

ん
め

　
か

ず
し

ら
べ

・
図

画
工

作
：

か
き

た
い

も
の

な
あ

に
　

す
な

ば
あ

そ
び

■
探

検
の
約
束
を
守
れ
ず
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
。
　
　
■
自
分
の
好
き
な
遊
び
が
見
つ
か

ら
な
い
。

●
仲

間
と
行
き
た
い
場
所
が
違
っ
て
思
っ
た
場
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

【
礼

儀
、
親
切
・
思
い
や
り
、
感
謝
、
節
度
・
節
制
、
よ
り
よ
い
学
校
生
活
の
充
実
な
ど
】

■
水

や
り

な
ど

の
世

話
を

忘
れ

て
し

ま
う

。
　

　
　

■
思

っ
た

よ
う

に
成

長
し

な
い

。
●

間
引

き
を

し
て

芽
が

減
る

の
が

嫌
だ

。
　

　
　

　
●

植
物

を
採

っ
て

遊
び

た
い

け
ど

採
っ

て
よ

い
か

悩
む

。
【

生
命

の
尊

重
、

自
然

愛
護

な
ど

】

・
国

語
：

き
き

た
い

な
と

も
だ

ち
の

は
な

し
　

し
ら

せ
た

い
な

見
せ

た
い

な
・

算
数

：
な

ん
じ

な
ん

じ
は

ん
・

音
楽

：
は

く
を

か
ん

じ
よ

う

　 よ り よ い 遊 び に す る た め の 工 夫 や

　 新 し い 遊 び を 見 付 け る た め に 情 報

　 を 収 集 す る

・
国

語
：

と
も

だ
ち

の
こ

と
し

ら
せ

よ
う

 
て

が
み

で
し

ら
せ

よ
う

・
算

数
：

た
し

ざ
ん

　
ひ

き
ざ

ん
　

い
ろ

い
ろ

な
か

た
ち

・
図

画
工

作
：

お
っ

て
た

て
た

ら
　

お
は

な
し

か
ら

う
ま

れ
た

よ

○
新

し
く

入
学

す
る

予
定

の
子

供
た

ち
に

対
す

る
願

い
を

も
ち

、
何

を
す

れ
ば

よ
い

か
を

考
え

る
。

○
遊

び
な

ど
の

計
画

・
準

備
を

す
る

。
○

実
際

に
迎

え
て

、
楽

し
く

過
ご

す
。

○
や

っ
て

み
た

内
容

を
振

り
返

る
。

○
冬

の
生

き
物

と
慣

れ
親

し
み

、
季

節
に

よ
る

自
然

の
移

り
変

わ
り

を
実

感
す

る
。

○
１

年
間

を
通

し
て

、
自

分
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
こ

と
を

振
り

返
る

。

　

教
科
等
と
の
関
連

月
８
月

７
月

○
学

級
の

仲
間

と
の

遊
び

に
対

す
る

願
い

を
も

ち
、

ど
ん

な
遊

び
を

し
て

み
た

い
か

考
え

る
。

○
遊

び
の

計
画

・
準

備
を

す
る

。
○

遊
ん

で
、

楽
し

く
過

ご
す

。
○

遊
び

を
振

り
返

る
。

○
さ

ら
に

遊
び

た
い

遊
び

を
考

え
る

。
○

夏
の

生
き

物
と

慣
れ

親
し

む
。

○
加

納
城

址
公

園
で

学
級

の
仲

間
と

遊
び

た
い

こ
と

を
見

つ
け

る
。

○
他

学
級

や
他

学
年

と
の

遊
び

に
対

す
る

願
い

を
も

ち
、

今
ま

で
の

遊
び

の
経

験
や

学
び

を
生

か
し

て
何

を
し

た
ら

よ
い

か
を

考
え

る
。

○
遊

び
の

計
画

・
準

備
、

遊
び

に
誘

う
準

備
を

す
る

。
○

遊
ん

で
、

楽
し

く
過

ご
す

。
○

遊
び

を
振

り
返

る
。

○
さ

ら
に

遊
び

た
い

相
手

や
遊

び
を

考
え

る
。

○
秋

の
生

き
物

と
慣

れ
親

し
む

。
○

加
納

城
址

公
園

で
の

遊
び

を
工

夫
し

、
他

学
級

、
他

学
年

の
仲

間
を

誘
っ

て
遊

ぶ
。

・
教

室
・

砂
場

・
グ

ラ
ウ

ン
ド

・
特

別
教

室
・

加
納

城
址

公
園

・
他

学
級

・
他

学
年

の
仲

間
・

相
手

学
級

の
先

生
・

教
室

・
特

別
教

室
・

体
育

館
・

グ
ラ

ウ
ン

ド
、

砂
場

・
加

納
城

址
公

園

■
自
分
か
ら
遊
び
に
参
加
で
き
な
い
。

■
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

●
仲
間
の
考
え
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

【
希
望
と
勇
気
・
努
力
と
強
い
意
志
、
個
性
の
伸

長
、
友
情
・
信
頼
、
公
正
公
平
・
社
会
正
義
な

ど
】

１
年
２
組

・
学

校
の

先
生

・
調

理
員

　
事

務
員

　
警

備
員

・
学

校
の

校
舎

・
か

ぞ
く

（
２

年
生

）
・

加
納

城
址

公
園

学
び
の
基
盤
と
な
る

道
徳
的
諸
価
値

節
度
、
節
制
・
親
切
、
思
い
や
り
・
友
情
、
信
頼
・
規
則
の
尊
重
・
よ
り
よ
い
学
校
生
活
、
集
団
生
活
の
充
実
・
生
命
の
尊
さ
・
自
然
愛
護

「
学
び
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
：
遊
び
（
全
1
3
6
時
間
）

年
間
指
導
計
画

第
１
学
年
の
目
標

カ
テ
ゴ
リ
ー
設
定
の

理
由

　
子
供
た
ち
は
、
小
学
校
入
学
前
ま
で
に
遊
び
を
通
し
て
、
自
立
心
や
協
同
性
等
が
育
ま
れ
て
き
た
。
入
学
後
大
き
く
環
境
が
変
わ
る
子
供
た
ち
の
安
心
感
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
遊
び
と
い
う
活
動
を
継
続
し
て
い
く
。
ま

た
、
遊
び
そ
の
も
の
が
子
供
た
ち
に
と
っ
て
楽
し
く
、
面
白
い
と
い
う
性
質
も
あ
る
。
「
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
」
「
自
分
の
長
所
に
気
付
く
」
な
ど
、
本
校
の
第
１
学
年
で
願
う
姿
に
迫
っ
て
い
く
。

（
１
）
問
題
解
決
力
に
関
わ
っ
て

願
い
に
合
っ
た
遊
び
を
目
指
す
こ
と
を
通
し
て
、
よ
り
よ
い
遊
び
に
な
る
よ
う
に
工
夫
し
た
り
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
た
り
し
、
や
り
切
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
２
）
関
係
構
築
力
に
関
わ
っ
て

遊
び
の
中
で
生
じ
る
ジ
レ
ン
マ
や
エ
ラ
ー
に
対
し
て
、
よ
り
願
い
に
合
っ
た
遊
び
に
近
付
け
る
た
め
の
話
合
い
活
動
を
通
し
て
、
仲
間
の
考
え
を
肯
定
的
に
聞
き
、
よ
り
よ
い
考
え
を
生
み

出
し
、
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
３
）
貢
献
す
る
人
間
性
に
関
わ
っ
て

願
い
に
合
っ
た
遊
び
を
目
指
す
こ
と
を
通
し
て
、
自
分
の
よ
さ
に
気
付
き
、
自
分
や
仲
間
が
幸
せ
に
な
る
た
め
の
方
法
を
考
え
、
仲
間
と
共
に
行
動
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

が
っ
こ
う
で
あ
そ
ぼ
う
（

時
間
）

た
の
し
い
あ
そ
び

み
い
つ
け
た
（

時
間
）

― 24 ―



１
年
２
組

単
元
シ
ー
ト

単
元
名 も

っ
と
！
み
ん
な
な
か
よ
し

だ
い
さ
く
せ
ん

（
）

本
単
元
の
目
標

問
題
解
決
力

関
係
構
築
力

貢
献
す
る
人
間
性

遊
び
集

会
に
向
け
て
遊

び
を
工
夫
す
る
活

動
を
通
し

て
、学

級
遊
び
で
の
体
験
や
経
験
を
基
に
、粘

り
強
く

遊
び
の

計
画
を
立
て
た

り
、
改
善
し
た
り

す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

遊
び

集
会

に
向

け
て

遊
び

を
工

夫
す

る
過

程
で

、
様

々
な

立
場

の
仲

間
の

気
持

ち
に

寄
り

添
い

な
が

ら
、遊

び
の
計
画
を
立
て
た
り
、改

善
し
た
り
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

遊
び
を

工
夫
す
る
過
程

で
、
自
分
や
仲

間
が
笑
顔

に
な
る
た
め
に
、自

分
に
で
き
る
こ
と
考
え
、仲

間
と
共

に
行
動
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

活 動 の 計 画

○「
学
年
の
仲
間
と
も
遊
び
た
い
」「

も
っ
と
多
く

の
仲
間
と
関
わ
り
た
い
」
と
願
い
を
も
つ
。

○
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
体
験
を
生
か
し
て
、
遊
び

た
い
遊
び
の
案
を
出
す
。

（
）

○
学

年
の

仲
間

と
楽

し
め

そ
う

な
遊

び
を

整
理

し
、
遊
び
集
会
の
計
画
を
立
て
る
。

○
遊
び
が
楽
し
く
な
る
よ
う
に
工
夫
す
る
。

○
保
護
者
を
招
い
て
、
遊
び
を
検
証
す
る
。 （

）
（

○
遊
び
集
会
を
運
営
し
、
学
年
の
仲
間
と
遊
び
を

通
し
て
関
わ
る
。

○
実
際
に
遊
ん
で
み
た
感
想
を
聞
い
た
り
、
自
分

た
ち
で
振
り
返
っ
た
り
す
る
。

（
）

○
工

夫
し

た
こ

と
や

多
く

の
仲

間
と

遊
ん

で
み

た
感
想
を
ま
と
め
る
。

○
他

に
ど

ん
な

人
と

一
緒

に
遊

び
た

い
か

考
え

る
。

（
）

加 筆 修 正 欄 想 定 さ れ る 姿

・学
年
朝
の
会
の
姿
を
想
起
し
、「

他
の
学
級
の
仲

間
と
も
楽
し
く
遊
び
た
い
」
と
願
い
を
も
つ
。

・
鬼
遊
び
や
ボ
ー
ル
遊
び
な
ど
多
く
の
仲
間
で
楽

し
め
そ
う
な
遊
び
の
案
を
出
す
。

・
３
学
級
で
遊
ぶ
た
め
に
、
遊
び
の
ル
ー
ル
を
工

夫
し
よ
う
と
す
る
。

・
会
を
進
行
す
る
た
め
に
、
ル
ー
ル
を
ま
と
め
た

り
、
役
割
分
担
を
し
た
り
す
る
。

・
遊
び
集
会
の
前
に
、
他
の
人
に
向
け
て
検
証
し

た
い
と
考
え
る
。

・
参

加
し

て
く

れ
た

仲
間

に
遊

び
の

感
想

を
聞

く
。

・
会
を
運
営
す
る
こ
と
の
達
成
感
を
感
じ
、
次
も

や
り
た
い
と
願
い
を
膨
ら
ま
せ
る
。

・
多

く
の

仲
間

と
遊

ぶ
こ

と
の

楽
し

さ
を

感
じ

る
。

・
２
年
生
や
新

年
生
な
ど
、
他
の
仲
間
と
も
遊

び
た
い
と
願
い
を
も
つ
。

実 際 の 姿

● ジ レ ン マ

■ エ ラ ー

■
様
々
な
立
場
の
仲
間
が
楽
し
め
る
遊
び
に
す
る
た
め
に
、

何
を
工
夫
で
き
る
か
分
か
ら
な
い
。

■
ど
の
遊
び
に
す
れ
ば
、
み
ん
な
が
喜
ん
で
く
れ
る

か
分
か
ら
な
い
。

■
恥
ず
か
し
く
て
、
他
の
学
級
の
仲
間
と

思
う
よ
う
に
話
が
で
き
な
い

。
●
仲
間
と
や
り
た
い
遊
び
が
違
う
。

■
自
分
の
思
う
よ
う
に
会
の
役
割
が
決

ま
ら
な
い
。
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１
年
２
組

本
時
案

（
１
）
目
標

遊
び
集
会
で
実
施
す
る
遊
び
を
考
え
た
り
、
実
際
に
遊
ぶ
こ
と
で
検
証
し
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
、
「
じ
ぶ
ん
も
み
ん
な
も
え
が
お
に
な
る
あ
そ
び
」
と
い
う
学
級
の
願
い
を
基

に
話
し
合
い
、
遊
び
に
参
加
す
る
仲
間
の
気
持
ち
を
考
え
て
、
願
い
に
合
っ
た
遊
び
に
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（

関
係
構
築
力
）

（
２
）
道
徳
的
価
値
判
断
に
関
わ
っ
て

親
切
や
思
い
や
り
の
価
値
に
関
わ
っ
て
、
自
分
だ
け
で
な
く
遊
び
に
参
加
す
る
仲
間
の
気
持
ち
を
考
え
て
、
遊
び
を
改
善
す
る
。
（
親
切
、
思
い
や
り
）

本
時

（
）

活
動
内
容
（
○
教
師
の
発
問

・
予
想
さ
れ
る

児
童
生
徒
の
発
言
）

○
教
師
の
手
立
て
と
見
届
け

１
本
時
大
切
に
し
た
い
こ
と
を
共
有
す
る

〇
今
日
は
、
紙
コ
ッ
プ
タ
ワ
ー
で
遊
び
ま
す

。
遊
ぶ
と
き
に
ど
ん
な
こ
と
を
大
切
に
し
て
遊
び
た
い
で
す
か
。

・
学
年
遊
び
集
会
で
で
き
そ
う
か
を
考
え
て
遊
び
た
い
で
す
。

・
本
当
に
「
じ
ぶ
ん
も
み
ん
な
も
え
が
お
に
な
る
あ
そ
び
」
か
を
考
え
て
遊
び
た
い
な
。

２
実
際
に
遊
び

な
が
ら
、
改
善
点
を
見
つ
け
る

３
困
っ
た
こ
と
を
共
有
し

、
改
善
の
方
向
を
考
え
る

○
Ａ
さ
ん
や
Ｂ
さ
ん
は
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。
み
ん
な

な
ら
ど
う
し
ま
す
か
。

・
□
□
さ
ん
が
、
一
人
で
紙
コ
ッ
プ
タ
ワ
ー
を
つ
く
っ
て
い
て
、
一
緒
に
遊
ん
で
い
て
も

楽
し
く
な
か
っ
た
よ
。

→
順
番
に
紙
コ
ッ
プ
を
置
い
た
ら
ど
う
か
な

。

・
も
っ
と
高
い
と
こ
ろ
に
紙
コ
ッ
プ
を
置
き
た
い
け
ど
、
手
が
届
か
な
か
っ
た
よ
。

→
椅
子
や
台
を
用
意
す
る
と
よ
い
と
思
う
よ
。
周
り
の
仲
間
が
椅
子
や
台
を
支
え
れ
ば
安
全
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か
な
。

４
改
善
点
を
踏
ま
え
、
も
う
一
度
遊
ぶ

５
本
時
の
活
動

で
見
つ
け
た

こ
と
や
工
夫
し
た
こ
と
な
ど
を
学
級
で
共
有

す
る

○
今
日
見
つ
け
た

こ
と
や
工
夫
し
た
こ
と
は
何
で
す
か
。

・
自
分
の
順
番
で
な
い
と
き
は
、
チ
ー
ム
の
仲
間
を
応
援
す
る
こ
と
で
、
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

・
自
分
も
仲
間
も
笑
顔
に
な
る
よ
う
に
、
譲
り
合
っ
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
た
よ
。

６
本
時
の
活
動
を
振
り
返
る

○
活
動
の
振
り
返
り
を
ペ
ア
で
撮
り
ま
し
ょ
う
。（

で
録
画
）

・
今
日
は
紙
コ
ッ
プ
タ
ワ
ー
で
遊
び
ま
し
た
。
Ｃ
さ
ん
が
、「

み
ん
な
が
遊
べ
る
よ
う
に
順
番
に
紙
コ
ッ
プ
を
置
く
」
と
い
う
ル
ー
ル

を
考
え
て
く
れ
て
、
そ
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
で
仲
間
と
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（

仲
間
と
の
関
わ
り
で

見
つ
け
た
こ
と
）

他
の
遊
び
で
も
、
み
ん
な
が
遊
べ
て
い
る
か
を
よ
く
考
え
て
、
ル
ー
ル
を
工
夫
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す

。
（
次
に
や
っ
て
み

た
い
こ
と
や
考
え
た
い
こ
と
）

○
ど
ん
な
遊
び
で
も
、
学
級

で
大
切
に
し
た
い
願
い
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
を

確
認
す
る
。
遊
び
は
、
た
だ
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
遊
び
集
会
で
で
き
る

か
ど
う
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
共
有
す
る
。

○
願
い
に
合
っ
た
遊
び
と
な
る
よ
う
な

工
夫
を
し
て
、
笑
顔
に
な
っ
て
い
る

児
童
に
は
、
「
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
楽
し
い
の
。
」
「
こ
の
遊
び
の
ど
ん
な
と

こ
ろ
が
よ
い
の
。
」
な
ど
と
問
い

か
け
、
他
の
遊
び
を
考
え
る
と
き
に
も

生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

〇
学
級
で
困
っ
た
こ
と
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
、
困
っ
て
い
た
り
、
楽
し
め

な
か
っ
た
り
す
る
児
童
に
は
、「

困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の

。
」
「
も
う

少
し
み
ん
な
で
考
え
て
み
た
い
こ
と
は
あ
る
。
」
な
ど
と
問
い
か
け
る
。

○
自
分
が
楽
し
む
だ
け
で
な
く

、
相
手
意
識
を
も
っ
て
遊
べ
る
よ
う
に
「
も

っ
と
楽
し
め
る
よ
う
に
工
夫
で
き
る
と
こ
ろ
は
あ
る
か
な

。」
「
困
っ
て
い

る
仲
間
は
い
な
い
か
な

。
」
と
声
を
か
け
る
。

○
「
仲
間
と
の
関
わ
り
で
見
つ
け
た

こ
と
」
と
「
次
に

や
っ
て
み
た
い
こ
と

や
考
え
た
い
こ
と
」
と
い
う
２
つ
の
視
点
か
ら
遊
び
を
振
り
返
る
。

○
振
り
返
り

に
困
っ
て
い
る
児
童
に
は
、
前
時
の
振
り
返
り
の
動
画
を
観
る

よ
う
に
促
し
た
り
、「

ど
ん
な
こ
と
が
楽
し
か
っ
た
。
」
や
「
誰
と
一
緒
に

活
動
で
き
た
。」

な
ど
と
声
を
か
け
て
、
考
え
を
整
理
で
き
る
よ
う
に
し

た
り
す
る
。

じ
ぶ
ん
も
み
ん
な
も

え
が
お
に
な
る
あ
そ
び
に
な
る
か
を

か
ん
が
え
て
あ
そ
ぼ
う

。

目
標
に
迫
っ
た
姿
を
ど
の
よ
う
に
見
届
け
る
か

遊
び
に
参
加
す
る
仲
間
の
気
持
ち

を
考
え
て
、
自
分
も
仲
間
も
笑
顔
に
な

る
遊
び
で
あ
る
か
を
見
直
し
、
遊
び
を
改
善
し
て
い
る
。（

関
係
構
築
力
）

・
願
い
に
合
っ
た
遊
び
か
検
証
し
た
り
、
遊
び
の
改
善
案
を
考
え
た
り
す

る
場
に
お
け
る
言
動
や
振
り
返
り
で
の
発
言
（
動
画
）
で
見
届
け
る
。
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年
間
指
導
計
画

第
１
学
年
の
目
標

カ
テ
ゴ
リ
ー
設
定
の

理
由

　
子
供
た
ち
は
、
小
学
校
入
学
前
ま
で
に
遊
び
を
通
し
て
、
自
立
心
や
協
同
性
等
が
育
ま
れ
て
き
た
。
入
学
後
大
き
く
環
境
が
変
わ
る
子
供
た
ち
の
安
心
感
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
遊
び
と
い
う
活
動
を
継
続
し
て
い
く
。
ま

た
、
遊
び
そ
の
も
の
が
子
供
た
ち
に
と
っ
て
楽
し
く
、
面
白
い
と
い
う
性
質
も
あ
る
。
「
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
」
「
自
分
の
長
所
に
気
付
く
」
な
ど
、
本
校
の
第
１
学
年
で
願
う
姿
に
迫
っ
て
い
く
。

（
１
）
問
題
解
決
力
に
関
わ
っ
て

願
い
に
合
っ
た
遊
び
を
目
指
す
こ
と
を
通
し
て
、
よ
り
よ
い
遊
び
に
な
る
よ
う
に
工
夫
し
た
り
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
た
り
し
、
や
り
切
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
２
）
関
係
構
築
力
に
関
わ
っ
て

遊
び
の
中
で
生
じ
る
ジ
レ
ン
マ
や
エ
ラ
ー
に
対
し
て
、
よ
り
願
い
に
合
っ
た
遊
び
に
近
付
け
る
た
め
の
話
合
い
活
動
を
通
し
て
、
仲
間
の
考
え
を
肯
定
的
に
聞
き
、
よ
り
よ
い
考
え
を
生

み
出
し
、
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
３
）
貢
献
す
る
人
間
性
に
関
わ
っ
て

願
い
に
合
っ
た
遊
び
を
目
指
す
こ
と
を
通
し
て
、
自
分
の
よ
さ
に
気
付
き
、
自
分
や
仲
間
が
幸
せ
に
な
る
た
め
の
方
法
を
考
え
、
仲
間
と
共
に
行
動
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

　

教
科
等
と
の
関
連

月
８
月

７
月

○
学

級
の

仲
間

と
の

遊
び

に
対

す
る

願
い

を
も

ち
、

ど
ん

な
遊

び
を

し
て

み
た

い
か

考
え

る
。

○
遊

び
の

計
画

・
準

備
を

す
る

。
○

実
際

に
遊

ん
で

、
楽

し
く

過
ご

す
。

○
遊

び
を

振
り

返
る

。
○

さ
ら

に
遊

び
た

い
遊

び
を

考
え

る
。

○
夏

の
生

き
物

と
慣

れ
親

し
む

。
○

加
納

城
址

公
園

で
学

級
の

仲
間

と
遊

び
た

い
こ

と
を

見
つ

け
る

。

○
今

ま
で

の
遊

び
の

経
験

や
学

び
を

生
か

し
て

、
他

学
級

や
他

学
年

等
と

の
遊

び
に

対
す

る
願

い
を

も
つ

。
○

遊
び

の
計

画
・

準
備

、
遊

び
に

誘
う

準
備

を
す

る
。

○
実

際
に

遊
ん

で
、

楽
し

く
過

ご
す

。
○

遊
び

を
振

り
返

る
。

○
さ

ら
に

遊
び

た
い

相
手

や
遊

び
を

考
え

る
。

○
秋

の
生

き
物

と
慣

れ
親

し
む

。
○

加
納

城
址

公
園

で
の

遊
び

を
工

夫
し

、
他

学
級

、
他

学
年

の
仲

間
を

誘
っ

て
遊

ぶ
。

・
教

室
・

砂
場

・
グ

ラ
ウ

ン
ド

・
特

別
教

室
・

加
納

城
址

公
園

・
他

学
級

・
他

学
年

の
仲

間
・

相
手

学
級

の
先

生
・

教
室

・
特

別
教

室
・

体
育

館
・

グ
ラ

ウ
ン

ド
、

砂
場

・
加

納
城

址
公

園

■
自
分
か
ら
遊
び
に
参
加
で
き
な
い
。

■
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

●
仲
間
の
考
え
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

【
希
望
と
勇
気
・
努
力
と
強
い
意
志
、
個
性
の
伸

長
、
友
情
・
信
頼
、
公
正
公
平
・
社
会
正
義
な

ど
】

１
年
３
組 ・
学

校
の

先
生

・
調

理
員

　
事

務
員

　
警

備
員

・
学

校
の

校
舎

・
か

ぞ
く

（
２

年
生

）
・

加
納

城
址

公
園

学
び
の
基
盤
と
な
る

道
徳
的
諸
価
値

節
度
、
節
制
・
親
切
、
思
い
や
り
・
友
情
、
信
頼
・
規
則
の
尊
重
・
よ
り
よ
い
学
校
生
活
、
集
団
生
活
の
充
実
・
生
命
の
尊
さ
・
自
然
愛
護

「
学
び
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
：
遊
び
　
（
全
1
3
6
時
間
） ■

新
１

年
生

が
喜

び
そ

う
な

遊
び

が
分

か
ら

な
い

。
■

自
分

た
ち

で
遊

び
の

準
備

を
進

め
ら

れ
な

い
。

■
自

分
の

成
長

が
分

か
ら

な
い

。
●

自
分

と
仲

間
の

や
り

た
い

こ
と

が
両

方
で

き
な

い
。

【
家

族
愛

・
家

庭
生

活
の

充
実

、
個

性
の

伸
長

、
自

主
・

自
律

、
よ

り
よ

い
学

校
生

活
・

集
団

生
活

の
充

実
な

ど
】

・
新

１
年

生
・

新
１

年
生

を
迎

え
る

こ
と

に
関

わ
る

先
生

（
教

頭
、

部
主

任
）

・
体

育
館

・
加

納
城

址
公

園

・
国

語
：

こ
と

ば
を

見
つ

け
よ

う
　

こ
れ

は
な

ん
で

し
ょ

う
　

い
い

こ
と

い
っ

ぱ
い

１
年

生
・

算
数

：
大

き
な

か
ず

　
ず

を
つ

か
っ

て
か

ん
が

え
よ

う
・

体
育

：
ボ

ー
ル

あ
そ

び
　

マ
ッ

ト
ラ

ン
ド

　
か

ら
だ

つ
く

り
あ

そ
び

■
実

際
に

や
る

と
、

思
っ

て
い

た
よ

う
に

楽
し

め
な

い
。

■
会

を
自

分
た

ち
で

上
手

に
進

め
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

●
仲

間
と

や
り

た
い

こ
と

が
違

う
。

●
仲

間
と

ア
イ

デ
ア

が
対

立
す

る
。

【
善

悪
の

判
断

・
自

律
・

自
由

と
責

任
、

希
望

と
勇

気
・

努
力

と
強

い
意

志
、

個
性

の
伸

長
、

よ
り

よ
い

学
校

生
活

・
集

団
生

活
の

充
実

な
ど

】

・
国

語
：

こ
ん

な
も

の
み

つ
け

た
よ

　
ど

う
ぞ

よ
ろ

し
く

　
と

し
ょ

か
ん

へ
い

こ
う

　
　

　
　

わ
け

を
は

な
そ

う
　

お
お

き
く

な
っ

た
・

算
数

：
１

０
ま

で
の

か
ず

　
な

ん
ば

ん
め

　
か

ず
し

ら
べ

・
図

画
工

作
：

か
き

た
い

も
の

な
あ

に
　

す
な

ば
あ

そ
び

■
探
検
の
約
束
を
守
れ
ず
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
。
　
　
■
自
分
の
好
き
な
遊
び
が
見
つ
か
ら
な
い
。

●
仲
間
と
行
き
た
い
場
所
が
違
っ
て
思
っ
た
場
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

【
礼
儀
、
親
切
・
思
い
や
り
、
感
謝
、
節
度
・
節
制
、
よ
り
よ
い
学
校
生
活
の
充
実
な
ど
】

■
水

や
り

な
ど

の
世

話
を

忘
れ

て
し

ま
う

。
　

　
　

■
思

っ
た

よ
う

に
成

長
し

な
い

。
●

間
引

き
を

し
て

芽
が

減
る

の
が

嫌
だ

。
　

　
　

　
●

植
物

を
採

っ
て

遊
び

た
い

け
ど

採
っ

て
よ

い
か

悩
む

。
【

生
命

の
尊

重
、

自
然

愛
護

な
ど

】

・
国

語
：

き
き

た
い

な
と

も
だ

ち
の

は
な

し
　

し
ら

せ
た

い
な

見
せ

た
い

な
・

算
数

：
な

ん
じ

な
ん

じ
は

ん
・

音
楽

：
は

く
を

か
ん

じ
よ

う

　 よ り よ い 遊 び に す る た め の 工 夫 や

　 新 し い 遊 び を 見 付 け る た め に 情 報

　 を 収 集 す る

・
国

語
：

と
も

だ
ち

の
こ

と
し

ら
せ

よ
う

 
て

が
み

で
し

ら
せ

よ
う

・
算

数
：

た
し

ざ
ん

　
ひ

き
ざ

ん
　

い
ろ

い
ろ

な
か

た
ち

・
図

画
工

作
：

お
っ

て
た

て
た

ら
　

お
は

な
し

か
ら

う
ま

れ
た

よ

○
新

し
く

入
学

す
る

予
定

の
子

た
ち

に
対

す
る

願
い

を
も

ち
、

楽
し

ん
で

も
ら

え
る

よ
う

に
す

る
に

は
ど

う
し

ら
た

よ
い

か
、

何
を

す
れ

ば
よ

い
か

を
考

え
る

。
○

遊
び

な
ど

の
計

画
・

準
備

を
す

る
。

○
実

際
に

迎
え

て
、

楽
し

く
過

ご
す

。
○

や
っ

て
み

た
内

容
を

振
り

返
る

。
○

冬
の

生
き

物
と

慣
れ

親
し

み
、

季
節

に
よ

る
自

然
の

移
り

変
わ

り
を

実
感

す
る

。
○

１
年

間
を

通
し

て
、

自
分

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

こ
と

を
振

り
返

る
。

人
材
活
用

施
設

単
元
名

（
時
数
）

 
　
 
想
定
さ
れ
る

 
　
 
●
ジ
レ
ン
マ

 
　
 
■
エ
ラ
ー

 
【
道
徳
的
諸
価
値
】

主
な
学
習
活
動

○
附

属
小

中
学

校
の

こ
と

を
知

る
た

め
に

、
学

校
探

検
に

対
す

る
願

い
を

も
つ

。
○

学
校

探
検

す
る

。
（

学
級

の
み

ん
な

と
→

グ
ル

ー
プ

の
仲

間
と

）
○

く
わ

し
く

知
り

た
い

と
思

っ
た

こ
と

を
学

校
の

職
員

に
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
す

る
。

○
仲

間
に

分
か

っ
た

こ
と

を
発

表
す

る
。

◯
個

人
遊

び
の

中
か

ら
自

分
が

楽
し

い
と

思
う

も
の

を
見

つ
け

る
。

○
２

年
生

か
ら

の
プ

レ
ゼ

ン
ト

で
あ

る
ア

サ
ガ

オ
の

種
に

対
し

て
願

い
を

も
つ

。
○

育
て

方
を

自
分

た
ち

で
考

え
た

り
２

年
生

に
教

え
て

も
ら

っ
た

り
す

る
。

○
ア

サ
ガ

オ
の

世
話

を
す

る
。

○
春

の
生

き
物

と
慣

れ
親

し
む

。
○

加
納

城
址

公
園

で
の

遊
び

を
見

つ
け

る
。

学
び
を
構
成
す
る

要
素

楽
し
さ
　
人
　
相
手
　
仲
間
　
集
団
　
学
校
　
植
物
　
自
然
　
季
節
　
工
夫
　
言
葉
　
決
ま
り
　
喜
び
　
達
成
感

６
月

1
1
月

４
月

３
月

２
月

１
月

５
月

1
2
月

1
0
月

９
月

お
に
い
さ
ん
・
お
ね
え
さ
ん
に
ま
か
せ
て
よ
！

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
時
間
）

い
き
も
の
と
な
か
よ
し
（
3
0
時
間
）

み
ん
な
な
か
よ
し
　
だ
い
さ
く
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
時
間
）

も
っ
と
！
み
ん
な
な
か
よ
し
　
だ
い
さ
く
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
時
間
）

が
っ
こ
う
で
あ
そ
ぼ
う
（

時
間
）

た
の
し
い
あ
そ
び

み
い
つ
け
た
（

時
間
）
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１
年
３
組

本
時
案

（
１
）
目
標

加
納
城
址
公
園
で
の
遊
び
を
通
し
て
、
公
園
に
あ
る
自
然
を
大
切
に
し

た
り
生
か
し
た
り
し

な
が
ら

、
遊
び
を
充
実
し
た
も
の
に
し
よ
う
と
い
う
願
い
を
基
に
、
自
分
や
仲
間
が

楽
し
め
る
よ
う
に
工
夫
し

て
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
る
。
（
問
題
解
決
力
）

（
２
）
道
徳
的
価
値
判
断
に
関
わ
っ
て

規
則
の
尊
重
や
自
然
愛
護
の
価
値
に
関
わ
っ
て
、
み
ん
な
で
使
う
も
の
や
自
然
を
大
切
に
し
な
が
ら
遊
ぶ
。
（
規
則
の
尊
重
、
自
然
愛
護
）

本
時

（
）

活
動
内
容
（
○
教
師
の
発
問

・
予
想
さ
れ
る

児
童

生
徒
の
発
言
）

○
教
師
の
手
立
て
と
見
届
け

１
本
時
の
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
や
全
体
の
課
題
を
確
か
め
る

〇
今
日
は
、
ど
の
よ
う
に
遊
び
ま
す
か
。

・
〇
〇
さ
ん
と
一
緒
に
自
然
の
中
で
か
く
れ
ん
ぼ
を
す
る
よ
。

・
月
に
来
た
時
も
虫
を
見
つ
け
た
か
ら
、
今
日
も
虫
見
つ
け
を
す
る
よ
。

・
今
ま
で
秘
密
基
地
で
遊
ん
で
き
た
か
ら
、
今
日
は
秘
密
基
地
を
も
っ
と
か
っ
こ
よ
く
し
た
い
な
。

・
９
月
に
来
た
時
、
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
っ
た
ら
お
母
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
た
か
ら
、
今
日
も
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
っ
て
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
た
い
な
。

２
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
を
基
に

し
て

遊
ぶ

３
今
日
の
遊
び
を
振
り
返

り
、
仲
間
へ
伝
え

た
り
、

を
用
い
て
記
録
を
残

し
た
り
す
る

〇
今
日
の
遊
び
を
振
り
返
り
ま
し
ょ
う
。

・
僕
は
、
秘
密
基
地
で
遊
び
ま
し
た
。
９
月
に
来
た
時
と
比
べ
て
、
落
ち
て
い
る
木
の
枝
の
種
類
が
変
わ
っ
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
を
使
っ
た
ら
秘

密
基
地
を
か
っ
こ
よ
く
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
。
本
当
は
生
え
て
い
る
木
を
切
っ
て
使
い
た
か
っ
た
け
れ
ど
、
〇
〇
さ
ん
と
相
談
し
て
、
折
る

の
は
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
や
め
た
よ
。
次
に
来
た
時
は
、
秘
密
基
地
で
キ
ャ
ン
プ
ご
っ
こ
を
し
た
い
な
。

○
見
通
し
を
も
っ
て
活
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
今
日

の
遊
び
の
計
画
を
仲
間
へ
伝
え
る
場
を
位
置
付
け
、
計
画
を

想
起
す
る
こ
と
が
難
し
い
児
童
に
は

に
残
っ
て
い
る

記
録
を
見
直
す
よ
う
に
促
す
。

〇
児

童
が

遊
び

を
工

夫
し

て
い

る
こ

と
を

自
覚

で
き

る
よ

う

に
す

る
た

め
に

、
「

ど
う

し
て

そ
の

遊
び

方
を

し
て

い
る

の
。
」
と
問
う
た
り
、
自
然
を
生
か
し
て
い
る
姿
を
そ
の
場
で

価
値
付
け
た
り
す
る
。

〇
自
然
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
価
値
判
断
を
価
値
付
け
、
広

め
た
り
す
る
た
め
に
、
「

ど
う
し
て
生
え
て
い
る
木
を
使
わ

な
い
の
。
」
と
問
い
、
児
童
が
遊
び
を
工
夫
す
る
た
め
の
根
拠

と
な
る
価
値
観
を
表
出
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

〇
遊
び
を
振
り
返
る
と
き
に
、
工
夫
し
た
こ
と
や
仲
間
と
の
関

わ
り
の
中
で
学
ん
だ
こ
と
、
公
園
の
自
然
を
大
切
に
し
た
こ

と
、
次
回
へ
の
願
い
な
ど
を
自
覚
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
、
振
り
返

り
の
視
点
を
明
確
に
し
て

お
く
。

〇
振
り
返
る
こ
と
が
難
し
い
児
童
に
は
、
「
ど
の
よ
う
に
遊

ん

だ
の
。」
「
ど
う
し
て
計
画
か
ら
遊
び
方
を
変
え
た
の
。」

と
問

い
、
自
分
の
成
長
を
見
つ
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

目
標
に
迫
っ
た
姿
を
ど
の
よ
う
に
見
届
け
る
か

事
前
に
計
画
し
た
こ
と
を
基
に
し
な
が
ら
、
目
の
前
の
自

然
を
大
切
に
し
た
り

生
か
し
た
り
し
て
、
自
分
や
仲
間
が

楽
し

め
る

よ
う

に
遊

び
を

工
夫
し

て
い

る
。
（

問
題

解
決

力
）

・
遊
ん
で
い
る
と
き
の
姿
や
、
仲
間
と
話
し
て
い
る
と
き

の
発
言
、
振
り
返
り
の
発
言
か
ら

見
届
け
る
。

か
の
う
じ
ょ
う
し
こ
う
え
ん
の

し
ぜ
ん
の
な
か
で

た
の
し
く

あ
そ
ぼ
う
。

【
自
然
の
中
で
か
く
れ
ん
ぼ
】

・
蚊

が
減

っ
て

き
て

、森
の

中
に

入
り

や
す

く
な

っ
て

い
る

な
。

・
葉

が
減

っ
て

い
る

と
こ

ろ
が

あ
っ

て
隠

れ
る

の
が

難
し

い
か

ら
、落

ち
て

い
る

葉
や

枝
を

集
め

よ
う

。

【
虫
見
つ
け
】

・
バ

ッ
タ

の
数

が
少

し
減

っ
て

コ
オ

ロ
ギ

が
増

え
た

。
・

ダ
ン

ゴ
ム

シ
は

変
わ

ら
ず

た
く

さ
ん

い
る

。
・

珍
し

い
虫

が
い

た
か

ら
持

っ
て

帰
り

た
い

け
れ

ど
、

か
わ

い
そ

う
か

な
。

【
秘
密
基
地
】

・９
月

や
月

は
虫

が
多

く
て

秘
密

基
地

に
入

り
に

く
か

っ
た

け
れ

ど
、

今
日

は
虫

が
減

っ
て

た
く

さ
ん

遊
べ

る
。

・
枝

や
落

ち
葉

が
増

え
た

か
ら

こ
れ

ら
を

使
っ

て
か

っ
こ

よ
く

し
た

い
。

【
ア
ク
セ
サ
リ
ー
づ
く
り
】

・
シ

ロ
ツ

メ
ク

サ
が

全
然

咲
い

て
い

な
い

な
。

・
ド

ン
グ

リ
も

無
い

な
。

・
咲

い
て

い
る

花
を

使
っ

て
ア

ク
セ

サ
リ

ー
を

つ
く

り
た

い
け

れ
ど

、
た

く
さ

ん
抜

い
て

も
よ

い
か

な
。
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第２学年 学びのカテゴリー「野菜」

２年１組は、「野菜を育ててどうした

い？」という問いかけから探究が始まっ

た。子供たちは、野菜の日々の変化や成

長を見付けては、どのように世話をする

とよいか考え、仲間と相談したり、協力

したりしながら活動を進めてきた。夏野

菜を収穫し、家族に食べてもらい喜んで

もらったことから、「今度は全校の仲間に

食べてもらいたい」と新たな願いをもち、

「給食に出せる野菜にするには・・」と

更なる探究を進めている。

２年２組は、自分の願いをもとに、自

分の野菜を育てることから探究が始まっ

た。野菜の変化に喜びを感じながら、世

話の仕方を調べては実際に行動し、具体

的なものとの関わることのよさを味わっ

てきた。また、収穫した野菜を家族に食

べてもらい、喜んでもらえたことからも

探究したよさを感じた。新たに給食プロ

ジェクトに挑んでいる。全校の仲間のた

めを思い、安全で美味しい野菜を目指し、

自分や仲間と共に歩んでいる。
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・
加

納
に

あ
る

野
菜

の
販

売
店

　
　

　
・

家
の

人
・

お
じ

い
さ

ん
、

お
ば

あ
さ

ん
　

　
　

・
野

菜
に

詳
し

い
先

生
・

３
年

生
や

４
年

生
・

給
食

に
携

わ
る

人
（

栄
養

教
諭

、
調

理
員

、
食

品
を

運
搬

す
る

人
）

・
附

属
小

中
学

校
の

仲
間

や
先

生
　

　
・

農
家

・
国

語
：

メ
モ

を
と

る
と

き
　

こ
ん

な
も

の
見

つ
け

た
よ

　
そ

う
だ

ん
に

の
っ

て
く

だ
さ

い
　

　
　

　
秋

が
い

っ
ぱ

い
　

お
も

ち
ゃ

の
作

り
方

を
せ

つ
め

い
し

よ
う

　
お

に
ご

っ
こ

・
算

数
：

三
角

形
と

四
角

形
　

か
け

算
　

か
け

算
九

九
づ

く
り

　
長

い
も

の
の

長
さ

の
た

ん
い

・
音

楽
：

だ
が

っ
き

パ
ー

テ
ィ

ー
・

図
工

：
音

づ
く

り
フ

レ
ン

ズ
　

わ
く

わ
く

お
は

な
し

ゲ
ー

ム
　

パ
タ

パ
タ

ス
ト

ロ
ー

○
夏

野
菜

を
収

穫
し

た
経

験
や

、
食

べ
た

り
食

べ
て

も
ら

っ
た

り
し

た
こ

と
を

振
り

返
り

、
探

究
し

た
こ

と
の

よ
さ

を
確

か
め

る
。

○
4
月

の
児

童
の

願
い

の
中

の
言

葉
か

ら
、

全
校

の
仲

間
の

た
め

の
「

給
食

も
り

も
り

大
作

戦
」

の
方

向
付

け
を

す
る

。
○

「
全

校
の

仲
間

の
た

め
に

」
ど

ん
な

野
菜

を
育

て
た

い
の

か
、

願
い

を
明

確
に

す
る

。
○

調
理

室
の

見
学

や
栄

養
教

諭
や

調
理

員
さ

ん
と

の
対

話
を

通
し

て
思

い
を

知
り

、
野

菜
と

の
向

き
合

い
方

を
考

え
る

。
○

安
全

で
美

味
し

い
野

菜
づ

く
り

を
目

指
す

た
め

に
、

専
門

家
と

出
会

い
、

野
菜

を
育

て
る

際
の

新
た

な
視

点
や

解
決

方
法

を
知

る
。

○
自

分
や

他
者

の
考

え
を

も
と

に
し

な
が

ら
野

菜
づ

く
り

に
取

り
組

み
、

試
行

錯
誤

を
続

け
る

。
○

全
校

の
仲

間
に

野
菜

を
食

べ
て

も
ら

う
だ

け
で

な
く

、
思

い
や

過
程

を
知

っ
て

も
ら

う
た

め
に

、
歩

み
を

ま
と

め
、

伝
え

る
。

○
全

校
か

ら
の

実
際

の
声

を
受

け
て

、
人

の
た

め
に

野
菜

を
育

て
る

こ
と

や
、

難
し

い
こ

と
に

向
き

合
う

こ
と

の
よ

さ
を

実
感

す
る

。
○

収
穫

さ
れ

た
野

菜
が

実
際

に
は

虫
に

食
べ

ら
れ

て
い

た
た

め
、

全
て

使
う

こ
と

が
で

き
ず

、
給

食
で

提
供

す
る

量
が

足
り

て
い

な
か

っ
た

事
実

を
知

り
、

そ
の

問
題

を
ど

う
乗

り
越

え
る

か
を

考
え

、
願

い
を

再
構

築
す

る
。

○
自

分
た

ち
の

願
い

を
給

食
に

携
わ

る
人

に
伝

え
、

再
度

給
食

大
作

戦
に

取
り

組
む

。
○

さ
ら

に
「

全
校

」
「

給
食

に
携

わ
る

人
」

の
両

方
の

た
め

に
な

る
野

菜
づ

く
り

を
目

指
し

、
試

行
錯

誤
し

な
が

ら
世

話
を

続
け

る
。

○
野

菜
を

収
穫

し
、

栄
養

教
諭

や
調

理
員

さ
ん

に
確

か
め

て
も

ら
い

、
こ

れ
ま

で
の

取
組

の
達

成
感

を
味

わ
う

。
○

こ
れ

ま
で

の
探

究
し

て
き

た
こ

と
を

振
り

返
る

。

○
１

年
生

ま
で

の
ど

う
生

き
る

か
で

の
学

び
を

振
り

返
り

、
「

ど
ん

な
野

菜
を

」
「

誰
の

た
め

に
」

育
て

た
い

の
か

を
明

確
に

す
る

。
○

夏
野

菜
調

べ
を

行
い

、
願

い
や

理
由

を
明

確
に

も
っ

て
、

自
分

が
育

て
た

い
野

菜
を

決
め

る
。

○
願

い
の

実
現

に
向

け
て

、
土

作
り

、
畝

作
り

、
野

菜
の

世
話

を
行

う
。

○
国

語
「

か
ん

さ
つ

名
人

に
な

ろ
う

」
で

の
観

察
の

視
点

を
も

と
に

、
野

菜
の

変
化

を
捉

え
る

。
○

必
要

に
応

じ
て

、
情

報
収

集
や

人
に

聞
く

活
動

を
行

い
、

問
題

の
解

決
と

行
動

を
繰

り
返

す
。

○
問

題
解

決
の

過
程

で
生

ま
れ

た
、

全
体

で
考

え
る

べ
き

事
柄

に
つ

い
て

グ
ル

ー
プ

や
全

体
で

話
し

合
い

、
判

断
す

る
○

収
穫

や
誰

か
に

食
べ

て
も

ら
え

た
こ

と
、

自
分

で
食

べ
ら

れ
た

こ
と

で
願

い
が

実
現

し
た

喜
び

を
共

有
す

る
。

○
探

究
し

て
き

た
こ

と
（

願
い

、
解

決
方

法
、

う
れ

し
か

っ
た

こ
と

、
難

し
か

っ
た

こ
と

、
ど

う
乗

り
越

え
た

か
）

を
振

り
返

る
。

○
野

菜
の

成
長

や
収

穫
に

向
け

て
、

夏
休

み
前

や
夏

休
み

期
間

中
の

世
話

に
つ

い
て

考
え

、
実

行
す

る
。

■
育

て
る

た
め

に
、

自
分

か
ら

働
く

必
要

が
あ

る
と

わ
か

っ
て

い
な

が
ら

、
継

続
し

て
世

話
を

す
る

こ
と

が
難

し
い

。
■

育
て

る
た

め
の

情
報

を
収

集
す

る
も

、
実

際
に

使
え

る
情

報
が

何
か

を
選

択
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

■
教

え
ら

れ
た

解
決

方
法

が
ど

う
い

う
こ

と
な

の
か

が
わ

か
ら

ず
、

活
用

す
る

こ
と

が
難

し
い

。
■

大
切

に
育

て
て

い
る

野
菜

を
ボ

ー
ル

遊
び

や
カ

ラ
ス

か
ら

守
る

た
め

の
方

法
を

考
え

る
こ

と
が

難
し

い
。

●
大

切
に

育
て

て
い

る
野

菜
な

の
に

、
育

て
る

た
め

に
「

抜
く

」
こ

と
を

や
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

。
●

自
分

が
た

だ
や

り
た

い
こ

と
を

し
て

い
く

の
か

、
本

当
に

野
菜

の
た

め
に

な
る

こ
と

を
す

る
の

か
。

■
人
の
た
め
に
、
継
続
し
て
世
話
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
に
、
継
続
し
て
世
話
を
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

■
多
く
の
人
に
食
べ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
、
全
て
を
解
決
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

■
学
級
や
学
年
の
仲
間
と
協
力
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
意
見
を
ま
と
め
る
こ
と
や
共
に
活
動
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

■
ど
れ
だ
け
丁
寧
に
育
て
た
と
し
て
も
、
廃
棄
さ
れ
る
野
菜
が
生
ま
れ
て
し
ま
い
、
廃
棄
を
無
し
に
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

●
た
く
さ
ん
つ
く
ろ
う
と
す
る
と
、
一
つ
一
つ
の
野
菜
の
世
話
が
疎
か
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
一
つ
一
つ
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
と
た
く
さ
ん
の
野
菜
を
つ
く
る
こ
と
は
難
し
い
。
ど
ち
ら
に
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。

●
作
っ
た
野
菜
を
給
食
で
食
べ
て
も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
が
、
実
際
に
は
育
て
た
野
菜
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
本
当
に
こ
れ
か
ら
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
何
だ
ろ
う
。

　

・
国

語
：

図
書

か
ん

た
ん

け
ん

　
か

ん
さ

つ
名

人
に

な
ろ

う
　

春
が

い
っ

ぱ
い

　
夏

が
い

っ
ぱ

い
・

算
数

：
せ

い
り

の
し

か
た

　
２

け
た

の
た

し
算

　
２

け
た

の
ひ

き
算

　
長

さ
の

た
ん

い
　

　
　

　
1
0
0
よ

り
大

き
い

数
　

か
さ

の
た

ん
い

　
時

こ
く

と
時

間
・

音
楽

：
か

ぼ
ち

ゃ
・

図
工

：
た

の
し

く
う

つ
し

て
　

と
も

だ
ち

見
つ

け
た

学
び
を
構
成
す
る

要
素

人
　
自
分
　
仲
間
　
家
族
　
地
域
の
人
　
店
の
人
　
農
家
　
給
食
に
携
わ
る
人
　
学
校
　
野
菜
　
畑
　
土
　
水
　
太
陽
　
気
候
　
季
節
　
虫
　
鳥
　
自
然

育
て
る
　
働
く
　
食
べ
る
　
渡
す
　
売
る
　
伝
え
る
　
願
い
　
喜
び
　
達
成
感
　
充
実
感
　
魅
力
　
自
己
の
成
長
　
感
謝

６
月

1
1
月

４
月

３
月

２
月

１
月

○
給

食
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
振

り
返

り
、

全
校

の
仲

間
が

自
分

た
ち

の
活

動
を

通
し

て
笑

顔
に

な
っ

て
も

ら
っ

た
こ

と
、

「
野

菜
を

育
て

る
よ

さ
」

や
「

難
し

い
こ

と
を

乗
り

越
え

ら
れ

た
経

験
」

を
確

か
め

、
今

後
の

活
動

の
願

い
を

明
確

に
す

る
。

○
も

っ
と

多
く

の
人

を
温

か
く

す
る

「
ぽ

か
ぽ

か
お

店
大

作
戦

」
の

方
向

付
け

を
す

る
。

○
チ

ー
ム

に
分

か
れ

、
育

て
る

野
菜

や
育

て
方

等
を

考
え

、
野

菜
を

育
て

る
。

○
見

学
や

対
話

か
ら

、
販

売
す

る
人

の
工

夫
や

思
い

を
確

か
め

る
。

○
家

庭
で

の
調

査
を

も
と

に
、

購
入

す
る

人
の

思
い

を
確

か
め

る
。

○
よ

り
安

全
で

美
味

し
い

野
菜

づ
く

り
を

進
め

る
と

と
も

に
、

そ
の

魅
力

を
伝

え
る

た
め

に
で

き
る

こ
と

を
考

え
、

準
備

を
進

め
る

。
○

チ
ー

ム
ご

と
に

店
を

開
き

、
販

売
す

る
と

と
も

に
、

購
入

し
た

人
か

ら
感

想
を

聞
く

。
○

販
売

し
た

経
験

や
実

際
の

声
を

受
け

て
、

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
の

よ
さ

を
実

感
す

る
。

○
販

売
し

て
得

た
お

金
で

で
き

る
こ

と
を

考
え

、
次

の
２

年
生

の
た

め
に

で
き

る
こ

と
を

す
る

。
○

２
年

生
へ

つ
な

ぐ
と

と
と

も
に

、
1
年

間
の

探
究

を
振

り
返

る
。

1
2
月

夏 野 菜 の 世 話 と 収 穫 を 続 け 、

収 穫 や 食 べ る 喜 び を 感 じ る
人
材
活
用

施
設

■
買

う
人

が
買

い
た

く
な

る
も

の
を

と
考

え
て

い
た

け
れ

ど
、

実
際

に
話

を
聞

く
と

思
っ

て
　

い
た

こ
と

と
違

い
が

あ
っ

た
か

ら
そ

の
思

い
を

受
け

て
再

度
検

討
し

な
け

れ
ば

い
け

な
　

い
。

■
自

分
の

願
い

も
買

う
人

の
思

い
も

、
販

売
す

る
人

の
思

い
も

全
て

考
え

た
上

で
取

り
組

む
　

こ
と

は
難

し
い

。
■

野
菜

を
育

て
る

こ
と

も
、

魅
力

の
P
R
の

ど
ち

ら
も

し
よ

う
と

す
る

と
、

ど
ち

ら
か

が
疎

か
　

に
な

っ
て

し
ま

う
。

・
加

納
に

あ
る

野
菜

の
販

売
店

　
・

家
の

人
　

　
・

お
じ

い
さ

ん
、

お
ば

あ
さ

ん
・

野
菜

に
詳

し
い

先
生

　
　

　
　

・
３

年
生

や
４

年
生

・
２

年
生

の
仲

間
　

　
　

　
　

　
・

販
売

に
携

わ
る

人
・

給
食

に
携

わ
る

人
（

栄
養

教
諭

、
調

理
員

、
食

品
を

運
搬

す
る

人
）

・
附

属
小

中
学

校
の

仲
間

や
先

生
・

農
家

・
国

語
：

わ
た

し
は

お
ね

え
さ

ん
　

冬
が

い
っ

ぱ
い

　
　

　
　

楽
し

か
っ

た
よ

、
２

年
生

　
す

て
き

な
と

こ
ろ

を
つ

た
え

よ
う

・
算

数
：

1
0
0
0
よ

り
大

き
な

数
　

分
数

　
は

こ
の

形
・

図
工

：
た

の
し

か
っ

た
よ

　
ド

キ
ド

キ
し

た
よ

ぽ
か

ぽ
か

野
菜

大
作

戦
　

〜
よ

り
多

く
の

人
に

〜
　

（
4
0
）

５
月

1
0
月

９
月

単
元
名

（
時
数
）

 
　
 
想
定
さ
れ
る

 
　
 
●
ジ
レ
ン
マ

 
　
 
■
エ
ラ
ー

 
【
道
徳
的
諸
価
値
】

わ
く

わ
く

野
菜

大
作

戦
　

〜
や

さ
い

を
そ

だ
て

よ
う

〜
　

（
4
3
）

も
り

も
り

野
菜

大
作

戦
　

〜
ぜ

ん
校

の
な

か
ま

の
た

め
に

〜
　

（
5
7
）

主
な
学
習
活
動

教
科
等
と
の
関
連

月
８
月

７
月

２
年
１
組 ・
加

納
に

あ
る

野
菜

の
販

売
店

・
家

の
人

・
お

じ
い

さ
ん

、
お

ば
あ

さ
ん

・
野

菜
に

詳
し

い
先

生
・

３
年

生
や

４
年

生

学
び
の
基
盤
と
な
る

道
徳
的
諸
価
値

善
悪
の
判
断
、
自
律
、
自
由
と
責
任
・
希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志
・
親
切
、
思
い
や
り
・
感
謝
・
友
情
、
信
頼
・
相
互
理
解
、
寛
容
・
勤
労
、
公
共
の
精
神
・
家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実
・
よ
り
よ
い
学
校
生
活
、
集
団
生
活
の
充

実
・
自
然
愛
護

「
学
び
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
：
野
菜
（
全
1
4
0
時
間
）

カ
テ
ゴ
リ
ー
設
定
の

理
由

　
第
１
学
年
で
は
、
「
遊
び
」
を
通
し
て
、
自
分
が
興
味
・
関
心
を
も
っ
た
対
象
に
楽
し
み
な
が
ら
関
わ
り
。
自
分
の
世
界
を
広
げ
て
き
た
。
第
２
学
年
で
は
、
「
野
菜
」
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
設
定
し
た
。
「
野
菜
」
と
い
う
コ
ン
テ
ン
ツ

が
、
児
童
に
と
っ
て
身
近
で
あ
り
、
収
穫
や
食
べ
た
と
き
の
喜
び
を
味
わ
え
た
り
分
か
ち
合
え
た
り
で
き
る
よ
さ
が
、
児
童
の
発
達
段
階
に
適
し
て
い
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
一
人
一
人
が
願
い
を
も
ち
、
試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら
探
究

を
進
め
た
先
に
、
「
で
き
た
」
「
や
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
で
、
探
究
す
る
こ
と
の
よ
さ
を
実
感
す
る
子
を
生
み
出
し
た
い
。

（
１
）
問
題
解
決
力
に
関
わ
っ
て

願
い
に
合
っ
た
野
菜
を
栽
培
す
る
活
動
を
通
し
て
、
見
通
し
を
も
ち
な
が
ら
試
行
錯
誤
を
続
け
た
り
、
実
現
可
能
か
ど
う
か
を
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
た
り
し
、
や
り
切
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

（
２
）
関
係
構
築
力
に
関
わ
っ
て

願
い
に
合
っ
た
野
菜
を
栽
培
す
る
中
で
生
ま
れ
た
ジ
レ
ン
マ
や
エ
ラ
ー
に
つ
い
て
考
え
る
活
動
を
通
し
て
、
必
要
な
こ
と
を
伝
え
合
い
、
よ
り
よ
い
考
え
を
生
み
出
し
、
活
動
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

（
３
）
貢
献
す
る
人
間
性
に
関
わ
っ
て

願
い
に
合
っ
た
野
菜
を
栽
培
す
る
活
動
を
通
し
て
、
育
て
る
喜
び
や
人
を
幸
せ
に
す
る
良
さ
に
気
付
き
、
自
他
の
た
め
に
行
動
す
る
態
度
を
養
う
。

年
間
指
導
計
画

第
２
学
年
の
目
標
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２
年
１
組

単
元

シ
ー
ト

単
元
名

も
り
も
り
野
菜
大
作
戦

～
ぜ
ん
校
の
な
か
ま
の
た
め
に
～

（
）

本
単
元
の
目
標

問
題
解
決
力

関
係
構
築
力

貢
献
す
る
人
間
性

願
い
を
も

と
に
全

校
の
た

め
に
野

菜
を
栽

培
す
る

活
動
を

通
し
て

、
野
菜

と
向
き
合

い
、
試
行
錯

誤
し
な

が
ら

野
菜

作
り
や

給
食
に

携
わ
る

人
と
関

わ
り
続
け

た
り
、

実
現
可

能
か
ど

う
か
を

立
ち
止

ま
っ
て

考
え
た

り
し
、

や
り
切
る

こ
と
が

で
き
る

よ
う
に

す
る
。

給
食

に
出

せ
る

野
菜

に
す

る
た

め
に

必
要

だ
と

思

う
こ
と
を

人
に
伝

え
た
り

、
伝
え

ら
れ
た

こ
と
を

受

け
入
れ
た

り
し
て
、
そ

の
上
で
、
こ
れ
ま

で
に
調

べ

た
こ
と
や

聞
い
た

こ
と
を

も
と
に

、
行
動

に
移
す

こ

と
が
で
き

る
よ
う

に
す
る

。

自
分
の
野

菜
が
成

長
し
、

給
食
に

提
供
で

き
た
こ

と
に
、

う
れ
し
さ

や
楽
し

さ
、
喜
び

を
感
じ

た
り
、
学

び
を
振

り

返
り
人
か

ら
認
め

ら
れ
た

り
す
る

こ
と
で
、
願

い
を
実

現

す
る
た
め

に
大
切

な
こ
と

を
踏
ま

え
、
自
分
の

良
さ
を

生

か
し
て
、

願
い
を

実
現
し

よ
う
と

す
る
態

度
を
養

う
。

活 動 の 計 画

○
夏
野
菜

を
収
穫

し
た
経

験
や
、
食

べ
た

り
食

べ
て

も
ら

っ
た

り
し

た
こ
と
を

振
り
返

り
、
探
究

し
た

こ
と
の
よ

さ
を
確

か
め
る

。

○
月
の
児

童
の
願

い
の
中

の
言
葉

か
ら

、
全

校
の

仲
間

の
た

め
の

「
給
食
も

り
も
り

大
作
戦
」
の
方

向
付
け
を

す
る
。

○
「
全

校
の
仲

間
の
た

め
に

」
ど
ん

な
野
菜
を

育
て
た

い
の
か
、
願
い

を
明
確
に

す
る

。（
）

○
調

理
室

の
見

学
や

栄
養

教
諭

や
調

理

員
さ

ん
と

の
対

話
を

通
し

て
思

い
を

知
り

、
野

菜
と

の
向

き
合

い
方

を
考

え
る
。

○
安

全
で

美
味

し
い

野
菜

づ
く

り
を

目

指
す
た
め

に
、
専
門
家

と
出
会

い
、
野

菜
を

育
て

る
際

の
新

た
な

視
点

や
解

決
方
法
を

知
る
。

○
自

分
や

他
者

の
考

え
を

も
と

に
し

な

が
ら

野
菜

づ
く

り
に

取
り

組
み

、
試

行
錯
誤
を

続
け
る

。（
）

○
全

校
の

仲
間

に
野

菜
を

食
べ

て
も
ら
う

だ
け
で

な
く
、
思
い

や
過

程
を

知
っ

て
も

ら
う

た

め
に
、
歩
み

を
ま
と

め
、
伝
え

る
。

○
全

校
か

ら
の

実
際

の
声

を
受

け
て
、
人
の
た

め
に
野

菜
を
育

て
る
こ
と

や
、
難
し
い

こ
と
に

向
き

合
う

こ
と

の
よ

さ
を

実

感
す
る

。（
）

○
収

穫
さ

れ
た

野
菜

が
実

際
に

は

虫
に
食
べ

ら
れ
て

い
た
た

め
、
全

て
使
う
こ

と
が
で

き
ず
、
給
食
で

提
供

す
る

量
が

足
り

て
い

な
か

っ
た
事
実

を
知
り

、
そ
の

問
題
を

ど
う
乗
り

越
え
る

か
を
考

え
、
願

い
を
再
構

築
す
る

。

○
自

分
た

ち
の

願
い

を
給

食
に

携

わ
る
人
に

伝
え
、
再
度
給

食
大
作

戦
に
取
り

組
む

。（
）

○
「

全
校

」「
給
食

に
携
わ

る
人

」

の
両

方
の

た
め

に
な

る
野

菜

づ
く
り
を

目
指
し

、
試

行
錯
誤

し
な
が
ら

世
話
を

続
け
る

。

○
野
菜
を

収
穫
し

、
栄

養
教
諭

や

調
理

員
さ

ん
に

確
か

め
て

も

ら
い
、
こ
れ
ま

で
の
取

組
の
達

成
感
を
味

わ
う

。（
）

○
こ

れ
ま

で
探

究
し

て
き

た
こ
と
を

振
り
返

る
。

○
冬

休
み

明
け

の
学

習
の

見
通
し
を

も
つ

。（
７

）

加 筆 修 正 欄 想 定 さ れ る 姿

・
夏

野
菜

を
育

て
て

き
た

自
分

の

活
動

に
満

足
感

を
も

ち
、
「

全
校

の
仲
間
の

た
め
に
」
と
い
う

願
い

を
も
つ
。

・
給
食

に
携
わ

る
人
の

思
い
や

、
自

分
た

ち
の

育
て

た
野

菜
を

学
校

給
食

に
出

す
た

め
に

は
条

件
が

あ
る

こ
と

を
理

解
す
る
。

・
調
べ
た

こ
と
を

も
と
に

育
て
る

。

・
育

て
た

野
菜

を
ど

の
よ

う
に

調
理

す
る

と
お

い
し

く
食

べ

ら
れ
る
か

考
え
る

。

・
給

食
に

自
分

た
ち

が
育

て
た

野
菜

が
出

る
こ

と
を

伝
え

る

方
法
を
考

え
る
。

・
野

菜
の

成
長

を
観

察
す

る
こ

と

で
、
そ
の

変
化
に

気
付
く

。

・
大
き
く

お
い
し

く
育
て

る
た
め

の

方
法
を
知

り
、
自

分
の
野

菜
作
り

に
必
要
な

こ
と
を

行
う
。

・
野
菜

の
成
長

を
観
察

す
る
こ

と

で
、
そ
の

変
化
に

気
付
く

。

・
何
を

大
切
に

し
な
が

ら
育
て

た

か
を
伝
え

る
方
法

を
考
え

る
。

・
収
穫

や
給
食

に
提
供

で
き
た

こ

と
に
喜
び

を
感
じ

る
。

・
自

分
た

ち
の

活
動

が
、

多
く

の
人

の
笑

顔
と

自

分
の

喜
び

に
つ

な
が

っ

た
こ
と
に

気
付
く

。

・
自

分
の

成
長

に
気

付

く
。

実 際 の 姿

● ジ レ ン マ

■ エ ラ ー

■
人
の
た

め
に
、

継
続
し

て
世
話

を
す
る

必
要
が

あ
る
の

に
、
継

続
し
て

世
話
を

す
る
こ

と
が
難

し
い

■
多
く
の

人
に
食

べ
て
も

ら
う
た

め
に
は

、
考
え

な
け
れ

ば
な
ら

な
い
こ

と
が
多

く
あ
り

、
全
て

を
解
決

す
る
こ

と
が
難

し
い

■
学
級
や

学
年
の

仲
間
と

協
力
す

る
必
要

が
あ
る

が
、
意

見
を
ま

と
め
る

こ
と
や

共
に
活

動
す
る

こ
と
が

難
し
い

■
ど
れ
だ

け
丁
寧

に
育
て

た
と
し

て
も
、

廃
棄
さ

れ
る
野

菜
が
生

ま
れ
て

し
ま
い

、
廃
棄

を
無
し

に
す
る

こ
と
が

難
し
い

●
た
く
さ

ん
つ
く

ろ
う
と

す
る
と

、
一
つ

一
つ
の

野
菜
の

世
話
が

疎
か
に

な
っ
て

し
ま
う

一
つ
一

つ
を
大

切
に
し

よ
う
と

す
る
と

た
く
さ

ん
の
野

菜
を
つ

く
る
こ

と
は
難

し
い

ど
ち
ら

に
す
れ

ば
よ
い

の
だ
ろ

う

●
作
っ
た

野
菜
を

給
食
で

食
べ
て

も
ら
え

て
う
れ

し
か
っ

た
が
、

実
際
に

は
育
て

た
野
菜

に
問
題

が
あ
っ

た
こ
と

が
わ
か

っ
た

本
当
に

こ
れ
か

ら
大
切

に
し
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
こ
と

は
何
だ

ろ
う
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２
年
１
組

本
時
案

（
１
）
目
標

給
食
の
た
め
に
作
っ
た
野
菜
が
虫
に
食
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
で

多
く
の
部
分
を
廃
棄
し
て
い
た

事
実
を
受
け
て
、
給
食
大
作
戦

に
つ
い
て

も
う
一
度
見
つ
め
直
す

活
動
を
通
し
て
、

願
い
や
自
分
の
探
究
の
あ
り
方
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
気
付
き
、

今
後
の
活
動
へ
の
願
い
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
問
題
解
決

力
）

（
２
）
道
徳
的
価
値
判
断
に
関
わ
っ
て

こ
れ
ま
で
探
究

し
て
き
た
こ
と

を
も
と
に
し
て

、
こ
れ
か
ら
活
動
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

大
切
に
す
べ
き
こ
と
や

願
い

を
考
え
る

。
（
希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志
）

本
時

（
）

活
動
内
容
（
○
教
師
の
発
問

・
予
想
さ
れ
る

児
童

生
徒
の
発
言
）

○
教
師
の
手
立
て
と
見
届
け

１
栄
養
教
諭
か
ら

「
給
食
大
作
戦
」

で
使
用
し
た
野
菜
の
量
に
つ
い
て
聞

き
、
本
時
の
課
題
を
も

つ

２
栄
養
教
諭
の
話
か
ら
自
分
が
感
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
話
す

３
本
当
に
大
切
に
し
た
い
こ
と
は
何
か
に
つ
い
て
出
し
合
い
、
願
い
を
つ
く
り
出
す

・
こ
れ
く
ら
い
で
い
い
と
満
足
せ
ず
に
、
も
っ
と

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
。

・
も
っ
と
こ
ま
め
に
野
菜
を
見
て
、
変
化
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
行
動
す
る
こ
と

。

・
森
田
先
生
や
調
理
員
さ
ん
の
給
食
へ
の
思
い
と
同
じ
よ
う
に
、
安
全
の

こ
と
を
も
っ
と
考
え
て
取
り
組
む
こ
と
。

・
全
校
の
仲
間
だ
け
で
な
く
、
森
田
先
生
や
調
理
員
さ
ん
た
ち
も
笑
顔
に
す
る
こ
と
。

４
本
時
の
学
び

を
振
り
返

り
、
も
っ
と

大
切
に
し
た
い

自
分
の

願
い
を
書
き
出
す

〇
給
食
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
野
菜
の
量
、
使
え
ず
に
廃

棄
し

た
野

菜
の

量
に

つ
い

て
栄

養
教

諭
か

ら
伝

え
て

も
ら

う
こ
と
か
ら
、
自
分
た
ち
の
認
識
（
給
食
大
作
戦
の
満
足
感
）

と
現
実
の
ず
れ
に
気
付
き
、
探
究
の
あ
り
方
を
考
え
る
き
っ

か
け
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
す
る
。

○
事
実
を
聞
き
、
そ
の
場
で
感
じ
た
こ
と
を
少
し
ず
つ
言
葉
に

す
る
姿
を
認
め
、
子
供
の
思
い
の
広
が
り
が
生
ま
れ
る
よ
う

に
受
け
止
め
な
が
ら
対
話
を
進
め
る
よ
う
に
す
る
。

○
こ

れ
ま

で
の

探
究

の
歩

み
を
肯

定
的

に
捉

え
ら

れ
る

よ
う

に
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
た
ち
の
取
り
組
み
の
姿
や
給
食
を
食

べ
て

喜
ん

で
い

る
全

校
の

仲
間

の
様

子
を

掲
示

に
位

置
付

け
、「

失
敗
を
な
ん
と
か
す
る
」
で
は
な
く
、「

さ
ら
に
自
分

た
ち

に
で

き
る

こ
と

」
と

考
え

ら
れ

る
よ

う
に

方
向

付
け

る
。

○
「
何
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
か
」「

本
当
に
で
き
る
の
か
」「

大

切
に
し
た
い
願
い

は
何
か
」
と
い
う
視
点
を
も
ち
、
子
供
の

発
言
に
問
い
返
し
て
い
く
。

○
こ

れ
ま

で
関

わ
っ

て
き

た
人

の
思

い
や

自
分

の
願

い
を

見

え
る
形
で
整
理
し
て
掲
示
し
て
お
く
こ
と
で
、
自
分
だ
け
で

は
な

く
多

角
的

な
視

点
を

も
ち

な
が

ら
本

当
に

大
切

に
し

た
い
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

目
標
に
迫
っ
た
姿
を
ど
の
よ
う
に
見
届
け
る
か

こ
れ
ま
で
の
探
究
を
振
り
返
り
、
自
分
が
感
じ
た
こ
と
を
、

給
食
に
携
わ
る
人
や
全
校
の
仲
間
の
思
い
や
、
こ
れ
ま
で

探
究
し
て
き
た
こ
と
を
も
と
に
考
え
て
い
る

。（
問
題
解
決

力
）

・
栄
養
教
諭
の
話
を
受
け
て
の
対
話
で
の
言
葉
や
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
へ
の
記
述
か
ら
見
届
け
る

。

み
ん
な
が

一
生
懸

命
頑
張

っ
て
育

て
て

、
収
穫

し
て
く

れ
た
野
菜

。
実

は
給
食
に

使
え
た

量
は

、
半
分

だ
け
で

し
た

。
野
菜
を

よ
く
見

る
と

、
虫
に

よ
っ
て

食

べ
ら
れ

て
し

ま
っ

て
い

る
も

の
、

傷
ん

で
し

ま
っ

て
い

る
も

の
が

あ
っ

た
の

で
す

。
だ

か
ら

、
調

理
員

さ
ん

た
ち

と
時

間
を

か
け

て
、

使
え

る
も

の
を

選
び

ま
し
た
。
使
え
ず

に
処
分

し
た
分

は
こ
れ

だ
け
あ

り
ま
す
（
写

真
提
示

）。
ど
う
し

て
も
全

校
の
み

ん
な
に

食
べ
て

ほ
し
い

と
思
っ

た
の
で

、
足
り

な
い
分

に

つ
い
て

は
、

業
者

さ
ん

に
届

け
て

も
ら

っ
て

、
な

ん
と

か
給

食
に

出
す

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
一

生
懸

命
や

っ
て

き
た

み
ん

な
だ

か
ら

こ
そ

、
こ

の
こ

と
を

し
っ
か
り

と
伝
え

て
お
か

な
い
と

い
け
な

い
と

思
い
、
伝

え
さ
せ

て
も
ら

い
ま
し

た
。

こ
れ
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
か
つ
ど
う
を
お
こ
な
っ
て
い
く
と
よ
い
だ
ろ
う
。

＜＜
自自
分分
たた
ちち
のの
願願
いい
にに
関関
わわ
っっ
てて
＞＞

・
自
分
た
ち
の
願
い
は
達
成
で
き
た
の
か
な
。

・
お
世
話
で
も
っ
と
で
き
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
か
な
。
ま
だ
甘
か

っ
た
の
か
な
。
ど
う
す
れ
ば
よ
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
。

・
こ
れ
か
ら
、
も
う
一
度
給
食
大
作
戦
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

・
こ
れ
ま
で
も
願
い
を
も
ち
、
願
い
に
向
か
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た

よ
。
よ
い
野
菜
を
つ
く
る
た
め
に
も
っ
と
大
切
に
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
っ
て
何
だ
ろ
う
。

＜＜
携携
わわ
っっ
てて
くく
れれ
たた

人人
たた
ちち
にに
関関
わわ
っっ
てて
＞＞

・
食
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
、
食
べ
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
を
選
ん
だ
森
田
先

生
や
調
理
員
さ
ん
は
大
変
だ
っ
た
と
思
う
。

・
農
家
の
方
の
話
を
聞
い
て
育
て
た
の
に
、
何
が
悪
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

＜＜
自自
分分
たた
ちち
のの
認認
識識
とと
のの
ギギ
ャャ
ッッ
ププ
＞＞

・
給
食
大
作
戦
は
大
成
功
だ
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
そ
う
じ
ゃ
な

か
っ
た
ん
だ
。

・
処
分
し
た
野
菜
が
も
っ
た
い
な
い
な
。
せ
っ
か
く
作
っ
た
の

に
・
・
・
。

・
こ
れ
で
は
、
給
食
大
作
戦
は
、
失
敗
じ
ゃ
な
い
の
か
な
。

＜＜
自自
分分
たた
ちち
のの
活活
動動
にに
対対
しし
てて
のの
肯肯
定定
感感
＞＞

・
で
も
、
全
校
の
み
ん
な
は
喜
ん
で
く
れ
て
い
た
よ
。

・
全
校
の
み
ん
な
は
喜
ん
で
く
れ
て
い
た
か
ら
、
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
。

・
で
も
、
僕
た
ち
は
一
生
懸
命
野
菜
の
お
世
話
し
た
よ
。
全
校
の

仲
間
は
喜
ん
で
く
れ
た
し
、
失
敗
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
よ
。
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願
い
に
合
っ
た
野
菜
を
栽
培
す
る
中
で
生
ま
れ
た
ジ
レ
ン
マ
や
エ
ラ
ー
に
つ
い
て
考
え
る
活
動
を
通
し
て
、
必
要
な
こ
と
を
伝
え
合
い
、
よ
り
よ
い
考
え
を
生
み
出
し
、
活
動
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

（
３
）
貢
献
す
る
人
間
性
に
関
わ
っ
て

願
い
に
合
っ
た
野
菜
を
栽
培
す
る
活
動
を
通
し
て
、
育
て
る
喜
び
や
人
を
幸
せ
に
す
る
良
さ
に
気
付
き
、
自
他
の
た
め
に
行
動
す
る
態
度
を
養
う
。

年
間
指
導
計
画

第
２
学
年
の
目
標

　

教
科
等
と
の
関
連

８
月

７
月

２
年
２
組 ・
加

納
に

あ
る

野
菜

の
販

売
店

・
家

の
人

・
お

じ
い

さ
ん

、
お

ば
あ

さ
ん

・
野

菜
に

詳
し

い
先

生
・

３
年

生
や

４
年

生

学
び
の
基
盤
と
な
る

道
徳
的
諸
価
値

善
悪
の
判
断
、
自
律
、
自
由
と
責
任
・
希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志
・
親
切
、
思
い
や
り
・
感
謝
・
友
情
、
信
頼
・
相
互
理
解
、
寛
容
・
勤
労
、
公
共
の
精
神
・
家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実
・
よ
り
よ
い
学
校
生
活
、
集
団
生
活

の
充
実
・
自
然
愛
護

「
学
び
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
：
野
菜
（
全
1
4
0
時
間
）

カ
テ
ゴ
リ
ー
設
定
の

理
由

　
第
１
学
年
で
は
、
「
遊
び
」
を
通
し
て
、
自
分
が
興
味
・
関
心
を
も
っ
た
対
象
に
楽
し
み
な
が
ら
関
わ
り
。
自
分
の
世
界
を
広
げ
て
き
た
。
第
２
学
年
で
は
、
「
野
菜
」
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
設
定
し
た
。
「
野
菜
」
と
い
う
コ
ン
テ
ン

ツ
が
、
児
童
に
と
っ
て
身
近
で
あ
り
、
収
穫
や
食
べ
た
と
き
の
喜
び
を
味
わ
え
た
り
分
か
ち
合
え
た
り
で
き
る
よ
さ
が
、
児
童
の
発
達
段
階
に
適
し
て
い
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
一
人
一
人
が
願
い
を
も
ち
、
試
行
錯
誤
を
し
な
が

ら
探
究
を
進
め
た
先
に
、
「
で
き
た
」
「
や
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
で
、
探
究
す
る
こ
と
の
よ
さ
を
実
感
す
る
子
を
生
み
出
し
た
い
。

（
１
）
問
題
解
決
力
に
関
わ
っ
て

願
い
に
合
っ
た
野
菜
を
栽
培
す
る
活
動
を
通
し
て
、
見
通
し
を
も
ち
な
が
ら
試
行
錯
誤
を
続
け
た
り
、
実
現
可
能
か
ど
う
か
を
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
た
り
し
、
や
り
切
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

（
２
）
関
係
構
築
力
に
関
わ
っ
て

○
給

食
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
振

り
返

り
、

「
野

菜
を

育
て

る
よ

さ
」

や
「

難
し

い
こ

と
を

乗
り 　

越
え

ら
れ

た
経

験
」

を
確

か
め

、
今

後
の

活
動

の
願

い
を

明
確

に
す

る
○

「
野

菜
を

販
売

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
を

企
画

す
る

○
チ

ー
ム

に
分

か
れ

、
育

て
る

野
菜

や
育

て
方

等
を

企
画

し
、

野
菜

を
育

て
る

○
見

学
や

対
話

か
ら

、
販

売
す

る
人

の
工

夫
や

思
い

を
確

か
め

る
○

家
庭

で
の

調
査

を
も

と
に

、
購

入
す

る
人

の
思

い
を

確
か

め
る

○
よ

り
安

全
で

美
味

し
い

野
菜

づ
く

り
を

進
め

る
と

と
も

に
、

そ
の

魅
力

を
伝

え
る

た
め

に
で 　

き
る

こ
と

を
考

え
、

準
備

を
進

め
る

○
チ

ー
ム

ご
と

に
店

を
開

き
、

販
売

す
る

と
と

も
に

、
購

入
し

た
人

か
ら

感
想

を
聞

く
○

販
売

し
た

経
験

や
実

際
の

声
を

受
け

て
、

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
の

よ
さ

を
実

感
す

る
○

販
売

し
て

生
ま

れ
た

お
金

で
で

き
る

こ
と

を
考

え
、

次
の

２
年

生
の

た
め

に
で

き
る

こ
と

を 　
す

る
○

２
年

生
へ

繋
ぐ

と
と

と
も

に
、

1
年

間
の

探
究

を
振

り
返

る

1
2
月

夏 野 菜 の 世 話 と 収 穫 を 続 け 、

収 穫 や 食 べ る 喜 び を 感 じ る
人
材
活
用

施
設

■
買

う
人

が
買

い
た

く
な

る
も

の
を

と
考

え
て

い
た

け
れ

ど
、

実
際

に
話

を
聞

く
と

思
っ

て
い 　

た
こ

と
と

違
い

が
あ

っ
た

か
ら

そ
の

思
い

を
受

け
て

再
度

検
討

し
な

け
れ

ば
い

け
な

い
■

自
分

の
願

い
も

買
う

人
の

思
い

も
、

販
売

す
る

人
の

思
い

も
全

て
考

え
た

上
で

取
り

組
む

こ 　
と

は
難

し
い

■
野

菜
を

育
て

る
こ

と
も

、
魅

力
の

P
R
の

ど
ち

ら
も

し
よ

う
と

す
る

と
、

ど
ち

ら
か

が
疎

か
に 　

な
っ

て
し

ま
う

・
加

納
に

あ
る

野
菜

の
販

売
店

　
・

家
の

人
　

・
お

じ
い

さ
ん

、
お

ば
あ

さ
ん

・
野

菜
に

詳
し

い
先

生
　

　
　

・
３

年
生

や
４

年
生

・
２

年
生

の
仲

間
　

　
　

　
　

　
・

販
売

に
携

わ
る

人
・

給
食

に
携

わ
る

人
（

栄
養

教
諭

、
調

理
員

、
食

品
を

運
搬

す
る

人
）

・
附

属
小

中
学

校
の

仲
間

や
先

生
・

農
家

・
国

語
：

わ
た

し
は

お
ね

え
さ

ん
　

冬
が

い
っ

ぱ
い

　
　

　
　

楽
し

か
っ

た
よ

、
２

年
生

　
す

て
き

な
と

こ
ろ

を
つ

た
え

よ
う

・
算

数
：

1
0
0
0
よ

り
大

き
な

数
　

分
数

　
は

こ
の

形
・

図
工

：
た

の
し

か
っ

た
よ

　
ド

キ
ド

キ
し

た
よ

や
さ

い
で

で
き

る
こ

と
を

や
っ

て
み

よ
う

　
〜

よ
り

多
く

の
人

に
や

さ
い

を
！

〜

５
月

1
0
月

９
月

単
元
名

（
時
数
）

 
　
 
想
定
さ
れ
る

 
　
 
●
ジ
レ
ン
マ

 
　
 
■
エ
ラ
ー

 
【
道
徳
的
諸
価
値
】

や
さ

い
を

そ
だ

て
よ

う
　

〜
わ

た
し

が
そ

だ
て

た
い

や
さ

い
を

！
〜

や
さ

い
で

人
を

え
が

お
に

し
よ

う
　

〜
ぜ

ん
こ

う
の

た
め

に
や

さ
い

を
！

〜

主
な
学
習
活
動

学
び
を
構
成
す
る

要
素

人
　
自
分
　
仲
間
　
家
族
　
地
域
の
人
　
店
の
人
　
農
家
　
給
食
に
携
わ
る
人
　
学
校
　
野
菜
　
畑
　
土
　
水
　
太
陽
　
気
候
　
季
節
　
虫
　
鳥
　
自
然

育
て
る
　
働
く
　
食
べ
る
　
渡
す
　
売
る
　
伝
え
る
　
願
い
　
喜
び
　
達
成
感
　
充
実
感
　
魅
力
　
自
己
の
成
長
　
感
謝

６
月

1
1
月

４
月

３
月

２
月

１
月

・
加

納
に

あ
る

野
菜

の
販

売
店

　
　

　
・

家
の

人
・

お
じ

い
さ

ん
、

お
ば

あ
さ

ん
　

　
　

・
野

菜
に

詳
し

い
先

生
・

３
年

生
や

４
年

生
・

給
食

に
携

わ
る

人
（

栄
養

教
諭

、
調

理
員

、
食

品
を

運
搬

す
る

人
）

・
附

属
小

中
学

校
の

仲
間

や
先

生
　

　
・

農
家

・
国

語
：

メ
モ

を
と

る
と

き
　

こ
ん

な
も

の
見

つ
け

た
よ

　
そ

う
だ

ん
に

の
っ

て
く

だ
さ

い
　

　
　

　
秋

が
い

っ
ぱ

い
　

お
も

ち
ゃ

の
作

り
方

を
せ

つ
め

い
し

よ
う

　
お

に
ご

っ
こ

・
算

数
：

三
角

形
と

四
角

形
　

か
け

算
　

か
け

算
九

九
づ

く
り

　
長

い
も

の
の

長
さ

の
た

ん
い

・
音

楽
：

だ
が

っ
き

パ
ー

テ
ィ

ー
・

図
工

：
音

づ
く

り
フ

レ
ン

ズ
　

わ
く

わ
く

お
は

な
し

ゲ
ー

ム
　

パ
タ

パ
タ

ス
ト

ロ
ー

○
夏
休
み
前
や
夏
休
み
期
間
の
野
菜
の
収
穫
や
食
べ
て
も
ら
っ
た
、
自
分
で
食
べ
た
経
験
を
振
り
返
り
、
探
究
し
た
こ
と
の
よ
さ
を
確
か
め

る ○
4
月
の
児
童
の
願
い
の
中
の
言
葉
か
ら
「
全
校
の
た
め
に
野
菜
を
育

て
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
実
施
す
る
こ
と
を
方
向
付
け
る

○
「
全
校
の
た
め
に
」
ど
ん
な
野
菜
を
育
て
た
い
の
か
、
願
い
を
明
確
に
す
る

○
調
理
室
の
見
学
や
栄
養
教
諭
や
調
理
員
さ
ん
と
の
対
話
を
通
し
て
、
食
の
安
全
を
守
る
思
い
や
働
く
と
は
何
か
を
考
え
る

○
よ
り
安
全
で
美
味
し
い
野
菜
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に
、
外
部
人
材
と
出
会
い
、
新
た
な
解
決
方
法
を
知
る

○
自
分
や
他
者
の
考
え
を
も
と
に
し
て
野
菜
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
試
行
錯
誤
を
続
け
る

○
全
校
に
育
て
た
野
菜
を
食
べ
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
思
い
や
過
程
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
歩
み
を
ま
と
め
、
伝

え
る

○
全
校
か
ら
の
実
際
の
声
を
受
け
て
、
人
の
た
め
に
野
菜
を
育
て
る
こ
と
や
、
難
し
い
こ
と
に
向
き
合
う
こ
と
の
よ
さ
を
実
感
す
る

○
収
穫
さ
れ
た
野
菜
が
実
際
に
は
虫
に
食
べ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
全
て
使
う
こ
と
が
で
き
ず
、
給
食
で
提
供
す
る
量
が
足
り
て
い
な
か
っ

　
た
事
実
を
知
り
、
そ
の
問
題
を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
を
考
え
、
願
い
を
再
構
築
す
る

○
自
分
た
ち
の
願
い
を
給
食
に
携
わ
る
人
に
伝
え
、
再
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
こ
と
の
許
可
を
得
る

○
さ
ら
に
「
全
校
」
「
給
食
に
携
わ
る
人
」
の
両
方
の
た
め
に
な
る
野
菜
づ
く
り
を
目
指
し
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
世
話
を
続
け
る

○
野
菜
を
収
穫
し
、
栄
養
教
諭
や
調
理
員
さ
ん
に
確
か
め
て
も
ら
い
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
達
成
感
を
味
わ
う

○
こ
れ
ま
で
の
探
究
し
て
き
た
こ
と
を
振
り
返
る

○
１

年
生

ま
で

の
ど

う
生

き
る

か
で

の
学

び
を

振
り

返
り

、
ど

う
生

き
る

か
の

学
ぶ

目
的

を
確

か
め

、
自

分
の

目
標

を
も

つ
○

「
ど

ん
な

野
菜

を
」

「
誰

の
た

め
に

」
育

て
た

い
の

か
を

明
確

に
す

る
○

自
分

が
育

て
る

野
菜

を
決

め
る

た
め

に
、

調
査

を
行

い
、

理
由

を
明

確
に

し
た

上
で

野
菜

を
決

め
る

○
願

い
の

実
現

に
向

け
て

、
土

づ
く

り
、

野
菜

の
世

話
を

続
け

る
○

国
語

「
か

ん
さ

つ
名

人
に

な
ろ

う
」

で
の

観
察

の
視

点
を

も
と

に
、

野
菜

の
変

化
を

捉
え

る
○

必
要

に
応

じ
て

、
情

報
収

集
や

人
に

聞
く

活
動

を
行

い
、

問
題

の
解

決
と

行
動

を
繰

り
返

す
○

問
題

解
決

の
過

程
で

生
ま

れ
た

、
全

体
で

考
え

る
べ

き
事

柄
に

つ
い

て
グ

ル
ー

プ
や

全
体

で
話

し
合

い
、

判
断

す
る

○
収

穫
や

誰
か

に
食

べ
て

も
ら

え
た

こ
と

、
自

分
で

食
べ

ら
れ

た
こ

と
で

願
い

が
実

現
し

た
喜

び
を

共
有

す
る ○

探
究

し
て

き
た

こ
と

（
願

い
、

問
題

解
決

方
法

、
う

れ
し

か
っ

た
こ

と
、

難
し

か
っ

た
こ

と
、

ど
う

乗
り

越
え

た
か

）
を

振
り

返
る

○
野

菜
の

成
長

や
収

穫
に

向
け

て
、

夏
休

み
前

や
夏

休
み

期
間

中
の

世
話

に
つ

い
て

考
え

、
行

動
す

る

■
育

て
る

た
め

に
、

自
分

か
ら

働
く

必
要

が
あ

る
と

わ
か

っ
て

い
な

が
ら

、
継

続
し

て
世

話
を

す
る

こ
と

が
難

し
い

■
育

て
る

た
め

の
情

報
を

収
集

す
る

も
、

実
際

に
使

え
る

情
報

が
何

か
を

選
択

す
る

こ
と

が
難

し
い

■
教

え
ら

れ
た

解
決

方
法

が
ど

う
い

う
こ

と
な

の
か

が
わ

か
ら

ず
、

活
用

す
る

こ
と

が
難

し
い

■
大

切
に

育
て

て
い

る
野

菜
を

ボ
ー

ル
遊

び
や

カ
ラ

ス
か

ら
守

る
た

め
の

方
法

を
考

え
る

こ
と

が
難

し
い

●
大

切
に

育
て

て
い

る
野

菜
な

の
に

、
育

て
る

た
め

に
「

抜
く

」
こ

と
を

や
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

●
自

分
が

た
だ

や
り

た
い

こ
と

を
し

て
い

く
の

か
、

本
当

に
野

菜
の

た
め

に
な

る
こ

と
を

す
る

の
か

■
人
の
た
め
に
、
継
続
し
て
世
話
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
に
、
継
続
し
て
世
話
を
す
る
こ
と
が
難
し
い

■
多
く
の
人
に
食
べ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
、
全
て
を
解
決
す
る
こ
と
が
難
し
い

■
学
級
や
学
年
の
仲
間
と
協
力
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
意
見
を
ま
と
め
る
こ
と
や
共
に
活
動
す
る
こ
と
が
難
し
い

■
ど
れ
だ
け
丁
寧
に
育
て
た
と
し
て
も
、
廃
棄
さ
れ
る
野
菜
が
生
ま
れ
て
し
ま
い
、
廃
棄
を
無
し
に
す
る
こ
と
が
難
し
い

●
た
く
さ
ん
つ
く
ろ
う
と
す
る
と
、
一
つ
一
つ
の
野
菜
の
世
話
が
疎
か
に
な
っ
て
し
ま
う

　
一
つ
一
つ
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
と
た
く
さ
ん
の
野
菜
を
つ
く
る
こ
と
は
難
し
い
　
ど
ち
ら
に
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う

●
作
っ
た
野
菜
を
給
食
で
食
べ
て
も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
が
、
実
際
に
は
育
て
た
野
菜
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た

　
本
当
に
こ
れ
か
ら
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
何
だ
ろ
う

　

・
国

語
：

図
書

か
ん

た
ん

け
ん

　
か

ん
さ

つ
名

人
に

な
ろ

う
　

春
が

い
っ

ぱ
い

　
夏

が
い

っ
ぱ

い
・

算
数

：
せ

い
り

の
し

か
た

　
２

け
た

の
た

し
算

　
２

け
た

の
ひ

き
算

　
長

さ
の

た
ん

い
　

　
　

　
1
0
0
よ

り
大

き
い

数
　

か
さ

の
た

ん
い

　
時

こ
く

と
時

間
・

音
楽

：
か

ぼ
ち

ゃ
・

図
工

：
た

の
し

く
う

つ
し

て
　

と
も

だ
ち

見
つ

け
た
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２
年
２
組

単
元

シ
ー
ト

単
元
名

や
さ
い
で
人
を
え
が
お
に
し
よ
う

（
）

本
単
元
の
目
標

問
題
解
決
力

関
係
構
築
力

貢
献
す
る
人
間
性

願
い
を
も

と
に
全

校
の
た

め
に
野

菜
を
栽

培
す
る

活
動
を

通
し
て

、
野
菜

と
向
き
合

い
、
試
行
錯

誤
し
な

が
ら

野
菜

作
り
や

給
食
に

携
わ
る

人
と
関

わ
り
続
け

た
り
、

実
現
可

能
か
ど

う
か
を

立
ち
止

ま
っ
て

考
え
た

り
し
、

や
り
切
る

こ
と
が

で
き
る

よ
う
に

す
る
。

給
食

に
出

せ
る

野
菜

に
す

る
た

め
に

必
要

だ
と

思

う
こ
と
を

人
に
伝

え
た
り

、
伝
え

ら
れ
た

こ
と
を

受

け
入
れ
た

り
し
て
、
そ

の
上
で
、
こ
れ
ま

で
に
調

べ

た
こ
と
や

聞
い
た

こ
と
を

も
と
に

、
行
動

に
移
す

こ

と
が
で
き

る
よ
う

に
す
る

。

自
分
の
野

菜
が
成

長
し
、

給
食
に

提
供
で

き
た
こ

と
に
、

う
れ
し
さ

や
楽
し

さ
、
喜
び

を
感
じ

た
り
、
学

び
を
振

り

返
り
人
か

ら
認
め

ら
れ
た

り
す
る

こ
と
で
、
願

い
を
実

現

す
る
た
め

に
大
切

な
こ
と

を
踏
ま

え
、
自
分
の

良
さ
を

生

か
し
て
、

願
い
を

実
現
し

よ
う
と

す
る
態

度
を
養

う
。

活 動 の 計 画

○
夏
野
菜

の
経
験

を
振
り

返
り
、
探

究
し
た
よ

さ
を
確

か
め
る

。

○
次
の
野

菜
づ
く

り
に
向

け
て
、
畑

の
準
備
を

進
め
る

。

○
月
の
児

童
の
願

い
の
中

の
言
葉

か
ら
「
全
校

の
た
め

に
野
菜

を
育

て
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
」
の
実

施
す

る
こ
と
を

方
向
付

け
る

。

○
ど
ん
な

野
菜
を

育
て
た

い
か
、
願

い
を
明
確

に
す
る

。（
）

○
調

理
室

の
見

学
や

栄
養

教
諭

や
調

理

員
さ

ん
と

の
対

話
を

通
し

て
、

食
の

安
全

を
守

る
思

い
や

働
く

と
は

何
か

を
考
え
る

。

○
よ

り
安

全
で

美
味

し
い

野
菜

づ
く

り

を
目

指
す

た
め

に
、

外
部

人
材

と
出

会
い
、
新

た
な
解

決
方
法

を
知
る

。

○
自

分
や

他
者

の
考

え
を

も
と

に
し

て

野
菜

づ
く

り
に

取
り

組
み

、
試

行
錯

誤
を
続
け

る
。
（

）

○
全

校
に

育
て

た
野

菜
を

食
べ

て
も
ら
う

だ
け
で

な
く
、
思
い

や
過

程
を

知
っ

て
も

ら
う

た

め
に
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
歩
み

を
ま
と
め

、
伝
え

る
。

○
全

校
か

ら
の

実
際

の
声

を
受

け
て
、
人
の
た

め
に
野

菜
を
育

て
る
こ
と

や
、
難
し
い

こ
と
に

向
き

合
う

こ
と

の
よ

さ
を

実

感
す
る

。（
）

○
収

穫
さ

れ
た

野
菜

が
実

際
に

は

虫
に
食
べ

ら
れ
て

い
た
た

め
、
全

て
使
う
こ

と
が
で

き
ず
、
給
食
で

提
供

す
る

量
が

足
り

て
い

な
か

っ
た
事
実

を
知
り

、
そ
の

問
題
を

ど
う
乗
り

越
え
る

か
を
考

え
、
願

い
を
再
構

築
す
る

。

○
自

分
た

ち
の

願
い

を
給

食
に

携

わ
る
人
に

伝
え
、
再
度
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

に
取

り
組
む

。（
）

○
「

全
校

」「
給
食

に
携
わ

る
人

」

の
両

方
の

た
め

に
な

る
野

菜

づ
く
り
を

目
指
し

、
試

行
錯
誤

し
な
が
ら

世
話
を

続
け
る

。

○
野
菜
を

収
穫
し

、
栄

養
教
諭

や

調
理

員
さ

ん
に

確
か

め
て

も

ら
い
、
こ
れ
ま

で
の
取

組
の
達

成
感
を
味

わ
う

。（
）

○
こ

れ
ま

で
の

探
究

し
て

き
た

こ
と

を
振

り
返

る
。

○
冬

休
み

明
け

の
学

習
の

見
通
し
を

も
つ

。（
７

）

加 筆 修 正 欄 想 定 さ れ る 姿

・
夏

野
菜

を
育

て
て

き
た

自
分

の

活
動

に
満

足
感

を
も

ち
、
「

全
校

の
仲
間
の

た
め
に
」
と
い
う

願
い

を
も
つ
。

・
給
食

に
携
わ

る
人
の

思
い
や

、
自

分
た

ち
の

育
て

た
野

菜
を

学
校

給
食

に
出

す
た

め
に

は
条

件
が

あ
る

こ
と

を
知

り
、

よ
り

よ
い

も
の

を
創

り
出

そ
う

と
す
る
思

い
を
も

つ
。

・
調
べ
た

こ
と
を

も
と
に

育
て
る

。

・
育

て
た

野
菜

を
ど

の
よ

う
に

調
理

す
る

と
お

い
し

く
食

べ

ら
れ
る
か

考
え
る

。

・
給

食
に

自
分

た
ち

が
育

て
た

野
菜

が
出

る
こ

と
を

伝
え

る

方
法
を
考

え
る
。

・
野

菜
の

成
長

を
観

察
す

る
こ

と

で
、
そ
の

変
化
に

気
付
く

。

・
大
き
く

お
い
し

く
育
て

る
た
め

の

方
法
を
知

り
、
自

分
の
野

菜
作
り

に
必
要
な

こ
と
を

行
う
。

・
野
菜

の
成
長

を
観
察

す
る
こ

と

で
、
そ
の

変
化
に

気
付
く

。

・
何
を

大
切
に

し
な
が

ら
育
て

た

か
を
伝
え

る
方
法

を
考
え

る
。

・
収
穫

や
給
食

に
提
供

で
き
た

こ

と
に
喜
び

を
感
じ

る
。

・
自

分
た

ち
の

活
動

が
、

多
く

の
人

の
笑

顔
と

自

分
の

喜
び

に
つ

な
が

っ

た
こ
と
に

気
付
く

。

・
自

分
の

成
長

に
気

付

く
。

実 際 の 姿

● ジ レ ン マ

■ エ ラ ー

■
人
の
た

め
に
、

継
続
し

て
世
話

を
す
る

必
要
が

あ
る
の

に
、
継

続
し
て

世
話
を

す
る
こ

と
が
難

し
い

■
多
く
の

人
に
食

べ
て
も

ら
う
た

め
に
は

、
考
え

な
け
れ

ば
な
ら

な
い
こ

と
が
多

く
あ
り

、
全
て

を
解
決

す
る
こ

と
が
難

し
い

■
学
級
や

学
年
の

仲
間
と

協
力
す

る
必
要

が
あ
る

が
、
意

見
を
ま

と
め
る

こ
と
や

共
に
活

動
す
る

こ
と
が

難
し
い

■
ど
れ
だ

け
丁
寧

に
育
て

た
と
し

て
も
、

廃
棄
さ

れ
る
野

菜
が
生

ま
れ
て

し
ま
い

、
廃
棄

を
無
し

に
す
る

こ
と
が

難
し
い

●
た
く
さ

ん
つ
く

ろ
う
と

す
る
と

、
一
つ

一
つ
の

野
菜
の

世
話
が

疎
か
に

な
っ
て

し
ま
う

一
つ
一

つ
を
大

切
に
し

よ
う
と

す
る
と

た
く
さ

ん
の
野

菜
を
つ

く
る
こ

と
は
難

し
い

ど
ち
ら

に
す
れ

ば
よ
い

の
だ
ろ

う
●

作
っ
た

野
菜
を

給
食
で

食
べ
て

も
ら
え

て
う
れ

し
か
っ

た
が
、

実
際
に

は
育
て

た
野
菜

に
問
題

が
あ
っ

た
こ
と

が
わ
か

っ
た

本
当
に

こ
れ
か

ら
大
切

に
し
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
こ
と

は
何
だ

ろ
う
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２
年
２
組

本
時
案

（
１
）
目
標

給
食
の
た
め
に
作
っ
た
野
菜
が

虫
に
食
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
足
り
な
か
っ
た

事
実
を
受
け
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

再
度
考
え
る

活
動
を
通
し
て
、
よ
り
切
実
性
の
あ
る
願

い
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
（
問
題
解
決
力
）

（
２
）
道
徳
的
価
値
判
断
に
関
わ
っ
て

探
究
の
過
程
で
生
ま
れ
た

問
題
や
願
い
、
自
分
た
ち
の
姿

を
も
と
に
し
て
、
本
当
に
大
切
な
願
い
と
は
何
か

に
つ
い
て
考
え
る

。
（
希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志

）

本
時

（
）

活
動
内
容
（
○
教
師
の
発
問

・
予
想
さ
れ
る

児
童

生
徒
の
発
言
）

○
教
師
の
手
立
て
と
見
届
け

１
栄
養
教
諭
か
ら
給
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
使
用
し
た
野
菜
の
量
に
つ
い
て
聞
く

２
栄
養
教
諭
の
話
か
ら
自
分
が
感
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
話
す

○
森
田
先
生
の
話
を
聞
い
て
、
あ
な
た
は
ど
う
感
じ
ま
し
た
か
。

・
全
校
に
食
べ
て
も
ら
っ
て
喜
ん
で
も
ら
え
て
い
た
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
実
際
は
足
り
て
い
な
い
こ
と
を
知
っ
て
、
悲
し
い
。

・
調
理
員
さ
ん
や
森
田
先
生
に
も
、
自
分
た
ち
の
野
菜
の
た
め
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
っ
た
。

・
食
べ
て
も
ら
え
た
し
、
喜
ん
で
も
ら
え
た
け
れ
ど
、
全
部
自
分
た
ち
の
野
菜
で
給
食
に
出
し
た
か
っ
た

か
ら
、
願
い
と
は
違
っ
て
い
る
。

○
本
当
は
も
っ
と
ど
う
な
り
た
か
っ
た
の
か

。
何
が
問
題
な
の
だ
ろ
う
。

・
全
て
自
分
た
ち
の
野
菜
に
な
る
よ
う
に
、
給
食
に
出
せ
る
野
菜
が
た
く
さ
ん
の
量
に
な
る
と
よ
か
っ
た
。

・
自
分
た
ち
の
願
い
は
、
自
分
た
ち
の
野
菜
で
食
べ
る
人
、
調
理
員
さ
ん
や
森
田
先
生
に
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
だ
か
ら
。

・
で
も
、
そ
の
た
め
に
は
虫
が
問
題
。
野
菜
を
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
こ
れ
か
ら
何
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の
か
を
考
え
る

○
た
と
え
大
変
で
あ
っ
て
も
、
も
う
一
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
か
。

・
大
変
で
あ
っ
て
も
こ
れ
ま
で
よ
り
も
よ
く
活
動
し
て
、
本
当
に
全
校
や
調
理
員
さ
ん
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
活
動
し
た
い
。

・
大
変
な
こ
と
だ
か
ら
こ
そ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
、
自
分
た
ち
が
成
長
す
る
こ
と
に
も
き
っ
と
つ
な
が
る
。

・
虫
対
策
を
ど
れ
だ
け
し
て
も
、
虫
を
全
て
無
く
す
こ
と
は
難
し
い
。
給
食
に
出
せ
る
と
考
え
る
と
無
理
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

４
本
当
に
大
切
に
し
た
い
こ
と
は
何
か
に
つ
い
て
出
し
合
い
、
願
い
を
つ
く
り
出
す

○
大
変
な
こ
と
も
あ
り
な
が
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
人
の
笑
顔
を
生
み
出
す
た
め
に
、
自
分
た
ち
が
本
当
に
大
切
に
し
た
い
願
い
は
何
か
。

・
食
べ
る
み
ん
な
の
こ
と
を
考
え
て
、
大
変
な
こ
と
で
も
自
分
で
や
り
き
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

・
大
変
な
こ
と
だ
か
ら
こ
そ
、
と
こ
と
ん
調
べ
て
人
と
出
会
っ
て
、
問
題
を
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

５
本
時
の
学
び
の

振
り
返

り
、
自
分
の
大
切
に
し
た
い
願
い
を
自
分
の
言
葉
で
書
き
出
す

・
自
分
た
ち
の
野
菜
で
み
ん
な
に
喜
ん
で
ほ
し
い
。
だ
か
ら
、
大
変
で
あ
っ
て
も
そ
こ
に
向
か
っ
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
。

〇
給

食
に

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

野
菜

の
量

に
つ

い
て

栄

養
教
諭
か
ら
伝
え

る
こ
と
か
ら
、
自
分
た
ち
の
認
識
と
現
実

の
違
い
に
気
付
き
、
探
究
の
あ
り
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
が

生
ま
れ
る
よ
う
に
す
る
。

○
事
実
を
聞
き
、
そ
の
場
で
感
じ
た
こ
と
を
少
し
ず
つ
言
葉
に

す
る
姿
を
認
め
、
子
ど
も
の
思
い
の
広
が
り
が
生
ま
れ
る
よ

う
に
受
け
止
め
な
が
ら
対
話
を
進
め
る
よ
う
に
す
る
。

○
事
実
を
失
敗
と
捉
え
る
児
童
に
対
し
、
「
本
当
に
こ
れ
ま

で

の
取

り
組

み
は

失
敗

だ
っ

た
の

か
」

を
問

い
か

け
る

こ
と

で
、「

よ
り
よ
い
活
動
に
す
る
た
め
に
」
考
え
る
場
で
あ
る
こ

と
を
確
か
め
る
。

○
「
何
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の
か
」「

実
現
で
き
る
か
ど
う
か
」

「
問
題
や
難
し
さ
は
何
か

」
「
こ
れ
ま
で
の
願
い
と
今
の
違

い
は
何
か
」
と
い
っ
た
問
い
か
け
か
ら
、
探
究
を

多
面
的
に

振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る

。

○
伝

え
ら

れ
た

事
実

を
乗

り
越

え
る

こ
と

は
簡

単
で

は
な

い

こ
と
に
気
付
い
た
上
で
、
大
変
な
こ
と
に
立
ち
向
か
う
こ
と

が
で
き
る
か

ど
う
か
を
問
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
探
究
に

対
す
る
考
え
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
す
る
。

○
「
本
当
に
大
切
に
し
た
い
願
い
」
や
「
ど
の
よ
う
に
解
決
す

る
の
か
」
に
つ
い
て
、
こ
の
時
間
だ
け
で
答
え
を
出
す
こ
と

を
急
が
な
い
。

目
標
に
迫
っ
た
姿
を
ど
の
よ
う
に
見
届
け
る
か

探
究
を
振
り
返
り
、
理
想
と
現
実
の
違
い
に
気
付
き
、
切
実

性
の
あ
る
願
い
を
見
出
し
て
い
る

。
（
問
題
解
決
力
）

・
対
話
の
言
葉
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
述
か
ら
見
届
け
る
。

２
年
生
の
み
ん
な
が
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
育
て
て
、
収
穫
し
て
く
れ
た
野
菜
。
実
は
給
食
に
使
え
た
量
は
、
こ
れ
だ
け
な
ん
で
す
。
野
菜
を

よ
く
見
る
と
、
虫
に
よ
っ
て
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
、
傷
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
調
理
員
さ
ん

と
一
緒
に
時
間
を
か
け
て
、
使
え
る
も
の
を
選
ん
だ
の
が
こ
れ
で
す
。
ど
う
し
て
も
全
校
の
み
ん
な
に
食
べ
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
の
で
、
足

り
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
業
者
さ
ん
に
届
け
て
も
ら
っ
て
、
な
ん
と
か
給
食
に
出
す
こ
と
が
で
き
た
ん
で
す
。
一
生
懸
命
や
っ
て
き
た
み

ん
な
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
伝
え
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
伝
え
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

こ
れ
か
ら
の
や
さ
い
づ
く
り
を
ど
う
す
る
？
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第３学年 学びのカテゴリー「花」

３年１組は、昨年度学んだ「感情（愛

情）をもって育てることの大切さ」をも

とに、「花でみんなを明るく元気にした

い」という願いをもち、花の栽培や花壇

の整備、花を生かした活動を行ってきた。

様々な問題を乗り越え、自分が仲間と共

に咲かせた花を多くの仲間に見てもら

い、喜んでもらうことができたと感じて

いる。「もっと笑顔にしたい」と考え、そ

のための活動を計画したり、実際に準備

を進めたりしている。

岩田 尚之

下川 舞子

中村 幸智

３年２組は、「フラワーシャイン」（花

で輝く）を合言葉に、全校のみんなに花

を好きになってもらい、笑顔になってほ

しいという願いをもって、花の栽培を行

ってきた。花壇に繰り返し通う中で、花

が成長するために必要な物や、仲間が見

に来てくれるために何をすべきかを話し

合い、夏の花壇づくりに取り組んだ。児

童が花について調べたり観察したりした

ことをもとに生まれた、「やってみたい」

ことの理由に目を向け、児童が主体的に

花に関わり続けることを大切にしてい

る。
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花
の
栽
培
を
通
し
て
、
仲
間
の
考
え
を
肯
定
的
に
聞
い
た
り
自
分
の
考
え
を
相
手
や
目
的
を
意
識
し
て
伝
え
た
り
し
な
が
ら
、
ジ
レ
ン
マ
や
エ
ラ
ー
に
対
す
る
互
い
に
納
得
で
き
る
考
え

を
生
み
出
し
、
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
３
）
貢
献
す
る
人
間
性
に
関
わ
っ
て

花
の
栽
培
や
様
々
な
人
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
、
自
分
の
長
所
に
気
付
き
、
自
分
や
仲
間
を
幸
せ
に
す
る
方
法
を
考
え
、
仲
間
と
共
に
行
動
し
よ
う
と
す
る
。

年
間
指
導
計
画

第
３
学
年
の
目
標

　

教
科
等
と
の
関
連

月
８
月

７
月

３
年
１
組

・
Ⅰ

部
の

仲
間

・
学

校
の

先
生

・
園

芸
店

の
人

・
岐

阜
市

役
所

の
人

・
家

族

学
び
の
基
盤
と
な
る

道
徳
的
諸
価
値

個
性
の
伸
長
・
希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志
・
相
互
理
解
、
寛
容
・
勤
労
、
公
共
の
精
神
・
よ
り
よ
い
学
校
生
活
、
集
団
生
活
の
充
実
・
生
命
の
尊
さ
・
自
然
愛
護

「
学
び
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
：
花
（
全
1
0
5
時
間
）

カ
テ
ゴ
リ
ー
設
定
の

理
由

　
２
年
生
で
は
、
野
菜
栽
培
で
ト
ラ
イ
ア
ル
&
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
、
願
い
を
も
ち
な
が
ら
仲
間
と
共
に
活
動
す
る
こ
と
の
よ
さ
を
を
味
わ
っ
て
き
た
。
３
年
生
で
は
、
花
の
栽
培
を
通
し
て
自
分
の
願
い
だ
け
で
は
な
く
、
他
者
の
考
え

を
受
容
し
な
が
ら
活
動
を
進
め
る
こ
と
を
大
切
に
し
、
人
の
た
め
に
な
る
経
験
を
積
む
と
と
も
に
、
自
分
や
仲
間
を
幸
せ
に
す
る
方
法
に
つ
い
て
探
究
し
て
い
く
。
こ
れ
ま
で
の
学
び
の
過
程
と
つ
な
が
り
を
も
ち
つ
つ
、
他
者
や
自
然

に
つ
い
て
よ
り
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
児
童
の
自
己
実
現
に
向
か
う
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
効
果
的
に
育
む
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
「
花
」
と
設
定
し
た
。

（
１
）
問
題
解
決
力
に
関
わ
っ
て

花
の
栽
培
を
通
し
て
出
会
っ
た
問
い
を
も
と
に
、
自
分
や
仲
間
が
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
や
り
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
２
）
関
係
構
築
力
に
関
わ
っ
て

○
こ

れ
ま

で
の

取
組

を
振

り
返

り
、

大
切

に
し

て
き

た
こ

と
を

確
か

め
る

。
○

来
年

度
の

３
年

生
の

た
め

に
自

分
た

ち
に

で
き

る
こ

と
を

考
え

、
こ

れ
ま

で
　

の
取

組
や

思
い

を
形

に
し

て
ま

と
め

、
伝

え
る

活
動

を
構

想
す

る
。

○
こ

れ
ま

で
の

活
動

を
振

り
返

り
、

「
花

が
自

分
た

ち
に

と
っ

て
ど

ん
な

も
の

　
か

」
を

考
え

、
こ

れ
ま

で
の

自
分

の
学

び
や

変
化

、
成

長
を

見
つ

め
る

。
○

こ
れ

ま
で

の
活

動
に

対
す

る
思

い
を

ま
と

め
、

引
継

ぎ
活

動
を

計
画

す
る

。
○

計
画

を
も

と
に

引
継

ぎ
活

動
を

実
行

す
る

。
○

こ
れ

ま
で

の
取

組
を

振
り

返
り

、
自

分
の

生
き

方
に

つ
な

が
る

も
の

を
確

か
　

め
る

。

1
2
月

夏 前 ま で に 取 り 組 ん で き た こ と を も と に

花 の 世 話 を 計 画 し 、 実 行 す る 。

人
材
活
用

施
設

■
２

年
生

が
本

当
に

知
り

た
い

こ
と

は
何

だ
ろ

う
。

■
自

分
た

ち
が

４
月

に
悩

ん
だ

よ
う

に
、

次
の

３
年

生
も

花
壇

の
花

を
ど

う
　

す
る

か
を

考
え

る
こ

と
に

な
る

と
思

う
。

だ
と

す
る

と
、

３
月

末
に

花
壇

　
の

花
を

全
て

無
く

し
て

し
ま

っ
た

方
が

よ
い

の
だ

ろ
う

か
。

【
個

性
の

伸
長

・
希

望
と

勇
気

・
相

互
理

解
、

寛
容

・
生

命
の

尊
さ

な
ど

】

・
２

年
生

・
卒

業
す

る
９

年
生

・
新

入
生

・
家

族

・
国

語
：

伝
わ

る
言

葉
で

表
そ

う
（

書
く

）

「
次
へ
つ
な
ぐ
　
私
た
ち
の
花
壇
や
思
い
」
（
1
7
時
間
）

５
月

1
0
月

９
月

単
元
名

（
時
数
）

　
 
想
定
さ
れ
る

　
 
●
ジ
レ
ン
マ

　
 
■
エ
ラ
ー

【
道
徳
的
諸
価
値
】

「
ど
う
す
る
！
？
学
校
の
花
壇
」
（
4
8
時
間
）

「
み
ん
な
を
笑
顔
に
す
る
た
め
に
」
（
4
0
時
間
）

主
な
学
習
活
動

学
び
を
構
成
す
る

要
素

　
自
然
　
植
物
　
人
　
仲
間
　
全
校
　
命
　
命
を
つ
な
ぐ
　
願
い
　
幸
せ
　
喜
び
　
貢
献
　
働
く

６
月

1
1
月

４
月

３
月

２
月

１
月

・
Ⅰ

部
・

前
期

課
程

・
環

境
部

・
学

校
の

先
生

・
岐

阜
農

林
高

等
学

校
の

園
芸

科
・

花
に

関
わ

る
仕

事
を

し
て

い
る

人
・

家
族

・
国

語
：

山
小

屋
で

三
日

間
過

ご
す

な
ら

　
　

　
　

は
ん

で
意

見
を

ま
と

め
よ

う
（

話
す

・
聞

く
）

　
　

　
　

仕
事

の
工

夫
見

つ
け

た
よ

・
社

会
：

岐
阜

市
の

様
子

・
算

数
：

大
き

な
数

　
円

と
球

○
夏

休
み

前
や

夏
休

み
中

の
活

動
を

振
り

返
り

、
今

後
の

見
通

し
を

も
つ

。
○

花
壇

や
花

、
学

校
生

活
に

対
す

る
他

学
年

の
意

識
を

調
査

す
る

。
○

花
で

仲
間

を
笑

顔
に

す
る

活
動

を
計

画
し

、
実

行
す

る
。

　
●

イ
ベ

ン
ト

チ
ー

ム
（

仮
）

　
●

グ
ッ

ズ
チ

ー
ム

（
仮

）
　

●
あ

い
さ

つ
チ

ー
ム

（
仮

）
○

活
動

後
の

他
学

年
の

意
識

を
調

査
す

る
。

○
４

年
生

、
環

境
部

、
外

部
の

専
門

家
（

農
林

の
学

生
、

花
屋

等
）

と
「

花
で

人
を

笑
顔

に
す

る
っ

て
　

ど
う

い
う

こ
と

？
（

仮
）

」
に

つ
い

て
対

話
し

、
こ

れ
か

ら
の

活
動

を
考

え
る

。
○

仲
間

を
笑

顔
に

す
る

た
め

の
活

動
を

計
画

し
、

実
行

す
る

。
○

活
動

後
の

他
学

年
の

意
識

を
調

査
す

る
。

○
こ

れ
ま

で
の

活
動

の
成

果
と

課
題

を
考

え
る

。

○
昨
年
度
の
学
び
を
振
り
返
る
。

○
今
年
度
の
願
い
を
考
え
、
交
流
す
る
。

○
ど
ん
な
花
壇
に
し
た
い
か
考
え
、
計
画
を
立
て
る
。

○
他
学
年
の
仲
間
や
専
門
家
と
交
流
し
、
計
画
を
見
直
す
。

○
花
壇
に
植
え
る
花
を
育
て
る
。

○
昨
年
度
の
花
を
ど
う
す
る
か
を
考
え
、
活
動
を
進
め
る
。

○
育
て
た
花
を
使
っ
て
花
壇
を
整
備
す
る
。

○
花
壇
を
全
校
に
紹
介
す
る
活
動
を
計
画
し
、
実
行
す
る
。

○
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
り
、
成
果
や
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
。

■
計

画
し

た
こ

と
を

や
ろ

う
と

思
っ

て
も

、
全

員
で

取
り

組
む

こ
と

が
難

し
い

。
■

何
度

も
話

し
合

い
、

改
善

し
よ

う
と

し
て

も
う

ま
く

進
め

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
●

人
の

た
め

と
思

っ
て

活
動

し
て

い
た

こ
と

が
、

人
の

た
め

に
な

ら
ず

、
嫌

な
思

い
を

さ
せ

て
し

ま
っ

た
。

●
や

る
こ

と
に

意
味

を
感

じ
る

が
、

少
し

で
も

嫌
な

思
い

を
す

る
人

が
い

る
か

ら
今

後
の

活
動

を
ど

う
し

た
ら

　
よ

い
の

だ
ろ

う
。

【
努

力
と

強
い

意
志

・
相

互
理

解
，

寛
容

・
勤

労
・

よ
り

よ
い

学
校

生
活

・
生

命
の

尊
さ

な
ど

】

■
自

分
が

よ
い

と
思

っ
て

伝
え

た
こ

と
が

、
仲

間
か

他
学

級
の

仲
間

に
伝

わ
ら

な
い

。
●

自
分

が
や

り
た

い
と

思
っ

た
こ

と
と

、
全

校
の

仲
間

が
思

っ
て

い
る

こ
と

に
違

い
が

あ
る

な
。

　
ど

う
す

れ
ば

よ
い

の
だ

ろ
う

か
。

●
ど

こ
ま

で
全

校
の

仲
間

の
声

を
計

画
に

受
け

入
れ

た
ら

よ
い

の
だ

ろ
う

か
。

【
努

力
と

強
い

意
志

・
相

互
理

解
，

寛
容

・
勤

労
・

よ
り

よ
い

学
校

生
活

・
生

命
の

尊
さ

な
ど

】

・
国

語
：

も
っ

と
知

り
た

い
、

友
達

の
こ

と
（

話
す

・
聞

く
）

・
社

会
：

学
校

の
ま

わ
り

の
様

子
・

算
数

：
棒

グ
ラ

フ
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３
年
１
組

単
元
シ
ー
ト

単
元
名

み
ん
な
を
笑
顔
に

す
る
た
め
に （

）

本
単
元
の
目
標

問
題
解
決
力

関
係
構
築
力

貢
献
す
る
人
間
性

自
分
の
願

い
を

実
現
さ

せ
る

中
で
出

合
っ
た

問
い

に
つ
い

て
探

究
し
た

り
、
自

分
に

で
き
る

こ
と

を
実
行

し
た

り
し
て

、
納
得

が
い

く
ま
で

や
り
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

自
分
の

願
い
を

実
現
す

る
た

め
に
、

目
的

を
意

識
し
て

自
分
の

考
え
を

伝
え

た
り
仲

間
や

専
門

家
の
人

の
思
い

や
考
え

を
肯

定
的
に

聞
い

た
り

し
て
、

互
い
に

納
得
で

き
る

考
え
や

方
法

を
見

い
だ
し
活
動

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

仲
間
や

専
門
家

、
様
々

な
立

場
や
年

齢
の

人
と

の
関
わ

り
を
通

し
て
、

相
手

の
言
葉

や
変

化
に

喜
び
を

感
じ
た

り
、
ま

わ
り

の
誰
か

を
喜

ば
せ

よ
う
と
行
動
し
た
り
す
る
態
度
を
養
う
。

活 動 の 計 画

○
夏
休
み
前
や
夏
休
み
中
の
活
動

を
振
り
返
る
。

○
花
壇
や
花
、
学
校
生
活
に
対
す

る
他
学
年
の
意
識
を
調
査
す

る
。

○
自
分
の
願
い
を
確
か
め
、
今
後

の
活
動
の
見
通
し
を
も
つ
。 （

）

○
花
で
仲
間
を
笑
顔
に
す
る
活
動
を
計
画
し
、

実
行
す
る
。

●
イ
ベ
ン
ト
チ
ー
ム
（
仮
）

●
グ
ッ
ズ
チ
ー
ム
（
仮
）

●
あ
い
さ
つ
チ
ー
ム
（
仮
）

○
活
動
後
の
他
学
年
の
意
識
を
調
査
す
る
。

○
こ
れ
ま
で
の

活
動
の
成
果
と
課
題
を

振
り
返

る
（

）

○
４
年
生
、
環
境
部
、
外
部
の
専
門
家
（
岐
阜
農
林

高
校
の
学
生
、
花

に
関
わ
る
仕
事
を
し
て
い
る
人

）
と

「
花

で
人

を
笑

顔
に

す
る

っ
て

ど
う

い
う

こ
と
？
（
仮
）
」
に
つ
い
て
対
話
し
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
を
考
え
る
。

○
仲
間
を
笑
顔
に
す
る
た
め
の
活
動
を
計
画
し
、
実

行
す
る
。

○
活
動
後
の
他
学
年
の
意
識
を
調
査
す
る
。

（
）

○
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
成
果
と
課
題
を
考
え
る
。

○
「
花
が
自
分
た
ち
に
と
っ
て
ど
ん
な
も
の
か
」
に

つ
い
て
考

え
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
の

学
び
や
変

化
、
成
長
を
見
つ
め
る
。

○
花
壇
を
整
備
す
る
。

（
）

加 筆 修 正 欄 想 定 さ れ る 姿

・
き

れ
い

に
咲

い
て

い
る

花
た

ち
を
見
て
も
ら
い
た
い
。

・
も

っ
と

み
ん

な
を

笑
顔

に
す

る
た

め
に

は
ど

ん
な

活
動

を
し

た
ら
い
い
の
か
な
。

・
花

で
み

ん
な

を
明

る
く

元
気

に
し
て
あ
げ
た
い
な
。

・
朝
の
時
間
や

昼
休
み
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

た
ら
多
く
の

人
が
来
て
く
れ
た
よ
。
マ

リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
の
種

を
あ
げ
た
り
、
一
緒
に
種

ま
き
を
し

た
り
し
た
ら
喜
ん
で
く
れ
た
よ
。

・
み
ん
な
に
ア
ン
ケ
ー
ト
し
て
み
る
と
、
活
動
す
る

前
と
後
で
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
よ

。

・
人
を
明
る
く
元
気
に
し
た
り
喜
ば
せ
た
り
す
る
に

は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
。

・
４
年
生
や
環
境
部
、
農
林
高
校
の
お
兄
さ
ん
お
姉

さ
ん
は
ど
う
い
う
思
い
や
考
え
で
活
動
し
て
い
る

の
か
な
。

・
も
う
一
回
活
動
を
計
画
し
て
、
み
ん
な
を
明
る
く

元
気
に
す
る
た
め
の
活
動
を
計
画
し
よ
う
。

・
た
く
さ
ん
の
人
が
花
壇
や
花
を
見
て
く
れ
た
し
、

こ
れ
ま
で

の
活
動
を
通
し
て
、
縦
割

り
集
団
の

仲
間
だ
け

じ
ゃ
な
く
、
そ
の
他
の
多

く
の
人
と

も
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
た
よ
。

・
途
中
、
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、

仲
間
と
力

を
合
わ
せ
て
最
後
ま
で
頑

張
ば
る
こ

と
が
で
き
た
よ
。

実 際 の 姿

● ジ レ ン マ

■ エ ラ ー

●
じ
っ
く
り
花
を

見
て
ほ
し
い
け
ど
、
見
て
く
れ
た
人
が
朝
の
活
動
に
遅
れ
て
し
ま
う
の
は

ま
ず
い
！
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
な
。

●
み
ん
な
と
協
力
す
る
の
は
い
い
け
ど
、
も
と
も
と
や
り
た
か
っ
た
こ
と
と
は
違
う
も
の
に

な
っ
て
き
ち
ゃ
っ
て
い
る
。

■
喜
ん
で
く
れ
る
と
思
っ
て
や
っ
て
み
た
け
ど
、
そ
ん
な
に
喜
ん
で
く
れ
て
い
な
い
な
。

●
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
葉
は
切
る
べ
き
な
ん
だ
け
ど
、
ど
こ
か
ら
切
っ
て
い
い
の
か
な
。
せ

っ
か
く
育
て
た
の
に
、
切
っ
て
し
ま
う
の
は
か
わ
い
そ
う
だ
な
。

■
多
く
の
人
が
見
て
く
れ
て
い
る
け
ど
、
笑
顔
に
な
っ
た
り
明
る
く
元
気
に
な
っ
た
り
し
て
く
れ

た
か
は
、
ど
う
や
っ
て
確
か
め
る
と
い
い
の
か
な
。
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３
年
１
組

本
時
案

（
１
）
目
標

こ
れ
ま
で
の
対
話
（
他
学
年
や
専
門
家
）
や
活
動
を
振
り
返
る
活
動

を
通
し
て
、
仲
間
の
考
え
を
肯
定
的
に
聞

い
た
り
自
分
の
意
見
を
話
し
た
り
し
な
が
ら
相
手
を
笑
顔
に
す
る
た

め
に
大
切
な
こ
と
を
考
え

、
今
後
の
活
動

計
画
を
し
た
り

、
そ
の
準
備
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
（
関
係
構
築
力

）

（
２
）
道
徳
的
価
値
判
断
に
関
わ
っ
て

相
手
を
喜
ば
せ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
に

つ
い
て
考
え
、

自
分
本
位
な
活
動
か
ら
相
手
意
識
を
考
え
た
活
動

の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
す
る
。
（
集
団
生
活
の
充
実
）

本
時

（
）

活
動
内
容
（
○
教
師
の
発
問

・
予
想
さ
れ
る

児
童

生
徒
の
発
言
）

○
教
師
の
手
立
て
と
見
届
け

１
本
時
の
課
題
を
確
認

し
、
グ
ル
ー
プ

ご
と
の
考
え
を
発
表

す
る

２
全
体
で
の
対
話
を
も
と
に
、
自
分

が
大
切
に
し
た
い
こ
と
を
考
え
、
今
後
の
活
動
を
進
め
る

３
本
時
の
学
び

を
振
り
返

り
、
今
考
え
て
い
る
こ
と
を
書
く

・
笑
顔
に
す
る
た
め
に
自
分
の
や
っ
て
あ
げ
た
い
こ
と
や
で
き
る
こ
と
を
す
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
も
や
っ
て
き
た
け
ど
、
今
日
の
対
話
を
通
し
て
、

も
っ
と
相
手
が
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
た
り
調
べ
た
り
す
る
こ
と
も
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
た
。
も
っ
と
花
を
見
て
も
ら
っ
た

り
一
緒
に
遊
ん
だ
り
す
る
こ
と
で
自
分
も
相
手
も
楽
し
く
な
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

○
前
時
ま
で
に
グ
ル
ー
プ
ご
と
で
の
対
話
を
行
い
、
本
時
の
目

標
に
迫
る
た
め
の
時
間
を
確
保
す
る
。

○
こ

れ
ま

で
の

活
動

や
対

話
を
も

と
に

問
い

や
ジ

レ
ン

マ
を

共
有
し
、
切
実
感
を
も
っ
て

対
話
を
行
え
る
よ
う
に
展
開
に

合
わ
せ
て
問
い
か
け
る

。

○
発
表
で
は
、
仲
間
の
考
え
を
肯
定
的
に
聞
く
こ
と
を
促
し
、

気
に
な
っ
た
こ
と
を
互
い
に

質
問
し
合
う

こ
と
で

、
「

大
切

に
し
た
い
こ
と
」
の
中
に
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
「
価
値
観
」
を

見
い
だ
し
、

そ
の
後
の
対
話
や
活
動
に
つ
な
げ
る

。

〇
下
記
の
発
問
を
通
し
て
、「

自
分
が
し
た
い
こ
と
を
す
る
」
か

ら
「
相
手
が
求
め
て
い
る
こ
と

を
す
る

」
に
つ
い
て
考
え
を

広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。（

例
）

・
喜
ん
で
く
れ
る
と
思
っ
て
や
っ
て
み
た
け
ど
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
見
る
と
、
効
果
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
ど
う
し

て
だ
ろ
う
。

○
下
記
の
発
問
を
通
し
て
、
自
分
の
生
活
体
験
や
経
験
を
問
う

こ
と
で
、
抽
象
的
な
言
葉
や
概
念
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

・
こ
れ
ま
で
の
生
活
で
自
分
が
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
、
い
つ
、

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
も
ら
っ
た
時
で
し
た
か
。

目
標
に
迫
っ
た
姿
を
ど
の
よ
う
に
見
届
け
る
か

テ
ー
マ
に
つ
い
て
対
話
し
た
こ
と
を
も
と
に
、
人
を
笑
顔

に
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
こ
と
）
に
つ
い
て
自
分
の

考
え
を
発
表
し
た
り

、
仲
間
の
考
え
を
肯
定
的
に
聞
き
、

自
分
の
考
え
に
生
か
そ
う
と

し
た
り
し
て
い
る
。

（
関
係
構
築
力
）

・
対
話
（
全
体
・
小
集
団
）

で
の
発
言
の
様
子
や
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
の
記
述
か
ら
見
届
け
る
。

こ
れ
ま
で
の
対
話
を
通
し
て
あ
な
た
が
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
何
か
？

【
活
動
の
充
実
】

・
フ

ラ
ワ

ー
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

人
が

普
段

作
ら

れ
て

い
る

花
や

そ
の

飾
り

は
と
て
も
き
れ
い
で
、
見
た
人

が
喜

ん
で

い
た

か
ら

も
っ

と
み

ん
な

を
驚

か
せ

る
よ

う
な

も
の

や
イ

ベ
ン

ト
を

す
る

こ
と

が
大

切
な

ん
じ

ゃ
な
い
か
な
。

【
相
手
意
識
】

・
花

屋
さ

ん
は

贈
る

人
の

気
持

ち
や

も
ら

っ
た

人
の

喜
ぶ

様
子

を
想

像
し

て
作

っ
て
い
る
ん
だ
。
相
手
が
ど
う

思
う

と
か

そ
う

い
う

こ
と

も
考

え
た

り
調

べ
た

り
し

て
か

ら
活

動
を

考
え

る
と

も
っ

と
喜

ん
で

も
ら

え
る

か
も
し
れ
な
い
な
。

【
自
分
の
達
成
感
】

・
４
年
生
の
人
は
、
花
を
咲
か

せ
た

と
き

の
喜

び
に

つ
い

て
教
え
て
く
れ
た
よ
。
や
っ

ぱ
り

で
き

た
時

の
達

成
感

を
一

緒
に

味
わ

う
こ

と
が

大
切
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

そ
の

た
め

に
は

ど
ん

な
活

動
が
い
い
の
か
な
。

【
活
動
の
継
続
】

・
環
境
部
の
人
は
、
一
度
の
活

動
も
大
切
だ
け
ど
、
そ
の
活

動
が

続
く

こ
と

で
さ

ら
に

学
校

全
体

が
明

る
く

な
っ

て
い

く
っ

て
話

し
て

く
れ

た
か
ら
、
続
け
る
こ
と
も
大

切
だ
と
思
う
よ
。
そ
れ
を
当

た
り

前
に

し
て

い
く

に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
な
。

【
相
手
意
識
】

・
自
分
が
し
て
あ
げ
た
い
こ
と
を
す
る
の
は
大
切
だ
け
ど
、
相
手
が

ど
う

思
っ

て
い

る
か
に

つ
い

て
も

考
え
た

り
調

べ
た

り
す
る

こ

と
で

よ
り

そ
の

人
に
喜

ん
で

も
ら

え
る
活

動
に

す
る

こ
と
が

で

き
る
と
思
う
。
だ
か
ら
、
ま
ず

２
年
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
ど

ん
な
要
望
が
あ
る
の
か
を
見
付
け
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
い
な
。

【
自
分
の
達
成
感
】

・
こ
れ

ま
で

の
活

動
や

農
林

高
校

の
お

兄
さ

ん
と

の
話

か
ら

私
が

楽
し

か
っ

た
こ

と
を
Ⅰ

部
の

み
ん

な
に
も

感
じ

て
も

ら
う

こ
と

が
い
い
と
思
っ
た
。
花
の
種
を
一
緒
に
ま
い
た
り
、
花
が
さ
く
の

を
毎

日
見

守
っ

た
り
し

て
い

る
時

が
一
番

ワ
ク

ワ
ク

し
て

い
た

か
ら
そ
れ
を
活
動
に
生
か
し
て
み
よ
う
か
な
。
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花
の
栽
培
を
通
し
て
、
仲
間
の
考
え
を
肯
定
的
に
聞
い
た
り
自
分
の
考
え
を
相
手
や
目
的
を
意
識
し
て
伝
え
た
り
し
な
が
ら
、
ジ
レ
ン
マ
や
エ
ラ
ー
に
対
す
る
互
い
に
納
得
で
き
る
考
え

を
生
み
出
し
、
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
３
）
貢
献
す
る
人
間
性
に
関
わ
っ
て

花
の
栽
培
や
様
々
な
人
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
、
自
分
の
長
所
に
気
付
き
、
自
分
や
仲
間
を
幸
せ
に
す
る
方
法
を
考
え
、
仲
間
と
共
に
行
動
し
よ
う
と
す
る
。

年
間
指
導
計
画

第
３
学
年
の
目
標

　

教
科
等
と
の
関
連

月
８
月

７
月

３
年
２
組

・
全

校
の

仲
間

・
学

校
の

先
生

・
園

芸
店

の
人

・
家

族
・

朝
日

小
学

生
新

聞
（

あ
い

み
ょ

ん
愛

の
花

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）

学
び
の
基
盤
と
な
る

道
徳
的
諸
価
値

個
性
の
伸
長
・
希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志
・
相
互
理
解
、
寛
容
・
勤
労
、
公
共
の
精
神
・
よ
り
よ
い
学
校
生
活
、
集
団
生
活
の
充
実
・
生
命
の
尊
さ
・
自
然
愛
護

「
学
び
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
：
花
（
全
1
0
5
時
間
）

カ
テ
ゴ
リ
ー
設
定
の

理
由

　
２
年
生
で
は
、
野
菜
栽
培
で
ト
ラ
イ
ア
ル
&
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
、
願
い
を
も
ち
な
が
ら
仲
間
と
共
に
活
動
す
る
こ
と
の
よ
さ
を
を
味
わ
っ
て
き
た
。
３
年
生
で
は
、
花
の
栽
培
を
通
し
て
自
分
の
願
い
だ
け
で
は
な
く
、
他
者
の
考
え

を
受
容
し
な
が
ら
活
動
を
進
め
る
こ
と
を
大
切
に
し
、
人
の
た
め
に
な
る
経
験
を
積
む
と
と
も
に
、
自
分
や
仲
間
を
幸
せ
に
す
る
方
法
に
つ
い
て
探
究
し
て
い
く
。
こ
れ
ま
で
の
学
び
の
過
程
と
つ
な
が
り
を
も
ち
つ
つ
、
他
者
や
自
然

に
つ
い
て
よ
り
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
児
童
の
自
己
実
現
に
向
か
う
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
効
果
的
に
育
む
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
「
花
」
と
設
定
し
た
。

（
１
）
問
題
解
決
力
に
関
わ
っ
て

花
の
栽
培
を
通
し
て
出
会
っ
た
問
い
を
も
と
に
、
自
分
や
仲
間
が
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
や
り
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
２
）
関
係
構
築
力
に
関
わ
っ
て

○
完

成
し

た
花

壇
を

放
送

で
紹

介
し

た
り

花
壇

に
招

待
し

た
り

す
る

こ
と

で
発

信
し

、
全

校
の

仲
　

間
の

思
い

を
確

か
め

る
。

○
こ

れ
ま

で
の

取
組

を
振

り
返

り
、

大
切

に
し

て
き

た
こ

と
を

確
か

め
る

。
○

「
人

の
幸

せ
」

を
考

え
、

幸
せ

に
す

る
相

手
や

場
面

を
具

体
的

に
イ

メ
ー

ジ
し

た
上

で
、

春
に

　
向

け
て

の
花

壇
を

構
想

す
る

。
○

次
の

３
年

生
の

こ
と

を
考

え
た

と
き

に
、

自
分

た
ち

に
で

き
る

こ
と

を
考

え
、

こ
れ

ま
で

の
取

　
組

や
思

い
を

形
に

し
て

ま
と

め
、

伝
え

る
活

動
を

構
想

す
る

。
◯

活
動

で
生

ま
れ

た
ジ

レ
ン

マ
や

エ
ラ

ー
と

向
き

合
い

、
学

級
の

仲
間

と
対

話
し

、
考

え
る

。
○

こ
れ

ま
で

の
活

動
を

振
り

返
る

と
き

に
、

「
花

と
は

自
分

た
ち

に
と

っ
て

ど
ん

な
も

の
か

」
を

　
考

え
、

花
や

花
の

命
に

つ
い

て
の

思
い

を
確

か
め

る
。

○
「

人
の

幸
せ

」
「

花
の

命
」

に
対

す
る

思
い

を
ま

と
め

、
２

年
生

に
伝

え
る

活
動

を
実

行
す

　
る

。
○

こ
れ

ま
で

の
取

組
を

振
り

返
り

、
自

分
の

生
き

方
に

つ
な

が
る

も
の

を
確

か
め

る
。

1
2
月

夏 前 ま で に 取 り 組 ん で き た こ と を も と に

花 の 世 話 を 計 画 し 、 実 行 す る 。

人
材
活
用

施
設

●
２

年
生

が
本

当
に

知
り

た
い

こ
と

は
何

だ
ろ

う
。

●
自

分
た

ち
が

4
月

に
悩

ん
だ

よ
う

に
、

次
の

３
年

生
も

花
壇

の
花

を
ど

う
す

る
か

を
考

え
る

こ
と 　

に
な

る
と

思
う

。
だ

と
す

る
と

、
3
月

末
に

花
壇

の
花

を
全

て
無

く
て

し
ま

っ
た

方
が

よ
い

の
だ 　

ろ
う

か
。

【
・

個
性

の
伸

長
　

・
希

望
と

勇
気

　
・

相
互

理
解

、
寛

容
　

・
生

命
の

尊
さ

　
・

自
然

愛
護

な
ど

】

・
２

年
生

・
９

年
生

・
新

入
生

・
家

族

・
国

語
：

伝
わ

る
言

葉
で

表
そ

う
（

書
く

）

フ
ラ
ワ
ー
シ
ャ
イ
ン

～
次
へ
つ
な
ぐ
　
私
た
ち
の
花
壇
や
思
い
～
（
1
7
時
間
）

５
月

1
0
月

９
月

単
元
名

（
時
数
）

　
 
想
定
さ
れ
る

　
 
●
ジ
レ
ン
マ

　
 
■
エ
ラ
ー

【
道
徳
的
諸
価
値
】

フ
ラ
ワ
ー
シ
ャ
イ
ン

～
花
を
大
切
に
育
て
よ
う
～
（
4
8
時
間
）

フ
ラ
ワ
ー
シ
ャ
イ
ン

～
花
で
人
を
笑
顔
に
し
よ
う
～
（
4
0
時
間
）

主
な
学
習
活
動

学
び
を
構
成
す
る

要
素

　
自
然
　
植
物
　
人
　
仲
間
　
全
校
　
命
　
命
を
つ
な
ぐ
　
願
い
　
幸
せ
　
喜
び
　
貢
献
　
働
く

６
月

1
1
月

４
月

３
月

２
月

１
月

・
全

校
の

仲
間

・
学

校
の

先
生

・
園

芸
店

の
人

・
家

族
・

岐
阜

農
林

高
等

学
校

園
芸

科
学

科

・
国

語
：

山
小

屋
で

三
日

間
過

ご
す

な
ら

　
　

　
　

は
ん

で
意

見
を

ま
と

め
よ

う
（

話
す

・
聞

く
）

・
社

会
：

市
の

よ
う

す
・

算
数

：
分

数
、

長
さ

・
理

科
：

実
が

で
き

た
よ

、
太

陽
と

か
げ

を
調

べ
よ

う
、

太
陽

の
光

を
調

べ
よ

う

○
花

壇
の

様
子

を
確

か
め

、
こ

れ
ま

で
の

取
組

の
成

果
や

課
題

を
確

か
め

る
。

〇
こ

れ
ま

で
の

活
動

で
生

ま
れ

た
ジ

レ
ン

マ
や

エ
ラ

ー
と

向
き

合
い

、
学

級
の

仲
間

と
対

話
し

、
考

え
る

。
〇

秋
冬

に
向

け
て

の
花

壇
を

つ
く

る
た

め
の

計
画

を
立

て
る

。
〇

岐
阜

農
林

高
校

を
見

学
し

、
「

人
の

幸
せ

」
を

考
え

、
園

芸
科

学
科

の
生

徒
や

先
生

方
か

ら
意

見
を

も
ら

い
、

　
秋

冬
の

花
壇

の
計

画
を

再
検

討
す

る
。

○
計

画
を

も
と

に
、

秋
冬

の
花

壇
づ

く
り

を
実

行
す

る
。

○
秋

冬
の

花
壇

づ
く

り
を

実
行

す
る

一
方

で
、

自
分

た
ち

の
花

と
の

向
き

合
い

方
に

つ
い

て
振

り
返

る
。

○
願

い
の

実
現

に
向

け
て

、
花

壇
に

他
学

年
を

招
待

し
、

花
壇

の
花

や
自

分
た

ち
の

思
い

を
伝

え
る

活
動

を
計

画
　

す
る

。

◯
花

壇
に

あ
る

去
年

の
３

年
生

の
花

を
ど

う
す

る
の

か
を

考
え

る
。

○
花

を
大

切
に

育
て

る
た

め
の

方
法

を
考

え
、

実
行

す
る

。
　

・
i
P
a
d
や

図
鑑

を
使

っ
て

、
夏

に
咲

く
花

や
、

花
の

育
て

方
な

ど
を

調
べ

る
。

　
・

必
要

な
道

具
を

準
備

す
る

。
　

・
ポ

ッ
ト

に
種

を
蒔

き
、

大
切

に
育

て
る

。
　

・
花

壇
を

整
備

す
る

。
◯

活
動

で
生

ま
れ

た
ジ

レ
ン

マ
や

エ
ラ

ー
と

向
き

合
い

、
学

級
の

仲
間

と
対

話
し

、
考

え
る

。
○

自
分

た
ち

の
花

壇
（

夏
）

を
つ

く
る

た
め

の
計

画
を

立
て

、
実

行
す

る
。

○
こ

れ
ま

で
の

歩
み

を
も

と
に

、
自

分
た

ち
の

活
動

の
願

い
を

明
確

に
す

る
。

■
計

画
し

た
こ

と
を

や
ろ

う
と

思
っ

て
も

、
全

員
で

取
り

組
む

こ
と

が
難

し
い

。
■

何
度

も
話

し
合

い
、

改
善

し
よ

う
と

し
て

も
う

ま
く

進
め

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
●

前
の

学
年

が
育

て
て

い
た

花
は

、
ど

う
す

れ
ば

よ
い

の
だ

ろ
う

か
。

●
水

や
り

を
し

て
い

る
の

に
、

花
が

思
っ

た
よ

う
に

育
た

な
い

の
は

、
ど

う
し

て
な

ん
だ

ろ
う

。
【

・
努

力
と

強
い

意
志

　
・

相
互

理
解

、
寛

容
　

・
勤

労
、

公
共

の
精

神
　

・
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
　

・
自

然
愛

護
な

ど
】

■
思

っ
て

い
た

よ
う

に
花

が
育

た
ず

、
花

壇
が

寂
し

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
■

秋
冬

の
花

壇
は

、
夏

の
花

壇
よ

り
も

い
い

も
の

に
し

た
い

け
ど

、
ど

こ
を

ど
う

改
善

す
れ

ば
よ

い
か

分
か

ら
な

い
。

●
自

分
が

や
り

た
い

と
思

っ
た

こ
と

と
、

仲
間

が
思

っ
て

い
る

こ
と

に
違

い
が

あ
っ

て
、

ど
う

す
れ

ば
よ

い
の

だ
ろ

う
。

●
も

っ
と

た
く

さ
ん

の
人

に
花

を
見

て
も

ら
い

た
い

。
自

分
の

ア
イ

デ
ア

だ
け

で
な

く
、

仲
間

の
考

え
や

思
い

も
聞

き
た

い
。

【
・

努
力

と
強

い
意

志
　

・
相

互
理

解
、

寛
容

　
・

勤
労

、
公

共
の

精
神

　
・

よ
り

よ
い

学
校

生
活

、
集

団
生

活
の

充
実

　
・

生
命

の
尊

さ
　

・
自

然
愛

護
な

ど
】

・
国

語
：

も
っ

と
知

り
た

い
、

友
達

の
こ

と
（

話
す

・
聞

く
）

・
社

会
：

学
校

の
ま

わ
り

の
様

子
・

算
数

：
ぼ

う
グ

ラ
フ

と
表

・
理

科
：

た
ね

を
ま

こ
う

、
ど

れ
く

ら
い

育
っ

た
か

な
、

花
が

さ
い

た
よ
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３
年
２
組

単
元

シ
ー
ト

単
元
名

花
で
人
を
笑
顔
に
し
よ
う

（
）

本
単
元
の
目
標

問
題
解
決
力

関
係
構
築
力

貢
献
す
る
人
間
性

花
で
人

を
笑
顔
に
す
る
た
め

に
自
分
に
で
き
る
こ

と

を
考
え

、
最
後
ま
で
や
り
き

る
こ
と
が
で
き
る
よ

う

に
す
る
。

花
で
人

を
笑
顔
に
す
る
た

め
に
、
仲
間
の
考

え
を
肯

定
的
に

聞
い
た
り
自
分
の

考
え
を
相
手
や
目

的
を
意

識
し
て

伝
え
た
り
し
な
が

ら
、

ジ
レ
ン
マ

や
エ
ラ
ー

に
対
す

る
互
い
に
納
得
で

き
る
考
え
を
生
み

出
し
、

活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

花
の
栽

培
や
様
々
な
人
と

の
触
れ
合
い
を
通

し
て
、

自
分
の

長
所
に
気
付
き
、

人
を
笑
顔
に
す
る

花
壇
に

す
る
方

法
を
考
え
、
仲
間

と
共
に
行
動
し
よ

う
と
す

る
態
度
を
養
う
。

活 動 の 計 画

〇
夏
の
花
が
咲
い
た
学
校
の
花
壇
を
観
察
し
、

気
付
い
た
こ
と
を
話
し
合
う
。

〇
秋
冬
の
花
壇
を
、
夏
よ
り
も
き
れ
い
な
花
壇

に
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
話

し
合
う
。

〇
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
や
図
鑑
を
使
っ
て
、
秋
冬
に
咲
く

花
や
育
て
方
を
調
べ
る
。

（
）

〇
学
校
の
花
壇
を
整
備
し
、
秋
冬
の
花
を
育
て

る
準
備
を
す
る
。

〇
種
を
ま
き
、
毎
日
大
切
に
世
話
を
す
る
。

〇
岐
阜
農
林
高
等
学
校
を
見
学
し
、
夏
の
花
壇

づ
く
り
か
ら
生
ま
れ
た

ジ
レ
ン
マ

や
エ
ラ
ー

に
つ
い
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
。（

）

〇
秋
冬
の
花
壇
づ
く
り
の
計
画
が
、「

人
を
笑
顔

に
す
る
」
こ
と
に
つ
な
が
る
の
か
話
し
合
う
。

〇
願
い
の
実
現
に
向
け
て
、
秋
冬
の
花
壇
づ
く

り
を
実
行
す
る
。

〇
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
や
図
鑑
を
使
っ
て
、
春
に
咲
く
花

や
育
て
方
を
調
べ
る
。

（
）

〇
秋
冬
の
花
壇
を
た
く
さ
ん
の
人
見
て
も
ら
う

た
め
に
、
花
壇
を
紹
介
す
る
活
動
（
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
）
を
考
え
、
内
容
を
構
想
す
る
。

〇
秋
冬
の
花
壇
を
紹
介

す
る
活
動
（
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
）
の
準
備
を
す
る
。

（
）

加 筆 修 正 欄 想 定 さ れ る 姿

・
想
像
し
て
い
た
花
壇
よ
り
、
花
が
少
な
く
て

寂
し
い
な
。
秋
冬
の
花
壇
は
、
も
っ
と
花
を

増
や
し
た
い
。

・
秋
冬
は
気
温
が
低
く
な
る
か
ら
、
寒
さ
に
強

い
花
を
育
て
な
い
と
い
け
な
い
。

・
ま
だ
咲
い
て
い
る
夏
の
花
も
あ
る
。
枯
れ
た

夏
の
花
の
場
所
に
、
新
し
い
秋
冬
の
花
を
植

え
た
い
な
。

・
夏
の
花
を
育
て
た
と
き
の
よ
う
に
、
ポ
ッ
ト

や
土
を
準
備
し
て
種
を
ま
こ
う
。
花
壇
は
、

枯
れ
た
花
や
雑
草
を
抜
い
て
、
秋
冬
の
花
を

植
え
替
え
る
準
備
を
し
て
お
こ
う
。

・
夏
の
花
は
、
う
ま
く
芽
が
出
な
い
種
も
あ
っ

た
。
専
門
の
知
識
が
あ
る
人
に
、
ど
の
よ
う

に
育
て
て
い
る
か
、
気
を
付
け
て
い
る
こ
と

は
何
か
な
ど
を
聞
い
て
み
た
い
。

・
花
は
少
な
い
よ
り
多
い
方
が
き
れ
い
だ
。
同

じ
種
類
の
花
を
か
た
め
て
植
え
替
え
た
い
。

・
花
を
植
え
た
り
水
を
や
っ
た
り
す
る
こ
と
だ

け
で
な
く
、
毎
日
花
の
様
子
を
見
る
こ
と
が

大
切
だ
。
枯
れ
た
花
を
摘
み
取
っ
た
り
、
雑

草
を
抜
い
た
り
し
て
、
元
気
な
花
を
み
ん
な

に
見
て
も
ら
い
た
い
。

・
育
て
て
い
る
花
の
紹
介
を
し
て
、
花
に
興
味

を
も
っ
て
も
ら
え
ば
、
花
を
見
に
来
て
く
れ

そ
う
だ
。

・
花
の
育
て
方
や
、
花
の
特
徴
を
ま
と
め
た
花

ブ
ッ
ク
を
作
り
た
い
な
。

・
押
し
花
で
し
お
り
を
作
っ
て
、
花
を
見
に
来

て
く
れ
た
人
に
配
っ
た
ら
、
み
ん
な
喜
ん
で

く
れ
そ
う
だ
。

実 際 の 姿

● ジ レ ン マ

■ エ ラ ー

■
秋
冬
の
花
壇
は
、
夏
の
花
壇
よ
り
も
い
い
も
の
に
し
た
い
け
ど
、
ど
こ
を
ど
う
改
善
す
れ

ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
。

■
思
っ
て
い
た
よ
う
に
花
が
育
た

ず
、
花
壇
が
寂
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

●
自
分
が
や
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
と
、
仲
間
が
思
っ
て
い
る
こ
と
に
違
い
が
あ
っ
て
、
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。

●
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
花
を
見
て
も
ら
い
た
い
。
自
分
の
ア
イ
デ
ア
だ
け
で
な
く
、
仲

間
の
考
え
や
思
い
も
聞
き
た
い
。
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３
年
２
組

本
時
案

（
１
）
目
標

秋
冬
の
花
壇
づ
く
り
の
計
画
が
、「

人
を
笑
顔
に
す
る
」
と
い
う
願
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
話
し
合
う
活
動
を
通
し
て
、
花
を
よ
く
観
察
し
て
花
の
状
態
に
合
っ
た
世
話
を
続

け
る
こ
と
で
、
人
を
喜
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
花
壇
に
な
る
こ
と
に
気
づ
き
、
秋
冬
の
花
壇
づ
く
り
に
生
か
そ
う
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（

問
題
解
決
力

）
（
２
）
道
徳
的
価
値
判
断
に
関
わ
っ
て

栽
培
し
て
い
る
身
近
な
花

を
大
切
に
育
て
る
こ
と
に
関
わ
っ
て

、
「
人
を
笑
顔
に
す
る
」
花
壇
と
は
ど
ん
な
花
壇
な
の
か
話
し
合
い
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る

。
（
自
然
愛
護
）

本
時

（
）

活
動
内
容
（
○
教
師
の
発
問

・
予
想
さ
れ
る

児
童

生
徒
の
発
言
）

○
教
師
の
手
立
て
と
見
届
け

１
本
時
の
課
題
を
設
定
す
る

〇
秋
冬
用
に
ポ
ッ
ト
に
ま
い
た
種
が
育
っ
て
き
ま
し
た
。
次
に
考
え
た
い
こ
と
は
何
で
す
か
。

・
花
を
花
壇
に
植
え
替
え
た
い
。

・
ポ
ッ
ト
だ
と
花
が
窮
屈
そ
う
だ
か
ら
、
広
い
場
所
に
移
し
て
あ
げ
た
い
。

２
ど
ん
な
秋
冬
の
花
壇
に
し
た
い
か

話
し
合
う

〇
秋
冬
の
花
壇
を
、
ど
ん
な
花
壇
に
し
た
い
で
す
か
。

・
夏
の
花
壇
よ
り
も
た
く
さ
ん
の
人
が
見
て
く
れ
る
花
壇
に

し
た
い
。

・
夏
の
花
壇
は
花
の
数
が
少
な
か
っ
た
か
ら
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
花
を
花
壇
に
植
え
替
え
た
い
。

・
岐
阜
農
林
高
校
の
花
壇
は
、
同
じ
種
類
や
同
じ
色
の
花
が
集
め
ら
れ
て
い
て
、
き
れ
い
だ
っ
た
よ
。
真
似
し
た
い
な
。

・
夏
の
花
壇
の
よ
う
に
、
れ
ん
が
で
人
が
通
れ
る
道
を
作
っ
て
お
く
と
、
み
ん
な
が
花
に
近
づ
い
て

見
れ
る
よ
。

３
ど
ん
な
花
壇

だ
と
「
人
を
笑
顔
に

す
る
」

こ
と
が
で
き
る
の
か
話
し
合
う

〇
み
ん
な
の
願
い
で
あ
る
「
人
を
笑
顔
に
す
る
」
花
壇
と
は
、
ど
ん
な
花
壇
で
す
か
。

・
花
が
き
れ
い
に
咲
い
て
い
る
と
、
見
た
人
も
笑
顔
に
な
る
。

・
雑
草
が
生
え
て
い
た
り
、
花
が
枯
れ
て
い
た
り
す
る
と
、
逆
に
悲
し
い
気
持
ち
に
な
る
。
花
の
栄
養
が
い
き
わ
た
る
花
壇
だ
と
花
も
元
気
に

育
っ
て
、
見
た
人
も
嬉
し
く
な
る
よ
。

・
岐
阜
農
林
高
校
の
方
が
、
植
え
替
え
た
後
も
毎
日
花
壇
の
様
子
を
見
る
と
言
っ
て
い
た
よ
。
病
気
に
な
っ
た
り
枯
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に

花
の

状
態
に
合
っ
た
お
世
話
を
す
れ
ば
、
花
も
き
れ
い
に
咲
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ね

。

４
本
時
の
学
び
を
振
り
返
る

〇
「
人
を
笑
顔
に
す
る
」
花
壇
を
つ
く
る
た
め
に
、
大
切
だ
と
思
っ
た
こ
と
や
、
こ
れ
か
ら
実
行
し
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
。

・
花
壇
や
花
を
き
れ
い
な
状
態
に
保
つ
た
め
に
、
毎
日
花
を
見
に
行
き
た
い
。

・
花
が
元
気
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
、
見
る
人
も
笑
顔
に
な
れ
な
い
か
ら
、
元
気
に
花
が
咲
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
お
世
話
を
し
た
い
。

・
夏
の
花
壇
の
と
き
も
、
毎
朝
〇
〇
さ
ん
は
花
の
様
子
を
見
に
行
っ
て
い
た
か
ら
、
私
も
見
習
い
た
い
。

〇
現

在
育

て
て

い
る

秋
冬

用
の

花
の

ポ
ッ

ト
や

プ
ラ

ン
タ

ー

を
提
示
し
、
成
長
に
合
わ
せ
た
環
境
で
育
て
た
方
が
よ
い
こ

と
を
想
起
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

○
児
童
の
発
言
を
、
夏
の
花
壇
と
比
べ
て
「
継
続
し
て
い
く
視

点
」
、「

改
善
し
て
い
く
視
点
」
、「

新
し
く
取
り
入
れ
る
視
点
」

に
分
け
、
整
理
し
て
ま
と
め
る
。

〇
夏
の
花
壇
や
岐
阜
農
林
高
校
の
花
壇
の
写
真
を
提
示
し
、
秋

冬
に
計
画
し
た
い
花
壇
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
り
、
比
べ
て
考
え

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

〇
全
体
で
「
願
い
」
を
確
認
し
、
現
在
の
計
画
が
「
人
を
笑
顔

に
す
る
」
花
壇
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
に
着
目
し
て
話
し

合
い
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

〇
「
ど
ん
な
花
壇
だ
と
自
分
は
笑
顔
に
な
る
の
か
。
」
と
問
い
返

し
、
花
が
ど
ん
な
状
態
だ
と
見
る
人
も
嬉
し
い
気
持
ち
に
な

る
の

か
、

自
分

ご
と

で
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

〇
元
気
に
咲
い
て
い
る
花
と
、
元
気
が
な
い
花
の
写
真
を
見
比

べ
て
、
花
へ
の
関
わ
り
方
で

花
の
状
態
が
変
わ
っ
て
し
ま
う

こ
と
に
気
付
か
せ
る
。

目
標
に
迫
っ
た
姿
を
ど
の
よ
う
に
見
届
け
る
か

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
も
と
に
、「

人
を
笑
顔
に
す
る
」
花
壇

と
は
ど
ん
な
花
壇
な
の
か
考
え
、
秋
冬
の
花
壇
の
花
に
ど

う
関
わ
り
続
け
る
の
か
を
、
自
分
な
り
に
表
現
し
て
い
る

。

（
問
題
解
決
力
）

・
発
言
内
容

や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
述
か
ら
見
届
け
る
。

秋
冬
の
花
壇
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
、
意
見
を
出
し
合
お
う
。
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第４学年 学びのカテゴリー「動物」

４年１組は、飼育活動を行う中で、「動

物達の幸せを考えた飼育活動」を大切に

してきた。普段の飼育活動や岐阜農林高

校の生徒との交流を通して、動物の習性

を知ったり、触れ合い方を学んだりして

きた。その営みの中で、動物達の幸せの

ために「遊び場を作りたい」や「餌や水

の量を変えたい」など自分達にできるこ

とはないか考えるようになってきた。動

物達の幸せにつながるように適宜計画を

見直し、プロジェクトを進めている。

４年３組では、積極的に飼育動物と関

わることから活動を始めた。その中で、

動物の立場に立って活動することの大切

さや魅力に気付くことができ、動物に対

する捉えや接し方に少しずつ変化が見ら

れるようになった。動物と深く関わるこ

とで、動物の命について考えることも増

えてきた。そこで、動物に携わる方との

出会いを通して、いろいろな人の動物の

命に対する価値観に触れることで、命に

対する子ども達の捉えを広げていく。

三輪 佳祐

桐山 裕也

窪田 泰三
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・
国
語
：
メ
モ
（
話
す
・
聞
く
）
　
お
礼
の
手
紙
（
書
く
こ
と
）

・
社
会
：
す
み
よ
い
く
ら
し
を
つ
く
る
（
水
・
ゴ
ミ
）

・
算
数
：
折
れ
線
グ
ラ
フ
と
表

・
理
科
：
生
き
物
と
気
温
（
春
・
夏
）

・
特
別
活
動
（
飼
育
活
動
）動

物
の
幸
せ
を
考
え
た
飼
育
を
目
指
し
て
（
3
5
時
間
）

～
動
物
に
つ
い
て
知
る
～

動
物
の
幸
せ
を
考
え
た
飼
育
を
目
指
し
て
（
4
0
時
間
）

〜
動
物
に
自
分
が
で
き
る
こ
と
〜

〇
昨

年
度

の
４

年
生

か
ら

引
き

つ
い

だ
飼

育
を

、
自

分
た

ち
だ

け
で

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

に
、

ま
ず

は
　

や
っ

て
み

る
。

〇
動

物
た

ち
の

飼
育

を
通

し
て

、
３

種
類

の
動

物
た

ち
と

関
わ

る
。

○
飼

育
活

動
を

経
験

し
て

感
じ

た
こ

と
や

、
気

に
な

っ
て

い
る

こ
と

を
交

流
す

る
。

〇
自

分
た

ち
の

飼
育

に
つ

い
て

、
５

年
生

の
人

た
ち

に
見

て
も

ら
い

、
ア

ド
バ

イ
ス

を
も

ら
う

。
〇

夏
休

み
の

飼
育

活
動

に
向

け
て

、
大

切
に

し
た

い
こ

と
や

方
法

な
ど

、
学

年
で

共
通

理
解

を
図

る
。

◯
岐

阜
農

林
高

校
の

飼
育

動
物

と
触

れ
合

う
活

動
を

通
し

て
、

動
物

達
の

魅
力

を
改

め
て

実
感

す
る

。
ま

た
、

　
学

校
の

飼
育

環
境

と
農

林
高

校
の

飼
育

環
境

を
見

比
べ

て
、

自
分

達
が

学
校

の
飼

育
動

物
に

で
き

る
こ

と
を

　
考

え
る

。
○

動
物

と
関

わ
る

人
と

の
交

流
を

通
し

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
行

う
上

で
大

切
に

し
た

い
こ

と
を

学
ぶ

。
○

よ
り

よ
い

飼
育

環
境

を
つ

く
る

た
め

に
、

チ
ー

ム
に

分
か

れ
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
行

う
。

■
丁

寧
に

お
世

話
を

し
よ

う
と

す
る

が
、

朝
の

飼
育

活
動

が
時

間
ま

で
に

終
わ

ら
な

い
。

■
調

べ
た

方
法

で
や

っ
て

み
る

が
、

飼
育

が
上

手
く

で
き

て
い

る
の

か
分

か
ら

な
い

。
■

飼
育

活
動

後
、

長
靴

が
乱

れ
て

い
た

り
、

白
衣

を
干

せ
て

い
な

か
っ

た
り

す
る

こ
と

が
あ

っ
た

。
■

得
意

・
苦

手
が

あ
る

か
ら

、
役

割
分

担
し

た
方

が
い

い
の

で
は

な
い

か
。

■
苦

手
、

嫌
い

は
あ

る
け

れ
ど

、
飼

育
活

動
を

や
り

き
ら

な
い

と
い

け
な

い
。

●
飼

育
小

屋
で

生
活

す
る

こ
と

が
、

動
物

た
ち

に
と

っ
て

本
当

に
幸

せ
な

の
か

？
【

生
命

の
尊

さ
・

自
然

愛
護

・
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

・
親

切
・

思
い

や
り

な
ど

】

■
動

物
達

の
こ

と
を

大
切

だ
と

思
っ

て
い

る
が

、
動

物
に

触
れ

る
の

が
怖

い
た

め
、

上
手

に
関

わ
れ

な
い

。
■

動
物

達
の

た
め

に
遊

び
場

を
作

っ
た

が
、

動
物

達
が

使
っ

て
い

る
様

子
が

な
い

な
ど

、
自

分
達

が
動

物
の

様
子

を
見

て
実

践
し

よ
う

と
し

て
い

る
こ

と
が

、
動

物
に

と
っ

て
幸

せ
と

は
限

ら
な

い
こ

と
に

気
づ

く
。

●
ど

の
動

物
も

大
切

だ
が

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

進
め

る
上

で
、

ク
ラ

ス
ご

と
に

動
物

を
絞

っ
た

ほ
う

が
よ

い
の

か
葛

藤
す

る
。

【
生

命
の

尊
さ

・
自

然
愛

護
・

希
望

と
勇

気
、

努
力

と
強

い
意

志
・

相
互

理
解

、
寛

容
な

ど
】

・
岐
阜
農
林
高
等
学
校
の
生
徒

・
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ス
ト

・
動
物
園

・
国
語
：
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
読
む
（
読
む
こ
と
）
　
わ
か
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
（
書
く
こ
と
）

・
算
数
：
お
よ
そ
の
数
を
調
べ
よ
う

・
理
科
：
生
き
物
と
気
温
（
秋
）
（
冬
）
　
動
物
の
体
と
つ
く
り

・
図
工
：
ひ
み
つ
の
す
み
か
（
立
体
）

学
び
を
構
成
す
る

要
素

飼
育
　
生
命
　
達
成
感
　
幸
せ
　
笑
顔
　
病
気
　
死
　
誕
生
　
性
格
　
個
性
　
食
物
　
体
験
　
か
わ
い
い
　
ペ
ッ
ト
　
ふ
れ
あ
い
　
環
境
　
関
わ
り
方
　
安
全
　
仲
間

６
月

第
４
学
年
の
目
標

主
な
学
習
活
動

３
月

２
月

１
月

○
飼

育
の

引
継

ぎ
会

の
計

画
を

立
て

る
。

○
引

継
ぎ

会
の

実
施

と
見

届
け

活
動

を
行

う
。

○
動

物
た

ち
と

の
別

れ
に

向
け

て
、

動
物

た
ち

の
た

め
に

し
て

あ
げ

た
い

こ
と

を
　

考
え

、
実

行
す

る
。

○
今

年
度

の
学

び
を

振
り

返
り

、
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
ポ

ー
ト

に
記

入
す

る
。

〇
自

分
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
こ

と
に

つ
い

て
振

り
返

る
。

〇
飼

育
を

通
し

て
ど

ん
な

自
分

に
な

れ
た

の
か

を
振

り
返

る
。

1
2
月

飼 育 活 動 を 継 続 し 動 物 の 様 子 を さ ら に

詳 し く 観 察 し た り 動 物 の 気 持 ち に 寄 り

添 っ て 世 話 を し た り す る 。

人
材
活
用

施
設

■
飼

育
す

る
動

物
に

つ
い

て
、

様
々

な
価

値
観

を
も

つ
全

校
児

童
生

徒
に

対
し

て
、

自
分

た
ち

の
思

い
や

考
え

を
伝

え
る

こ
と

が
で

き
ず

、
つ

ま
ず

く
。

（
全

校
発

信
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）

●
３

年
生

に
楽

し
く

達
成

感
の

あ
る

活
動

を
メ

イ
ン

に
伝

え
て

い
く

べ
き

か
、

苦
し

い
こ

と
や

大
変

な
こ

と
も

時
間

を
か

け
て

伝
え

て
い

く
べ

き
か

葛
藤

す
る

。
（

引
き

継
ぎ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）
【

生
命

の
尊

さ
・

自
然

愛
護

・
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

・
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
・

よ
り

よ
く

生
き

る
喜

び
な

ど
】

・
岐
阜
農
林
高
等
学
校
の
生
徒

・
国
語
：
新
聞
を
書
く
（
書
く
こ
と
）

・
理
科
：
生
き
物
の
一
年
を
振
り
返
っ
て

・
図
工
：
カ
ー
ド
で
伝
え
る
気
持
ち
（
工
作
）

　
　
　
　
忘
れ
ら
れ
な
い
気
持
ち
（
絵
画
）

動
物
の
幸
せ
を
考
え
た
飼
育
を
目
指
し
て
（
3
0
時
間
）

〜
自
分
た
ち
の
成
長
に
気
付
く
〜

５
月

1
0
月

９
月

1
1
月

４
月

単
元
名

（
時
数
）

 
　
 
想
定
さ
れ
る

 
　
 
●
ジ
レ
ン
マ

 
　
 
■
エ
ラ
ー

 
【
道
徳
的
諸
価
値
】

　

教
科
等
と
の
関
連

月
８
月

７
月

４
年
１
組 ・
獣
医
師

・
岐
阜
農
林
高
等
学
校
の
生
徒

学
び
の
基
盤
と
な
る

道
徳
的
諸
価
値

個
性
の
伸
長
・
希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志
・
親
切
、
思
い
や
り
・
相
互
理
解
、
寛
容
・
勤
労
、
公
共
の
精
神
・
よ
り
よ
い
学
校
生
活
、
集
団
生
活
の
充
実
・
生
命
の
尊
さ
・
自
然
愛
護
　
　

「
学
び
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
：
動
物
（
全
1
0
5
時
間
）

カ
テ
ゴ
リ
ー
設
定
の

理
由

 
 
第
３
学
年
で
は
、
花
の
生
命
の
美
し
さ
や
尊
さ
を
実
感
し
て
き
た
。
そ
ん
な
児
童
だ
か
ら
こ
そ
、
飼
育
動
物
に
対
す
る
生
命
の
重
み
と
育
て
る
こ
と
へ
の
責
任
を
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
第
４
学
年
で
は
、
飼
育
活

動
を
通
し
て
、
「
自
分
の
願
い
」
か
ら
「
自
他
の
願
い
」
と
い
う
よ
う
に
視
野
を
広
げ
る
こ
と
で
見
え
て
き
た
問
題
の
解
決
を
目
指
し
て
、
今
ま
で
以
上
に
飼
育
動
物
と
関
わ
り
、
動
物
の
た
め
に
自
分
は
何
が
で
き
る
か
を
試
行
錯
誤

し
、
対
話
を
す
る
中
で
、
動
物
の
幸
せ
を
考
え
、
自
分
は
ど
う
す
べ
き
か
を
探
究
し
て
い
く
。

（
１
）
問
題
解
決
力
に
関
わ
っ
て

年
間
指
導
計
画

動
物
や
人
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
出
会
っ
た
問
い
を
も
と
に
、
自
分
や
仲
間
、
動
物
達
が
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
や
り
切
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

（
２
）
関
係
構
築
力
に
関
わ
っ
て

動
物
と
の
関
わ
り
や
動
物
に
携
わ
る
人
と
の
交
流
を
通
し
て
、
根
拠
を
基
に
自
分
の
考
え
を
伝
え
た
り
、
仲
間
の
考
え
を
肯
定
的
に
聞
い
た
り
し
な
が
ら
、
ジ
レ
ン
マ
や
エ
ラ
ー
に
対
し

て
互
い
に
納
得
で
き
る
考
え
や
最
適
解
を
生
み
出
し
、
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
３
）
貢
献
す
る
人
間
性
に
関
わ
っ
て

自
分
と
他
者
、
自
分
と
動
物
と
の
関
わ
り
か
ら
、
命
の
尊
さ
や
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
生
き
方
を
見
つ
め
直
し
、
自
分
ら
し
く
行
動
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。
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４
年
１
組

単
元
シ
ー
ト

単
元
名

「
動
物
た
ち
の
幸
せ
を
考
え
た
飼

育
を
目
指
し
て
」

～
動
物
達
に
自
分
が
で
き
る
こ
と

～
（

）

本
単
元
の
目
標

問
題
解
決
力

関
係
構
築
力

貢
献
す
る
人
間
性

動
物
と
の
関
わ
り
を
通
し
て

、
自
分
や
仲
間
、
動

物
た

ち
が

幸
せ

に
生

き
る

た
め

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を
計
画
し
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
や

り
切
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

飼
育
動
物
の
た
め
に
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、

仲
間
の
考
え
を
肯
定
的
に
聞
い
た
り
、
根
拠
を
も
と
に

自
分
の
考
え
を
伝
え
た
り
し
な
が
ら
、
ジ
レ
ン
マ
や
エ

ラ
ー

に
対

し
て

お
互

い
に

納
得

で
き

る
考

え
を

生
み

出
し
、
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

自
分
や
仲
間
、
動
物
た
ち
を
幸
せ
に
す
る
方
法
を
考
え
、

自
分
の
長
所

を
生
か
し

仲
間
と
共

に
行
動

し
よ
う
と

す

る
態
度
を
養
う
。

活 動 の 計 画

〇
夏
休
み
の
飼
育

活
動
に
つ
い
て

振
り
返

り
、
今
後
の
飼
育
活
動

の
目
標
を
た
て
る
。

〇
誰
に
、
ど
ん
な
こ
と
を
聞
き
た

い
か
ま
と
め
る
。

（
）

〇
岐
阜
農
林
高
校
に
行
き
、
動
物
と
の
触
れ
あ

い
方
を
学
ん
だ
り
、
動
物
た
ち
の
魅
力
に
つ

い
て
改
め
て
実
感
し
た
り
す
る
。

ま
た
、
活

動
後
に
動
物
の
た
め
に
し
た
い
こ
と
を

改
め

て
交
流
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

る
。

〇
動
物
と
関
わ
る
仕
事
を
し
て
い
る
方
の
講
話

を
聞
き
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
う

と
き
に
大

切
に
し
た
い
こ
と
を
学
ぶ
。

（
）

〇
チ
ー

ム
ご
と
に
、

動
物
達
の
よ
り
よ
い

環
境
を
つ
く

る
た
め
の
計
画
を
考
え
、
実
行
す
る
。

〇
他
ク

ラ
ス
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
受
け
、

扱
う
動
物
を

１
種

類
に
絞
る
べ
き

か
ど
う
か
考

え
、

ク
ラ
ス

で
決

め
た
こ
と
を
他
の
ク
ラ
ス
に
提
案
す
る
。

〇
交
流
の
内
容
を
踏
ま
え
て
計
画
を
再
度
練
り
直
す
。

〇
他
の

チ
ー
ム
の
人
に

、
自
分
た
ち

が
行

っ
て
い
る

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

に
つ
い

て
説
明
し
、

本
当
に
そ
の

方
法

が
動

物
達

の
よ
り
よ

い
環
境
に
繋

が
っ
て
い
く

の
か

ど
う
か
を
話
し
合
う
。

〇
練
り
直
し
た
計
画
に
つ
い
て
、
専
門
の
方
か
ら
意
見

を
い
た
だ
き
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

進
め
る
。

〇
動

物
達

の
た

め
に

進
め

て
き

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に
つ
い
て
振
り
返
り
、
成
果
と
課
題
を
明
ら

か
に
す
る
。

〇
今
回
の
学
び
を
振
り
返
る
。

（
）

加 筆 修 正 欄 想 定 さ れ る 姿

・
夏
休
み
期
間
、
自
分
達
の
力
で
動

物
達

の
命

を
つ

な
ぐ

こ
と

が
で

き
て
よ
か
っ
た
。

・
動

物
と

の
関

わ
り

方
で

分
か

ら
な

い
こ

と
が

あ
っ

た
の

で
、

岐
阜

農
林

高
校

の
人

た
ち

に
聞

き
た
い
。

・
動

物
の

た
め

に
し

た
い

こ
と

が
た
く
さ
ん
出
て
き
た
。

・
岐
阜
農
林
高
校
の
人
た
ち
が

ど
の
よ
う
な
思
い

を
も

っ
て

動
物

の
お

世
話

を
し

て
い

る
の

か
が
分
か
っ
た
。

・
動
物
達
と
触
れ
合
う
こ
と
が
と
て
も
幸
せ
だ
と

思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
自
分
達
も
動
物
が
今

よ
り

幸
せ

と
思

え
る

よ
う

な
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を
行
い
た
い
。

・
動
物
た
ち
の
ス
ト
レ
ス
が
少
な
く
な
る
よ
う
に

遊
び
場
を
作
り
た
い
。

・
動
物

達
の
た
め
に
よ

り
よ
い
環
境
を
作

る
た
め
に
飼

育
小
屋
の
よ
く
観
察
し
よ
う
。

・
自
分

達
が
幸
せ
だ
と

思
っ
て
取
り
組
ん

だ
け
れ
ど
動

物
に

と
っ
て
は

ど
う

だ
っ
た
の
か

な
。
動
物
の

気
持

ち
に

も
っ

と
寄

り
添

っ
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
し

た
い
。

・
自
分
た
ち
の
計
画
に
つ
い
て
、
専
門
の
方
の
意
見
を
聞

い
て
み
よ
う
。

・
動

物
達

の
た

め
に

考
え

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

最
後
ま
で
や
り
き
れ
て

よ
か
っ
た
。

・
自

分
達

が
考

え
た

飼
育

環
境

で
生

き
生

き
と

活
動
し
て
い
る
動
物
達

の
姿
を
見
て
、
自
分
達

も
嬉
し
く
な
っ
た
。

・
こ

れ
か

ら
も

動
物

達
が

幸
せ

に
暮

ら
せ

る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
。

実 際 の 姿

● ジ レ ン マ

■ エ ラ ー

■
動
物
達
の
こ
と
を
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、

動
物
に
触
れ
る
の
が
怖
い
た
め
、
上
手
に
関
わ
れ
な
い
。

■
動
物
達
の
た
め
に
遊
び
場
を
作
っ
た
が
、
動
物
達
が
使
っ
て
い
る
様
子
が
な
か
っ
た
。

●
他
の
ク
ラ
ス
も

飼
育
環
境
に
つ
い
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る

。
環
境
の
大
き
な
変
化
が
動
物
に
と
っ
て
は
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

ど
の
動

物
も
大
切
だ
が
、

ク
ラ
ス
ご
と
に
動
物
を
絞
っ
た

ほ
う
が
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
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４
年
１
組

本
時
案

（
１
）
目
標

動
物
達
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
環
境

を
つ
く
る
た
め
に
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
動
物
を
決
め
た
方
が
よ
い
の
か

を
話
し
合
う
活
動
を
通
し
て
、
仲
間
に
自
分
の
考
え
を
伝
え
た
り
、
仲
間
の
考
え
を
踏
ま
え
た
り
し
な

が
ら
、
自
分
達
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
る
。
（
関
係
構
築
力
）

（
２
）
道
徳
的
価
値
判
断
に
関
わ
っ
て

ク
ラ
ス
ご
と
に
動
物
を
決
め
た
方
が
よ
い
の
か
を
考
え
、
根
拠
を
も
と
に

し
て
自
分
の
考
え
を
相
手
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
自
分
と
異
な
る
意
見
も
大
切
に

し
な
が
ら
話
し
合
い
が
で
き
る

。
（
相
互
理
解
、

寛
容
）

本
時
（

）

活
動
内
容
（
○
教
師
の
発
問

・
予
想
さ
れ
る

児
童
生
徒

の
発
言
）

教
師
の
手
立
て
と
見
届
け

１
前
時
に
ま
と
め
た

シ
ー
ト
を
も
と
に
、
各
チ
ー
ム
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
問
題
点
を
共
有
す
る

・
餌
や
水
の
量
を
考
え
る
と
き
も
、
他
の
ク
ラ
ス
と
揃
え
る
必
要
性
を
感
じ
た
。

・
自
分
達
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
ク
ラ
ス
で
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
環
境
が

大
き
く
変
わ
り
、
動
物
の
ス
ト
レ
ス
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
。

２
ク
ラ
ス
ご
と
に
動
物
を
決
め
方
が
よ
い
の
か
話
し
合
う

【
動
物
を
ク
ラ
ス
ご
と
に
決
め
た
方
が
よ
い

】

・
実
際
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
み
て
、
動
物
達
の
こ
と
を
も
っ
と
知
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。
残
り
期
間
を
考
え
て
も
、
動
物

を
１
種
類
に
絞
っ
た
方
が
充
実
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
る
と
思
う
。

・
１
番
は
動
物
が
幸
せ
で
あ
る
か
ど
う
か
だ
と
思
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
で
考
え
た
こ
と
を
実
践
し
て
い
っ
た
ら
環
境
が
大
き
く
変

わ
る
と
思
う
。
環
境
の

大
き
な
変
化
は
、
動
物
の
ス
ト
レ
ス
に
な
る
と
農
林
高
校
の
人
が
言
っ
て
い
た
の
で
、
１
種
類
に
絞
っ
た
方

が
良
い
と
思
う
。

【
動
物
を
ク
ラ
ス
ご
と
に
決
め
な
い
方
が
よ
い
】

・
１
人
１
人
に
得
意
な
動
物
が
い
た
り
、
苦
手
な
動
物
も
い
た
り
す
る
と
思
う
。
苦
手
な
動
物
に
決
ま
っ
た
と
き
に
、
そ
の
子
の
よ
さ

が
発
揮
さ
れ
な
い
と
思
う
。

・
ニ
ワ
ト
リ
の
た
め
に
、
遊
び
場
を
作
る
こ
と
は
ど
う
し
て
も
や
り
た
い
。
人
に
よ
っ
て
や
り
た
い
こ
と
が
違
う
の
で
、
ク
ラ
ス
で
決

め
て
し
ま
う
と
そ
れ
が
で
き
な
く
な
る
。

・
自
分
は
ど
の
動
物
も
好
き
で
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
全
て
の
動
物
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
い
た
い
。

【
ど
ち
ら
の
立
場
に
も
共
通
し
て
い
る
こ
と
】

・
ど
の
動
物
達
に
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
は
み
ん
な
同
じ
だ
と
思
う
。

３
自
分
達
の
ク
ラ
ス
の
願
い
に
立
ち
返
り
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
動
物
を
決
め
た
方
が
よ
い
の
か
決
め
る

・
自
分
達
の
ク
ラ
ス
の
願
い
は
、「

ど
の
動
物
達
も
幸
せ
な
飼
育
環
境
を
つ
く
る
」
こ
と
だ
か
ら
、
動
物
の
環
境
の
変
化
に
よ
る
ス
ト

レ
ス
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
動
物
を
決
め
た
方
が
良
い
と
思
う
。

・
「
ど
の
動
物
達
も
幸
せ
な
飼
育
環
境
を
つ
く
る
」
た
め
に
は
、
１
種
類
の
動
物
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
け
を
や
っ
て
い
て
は
い
け
な
い

と
思
う
の
で
、
動
物
を
ク
ラ
ス
ご
と
に
決
め
な
い
方
が
良
い
と
思
う
。

４
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
振
り
返
り
を
書
く

・
自
分
達
の
ク
ラ
ス
の
考
え
を
他
の
ク
ラ
ス
の
子
達
に
も
納
得
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
プ
レ
ゼ
ン
を
作
り
た
い
。

・
□
□
さ
ん
の
意
見
を
聞
い
て
い
た
ら
、
動
物
の
立
場
で
考
え
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
思
っ
た
。
動
物
達
が
よ
り
よ
い
環
境
で
生
活

で
き
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

〇
前
時
に
ま
と
め
た

シ
ー
ト
を
用
い
る
こ
と
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
問
題
点
を
焦
点
化
す
る
。

〇
お
互
い
の
意
見

に
寄
り
添
い
な
が
ら
話
し
合
う
た
め
に
、

本
時
の
ワ

ー
ク
シ
ー
ト
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
ま

と
め
、
そ
の
上
で
自
分
の
立
場
を
明
確
に
で
き
る
も
の
を
用
い
る

。

〇
根
拠
を
も
と
に

し
た
話
し
合
い
を
す
る
た
め
に
、

ど
の
よ

う
な
立
場

の
意
見
で
あ

っ
て
も
、
実
際
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
様
子
や
動
物
の

様

子
に
目
を
向
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
適
宜
問
い
返
す
。

〇
話
し
合
い
を
通

し
て
、
相
手
の
意
見
に
共
感
し
た
所
や
自

分
の
考
え

が
変
化
、
強
化
し
た
所
が
あ
れ
ば
、
適
宜
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
赤
鉛
筆
や

矢
印
で
書
き
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
声
を
か
け
る
。

〇
ど
ち
ら
の
立
場

に
も
共
通
し
て
い
る
こ
と
を

全
体
で
確
認

す
る

こ
と

で
、
ど
の
立

場
の
児
童
も
動
物
の
幸
せ
に
つ

い
て
考
え
て
い
る
こ

と

を
確
認
す
る

。
共
通
す
る
思
い
や
自
分
達
の

ク
ラ
ス

の
願
い
に
立

ち

返
り
な
が
ら
、
も
う
一
度
自
分
の
考
え
を
見
直
せ
る
よ
う
に
す
る
。

目
標
に
迫
っ
た
姿
を
ど
の
よ
う
に
見
届
け
る
か

仲
間
と
の
話
し
合
い
の
中
で
自
分
の
考
え
を
伝
え
た
り
、
仲
間
の
考

え
を
踏
ま
え
た
り
し
な
が
ら
、

自
分
達
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
見
直
し

て
い
る
。
（
関
係
構
築
力
）

・
仲
間
と
の
話
し
合
い
で
の
発
言
の
内
容
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
述

か
ら
見
届
け
る
。

ク
ラ
ス
ご
と
に
動
物
を
決
め
た
ほ
う
が
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
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・
国
語
：
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
読
む
（
読
む
こ
と
）
　
わ
か
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
（
書
く
こ

と
）

・
算
数
：
お
よ
そ
の
数
を
調
べ
よ
う

・
理
科
：
生
き
物
と
気
温
（
秋
）
（
冬
）
　
動
物
の
体
と
つ
く
り

・
図
工
：
ひ
み
つ
の
す
み
か
（
立
体
）

〇
昨
年
度
の
４
年
生
か
ら
引
き
つ
い
だ
飼
育
を
自
分
た
ち
だ
け
で
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
、
仲
間
と
関
わ
り
合
い
な
が
ら
活
動
す
る
。

〇
飼
育
活
動
を
通
し
て
、
ど
の
動
物
に
も
同
じ
よ
う
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

○
飼
育
活
動
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
や
、
気
に
な
っ
た
こ
と
を
交
流
す
る
。

〇
暑
さ
対
策
を
考
え
る
。

〇
夏
休
み
の
飼
育
活
動
に
向
け
て
、
各
学
級
で
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
や
飼
育
活
動
に
対
す

る
思
い
を
交
流
し
合
い
、
こ
れ
か
ら
大
切
に
し
た
い
こ
と
や
方
法
な
ど
、
学
年
で
共
通
理
解

を
図
る
。

〇
動
物
達
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
さ
ら
に
愛
着
を
も
っ
た
り
魅
力
を
感
じ
た
り
す
る
。

◯
動
物
達
の
幸
せ
や
動
物
達
の
立
場
に
立
つ
こ
と
で
、
自
分
達
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
実
行
す

る
。

○
動
物
と
携
わ
る
人
達
（
獣
医
師
、
岐
阜
農
林
高
等
学
校
の
生
徒
な
ど
）
と
の
出
会
い
を
通
し

て
、
人
と
動
物
と
の
関
わ
り
を
様
々
な
視
点
で
見
つ
め
て
い
く
。

○
動
物
と
携
わ
る
人
達
と
の
出
会
い
を
通
し
て
、
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
、
飼
育
動
物
の

た
め
に
自
分
達
に
は
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
実
行
す
る
。

○
動
物
と
携
わ
る
人
達
と
の
出
会
い
を
通
し
て
、
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
、
こ
れ
か
ら
自

分
は
ど
の
よ
う
に
行
動
し
て
い
く
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

■
飼
育
活
動
を
時
間
ま
で
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

■
調
べ
た
方
法
で
や
っ
て
み
る
が
、
上
手
く
飼
育
で
き
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
。

■
自
分
は
何
で
も
や
っ
て
い
る
の
に
○
○
さ
ん
は
や
り
た
い
こ
と
し
か
や
ら
な
い
。

●
動
物
に
よ
っ
て
得
意
・
不
得
意
、
好
き
・
嫌
い
が
あ
る
か
ら
、
役
割
分
担
し
た
方
が
よ
い

の
で
は
な
い
か
。

●
苦
手
、
嫌
い
は
あ
る
け
れ
ど
、
飼
育
活
動
を
や
り
き
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

●
飼
育
小
屋
で
生
活
す
る
こ
と
が
、
動
物
達
に
と
っ
て
本
当
に
幸
せ
な
の
？

●
自
分
達
が
動
物
の
様
子
を
見
て
実
践
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
、
動
物
に
と
っ
て
本
当

に
幸
せ
な
の
か
。

【
生
命
の
尊
さ
・
自
然
愛
護
・
希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志
・
親
切
、
思
い
や
り
な

ど
】

■
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
道
具
の
提
案
が
あ
っ
て
、
意
見
が
ま
と
ま
ら
な
い
。

●
自
分
の
思
い
と
仲
間
の
思
い
の
違
い
か
ら
、
自
分
の
思
い
を
優
先
し
た
い
け
れ
ど
、
仲
間
の

思
い
も
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
葛
藤
す
る
。

●
動
物
に
携
わ
る
人
た
ち
の
考
え
方
や
関
わ
り
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
な
の
は
分
か
っ
た
け
れ
ど
、

命
を
奪
う
こ
と
は
本
当
に
命
を
大
切
に
し
て
い
る
と
言
え
る
の
か
。

【
生
命
の
尊
さ
・
自
然
愛
護
・
希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志
・
思
い
や
り
な
ど
】

・
獣
医
師
　
　
　
　
　
・
岐
阜
農
林
高
等
学
校
の
生
徒

・
保
健
所
の
職
員
　
　
・
自
然
保
護
官

・
動
物
園
の
飼
育
員
　
・
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
職
員

第
４
学
年
の
目
標

主
な
学
習
活
動

３
月

２
月

１
月

○
飼
育
の
引
継
ぎ
会
の
計
画
を
立
て
る
。

○
引
継
ぎ
会
の
実
施
と
見
届
け
活
動
を
行
う
。

○
動
物
た
ち
と
の
別
れ
に
向
け
て
、
動
物
た
ち
の
た
め
に
し
て
あ
げ
た

い
こ
と
を
考
え
、
実
行
す
る
。

○
今
年
度
の
学
び
を
振
り
返
り
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
に
記
入
す

る
。

〇
飼
育
を
通
し
て
ど
ん
な
自
分
に
な
れ
た
の
か
を
振
り
返
る
。

1
2
月

飼 育 活 動 を 継 続 し 動 物 の 様 子 を さ ら に

詳 し く 観 察 し た り 動 物 の 気 持 ち に 寄 り

添 っ て 世 話 を し た り す る

人
材
活
用

施
設

■
飼
育
動
物
に
つ
い
て
、
様
々
な
価
値
観
を
も
つ
全
校
児
童
生
徒
に
対

し
て
、
自
分
た
ち
の
思
い
や
考
え
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
つ
ま
ず

く
。

●
３
年
生
に
楽
し
く
達
成
感
の
あ
る
活
動
を
メ
イ
ン
に
伝
え
て
い
く
べ

き
か
、
苦
し
い
こ
と
や
大
変
な
こ
と
も
時
間
を
か
け
て
伝
え
て
い
く
べ

き
か
葛
藤
す
る
。
（
引
き
継
ぎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

【
生
命
の
尊
さ
・
自
然
愛
護
・
希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志
・
よ

り
よ
い
学
校
生
活
、
集
団
生
活
の
充
実
な
ど
】

・
こ
こ
ま
で
に
出
会
っ
た
方
々

・
国
語
：
新
聞
を
書
く
（
書
く
こ
と
）

・
理
科
：
生
き
物
の
一
年
を
振
り
返
っ
て

・
図
工
：
カ
ー
ド
で
伝
え
る
気
持
ち
（
工
作
）

　
　
　
　
忘
れ
ら
れ
な
い
気
持
ち
（
絵
画
）

動
物
達
の
幸
せ
と
自
分
た
ち
の
幸
せ
(
3
0
時
間
)

〜
自
分
た
ち
の
成
長
に
気
付
く
〜

・
国
語
：
メ
モ
（
話
す
・
聞
く
）
　
お
礼
の
手
紙
（
書
く
こ
と
）

・
社
会
：
す
み
よ
い
く
ら
し
を
つ
く
る
（
水
・
ゴ
ミ
）

・
算
数
：
折
れ
線
グ
ラ
フ
と
表

・
理
科
：
生
き
物
と
気
温
（
春
・
夏
）

・
特
別
活
動
（
飼
育
活
動
）

動
物

の
幸

せ
を

考
え

た
飼

育
を

目
指

し
て

（
3
5
時

間
）

〜
動
物
た
ち
に
自
分
が
で
き
る
こ
と
〜

動
物

達
の

幸
せ

を
考

え
た

飼
育

を
目

指
し

て
（

4
0
時

間
）

～
動
物
と
自
分
と
の
関
わ
り
か
ら
、
人
と
動
物
の
共
生
を
考
え
る
～

４
年
３
組 ・

獣
医
師

・
岐
阜
農
林
高
等
学
校

学
び
の
基
盤
と
な
る

道
徳
的
諸
価
値

個
性
の
伸
長
・
希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志
 
・
親
切
、
思
い
や
り
・
相
互
理
解
、
寛
容
・
勤
労
、
公
共
の
精
神
・
よ
り
よ
い
学
校
生
活
、
集
団
生
活
の
充
実
・
生
命
の
尊
さ
・
自
然
愛
護
　
　

「
学
び
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
：
動
物
（
全
1
0
5
時
間
）

カ
テ
ゴ
リ
ー
設
定
の

理
由

 
 
第
３
学
年
で
は
、
花
の
生
命
の
美
し
さ
や
尊
さ
を
実
感
し
て
き
た
。
そ
ん
な
児
童
だ
か
ら
こ
そ
、
飼
育
動
物
に
対
す
る
生
命
の
重
み
と
育
て
る
こ
と
へ
の
責
任
を
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
第
４
学
年
で
は
、
飼
育

活
動
を
通
し
て
、
「
自
分
の
願
い
」
か
ら
「
自
他
の
願
い
」
と
い
う
よ
う
に
視
野
を
広
げ
る
こ
と
で
見
え
て
き
た
問
題
の
解
決
を
目
指
し
て
、
今
ま
で
以
上
に
飼
育
動
物
と
関
わ
り
、
動
物
の
た
め
に
自
分
は
何
が
で
き
る
か
を
試
行

錯
誤
し
、
対
話
を
す
る
中
で
、
動
物
の
幸
せ
を
考
え
、
自
分
は
ど
う
す
べ
き
か
を
探
究
し
て
い
く
。

（
１
）
問
題
解
決
力
に
関
わ
っ
て

５
月

1
0
月

９
月

1
1
月

４
月

学
び
を
構
成
す
る

要
素

飼
育
　
生
命
　
達
成
感
　
幸
せ
　
笑
顔
　
病
気
　
死
　
誕
生
　
性
格
　
個
性
　
食
物
　
体
験
　
か
わ
い
い
　
ペ
ッ
ト
　
ふ
れ
あ
い
　
環
境
　
関
わ
り
方
　
安
全
　
仲
間

６
月

年
間
指
導
計
画

動
物
や
人
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
出
会
っ
た
問
い
を
も
と
に
、
自
分
や
仲
間
、
動
物
達
が
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
や
り
切
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

（
２
）
関
係
構
築
力
に
関
わ
っ
て

動
物
と
の
関
わ
り
や
動
物
に
携
わ
る
人
と
の
交
流
を
通
し
て
、
根
拠
を
基
に
自
分
の
考
え
を
伝
え
た
り
、
仲
間
の
考
え
を
肯
定
的
に
聞
い
た
り
し
な
が
ら
、
ジ
レ
ン
マ
や
エ
ラ
ー
に
対
し

て
互
い
に
納
得
で
き
る
考
え
や
最
適
解
を
生
み
出
し
、
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
３
）
貢
献
す
る
人
間
性
に
関
わ
っ
て

自
分
と
他
者
、
自
分
と
動
物
と
の
関
わ
り
か
ら
、
命
の
尊
さ
や
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
生
き
方
を
見
つ
め
直
し
、
自
分
ら
し
く
行
動
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

単
元
名

（
時
数
）

 
　
 
想
定
さ
れ
る

 
　
 
●
ジ
レ
ン
マ

 
　
 
■
エ
ラ
ー

 
【
道
徳
的
諸
価
値
】

　

教
科
等
と
の
関
連

月
８
月

７
月
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４
年
３
組

単
元
シ
ー
ト

単
元
名

動
物
達
の
幸
せ
を
考
え
た

飼
育
を
目
指
し
て

〜
動
物
と
自
分
と
の
関
り
か
ら
、

人
と
動
物
の

共
生
を
考
え
る
～

（
）

本
単
元
の
目
標

問
題
解
決
力

関
係
構
築
力

貢
献
す
る
人
間
性

動
物
に
携
わ
る
人
達
と
出
会
い
「
命
を
大
切
に
す
る
」

と
い
う

考
え
方
や
動
物
と
の

関
わ
り
方

は
人
そ
れ

ぞ
れ
で
あ

る
こ
と
に
気
付
き

、
飼
育
動
物
た
ち
の
た

め
に
自
分

に
で
き
る
こ
と
は
何

か
を
考
え
、

最
後
ま

で
や
り
切
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

動
物
に

携
わ
る

人
達
の
考

え
や
仲
間
の
意
見

を
聞
く

中
で
生

ま
れ
た
ジ
レ
ン
マ

に
対
し
、

こ
れ
ま

で
の
自

分
の
考

え
を
見
つ
め
直
し

、
仲
間
の

意
見
を

受
け
止

め
な
が

ら
互
い
に
納
得
の

で
き
る
解
を
導
き

出
し
、

活
動
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

自
分
の
よ
さ
を
生
か
し
な
が
ら
、
動
物
達
の
た
め
に
、

自
分
が

で
き
る
こ
と
は
何

か
を
見
付
け
て
、

行
動
し

よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

活 動 の 計 画

〇
夏
休
み
の
飼
育
活
動
に
つ
い
て
振
り
返
り
、

動
物
達
の
様
子
や
仲
間
の
頑
張
り
を
交
流
す

る
。

〇
夏
休
み
前

ま
で
の
活
動
を
想
起
す
る
た
め
に

こ
れ
ま
で
の

歩
み
を
振
り
返

る
。

〇
獣
医
師
と
動
物
と
の
関
わ
り
を
知
り
、
気
付

い
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。

〇
獣
医
師
の
話
を

聞
い
て
、
飼
育
動
物
達
の

幸
せ
の
た
め
に
自
分
は
何
が
で
き
る
の
か
を
考

え
る
。

○
飼
育
活
動
を
行
う
。

（
）

〇
自
然
保
護
官
、
岐
阜
市
保
健
所
の
職
員
な
ど
、

動
物

に
携
わ
る
人
達
と
動
物
と
の
関
わ
り

を
知
り
、
気
付
い
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。

〇
動
物

に
携
わ
る
人
の
話
を
聞
い
て
、
自
分
と

動
物
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
る
。

○
飼
育
活
動
を
行
う
。

（
）

〇
動
物
に
携
わ
る
人
達
の
話
を
聞
い
て
、
飼
育

動
物
達
の
幸
せ
の
た
め
に
自
分
に
は
何
が
で

き
る
の
か
を
考
え
る
。

○
動
物
に
携
わ
る
人

達
の
話
を

聞
い
て
、
命
に

対
す
る
考
え
方
や
自
分
の
生
き
方
に
つ
い
て

見
つ
め
直
す
。

○
飼
育
活
動
を
行
う
。

（
）

○
動
物
達
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

を
考
え
、
実

行
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
て
、
計

画
す
る
。

〇
今
回
の
学
び
を
振
り
返
る

。
○
飼
育
活
動
を
行
う
。

（
）

加 筆 修 正 欄 想 定 さ れ る 姿

・
夏
休
み
の
飼
育
で
〇
〇
さ
ん
の
こ
う
い
う
と

こ
ろ
が
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、

私
に
も
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。

・
獣
医
師
の
話
か
ら

、
動
物
の

命
を
繋
い
で
い

く
た
め
に
一
生
懸
命
動
物
と
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

・
自
然
保
護
官
の
人
は
、
自
然
を
守
る
た
め
に
、

や
む
を
得
ず
狩
り
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

・
保
健
所
の

人
は
、
殺
処
分
が
な
い
よ
う
に
い

ろ
い
ろ
な
努
力
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た

。
・
動
物
に
携
わ
る
人
達
の
話
を
聞
い
て
「
命
を

大
切
に
す
る
」
と
い
う
思
い
は
同
じ
だ
け
れ

ど
、
関
わ
り
方
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
こ
と
に
気

付
き
ま
し
た
。

・
動
物
に
携
わ
る
人
達
の
話
を
聞
い
て

、
何
を

す
る
こ
と
が
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
繋
が

る
の
か
を
考
え
、
実
行
し
た
い
で
す
。

・
飼
育
動
物
達
の
幸
せ
を
考
え
た
と
き
に
、
自

分
達
に
は
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
実
行
す

る
。

・
動
物
に
携
わ
る
人
達

の
話
を
聞
く
前
と
今
で

は
動
物
に
対
す
る
考
え
が
少
し
変
わ
っ
て
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

・
動
物
達
の
命
に
支
え
ら
れ
て
い
る
自
分
の
命

を
大
切
に
す
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
は
〜
を

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

実 際 の 姿

● ジ レ ン マ

■ エ ラ ー

●
動
物
に
携
わ
る
人
た
ち
の
考
え
方
や
関
わ
り
方

は
人
そ
れ
ぞ
れ
な
の
は
分
か
っ
た
け
れ
ど
、
命
を
奪
う
こ
と
は
本
当
に
命
を
大
切
に
し
て
い
る
と
言
え
る
の
か
。

●
自
分
の
思
い
と
仲
間
の
思
い
の
違
い
か
ら
、
自
分
の
思
い
を
優
先
し
た
い
け
れ
ど
、
仲
間
の
思
い
も
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
葛
藤
す
る
。

■
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
道
具
の
提
案
が
あ
っ
て
、
意
見
が
ま
と
ま
ら
な
い
。
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４
年
３
組

本
時
案

（
１
）

目
標

動
物
に
携
わ
る
人
達
の
考
え
方
や
関
わ
り
方
に
つ
い
て
交
流
す
る
活
動
を
通
し
て
、
動
物
に
携
わ
る
人
達
の
思
い
や
自
分
達
の
探
究
の
歩
み
を

基
に
、
自
分
達
に
で
き
る
こ
と
を
考

え
、
行
動
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
貢
献
す
る
人
間
性

）

（
２
）
道
徳
的
価
値
判
断
に
関
わ
っ
て

動
物
た
ち
の
命
に
支
え
ら
れ
て
い
る
自
分
の
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
行
動
に
つ
い
て

議
論
す
る
。
（
生
命
の
尊
さ
）

本
時

（
）

活
動
内
容
（
○
教
師
の
発
問

・
予
想
さ
れ
る

児
童

生
徒
の
発
言
）

○
教
師
の
手
立
て
と
見
届
け

１
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
確
か
め
る

○
動
物
と
携
わ
る
人
た
ち
の
話
を
聞
い
て
、
あ
な
た
は
「
命
の
大
切
さ
」
に
つ
い
て
ど
う
感
じ
ま
し
た
か
。

・
命
を
大
切
に
す
る
と
い
う
思
い
は
同
じ
だ
け
れ
ど
、
自
然
保
護
官
の
人
の
話
を
聞
い
て
、
命
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
命
を
全
て
い
た

だ
く
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
て
、

捉
え
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

２
命
に
つ
い
て
の
捉
え
を
確
認
す
る

〇
動
物
に
関
わ
る
た
く
さ
ん
の
人
達
の
話
を
聞
き
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
が
考
え
る
命
は
ど
ん
な
も
の
で
す
か
。

・
命
は
一
つ
し
か
な
い
か
ら
、
大
事
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

・
保
健
所
や
猪
鹿
庁
の
人
達
も
言
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
目
の
前
の
動
物
達

と
向
き
合
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

３
動
物
に
関
わ
る
人
達
の
話
を
聞
い
て
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
交
流
す
る

○
動
物
に
関
わ
る
人
達
の
話
を
聞
い
て
、
自
分
達
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

・
猪
鹿
庁
の
人
の
話
を
聞
い
て
、
給
食
を
残
さ
ず
食
べ
る
こ
と
が
命
を
大
事
に
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

・
保
健
所
の
人
か
ら
殺
処
分
の
話
を
聞
い
て
、
目
の
前
の
動
物
達
を
大
切
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
て
、
地
域
の
人

達
に
見
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

・
獣
医
師
の
人
が
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
私
達
に
話
を
し
て
く
れ
た
よ
う
に
、
私
達
も
か
ぞ
く
に
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
き
た
い
で

す
。

４
本
時
、
交
流
し
た
こ
と

を
基
に
、
飼
育
動
物
達
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る

○
飼
育
動
物
達
の
た
め
に
自
分
達
は
、
何
を
考
え
、
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

・
目
の
前
の
動
物
た
ち
の
た
め
に
、
決
め
ら
れ
た
当
番
の
時
間
だ
け
で
は
な
く
、
時
間
を
見
つ
け
て
動
物
た
ち
の
様
子
を
見
に
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
今
ま
で
以
上
に
動
物
た
ち
の
幸
せ
を
考
え
て
世
話
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

・
動
物
達
を
よ
く
見
て
、
動
物
達
の
健
康
状
態
を
毎
日
確
か
め
て
い
き
た
い
。

・
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
飼
育
動
物
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
た
い
。

○
こ

れ
ま

で
の

活
動

や
対

話
に

よ
っ

て
生

ま
れ

た
ジ

レ
ン

マ

を
共
有
し
、
切
実
感
を
も
っ
て
意
見
交
換
を
行
え
る
よ
う
に

展
開
に
合
わ
せ
て
問
い
か
け
る
。

〇
児
童
自
身
で
活
動
を
考
え
て
い
け
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体

が
行

っ
て

い
る

命
を

大
切

に
す

る
た

め
の

活
動

に
つ

い
て
提
示
す
る
。

○
命

に
つ

い
て

考
え

た
こ

と
を

実
生

活
と

繋
げ

て
考

え
ら

れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
実
生
活
で
は
動
物
の
命
と
ど
ん
な

関
わ
り
方
が
あ
る
の
か
を
問
う
。

目
標
に
迫
っ
た
姿
を
ど
の
よ
う
に
見
届
け
る
か

動
物
に
携
わ
る
人
た
ち
の
考
え
方
や
関
わ
り
方
を
基
に
、

命
に
対
す
る
考
え
を
自
分
な
り
に
捉
え
、
こ
れ
か
ら
こ
う

し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
も
っ
て
い
る
。（

貢
献
す
る

人
間
性
）

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
述
や
発
言
か
ら
見
届
け
る
。

動
物
た
ち
の
た
め
に
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
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第５学年 学びのカテゴリー 「暮らし」

５年１組は、自分や身近な人の「暮ら

し」をみつめていく中で、地域にいる高

齢者の方の暮らしに興味・関心を抱いた。

そして施設にいる高齢者の方と繰り返し

関わることを通して、「〇〇さんの暮らし

をよりよくするお手伝いがしたい」とい

う願いが生まれ、プロジェクトが立ち上

がった。しかし、そのプロジェクト活動

で、思いもよらない事実が見えてきた。

児童は、その事実から問題を見いだし、

解決に向けて、再び立ち上がる。

干場 康平

佐藤 睦

伊藤 暢宏

５年２組は、自分や身近な人の「暮ら

し」をみつめていく中で、障がい者の方

の暮らしに興味・関心を抱いた。そして、

実際に障がい者生活支援センターで働く

身体障がい者の方と「幸せな暮らし」と

いう視点を基に対話をした。対話を通し

て、その人にとっての幸せな暮らしがあ

ることに気付いた。さらに、その人だけ

ではなく、他の障がい者の暮らしに目を

向け、学校の近くにある聾学校の児童の

暮らしはどうなのか考え始めた。
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年
間
指
導
計
画

（
１
）
問
題
解
決
力
に
関
わ
っ
て

暮
ら
し
を
見
つ
め
、
よ
り
よ
い
暮
ら
し
を
創
造
し
て
い
く
中
で
、
自
分
で
課
題
を
立
て
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
何
か
を
考
え
判
断
し
、
解
決
に
向
け
て
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

（
２
）
関
係
構
築
力
に
関
わ
っ
て

暮
ら
し
を
見
つ
め
て
い
く
中
で
、
ま
た
、
あ
る
人
の
暮
ら
し
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
目
的
に
応
じ
て
、
他
者
と
つ
な
が
り
、
自
分
の
考
え
を
発
信
し
た
り
、
他

者
の
考
え
に
共
感
し
た
り
し
な
が
ら
、
互
い
に
納
得
で
き
る
考
え
を
生
み
出
し
、
活
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
３
）
貢
献
す
る
人
間
性
に
関
わ
っ
て

暮
ら
し
に
お
け
る
問
題
を
「
自
分
ご
と
」
の
よ
う
に
思
い
、
、
少
し
で
も
そ
の
暮
ら
し
を
よ
り
よ
く
す
る
お
手
伝
い
が
し
た
い
と
い
う
態
度
を
養
う
。

単
元
名

（
時
数
）

 
　
 
想
定
さ
れ
る

 
　
 
●
ジ
レ
ン
マ

 
　
 
■
エ
ラ
ー

 
【
道
徳
的
諸
価
値
】

　

教
科
等
と
の
関
連

月
８
月

７
月

５
年
１
組 ・
岐

阜
市

社
会

福
祉

協
議

会
地

域
支

援
係

　
地

域
福

祉
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
　

児
玉

 
正

貴
子

　
杉

山
 
弘

・
岐

阜
市

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

南
部

　
主

任
介

護
支

援
専

門
員

　
入

学
 
佳

宏
・

加
納

東
地

区
自

治
会

連
合

会
　

会
長

　
川

田
 
政

美
・

岐
阜

大
学

地
域

科
学

科
 
 
 
富

樫
 
幸

一
・

和
光

会
グ

ル
ー

プ
　

フ
ァ

ミ
リ

コ
ー

ト
城

東
　

所
長

　
宇

野
 
直

之

学
び
の
基
盤
と
な
る

道
徳
的
諸
価
値

よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び
・
集
団
生
活
の
充
実
・
克
己
と
強
い
意
志
・
友
情
、
信
頼
・
真
理
の
探
究
・
親
切
、
思
い
や
り
・
相
互
理
解
、
寛
容
・
自
主
、
自
律
・
家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実
・
郷
土
愛
・
社
会
参
画

「
学
び
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
：
暮
ら
し
（
全
1
0
5
時
間
）

カ
テ
ゴ
リ
ー
設
定
の

理
由

「
暮
ら
し
を
見
つ
め
る
〜
あ
る
人
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
考
え
る
〜
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
時
間
）

「
暮
ら
し
を
つ
く
る
〜
あ
の
人
の
幸
せ
な
暮
ら
し
を
創
造
す
る
〜
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
時
間
）

・
「

暮
ら

し
」

と
は

何
か

を
イ

メ
ー

ジ
し

、
現

段
階

で
の

自
分

や
家

族
に

と
っ

て
の

幸
せ

な
暮

ら
し

と
は

何
か

を
考

え
る

。
（

話
合

い
・

授
業

参
観

で
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

）
・

ど
ん

な
「

暮
ら

し
」

が
あ

る
の

か
を

調
査

す
る

た
め

に
地

域
に

出
て

、
加

納
公

民
館

「
い

き
い

き
サ

ロ
ン

」
に

て
、

高
齢

者
の

方
と

出
会

い
交

流
す

る
。

（
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
）

・
「

い
き

い
き

サ
ロ

ン
」

に
通

う
元

気
な

高
齢

者
の

方
と

は
違

う
方

の
暮

ら
し

に
つ

い
て

知
る

た
め

に
、

高
齢

者
施

設
「

あ
っ

と
ほ

ー
む

城
東

」
に

繰
り

返
し

通
い

、
高

齢
者

の
方

と
交

流
す

る
。

（
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
）

・
宿

泊
研

修
で

高
山

に
行

き
、

高
山

市
一

之
宮

地
区

の
「

暮
ら

し
」

を
体

験
し

、
そ

こ
に

暮
ら

す
高

齢
者

と
語

り
合

う
こ

と
を

通
し

て
幸

せ
な

暮
ら

し
と

は
何

か
を

考
え

る
。

（
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
）

・
認

知
症

の
方

と
出

会
い

、
認

知
症

の
こ

と
を

知
り

た
い

と
願

い
、

入
学

さ
ん

か
ら

「
認

知
症

を
学

ぶ
会

」
を

開
い

て
ほ

し
い

と
願

い
、

学
ぶ

。
（

外
部

講
師

）
・

自
分

た
ち

の
力

で
□

□
さ

ん
の

暮
ら

し
を

よ
り

よ
く

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
を

行
う

か
話

し
合

う
。

■
高

齢
者

施
設

の
□

□
さ

ん
は

、
ど

う
し

て
私

の
関

わ
り

に
対

し
て

、
反

応
が

薄
い

の
だ

ろ
う

か
。

〔
高

齢
者

施
設

の
多

く
の

方
が

認
知

症
で

あ
り

、
反

応
し

た
く

て
も

で
き

な
い

方
も

い
る

と
い

う
事

実
〕

●
認

知
症

の
□

□
さ

ん
に

し
て

あ
げ

た
い

こ
と

が
あ

る
け

れ
ど

、
嬉

し
い

こ
と

な
の

か
嫌

な
こ

と
な

の
か

が
見

え
て

こ
な

い
。

本
当

に
そ

れ
は

□
□

さ
ん

に
と

っ
て

嬉
し

い
こ

と
な

の
だ

ろ
う

か
葛

藤
す

る
。

【
よ

り
よ

く
生

き
る

喜
び

、
相

互
理

解
、

寛
容

、
親

切
、

思
い

や
り

な
ど

】

第
５
学
年
の
目
標

主
な
学
習
活
動

３
月

２
月

１
月

1
2
月

　 暮 ら し を つ く る プ ロ ジ ェ ク ト に 関 わ る 情 報 を 収 集 す る

人
材
活
用

施
設

・
国

語
：

き
い

て
、

き
い

て
、

き
い

て
み

よ
う

‐
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

す
る

と
き

‐
（

話
す

・
聞

く
）

・
社

会
：

わ
た

し
た

ち
の

生
活

と
食

料
生

産
・

算
数

：
整

数
と

小
数

・
理

科
：

魚
の

た
ん

じ
ょ

う
　

花
か

ら
実

へ
・

家
庭

科
：

私
と

家
族

の
仕

事

 
 
児
童
は
第
４
学
年
の
頃
、
学
校
に
い
る
身
近
な
飼
育
動
物
に
関
わ
り
続
け
る
中
で
、
生
命
の
尊
さ
を
身
を
も
っ
て
実
感
し
、
動
物
に
心
か
ら
寄
り
添
う
姿
が
あ
っ
た
。
そ
ん
な
児
童
だ
か
ら
こ
そ
、
身
近
な
動
物
か
ら
、
身
近
な
人
へ
と
対
象
が
変
わ
っ
た
と
し
て
も
、
生
命
の
尊
さ
を
も
っ
て
、
相
手

の
生
き
方
に
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
第
５
学
年
で
は
、
学
び
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
「
暮
ら
し
」
と
し
、
あ
る
人
の
暮
ら
し
を
見
つ
め
る
中
で
見
え
て
き
た
問
題
の
解
決
を
通
し
て
、
幸
せ
な
暮
ら
し
と
は
何
な
の
か
を
考
え
、
自
分
は
ど
う
す
べ
き
か
を
探
究
し
て
い
く

過
程
を
位
置
付
け
る
こ
と
に
し
た
。 ５
月

1
0
月

学
び
を
構
成
す
る

要
素

生
活
　
学
校
　
家
族
　
仲
間
　
幸
せ
　
愛
　
環
境
　
自
然
　
生
き
物
　
安
全
　
健
康
　
生
命
　
歴
史
　
人
　
ふ
れ
あ
い
　
喜
び
　
笑
顔
　
感
謝
　
自
分
ら
し
さ
　
個
性
　
夢
　
決
意
　
寄
り
添
う

６
月

９
月

1
1
月

４
月

・
国

語
：

ど
ち

ら
を

選
び

ま
す

か
‐

互
い

の
立

場
を

明
確

に
し

て
、

話
し

合
お

う
‐

（
話

す
・

聞
く

）

・
国

語
：

提
案

し
よ

う
、

言
葉

と
わ

た
し

た
ち

‐
事

実
と

感
想

、
意

見
と

を
区

別
し

て
、

説
得

力
の

あ
る

提
案

を
し

よ
う

‐
（

話
す

・
聞

く
）

　
統

計
資

料
の

読
み

方
‐

グ
ラ

フ
や

表
を

用
い

て
書

こ
う

‐
（

書
く

）
・

社
会

：
わ

た
し

た
ち

の
生

活
と

環
境

・
算

数
：

帯
グ

ラ
フ

と
円

グ
ラ

フ
・

家
庭

科
：

家
族

ほ
っ

と
タ

イ
ム

、
や

っ
て

み
よ

う
家

族
の

仕
事

・
暮

ら
し

を
よ

り
よ

く
し

た
い

と
願

う
対

象
の

方
や

、
そ

の
方

と
関

わ
り

の
あ

る
施

設
の

方
や

ご
家

族
と

つ
な

が
り

、
情

報
を

収
集

す
る

中
で

、
ど

ん
な

活
動

を
す

る
べ

き
か

考
え

る
。

（
話

合
い

・
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
）

・
□

□
さ

ん
の

暮
ら

し
の

問
題

解
決

を
目

指
し

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
を

立
ち

上
げ

る
。

（
話

合
い

・
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
）

・
高

齢
者

施
設

の
職

員
と

協
働

し
て

自
分

の
考

え
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
つ

い
て

改
善

を
図

る
。

（
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
・

話
合

い
）

・
目

的
や

相
手

に
応

じ
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

の
準

備
を

行
う

。
（

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

・
話

合
い

）
・

□
□

さ
ん

の
幸

せ
な

暮
ら

し
を

目
指

し
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

を
実

行
す

る
。

（
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
）

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
後

、
活

動
の

効
果

に
つ

い
て

振
り

返
り

成
果

と
課

題
を

明
ら

か
に

す
る

。
（

話
合

い
）

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
を

通
し

て
よ

り
強

く
な

っ
た

「
も

っ
と

多
く

の
方

に
、

高
齢

者
施

設
の

お
じ

い
ち

ゃ
ん

や
お

ば
あ

ち
ゃ

ん
の

暮
ら

し
に

つ
い

て
を

知
っ

て
ほ

し
い

」
と

い
う

願
い

を
基

に
、

「
暮

ら
し

展
」

を
開

い
た

り
、

高
齢

者
施

設
の

方
を

学
校

に
招

い
て

お
互

い
に

楽
し

い
時

間
を

生
み

出
す

「
交

流
会

」
を

企
画

し
て

、
運

営
す

る
。

（
学

級
間

や
学

年
間

で
の

話
合

い
・

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

）
・

探
究

活
動

の
成

果
を

、
社

会
福

祉
協

議
会

、
N
P
O
法

人
の

方
に

発
表

す
る

。
（

発
表

会
）

■
□

□
さ

ん
の

暮
ら

し
に

対
す

る
価

値
観

と
、

自
分

の
暮

ら
し

に
対

す
る

価
値

観
が

違
う

。
だ

か
ら

こ
そ

も
っ

と
寄

り
添

わ
な

い
と

い
け

な
い

。
【

よ
り

よ
く

生
き

る
喜

び
・

真
理

の
探

究
・

郷
土

愛
・

社
会

参
画

な
ど

】

■
私

の
し

て
い

る
こ

と
は

、
特

定
の

高
齢

者
の

方
に

し
か

貢
献

で
き

て
い

な
い

の
か

も
し

れ
な

い
。

●
□

□
さ

ん
の

こ
と

を
幸

せ
に

し
た

い
と

願
っ

て
考

え
た

活
動

だ
と

□
□

さ
ん

の
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

幸
せ

な
時

間
を

つ
く

れ
る

が
、

そ
れ

は
特

定
の

相
手

の
み

の
幸

せ
な

た
め

、
さ

み
し

い
気

持
ち

で
い

る
高

齢
者

の
方

が
出

て
く

る
。

だ
か

ら
、

一
人

も
さ

み
し

い
人

を
作

ら
な

い
よ

う
高

齢
者

全
体

を
対

象
に

し
た

活
動

に
し

た
い

の
だ

が
、

一
人

一
人

の
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

活
動

と
は

い
か

な
い

た
め

、
幸

せ
な

時
間

を
生

み
出

す
の

は
難

し
い

。
ど

う
し

た
ら

よ
い

の
だ

ろ
う

か
と

葛
藤

す
る

。
【

よ
り

よ
く

生
き

る
喜

び
、

家
族

愛
・

家
庭

生
活

の
充

実
・

自
主

、
自

律
・

克
己

と
強

い
意

志
・

社
会

参
画

な
ど

】

・
岐

阜
市

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

南
部

　
主

任
介

護
支

援
専

門
員

　
入

学
 
佳

宏 ・
和

光
会

グ
ル

ー
プ

　
フ

ァ
ミ

リ
コ

ー
ト

城
東

　
所

長
　

宇
野

 
直

之

・
岐

阜
市

社
会

福
祉

協
議

会
　

地
域

支
援

係
　

地
域

福
祉

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

　
児

玉
 
正

貴
子

　
杉

山
 
弘

・
岐

阜
市

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

南
部

　
主

任
介

護
支

援
専

門
員

　
入

学
 
佳

宏
・

加
納

東
地

区
自

治
会

連
合

会
　

会
長

　
川

田
 
政

美
・

和
光

会
グ

ル
ー

プ
　

フ
ァ

ミ
リ

コ
ー

ト
城

東
　

所
長

　
宇

野
 
直

之
・

N
P
O
法

人
泉

京
・

垂
井

　
中

根
 
翔

子
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５
年
１
組

単
元
シ
ー
ト

単
元
名

「
暮
ら
し

を
つ
く
る
」

〜
あ

の
人

の
幸

せ
な

暮
ら

し
を

創
造

す
る

〜

（
）

本
単
元
の
目
標

問
題
解
決
力

関
係
構
築
力

貢
献
す
る
人
間
性

高
齢
者
の
幸
せ
な
暮

ら
し
を
創
造
し
よ
う
と

、
自

分
で
課
題
を
立
て
、

自
分
に
で
き
る
こ
と

は
何

か
を
考
え
判
断
し

、
解

決
に
向
け
て
実
行
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

高
齢
者

の
幸
せ

な
暮
ら
し
を
創
造
す
る
中

で
、

他
者
と
つ
な
が
り
、
自
分
の
考
え
を
発
信
し
た
り
、
他

者
の
考
え
に
共

感
し
た
り
し
な
が
ら
、
次
の
活

動
へ
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

高
齢
者

の
暮
ら

し
を
「
自
分
ご
と
」
の
よ
う
に

思
い
、

少
し
で
も

そ
の
暮
ら
し

を
よ
り
よ
く
す
る

お
手
伝
い
が
し
た
い
と
い
う
態
度
を
養
う
。

活 動 の 計 画

○
□
□
さ
ん
の
暮
ら
し
を
幸
せ
に
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
、
よ
り
ニ
ー
ズ
に
合
う
も
の
に
す

る
た
め
に
と
、
何
度
も
会
っ
て
話
を
す
る
。

○
い
つ
も
□
□
さ
ん
と
関
わ
っ
て
い
る
高
齢
者

施
設
の
職
員
と
協
働
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

活
動
を
改
善
す
る
。

（
）

○
□
□
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
活
動
の
準
備
を
行
う
。

○
□
□
さ
ん
へ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
実
行

す
る
。

○
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
振
り
返
り
、
成
果
と

課
題
を
ま
と
め
、
次
に
何
を
す
べ
き
か
、
何

を
し
て
い
き
た
い
か
を
考
え
る
。

（
）

○
も
っ
と
多
く
の
人
に
、
高
齢
者
施
設
の
お
じ

い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
暮
ら
し
を
知

っ
て
ほ
し
い
と
願
い
、「

暮
ら
し
展
」
や
、

高
齢
者
の
方
と
楽
し
い
時
間
を
生
み
出
す

「
交
流
会
」
を
企
画
・
準
備
を
行
う
。

○
「
暮
ら
し
展
」

や
「
交
流
会
」

を
実
行
す

る
。

（
）

○
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
み
つ
め
、
行
動
し
て
き

た
中
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
伝
え
た
い
と
願

い
、
社
会
福
祉
協
議
会
や

法
人
に
発

表
の
場
を
持
ち
掛
け
る
。

○
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
探
究
し
て
き
た
成
果
を

ま
と
め
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

法
人
の

方
に
向
け
て
発
表
す
る

。
（

）

加 筆 修 正 欄 想 定 さ れ る 姿

・
自
分
は
ま
だ
ま
だ
□
□
さ
ん
の
こ
と
知
ら
な

い
か
ら
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
話
し
て
知
っ
て

い
き
た
い
。

・
自
分
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
本
当
に
□

□
さ
ん
に
合
っ
た
も
の
だ
ろ
う
か
心
配
。

・
今
日
、
□
□
さ
ん
と
話
し
て
み

て
、
も
っ
と

…
し
た
い
と
思
っ
た
。
こ
れ
は
き
っ
と
□
□

さ
ん
に
合
っ
た
よ
り
よ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

な
る
は
ず
。

・
□
□
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
関
わ
る
や
り
取
り
を
し
た
ら
、
〜
の

よ
う
な
反
応
だ
っ
た
。
作
戦
を
変
更
し
て
準

備
に
取
り
掛
か
ろ
う
。

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
を

振
り

返
っ

て
み

る

と
、
成
果
と
し
て
は
、
よ
り
□
□
さ
ん
の
こ

と
を
知
る
こ
と
で
、
□
□
さ
ん
に
合
っ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
が
で
き
た
。

・
課
題
は
特
定
の
人
に
し
か
幸
せ
を
つ
く
っ
て

い
な
い
こ
と
。
施
設
の
多
く
の
高
齢
者
の
方

に
も
何
か
で
き
る
こ
と
を
し
た
い
。

・
も
っ
と
多
く
の
人
に
、
自
分
た
ち
と
同
じ
よ

う
に
高
齢
者
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
身
近
に
感

じ
て
ほ
し
い
。

・
学
校
で
「
暮
ら
し
展
」
を
開
き
、
今
ま
で
自

分
た
ち
が
学
ん
で
き
た
高
齢
者
の
暮
ら
し
に

つ
い
て
発
信
す
る
機
会
を
つ
く
ろ
う
。

・
も
し
学
校
に
来
ら
れ
る
高
齢
者
の
方
が
見
え

た
ら
、
感
染
対
策
を
し
て
、
楽
し
く
遊
ぶ
「
交

流
会
」
を
す
れ
ば
、
き
っ
と
身
近
に
感
じ
て

く
れ
る
は
ず
だ
と
思
う
。

・
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
み
つ
め
、
自
分
た
ち
に

何
か
で
き
な
い
か
と
考
え
、
実
行
し
て
き
た

中
で
、
暮
ら
し
に
関
わ
る
人
と
し
て
大
切
な

生
き

方
を

た
く

さ
ん

学
ば

せ
て

い
た

だ
い

た
。
こ
の
生
き
方
を
自
分
た
ち
の
言
葉
で
広

げ
て
い
き
た
い
。

・
社
会
福
祉
協
議
会
の
人
や
、
他
に
も
聞
い
て

く
れ
る
人
を
見
つ
け
て
発
表
し
た
い
。
そ
う

す
れ
ば
、
本
当
の
意
味
で
、
広
く
高
齢
者
の

暮
ら
し
を
幸
せ
に
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

実 際 の 姿

● ジ レ ン マ

■ エ ラ ー

■
私
の
し
て
い
る
こ
と
は
、
特
定
の
高
齢
者
の
方
に
し
か
貢
献
で
き
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

●
□
□
さ
ん
の
こ
と
を
幸
せ
に
し
た
い
と
願
っ
て
考
え
た
活
動
だ
と
□
□
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
幸
せ
な
時
間
を
つ
く
れ
る
が
、
そ
れ
は
特
定
の
相
手
の
み
の
幸
せ

な
た
め
、
さ
み
し
い
気
持
ち
で
い
る
高
齢
者
の
方
が
出
て
く
る
。
だ
か
ら
、
一
人
も
さ
み
し
い
人
を
作
ら
な
い
よ
う
高
齢
者
全
体
を
対
象
に
し
た
活
動
に
し
た
い
の

だ
が
、
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
活
動
と
は
い
か
な
い
た
め
、
幸
せ
な
時
間
を
生
み
出
す
の
は
難
し
い
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
と
葛
藤
す
る
。
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５
年
１
組

本
時
案

（
１
）
目
標

自
分
が
関
わ
っ
て
き
た

特
定
の
相
手

以
外
の

「
私
に
は
な
い
の

。」
や
「
さ
み
し
い
。
」
の
言
葉
か
ら

、
多
く
の
高
齢
者
の
方
々
の
暮
ら
し
を
よ
り
よ
く
す
る
活
動
内
容
に
つ
い
て

考
え
・
議

論
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
特
定
の
高
齢
者
へ
の
貢
献
に
と
ど
ま
ら
ず
多
く
の

高
齢
者

に
向
け

て
貢
献

す
る
た
め
の
最
適
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る

。
（
問
題
解
決
力

）
（
２
）
道
徳
的
価
値
判
断
に
関
わ
っ
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
で
関
わ
る
特
定
の
高
齢
者
以
外
の
方
の
さ
み
し
い
思
い
に
共
感
し
て
、
よ
り
多
く
の
高
齢
者
を
幸
せ
に
す

る
た
め
の
最
適
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
は
何
か
を
考
え
・
議
論

す
る
。
（
社
会
参
画

、
相
互
理
解
、
思
い
や
り

）

本
時
（

）

活
動
内
容
（
○
教
師
の
発
問

・
予
想
さ
れ
る

児
童

生
徒
の
発
言

）
○
教
師
の
手
立
て
と
見
届
け

１
本
時
の
課
題
を
設
定
す
る

〇
「
今
日
は
、
何
を
す
べ
き
で
す
か

。
」

・
私
は
、
多
く
の
高
齢
者
の
方
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か

話
し
合
い
た
い
。
理
由
は

、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
で

□
□
さ
ん
に
喜
ん
で

も
ら
っ
た
こ
と
は
よ
か
っ
た
け
れ
ど
、
隣
の
□
□
さ
ん
が
「
私
に
は
な
い
の
。
」
と
言
わ
れ
て
申
し
訳
な
く
な
っ
た

か
ら
。

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
相
手
を
多
く
の
方
に
す
れ
ば
と
思
う
け
れ
ど
…
。
こ
れ
ま
で
、
暮
ら
し
方
が
違
う
と
、
幸
せ
に
感
じ
る
と
こ
ろ

も
異
な
る
と
学
ん
で
き

た
。
実
際
に

□
□
さ
ん

に
相
手
を
決
め
て
、
た
く
さ
ん
関
わ

る
こ
と
で
、
□
□
さ
ん
が
必
要
と
し
て
い
る

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
成
功
し
た
。
多
く
の
方
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
と
と
て
も
難
し
い
と
思
う
。

高
齢
者
施
設
に

い
る

多
く
の
方

の
暮
ら
し
を
よ
り
よ
く
し
て
い
く
た
め
に
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
よ
う
。

２
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
考
え
を
も
つ

※
課
題
設
定
後
、
児
童
は

自
分
の
机
で
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
考
え
を
図
に
ま
と
め
た
り

、
文
章
に
し
た
り
し
て
考
え
を
つ
く
る
ケ
ー
ス

や
、
自
席
か
ら
離
れ
仲
間
と
つ
な
が
り
、
意
見
を

交
わ
し
合
う
こ
と
で
自
分
の
考
え
を
つ
く
る
ケ
ー
ス
、
自
席
に
人
を
集
め
て
少

人
数
で
自
分

た
ち
の
考
え
を
議
論
す
る

こ
と
で
考
え
を
つ
く
る
ケ
ー
ス
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

３
今
後
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
考
え
・
議
論
す
る

〇
「
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
。
」

・
私
は
こ
れ
ま
で
、
幸
せ
暮
ら
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
で
、
□
□
さ
ん
が
求
め
て
い
る
こ
と
や
す
べ
き
こ
と
は
何
か
が
分
か
ら
な

く
て
つ
ま
ず
い
た
と
き
が
あ
っ
た
。
で
も
、
施
設
職
員
の

Iさ
ん
に
「
じ
ゃ
あ
、
直
接
聞

い
て
み
た
ら
ど
う
か
な

。」
と
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
い
、
実
際
に
聞
い
て
み
た
こ
と
で

、
□
□
さ
ん

が
求
め
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
き
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
が

よ
い
も

の
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
生
か
し
て
、
今
回
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
、
高
齢
者
の
方
の
声
を

集
め
て

、
そ
こ
で

共
通

の
グ
ル
ー

プ
を
つ
く
り

、
実
行
す
る
の

は
ど
う
だ
ろ
う
。

・
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
い
く
な
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
書
け
な
い
方
も
み
え
る
の
で
、
私
た
ち
が
一
人
一
人
の
顔
を
見
て
、
お
話

を
し
な
が
ら
メ
モ
を
取
っ
て
い
く
の
が
よ
い
と
思
う
。

・
前
に
職
員
の

U
さ
ん
か
ら

、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

「
い
つ
来
る
の
。
一
緒
に
過
ご
す
の
が
楽
し
い
。
」
と
言
っ
て
い

る
と
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
方
と
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
が
何
よ
り
楽
し
い
と
思
う
。
そ
し
て
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
暮
ら
し
を
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
、
僕
た
ち
の
よ
う
に
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
か
も
。

・
私
は
、「

暮
ら
し
展
」
も
開
催
し
た
い
。「

暮
ら
し
展
」
は
、
す
ぐ
に
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
は
楽
し
い
時
間
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
地
域
の
方
や
学
校
の
仲
間
に
知
っ
て
も
ら

え
る
こ
と
で
、
多
く
の
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
よ
く
し
て
い
く
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

４
本
時
の
学
び
を
振
り
返
る

・
私
は
、
こ
れ
ま
で
は

□
□
さ
ん
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
活
動
し
て
い
た
け
れ
ど
、
さ
み
し
い
思
い
を
し
て
い
る
方
が
い
る
こ
と
を

知
り
、
も
っ
と
多
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
暮
ら
し
を
支
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
よ
い
と
考
え
が
変
わ
り
ま
し
た
。

今
日
の
話
合
い
で
出
た
た
く
さ
ん
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
実
行
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

〇
こ
こ
ま
で

の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に

つ
い
て
、

道
徳
的
諸

価
値

や
自
分
の

経
験
を

基
に
問

題
を
見
い

だ
し
、

課
題
を

設
定
す
る
こ

と
が
で

き
る
よ

う
に

以
下

の
よ
う

な
表
を

板
書
に
位
置
付
け
る
。

特
定
の
方

施
設
の
方
み
な
さ
ん

活 動 の 効 果  

〇
関

わ
れ

る
時
間

が
多

く
、

相
手

の
暮

ら
し

方
に

合
っ

た
楽

し
い

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
実
行
で
き
る
。

 

▲
関

わ
れ

る
時

間
が

少
な

く
、

全
員

の
暮

ら
し
方

に
合

っ
た

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

に
な
る
の
が
難
し
い
。

高 齢 者 の 反 応  

▲
特

定
の

相
手
以

外
の

方
に

さ
み

し
い

思
い

を
さ
せ

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。

〇
特

定
の

方
と
の

関
わ

り
で

は
な

く
、

全
員

の
方
と

関
わ

る
こ

と
が
で

き
る
の

で
さ

み
し

い
思
い

を
す
る

方
が
減
る
。

〇
本
質
に
迫

っ
た

活
動

内
容
を
考

え
る
こ
と

が
で
き
る

よ

う
に
、
個
や
集
団
に
対
し
て
、
以
下
の

方
法
を
と
る
。

・
考
え
た
活
動
内
容
が
実
現
可
能
か
ど
う
か
や
、
実
現
す
る
た
め

に
何

が
必

要
な

の
か

問
う

こ
と

で
経

験
や

体
験

を
基

に
し

て

考
え
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
。

・
多
く
の
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
そ
の

活
動
内
容
は

、
本
当
に
一

人
一

人
に

合
っ

た
も

の
な

の
か

を
問

う
こ

と
で

道
徳

的
諸

価

値
を
基
に
考
え
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
。

目
標
に
迫
っ
た
姿
を
ど
の
よ
う
に
見
届
け
る
か

多
く

の
高

齢
者

に
向

け
て

貢
献

す
る

た
め

の
よ

り
よ

い
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

考
え

て
い

る
。
（

問
題

解
決
力
）

・
議
論
中
は
発
言
内
容
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
メ
モ
の
内

容
、
議
論
後
は
振
り
返
り
の
記
述
内
容
で
見
届
け
る
。
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・
国

語
：

ど
ち

ら
を

選
び

ま
す

か
‐

互
い

の
立

場
を

明
確

に
し

て
、

話
し

合
お

う
‐

（
話

す
・

聞
く

）

・
国

語
：

提
案

し
よ

う
、

言
葉

と
わ

た
し

た
ち

‐
事

実
と

感
想

、
意

見
と

を
区

別
し

て
、

説
得

力
の

あ
る

提
案

を
し

よ
う

‐
（

話
す

・
聞

く
）

　
統

計
資

料
の

読
み

方
‐

グ
ラ

フ
や

表
を

用
い

て
書

こ
う

‐
（

書
く

）
・

社
会

：
わ

た
し

た
ち

の
生

活
と

環
境

・
算

数
：

帯
グ

ラ
フ

と
円

グ
ラ

フ
・

家
庭

科
：

家
族

ほ
っ

と
タ

イ
ム

、
や

っ
て

み
よ

う
家

族
の

仕
事

・
暮

ら
し

を
よ

り
よ

く
し

た
い

と
願

う
対

象
の

方
や

、
そ

の
方

と
関

わ
り

の
あ

る
社

会
と

つ
な

が
り

、
情

報
を

収
集

す
る

中
で

、
ど

ん
な

活
動

を
す

る
べ

き
か

考
え

始
め

る
。

（
話

合
い

・
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
）

・
障

が
い

者
の

暮
ら

し
の

問
題

解
決

を
目

指
し

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
を

立
ち

上
げ

る
。

（
話

合
い

・
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
）

・
聾

学
校

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

行
に

つ
い

て
ア

ド
バ

イ
ス

を
も

ら
い

に
い

く
。

（
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
）

・
障

が
い

者
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
の

方
や

聾
学

校
教

諭
の

助
言

を
基

に
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

を
改

善
す

る
。

（
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
・

話
合

い
）

・
具

体
的

な
目

的
や

相
手

を
設

定
し

、
そ

れ
に

応
じ

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
の

準
備

を
行

う
。

（
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
・

話
合

い
）

・
障

が
い

者
の

方
の

幸
せ

な
暮

ら
し

を
目

指
し

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
を

実
行

す
る

。
（

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

）
・

常
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

の
内

容
（

意
味

や
意

義
、

実
際

の
効

果
）

を
振

り
返

り
改

善
策

を
練

る
。

（
話

合
い

）
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

を
振

り
返

り
、

成
果

と
課

題
を

ま
と

め
、

そ
こ

で
明

ら
か

に
な

っ
た

課
題

を
基

に
、

次
へ

の
取

組
に

つ
い

て
考

え
る

。
（

話
合

い
）

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
を

通
し

て
よ

り
強

く
な

っ
た

「
も

っ
と

多
く

の
方

に
、

障
が

い
者

施
設

の
お

じ
い

ち
ゃ

ん
や

お
ば

あ
ち

ゃ
ん

の
す

ば
ら

し
い

暮
ら

し
の

こ
と

を
知

っ
て

ほ
し

い
」

と
い

う
願

い
を

基
に

「
暮

ら
し

展
」

を
開

い
た

り
、

障
が

い
者

施
設

の
方

を
学

校
に

招
い

て
お

互
い

に
楽

し
い

時
間

を
生

み
出

す
交

流
会

を
企

画
し

、
運

営
す

る
。

（
学

級
間

や
学

年
間

で
の

話
合

い
・

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

）
・

学
年

で
探

究
活

動
の

成
果

を
、

社
会

福
祉

協
議

会
、

N
P
O
法

人
の

方
に

発
表

す
る

。
（

発
表

会
）

●
聾

学
校

の
子

の
暮

ら
し

方
か

ら
す

る
と

、
自

分
は

何
か

助
け

る
こ

と
が

で
き

る
立

場
な

の
だ

ろ
う

か
と

葛
藤

す
る

。
【

よ
り

よ
く

生
き

る
喜

び
・

真
理

の
探

究
・

社
会

参
画

な
ど

】

■
自

分
の

し
て

い
る

こ
と

が
、

相
手

の
暮

ら
し

を
支

え
る

こ
と

に
ど

う
し

て
つ

な
が

っ
て

い
な

い
の

だ
ろ

う
か

。
●

聾
学

校
の

子
の

児
童

を
思

っ
て

考
え

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
だ

け
ど

、
自

分
た

ち
は

楽
し

い
と

感
じ

る
が

、
聾

学
校

の
子

が
そ

う
思

っ
て

い
る

の
か

分
か

ら
な

い
。

こ
の

ま
ま

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
進

め
て

い
い

の
か

、
辞

め
た

ほ
う

が
い

い
の

か
。

【
よ

り
よ

く
生

き
る

喜
び

、
家

族
愛

・
家

庭
生

活
の

充
実

・
自

主
、

自
律

・
克

己
と

強
い

意
志

・
社

会
参

画
な

ど
】

■
も

っ
と

障
が

い
者

の
方

の
暮

ら
し

を
知

っ
て

も
ら

う
た

め
に

は
、

何
を

実
行

す
る

こ
と

が
必

要
な

の
か

が
見

え
て

こ
な

い
。

・
障

が
い

者
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
　

中
村

　
菜

穂
子

・
岐

阜
県

立
岐

阜
聾

学
校

・
岐

阜
市

社
会

福
祉

協
議

会
　

地
域

支
援

係
　

地
域

福
祉

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

　
児

玉
 
正

貴
子

　
杉

山
 
弘

・
障

が
い

者
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
　

中
村

　
菜

穂
子

・
岐

阜
県

立
岐

阜
聾

学
校

学
び
を
構
成
す
る

要
素

生
活
　
学
校
　
家
族
　
仲
間
　
幸
せ
　
心
　
環
境
　
自
然
　
生
き
物
　
安
全
　
健
康
　
生
命
　
人
　
ふ
れ
あ
い
　
喜
び
　
笑
顔
　
感
謝
　
自
分
ら
し
さ
　
個
性
　
夢
　
決
意

６
月

９
月

1
1
月

４
月

「
暮
ら
し
を
見
つ
め
る
〜
あ
る
人
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
考
え
る
〜
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
時
間
）

「
暮
ら
し
を
つ
く
る
〜
あ
の
人
の
幸
せ
な
暮
ら
し
を
創
造
す
る
〜
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
時
間
）

・
「

暮
ら

し
」

と
は

何
か

を
イ

メ
ー

ジ
し

、
現

段
階

で
の

自
分

や
家

族
に

と
っ

て
の

幸
せ

な
暮

ら
し

と
は

何
か

を
考

え
る

。
（

話
合

い
）

・
障

が
い

者
の

暮
ら

し
は

幸
せ

で
は

な
い

の
か

考
え

る
。

（
話

し
合

い
）

・
障

が
い

者
の

暮
ら

し
を

見
つ

め
る

た
め

に
障

が
い

者
の

生
活

を
支

援
し

て
い

る
人

と
出

会
う

。
（

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

）
・

宿
泊

研
修

で
高

山
に

行
き

、
高

山
市

一
之

宮
地

区
の

「
暮

ら
し

」
を

体
験

し
、

そ
こ

に
暮

ら
す

方
と

語
り

合
う

こ
と

を
通

し
て

幸
せ

な
暮

ら
し

と
は

何
か

を
考

え
る

。
（

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

）
・

自
分

た
ち

の
力

で
「

幸
せ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
の

活
動

計
画

を
立

て
よ

う
と

取
り

組
む

。
（

話
合

い
）

■
自

分
た

ち
は

障
が

い
が

あ
る

こ
と

が
不

幸
せ

だ
と

思
っ

て
い

た
け

れ
ど

、
幸

せ
か

ど
う

か
は

そ
の

人
の

生
き

方
に

よ
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

●
障

が
い

者
に

し
て

あ
げ

た
い

こ
と

が
あ

っ
た

け
れ

ど
、

中
村

さ
ん

に
聞

い
た

ら
、

必
要

と
し

て
な

か
っ

た
。

な
ぜ

だ
ろ

う
か

葛
藤

す
る

。
【

よ
り

よ
く

生
き

る
喜

び
、

相
互

理
解

、
寛

容
、

親
切

、
思

い
や

り
な

ど
】

第
５
学
年
の
目
標

主
な
学
習
活
動

３
月

２
月

１
月

1
2
月

　 暮 ら し を つ く る プ ロ ジ ェ ク ト に 関 わ る 情 報 を 収 集 す る

人
材
活
用

施
設

・
国

語
：

き
い

て
、

き
い

て
、

き
い

て
み

よ
う

‐
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

す
る

と
き

‐
（

話
す

・
聞

く
）

・
社

会
：

わ
た

し
た

ち
の

生
活

と
食

料
生

産
・

算
数

：
整

数
と

小
数

・
理

科
：

魚
の

た
ん

じ
ょ

う
　

花
か

ら
実

へ
・

家
庭

科
：

私
と

家
族

の
仕

事

 
 
児
童
は
第
４
学
年
の
頃
、
学
校
に
い
る
身
近
な
飼
育
動
物
に
関
わ
り
続
け
る
中
で
、
生
命
の
尊
さ
を
身
を
も
っ
て
実
感
し
、
動
物
に
心
か
ら
寄
り
添
う
姿
が
あ
っ
た
。
そ
ん
な
児
童
だ
か
ら
こ
そ
、
身
近
な
動
物
か
ら
、
身
近
な
人
へ

と
対
象
が
変
わ
っ
た
と
し
て
も
、
生
命
の
尊
さ
を
も
っ
て
、
相
手
の
生
き
方
に
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
第
５
学
年
で
は
、
学
び
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
「
暮
ら
し
」
と
し
、
あ
る
人
の
暮
ら
し
を
見
つ
め

る
中
で
見
え
て
き
た
問
題
の
解
決
を
通
し
て
、
幸
せ
な
暮
ら
し
と
は
何
な
の
か
を
考
え
、
自
分
は
ど
う
す
べ
き
か
を
探
究
し
て
い
く
過
程
を
位
置
付
け
る
こ
と
に
し
た
。

５
月

1
0
月

（
３
）
貢
献
す
る
人
間
性
に
関
わ
っ
て

暮
ら
し
に
お
け
る
問
題
を
「
自
分
ご
と
」
の
よ
う
に
思
い
、
、
少
し
で
も
そ
の
暮
ら
し
を
よ
り
よ
く
す
る
お
手
伝
い
が
し
た
い
と
い
う
態
度
を
養
う
。

単
元
名

（
時
数
）

 
　
 
想
定
さ
れ
る

 
　
 
●
ジ
レ
ン
マ

 
　
 
■
エ
ラ
ー

 
【
道
徳
的
諸
価
値
】

　

教
科
等
と
の
関
連

月
８
月

７
月

５
年
２
組 ・
岐

阜
市

社
会

福
祉

協
議

会
地

域
支

援
係

　
地

域
福

祉
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
　

児
玉

 
正

貴
子

　
杉

山
 
弘

・
障

が
い

者
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
　

中
村

　
菜

穂
子

学
び
の
基
盤
と
な
る

道
徳
的
諸
価
値

よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び
・
集
団
生
活
の
充
実
・
克
己
と
強
い
意
志
・
友
情
、
信
頼
・
真
理
の
探
究
・
親
切
、
思
い
や
り
・
相
互
理
解
、
寛
容
・
自
主
、
自
律
・
家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実
・
社
会
参
画

「
学
び
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
：
暮
ら
し
（
全
1
0
5
時
間
）

カ
テ
ゴ
リ
ー
設
定
の

理
由

年
間
指
導
計
画

（
１
）
問
題
解
決
力
に
関
わ
っ
て

暮
ら
し
を
見
つ
め
、
よ
り
よ
い
暮
ら
し
を
創
造
し
て
い
く
中
で
、
自
分
で
課
題
を
立
て
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
何
か
を
考
え
判
断
し
、
解
決
に
向
け
て
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

（
２
）
関
係
構
築
力
に
関
わ
っ
て

暮
ら
し
を
見
つ
め
て
い
く
中
で
、
ま
た
、
あ
る
人
の
暮
ら
し
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
目
的
に
応
じ
て
、
他
者
と
つ
な
が
り
、
自
分
の
考
え
を
発
信
し
た
り
、
他

者
の
考
え
に
共
感
し
た
り
し
な
が
ら
、
互
い
に
納
得
で
き
る
考
え
を
生
み
出
し
、
活
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
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５
年
２
組

単
元
シ
ー
ト

単
元
名

「
暮
ら
し
を
つ
く
る

」

〜
あ
の
人
の
暮
ら
し
を
創
造
す
る
〜

（
）

本
単
元
の
目
標

問
題
解
決
力

関
係
構
築
力

貢
献
す
る
人
間
性

障
が

い
者

の
幸

せ
な

暮
ら

し
を

創
造

し
よ

う
と
、
自
分
で
課
題
を
立
て
、
自
分
に
で
き
る
こ

と
は
何
か
を
考
え
判
断
し
、
解
決
に
向
け
て
実

行
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る

。

障
が

い
者

の
幸

せ
な

暮
ら

し
を

創
造

す
る

中
で
、
他
者
と
つ
な
が
り
、
自
分
の
考
え
を
発
信

し
た
り
、
他
者
の
考
え
に
共
感
し
た
り
し
な
が

ら
、
次
の
活
動
へ
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

障
が
い
者
の
暮
ら
し
を
「
自
分
ご
と
」
の
よ
う

に
思
い
、
少
し
で
も
そ
の
暮
ら
し
を
よ
り
よ
く

す
る

お
手

伝
い

が
し

た
い

と
い

う
態

度
を

養
う
。

活 動 の 計 画

○
聾
学
校
の
児
童

と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い

く
と
よ
い
の
か
考
え
る
。

○
聾
学
校
の
児
童

と
何
が
で
き
る
の
か
関
わ
り

方
に
つ
い
て
考
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
を
実
行
す

る
。
（
８
）

○
聾
学
校
の
児
童
と
関
わ
り
を
繰
り
返
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
振
り
返
り
を
す

る
。

○
自
分
た
ち
が
行
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
中
村
さ
ん
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
。

○
聾
学
校
の
児
童
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
活
動

を
す
る
と
お
互
い
に
楽
し
い
も
の
に
な
る
の

か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
再
構
築
す
る
。
（

）

○
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
通
し
て
、
「
自
分
た

ち
が
で
き
る
こ
と
を
聾
学
校
の
子
た
ち
に
何

か
で
き
る
か
だ
け
で
は
な
く
、
も
っ
と
多
く

の
人
に
障
が
い
者
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
知
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
願
い
を
基
に
、
「
暮

ら
し
展
」
を
開
く
企
画
を
考
え
る
。
（

）

○
「
暮
ら
し
展
」
を
開
く
。

○
こ
れ
ま
で
の
探
究
を
振
り
返
り
、
整
理
、
ま

と
め
る
。

○
「
幸
せ
な
暮
ら
し
を
共
に
創
る
」
こ
と
を
通

し
て
学
ん
だ
こ
と
を
学
年
の
仲
間
や
障
が
い

者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
人
、
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
に
発
表
し
た
い
と
願
い
を
も
つ
。

○
こ
れ
ま
で
の
学
習
に
つ
い
て
発
表
す

る
。（

）

加 筆 修 正 欄 想 定 さ れ る 姿

・
聾
学
校
の
子
た
ち
と
の
関
わ
り
方
は

、
耳
が

聞
こ
え
に
く
い
か
ら
ど
の
よ
う
に
す
る
の
が

い
い
の
か
な
。

・
聾
学
校
の
子
た
ち
に
自
分
た
ち
が
考
え
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
な
。

・
聾
学
校
の
子
た
ち
は
楽
し
か
っ
た
の
か
な
。

ど
う
す
る
も
っ
と
楽
し
ん
で
も
ら
え
そ
う
か

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
た
い
な
。

・
聴
覚
障
害
に
つ
い
て
も
っ
と
学
び
た
い
な
。

・
自
分
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
お
互
い
が
楽
し

い
も
の
に
す
る
た
め
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
必

要
か
な
。

・
自
分
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
も
っ
と
多
く
の

人
に
障
が
い
者
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
知
っ
て

も
ら
い
た
い
な
。

・
「
暮
ら
し
展
」
を
学
校
で
開
い
て
、
自
分
た
ち

が
学
ん
で
き
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
ポ
ス
タ
ー
や
動
画
を
作

っ
て
見
て
も
ら
う
の
は
ど
う
か
な
。

・
こ
こ
ま
で
の
探
究
で
、
障
が
い
が
あ
る
人
の

暮
ら
し
を
見
つ
め
る
中
で
、
一
人
一
人
の
価

値
観
は
、
そ
の
人
の
今
の
暮
ら
し
方
や
こ
れ

ま
で
の
暮
ら
し
て
き
た
歴
史
が
と
て
も
関
係

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
相
手
の
幸
せ
を

考
え
る
と
き
は
、
相
手
に
寄
り
添
う
こ
と
の

大
切
さ
を
学
ん
だ
。

・
自
分
が
学
ん
で
き
た
こ
と
を
も
っ
と
た
く
さ

ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
な
。

実 際 の 姿

● ジ レ ン マ

■ エ ラ ー

■
自

分
の

し
て

い
る

こ
と

が
、

相
手

の
暮

ら
し

を
支

え
る

こ
と

に
ど

う
し

て
つ

な
が

っ
て

い
な

い
の

だ
ろ

う
か

。
●

聾
学

校
の

児
童

を
思

っ
て

考
え

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
だ

け
ど

、
自

分
た

ち
は

楽
し

く
で

き
る

け
ど

聾
学

校
の

子
が

そ
う

思
っ

て
い

る
の

か
分

か
ら

な
い

。
こ

の
ま

ま
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

進
め

て
い

い
の

か
、

辞
め

た
方

が
い

い
の

か
。

●
聾

学
校

の
児

童
に

と
っ

て
の

暮
ら

し
方

か
ら

す
る

と
、

自
分

は
何

か
助

け
る

立
場

な
の

か
と

葛
藤

す
る

。
■

も
っ

と
障

が
い

者
の

方
の

暮
ら

し
を

知
っ

て
も

ら
う

た
め

に
は

、
何

を
実

行
す

る
こ

と
が

必
要

な
の

か
が

見
え

て
こ

な
い

。
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５
年
２
組

本
時
案

（
１
）

目
標

「
聾
学
校
の
子
と
お
互
い
が
楽
し
い
活
動
を
行
う
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
仲
間
と
対
話
す
る
活
動
を
通
し
て
、
初
め
の

自
分
の

思
い
が
自
分

本
位
で
考
え
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
に

気
付
き
、
中
村
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
聾
学
校
の
児
童
の
思
い
も
受
け
入
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る

。
（
問
題
解
決
力

）
（
２
）

道
徳
的
価
値
判
断

に
関
わ
っ
て

自
分
の
考
え
や
意
見
を
仲
間
に
伝
え
る
と
と
も
に
，

自
分
の
意
見
と
仲
間
の
意
見
を
比
べ
な
が
ら
共
通
点
や
相
違
点
を
考
え
、
聾
学
校
の
児
童
と
の
活
動
の
仕
方
に
つ
い
て

考
え
・
議
論
す
る
。
（
相
互
理
解
）

本
時
（

）

活
動
内
容
（
○
教
師
の
発
問

・
予
想
さ
れ
る

児
童
生
徒

の
発
言
）

○
教
師
の
手
立
て
と
見
届
け

１
今
ま
で
の
活
動
の
振
り
返
り
を

共
有
す
る

〇
今
ま
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
て
活
動
し
て
き
た
け
ど
、
ど
う
感
じ
た
？
振
り
返
り
を
教
え
て
ほ
し
い
な
。

・
聾
学
校
の
子
た
ち
の
た
め
に

手
話
な
ど
を
覚
え
て
、
そ
れ
が
聾
学
校
の
子
に
伝
わ
っ
て
嬉
し
か
っ
た
。

・
手
話
を
覚
え
た
け
ど
も
っ
と
一
緒
に
活
動
を
し
て
仲
良
く
な
っ
て
い
き
た
い
な
。

・
中
村
さ
ん
に
「
自
分
た
ち
目
線
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
聾
学
校
の
子
の
思
い
も
聞
く
こ
と
が
大
切
だ
よ
。
」
と
教
え
て
も
ら
っ
た

の
で
、
そ
の
こ
と
も
大
切
に
で
き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
考
え
て
い
き
た
い
な
。

２
自
分
の
考
え
を

も
つ

。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
課
題
設
定
後
、
自
分
の
考
え
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
ま
と
め
る

３
仲
間
と
の
対
話
を
通
し
て

、
お
互
い
が
楽
し
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る

〇
お
互
い
が
楽
し
い

と
思
え
る
活
動
に
す
る
た
め
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
必
要
な
の
か
な

？
・
お
互
い
の
こ
と
を
も
っ
と
知
ら
な
い
と
ど
ん
な
こ
と
が
楽
し
い
と
か
分
か
ら
な
い
と
思
う
。
も
っ
と
た
く
さ
ん
関
わ
り
た
い
な
。

・
聾
学
校
の
子
も

楽
し
い
と
感
じ
る
た
め
に
ま
ず
聾
学
校
の
子
に
ど
ん
な
こ
と
が
好
き
な
の
か
、
ど
ん
な
遊
び
が
楽
し
い
か
な
ど
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
て
み
た
い
な
。

・
自
分
た
ち
が
し
て
あ
げ
た
い
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
同
じ
小
学
生
と
し
て
楽
し
い
こ
と
を
一
緒
に
考
え
た
い
な
。

・
手
話
や
ボ
ー
ド
な
ど
を
使
っ
て
会
話
を
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
が
お
互
い
に
分
か
る
と
い
い
の
か
な
。

・
し
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
中
村
さ
ん
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
同
じ
小
学
生
と
し
て
考
え
た
ら
自
分
た
ち
が
楽
し

い
と
思
う
遊
び
は
同
じ
よ
う
に
楽
し
い
の
で
は
な
い
か
な
。

・
聾
学
校
の
子
と
仲
良
く
な
る
た
め
に
た
く
さ
ん
会
話
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
聾
学
校
の
子
に
手
話
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
会
話

を
楽
し
み
た
い
な
。

４
本
時
の
学
び

を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

で
振
り
返

る
・
今
ま
で
は
、
自
分
た
ち
が
聾
学
校
の
子
に
何
か
し
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
か
な
と
考
え
て
き
た
け
ど
、
あ
げ
た
い
じ
ゃ
な
く

聾
学

校
の
子

も
自
分
も

お
互
い
が
楽

し
め
る
よ

う
な
活
動

に
す
る
た

め
に
一
緒

に
な
っ
て

遊
べ
る
よ

う
に
遊
び

を
工
夫
し

て
い
き
た

い
と
思
っ
た
。
中
村
さ
ん
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
よ
う
に
、
助
け
を
求
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
と
同
じ
と
い

う
立
場
で
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
改
め
て
思
っ
た
。

○
振
り
返
り
を
共
有
す
る
た
め
に
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
今

ま
で
の
振
り
返
り
に
つ
い
て
ま
と
め
、
自
分
の
思
い
を

書
か
せ
て
お
く
。

○
こ
れ
ま
で
の
活
動
や

対
話
に
よ
っ
て

自
分
が
考
え
た
こ

と
を
再
度
確
認

す
る
こ
と
で
、

本
時
で
自
分
た
ち
が
話

し
合
う
テ
ー
マ
を
一
人
一
人
が
見
つ
め
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
。

〇
自
分
の
考
え
を
書
く
時
に
、
今
ま
で
の
活
動
は
ど
の
よ

う
な
気
持
ち
で
行
な
っ
て
き
た
の
か
を
振
り
返
り
な
が

ら
書
く
よ
う
に
促
す
こ
と
で
、
自
分
が
し
て
あ
げ
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
こ
と
に

気
付
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

○
中
村
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
今
ま
で
の
活
動
の
経
験
に

立
ち
返
り
な
が
ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
や
掲
示
（
学
び
の
足
跡
）
の
活
用
を
促
す
。 

〇
対
話
を
す
る
際
、
児
童
が
道
徳
的
価
値
判
断
に
迫
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に

、「
自
分
の
意
見
と
ど
ん
な
と
こ
ろ

が
同
じ

？
違
う
？
で
考
え
て
み
る
と
い
い
よ
」

と
道
徳

的
価
値
の
視
点
で

問
い
返
す
。

目
標
に
迫
っ
た
姿
を
ど
の
よ
う
に
見
届
け
る
か

テ
ー
マ
に
つ
い
て
対
話
し
た
こ
と
を
も
と
に
、
聾

学
校
の
児
童
と
の
活
動
の
仕
方
を
見
直
し
、
お
互

い
が
楽
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
考
え
て
い
る
。

（
問
題
解
決
力

）
・

発
言

の
様

子
や

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

の
記

述
か

ら
見
届
け
る
。

自
分
た
ち
と
聾
学
校
の
子
の
お
互
い
が
楽
し
め
る
よ
う
に
活
動
を
進
め
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。

― 60 ― ― 61 ―



メモ

― 62 ―



第６学年 学びのカテゴリー「まちづくり」

６年１組は、「魅力的なまちづくり」を

テーマに掲げ、実際のまちを調査するた

めに何度も柳ケ瀬商店街を訪れた。商店

街の見学や商店街で出会った人と関わる

ことを通して、一人一人がまちのために

やりたいことを見つけた。さらに、自分

たちにできることについて、仲間と対話

する中で、プロジェクトを立ち上げるこ

とになった。まちの人のことを考えなが

ら、よりよいプロジェクトの実行に向け

て何度も話合いを行ってきた。

鈴木 香子

牧村 拓

冨倉 亮

６年３組は、「よりよい岐阜のまちづ

くり」をテーマに掲げ、岐阜駅へ行き、

岐阜市に住んでいる人や岐阜市に訪れた

人に対して「今の岐阜市に対してどのよ

うな魅力を感じているのか」という調査

を行った。その結果から、自分たちでき

ることは何かを考えてきた。

岐阜のまちのために働きかけている人

に共感し、その人のためにも自分たちで

もできる活動のプロジェクトを計画す

る。

― 62 ― ― 63 ―



４
月

学
び
を
構
成
す
る

要
素

ま
ち
　
市
民
　
政
治
　
法
　
環
境
　
自
然
　
交
通
　
人
口
　
建
物
　
歴
史
　
文
化
　
活
気
　
魅
力
　
生
き
方
　
成
長
　
目
標

月
８
月

７
月

６
月

1
1
月

教
科
等
と
の
関
連

・
国

語
：

聞
い

て
、

考
え

を
深

め
よ

う
　

話
の

内
容

を
捉

え
て

、
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
。

・
社

会
：

日
本

国
憲

法
　

国
の

政
治

　
願

い
を

実
現

す
る

政
治

・
算

数
：

棒
グ

ラ
フ

と
折

れ
線

グ
ラ

フ
　

円
グ

ラ
フ

と
帯

グ
ラ

フ
　

デ
ー

タ
の

活
用

・
理

科
：

物
の

燃
え

方
と

空
気

　
生

き
物

の
く

ら
し

と
環

境
　

地
球

に
生

き
る

　 主 体 的 に 情 報 を 収 集 す る

人
材
活
用

施
設

■
計

画
し

た
こ

と
が

う
ま

く
い

か
な

い
、

ど
う

す
れ

ば
よ

い
の

だ
ろ

う
。

●
学

級
の

な
か

ま
と

何
度

も
話

合
い

を
し

て
一

緒
に

活
動

を
し

て
き

た
が

、
こ

れ
か

ら
自

分
の

生
活

の
中

で
は

ど
ん

な
こ

と
が

で
き

る
の

だ
ろ

う
。

【
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

・
親

切
、

思
い

や
り

・
友

情
、

信
頼

・
勤

労
、

公
共

の
精

神
な

ど
】

・
柳

ケ
瀬

商
店

街
の

人
・

岐
阜

に
住

む
人

々
・

学
年

の
な

か
ま

・
附

属
の

な
か

ま
・

こ
れ

ま
で

お
世

話
に

な
っ

た
人

・
国

語
：

メ
デ

ィ
ア

社
会

　
社

会
と

の
つ

な
が

り
に

つ
い

て
話

し
合

う
海

の
命

　
登

場
人

物
の

関
係

を
と

ら
え

、
人

物
の

生
き

方
に

つ
い

て
話

し
合

う
活

動
を

ス
ピ

ー
チ

に
つ

な
げ

る

○
５

年
生

の
ど

う
生

き
る

か
で

ど
の

よ
う

な
力

を
つ

け
た

か
振

り
返

る
。

◯
「

ど
ん

な
ま

ち
に

住
み

た
い

の
か

」
「

ど
ん

な
ま

ち
が

住
み

や
す

い
ま

ち
な

の
か

」
（

理
想

の
ま

ち
）

を
考

え
る

。
◯

「
岐

阜
の

ま
ち

に
自

分
た

ち
が

で
き

る
こ

と
」

を
考

え
る

。

○
実

際
に

ま
ち

が
、

自
分

た
ち

が
考

え
た

「
住

み
や

す
い

ま
ち

」
に

な
っ

て
い

る
の

か
を

考
え

る
。

○
岐

阜
の

「
柳

ケ
瀬

商
店

街
」

の
実

態
を

ま
ち

探
検

を
通

し
て

捉
え

、
柳

ケ
瀬

商
店

街
を

ま
ち

の
人

に
と

っ
て

「
住

み
た

い
ま

ち
、

訪
れ

た
い

ま
ち

」
に

し
て

い
く

た
め

に
、

ど
う

行
動

す
れ

ば
い

い
の

か
を

仲
間

と
探

究
し

て
い

く
。

○
自

分
た

ち
の

住
ん

で
い

る
ま

ち
（

岐
阜

）
で

感
じ

た
こ

と
を

、
奈

良
や

京
都

の
ま

ち
で

も
見

て
く

る
。

○
自

分
が

知
り

た
い

こ
と

を
視

点
に

し
て

、
も

う
一

度
柳

ケ
瀬

商
店

街
に

行
き

、
実

態
を

調
査

し
て

く
る

。
○

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

践
の

た
め

の
準

備
を

す
る

。

・
柳

ケ
瀬

商
店

街
の

人
・

岐
阜

に
住

む
人

々

・
国

語
：

調
べ

た
情

報
の

使
い

方
　

調
べ

た
情

報
を

適
切

に
用

い
る

・
社

会
：

わ
た

し
た

ち
の

生
活

と
政

治
　

多
角

的
に

考
え

る
こ

と
で

、
社

会
に

生
き

る
多

様
な

人
た

ち
の

こ
と

を
踏

ま
え

な
が

ら
よ

い
方

法
、

方
策

を
選

択
す

る
・

算
数

：
デ

ー
タ

の
活

用
　

デ
ー

タ
を

適
切

に
活

用
す

る
・

理
科

：
電

気
と

私
た

ち
の

く
ら

し
　

て
こ

の
し

く
み

と
は

た
ら

き
　

実
験

し
て

デ
ー

タ
を

集
め

る
、

デ
ー

タ
を

表
や

グ
ラ

フ
に

表
し

て
、

得
ら

れ
た

事
実

か
ら

考
察

を
す

る

■
仲
間
と
う
ま
く
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

■
人
の
た
め
に
な
る
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
ま
ち
の
人
に
と
っ
て
は
そ
う

で
は
な
か
っ
た
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。

■
自
分
の
考
え
が
う
ま
く
伝
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
質
問
を
受
け
て
し
ま
っ
た

。
■
計
画
し
た
こ
と
が
う
ま
く
い
か
な
い
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に
確
か
め
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
本
当
に
人
の
幸
せ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

●
い
ろ
い
ろ
な
考
え
が
出
る
中
で
、
少
し
で
も
よ
り
よ
く
し
て
い
く
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
。

【
真
理
の
探
究
・
伝
統
と
文
化
の
尊
重
、
国
や
郷
土
を
愛
す
る
態
度
・
自
然

愛
護
な
ど
】

「
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画
・
提
案

・
実
行
」
（
4
5
時
間
）

「
自
分
や
周
り
の
人
の
幸
せ
を
考
え
る
」
（
2
5
時
間
）

◯
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

再
計

画
し

、
提

案
す

る
。

○
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

実
行

す
る

。
○

自
分

た
ち

が
行

っ
た

ま
ち

づ
く

り
の

成
果

を
発

信
す

る
。

○
こ

れ
ま

で
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
振

り
返

り
、

自
分

を
見

つ
め

る
。

○
こ

れ
か

ら
の

自
分

や
周

り
の

人
の

幸
せ

に
つ

い
て

考
え

る
。

○
今

年
度

の
学

び
を

振
り

返
り

、
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
ポ

ー
ト

に
記

入
す

る
。

○
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

計
画

・
提

案
し

て
い

く
。

○
願

い
の

実
現

に
向

け
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

実
行

す
る

。
◯

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
振

り
返

り
を

行
う

。

◯
自

分
の

活
動

が
本

当
に

ま
ち

の
人

の
た

め
に

な
っ

て
い

る
の

か
を

考
え

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

計
画

・
提

案
・

実
行

を
行

う
。

○
柳

ケ
瀬

商
店

街
を

訪
れ

る
人

に
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
に

行
く

。

○
願

い
の

実
現

に
向

け
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

計
画

・
提

案
・

実
行

を
行

う
。

◯
実

行
し

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

振
り

返
り

、
岐

阜
の

ま
ち

を
「

よ
り

魅
力

的
な

ま
ち

」
に

し
て

い
く

た
め

に
、

自
分

が
岐

阜
の

ま
ち

づ
く

り
に

参
画

で
き

る
こ

と
を

見
い

だ
し

、
仲

間
と

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
計

画
・

提
案

・
実

行
す

る
。

1
2
月

６
年

１
組

年
間

指
導

計
画

「
学

び
の

カ
テ

ゴ
リ

ー
」

：
ま

ち
づ

く
り

（
全

1
0
5
時

間
）

単
元
名

（
時
数
）

・
自

分
の

親
・

柳
ケ

瀬
商

店
街

の
人

・
岐

阜
に

住
む

人
々

・
奈

良
や

京
都

に
住

む
人

 
　
 
想
定
さ
れ
る

 
　
 
●
ジ
レ
ン
マ

 
　
 
■
エ
ラ
ー

 
【
道
徳
的
諸
価
値
】

■
自

分
た

ち
の

住
ん

で
い

る
ま

ち
を

自
分

が
考

え
る

「
住

み
や

す
い

ま
ち

」
に

す
る

た
め

に
、

何
を

し
た

ら
い

い
の

か
分

か
ら

な
い

。
■

自
分

の
思

い
や

願
い

と
、

ま
ち

の
人

と
出

会
っ

た
後

の
思

い
や

願
い

、
学

級
の

仲
間

の
思

い
や

願
い

の
中

か
ら

、
岐

阜
の

ま
ち

の
た

め
に

自
分

が
や

っ
て

み
た

い
こ

と
が

何
か

決
め

ら
れ

な
い

。
●

自
分

が
「

住
み

た
い

ま
ち

」
と

「
住

み
や

す
い

ま
ち

」
は

違
う

。
●

自
分

が
考

え
て

い
た

思
い

と
実

際
の

ま
ち

に
住

む
人

の
思

い
に

ず
れ

が
あ

っ
た

。
【

善
悪

の
判

断
、

自
律

、
自

由
と

責
任

・
相

互
理

解
、

寛
容

な
ど

】

主
な
学
習
活
動

「
ま

ち
っ

て
ど

ん
な
と
こ
ろ
？
」

「
岐

阜
の

ま
ち

の
た

め
に

で
き

る
こ

と
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？
」
（
3
5
時
間
）

３
月

２
月

１
月

５
月

1
0
月

９
月

学
び
の
基
盤
と
な
る

道
徳
的
諸
価
値

善
悪
の
判
断
、
自
律
、
自
由
と
責
任
・
希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志
・
真
理
の
探
究
・
親
切
、
思
い
や
り
・
友
情
、
信
頼
・
相
互
理
解
、
寛
容
・
勤
労
、
公
共
の
精
神
・
伝
統
と
文
化
の
尊
重
、
国
や
郷
土
を
愛
す
る
態
度
・
自
然
愛
護

カ
テ
ゴ
リ
ー
設
定
の

理
由

　
第
５
学
年
で
は
、
学
校
生
活
の
身
近
な
暮
ら
し
に
あ
る
「
人
・
も
の
・
こ
と
」
に
繰
り
返
し
関
わ
り
な
が
ら
、
探
究
的
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
第
６
学
年
で
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
、
対
象
の
範
囲
を
地
域
に
広

げ
て
探
究
的
活
動
に
取
り
組
む
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
子
ど
も
は
、
学
校
か
ら
さ
ら
に
外
に
あ
る
地
域
に
関
わ
る
人
・
自
然
・
文
化
へ
と
認
識
を
広
げ
、
地
域
の
人
々
の
幸
せ
を
考
え
た
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
自
分
に
で
き
る
こ
と

は
何
か
を
考
え
、
行
動
し
て
い
く
。

第
６
学
年
の
目
標

（
１
）
問
題
解
決
力
に
関
わ
っ
て

ま
ち
や
そ
こ
に
住
む
人
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
出
会
っ
た
問
い
を
も
と
に
、
自
分
や
仲
間
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
が
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
や
り
切
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
２
）
関
係
構
築
力
に
関
わ
っ
て

自
分
や
仲
間
、
そ
こ
に
住
む
人
の
幸
せ
の
た
め
に
行
う
様
々
な
活
動
を
通
し
て
、
自
分
の
考
え
と
仲
間
や
ま
ち
の
人
の
考
え
を
比
較
し
、
相
違
点
を
受
け
入
れ
、
様
々
な
考
え
を
踏
ま
え

た
上
で
、
よ
り
よ
い
考
え
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
３
）
貢
献
す
る
人
間
性
に
関
わ
っ
て

社
会
の
様
々
な
事
柄
に
つ
い
て
課
題
意
識
を
も
ち
、
解
決
し
よ
う
と
す
る
活
動
を
通
し
て
、
自
分
が
行
動
し
た
こ
と
が
相
手
の
幸
せ
や
よ
り
よ
い
社
会
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
、
行
動
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。
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６
年
１
組

単
元
シ
ー
ト

単
元
名

「
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画
・
提
案
・

実
行
」

（
）

本
単
元
の
目
標

問
題
解
決
力

関
係
構
築
力

貢
献
す
る
人
間
性

柳
ケ
瀬
の
ま
ち
や
そ
こ

を
訪
れ
る
人
と
の
関
わ
り
を
通
し
て

生
ま
れ
た
問
い
を
も
と
に
、
自
分
や
仲
間
、
そ
こ

を
訪
れ
る

人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
魅
力
的
な
ま
ち
」
を
考
え
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

を
実

行
し

て
い

く
中

で
様

々
な

ギ
ャ

ッ
プ

と
向

き
合

い
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
主
体
的
に
問
題
解
決

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

「
魅
力
的
な
ま
ち
」
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
計
画
・
提
案
・
実
行
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

自
分
の
考
え
と
仲
間
や

柳
ケ
瀬
の
ま
ち
の
人
の

考
え
と
を
比
較
し
、
共
感
的
に
受
け
止
め
、
願

い
の
実
現
に
向
け
て
、
よ
り
よ
い
考
え
を
生
み

出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

実
社

会
に

生
き

る
人

の
生

き
方

を
自

分
な
り
に
考
え
た
り
、
願
い
の
実
現
に
向
け

て
行
動
し
た
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
他

者
に

貢
献

す
る

こ
と

の
よ

さ
を

実
感

し
た
り
、
願
い

の
実
現
に
向
け
て
行
動

し
た

り
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

活 動 の 計 画

○
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
計

画
・
提

案
し

て
い
く

。

○
願
い

の
実

現
に

向
け

て
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

を
実

行
す

る
。

○
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

振
り

返
り

を

行
う
。

（
）

○
自
分

の
活

動
が

本
当

に
ま

ち
の

人
の

た
め

に

な
っ
て

い
る

の
か

を
考

え
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
計
画

・
提

案
・

実
行

・
振

り
返

り
を

行

う
。

○
柳
ケ

瀬
商

店
街
を
訪

れ
る

人
に

イ
ン

タ
ビ

ュ

ー
に
行

く
。

（
）

○
願
い

の
実

現
に

向
け

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の
計

画
・
提

案
・

実
行

を
行

う
。

（
）

○
実
行

し
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
振

り
返

り
、
岐

阜
の

ま
ち

を
「
よ
り
魅
力

的

な
ま
ち

」
に

し
て

い
く

た
め

に
、

自

分
が
岐

阜
の

ま
ち

づ
く

り
に

参
画

で

き
る
こ

と
を

見
い

だ
し

、
仲

間
と

プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

を
計

画
・

提
案
・
実

行

す
る
。

（
）

○
こ
れ

ま
で

の
活

動
を

振
り

返

り
、
ク

ラ
ス

と
し

て
の

成
果

と
課
題

を
見

い
だ

す
と

と
も

に
、
活

動
の

中
で

感
じ

た
大

切
な
生

き
方

に
つ

い
て

確
か

め
る
。

（
）

加 筆 修 正 欄 想 定 さ れ る 姿

・
た
く

さ
ん
ご

み
が
落

ち
て
い

た
。
た
ば

こ
が
多
か

っ
た
。

・
ご
み

拾
い
を

し
た
い
。
柳
ケ
瀬

商
店
街

は
広

い
か

ら
、

何
人

か
で

グ
ル

ー
プ

を
作

っ
て

そ
れ

ぞ
れ

が
分

担
し

て
商

店
街

の
い

ろ
い

ろ
な

入
口

か
ら

中
央

に
向

か
っ

て
落

ち
て

い
る

ご
み

を
拾

っ
て
い
く

の
は
ど

う
か
な

。

・
柳
ケ

瀬
商
店

街
の
た

め
に
、
少

し
は
役

立
つ
こ
と

が
で
き

た
と
思

う
。

・
落

書
き
消

し
を

し
た
い

。
今
の

８
年
生

が
去
年

や
っ

て
い
た
か

ら
、
ど

ん
な
や

り
方
を

し
た
の

か
聞
い

て

み
よ
う
。

・
柳

ケ
瀬
商

店
街
に

行
っ
た

と
き

、
私
た

ち
の
力

だ
け

で
は
消
し

き
れ
な

い
く
ら

い
落
書

き
が
あ

っ
た
。
ま

ち
の
人
と

一
緒
に

で
き
な

い
か
な

。
８
年

生
に
も

声

を
か
け
て

み
よ
う

か
な
。

・
今

の
自

分
た

ち
に

で
き

る
こ

と
は

や
っ

た
け

れ
ど

あ
ま
り
落

書
き
は

減
っ
て

い
な
い

気
が
す

る
。
ま

ち

の
人

が
ど

う
思

っ
て

い
る

の
か

を
聞

き
に

行
き

た

い
。

・
ご
み
拾

い
と
落

書
き
消

し
を

し
て
み
た

け
れ
ど

、
ご

み
の

ポ
イ

捨
て

と
落

書
き

を
さ

せ
な

い
工

夫
が

必
要

だ
と

思

う
。
自
分

た
ち
で

ポ
ス
タ

ー
を
作

っ
て

、
商
店

街
の
中

に

貼
っ
て
も

ら
お
う

。

・
奈
良
や

京
都
で

は
外
国

人
観
光

客
が
多

い
か
ら

、
い

ろ
い

ろ
な

言
語

で
書

か
れ

て
い

た
。

柳
ケ

瀬
の

ま
ち

に
貼

る

ポ
ス
タ
ー

に
は
ど

ん
な
工

夫
が
必

要
か
な

。

・
ま
ち
の

中
に
ポ

ス
タ
ー

を
一
枚

貼
る
だ

け
で
も

、
書

く
内

容
や

貼
る

場
所

な
ど

決
め

る
こ

と
が

い
ろ

い
ろ

あ
っ

た
。

・
自
分
た

ち
が
つ

く
っ
た

ポ
ス
タ

ー
は

、
柳
ケ

瀬
商
店

街
を

訪
れ
た
人

の
視
界

に
入
っ

て
い
る

の
か
な

。

・
こ

れ
ま
で

い
ろ
い

ろ
な
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

を

実
行

し
て
き

た
。
小

さ
な
子

ど
も
や

体
に

障
害

の
あ

る
人

の
目

線
で

ま
ち

を
見

る

と
、

他
に
も

私
た
ち

に
で
き

る
こ
と

が
あ

る
か
も
し

れ
な
い

。

・
い

ろ
い

ろ
な

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を

や
っ
て
み

た
け
れ

ど
、
自

分
た
ち

の
思

い
を

ま
と

め
る

だ
け

で
も

難
し
い
し

、
ま
ち

の
人
も

喜
ぶ
こ

と
を

実
行

す
る

こ
と

は
本

当
に

難
し
い
こ

と
だ
と

実
感
し

た
。

・
一

人
一

人
感

じ
る

こ
と

は
違

っ

て
当
た
り

前
だ
か

ら
、
思

い
を
伝

え
合

っ
て

一
緒

に
考

え
て

い
く

こ
と
が
大

切
だ
と

思
う
。

実 際 の 姿

● ジ レ ン マ

■ エ ラ ー

■
仲
間
と
う
ま
く
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

■
人
の
た
め
に
な
る
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
ま
ち
の
人
に
と
っ
て
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。

ど
う
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。

■
自
分
の
考
え
が
う
ま
く
伝
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
質
問
を
受
け
て
し
ま
っ
た
。

■
計
画
し
た
こ
と
が
う
ま
く
い
か
な
い
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に
確
か
め
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
本
当
に
人
の
幸
せ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

●
い
ろ
い
ろ
な
考
え
が
出
る
中
で
、
少
し
で
も
よ
り
よ
く
し
て
い
く
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
。
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６
年
１
組

本
時
案

（
１
）
目
標

「
魅
力
的
な
ま
ち

づ
く
り
」
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

計
画

す
る
活
動

を
通
し
て
、
自
分
の
考
え
と
仲
間
や
柳
ケ
瀬
の
ま
ち
の
人
の
考
え
と
を
比
較
し
、
共
感
的
に
受
け
止
め
、

願
い
の
実
現
に
向
け
て
、
よ
り
よ
い
考
え
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
（
関
係
構
築
力
）

（
２
）
道
徳
的
価
値
判
断
に
関
わ
っ
て

ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
て
呼
び
か
け
る
こ
と
に

つ
い
て
考
え
、

少
し
で
も
よ
り
よ
く
し
て
い
く
た
め
に
工
夫
し
て
い
こ
う
と

す
る
。
（
真
理
の
探
究

）

本
時

（
）

活
動
内
容
（
○
教
師
の
発
問

・
予
想
さ
れ
る

児
童

生
徒

の
発
言
）

○
教
師
の
手
立
て
と
見
届
け

１
本
時
の
学
習
の
見
通
し

を
確
認
し
、

課
題
を

共
有
す
る

〇
今
日
計
画
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ポ
ス
タ
ー
チ
ー
ム
の
願
い
を
確
認
し
よ
う
。

・
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
ポ
ス
タ
ー
チ
ー
ム
）
の
内
容
を
み
ん
な
で
考
え
よ
う
。

２
仲
間
と
の
対
話
を
通
し
て
考
え
る

３
本
時
生
み

出
し
た
考
え
に
対
す
る

振
り
返

り
を
書
く

・
私
は
ご
み
を
ご
み
箱
に
捨
て
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
ご
み
箱
の
場
所
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
作
り
た
い
。
そ
の
た
め

に
、
今
商
店
街

に
あ
る
、
店
の
場
所
を
知
ら
せ
る
看
板
に
ご
み
箱
マ
ー
ク
を
加
え
た
い

。
午
前
中
や
夕
方
に
柳
ケ
瀬
商
店
街
を
訪
れ
た
と
き
に

落
書
き
を
し
て
い
る
人
に
出
会
っ
た
こ
と
が
な
い
か
ら
、
落
書
き
を
す
る
の
は
夜
だ
と
分
か
る
。
夜
で
も
明
る
い
街
灯
の
近
く
に
落
書
き
禁
止

を
呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
た
ら

落
書
き
を
防
げ
る
か
も
し
れ
な
い
。
○
○
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
よ
う
に
、
短
い
言
葉
で
伝
え
た
い
こ
と

だ
け
を
強
調
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
り
た
い
。

○
ポ
ス
タ
ー
に
書
く
内
容
や
、
ポ
ス
タ
ー
を
貼
る
場
所
な
ど
を

整
理
し
な
が
ら
板
書
で
き
る
よ
う
に
、
事
前
に
児
童
と
共
に

板
書
計
画
を
立
て
て
お
く
。

○
こ
れ
ま
で
の
ご
み
拾
い
や
落
書
き
消
し
の
活
動
を
も
と
に

、

切
実
感
を
も
っ
て
意
見
交
換
を
行
え
る
よ
う
に
「
こ
れ
ま
で

自
分
た
ち
で

計
画
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
み
て
、
ま

ち
の
人
た
ち
は
ど
ん
な
こ
と
を
感
じ
て
い
た
の
か
な
？

」
と

展
開
に
合
わ
せ
て
問
い
か
け
る
。

○
ポ
ス
タ
ー
チ
ー
ム
で
司
会
を
行
い
、
対
話
を
進
め
て
い
く
様

子
を
見
守
り

な
が
ら
、
展
開
に
合
わ
せ
て
「
ど
う
し
て
そ
う

思
う
の
？
」
と

問
い
返
し
、
思
い
の
奥
に
あ
る
願
い
を
聞
き

だ
す
。

○
教
師
は
児
童
が
発
言
し
そ
う
な
こ
と
を
事
前
に
考
え
、
聞
き

手
の
理
解
を
手
助
け
す
る
反
応
を
す
る
。（

例
え
ば
「
柳
ケ
瀬

の
ま
ち
を
訪
れ
る
人
に

伝
え
た
い
こ
と
だ
ね
。
」）

○
仲
間
の
発
言
に
質
問
し
て
、
自
分
の
疑
問
を
解
決
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
る
姿
を
価
値
付
け
て
い
く
。

○
い
ろ
い
ろ
な
考
え
が
出
る
中
で
、
願
い
の
実
現
に
向
け
て

少

し
で

も
よ

り
よ

く
し

て
い

く
た

め
に

工
夫

し
よ

う
と

し
て

い
る
姿
を
価
値
付
け
て
い
く
。

目
標
に
迫
っ
た
姿
を
ど
の
よ
う
に
見
届
け
る
か

ポ
ス
タ

ー
に
書

く
内
容

や
ポ

ス
タ
ー

を
貼
る

場
所

に
つ
い

て
他
の

立
場
を

ふ
ま
え

る
様

々
な

工
夫

を
考

え
て

意
見
を

述
べ
た

り
、
自

分
が
考

え
て

い
な
か

っ
た
意

見
を

取
り
入

れ
た
り
し
て
、
よ
り
よ
い
考
え
を
生
み
出
し
て
い
る
。

（
関
係
構
築
力
）

・
発
言
の
様
子
や

ノ
ー
ト
の
記
述
か
ら
見
届
け
る
。

ポ
ス
タ
ー
に
は
ど
ん
な
内
容
を
書
き
、
ど
こ
に
貼
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。

【
ポ
ス
タ
ー
チ
ー
ム
の
願
い

】
・
ご
み
拾
い
と
落
書
き
消
し
を
し
て
み
た
け
れ
ど
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
と
落
書
き
を
さ
せ
な
い
工
夫
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

自
分
た
ち
で
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
て
、
商
店
街
の
中
に
貼
っ
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
ま
し
た

。

【
表
現
方

法
に
関

し
て

考
え
た
こ

と
】

・
奈
良

や
京
都

で
は
外

国
人
観

光
客
が

多
い
か

ら
、
い
ろ
い

ろ
な
言

語
で
書

か
れ
て

い
た
よ

。

・
奈
良
や

京
都
に
ご

み
が
少

な
か
っ

た
の
は
、

奈
良
や

京
都
の

伝
統
的

な
町
並
み

を
残
し

た

い
と
思
う

人
が
多

い
か
ら

で
は
な

い
か
な
。

柳
ケ
瀬

商
店
街

に
残
る
、

古
く
か
ら

大
切
に

さ
れ

て
き

た
も

の
を

守
り

た
い

と
い

う
思

い
を

伝
え

る
ポ

ス
タ

ー
を

作
っ

た
ら

良
い

の

で
は
？

・
短
い
言

葉
で
伝

え
た
い

こ
と
が

伝
わ
る

よ
う
に

工
夫
し

よ
う
。

・
柳
ケ
瀬

商
店
街

の
中
の

店
の
位

置
を
知

ら
せ
る

看
板
に

、
ご
み

箱
マ
ー

ク
を
加

え
た
い
。

【
柳
ケ
瀬

商
店
街

の
実
態

を
踏
ま

え
て

考
え
た
こ

と
】

・
柳

ケ
瀬
に

行
っ

た
と
き

に
外
国

人
は

あ
ま
り

い
な
か

っ
た

か
ら
、
い

ろ
い
ろ

な
言
語

で
書
く

必
要
は

な
さ
そ

う
だ
よ

。

・
ご

み
箱
の

場
所

が
分
か

り
づ
ら

い
か

ら
ご
み

箱
に
ご

み
を

捨
て

る
こ
と

が
で
き

ず
、

ポ
イ
捨

て
し
て

し
ま
う

の
か
も

し
れ

な
い
。

ご
み
箱

の
場

所
を
知

ら
せ
る

ポ
ス
タ

ー
も
必

要
か
も
し

れ
な
い

。

・
た

ば
こ
の

ポ
イ

捨
て
が

多
か
っ

た
場

所
に
、

ポ
ス
タ

ー
を

貼
ろ
う
。

【
ポ
ス
タ

ー
に
書

く
内
容

に
関
し

て
、

ご
み
の
ポ

イ
捨
て

や
落
書

き
以
外

の
視
点

で
考
え

た
こ
と

】

・
ポ
イ

捨
て
と

落
書

き
に
関

す
る
こ

と
だ

け
の
ポ

ス
タ

ー
で
は

な
く

、
災
害

時
に

役
に

立
つ
よ

う
に

避
難
場

所
を
知

ら
せ

る
ポ
ス

タ
ー

も
作
り

た
い

。
柳
ケ

瀬
商
店
街

を
魅
力

的
な
ま

ち
に
す

る
た
め

に
、
私

た
ち
に

で
き
る

こ
と
が

も
っ
と

あ
る
と

思
う
。
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６
年

３
組

年
間

指
導

計
画

「
学

び
の

カ
テ

ゴ
リ

ー
」

：
ま

ち
づ

く
り

（
全

1
0
5
時

間
）

学
び
の
基
盤
と
な
る

道
徳
的
諸
価
値

善
悪
の
判
断
、
自
律
、
自
由
と
責
任
・
希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志
・
真
理
の
探
究
・
親
切
、
思
い
や
り
・
友
情
、
信
頼
・
相
互
理
解
、
寛
容
・
勤
労
、
公
共
の
精
神
・
伝
統
と
文
化
の
尊
重
、
国
や
郷
土
を
愛
す
る
態
度
・
自
然

愛
護

カ
テ
ゴ
リ
ー
設
定
の

理
由

　
第
５
学
年
で
は
、
学
校
生
活
の
身
近
な
暮
ら
し
に
あ
る
「
人
・
も
の
・
こ
と
」
に
繰
り
返
し
関
わ
り
な
が
ら
、
探
究
的
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
第
６
学
年
で
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
、
対
象
の
範
囲
を
地
域
に

広
げ
て
探
究
的
活
動
に
取
り
組
む
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
子
供
は
、
学
校
か
ら
さ
ら
に
外
に
あ
る
地
域
に
関
わ
る
人
・
自
然
・
文
化
へ
と
認
識
を
広
げ
、
地
域
の
人
々
の
幸
せ
を
考
え
た
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
自
分
に
で
き
る
こ

と
は
何
か
を
考
え
、
行
動
し
て
い
く
。

第
６
学
年
の
目
標

（
１
）
問
題
解
決
力
に
関
わ
っ
て

ま
ち
や
そ
こ
に
住
む
人
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
出
会
っ
た
問
い
を
も
と
に
、
自
分
や
仲
間
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
が
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
や
り
切
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
２
）
関
係
構
築
力
に
関
わ
っ
て

自
分
や
仲
間
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
の
幸
せ
の
た
め
に
行
う
様
々
な
活
動
を
通
し
て
、
自
分
の
考
え
と
仲
間
や
ま
ち
の
人
の
考
え
を
比
較
し
、
相
違
点
を
受
け
入
れ
、
様
々
な
考
え
を
踏

ま
え
た
上
で
、
よ
り
よ
い
考
え
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
３
）
貢
献
す
る
人
間
性
に
関
わ
っ
て

社
会
の
様
々
な
事
柄
に
つ
い
て
課
題
意
識
を
も
ち
、
解
決
し
よ
う
と
す
る
活
動
を
通
し
て
、
自
分
が
行
動
し
た
こ
と
が
相
手
の
幸
せ
や
よ
り
よ
い
社
会
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
、
行
動
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

単
元
名

（
時
数
）

・
岐

阜
駅

に
訪

れ
る

人
・

岐
阜

に
仕

事
で

来
た

人
・

岐
阜

に
住

ん
で

い
る

人

 
　
 
想
定
さ
れ
る

 
　
 
●
ジ
レ
ン
マ

 
　
 
■
エ
ラ
ー

 
【
道
徳
的
諸
価
値
】

■
岐

阜
の

ま
ち

に
対

す
る

印
象

が
、

自
分

の
考

え
る

岐
阜

の
ま

ち
と

違
う

と
こ

ろ
が

た
く

さ
ん

あ
る

。
■

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

結
果

を
振

り
返

る
と

、
様

々
な

方
向

か
ら

の
内

容
で

ま
と

め
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

●
岐

阜
の

ま
ち

に
対

し
て

「
ま

ち
づ

く
り

」
を

す
る

た
め

に
、

ど
ん

な
こ

と
で

貢
献

で
き

る
か

わ
か

ら
な

い
。

●
自

分
が

や
り

た
い

と
思

っ
て

い
る

こ
と

は
、

岐
阜

の
ま

ち
に

対
し

て
、

岐
阜

の
ま

ち
に

住
む

人
、

訪
れ

る
人

に
対

し
て

迷
惑

に
な

っ
て

い
な

い
か

。
【

親
切

、
思

い
や

り
　

善
悪

の
判

断
、

自
律

、
自

由
と

責
任

な
ど

】

主
な
学
習
活
動

「
岐

阜
の

ま
ち

っ
て

ど
ん

な
と

こ
ろ

？
」

　
「
岐
阜
の
ま
ち
の
印
象
は
？
」
（
3
5
時
間
）

３
月

２
月

１
月

５
月

1
0
月

９
月

1
1
月

金
華

山
の

自
然

を
守

る
「

計
画

・
実

行
・

振
り

返
り

」
（

4
5
時

間
）

「
自

分
の

将
来

を
見

つ
め

る
」

（
2
5
時

間
）

◯
冬

休
み

で
の

取
組

を
交

流
す

る
。

○
岐

阜
の

ま
ち

の
人

や
岐

阜
市

の
人

が
自

分
た

ち
と

同
じ

よ
う

な
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

や
っ

て
い

な
い

の
か

を
考

え
、

も
っ

と
、

岐
阜

の
ま

ち
や

岐
阜

市
で

暮
ら

し
て

い
る

人
と

触
れ

合
い

、
一

緒
に

活
動

で
き

る
こ

と
を

計
画

し
て

い
く

。
○

地
域

の
方

と
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
活

動
を

計
画

、
実

行
す

る
。

○
こ

れ
ま

で
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
振

り
返

り
、

自
分

の
将

来
を

見
つ

め
る

。
○

こ
れ

か
ら

の
自

分
の

歩
む

道
に

つ
い

て
、

学
年

の
仲

間
、

Ⅱ
部

の
仲

間
に

向
け

て
発

信
す

る
。

○
今

年
度

の
学

び
を

振
り

返
り

、
◯

○
を

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

ポ
ー

ト
に

記
入

す
る

。

○
自

分
た

ち
の

活
動

し
よ

う
と

し
て

い
る

こ
と

は
よ

り
よ

い
岐

阜
の

ま
ち

に
す

る
た

め
の

活
動

な
の

か
を

再
確

認
す

る
。

○
調

査
し

た
結

果
の

悪
い

と
こ

ろ
で

は
な

く
い

い
と

こ
ろ

に
着

眼
し

て
考

え
直

し
て

み
る

。
〇

『
岐

阜
の

自
然

』
に

着
目

し
、

学
級

の
探

究
テ

ー
マ

と
の

関
連

を
再

確
認

す
る

。
○

金
華

山
で

の
取

組
を

調
査

し
に

行
く

。
○

金
華

山
の

自
然

を
守

っ
た

り
、

登
山

客
の

こ
と

を
考

え
た

活
動

を
し

た
り

し
て

い
る

人
に

出
会

う
。

○
そ

の
人

た
ち

が
ど

ん
な

活
動

を
し

て
い

る
の

か
を

知
っ

て
、

共
感

す
る

。
○

そ
の

人
た

ち
の

た
め

に
自

分
た

ち
も

で
き

る
活

動
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
計

画
す

る
。

○
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

「
実

行
」

「
振

り
返

り
」

「
修

正
」

を
繰

り
返

す
。

〇
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

を
評

価
す

る
。

○
こ

れ
ま

で
の

活
動

を
自

分
た

ち
の

生
活

に
置

き
換

え
な

が
ら

振
り

返
る

。

1
2
月

教
科
等
と
の
関
連

・
国

語
：

聞
い

て
、

考
え

を
深

め
よ

う
　

話
の

内
容

を
捉

え
て

、
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
。

・
社

会
：

日
本

国
憲

法
　

国
の

政
治

　
願

い
を

実
現

す
る

政
治

・
算

数
：

棒
グ

ラ
フ

と
折

れ
線

グ
ラ

フ
　

円
グ

ラ
フ

と
帯

グ
ラ

フ
　

デ
ー

タ
の

活
用

　
割

合
・

理
科

：
物

の
燃

え
方

と
空

気
　

生
き

物
の

く
ら

し
と

環
境

　
地

球
に

生
き

る

　 主 体 的 に 情 報 を 収 集 す る 。

人
材
活
用

施
設

■
自

分
た

ち
と

同
じ

よ
う

な
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

考
え

て
い

る
人

が
い

な
い

か
ら

、
自

分
た

ち
は

ど
ん

な
活

動
が

で
き

そ
う

な
の

か
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

な
ど

し
て

よ
り

自
分

も
そ

こ
で

暮
ら

す
人

も
幸

せ
に

な
れ

る
よ

う
な

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
も

う
一

度
考

え
直

さ
な

い
と

い
け

な
い

な
。

■
計

画
し

た
こ

と
が

う
ま

く
い

か
な

い
、

ど
う

す
れ

ば
よ

い
の

だ
ろ

う
。

【
友

情
、

信
頼

　
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、

国
や

郷
土

を
愛

す
る

態
度

　
な

ど
】

・
ま

ち
で

暮
ら

す
地

域
の

人
々

・
ま

ち
の

た
め

に
働

く
人

・
市

役
所

の
人

・
学

年
の

な
か

ま
　

・
Ⅱ

部
（

７
年

生
・

５
年

生
）

・
こ

れ
ま

で
お

世
話

に
な

っ
た

人

・
国

語
：

メ
デ

ィ
ア

社
会

　
海

の
命

　
調

べ
た

情
報

の
使

い
方

・
算

数
：

デ
ー

タ
の

活
用

◯
昨

年
度

の
学

習
を

振
り

返
り

、
そ

の
残

し
て

き
た

事
実

か
ら

今
年

度
の

テ
ー

マ
は

何
に

す
る

か
考

え
る

。
◯

「
ま

ち
づ

く
り

」
を

す
る

に
あ

た
っ

て
自

分
の

興
味

が
あ

る
こ

と
は

何
か

を
考

え
る

。
○

「
ま

ち
」

の
対

象
を

ど
こ

ま
で

広
げ

る
か

考
え

る
。

○
自

分
の

興
味

が
あ

る
こ

と
を

学
級

で
共

有
し

、
共

通
し

て
い

る
内

容
で

チ
ー

ム
を

編
成

す
る

。
○

チ
ー

ム
で

調
べ

た
こ

と
を

共
有

し
、

他
の

チ
ー

ム
か

ら
の

疑
問

を
聞

き
、

今
後

の
探

究
の

方
向

を
決

め
る

。
◯

岐
阜

の
ま

ち
に

つ
い

て
ど

う
思

う
か

、
岐

阜
駅

に
訪

れ
た

人
に

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
す

る
。

◯
奈

良
や

京
都

で
、

「
奈

良
の

ま
ち

」
「

京
都

の
ま

ち
」

に
つ

い
て

ど
う

思
っ

て
い

る
か

、
観

光
客

・
そ

こ
で

働
く

人
、

そ
こ

に
住

ん
で

い
る

人
に

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

す
る

。
○

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

結
果

を
ま

と
め

、
「

岐
阜

の
ま

ち
」

に
つ

い
て

の
良

さ
と

課
題

を
明

ら
か

に
す

る
。

○
夏

休
み

以
降

の
計

画
を

立
て

る
。

・
金

華
山

で
働

く
人

・
登

山
客

・
ま

ち
の

た
め

に
働

く
人

・
国

語
：

調
べ

た
情

報
の

使
い

方
・

社
会

：
わ

た
し

た
ち

の
生

活
と

政
治

・
算

数
：

デ
ー

タ
の

活
用

■
み

ん
な

で
考

え
て

い
る

の
に

、
全

員
の

意
見

が
集

ま
ら

な
い

。
ど

う
し

て
考

え
を

発
言

し
て

く
れ

な
い

の
か

。
■

自
分

が
必

要
だ

と
思

っ
た

こ
と

に
つ

い
て

、
意

見
を

聞
き

入
れ

て
も

ら
え

な
い

。
●

自
分

(
た

ち
)
が

思
っ

て
い

る
こ

と
と

、
他

の
人

と
の

認
識

に
ず

れ
が

あ
る

。
●

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
本

当
に

人
の

幸
せ

に
つ

な
が

っ
て

い
る

の
だ

ろ
う

か
。

【
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

　
真

理
の

探
究

　
相

互
理

解
、

寛
容

　
勤

労
、

公
共

の
精

神
な

ど
】

４
月

学
び
を
構
成
す
る

要
素

ま
ち
　
市
民
　
政
治
　
法
　
環
境
　
自
然
　
交
通
　
人
口
　
建
物
　
歴
史
　
文
化
　
活
気
　
魅
力
　
生
き
方
　
成
長
　
目
標

月
８
月

７
月

６
月

― 66 ― ― 67 ―



６
年
３
組

単
元
シ
ー
ト

単
元
名

金
華
山
の
自
然
を
守
る

「
計

画
・

実
行

・
振

り
返

り
」
（

）

本
単
元
の
目
標

問
題
解
決
力

関
係
構
築
力

貢
献
す
る
人
間
性

金
華
山
の
自
然
を
守
り

、
登
山
客
の
こ
と
を
考
え
た
活
動

を
し
て
い
る

人
た
ち
と
対
話
す
る
こ
と
で
、
こ
の
自
然
が

守
れ
る
た
め
に
、
訪
れ
る
人
が
幸
せ
に
な
れ
る
た
め
に
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

金
華
山
で
働
く
人
や
訪
れ
る
人
の
幸
せ
を
考
え
、
そ
の
人

た
ち
の
思
い
や
仲
間
の
考
え
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
よ

り
よ

い
活

動
計

画
を

つ
く

り
だ

そ
う

と
す

る
こ

と
が

で

き
る
。

金
華

山
で

取
り

組
ん

だ
活

動
の

成
果

が
継

続
で

き
る

で

き
る
よ
う
に
行
動
し
よ
う
と
す
る
態
度

、
そ
れ
が
日
常
の

自
分
た
ち
の
態
度
を
振
り
返
ろ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

活 動 の 計 画

○
自
分
た
ち
の
活
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

は
よ
り
よ
い
岐
阜
の
ま
ち
に
す
る
た
め
の
活

動
な
の
か
を
再
確
認
す
る
。

○
調
査
し
た
結
果
の
悪
い
と
こ
ろ
で
は
な
く
い

い
と
こ
ろ
に
着
眼
し
て
考
え
直
し
て
み
る
。

〇
『
岐
阜
の
自
然
』
に
着
目
し

、
学
級
の
探
究

テ
ー
マ
と
の
関
連
を
再
確
認
す
る
。

（
）

○
金
華
山
で
の
取
組
を
調
査
し
に
行
く
。

○
金
華
山
の
自
然
を
守
っ
た
り

、
登
山
客
の
こ

と
を
考
え
た
活
動
を
し
た
り
し
て
い
る
人
に

出
会
う
。

○
そ
の
人
た
ち
が
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の

か
を
知
っ
て

、
共
感
す
る
。

（
）

○
そ
の
人
た
ち
の
た
め
に
自
分
た
ち
も
で
き
る

活
動
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
計
画
す
る
。

○
以
下
の
サ
イ
ク
ル
を
５
回
程
度
繰
り
返
す
。

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
実
行
」

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
振
り
返
り
」

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
修
正
」

（
）

〇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
果
を
評
価
す
る
。

○
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
自
分
た
ち
の
生
活
に
置

き
換
え
な
が
ら
振
り
返
る
。

・
冬
季
休
業
日
に
で
き
そ
う
な
こ
と
を
交
流
す

る
。

（
）

加 筆 修 正 欄

○
○

○
○

想 定 さ れ る 姿

・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
の

配
布
や
ポ
ス
タ

ー
掲
示
以
外
の
方
法
は
な
い
の
か
な
。

・
岐
阜
の
ま
ち
の
い
い
所
に
着
眼
し
て
活
動
す

る
と
、
活
動
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
な
り
そ
う
。

・
岐

阜
の

自
然

に
着

目
し

て
活

動
す

る
こ

と

は
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
の
か
。

・
金
華
山
で

働
く
人
は
こ
ん
な
思
い
で

、
私
た

ち
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で

、
こ
ん
な
こ
と
を

し
て
い
る
の
だ
な
。

・
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
（
や
っ
て
み
て
よ

か
っ
た
こ
と

、
逆
に
残
念
だ
っ
た
こ
と
な
ど
）

を
聞
い
て
み
た
い
な
。

・
金
華
山
で
こ
の
活
動
を
し
た
ら

、
登
山
客
の

迷
惑
に
な
ら
な
い
か
な
。

・
大
変
だ
け
ど

、
金
華
山
の
自
然
を
守
る
た
め

に
が
ん
ば
ろ
う
。

・
本
当
に
こ
れ
で
岐
阜
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
画

で
き
た
と
い
っ
て
い
い
の
か
。

・
自
分
の
日
常
を
振
り
返
る
と

、
改
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
な
。

実 際 の 姿

・
・

・
・

● ジ レ ン マ

■ エ ラ ー

■
み
ん
な
で
考
え
て
い
る
の
に
、
全
員
の
意
見
が
集
ま
ら
な
い
。
ど
う
し
て
考
え
を
発
言
し
て
く
れ
な
い
の
か
。

■
自
分
が
必
要
だ
と
思
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

、
意
見
を
聞
き
入
れ
て
も
ら
え
な
い
。

●
自
分

た
ち

が
思
っ
て
い
る
こ
と
と

、
岐
阜
の
ま
ち
に
住
む
人
・
訪
れ
る
人
と
の
認
識
に
ず
れ
が
あ
る
。

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
本
当
に
人
の
幸
せ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

【
希
望
と
勇
気

、
努
力
と
強
い
意
志

真
理
の
探
究

相
互
理
解

、
寛
容

勤
労
、
公
共
の
精
神
な
ど
】

■ ●
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６
年
３
組

本
時
案

（
１
）
目
標

金
華
山
の
自
然

を
守
り
、
登
山
客
の
た
め
に
で
き
る
活
動
を
考
え
る

こ
と
を
通
し
て
、
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
だ
け
で
は
な
く

、
金
華
山
で
働
く
人
や
訪
れ
る
人
の
幸
せ
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
気
付
き
、

自
分
た
ち
の
チ
ー
ム
の
考
え
に
仲
間
の
考
え
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
活
動
計
画
を
つ
く
り
だ
そ
う
と
し
て
い
る
。
（
関
係
構
築
力
）

（
２
）
道
徳
的
価
値
判
断
に
関
わ
っ
て

自
由
に
自
分
た
ち
が

や
り
た
い

こ
と

、
金
華
山
で
働
く
人
や
そ
こ
に
訪
れ
て
い
る
人
の

状
況
や
気
持
ち
も
考
慮
し
て
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
、

多
面
的
・
多
角
的

な
理
解
を
も
と
に

、
自
律
的
で
責
任
の
あ
る
行
動
を
し
よ
う
と
す
る

。
（
善
悪
の
判
断
、
自
律
、
自
由
と
責
任

）

本
時

（
）

活
動
内
容
（
○
教
師
の
発
問

・
予
想
さ
れ
る

児
童
生
徒
の
発
言
）

○
教
師
の
手
立
て
と
見
届
け

■
エ
ラ
ー

●
ジ
レ
ン
マ

１
本
時
の
学
習
の
見
通
し
を
確
認
し

、
課
題
を
共
有
し
て
設
定
す
る

〇
今
日
、
み
ん
な
で
話
し
合
う
こ
と
は
何
で
す
か
。

・
こ
の
前
金
華
山
に
行
っ
た
と
き
、

金
華
山
の
森
林
を
守
っ
て
い
る
人
が
い
た
か
ら
、
私
た
ち
も
手
伝
い
た
い
。

・
金
華
山
で
働
く
○
○
さ
ん
が
「
～
～
～
」
っ
て
言
っ
て
い
た
か
ら

、
そ
れ
を
少
し
で
も
改
善
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

金
華
山
の
森
林
を
守
り
、
登
山
客
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何

か
。

２
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
集
ま
っ
て
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
そ
う
な
の
か
を
対
話
し
て
考
え
、

全
体
で
確
認
す
る

◇
安
全

◇
ゴ
ミ
削
減

◇
環
境

◇
歴
史

◇
観
光
・
魅
力

・
足

を
滑

ら
し

て
転

ば
な

い
よ

う
に

階

段
の

ゴ
ミ

を
拾

お

う
。

・
枯

れ
木
や
落
ち

葉

以
外
の
ゴ

ミ
が
あ

っ
た
ら
拾
お
う
。

・
他
の
山
と
比
べ
て

、
金
華
山

に
し

か
な

い
も

の
、

逆
に
金

華
山

に
は

な
い

も
の

を
調
べ

て
み
よ
う
。

・
金
華
山
の

こ
と
が
書
か
れ
て
い
る

看
板
を
き
れ
い
に
し
よ
う
。

・
金
華
山
に
関
連
し
て
い
る
歴
史
的

な
こ
と
っ
て
何
か
あ
る
か
な
。

・
観
光
客
の
人
た
ち
に
金
華

山
に

来
た

理
由

を
聞

い

て
み
よ
う
。

・
売
店
の
人
た
ち
に
協
力
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
な
。

・
す
べ
て
の
活
動
は
一
度
に
で
き
な
い
か
ら
、
ま
ず
は
登
山
道
の
ゴ
ミ
拾
い
か
ら
し
た
ら
ど
う
か
な
。

・
金
華
山
に
は

、
個
の
登
山
道
が
あ
る
か
ら

、
登
山
道
の
ゴ
ミ
拾
い
を

回
や
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
ね
。

・
人
が
一
度
に
活
動
す
る
と
登
山
道
を
ふ
さ
い
じ
ゃ
う
こ
と
に
な
ら
な
い
か
な
。

・
み
ん
な
が
広
が
っ
て
自
分
の
活
動
場
所
を
決
め
て
や
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。

・
活
動
の
最
中
に

、
金
華
山
に
来
た
人
に
「
な
ん
で
来
た
の
か
」
「
登
山
し
て
ど
う
だ
っ
た
の
か
」
を
聞
き
た
い
な
。

・
歴
史
的
な
こ
と
を

伝
え
て
い
る
工
夫
や
カ
ラ
ス
が
集
ま
ら
な
い
工
夫
と
か
が
あ
っ
た
ら

、
そ
れ
も
調
べ
て
お
き
た
い
な
。

・
山
を
登
っ
て
降
り
て
き
た
人
は
疲
れ
て
い
る
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
こ
と
は
迷
惑
じ
ゃ
な
い
か
な
。

３
本
時
の
学
び

の
振
り
返

り
を
交
流
す
る

・
私
は
「
安
全
チ
ー
ム
」
で
す
。
今
日
は

、
岐
阜
の
緑
を
守
る
た
め
に

、
ま
ず
は
金
華
山
の
整
備
に
な
る
よ
う
な
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

私
は
た
だ
ゴ
ミ
を
拾
え
ば
い
い
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
〇
〇
さ
ん
の
「
み
ん
な
が
一
度
に
活
動
す
る
と
、
道
を
ふ
さ
い
じ
ゃ
う
。
」

の
発
言
を
聞
い
て
、
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
が
登
下
校
す
る
と
き
も
友
達
と
話
す
こ
と
に
夢
中
に
な
っ
て
、
通
行
す
る

人
の
道
を
ふ
さ
い
で
い
る
こ
と
と

同
じ
だ
な
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。
自
分
が
活
動
す
る
と
き
は

、
そ
こ
に
来
て
い
る
人

の
こ
と
も
考

え
な
が
ら
や
ら
な
い
と
、
逆
に
迷
惑
に
な
る
か
ら
気
を
付
け
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

○
こ
れ

ま
で
の

話
し

合
い

を
振
り

返
り

、
今
日

明
ら
か

に
し

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
こ

と
を

確

認
し
、
本
時
の
学
習
す
る
目
的
（
学
習
課
題
）

を
確
認
す
る
。

■
自
分

が
必
要

だ
と

思
っ
た

こ
と

に
つ
い

て
、

意
見
を
聞
き
入
れ
て
も
ら
え
な
い
。

●
金
華

山
に
訪

れ
て

い
る
人

の
思

い
や
そ

こ
で

働
く
人

の
思

い
か

ら
、

自
分
が

良
か

れ
と

思

っ
た
活

動
が

逆
に

迷
惑

に
な
る

か
も

し
れ

な

い
。

〇
教
師

は
エ
ラ

ー
や

ジ
レ
ン

マ
を

抱
え
る

子
に

寄
り
添

い
、

ど
う

す
れ

ば
よ
い

の
か

一
緒

に

考
え
た

り
、

仲
間

の
思

い
を
汲

み
取

っ
た

発

言
を
価
値
付
け
た
り
す
る
。

目
標

に
迫

っ
た

姿
を

ど
の

よ
う

に
見

届
け
る
か

金
華
山
で
働
く
人
や
訪
れ
る
人
の
幸
せ
を
考

え
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
チ
ー
ム
の
考
え
に

仲
間

の
考

え
を

受
け

入
れ

よ
う

と
し

て
い

る
。
（
関
係
構
築
力
）

・
対
話
の
様
子
や
全
体
に
お
け
る
発
言

の
様

子
、
本
時
を
振
り
返
る
様
子
か
ら
見
届
け

る
。
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第７学年 学びのカテゴリー「多様性」

７年生は、「多様性」をテーマに探究す

るために、これまで探究してきたことを

もとに、岐阜市のペットの殺処分の問題

やゴミの削減などの身近な問題の解決に

向けて取り組んでいる方との対話を重ね

てきた。その中で、ある問題一つを取り

上げても、それを解決するためのアプロ

ーチの仕方や考え方は、人によって様々

であることを知り、多様な価値観や考え

方を受け入れることの大切さを学習して

きた。

７年３組は、人と人との関わりの中で

さらに多様性について考えていくため

に、岐阜県障害者スポーツ協会の方や岐

阜市役所市民生活政策課の方から話を聞

いた。そういった経験を経て、「誰にとっ

ても住みやすい社会にするために大切な

ことは何か」という探究テーマを作り出

した。これまでに出会った講師の方の話

や実際に体験した経験をもとに、誰もが

快適にすごせる社会をつくるためのアイ

デアを考えることを通して、「相手の立場

に立って行動すること」の大切さに気付

き、多種多様な人たちと共にどう生きる

かを探究していく。

土開 敏真

磯谷 直毅

岡田 春香

平尾 龍平

水谷 直美
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教
科

等
と

の
関

連

　 身 の 回 り の 問 題 を 見 つ め 直 し 、 解 決 に 向 け て の プ ロ

ジ ェ ク ト を 立 ち 上 げ 、 実 行 す る

人
材

活
用

施
設

●
岐

阜
市

に
住

ん
で

い
る

人
々

と
共

に
、

様
々

な
問

題
と

向
き

合
い

生
き

て
い

く
に

は
ど

う
す

べ
き

か
と

葛
藤

す
る

。
【

相
互

理
解

、
寛

容
・

よ
り

よ
く

生
き

る
喜

び
な

ど
】

・
岐

阜
市

役
所

◯
探
究
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
。

○
様
々
な
方
と
の
対
話
を
通
し
て
、
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
る
。

○
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
る
中
で
生
ま
れ
る
ジ
レ
ン
マ
に
つ
い
て
対
話
す
る
。

◯
問
題
解
決
の
方
法
に
つ
い
て
、
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
る
。

○
今
後
の
活
動
の
見
通
し
を
立
て
る
。

○
夏
休
み
の
計
画
を
立
て
る
。

・
岐

阜
県

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
協

会
・

岐
阜

市
役

所
市

民
生

活
政

策
課

・
岐

阜
県

福
祉

事
業

団
・

行
政

書
士

大
橋

事
務

所

■
車
椅
子
を
後
ろ
か
ら
押
し
て
あ
げ
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
危
険
な
ん
だ
。

●
障
が
い
の
あ
る
人
が
近
く
に
い
た
ら
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。
で
も
ど
う
サ
ポ
ー
ト
す
れ
ば
よ
い
か
が

分
か
ら
な
い
。

■
設
備
や
制
度
を
整
え
て
も
、
社
会
に
生
き
る
人
た
ち
の
意
識
を
変
え
て
い
か
な
い
と
障
壁
は
無
く
な
ら
な
い

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。

●
人
に
よ
っ
て
得
意
な
こ
と
や
苦
手
な
こ
と
が
異
な
る
よ
う
に
、
社
会
的
障
壁
も
人
に
よ
っ
て
違
う
。
そ
う

い
っ
た
も
の
を
無
く
し
て
い
く
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
。

【
個
性
の
身
長
、
相
互
理
解
、
寛
容
、
よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び
な
ど
】

・
岐

阜
市

保
健

所
・

猫
カ

フ
ェ

・
鵜

匠
の

家
・

岐
阜

市
役

所

 
　

 
想

定
さ

れ
る

 
　

 
●

ジ
レ

ン
マ

 
　

 
■

エ
ラ

ー
 
【

道
徳

的
諸

価
値

】

●
食
文
化
に
よ
っ
て
、
食
べ
物
を
残
す
こ
と
が
悪
い
と
思
っ
て
い
な
い
人
が
い
る
。
食
べ
物
を
残
す
こ
と
は
本

当
に
悪
い
こ
と
な
の
か
。

●
落
書
き
と
ア
ー
ト
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
自
分
た
ち
が
地
下
道
や
橋
の
下
に
絵
を
描
く
と
し
た
ら
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
べ
き
か
。

●
ペ
ッ
ト
の
殺
処
分
問
題
が
あ
る
一
方
で
、
ペ
ッ
ト
を
売
っ
て
い
る
人
は
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。

【
尊
法
精
神
、
公
徳
心
・
公
正
公
平
、
社
会
正
義
・
思
い
や
り
・
勤
労
・
自
主
、
自
立
、
自
由
と
責
任
な
ど
】

主
な

学
習

活
動

・
国

語
：

情
報

を
的

確
に

聞
き

取
る

　
情

報
を

整
理

し
て

書
こ

う
　

聞
き

上
手

に
な

ろ
う

・
社

会
：

世
界

の
人

々
の

生
活

と
環

境
　

中
世

の
日

本
・

美
術

：
レ

タ
リ

ン
グ

　
暮

ら
し

に
エ

コ
バ

ッ
グ

・
保

健
体

育
：

ス
ポ

ー
ツ

の
多

様
性

・
家

庭
科

：
私

た
ち

の
衣

生
活

・
外

国
語

：
F
r
i
e
n
d
s
 
i
n
 
N
e
w
 
Z
e
a
l
a
n
d

・
国

語
：

情
報

を
的

確
に

聞
き

取
る

　
情

報
を

整
理

し
て

書
こ

う
　

聞
き

上
手

に
な

ろ
う

・
社

会
：

世
界

の
諸

地
域

　
近

世
の

日
本

・
保

健
体

育
：

心
身

の
発

達
と

心
の

健
康

・
家

庭
科

：
私

た
ち

の
住

生
活

　
私

た
ち

の
成

長
と

家
族

・
地

域
・

外
国

語
：

T
h
i
s
 
y
e
a
r
'
s
 
M
e
m
o
r
i
e
s

・
国

語
：

情
報

を
的

確
に

聞
き

取
る

　
情

報
を

整
理

し
て

書
こ

う
　

聞
き

上
手

に
な

ろ
う

・
社

会
：

世
界

の
諸

地
域

　
中

世
の

日
本

・
美

術
：

写
真

題
材

・
保

健
体

育
：

心
身

の
発

達
と

心
の

健
康

・
家

庭
科

：
私

た
ち

の
住

生
活

・
外

国
語

：
F
o
r
e
i
g
n
 
A
r
t
i
s
t
s
 
i
n
 
J
a
p
a
n
　

T
h
i
n
k
 
G
l
o
b
a
l
l
y
,
 
A
c
t
 
L
o
c
a
l
l
y

単
元

名
（

時
数

）

障
が

い
　

仲
間

　
世

代
　

福
祉

　
幼

児
　

国
際

理
解

　
伝

統
文

化
　

違
い

　
偏

見
　

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

　
食

品
ロ

ス
　

動
物

愛
護

　
よ

り
よ

い
ま

ち
づ

く
り

８
月

９
月

学
び

を
構

成
す

る
要

素

1
2
月

４
月

身
近

な
問

題
と

ど
う

向
き

合
う

か
（

3
0
時

間
）

多
種

多
様

な
人

と
共

に
生

き
る

（
4
0
時

間
）

よ
り

よ
い

社
会

に
す

る
た

め
に

（
1
5
時

間
）

３
月

２
月

「
学
び
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
：
多
様
性
（
全
8
5
時
間
）

年
間
指
導
計
画

第
７
学
年
３
組

月

自
分

や
身

近
な

社
会

の
よ

さ
に

気
付

き
、

よ
り

よ
い

社
会

に
す

る
た

め
に

努
力

す
る

人
々

に
敬

意
を

も
ち

な
か

ら゙
、

自
分

に
て

ぎ
る

こ
と

を
考

え
、

仲
間

と
共

に
行

動
し

よ
う

と
す

る
態

度
を

養
う

。

７
月

６
月

カ
テ

ゴ
リ

ー
設

定
の

理
由

　
第

７
学

年
で

は
、

こ
れ

ま
で

の
「

ど
う

生
き

る
か

」
の

探
究

を
行

う
中

で
知

っ
た

諸
問

題
に

つ
い

て
、

解
決

方
法

を
考

え
実

践
す

る
活

動
を

行
う

。
問

題
の

解
決

に
向

け
て

活
動

を
行

っ
て

い
る

方
々

と
の

対
話

を
通

し
て

、
多

様
な

価
値

観
に

触
れ

、
問

題
を

多
面

的
・

多
角

的
に

考
え

て
い

く
こ

と
で

、
多

様
な

人
々

と
共

に
よ

り
よ

い
社

会
に

す
る

た
め

の
方

法
に

つ
い

て
探

究
し

て
い

く
。

学
び

の
基

盤
と

な
る

道
徳

的
諸

価
値

相
互

理
解

、
寛

容
・

尊
法

精
神

、
公

徳
心

・
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義
・

思
い

や
り

、
感

謝
・

勤
労

・
自

主
、

自
立

、
自

由
と

責
任

・
向

上
心

、
個

性
の

身
長

・
真

理
の

追
究

、
創

造
・

国
際

理
解

、
国

際
貢

献
・

よ
り

よ
く

生
き

る
喜

び

第
７

学
年

の
目

標

（
１

）
問

題
解

決
力

に
関

わ
っ

て
人

々
と

の
関

わ
り

を
通

し
て

生
み

出
さ

れ
た

問
い

を
も

と
に

、
多

様
な

人
々

と
共

に
よ

り
よ

く
生

き
る

た
め

に
自

分
に

て
ぎ

る
こ

と
を

考
え

、
や

り
切

る
こ

と
か

で
ぎ

る
よ

う
に

す
る

。

（
２

）
関

係
構

築
力

に
関

わ
っ

て
様

々
な

人
の

意
見

や
仲

間
の

考
え

を
肯

定
的

に
聞

い
た

り
、

自
分

の
考

え
を

筋
道

立
て

て
伝

え
た

り
し

な
か

ら゙
、

対
立

や
シ

レ゙
ン

マ
に

対
し

て
、

互
い

に
納

得
て

ぎ
る

考
え

を
創

り
出

し
た

り
、

双
方

の
考

え
を

取
り

入
れ

た
り

し
な

か
ら゙

活
動

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

（
３

）
貢

献
す

る
人

間
性

に
関

わ
っ

て

○
学
び
を
ど
の
よ
う
に
ま
と
め
る
か
計
画
を
立
て
る
。

○
岐
阜
市
に
住
ん
で
い
る
方
に
伝
え
た
い
こ
と
を
整
理
し
、
何
を

伝
え
る
と
よ
い
か
分
析
す
る
。

○
岐
阜
市
に
住
ん
で
い
る
方
へ
、
自
分
た
ち
の
想
い
を
発
信
す
る

手
段
を
考
え
る
。

○
１
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
振
り
返
る
。

○
今
年
度
の
学
び
を
振
り
返
り
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
を
記
入

す
る
。

◯
個
人
の
探
究
内
容
を
交
流
す
る
。

◯
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
体
験
を
す
る
。
障
害
は
そ
の
人
が
も
っ
て
い
る
性
質
だ
け
で
な
く
、
社
会
と
人
と
の

関
わ
り
か
ら
生
ま
れ
る
障
が
い
（
偏
見
・
建
物
・
社
会
制
度
な
ど
）
も
あ
る
こ
と
を
知
る
。
 

○
多
種
多
様
な
人
と
は
ど
の
よ
う
な
人
が
い
る
の
か
を
考
え
る
。
「
障
が
い
の
有
無
」
「
外
国
籍
」

「
L
G
B
T
Q
」
「
高
齢
者
」
な
ど

〇
色
々
な
人
の
立
場
に
た
っ
て
共
生
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
、
講
話
や
体
験
活
動
を
行
う
。

〇
何
に
焦
点
を
当
て
て
誰
も
が
快
適
に
過
ご
せ
る
社
会
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
か
を
決
め
る
（
個
人
テ
ー
マ
の

設
定
）

〇
多
く
の
方
が
利
用
す
る
岐
阜
駅
や
大
学
の
施
設
な
ど
に
行
き
、
テ
ー
マ
に
関
わ
る
問
題
を
発
見
す
る
。

〇
テ
ー
マ
に
関
わ
る
問
題
を
解
消
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
考
え
る
。

〇
岐
阜
市
役
所
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
の
方
に
ア
イ
デ
ア
を
聞
い
て
も
ら
い
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
。

〇
ア
イ
デ
ア
を
岐
阜
市
役
所
に
持
ち
込
み
、
提
案
を
す
る
。

１
月

５
月

1
0
月

1
1
月
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７
年
３
組

単
元
シ
ー
ト

単
元
名

多
種
多
様
な
人
と
共
に
生
き
る

（
）

本
単
元
の
目
標

問
題
解
決
力

関
係
構
築
力

貢
献
す
る
人
間
性

身
近

な
問

題
を

解
決

す
る

た
め

に
、

自
分

た
ち

に
ど
ん

な
こ
と

が
で

き
る

か
探

究
し

、
様

々
な

人
と
出
会

い
、
意

見
を

聞
き

な
が

ら
、

計
画

を
た

て
行

動
を

起
こ

す
こ
と

が
で
き

る
よ

う
に

す
る

。

様
々

な
人

の
意

見
を

聞
く

な
か

で
生

ま
れ

た
ジ

レ
ン
マ

に
対
し

て
、
互
い

に
納

得
で

き
る

考
え

を
創

り
出

し
、
双

方
の

立
場

を
考

え
な

が
ら

活
動

す
る

こ
と

が
で

き
る
よ

う
に
す

る
。

よ
り

よ
い

社
会

に
す

る
た

め
に

努
力

し
て

い
る

方
へ

の
敬
意

を
も

ち
、
問

題
解

決
に

向
け

て
自

分
に

で
き

る

こ
と
を

考
え
、
仲
間

と
共

に
行

動
し

よ
う

と
す

る
態

度

を
養
う

。

活 動 の 計 画

・
車

椅
子

に
乗

っ
て

い
る

仲
間

の
サ

ポ
ー

ト
の
し
か
た
に
つ
い
て
考
え
る
。

・
実

際
に

障
が

い
の

あ
る

人
の

話
を

聞
い

た
り
、
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
障
が

い
の

あ
る

方
の

こ
と

を
考

え
て

い
こ

う
と
す
る
。

・
岐

阜
県

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
協

会
の

山
内

さ
ん
の
協
力
の
も
と
、
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
体
験
す
る
。

・
「
そ
の
人
の
性
質
だ
け
で
な
く
、
社
会
と

人
と
の
関
わ
り
か
ら
生
ま
れ
る
障
が
い

（
偏
見
・
建
物
・
社
会
制
度
な
ど
）
も

あ
る
」
こ
と
を
知
る
。

・
４
組
の
な
か
ま
と
合
唱
や
Ⅱ
部
祭
の
練

習
を
し
、
活
動
を
共
に
楽
し
む
。
（

）

・
多
種
多
様
な
人
と
は
ど
の
よ
う
な
人
が
い

る
の
か
を
考
え
る
。
「
障
が
い
の
有
無
」

「
外
国
籍
」
「

」
「
高
齢
者
」
な
ど

・
色
々
な
人
の
立
場
に
た
っ
て
共
生
に
つ
い

て
考
え
る
た
め
に
、

講
話
や
体
験
活
動
を

行
う
。
「
高
齢
者
疑
似
体
験
」
「
行
政
書
士

大
橋
事
務
所
の
方
の
講
話
（

）
」

「
岐
阜
市
役
所
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

」
・
何
に
焦
点
を
当
て
て
誰
も
が
快
適
に
過
ご

せ
る
社
会
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
か
を
決

め
る
（
個
人
テ
ー
マ
の
設
定
）

・
多
く
の
方
が
利
用
す
る

岐
阜
駅
や
大
学
の

施
設
な
ど

に
行
き
、

テ
ー
マ
に
関
わ
る
問

題
を
発
見
す
る
。

・
テ
ー
マ
に
関
わ
る
問
題
を
解
消
す
る
た

め
の
ア
イ
デ
ア
を
考
え
る
。

・
岐
阜
市
役
所
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
の
方

に
ア
イ
デ
ア
を
聞
い
て
も
ら
い
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
う
。

・
ア
イ
デ
ア
を
修
正
し
、
プ
レ
ゼ
ン
を
作

成
す
る
。

（
）

・
ア
イ
デ
ア
を
岐
阜
市
役
所
に
持
ち
込
み
、

提
案
を
す
る
。

・
活

動
を

通
し

て
学

ん
だ

こ
と

を
振

り
返

り
、
社
会
の
中
で
生
き
て
い
る
人
が
障
壁

を
感
じ
る
こ
と
は
多
様
で
あ
り
、
多
種
多

様
な

人
と

共
に

生
き

て
い

く
た

め
に

は
そ

の
人

の
個

性
を

よ
く

理
解

し
て

い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
に
気

付
く
。

（
）

加 筆 修 正 欄 想 定 さ れ る 姿

・
下

半
身

が
使

え
な

い
と

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

が
よ

り
難

し
く

感
じ
た

。
・
障

が
い
は
そ

の
人
個

人
の
問

題
で
は

な
く
、

周
り

の
環

境
そ

の
も

の
が

障
害

に
な

る
場

合
あ

る
こ
と

が
わ
か

っ
た
。

・
「

障
が

い
の

あ
る

方
」「

外
国

籍
の

方
」

な
ど

、
今

ま
で

自
分

た
ち

が
気

付
か

な
か

っ
た

思
い

を
も

っ

て
生
活

を
し

て
い

る
こ

と
が

わ
か

っ
た

。

・
多

種
多

様
な

人
た

ち
が

共
に

生
き

て
い

る
こ

の
社

会
を

誰
も

が
快

適
に

過
ご

せ
る

も
の

に
し

て
い

き

た
い
。

・
様
々
な
方
の
話
を
聞
き
、
色
々
な
施
設

を
見

て
自

分
な

り
に

誰
も

が
快

適
に

す
ご

せ
る

よ
う

に
す

る
た

め
の

ア
イ

デ
ア
を
形
に
で
き
た
。

・
相
手

の
立

場
に

な
っ

て
行

動
す

る
こ

と
が

、
社

会

的
障

壁
を

な
く

し
て

い
く

上
で

大
切

で
あ

る
こ

と
が
わ

か
っ

た
。
社

会
的

障
壁

は
、
大

な
り

小
な

り
誰
も

が
感

じ
て

い
る

。
だ
か

ら
こ

そ
、
同

じ
ク

ラ
ス

の
仲

間
や

違
う

学
年

の
仲

間
と

の
生

活
に

お
い
て

も
、

そ
の

考
え

を
大

切
に

し
た

い
。

実 際 の 姿

● ジ レ ン マ

■ エ ラ ー

■
設

備
や

制
度

を
整

え
る

だ
け

で
な

く
、

社
会

に
生

き
る

人
た

ち
の

意
識

を
変

え
て

い
く

こ
と

も
大
切

だ
と
わ

か
っ
た

。
そ
の

た
め
に

は
ど
う

す
れ
ば

よ
い

だ
ろ

う
。

●
人

に
よ

っ
て

得
意

な
こ

と
や

苦
手

な
こ

と
が

異
な

る
よ

う
に

、
社

会
的

障
壁

も
人

に
よ

っ
て

違
う
。
そ

う
い

っ
た
も

の
を
無

く
し
て

い
く
た

め
に
大

切
な

こ
と

は
な

ん
だ
ろ

う
。

■
車

椅
子
を

後
ろ
か

ら
押
し

て
あ
げ

る
こ
と

は
、
か

え
っ
て

危
険

な
ん

だ
。

●
障

が
い
の

あ
る
人

が
近
く

に
い
た

ら
、
サ

ポ
ー
ト

し
て
い

き
た

い
。

で
も

ど
う
サ

ポ
ー
ト

す
れ

ば
よ
い

か
が
分

か
ら
な

い
。

●
自

分
の

何
気

な
い

行
動

が
障

害
を

作
っ

て
い

る
か

も
し

れ
な

い
。

そ
う

い
っ

た
も

の
を

無
く

し
て

い
く

に
は
ど

う
す
れ

ば
よ
い

だ
ろ
う

。

― 72 ― ― 73 ―



７
年
３
組

本
時
案

（
１
）
目
標 外
部
講
師
の
方
か
ら
聞
い
た
話
の
内
容
や
実
際
に
岐
阜
駅

、
メ
デ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス
な
ど

に
行
っ
て
様
子
を
見
て
き
た
経
験
を
も
と
に
、
誰
も
が
快
適
に
す
ご
せ
る

社
会
を
つ
く
る
た
め
の

ア
イ
デ
ア
を
考
え
、
多
種
多
様
な
人
々
の
立
場
に
た
っ
て
計
画
を
立
て
よ
う
と
す
る
。（

問
題
解
決

力
）

（
２
）
道
徳
的
価
値
判
断
に
関
わ
っ
て

身
近
に
い
る
人
た
ち
の
個
性
や
立
場
を
尊
重
し
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
活
動
案
を
見
直
し
て
い
く

。
（
相
互
理
解
、
寛
容
）

本
時
（

）
活
動
内
容
（
○
教
師
の
発
問

・
予
想
さ
れ
る

児
童
生
徒
の
発
言
）

教
師
の
手
立
て
と
見
届
け

１
前
時
の
活
動
を
振
り
返
る

〇
誰
も

が
快

適
に

す
ご

せ
る

社
会

を
つ

く
る

た
め

に
、

こ
れ

ま
で

ど
の
よ

う
な

こ
と

を
学

ん
で

き
ま

し
た

か
。

・
シ
ッ

テ
ィ

ン
グ

バ
レ

ー
を

体
験

し
て

、
障
が

い
の

有
無

に
か

か
わ

ら
ず

お
互

い
の

個
性

を
認

め
合

い
な

が
ら

共
に

何
か

に
打

ち
込

む
こ

と
の

楽
し
さ

を
学

ん
だ

。

・
高
齢

者
疑

似
体

験
を

通
し

て
、

高
齢

者
の

方
の

生
活

が
想

像
以

上
に
大

変
だ

と
い

う
こ

と
が

わ
か

っ
た

。

・
行
政

書
士

大
橋

事
務

所
の

方
の

お
話

を
聞

い
て

、
の

方
の

権
利

が
徐

々
に

認
め

ら
れ

つ
つ

あ
る

こ
と

を
知

っ
た

。

・
岐
阜

駅
や

メ
デ

ィ
ア

コ
ス

モ
ス

に
行

き
、

様
々

な
人

が
快

適
に

利
用
で

き
る

よ
う

な
工

夫
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
知

っ
た

。

〇
学
ん

で
き

た
こ

と
を

生
か

し
、

今
日

は
ど

の
よ

う
な

こ
と

を
考

え
ま
す

か
。

２
テ
ー
マ
別
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

誰
も
が
快
適
に
す
ご
せ
る
社
会
に
す
る
た
め
の
方
法
を
考
え
る

３
本
時
の
学
び
の

振
り
返

り
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
く

・
ど

の
グ

ル
ー

プ
も
「
相

手
の

立
場

に
た

っ
て

物
事

を
考

え
る
」
と

い
う

こ
と

を
大

切
に

し
て

方
法

を
考

え
て

い
た

。
こ

の
ア

イ
デ

ア
が

採
用

さ
れ
た

ら
き

っ
と

、
多

く
の

人
が

快
適

に
す

ご
せ

る
社

会
に

な
っ

て
い
く

と
思

う
。
し
か

し
、
こ

の
ア

イ
デ

ア
が

実
現

で
き

る
か

や
本

当
に

多
く
の

人
の

幸
せ

に
つ

な
が

る
ア

イ
デ

ア
な

の
か

は
、
実
際

に
市

政
を
行

っ
て

い
る

方
の

意
見

を
聞

く
必

要
が

あ
る

。
こ
の

ア
イ
デ

ア
を

提

案
し
て

、
採

用
し

て
も

ら
え

る
よ

う
に

自
分

た
ち

の
思

い
を

上
手

く
伝
え

ら
れ

る
よ

う
な

準
備

を
し

て
い

き
た

い
。

○
こ

れ
ま

で
に

出
会

っ
た

講
師

の
方

と
の

対
話

の
様

子
を

ス
ラ

イ
ド

で
振

り
返

り
、
学

ん
で
き

た
内

容
を
想

起
し
て

課
題
化

が
で
き

る
よ

う
に
す

る
。

○
３

人
１
グ

ル
ー
プ

で
活
動

し
、
テ

ー
マ

別
に
小

集
団
に

分
か
れ

て
ア

イ
デ

ア
を

考
え
る

こ
と
に

よ
っ
て

、
よ

り
個
人

の
願
い

や
思
い

が
反

映
さ
れ

た
ア
イ

デ
ア
を

ま
と
め

ら
れ
る

よ
う
に

す
る
。

〇
岐

阜
市
役

所
人
権

啓
発
セ

ン
タ
ー

の
方
と

つ
な
ぎ

、
生

徒
が
相

談
し

た
い

こ
と

が
あ
っ

た
と
き

に
、
質

問
が

で
き
る

よ
う
な

環
境
を

設
定

す
る

。
ま

た
、
ア
イ

デ
ア
が

ま
と
ま

っ
た

グ
ル
ー

プ
は

、
自

分
た

ち
の
考

え
た
事

を
伝
え

、
誰

も
が
快

適
に
す

ご
せ
る

社
会
に

つ
な

が
っ

て
い

く
も

の
に

な
っ

て
い

る
か

ど
う

か
意

見
を

も
ら

う
。
こ

う
す

る
こ
と

で
、
生

徒
が

主
体
的

に
自
分

の
考
え

を
修
正

し
計

画
を
改

善
し
て

い
け
る

よ
う
に

す
る
。

〇
教

師
が
抽

出
し
た

グ
ル
ー

プ
が
ア

イ
デ
ア

を
発
表

す
る
。
そ
の

グ
ル

ー
プ

が
考

え
た

内
容

の
良

い
と

こ
ろ

を
交

流
す

る
こ

と
で

、
「

相
手

の
立

場
に

た
っ

て
考

え
る

こ
と

」
の

大
切

さ
を

共
有

す
る

。

目
標
に

迫
っ

た
姿

を
ど

の
よ

う
に

見
届

け
る

か

こ
れ

ま
で

に
体

験
し

た
こ

と
や

聞
い

た
こ

と
な

ど
を

も
と

に
、

相
手

の

立
場

に
た

っ
て

物
事

を
考

え
な

が
ら

、
誰

も
が

快
適

に
す

ご
せ

る
社

会

を
つ
く

る
た

め
の

ア
イ

デ
ア

を
考

え
て

い
る

。
（
問

題
解

決
力

）

・
話

し
合

い
で

の
発

言
の

様
子

や
振

り
返

り
の

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

の
記

述

か
ら
見

届
け

る
。

誰
も
が
快
適
に
す
ご
せ
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
考
え
よ
う
。

＜
外
国
籍
の
方
と
共
に
生
き
る
＞

・
岐
阜
市
役
所
の
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
の
方
に
見
せ
て
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
岐
阜
市
に
住
ん
で
い
る
外
国
籍
の
方
が
一

番
望
ん
で
い
る
こ
と
は
、「

日
本
語
や
日
本
の
文
化
、
社
会
に
つ
い
て
知
り
た
い
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
外
国
籍
の
方
に
日
本

の
文
化
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
た
い
。
で
も
、
外
国
籍
の
方
が
知
り
た
が
っ
て
い
る
日
本
の
文
化
、

社
会
と
は
ど
ん
な
こ
と
な
の
か
を
も
う
少
し
詳
し
く
聞
い
て
計
画
を
立
て
て
い
き
た
い
。

＜
障
が
い
の
あ
る
方
と
共
に
生
き
る
＞

・
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
の
田
中
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
一
緒
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
が
た
く

さ
ん
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
変
な
高
齢
者
の
方
も
障
が
い
の
あ
る
方
も
小
さ
な
子
で
も
誰
も
が
一
緒
に
な
っ
て
楽

し
め
る
会
を
計
画
し
て
、
年
齢
関
係
な
く
こ
の
街
に
住
む
色
々
な
人
と
楽
し
い
時
間
を
共
有
で
き
る
場
を
作
り
た
い
。

＜
の
方
と
共
に
生
き
る
＞

・
行
政
書
士
大
橋
事
務
所
の
方
の
話
を
聞
い
て
、
岐
阜
県
で
も
９
月
１
日
か
ら
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
知

っ
た
。
そ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
た
経
緯
や
、

の
方
が
望
ん
で
い
る
声
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、

の
方
へ

の
理
解
が
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い
く
と
思
う
。
そ
の
た
め
の
プ
レ
ゼ
ン
を
作
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス
な
ど
の
多
く
の
人
が
集
ま
る
場
所

で
調
べ
た
り
実
際
に
取
材
し
た
こ
と
を
伝
え
た
い
。
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第８学年 学びのカテゴリー「社会に生きる」

８年３組は、「自分はどんな関わりの中

で生きているか」の視点をもって大阪研

修へ赴き、様々な体験活動を行う中で社

会に生きる人々と出会い、「変化していく

社会の中で自分はどう生きるか」という

学級の探究テーマを設定した。テーマを

設定する過程で「社会とは何か」を仲間

と対話し、自分を取り巻く社会にアプロ

ーチできる多様な視点に気付くことがで

きた。どのような視点からどんな問いを

もち、どんな研修先を選択すれば、自分

が生きていく社会を捉えることができる

のかを協働的に考え、自分の生きる「社

会」と、その社会でどう生きるかを見い

だそうとしている。

年 組は、「大阪には何があるか」と

いう視点をもって、大阪研修に出かけ、

町工場で働く人との出会いや様々な施設

での体験活動から「誰もが幸せな社会と

はどんな社会か」という探究テーマを作

り出した。「幸せとは何か」を仲間と対話

するなかで、本当の幸せとは何かを深く

考えたり、社会にも目を向け、地域の特

産品の開発に副業で取り組む人や長良川

の自然環境の保護に取り組む人とも「幸

せとは何か」を対話したりしてきた。も

っと幸せについて様々な視点から考え、

自分の生き方を考えることができるよう

に、仲間と問いを創り出し、どう生きる

かを探究している。

大塚 光朗
浅井 拓也
髙橋 亮
大坪 雅詩
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カ
テ
ゴ
リ
ー
設
定
の

理
由

学
び
の
基
盤
と
な
る

道
徳
的
諸
価
値

　
７
年
生
ま
で
に
、
様
々
な
問
題
と
出
会
い
、
解
決
し
て
い
く
過
程
で
、
自
分
を
取
り
巻
く
社
会
で
生
き
る
人
々
は
、
い
ろ
い
ろ
な
見
方
や
考
え
方
を
も
っ
て
生
き
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
な
が
ら
学
ん
で
き
た
。
自
分
の
得
意
な
こ
と
や
苦
手
な
こ
と

が
認
識
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
の
将
来
の
こ
と
も
考
え
る
時
期
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
生
か
し
、
多
様
な
価
値
観
を
も
つ
人
が
生
き
る
社
会
で
「
自
分
は
こ
れ
か
ら
ど
う
生
き
て
い
き
た
い
の
か
？
」
を
考
え
、
自
身
の
将
来
を

見
据
え
る
。
そ
の
将
来
を
考
え
る
中
で
、
自
分
に
必
要
な
も
の
や
磨
く
べ
き
こ
と
等
を
模
索
し
、
判
断
し
、
そ
れ
ら
を
確
立
さ
せ
る
た
め
行
動
す
る
姿
を
具
現
さ
せ
た
い
。

向
上
心
、
個
性
の
伸
長
・
希
望
と
勇
気
、
克
己
と
強
い
意
志
・
真
理
の
探
究
、
創
造
・
思
い
や
り
、
感
謝
・
礼
儀
・
相
互
理
解
、
寛
容
・
社
会
参
画
、
公
共
の
精
神
・
勤
労
・
よ
り
よ
い
学
校
生
活
、
集
団
生
活
の
充
実
・
郷
土
の
伝
統
と
文
化
の
尊

重
、
郷
土
を
愛
す
る
態
度
・
国
際
理
解
、
国
際
貢
献
・
自
然
愛
護
・
よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び

・
国

語
：

国
語

の
学

び
を

振
り

返
ろ

う
　

～
テ

ー
マ

を
決

め
て

話
し

合
い

、
壁

新
聞

を
つ

く
る

～
・

社
会

：
開

国
と

近
代

日
本

の
歩

み
（

産
業

革
命

と
資

本
主

義
）

・
理

科
：

自
然

環
境

、
生

態
系

　
　

・
家

庭
科

：
食

品
に

関
わ

る
こ

と
・

技
術

：
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

　
　

・
外

国
語

：
r
e
s
e
a
r
c
h
 
y
o
u
r
 
t
o
p
i
c

学
び
を
構
成
す
る

要
素

社
会
　
社
会
問
題
　
自
然
環
境
　
科
学
技
術
　
S
D
G
s
　
後
継
者
不
足
　
外
国
人
労
働
者
　
勤
労
　
多
様
性
　
伝
統
文
化
　
食
文
化
　
福
祉
　
人
間
関
係
　
　
地
域
社
会
　
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
　
働
き
方

Ⅰ
 
「

社
会

」
を

見
つ

め
る

　
（

2
7
時

間
）

１
月

1
2
月

1
1
月

1
0
月

９
月

教
科
等
と
の
関
連

・
国

語
：

聞
き

上
手

に
な

ろ
う

～
質

問
で

思
い

や
考

え
を

引
き

出
す

～
・

社
会

：
日

本
の

地
域

的
特

徴
と

地
域

区
分

（
人

口
、

産
業

、
交

通
、

通
信

）
・

数
学

：
デ

ー
タ

の
分

析
　

デ
ー

タ
の

比
較

と
箱

ひ
げ

図
　

確
率

　
標

本
調

査
・

理
科

：
自

然
環

境
、

生
態

系
　

　
・

家
庭

科
：

食
品

に
関

わ
る

こ
と

　 主 体 的 に 情 報 を 収 集 す る

　 プ ロ ジ ェ ク ト を 立 ち 上 げ 、 実 行 す る

単
元
名

（
時
数
）８

年
１
組

年
間
指
導
計
画

（
東
大
阪
モ
ノ
づ
く
り
校
外
学
習
先
）

・
㈱
盛
光
S
C
M
 
 
・
ノ
ー
ス
ヒ
ル
ズ
溶
接
工
業
㈱
 
 
・
三
島
硝
子
建
材
㈱
 
 
・
㈱
富
士
製
作
所
 
 
・
フ
セ
ハ
ツ
工
業
㈱
 
 
・
野
田
金
属
工
業
㈱
 
 
・
(
有
)
ア
ー
ト
ス

テ
ー
ジ
 
 
・
川
村
義
肢
㈱

・
㈱
M
A
C
H
I
C
O
C
O
 
 
・
協
立
化
工
業
㈱
 
 
・
ワ
シ
ョ
ウ
金
属
工
芸
 
 
・
（
一
社
）
河
内
木
綿
は
た
お
り
工
房

（
大
阪
校
外
学
習
先
校
外
学
習
先
）

・
万
博
記
念
公
園
レ
ガ
シ
ー
ツ
ア
ー
　
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
吹
田
　
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
・
お
お
さ
か
A
T
C
グ
リ
ー
ン
エ
コ
プ
ラ
ザ
　
・

海
遊
館
　
・
N
H
K
大
阪
放
送
局
　
・
大
阪
府
庁
　
・
ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
　
・
天
王
寺
動
物
園
　
・
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
　
・
甲
子
園
球
場

・
江
崎
グ
リ
コ
記
念
館
　
・
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
・
梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル

 
　
 
想
定
さ
れ
る

 
　
 
●
ジ
レ
ン
マ

 
　
 
■
エ
ラ
ー

 
【
道
徳
的
諸
価
値
】

■
こ

れ
か

ら
ど

ん
な

こ
と

を
考

え
、

み
ん

な
と

学
ん

で
い

く
と

い
い

の
か

。
●

他
の

人
の

「
社

会
」

と
自

分
の

思
い

浮
か

べ
た

「
社

会
」

は
違

う
け

ど
「

社
会

」
っ

て
何

な
ん

だ
ろ

う
。

●
幸

せ
っ

て
何

な
の

か
？

ど
う

し
た

ら
幸

せ
に

な
れ

る
の

か
。

何
を

幸
せ

と
言

う
の

か
。

●
ど

う
し

て
「

働
く

」
の

か
。

お
金

の
た

め
？

本
当

に
そ

れ
だ

け
な

の
か

？
●

ど
う

し
た

ら
自

分
の

「
社

会
」

を
知

る
こ

と
が

で
き

る
だ

ろ
う

。
「

社
会

」
に

対
し

て
で

き
る

こ
と

は
何

か
あ

る
の

か
？

【
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

・
思

い
や

り
、

感
謝

・
相

互
理

解
、

寛
容

・
社

会
参

画
、

公
共

の
精

神
・

勤
労

・
国

際
理

解
、

国
際

貢
献

　
な

ど
　

】

主
な
学
習
活
動

Ⅱ
 
「

社
会

」
を

見
つ

め
直

す
　

（
5
8
時

間
）

５
月

３
月

２
月

人
材
活
用

施
設

第
８
学
年
の
目
標

月
４
月

○
前

年
度

の
「

多
様

性
」

の
学

び
を

振
り

返
り

、
自

分
が

生
き

て
い

る
身

の
回

り
に

あ
る

も
の

を
捉

え
る

。
○

大
阪

研
修

で
研

修
し

た
い

こ
と

、
見

て
み

た
い

も
の

、
聞

き
た

い
こ

と
を

も
と

に
校

外
学

習
先

を
決

め
る

。
○

大
阪

研
修

の
事

前
学

習
や

準
備

を
す

る
。

○
大

阪
研

修
で

体
験

活
動

や
調

査
活

動
を

行
う

。
・

東
大

阪
モ

ノ
づ

く
り

研
修

・
大

阪
校

外
学

習
先

研
修

○
大

阪
研

修
で

の
学

び
を

振
り

返
る

。

○
問

い
を

立
て

、
対

話
す

る
こ

と
を

通
し

て
学

級
の

探
究

テ
ー

マ
を

設
定

す
る

。
○

探
究

テ
ー

マ
の

設
定

理
由

や
、

で
き

る
ま

で
の

過
程

を
ま

と
め

る
。

○
探

究
テ

ー
マ

に
つ

い
て

、
名

大
附

属
中

と
交

流
す

る
。

○
身

近
な

地
域

の
問

題
に

つ
い

て
考

え
る

人
や

地
域

の
魅

力
を

発
信

す
る

た
め

に
活

動
し

て
い

る
人

に
出

会
う

。
○

探
究

テ
ー

マ
を

も
と

に
、

夏
休

み
の

計
画

を
立

て
る

。

８
月

７
月

「
学
び
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
：
社
会
に
生
き
る
（
全
1
0
5
時
間
）

■
ど

こ
に

研
修

に
行

く
と

探
究

テ
ー

マ
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

の
か

分
か

ら
な

い
。

■
行

き
た

い
校

外
学

習
先

に
連

絡
を

取
っ

た
が

、
日

時
が

調
整

で
き

な
か

っ
た

。
校

外
学

習
先

か
ら

の
許

可
が

も
ら

え
な

か
っ

た
。

■
自

分
た

ち
の

行
き

た
い

校
外

学
習

先
の

良
さ

の
伝

え
方

（
プ

レ
ゼ

ン
の

方
法

）
が

分
か

ら
な

い
。

●
自

分
が

探
究

し
た

い
事

柄
と

、
仲

間
が

探
究

し
た

い
事

柄
が

明
ら

か
に

違
う

。
両

方
の

意
見

も
分

か
る

け
れ

ど
、

片
方

を
尊

重
す

る
と

も
う

片
方

が
尊

重
さ

れ
な

く
な

る
。

ど
う

し
た

ら
い

い
だ

ろ
う

？
●

対
立

し
て

い
る

視
点

の
ど

ち
ら

を
探

究
し

て
い

く
と

い
い

だ
ろ

う
？

●
ど

こ
に

研
修

に
行

く
の

か
多

数
決

で
決

め
て

本
当

に
い

い
の

か
な

？
話

し
合

い
で

本
当

に
み

ん
な

納
得

で
き

る
の

か
な

？
【

向
上

心
、

個
性

の
伸

長
・

希
望

と
勇

気
、

克
己

と
強

い
意

志
・

思
い

や
り

、
感

謝
・

礼
儀

・
相

互
理

解
、

寛
容

・
遵

法
精

神
、

公
徳

心
・

社
会

参
画

、
公

共
の

精
神

・
勤

労
・

よ
り

よ
い

学
校

生
活

、
集

団
生

活
の

充
実

・
郷

土
の

伝
統

と
文

化
の

尊
重

、
郷

土
を

愛
す

る
態

度
・

自
然

愛
護

・
よ

り
よ

く
生

き
る

喜
び

な
ど

　
】

・
ぎ

ふ
コ

ー
ラ

・
長

良
川

漁
協

・
夏

休
み

に
調

べ
て

き
た

校
外

学
習

先
な

ど

・
国

語
：

立
場

を
尊

重
し

て
話

し
合

お
う

～
討

論
で

多
角

的
に

検
討

す
る

～
　

・
社

会
：

日
本

の
諸

地
域

・
数

学
：

デ
ー

タ
の

分
析

　
デ

ー
タ

の
比

較
と

箱
ひ

げ
図

　
確

率
　

標
本

調
査

・
理

科
：

自
然

環
境

、
生

態
系

　
・

音
楽

：
日

本
の

伝
統

芸
能

・
家

庭
科

：
食

品
に

関
わ

る
こ

と
　

　
・

技
術

：
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

　
　

・
外

国
語

：
U
n
i
v
e
r
s
a
l
 
D
e
s
i
g
n

６
月

○
夏

休
み

に
実

施
し

た
個

人
探

究
を

も
と

に
、

校
外

学
習

の
計

画
を

立
て

る
。

○
小

グ
ル

ー
プ

ご
と

に
ア

ポ
イ

ン
ト

を
取

り
、

校
外

学
習

の
計

画
案

を
校

外
学

習
先

に
プ

レ
ゼ

ン
す

る
。

○
学

級
の

探
究

テ
ー

マ
を

も
と

に
話

し
合

い
、

校
外

学
習

の
校

外
学

習
先

を
決

定
す

る
。

○
校

外
学

習
の

準
備

を
し

て
、

校
外

学
習

を
実

施
す

る
。

○
校

外
学

習
で

の
学

び
を

名
大

附
属

中
と

交
流

し
、

ま
と

め
る

。

○
新

た
な

問
い

を
も

と
に

、
小

グ
ル

ー
プ

で
次

の
校

外
学

習
の

計
画

を
立

て
る

。
○

小
グ

ル
ー

プ
ご

と
に

ア
ポ

イ
ン

ト
を

取
り

、
校

外
学

習
の

計
画

案
を

校
外

学
習

先
に

プ
レ

ゼ
ン

す
る

。
○

学
級

の
探

究
テ

ー
マ

を
も

と
に

話
し

合
い

、
校

外
学

習
の

校
外

学
習

先
を

決
定

す
る

。
○

校
外

学
習

の
準

備
を

し
て

、
校

外
学

習
を

実
施

す
る

。
○

校
外

学
習

で
の

学
び

を
交

流
し

、
ま

と
め

る
。

※
小

グ
ル

ー
プ

で
の

活
動

を
通

し
て

得
た

学
び

を
探

究
テ

ー
マ

に
還

元
で

き
る

よ
う

に
留

意
※

段
階

的
に

校
外

学
習

の
条

件
を

変
更

※
探

究
し

た
い

内
容

や
分

野
に

分
か

れ
た

グ
ル

ー
プ

編
成

を
行

う

（
３
）
貢
献
す
る
人
間
性
に
関
わ
っ
て

（
２
）
関
係
構
築
力
に
関
わ
っ
て

自
分
や
社
会
を
見
つ
め
直
し
、
社
会
に
生
き
る
人
々
に
敬
意
を
も
ち
な
が
ら
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
他
者
と
共
に
社
会
の
た
め
に
行
動
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

（
１
）
問
題
解
決
力
に
関
わ
っ
て

実
社
会
や
実
生
活
の
中
に
あ
る
問
題
に
対
す
る
問
い
を
生
み
出
し
、
そ
の
問
い
を
解
決
す
る
た
め
に
何
が
で
き
る
か
、
様
々
な
視
点
や
立
場
か
ら
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

仲
間
や
実
社
会
に
生
き
る
人
の
考
え
を
共
感
的
に
受
け
入
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
や
考
え
を
踏
ま
え
た
上
で
、
他
者
と
協
働
し
な
が
ら
納
得
解
や
最
適
解
を
導
こ
う
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

Ⅲ
 
「

社
会

」
を

考
え

る
　

（
2
0
時

間
）

○
新

た
な

問
い

を
も

と
に

東
京

研
修

の
研

修
計

画
を

小
グ

ル
ー

プ
ご

と
に

計
画

す
る

。
○

研
修

計
画

、
行

程
な

ど
を

プ
レ

ゼ
ン

に
ま

と
め

る
。

○
小

グ
ル

ー
プ

ご
と

に
校

外
学

習
先

に
ア

ポ
イ

ン
ト

を
取

り
、

校
外

学
習

の
企

画
を

プ
レ

ゼ
ン

す
る

。
○

研
修

計
画

や
行

程
な

ど
を

修
正

す
る

。
○

東
京

研
修

の
事

前
準

備
を

行
う

。
○

探
究

を
振

り
返

り
、

名
大

附
属

中
と

交
流

を
す

る
と

と
も

に
自

分
の

変
容

や
成

長
を

ま
と

め
る

。
○

１
年

間
の

学
び

を
ま

と
め

、
次

年
度

の
学

び
の

イ
メ

ー
ジ

を
も

つ
。

■
東

京
で

は
、

ど
こ

に
研

修
に

行
く

と
探

究
テ

ー
マ

に
つ

い
て

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
の

か
分

か
ら

な
い

。
■

岐
阜

の
人

と
東

京
の

人
で

考
え

て
い

る
幸

せ
は

違
う

の
か

。
■

行
き

た
い

と
こ

ろ
は

あ
る

け
ど

、
時

間
が

足
り

な
い

。
●

自
分

た
ち

の
探

究
し

た
幸

せ
と

他
の

グ
ル

ー
プ

が
探

究
し

た
幸

せ
が

対
立

し
て

い
る

。
ど

ち
ら

を
幸

せ
と

と
ら

え
る

べ
き

か
。

【
向

上
心

、
個

性
の

伸
長

・
礼

儀
・

相
互

理
解

、
寛

容
・

遵
法

精
神

、
公

徳
心

・
社

会
参

画
、

公
共

の
精

神
・

よ
り

よ
い

学
校

生
活

、
集

団
生

活
の

充
実

・
よ

り
よ

く
生

き
る

喜
び

　
な

ど
　

】

・
他

の
テ

ー
マ

を
探

究
し

て
い

る
仲

間
・

Ⅱ
期

で
出

会
っ

た
人

や
校

外
学

習
先

― 76 ―



８
年
１
組

単
元
シ
ー
ト

単
元
名

「
社
会
」
を
見
つ
め
直
す

（
）

本
単
元
の
目
標

問
題
解
決
力

関
係
構
築
力

貢
献
す
る
人
間
性

探
究
の
問

い
を

解
決
し

て
い
く

た
め

に
は
誰

と
出
会
い
、
何
を
体
験
し

、
何
を
学
ぶ
べ
き
か
を
計

画
し
、
行

動
に

結
び

付
け
る

こ
と
が

で
き
る

よ
う
に
す
る
。

自
分
の

思
い
を
伝
え
た
り

仲
間
の
考
え
を
共

感
的
に

受
け
入

れ
た
り
し
な
が
ら

、
そ
れ
ぞ
れ
の
願

い
や
思

い
を
踏

ま
え
て

探
究
テ
ー

マ
に
迫
る
こ
と
の

で
き
る

校
外
学

習
先

を
決
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す

る
。

自
分
だ

け
で
な
く
仲
間
に

と
っ
て
も
学
び
に

な
る
こ

と
を
考

え
て

校
外
学
習
先

を
提
案
、
決
定
し

よ
う
と

す
る
態

度
や

、
校
外
学
習

先
の
方
々
の
生
き

方
に
触

れ
、
今

の
自
分
に
は
何
が

で
き
る
か
考
え
よ

う
と
す

る
態
度
を
養
う
。

活 動 の 計 画

〇
夏
休
み
の
探
究
を
交
流
す

る
。

〇
探
究
テ
ー
マ
を
も
と
に
問

い
を
つ
く
り
、
そ
の
グ
ル

ー
プ
内
で
「
問
い
の
解
決

に
向
け
て
、
こ
の
校
外
学

習
先
に
行
っ
て
こ
ん
な
体

験
を
し
た
い
」
を
決
め
、

プ
レ
ゼ
ン
を
作
成
す
る
。

（
）

○
「
な
ぜ
そ
の
校
外
学
習
先

に
行
き
た
い
の
か
」
を

校
外
学
習
先
の
担
当
者

に
プ
レ
ゼ
ン
す
る
。

〇
校
外
学
習
先
の
担
当
者
の
反
応
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
を

修
正
す
る
。

〇
ク
ラ
ス
内
で
各
グ
ル
ー
プ
が
プ
レ
ゼ
ン
発
表
し
、

ク
ラ
ス
で
１
つ
（
２
つ
）
を
決
定
す
る
。

〇
ク
ラ
ス
で
決
め
た
１

つ
（
２
つ
）
に
赴
き
、
問
い

に
対
し
て
の
知
見
を
深
め
る
。

〇
体
験
し
て
得
た
情
報
を
整
理
し
、
そ
れ
を
も
と
に

次
の
問
い
を
作
る
。

（
）

〇
探
究

テ
ー
マ

に
迫
る
こ

と
の
で
き
る

校
外

学
習
先

と
問
い
を
各
グ
ル
ー
プ
で
つ
く
る

。
○
問
い
を
ク
ラ
ス
で
対
話
し

、
考
え
を
深
め
る
。

○
こ
こ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
１
組
の
探
究
テ

ー
マ
に
対
し
て
の
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
た
り
、

次
の
活
動
の
計
画
を
立
て
た
り
す
る
。

〇
一
人

一
人
の
興
味
や
関

心
、
問
い
を
も
と

に
グ
ル

ー
ピ

ン
グ
し
、
そ
の

中
で
次
の

校
外

学
習
先

を
考

え
る
。

（
）

〇
１

回
目
の

校
外
学
習
で

の
考
え
を

も
と
に

２
回
目

の
校
外
学
習
先
を
決
め
る
方
法
な
ど
を
決
め
る
。

〇
１

回
目
と
は
別
の
グ
ル

ー
プ
を
形
成
し
、

２
回
目

の
体
験
先
を
決
め
プ
レ
ゼ
ン
を
作
成
す
る
。

〇
相
手

先
に
体
験
さ
せ
て

も
ら
い
た
い
理
由

を
プ
レ

ゼ
ン
し
、
そ
の
後
修
正
強
化
す
る
。

○
ク

ラ
ス

内
で

各
小

グ
ル

ー
プ

が
プ

レ
ゼ

ン
発

表
し
、
ク
ラ
ス
で
２
つ
校
外
学
習
先

を
決
定
す
る
。

〇
名
大

附
属
中
と
交
流
し

、
自
分
の
考
え
の

変
容
や

成
長
を
ま
と
め
る
。

（
１

）

加 筆 修 正 欄 想 定 さ れ る 姿

・
み

ん
な
に

と
っ
て

学
び

に
な
る

企

業
は
何
か

と
考
え

、
提
案

す
る

。

・
複

数
の
提

案
の
中

で
自

分
の
気

持

ち
に

折
り
合

い
を
つ

け
て

１
社
に

決
定
、
判

断
す
る

。

・
ど

う
す

れ
ば

自
分

た
ち

の
提

案

が
選

ば
れ

る
か

を
考

え
て

プ
レ

ゼ
ン
内
容

を
工
夫

す
る

。

・
校
外
学

習
先

の
反
応
を

受
け
プ

レ
ゼ
ン

を
改
善

す
る

。

・
各
グ
ル

ー
プ
の

発
表
を

聞
き
、

そ
の

校
外

学
習

先
に
赴

く

こ
と
の
良

さ
に
気

付
い
た

り
、
自

分
た
ち

が
提
案

す
る

校

外
学
習
先

の
良
さ

を
語
っ

た
り
す

る
。

・
自
分
の

提
案
し

た
企
業

に
行
け

な
か
っ

た
け
れ

ど
、
実

際

に
体
験
に

行
っ
て

み
て
学

び
が
あ

っ
た
こ

と
を
認

識
し
た

り
考
え
が

変
容
し

た
り
し

た
自
分

を
振
り

返
る

。

・
体
験
で

得
た
情

報
か
ら

新
た
な

問
い
を

見
い
だ

す
。

・
１

回
目

の
プ

レ
ゼ

ン
の

経
験

か
ら

２
回

目
の

プ
レ

ゼ
ン

内

容
を
工
夫

し
て
作

成
し
た

り
、
校
外
学

習
先

へ
の
伝
え

方
を

改
善
し
た

り
す
る

。

・
複

数
の

提
案

の
中

で
自

分
の

思
い

や
願

い
に

折
り

合
い

を

つ
け
て
選

択
、
判

断
す
る

。

・
ど

う
す

れ
ば

自
分

た
ち

の
提

案
が

選
ば

れ
る

か
を

考
え

て

プ
レ
ゼ
ン

内
容
を

工
夫
す

る
。

・
１

回
目

と
２

回
目

の
体

験
で

の
自

分
の

考
え

が
ど

の
よ

う

に
変

容
し

た
か

、
ど

の
よ

う
に

強
化

さ
れ

た
か

を
振

り
返

る
。

・
一

人
一

人
の

興
味

や
関

心
を

も
と

に
編

成
さ

れ
た

グ
ル

ー

プ
で
集
ま

っ
た
と

き
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の

学
級
で

の
学
び

を
交

流
し
、
良
さ

や
課
題
を

踏
ま
え

た
上
で

次
の
校

外
学
習

先
を

考
え
る

。

実 際 の 姿

● ジ レ ン マ

■ エ ラ ー

■
探
究
テ
ー
マ
に
迫
る
に
は
ど
ん
な
校
外
学
習
先
が
よ
い
か
分
か
ら
な
い
。

■
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
が
提
案
し
た
校
外
学
習
先
は
選
ば
れ
な
か
っ
た
。

●
私
は
校
外
学
習
先

へ
行
き
た
い
が
、
他
の
メ
ン
バ

ー
は
校
外
学
習
先

へ
行
き
た
い
。
校
外
学
習
先

の
良
さ
は
分
か
る
。
ど
ち
ら
に
行
く
べ
き
か
。

■
校
外
学
習
先
に
行
く
目
的
を
う
ま
く
伝
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

■
１
回
目

の
校
外

学
習
で

作
っ
た

問
い

は
ど
の

よ
う
に

探
究
テ

ー
マ

と
つ
な
が
る
か
。

●
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
発
展
し
、
私
た
ち
は
幸
せ
に
な
る
が
、

そ
れ
は
自
然
環
境
の
た
め
に
は
な
ら
な
い
。
ど
う
し
た
ら
い

い
だ
ろ
う
。

●
私
の
幸
せ
か
み
ん
な
の
幸
せ
の
ど
ち
ら
を
優
先
す

べ
き
だ
ろ
う
。
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８
年
１
組

本
時
案

（
１
）
目
標

各
グ
ル
ー
プ
の

問
い
と
校
外
学
習
計
画
に
は
、
ど
ん
な
価
値
が
あ
る
か
話
し
合
う
こ
と
を
通
し
て
、

学
級
の
探
究

テ
ー
マ
「
私
た
ち
は
幸
せ
に
な
れ
る
の
か
」
と
の
関
連
を

も
と
に
、
ど
の
価
値
か
ら
探
究
テ
ー
マ
に
迫

る
と
よ
い
か
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

。
（
問
題
解
決
力
）

（
２
）
道
徳
的
価
値
判
断
に
関
わ
っ
て

各
グ
ル
ー
プ
の
問
い
と
校
外
学
習
計
画
に
あ
る
価
値
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

た
上
で

、
ど
の
問
い
と

校
外
学
習

計
画
が
、
学
級
や

自
ら
の
探
究
に
お

け
る
新
た
な
見
方
や
考

え
方
の
発
見
、
創
造
に
つ
な
が
り
、
自
分
の
生
き
方
を
豊
か
に
す
る
も
の
か
に
つ
い
て
考
え
、
議
論
す
る
。（

真
理
の
探
究

、
創
造
）

本
時

（
）

活
動
内
容
（
○
教
師
の
発
問

・
予
想
さ
れ
る

児
童

生
徒
の
発
言
）

○
教
師
の
手
立
て
と
見
届
け

１
前
時
の
プ
レ
ゼ
ン
発
表
を

振
り
返

り
、
本
時
の
見
通
し
を
も
つ

〇
プ
レ
ゼ
ン
発
表
を
し
て
各
グ
ル
ー
プ
の
意
見
を
聞
い
た
け
ど
、
今
日
は
何
を

し
た
い
で
す
か

。
・
ど
の
グ
ル
ー
プ
の
問
い
も
校
外
学
習
先
も
い
い
と
思
う
か
ら
、
ど
う
や
っ
て
決
め
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
。

２
全
体
で
各
グ
ル
ー
プ
へ
質
問
す
る

○
各
グ
ル
ー
プ
の
問
い
と
校
外
学
習

計
画
に
つ
い
て
質
問
や
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
か

。
グ
ル
ー
プ

郷
土
の
伝
統
・
文
化

「
昔

な
が

ら
と

こ
れ

か
ら

を
ど

う
両
立
す
る
か
」

グ
ル
ー
プ

節
度
・
節
制

「
便
利
で
あ
る
こ
と
は
本
当

に
幸
せ
な
の
か
」

グ
ル
ー
プ

社
会
参
画
・
公
共
の
精
神

「
ど

う
し

て
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

す
る
の
か
」

グ
ル
ー
プ

勤
労

「
幸

せ
を

生
み

出
す

の
は

効
率

化
か
手
作
業
か
」

今
ま

で
に

身
近

な
社

会
へ

の
貢

献
を

通
し

て
、

み
ん

な
の

幸
せ

を
生

み
出

し
て

い
る

人
に

出
会

っ
た

。
昔

か
ら

あ
る

も
の

を
大

切
に

し
て

い
る

人
も

い
れ

ば
、

新
し

い
も

の
を

生
み

出
し

た
人

も
い

て
、

両
立

は
難

し
い

こ
と

だ
と

思
っ

た
か

ら
、

考
え

て
い

き
た
い
。

こ
れ

か
ら

も
技

術
が

発
達

し
、

私
た

ち
の

生
活

は
豊

か
に

な
る

一
方

で
、

失
わ

れ
て

い
く

も
の

も
た

く
さ

ん
あ

る
。

だ
か

ら
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
と

の
関

わ
り

を
考

え
て

い
く

こ
と

が
幸

せ
を

考
え

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
う

。

私
た

ち
の

手
で

よ
り

よ
い

社
会

を
作

っ
て

い
く

に
は

、
人

任
せ

に
し

て
い

て
は

い
け

な
い

け
れ

ど
、

と
て

も
難

し
い

こ
と

だ
と

思
う
。
だ
か
ら
、
私
た
ち
が
ど
う

社
会

に
関

わ
る

か
を

考
え

る
こ

と
は

、
幸

せ
に

つ
な

が
る

と
思

う
。

働
く

こ
と

は
大

切
だ

と
思

う
。

将
来

の
私

た
ち

に
と

っ
て

必
要

だ
と
思
う
。
効
率
化
と
手
作
業
、

ど
ち

ら
の

良
さ

も
分

か
る

け
れ

ど
、

そ
れ

ぞ
れ

の
立

場
で

働
く

人
と

出
会

い
、

幸
せ

に
つ

い
て

考
え
て
い
き
た
い
。

３
問
い
と
価
値
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て

話
し
合
う

〇
ど
ん
な
組
み
合
わ
せ
が
考
え
ら
れ
ま
す
か

。

４
振
り
返
り
を
記
入
す
る

・
私
た
ち
の
問
い
は
Ｂ
の
校
外
学
習
先
へ
行
く
こ
と
で

、
さ
ら
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら

Ｄ
の
校
外
学
習
先
に
も

行
っ

て
私
た
ち
の
問
い
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た
い
し
、
話
し
て
み
た
い
。

・
私
も
Ｃ
と
Ｄ

の
問
い
は
似
て
い
る
と
思
う

。
だ
け
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
働
く
こ
と
は
違
う
と
思
う

か
ら
、
ど
ち
ら
の
人
に
も
話

を
聞
く
こ
と
で
、
比
較
し
て
学
級
の
探
究
テ
ー
マ
に
迫
っ
て
い
き
た
い

。

私
た
ち
の
幸
せ
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
な
ら
、
日
々
進
化
し
て
い
く

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
考
え
た
方
が
い
い
と
思
う
。
で
も
、
こ
れ

に
は
問
題
点
も
あ
る
と
思
う
か
ら
、
Ｄ
の
視
点
も
入
れ
て
い
き
た
い
。

Ｃ
と
Ｄ
の
問
い
は

似
て
い
る
と
思
う
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
と
お
金

の
た
め
に
働
く
人
の
ど
ち
ら
の

人
の
話
も
聞
い
て
探
究
テ
ー
マ
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

ど
ち
ら
に
も
話
を
聞
い
て
、
私
た
ち
が
や

る
活
動
を
決
め
た
い
。

○
各

グ
ル

ー
プ

の
プ

レ
ゼ

ン
と

問
い

を
振

り
返

り
な

が
ら
、
生
徒
の
思
い
を
聞
き
、
本
時
の
見
通
し
が
も

て
る
よ
う
に
す
る
。

〇
そ

れ
ぞ

れ
の

問
い

や
校

外
学

習
計

画
に

つ
い

て
整

理
し
、
共
通
理
解
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

生
徒

の
考

え
た

こ
と

や
質
問

が
書

か
れ

た
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
を

も
と

に
話

す
準
備

を
す

る
場

を
位

置
付

け
る
。

〇
各

グ
ル

ー
プ

の
問

い
と

価
値

の
組

み
合

わ
せ

に
つ

い
て

対
話

で
き

る
よ

う
に
、

子
供

の
発

言
を

丁
寧

に
聞
き
取
り
、
板
書
に
位
置
付
け
る

。

〇
次

の
時

間
の

決
定

に
向

け
て

、
対

話
に

よ
っ

て
生

み
出

さ
れ

た
組

み
合

わ
せ
を

整
理

し
、

次
時

に
つ

な
げ
る
。

目
標
に
迫
っ
た
姿
を
ど
の
よ
う
に
見
届
け
る
か

各
グ
ル
ー
プ
の
問
い
や
校
外
学
習
計
画
に
あ
る
価
値
と
、

学
級
の
探
究
テ
ー
マ
と
の
関
連
を
も
と
に
、
ど
の
価
値
か

ら
学
級
の
探
究
テ
ー
マ
に
迫
る
と
よ
い
か
考
え
て
い
る
。

（
問
題
解
決
力
）

・
対

話
で

の
発

言
の

様
子
や

振
り

返
り

シ
ー

ト
の
記

述
か

ら
見
届
け
る
。

各
グ
ル
ー
プ
の
問
い
と
校
外
学
習
計
画
に
は
、
ど
ん
な

価
値
が
あ
る
か
。
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・
国

語
：

立
場

を
尊

重
し

て
話

し
合

お
う

～
討

論
で

多
角

的
に

検
討

す
る

～
　

・
社

会
：

日
本

の
諸

地
域

・
数

学
：

デ
ー

タ
の

分
析

　
デ

ー
タ

の
比

較
と

箱
ひ

げ
図

　
確

率
　

標
本

調
査

・
理

科
：

自
然

環
境

、
生

態
系

　
・

音
楽

：
日

本
の

伝
統

芸
能

・
家

庭
科

：
食

品
に

関
わ

る
こ

と
　

　
・

技
術

：
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

　
　

・
外

国
語

：
国

際
理

解

６
月

４
月

○
前

年
度

の
「

多
様

性
」

の
学

び
を

振
り

返
り

、
自

分
が

生
き

て
い

る
身

の
回

り
に

あ
る

も
の

を
捉

え
る

。
○

大
阪

研
修

で
研

修
し

た
い

こ
と

、
見

て
み

た
い

も
の

、
聞

き
た

い
こ

と
を

も
と

に
校

外
学

習
先

を
決

め
る

。
○

大
阪

研
修

の
事

前
学

習
や

準
備

を
す

る
。

○
大

阪
研

修
で

体
験

活
動

や
調

査
活

動
を

行
う

。
・

東
大

阪
モ

ノ
づ

く
り

研
修

・
大

阪
企

業
研

修
○

大
阪

研
修

で
の

学
び

を
振

り
返

る
。

○
問

い
を

つ
く

り
、

対
話

す
る

こ
と

を
通

し
て

学
級

の
探

究
テ

ー
マ

を
設

定
す

る
。

○
探

究
テ

ー
マ

の
設

定
理

由
や

、
で

き
る

ま
で

の
過

程
を

ま
と

め
る

。
○

探
究

テ
ー

マ
に

つ
い

て
、

名
大

附
属

中
と

交
流

す
る

。
○

身
近

な
地

域
の

問
題

に
つ

い
て

考
え

る
人

や
地

域
の

魅
力

を
発

信
す

る
た

め
に

活
動

し
て

い
る

人
に

出
会

う
。

○
探

究
テ

ー
マ

を
も

と
に

、
夏

休
み

の
計

画
を

立
て

る
。

８
月

７
月

○
夏

休
み

に
実

施
し

た
個

人
探

究
を

も
と

に
、

校
外

学
習

の
計

画
を

立
て

る
。

○
小

グ
ル

ー
プ

ご
と

に
ア

ポ
イ

ン
ト

を
取

り
、

校
外

学
習

の
計

画
案

を
企

業
に

プ
レ

ゼ
ン

す
る

。
○

学
級

の
探

究
テ

ー
マ

を
も

と
に

話
し

合
い

、
校

外
学

習
の

校
外

学
習

先
を

決
定

す
る

。
○

校
外

学
習

の
準

備
を

し
て

、
校

外
学

習
を

実
施

す
る

。
○

校
外

学
習

で
の

学
び

を
交

流
し

、
ま

と
め

る
。

○
新

た
な

視
点

を
も

と
に

、
小

グ
ル

ー
プ

で
次

の
校

外
学

習
の

計
画

を
立

て
る

。
○

小
グ

ル
ー

プ
ご

と
に

ア
ポ

イ
ン

ト
を

取
り

、
校

外
学

習
の

計
画

案
を

企
業

に
プ

レ
ゼ

ン
す

る
。

○
学

級
の

探
究

テ
ー

マ
を

も
と

に
話

し
合

い
、

校
外

学
習

の
校

外
学

習
先

を
決

定
す

る
。

○
校

外
学

習
の

準
備

を
し

て
、

校
外

学
習

を
実

施
す

る
。

○
校

外
学

習
で

の
学

び
を

名
大

附
属

中
と

交
流

し
、

ま
と

め
る

。
※

小
グ

ル
ー

プ
で

の
活

動
を

通
し

て
得

た
学

び
を

探
究

テ
ー

マ
に

還
元

で
き

る
よ

う
に

留
意

す
る

。
※

段
階

的
に

校
外

学
習

の
条

件
を

変
更

す
る

。
※

探
究

し
た

い
内

容
や

分
野

に
分

か
れ

た
グ

ル
ー

プ
編

成
を

行
う

。

単
元
名

（
時
数
）８

年
３
組

年
間
指
導
計
画

（
東
大
阪
モ
ノ
づ
く
り
校
外
学
習
先
）

・
㈱
盛
光
S
C
M
 
 
・
ノ
ー
ス
ヒ
ル
ズ
溶
接
工
業
㈱
 
 
・
三
島
硝
子
建
材
㈱
 
 
・
㈱
富
士
製
作
所
 
 
・
フ
セ
ハ
ツ
工
業
㈱
 
 
・
野
田
金
属
工
業
㈱
 
 
・
(
有
)
ア
ー
ト
ス

テ
ー
ジ
 
 
・
川
村
義
肢
㈱

・
㈱
M
A
C
H
I
C
O
C
O
 
 
・
協
立
化
工
業
㈱
 
 
・
ワ
シ
ョ
ウ
金
属
工
芸
 
 
・
（
一
社
）
河
内
木
綿
は
た
お
り
工
房

（
大
阪
企
業
校
外
学
習
先
）

・
万
博
記
念
公
園
レ
ガ
シ
ー
ツ
ア
ー
　
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
吹
田
　
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
・
お
お
さ
か
A
T
C
グ
リ
ー
ン
エ
コ
プ
ラ
ザ
　
・

海
遊
館
　
・
N
H
K
大
阪
放
送
局
　
・
大
阪
府
庁
　
・
ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
　
・
天
王
寺
動
物
園
　
・
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
　
・
甲
子
園
球
場

・
江
崎
グ
リ
コ
記
念
館
　
・
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
・
梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル

 
　
 
想
定
さ
れ
る

 
　
 
●
ジ
レ
ン
マ

 
　
 
■
エ
ラ
ー

 
【
道
徳
的
諸
価
値
】

■
こ

れ
か

ら
ど

ん
な

こ
と

を
考

え
、

み
ん

な
と

学
ん

で
い

く
と

い
い

の
か

。
●

他
の

人
の

「
社

会
」

と
自

分
の

思
い

浮
か

べ
た

「
社

会
」

は
違

う
け

ど
「

社
会

」
っ

て
何

な
ん

だ
ろ

う
。

●
幸

せ
っ

て
何

な
の

か
？

ど
う

し
た

ら
幸

せ
に

な
れ

る
の

か
。

何
を

幸
せ

と
言

う
の

か
。

●
ど

う
し

て
「

働
く

」
の

か
。

お
金

の
た

め
？

本
当

に
そ

れ
だ

け
な

の
か

？
●

ど
う

し
た

ら
自

分
の

「
社

会
」

を
知

る
こ

と
が

で
き

る
だ

ろ
う

。
「

社
会

」
に

対
し

て
で

き
る

こ
と

は
何

か
あ

る
の

か
？

●
変

化
し

て
い

く
社

会
の

中
で

、
ど

う
生

き
て

い
け

ば
よ

い
の

か
？

【
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

・
思

い
や

り
、

感
謝

・
相

互
理

解
、

寛
容

・
社

会
参

画
、

公
共

の
精

神
・

勤
労

・
国

際
理

解
、

国
際

貢
献

　
な

ど
　

】

主
な
学
習
活
動

Ⅱ
 
「

社
会

」
を

見
つ

め
直

す
（

5
8
時

間
）

５
月

３
月

２
月

人
材
活
用

施
設

■
探

究
テ

ー
マ

に
迫

れ
る

よ
う

な
企

業
が

ど
こ

か
分

か
ら

な
い

。
ど

ん
な

問
い
が

あ
れ

ば
探

究
テ

ー
マ

に
迫

れ
る

の
か

分
か

ら
な

い
。

●
私

一
人

は
企

業
A
を

推
す

が
、

他
の

メ
ン

バ
ー

は
み

ん
な

企
業

B
を

推
し

て
い
る

。
で

も
企

業
B
の

良
さ

も
確

か
に

分
か

る
。

グ
ル

ー
プ

と
し

て
ど

ち
ら

を
推

す
べ

き
か

。
■

私
た

ち
の

グ
ル

ー
プ

が
提

案
し

た
企

業
は

選
ば

れ
な

か
っ

た
。

●
１

回
目

の
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

観
点

と
つ

な
が

る
グ

ロ
ー

バ
ル

の
観

点
を

２
回
目

は
体

験
し

た
い

け
ど

…
み

ん
な

と
違

う
な

。
●

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

は
こ

れ
か

ら
当

然
進

歩
し

て
い

く
の

だ
ろ

う
け

れ
ど

、
そ

れ
に

伴
っ

て
自

然
環

境
は

破
壊

さ
れ

る
か

も
し

れ
な

い
。

ど
う

し
た

ら
い

い
の

だ
ろ

う
？

●
社

会
の

た
め

に
何

か
し

た
い

け
ど

、
で

き
る

こ
と

は
？

【
向

上
心

、
個

性
の

伸
長

・
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

・
思

い
や

り
、
感

謝
・

礼
儀

・
相

互
理

解
、

寛
容

・
遵

法
精

神
、

公
徳

心
・

社
会

参
画

、
公

共
の

精
神

・
勤

労
・

よ
り

よ
い

学
校

生
活

、
集

団
生

活
の

充
実

・
郷

土
の

伝
統

と
文

化
の

尊
重

、
郷

土
を

愛
す

る
態

度
・

自
然

愛
護

・
よ

り
よ

く
生

き
る

喜
び

な
ど

　
】

・
ぎ

ふ
コ

ー
ラ

・
長

良
川

漁
協

・
夏

休
み

に
調

べ
て

き
た

企
業

な
ど

・
他

の
テ

ー
マ

を
探

究
し

て
い

る
仲

間
・

単
元

Ⅱ
で

出
会

っ
た

人
や

企
業

・
地

元
を

離
れ

て
他

県
で

過
ご

し
て

い
る

人

第
８
学
年
の
目
標

月

（
３
）
貢
献
す
る
人
間
性
に
関
わ
っ
て

（
２
）
関
係
構
築
力
に
関
わ
っ
て

自
分
や
社
会
を
見
つ
め
直
し
、
社
会
に
生
き
る
人
々
に
敬
意
を
も
ち
な
が
ら
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
他
者
と
共
に
社
会
の
た
め
に
行
動
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

（
１
）
問
題
解
決
力
に
関
わ
っ
て

実
社
会
や
実
生
活
の
中
に
あ
る
問
題
に
対
す
る
問
い
を
生
み
出
し
、
そ
の
問
い
を
解
決
す
る
た
め
に
何
が
で
き
る
か
、
様
々
な
視
点
や
立
場
か
ら
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

仲
間
や
実
社
会
に
生
き
る
人
の
考
え
を
共
感
的
に
受
け
入
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
や
考
え
を
踏
ま
え
た
上
で
、
他
者
と
協
働
し
な
が
ら
納
得
解
や
最
適
解
を
導
こ
う
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

カ
テ
ゴ
リ
ー
設
定
の

理
由

学
び
の
基
盤
と
な
る

道
徳
的
諸
価
値

　
７
年
生
ま
で
に
、
様
々
な
問
題
と
出
会
い
、
解
決
し
て
い
く
過
程
で
、
自
分
を
取
り
巻
く
社
会
で
生
き
る
人
々
は
、
い
ろ
い
ろ
な
見
方
や
考
え
方
を
も
っ
て
生
き
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
な
が
ら
学
ん
で
き
た
。
自
分
の
得
意
な
こ
と
や
苦
手
な
こ
と

が
認
識
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
の
将
来
の
こ
と
も
考
え
る
時
期
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
生
か
し
、
多
様
な
価
値
観
を
も
つ
人
が
生
き
る
社
会
で
「
自
分
は
こ
れ
か
ら
ど
う
生
き
て
い
き
た
い
の
か
？
」
を
考
え
、
自
身
の
将
来
を

見
据
え
る
。
そ
の
将
来
を
考
え
る
中
で
、
自
分
に
必
要
な
も
の
や
磨
く
べ
き
こ
と
等
を
模
索
し
、
判
断
し
、
そ
れ
ら
を
確
立
さ
せ
る
た
め
行
動
す
る
姿
を
具
現
さ
せ
た
い
。

向
上
心
、
個
性
の
伸
長
・
希
望
と
勇
気
、
克
己
と
強
い
意
志
・
真
理
の
探
究
、
創
造
・
思
い
や
り
、
感
謝
・
礼
儀
・
相
互
理
解
、
寛
容
・
社
会
参
画
、
公
共
の
精
神
・
勤
労
・
よ
り
よ
い
学
校
生
活
、
集
団
生
活
の
充
実
・
郷
土
の
伝
統
と
文
化
の
尊

重
、
郷
土
を
愛
す
る
態
度
・
国
際
理
解
、
国
際
貢
献
・
自
然
愛
護
・
よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び

「
学
び
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
：
社
会
に
生
き
る
（
全
1
0
5
時
間
）

・
国

語
：

国
語

の
学

び
を

振
り

返
ろ

う
　

～
テ

ー
マ

を
決

め
て

話
し

合
い

、
壁

新
聞

を
つ

く
る

～
・

社
会

：
開

国
と

近
代

日
本

の
歩

み
（

産
業

革
命

と
資

本
主

義
）

・
理

科
：

自
然

環
境

、
生

態
系

　
　

・
家

庭
科

：
食

品
に

関
わ

る
こ

と
・

技
術

：
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

　
　

・
外

国
語

：
国

際
理

解

学
び
を
構
成
す
る

要
素

社
会
　
社
会
問
題
　
国
際
問
題
　
日
本
と
諸
外
国
の
違
い
　
自
然
環
境
　
科
学
技
術
　
S
D
G
s
　
勤
労
　
多
様
性
　
伝
統
文
化
　
食
文
化
　
福
祉
　
人
間
関
係
　
地
域
社
会
　
政
治
　
働
き
方
　
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

Ⅰ
 
「

社
会

」
を

見
つ

め
る

　
（

2
7
時

間
）

１
月

1
2
月

1
1
月

1
0
月

９
月

教
科
等
と
の
関
連

・
国

語
：

聞
き

上
手

に
な

ろ
う

～
質

問
で

思
い

や
考

え
を

引
き

出
す

～
・

社
会

：
日

本
の

地
域

的
特

徴
と

地
域

区
分

（
人

口
、

産
業

、
交

通
、

通
信

）
・

数
学

：
デ

ー
タ

の
分

析
　

デ
ー

タ
の

比
較

と
箱

ひ
げ

図
　

確
率

　
標

本
調

査
・

理
科

：
自

然
環

境
、

生
態

系
　

　
・

家
庭

科
：

食
品

に
関

わ
る

こ
と

　 主 体 的 に 情 報 を 収 集 す る

　 プ ロ ジ ェ ク ト を 立 ち 上 げ 、 実 行 す る

Ⅲ
 
「

社
会

」
を

考
え

る
　

（
2
0
時

間
）

○
東

京
研

修
の

研
修

計
画

を
小

グ
ル

ー
プ

ご
と

に
計

画
す

る
。

○
新

た
な

問
い

を
も

と
に

研
修

計
画

、
行

程
な

ど
を

プ
レ

ゼ
ン

に
ま

と
め

る
。

○
小

グ
ル

ー
プ

ご
と

に
企

業
に

ア
ポ

イ
ン

ト
を

取
り

、
校

外
学

習
の

企
画

を
プ

レ
ゼ

ン
す

る
。

○
研

修
計

画
や

行
程

な
ど

を
修

正
す

る
。

○
東

京
研

修
の

事
前

準
備

を
行

う
。

○
探

究
を

振
り

返
り

、
名

大
附

属
中

と
交

流
す

る
と

と
も

に
自

分
の

変
容

や
成

長
を

ま
と

め
る

。
○

１
年

間
の

学
び

を
ま

と
め

、
次

年
度

の
学

び
の

イ
メ

ー
ジ

を
も

つ
。

■
み

ん
な

が
行

き
た

い
と

こ
ろ

は
一

致
し

て
い

る
け

れ
ど

、
探

究
し

て
い

る
内

容
に

は
違

う
企

業
の

方
が

合
っ

て
い

る
。

●
都

会
で

の
考

え
方

を
岐

阜
で

真
似

す
る

だ
け

で
は

発
展

し
な

さ
そ

う
だ

な
。

ど
う

し
た

ら
？

●
岐

阜
も

だ
ん

だ
ん

と
東

京
の

よ
う

に
都

市
化

が
進

ん
で

い
る

が
、

今
あ

る
自

然
環

境
も

大
事

に
す

る
た

め
に

は
ど

う
し

た
ら

よ
い

だ
ろ

う
？

●
東

京
の

社
会

で
過

ご
し

て
み

た
い

け
れ

ど
、

岐
阜

に
も

愛
着

が
あ

る
。

ど
ち

ら
で

過
ご

そ
う

？
●

東
京

も
昔

は
自

然
環

境
が

た
く

さ
ん

あ
っ

た
は

ず
。

東
京

で
自

然
を

大
事

に
し

て
き

た
人

は
ど

ん
な

気
持

ち
で

近
代

化
を

見
て

き
た

の
だ

ろ
う

？
【

向
上

心
、

個
性

の
伸

長
・

礼
儀

・
相

互
理

解
、

寛
容

・
遵

法
精

神
、

公
徳

心
・

社
会

参
画

、
公

共
の

精
神

・
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
・

よ
り

よ
く

生
き

る
喜

び
　

な
ど

　
】

― 78 ― ― 79 ―



８
年
３
組

単
元
シ
ー
ト

単
元
名

「
社
会
」
を
見
つ
め
直
す

（
）

本
単
元
の
目
標

問
題
解
決
力

関
係
構
築
力

貢
献
す
る
人
間
性

探
究

テ
ー
マ

を
も
と

に
問
い

を
つ
く

り
、
そ

の
た

め
に

は
誰

と
出

会
い
、
何
を

体
験
し

、
何
を

学
ぶ
べ

き
か

を
計

画
し

、
行

動
に
結

び
付
け

る
こ
と

が
で
き

る
よ

う
に

す
る

。

自
分

の
思

い
を

伝
え

た
り

仲
間

の
考

え
を

共
感

的
に

受
け

入
れ
た

り
し
な

が
ら
、
問

い
と

そ
れ

ぞ
れ

の
願

い
や

思
い

を
踏

ま
え

て
探

究
テ

ー
マ

に
迫

る
こ

と
の

で
き

る
校

外
学

習
先

を
決

定
す

る
こ

と
が
で

き
る
よ

う
に
す

る
。

自
分

だ
け

で
な

く
仲

間
に

と
っ

て
も

学
び

に
な

る
こ

と
を

考
え

て
校

外
学

習
先

を
提

案
、

決
定

し
よ

う
と

す
る

態
度

や
、

校
外

学
習

先
の

方
々

の
生

き
方

に
触

れ
、

今
の

自
分

に
は

何
が

で
き

る
か

考
え
よ

う
と
す

る
態
度

を
養
う

。

活 動 の 計 画

・
夏

休
み

に
調

べ
て

き
た

こ
と

を
交

流

す
る
。

・
探

究
テ

ー
マ

を
も

と
に

問
い

を
つ

く

り
、
そ

の
解

決
に

向
け

て
、
こ
の

校
外

学
習

先
に

行
っ

て
こ

ん
な

体
験

を
し

た
い
」
を
決

め
出

し
、
プ
レ

ゼ
ン

を
作

成
す
る

。

（
）

・
「

な
ぜ

そ
の
校
外

学
習

先
に

行
き

た
い

の
か

」
を

相
手

先
に
プ

レ
ゼ

ン
す

る
。

・
相
手

の
反

応
か

ら
プ

レ
ゼ

ン
を

修
正

強
化

す
る

。

・
ク
ラ

ス
内

で
各

小
グ

ル
ー

プ
が

プ
レ

ゼ
ン

発
表

し
、

ク

ラ
ス
で
１
つ

（
２

つ
）

体
験

先
を

決
定

す
る

。

・
ク
ラ

ス
で

決
め

た
１

つ
（
２
つ

）
に

赴
き

、
問

い
に

対

し
て
の

知
見

を
深

め
る

。

・
体
験

し
て

得
た

情
報

を
整

理
す

る
。

・
整
理

し
た

情
報

を
も

と
に
、
次

の
問

い
を

つ
く

る
。

（
）

・
探
究

テ
ー

マ
に

迫
れ

る
で

あ
ろ

う
校

外
学

習
先

と

問
い
を

各
グ

ル
ー

プ
で
つ
く

る
。

・
問
い

に
つ

い
て

ク
ラ

ス
で

対
話

し
、

考
え

を
深

め

る
。

・
こ
こ

ま
で

の
活

動
を

振
り

返
っ

て
組
の

探
究

テ

ー
マ
に

対
し

て
の

自
分

の
考

え
を

ま
と

め
た

り
、

次
の
活

動
の

計
画

を
立

て
た

り
す

る
。

・
一
人

一
人

の
興

味
や

関
心

、
問

い
を

も
と

に
グ

ル

ー
ピ
ン

グ
し

、
そ

の
中

で
次

の
体

験
先

を
考

え

る
。

（
）

・
回

目
の

体
験

で
の

考
え

を
も

と
に
、

回
目
の

体

験
先
を

決
め

る
方

法
や

条
件

を
決

め
る

。

・
回

目
と

は
別

の
グ

ル
ー

プ
を

形
成

し
、

回
目

の

体
験
先

を
決

め
プ

レ
ゼ

ン
を

作
成

す
る

。

・
相
手

先
に

体
験

さ
せ

て
も

ら
い

た
い

理
由

を
プ

レ

ゼ
ン
し

、
そ

の
後

修
正

強
化

す
る

。

・
ク
ラ

ス
内

で
各

小
グ

ル
ー

プ
が

プ
レ

ゼ
ン

発
表

し
、
ク

ラ
ス

で
つ
校

外
学

習
先
を
決

定
す

る
。

（
）

加 筆 修 正 欄 想 定 さ れ る 姿

・
み

ん
な

に
と

っ
て

学
び

に
な

る
校

外
学

習

先
は

何
か

と
考

え
、

提
案

す
る

。

・
複

数
の

提
案

の
中

で
自

分
の

気
持

ち
に

折

り
合

い
を

つ
け

て
１

つ
に

決
定

、
判

断
す

る
。

・
ど

う
す

れ
ば

自
分

た
ち

の
提

案
が

選
ば

れ

る
か

を
考

え
て

プ
レ

ゼ
ン

内
容

を
工

夫
す

る
。

・
ク

ラ
ス

に
提

案
し

よ
う

と
す

る
校

外
学

習
先

の
方

に
プ

レ
ゼ

ン

発
表

し
、

そ
こ

で
何

を
何

の
た

め
に

ど
う

学
び

た
い

か
を

語
る

。

・
プ

レ
ゼ

ン
を

見
せ

た
相

手
の

反
応

を
受

け
、
プ

レ
ゼ

ン
内

容
を

改

善
す

る
。

・
各

グ
ル

ー
プ

の
発

表
を

聞
き

、
そ

の
校

外
学

習
先

に
赴

く
こ

と
の

良
さ

に
気

付
い

た
り

、
自

分
た

ち
が

提
案

す
る

校
外

学
習

先
の

良

さ
を

語
っ

た
り

す
る

。

・
自

分
の

提
案

し
た

校
外

学
習

先
に

行
け

な
か

っ
た

け
れ

ど
、
実

際

に
体

験
に

行
っ

て
み

て
学

び
が

あ
っ

た
こ

と
を

認
識

し
た

り
考

え
が

変
容

し
た

り
し

た
自

分
を

振
り

返
る

。

・
体

験
で

得
た

様
々

な
情

報
か

ら
新

た
な

問
い

を
見

い
だ

す
。

・
１

回
目

の
プ

レ
ゼ

ン
の

経
験

か
ら

２
回

目
の

プ
レ

ゼ
ン

内

容
を

工
夫

し
て

作
成

し
た

り
、
校

外
学

習
先

の
方

へ
の

伝

え
方

を
改

善
し

た
り

す
る

。

・
複

数
の

提
案

の
中

で
自

分
の

思
い

や
願

い
に

折
り

合
い

を

つ
け

て
選

択
・

判
断

す
る

。

・
ど

う
す

れ
ば

自
分

た
ち

の
提

案
が

選
ば

れ
る

か
を

考
え

て
プ

レ
ゼ

ン
内

容
を

工
夫

す
る

。

・
１

回
目

と
２

回
目

の
体

験
で

の
自

分
の

考
え

が
ど

の
よ

う

に
変

容
し

た
か

、
ど

の
よ

う
に

強
化

さ
れ

た
か

を
振

り
返

る
。

・
一

人
一

人
の

興
味

や
関

心
、
問

い
を

も
と

に
編

成
さ

れ
た

グ

ル
ー

プ
で

集
ま

っ
た

と
き

に
、
そ

れ
ぞ

れ
の

学
級

で
の

学
び

を
交

流
し

、
良

さ
や

課
題

を
踏

ま
え

た
上

で
次

の
校

外
学

習

先
を

考
え

る
。

実 際 の 姿

● ジ レ ン マ

■ エ ラ ー
●

私
一
人
は
校
外

学
習

先
を
推

す
が

、
他

の
メ

ン
バ

ー
は
み
ん

な
校

外
学

習
先

を
推
し

て
い

る
。
で

も
校

外
学

習
先

の
良
さ

も
確

か
に

分
か

る
。

グ
ル

ー
プ

と
し
て

ど
ち

ら
を

推
す

べ
き

か
。

■
探
究
テ
ー

マ
に

迫
れ

る
よ

う
な
校
外

学
習

先
が

ど
こ

か
分

か
ら

な
い
。

●
１
回

目
の

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
観

点
と

つ
な

が
る

グ
ロ

ー
バ

ル
の

観
点
を

回
目
は

体
験

し
た

い
け

ど
…

み
ん

な
と

違
う

な
。

●
テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

は
こ

れ
か

ら
当

然
進

歩
し

て
い

く
の

だ
ろ

う
け

れ
ど
、
そ
れ

に
伴

っ
て
自

然
環

境
は

破
壊

さ
れ

る
か

も
し

れ
な

い
。

ど
う

し
た

ら
い

い
の
だ

ろ
う

？

●
社
会

の
た

め
に

何
か

し
た

い
け

ど
、

で
き

る
こ

と
は

？

― 80 ―



８
年

３
組

本
時

案
（

１
）

目
標 学
級

の
探

究
テ
ー

マ
「

変
化

し
て

い
く

社
会

の
中

で
自

分
は

ど
う

生
き

る
か

？
」

に
迫

る
た

め
の

校
外

学
習

先
を

２
つ

選
定

す
る

こ
と

を
通

し
て

、
そ

の
校

外
学

習
先

に
行

く
ま

で
の

時
間

や
距

離
な

ど
現
実

的
な
条

件
を
考

慮
し
た

上
で

、
最

も
学
級

の
探
究
テ

ー
マ

に
迫

る
こ
と

の
で
き

る
問
い

と
活
動

を
見
い

だ
し

、
み
ん

な
が

納
得

で
き
る

校
外
学

習
先
を

選
定
す

る
こ
と

が
で
き

る
。（

問
題

解
決

力
）

（
２

）
道

徳
的

価
値

判
断

に
関

わ
っ

て
各

グ
ル

ー
プ

の
問
い

と
校
外

学
習
計

画
に
あ

る
価
値

を
踏
ま

え
た

上
で

、
ど
の

問
い
と

校
外
学

習
計
画

が
、
学
級

や
自
ら

の
探
究
に

お
い

て
新

た
な
見

方
や
考

え
方
の

発
見

、
創

造
に
つ

な
が
り
、

自
分

の
生
き

方
を
豊

か
に
す

る
も
の

か
考
え

て
議
論

し
、
選

択
・

判
断

す
る

。
（
真

理
の
探

究
、
創

造
）

本
時

（
）

活
動

内
容

（
○

教
師

の
発

問
・
予

想
さ

れ
る

児
童

生
徒

の
発

言
）

〇
教

師
の

手
立

て
と

見
届

け

１
前

時
の
活

動
を

振
り

返
る

〇
プ

レ
ゼ

ン
発

表
後

の
対

話
を

終
え

て
、

み
ん

な
で

考
え

た
こ

と
は

何
だ
っ

た
か

な
。

・
前
回
は

、
３
組

の
問
い

を
自
然

環
境
か

ら
捉
え

る
か
、

そ
れ
と

も
テ
ク

ノ
ロ
ジ

ー
か
文

化
か
世

界
か
で

意
見
が

対
立
し

た
。

・
そ

れ
ぞ
れ

に
良
さ
が

あ
り

、
ど
こ

に
行
っ

て
も
問

い
に
迫

る
こ
と
は

で
き
る
は

ず
。
で

も
現
実

、
行
け

る
の
は

２
つ

、
時
間

や
移
動
手

段
な
ど

も
考
え

て
い
く
必

要
が
あ

る
な

。

２
課

題
に
つ

い
て

学
級

全
体

で
対

話
す

る
校

外
学
習

先
自

然
環

境
の

視
点

か
ら

社
会

を
捉
え

る
こ
と

が
で
き

る
。

今
日

ま
で

ど
の

よ
う

に
長

良
川

を
守
っ

て
き
た

か
、
こ
れ
か

ら
ど
う
守

っ
て
い

く
か
。

校
外
学
習

先
岐

阜
の

伝
統

文
化

で
あ

る
薬

草
を

こ
れ

か
ら

も
大

切
に

し
て

い
こ

う
と

す
る

視
点

で
社

会
を

捉
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

校
外
学
習

先
時

代
の

流
行

を
捉

え
て

会
社

を
運
営

し
て
き

て
い
る
。
変

化
し

て
い

く
社

会
の

中
で

生
き

残
っ

て
い

く
術

を
学

ぶ
こ

と
が
で
き

る
。

校
外
学
習

先
岐

阜
市

民
の

こ
と

や
未

来
を

考
え
て

運
営
し

て
い
る
。
身

近
な

地
域

が
ど

ん
な

思
い

で
前

に
進

ん
で

い
る

の
か

学
ぶ

こ
と
が
で

き
る
。

校
外
学
習

先
今

の
食

料
自

給
率

を
見

る
と

日
本

に
あ

る
も

の
だ

け
で

は
生

き
て

い
け

な
い

社
会

に
な

っ
て
い

る
。
世
界
と

の
繋
が

り
を
学
ぶ

こ
と
が

で
き
る

。
・

前
回
の

校
外
学

習
で
は

テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー

に
つ
い

て
の
問

い
を
考

え
る
こ

と
が
で

き
た
。

そ
の
対

に
あ
る

自
然
環

境
の
観

点
か
ら

じ
っ
く

り
考
え

た
い
。

・
校
外
学

習
先

で
話
を

聞
く
の

は
身
近
な

社
会
の

こ
と
に

つ
い
て

考
え
る

こ
と

が
目
的

だ
け
れ

ど
、
去
年

に
柳
ケ

瀬
で
探

究
活
動

を
し
て

き
た
か

ら
、
そ

れ
よ

り
も
校

外
学
習

先
で
活

動
し
て

グ
ロ
ー

バ
ル
な

視
点
を

取
り
入

れ
る
方

が
、
問

い
に
迫

る
た
め

の
視
野

が
広
が

り
そ
う

だ
な
。

・
ぎ
ふ
コ

ー
ラ
の

人
の
思

い
も
以

前
直
接

聞
か
せ

て
も
ら

え
た
の

で
、
今

回
の
校

外
学
習

で
は
今

ま
で
と

違
う
視

点
が
入

る
と
い

い
な
。

・
校
外
学

習
先

に
行
く

な
ら
、

実
際
の

川
も
直

接
見
て

み
た
い

よ
ね
。

帰
り
際

に
ち
ら

っ
と
川

の
様
子

見
に
行

け
な
い

か
な
？

〇
本
当
に

そ
れ
は

、
そ
の

校
外
学

習
先
で

な
い
と

学
べ
な

い
こ
と

な
の
か

。
○

ど
の
よ

う
な
組

み
合
わ

せ
が
選

択
肢
と

し
て
あ

る
か
。

校
外
学
習

先
＋
α

●
体
験
を

通
し
て

環
境
保

護
の
視

点
を
得

ら
れ
る

。
●

帰
り
道

に
実
際

に
川
を

見
て
み

る
と
い

い
な
。

▲
移
動
に

時
間
が

か
か
り

そ
う
。

校
外
学
習

先
●

実
際
に
「
変

化
し
て

い
く
社

会
」
の
中

を
生
き

抜
い

て
き
た
会

社
だ
か

ら
こ
そ

の
考
え

方
が
得

ら
れ
る

。
▲

前
回
の

校
外
学

習
先
と

内
容
が

少
し
被

る
。

校
外
学
習

先
●

他
の

校
外

学
習

先
に

は
無

い
、

グ
ロ

ー
バ

ル
な

視
点

を
得
ら

れ
る
の

は
こ
こ

だ
け
だ

ろ
う
。

●
外
国
の

方
か
ら

見
た
社

会
を
聞

い
て
み

た
い
。

・
校

外
学
習

先
か
ら

は
テ
ク

ノ
ロ
ジ

ー
の
面

で
、
校
外
学

習
先

か
ら
は
物
流

と
い
う

面
で
、
そ
れ
ぞ

れ
「
変

化
し
て

い
く
社

会
」
を

捉
え
て

生
き
抜

い
て
き
た

企
業
だ

よ
ね

。
あ

と
は
ど

ち
ら
の

面
で
私

た
ち
が

学
び
た

い
か
、

が
重
要

で
は
な

い
か
？

・
校
外
学

習
先

よ
り
も

、
こ
の

問
い
が

あ
れ
ば

新
た
な

視
点
を

得
ら
れ

る
校
外

学
習

先
の
方

が
僕
ら

の
視
野

が
広
が

る
よ
。

校
外
学
習

先
＋
α

身
近
に

あ
る
け

れ
ど
関

心
な
か

っ
た
自

然
環
境

の
視
点

を
得
て
、
前
回
に

学
ん

だ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー

の
視
点

と
関
連

付
け
て

考
え
ら

れ
る
よ

う
に
し

よ
う
。

校
外
学
習

先
「
世
界

か
ら
見

た
日
本

の
社
会

」
と
い

う
新
た

な
視
点

を
得
て

、
今
後

ど
う
世

界
と

つ
な
が

り
、
ど

う
世
界

と
関
わ

っ
て
い

く
の
か

を
考
え

ら
れ
る

よ
う
に

し
よ
う

。

３
３

組
が
行

く
校

外
学

習
先

を
話

し
合

い
で

決
定

し
、

全
員

で
確

認
す
る

〇
校

外
学

習
先

は
（

）
と

（
）

に
行

く
こ

と
に

決
定

で
よ

い
で

す
か
。

４
校

外
学
習

先
の

決
定

ま
で

の
流

れ
を

振
り

返
る

○
校

外
学

習
先

を
決

め
る

ま
で

を
振

り
返

っ
て

み
て

ど
う

だ
っ

た
か

。
・

前
回

の
校

外
学

習
先

を
決

め
る

時
と

比
べ

て
、
「

二
つ

選
ぶ

」
と

い
う

の
は

幅
が

広
が

っ
た

よ
う

に
見

え
た

け
ど

、
午

後
の

校
外

学
習

先
に

間
に

合
う

か
ど

う
か

と
い

う
時

間
的

制
約
が

あ
る
と

選
ぶ
の

が
と
て

も
難
し

か
っ
た

。
で
も

今
回
決

ま
っ
た

校
外
学

習
先

と
で

は
「
変

化
し
て

い
く
社

会
」
を
間
近

で
見
て

体
感
し

て
き
て
い

る
方
々

と
出

会
え
る
か

ら
〇
〇

に
つ
い

て
質
問

し
て
み

た
い
。

・
対
話
を

し
て
い

る
時
に

は
発
表

で
き
な
か

っ
た
け

れ
ど
、
校
外
学

習
先

に
行

く
た
め

に
は
や

は
り
結

構
な
時

間
が
か

か
る
し
、
大
分
急

い
で
動

か
な
い

と
午

後
の
校

外
学
習

先
に
は

間
に
合

わ
な
い

。
で
も

や
は
り

、
そ

う
ま
で

し
て
も

行
く
理

由
が
校
外

学
習

先
に
は

あ
る
と

思
っ
て

、
自
分

の
身
近

に
あ
っ

た
自
然

環
境
な

の
に
全

然
気
付

か
ず

こ
れ
ま
で

生
活
し

て
き
た

け
れ
ど

、
実

際
は
色

ん
な
人

の
思
い
で

守
ら
れ

て
き
て

こ
れ
か

ら
も
守

っ
て
い

こ
う
と

す
る
思

い
が
あ

る
こ
と

に
気
付

け
れ
ば

、
自
分

の
中
の

社
会

が
広
が
る

し
、
そ

の
社
会

の
中
で

ど
う
自

分
は
自

然
環
境

と
関
わ

っ
て
い

く
か
を

考
え
ら

れ
る
。

だ
か
ら

校
外
学

習
先

は
い
い

な
と
思

っ
て
い

ま
す

。
・
前
回
も

今
回
も

自
分
が

提
案
し

た
校
外
学

習
先
は

選
ば
れ

な
か
っ

た
け
れ

ど
、
す

べ
て
が

う
ま
く

い
く
わ

け
で
は

な
い
こ

と
が
よ

く
分
か

っ
た
。
問
い
に

迫
る

こ
と
を

自
分
た

ち
で
考
え

て
、
準

備
し
て

、
選
ん

で
、
と

い
う
過

程
が
楽

し
か
っ

た
し
、

自
分
で

道
を
切

り
開
い

て
い
く

こ
と
の

必
要
さ

を
感
じ

た
か
ら

ま
た
や

り
た
い

。

〇
提

案
さ

れ
た

各
校

外
学

習
先

と
、

ど
の

よ
う

な
問

い
で

探
究

テ
ー

マ
に

迫
る

こ
と

が
で

き
る

か
再

度
確

認
し

た
上

で
「
今

回
の

校
外

学
習
先

を
選

ぶ
際

の
条

件
は
何

だ
っ

た
か

」
と
問

い
、
複

数
の

提
案

か
ら

校
外

学
習

先
を

絞
っ

て
い

く
視

点
を

思
い

出
し

、
切

実
感

を
も

っ
て

本
時

に
臨
め

る
よ

う
に

す
る

。

〇
（

ど
う
生

き
る

か
）
リ

ー
ダ
ー

が
会
を

進
行

で
き

る
よ

う
、

流
れ

を
事

前
に

確
認

し
て

お
く

。
〇

学
級

の
中

で
今

ど
こ

ま
で

校
外

学
習

先
を

絞
れ

て
い

る
の

か
、

今
ど
ん

な
こ

と
で

困
っ
た

り
悩

ん
だ

り
し

て
い
る

の
か

を
問

う
。

〇
学

級
全

体
の

思
考

の
流

れ
が

掴
め

る
よ

う
、

構
造

的
な

板
書

で
そ

れ
ぞ

れ
の

考
え

や
意

見
を

位
置

づ
け

る
。

ま
た

、
道
徳

的
諸

価
値

を
表
出

し
た

言
葉

が
あ

れ
ば
板

書
に

位
置

付
け

る
。

目
標

に
迫
っ

た
姿
を

ど
の
よ

う
に
見

届
け
る

か

限
ら
れ

た
条

件
の

中
で

、
ど

の
問

い
で

探
究

テ
ー

マ
に

迫
る
こ

と
が

学
級

と
し

て
有

益
か

を
考

え
、
み
ん

な
が

納

得
す

る
よ

う
な

校
外
学

習
先

を
選

定
し
て

い
る

。
（
問

題

解
決
力

）

・
グ

ル
ー

プ
内

で
の

発
言

の
様

子
や

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

の

記
述
か

ら
見

届
け

る
。

探
究

テ
ー

マ
「

変
化

し
て

い
く

社
会

の
中

で
自

分
は

ど
う

生
き

る
か

？
」

に
迫

る
に

は
、

ど
の

問
い

を
も

っ
て

、
ど

こ
へ

校
外

学
習

に
行

き
、

何
を

見
て

考
え

て
く

る
と

よ
い

か
？
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第９学年 学びのカテゴリー「社会に生きる」

９年生は、「社会に生きる」をテーマに

探究するために、８年生の２月から、自

分たちがどんな未来にしたいのか、どん

な未来を生きていきたいのか、どんな未

来なら生きやすいのかを考えてきた。そ

の過程で、自分たちのめざすよりよい未

来を実現するためには、今の社会が抱え

る問題や課題を解決していく必要がある

と考えた。

東京研修では、自分の学びたいテーマ

について話を聞いたり体験したりした後

ワークショップを行い仲間と考えを交え

て、この社会問題をどうすれば解決する

ことができるのかを考えた。

学校に戻ってからは、自分の理想の未

来を実現するために解決したい社会問題

について調べ、調べた内容や、自分とそ

の社会問題の関わり、今自分たちにでき

ることを学級の仲間に発表した。

夏休みが明けてからは、同じ社会問題

を探求する仲間たちとともに、その解決

に向けて探究している。社会問題の解決

に向けて活動している人や企業に話を聞

いたり、実際に解決に向けた活動を行っ

たりしていく中で、自分たちの解決策を

考えまとめていく。

岩﨑 英之
岡本 恭子

丹下 侑輝
渡辺 雅己
今西賀寿真
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「
学

び
の

カ
テ

ゴ
リ

ー
」

：
社

会
に

生
き

る
（

全
1
0
5
時

間
）

・
国

語
：

聞
き
上
手
に
な
ろ
う
～
質
問
で
思
い
や
考
え
を
引
き
出
す
～

・
社

会
：

日
本
の
地
域
的
特
徴
と
地
域
区
分
（
人
口
、
産
業
、
交
通
、
通
信
）

・
数

学
：

デ
ー
タ
の
分
析
　
デ
ー
タ
の
比
較
と
箱
ひ
げ
図
　
確
率
　
標
本
調
査

　 主 体 的 に 情 報 を 収 集 す る

　 プ ロ ジ ェ ク ト を 立 ち 上 げ 、 実 行 す る

（
東

京
研

修
先

）
・

R
i
d
i
l
o
v
e
r
（

ゴ
ミ

問
題

　
フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

　
介

助
犬

　
異

文
化

交
流

　
育

児
と

キ
ャ

リ
ア

　
障

害
者

雇
用

）
・

清
水

群
さ

ん
・

野
田

岳
仁

先
生

（
法

政
大

学
教

授
）

・
一

般
財

団
法

人
　

メ
タ

バ
ー

ス
推

進
協

議
会

　
 
想
定
さ
れ
る

　
 
●
ジ
レ
ン
マ

　
 
■
エ
ラ
ー

【
道
徳
的
諸
価
値
】

■
未

来
へ

の
と

ら
え

が
広

く
て

、
考

え
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

■
自

分
の

願
い

と
現

実
的

な
状

況
が

重
な

ら
な

い
。

■
理

想
的

な
未

来
を

実
現

す
る

と
き

に
課

題
と

な
る

問
題

が
考

え
ら

れ
な

い
。

●
自

分
の

願
い

と
社

会
の

求
め

る
方

向
性

が
一

致
し

な
い

。
●

問
題

を
解

決
し

よ
う

と
考

え
る

と
、

別
の

問
題

が
同

時
に

出
て

く
る

。

【
　

相
互

理
解

、
寛

容
　

社
会

参
画

　
公

共
の

精
神

　
自

然
愛

護
　

よ
り

よ
く

生
き

る
な

ど
　

】

主
な
学
習
活
動

人
材
活
用

施
設

○
私

た
ち

の
生

き
る

未
来

に
つ

い
て

考
え

る
。

〇
「

ど
の

よ
う

な
未

来
に

自
分

た
ち

は
生

き
て

い
き

た
い

か
」

「
そ

の
よ

う
な

未
来

を
実

現
す

る
た

め
に

ど
の

よ
う

な
課

題
が

あ
る

か
」

な
ど

に
つ

い
て

、
仲

間
と

の
対

話
を

通
し

て
考

え
る

。
〇

自
分

の
探

究
テ

ー
マ

に
合

わ
せ

て
、

東
京

研
修

の
研

修
先

を
考

え
る

。
○

東
京

研
修

で
、

実
際

に
社

会
問

題
に

取
り

組
む

人
や

企
業

と
出

会
い

、
話

を
聞

き
、

現
場

を
見

る
こ

と
で

現
状

を
踏

ま
え

た
知

識
を

得
る

。
〇

東
京

研
修

で
実

際
に

見
た

り
聞

い
た

り
し

た
こ

と
を

も
と

に
、

社
会

問
題

に
対

す
る

当
事

者
の

意
識

や
解

決
策

を
仲

間
と

の
対

話
を

通
し

て
考

え
る

。
〇

東
京

研
修

の
学

び
を

振
り

返
る

。

○
東

京
で

の
研

修
を

通
し

て
学

ん
だ

こ
と

を
も

と
に

し
な

が
ら

、
個

人
で

探
究

し
た

い
テ

ー
マ

を
設

定
す

る
。

〇
個

人
で

設
定

し
た

社
会

問
題

に
つ

い
て

調
べ

る
。

〇
調

べ
た

こ
と

を
ま

と
め

、
仲

間
に

対
し

て
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

す
る

。

〇
夏

休
み

の
個

人
探

究
の

計
画

を
立

て
る

。

月

Ⅰ
 
「

私
た

ち
の

生
き

る
未

来
」

と
は

？
　
（
2
7
時
間
）

単
元
名

（
時
数
）

４
月

９
年

年
間

指
導

計
画

第
９
学
年
の
目
標

（
３
）
貢
献
す
る
人
間
性
に
関
わ
っ
て

（
２
）
関
係
構
築
力
に
関
わ
っ
て

社
会
の
様
々
な
事
柄
や
他
者
の
生
き
方
に
つ
い
て
関
心
を
も
ち
、
生
き
方
に
触
れ
る
過
程
で
、
よ
り
よ
い
自
己
の
生
き
方
を
見
つ
め
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

（
１
）
問
題
解
決
力
に
関
わ
っ
て

自
分
の
考
え
に
つ
い
て
、
多
面
的
多
角
的
に
吟
味
し
て
い
く
な
か
で
、
自
己
の
生
き
方
を
見
つ
め
、
よ
り
よ
い
生
き
方
に
つ
い
て
探
求
し
よ
う
と
す
る
。

Ⅲ
 
「
自
分
の
未
来
を
ど
う
生
き
る
」
　
（
2
8
時
間
）

８
月

７
月

Ⅱ
 
「
未
来
を
ど
う
生
き
る
」
　
（
5
0
時
間
）

５
月

３
月

２
月

　
こ
れ
ま
で
の
学
び
の
中
で
、
徐
々
に
考
え
る
場
を
広
げ
て
き
た
。
６
年
「
ま
ち
づ
く
り
」
７
年
「
文
化
」
８
年
「
働
く
」
と
自
己
の
生
き
方
に
向
か
っ
て
い
く
中
で
、
自
分
は
ど
う
「
生
き
る
」
か
と
い
う
こ
と
を
深
く
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、

未
来
の
自
分
を
考
え
る
中
で
、
現
在
や
今
後
の
世
界
が
直
面
す
る
問
題
に
つ
い
て
探
究
し
、
自
分
の
生
き
方
を
見
つ
め
直
し
て
い
き
た
い
と
考
え
、
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
設
定
し
た
。

社
会
参
画
、
公
共
の
精
神
・
自
主
、
自
立
・
自
由
と
責
任
・
向
上
心
・
個
性
の
伸
長
・
真
理
の
探
究
・
思
い
や
り
、
感
謝
・
相
互
理
解
、
寛
容
・
公
徳
心
・
社
会
正
義
・
勤
労
・
国
際
理
解
・
自
然
愛
護
・
よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び

学
び
を
構
成
す
る

要
素

社
会
問
題
　
多
様
性
　
環
境
　
人
権
　
教
育
　
科
学
技
術
　
国
際
　
貧
困
　
子
ど
も
　
女
性
　
家
族
　
勤
労

１
月

1
2
月

1
1
月

1
0
月

９
月

教
科
等
と
の
関
連

仲
間
や
実
社
会
に
生
き
る
人
の
考
え
を
共
感
的
に
受
け
入
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
や
考
え
を
踏
ま
え
た
上
で
、
相
手
と
協
働
し
て
納
得
解
や
最
適
解
を
導
こ
う
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

カ
テ
ゴ
リ
ー
設
定
の

理
由

学
び
の
基
盤
と
な
る

道
徳
的
諸
価
値

６
月

○
夏

休
み

に
実

施
し

た
個

人
探

究
の

結
果

を
学

級
内

で
交

流
す

る
。

〇
こ

れ
ま

で
個

人
探

究
し

て
き

た
テ

ー
マ

ご
と

に
グ

ル
ー

ピ
ン

グ
し

探
究

す
る

。
〇

ユ
ニ

セ
フ

や
ゲ

ス
ト

テ
ィ

ー
チ

ャ
ー

と
の

出
会

い
を

通
し

、
世

界
の

経
済

格
差

に
よ

る
諸

問
題

に
つ

い
て

学
ん

だ
り

、
支

援
の

在
り

方
に

つ
い

て
知

っ
た

り
す

る
。

そ
し

て
、

様
々

な
支

援
活

動
の

中
か

ら
、

自
分

た
ち

の
願

い
を

実
現

で
き

そ
う

な
募

金
活

動
や

物
資

の
支

援
活

動
を

選
択

し
、

実
施

す
る

。
＜

経
済

格
差

＞
〇

岐
阜

市
女

性
セ

ン
タ

ー
の

方
に

出
会

い
、

男
女

の
抱

え
る

格
差

に
つ

い
て

詳
し

く
知

り
、

問
題

の
解

決
方

法
に

つ
い

て
考

え
る

。
そ

し
て

、
家

事
分

担
の

格
差

に
着

目
し

、
食

事
作

り
の

負
担

軽
減

を
目

指
し

て
レ

シ
ピ

や
時

間
を

短
く

す
る

方
法

に
つ

い
て

考
案

し
実

行
す

る
。

ま
た

、
男

女
の

格
差

に
あ

る
意

識
の

問
題

を
表

層
化

す
る

た
め

に
、

男
女

の
格

差
を

テ
ー

マ
と

し
た

シ
ナ

リ
オ

を
考

え
、

問
題

に
つ

い
て

の
自

己
認

識
力

を
高

め
る

。
＜

男
女

の
格

差
＞

〇
地

球
温

暖
化

対
策

推
進

員
や

環
境

問
題

に
取

り
組

む
企

業
の

方
と

出
会

い
、

地
球

温
暖

化
に

対
し

て
様

々
な

視
点

か
ら

の
対

策
に

つ
い

て
学

ぶ
。

そ
し

て
、

今
で

き
る

こ
と

と
未

来
で

で
き

る
こ

と
を

整
理

し
、

環
境

問
題

の
解

決
策

を
考

え
る

。
＜

環
境

問
題

＞
〇

青
年

海
外

協
力

隊
で

活
動

さ
れ

て
い

る
方

や
岐

阜
市

障
害

者
支

援
セ

ン
タ

ー
の

方
と

出
会

い
、

2
0
年

後
の

未
来

に
誰

も
が

生
き

や
す

い
社

会
に

す
る

た
め

に
、

今
自

分
た

ち
に

で
き

る
こ

と
を

考
え

活
動

す
る

。
＜

共
生

＞

■
探

究
し

て
き

た
こ

と
か

ら
、

自
分

の
生

き
方

を
考

え
た

け
れ

ど
、

そ
の

生
き

方
を

実
際

に
歩

ん
で

い
く

こ
と

が
で

き
る

か
不

安
だ

。
■

自
分

の
考

え
た

生
き

方
を

し
て

い
く

た
め

に
は

、
ま

だ
ま

だ
つ

け
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

力
が

た
く

さ
ん

あ
る

な
。

【
よ

り
よ

く
生

き
る

】

・
ユ

ニ
セ

フ
・

塚
本

杏
奈

さ
ん

（
京

都
大

学
学

生
）

・
イ

ダ
マ

ル
ゴ

ダ
・

バ
ル

カ
・

ア
ミ

ラ
さ

ん
（

東
京

大
学

院
生

）
・

岐
阜

市
女

性
セ

ン
タ

ー
・

Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ

海
外

協
力

隊
員

　
出

町
卓

也
さ

ん

・
国
語
：
立
場
を
尊
重
し
て
話
し
合
お
う
～
討
論
で
多
角
的
に
検
討
す
る
～

・
社
会
：
日
本
の
諸
地
域

・
数
学
：
デ
ー
タ
の
分
析
　
デ
ー
タ
の
比
較
と
箱
ひ
げ
図
　
確
率
　
標
本
調
査

・
音
楽
：
日
本
の
伝
統
芸
能

・
他

の
テ

ー
マ

を
探

究
し

て
い

る
仲

間
・

後
輩

・
国
語
：
国
語
の
学
び
を
振
り
返
ろ
う

　
　
　
　
～
テ
ー
マ
を
決
め
て
話
し
合
い
、
壁
新
聞
を
つ
く
る
～

・
社
会
：
開
国
と
近
代
日
本
の
歩
み
（
産
業
革
命
と
資
本
主
義
）

〇
グ

ル
ー

プ
別

で
探

究
し

て
き

た
こ

と
や

、
自

分
た

ち
の

社
会

問
題

に
対

す
る

解
決

策
を

考
え

ま
と

め
る

。

〇
グ

ル
ー

プ
ご

と
に

ま
と

め
た

こ
と

を
大

学
の

講
堂

で
、

外
部

の
人

た
ち

に
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

す
る

。

○
探

究
を

通
し

て
学

ん
だ

こ
と

を
振

り
返

り
、

「
自

分
の

生
き

方
」

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

。

○
「

自
分

の
生

き
方

」
を

ま
と

め
、

後
輩

に
決

意
を

語
る

。

●
労

働
時

間
を

延
ば

せ
る

よ
う

に
す

れ
ば

男
女

の
収

入
の

格
差

は
な

く
せ

る
け

れ
ど

、
家

事
や

育
児

の
こ

と
を

考
え

る
と

単
純

に
労

働
時

間
を

延
ば

せ
な

い
。

■
ユ

ニ
セ

フ
の

活
動

を
詳

し
く

知
る

こ
と

で
、

募
金

活
動

の
意

味
や

意
義

に
つ

い
て

知
る

こ
と

が
で

き
た

し
、

実
際

に
協

力
す

る
こ

と
も

で
き

た
こ

と
は

嬉
し

い
け

れ
ど

、
現

地
に

自
分

が
行

っ
た

訳
で

も
な

い
の

で
、

正
直

あ
ま

り
実

感
が

わ
か

な
い

。
■

私
た

ち
の

中
に

根
本

的
に

貧
困

地
域

へ
の

「
か

わ
い

そ
う

だ
か

ら
」

と
か

「
し

て
あ

げ
た

い
」

と
い

う
自

分
た

ち
を

優
位

に
捉

え
た

考
え

方
が

あ
る

よ
う

に
感

じ
て

も
ど

か
し

か
っ

た
。

私
た

ち
が

し
て

い
る

こ
と

は
、

支
援

で
は

な
く

援
助

な
の

か
も

し
れ

な
い

。
【

　
相

互
理

解
、

寛
容

　
社

会
参

画
　

公
共

の
精

神
　

国
際

理
解

　
自

然
愛

護
　

よ
り

よ
く

生
き

る
な

ど
　

】
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９
年
生

本
時
案

（
９
年
１
組
教
室
）

（
１
）
目
標

経
済
格
差
に
よ
る

諸
問
題

に
つ
い
て

、
他
者
と
協
力
し

て
調
べ
た
り
考
え
を
発
信
し
た
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
実
際
に
社
会
の
一
員
と
し
て
行
動
を
起
こ
し
た
先
輩
方
の

話
を
も

と
に
、
自
分
を
客
観
的
に
見
つ
め
、
社
会
問
題
に
対
す
る
解
決
策

や
支
援
策

に
つ
い
て

主
体
的
に

考
え
、
実
行
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

。
（
貢
献
す
る
人
間
性

）
（
２
）
道
徳
的
価
値
判
断
に
関
わ
っ
て

社
会
問
題
を
自
分
ご
と
と
し
て
と
ら
え
、

自
分
が
生
き
て
い
る
身
の
回
り
を
含
め
た
社
会
に
関
わ
る
こ
と
の
意
義
を
理
解
し
、
主
体
的
に
社
会
に
参
画
し
て
い
こ
う
と
す
る

意
識

や
具
体
的
な
目
標
を

考
え
る

。
（
社
会
参
画

）
本
時

（
）

活
動
内
容
（
○
教
師
の
発
問

・
予
想
さ
れ
る

児
童

生
徒
の
発
言
）

○
教
師
の
手
立
て
と
見
届
け

１
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
通
し
て
完
成
さ
せ
た
経
済
格
差
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
発
表

す
る

・
世
界
の
貧
困
の
実
態
に
つ
い
て
調
べ
、
実
際
に
自
分
た
ち
が
行
っ
た
募
金
活
動
や
子
ど
も
食
堂
で
の
経
験
を
も
と
に
ま
と
め
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
よ
り
多
く
の
人
に

経
済
格
差
の
諸
問
題
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
、

考
え
て
も
ら
う
機
会
に
し
た
い
。

・
自
分
た
ち
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
、
経
済
格
差
の
諸
問
題

解
決
に
向
け
て
学
び
、
行
動
し
て
い
る

人
た
ち
に
見
て
い
た
だ
き
、
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

２
社
会
の
一
員
と
し
て
経
済
格
差

の
諸
問
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る

人
々

と
の
対
話
を
通
し
て
考
え
る

〇
経
済
格
差
の
な
い
誰
も
が
平
等
に
幸
せ
に
生
き
ら
れ
る
未
来
を
築
い
て
い
き
た
い
と
い
う
み
ん
な
の
強
い
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
活
動
だ
っ
た

け
れ
ど
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
通
し
て

そ
の
思
い
に
変
化
は
あ
り
ま
す
か
。

・
ユ
ニ
セ
フ
の
活
動
を
詳
し
く
知
る
こ
と
で
、
募
金
活
動
の
意
味
や
意
義
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
実
際
に
協
力
す
る
こ
と
も
で
き
た

こ
と
は
嬉
し
い
け
れ
ど
、
現
地
に
自
分
が
行
っ
た
訳
で
も
な
い
の

で
、
正
直
あ
ま
り
実
感
が
わ
か
な
い
。

・
私
た
ち
の
中
に
根
本
的
に
貧
困
地
域
へ
の
「
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
」
と
か
「
し
て
あ
げ
た
い
」
と
い
う
自
分
た
ち
を
優
位
に
捉
え
た
考
え
方
が

あ
る
よ
う
に
感
じ

て
も
ど
か
し
か
っ
た
。
私
た
ち
が
し
て
い
る
こ
と
に
意
味
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

３
今
後
の
自
分
た
ち
に
必
要
な
考
え
方
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
追
加
し
た
い
視
点
に
つ
い
て

議
論
す
る

・
私
た
ち
一
人
一
人
の
力
は
小
さ
く
て
無
力
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
何
も
し
な
い
よ
り
も
何
か
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
し
よ
う
と
一
歩
踏
み
出

す
こ
と
で
未
来
は
き
っ
と
変
わ
る
。
だ
か
ら
、
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
な
ん
だ
。

・
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
今
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
将
来
的
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て

訴
え
か
け
て
い
っ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

４
本
時
の
学
び
の

振
り
返

り
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
く

・
経
済
格
差
に
よ
る
諸
問
題
は
決
し
て
対
岸
の
火
事
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
国
に
お
い
て
も
起
こ
り
か
ね
な
い
。
ま
た
、
貧
困
で
は
な
く
災
害
な

ど
多
く
の
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
情
事
の
時
こ
そ

、
国
と
国
、
人
と
人
と
が
お
互
い
に
支
え
あ
っ
て
い
く
こ
と
が

重

要
に
な
っ
て
く
る
。
だ
か
ら
こ
そ
普
段
か
ら
様
々
な
問
題
を
自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
し
よ
う
と
思
え
る

人
に
な
っ
て

い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
の
願
う
未
来
を
築
い
て
い
く
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

○
経
済
格

差
に
よ

る
諸
問

題
の
現

状
に
つ

い
て
、
多

く
の
人

に
発
信

し

て
い

く
こ

と
が

問
題

解
決

に
向

け
て

自
分

た
ち

に
で

き
る

こ
と

で

あ
る
と
い

う
目
的

か
ら
プ

レ
ゼ
ン

テ
ー
シ

ョ
ン
を

作
成
す

る
。
よ
り

緊
迫
感
を

生
み
、
見
て
い

る
相
手

の
心
に
響

く
プ
レ

ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ

ン
に
な
る

よ
う
、
映

画
「
存
在

の
な
い

子
供
た

ち
」
か
ら
抜

粋
し
た

セ
リ
フ
を

扱
う
な

ど
、
内

容
や
伝

え
方
を
試

行
錯
誤

し
て
作

り
上
げ

る
。
プ

レ
ゼ
ン

テ
ー
シ

ョ
ン
は

、
街
頭
募
金

の
活
動

時
に
岐

阜
駅
前

で
発
表
し

て
い
る

。

○
「
経

済
格
差

に
よ
る

苦
し
み

の
な
い

未
来
を

築
く
た

め
に

、
自
分

に

で
き

る
こ

と
は

何
か
考

え
行

動
し

よ
う
。
」

を
単

元
を

通
し

た
課
題

と
し
て
設

定
し

、
毎
時

活
動
終

了
時
に

、
そ

の
課
題

に
立
ち

返
っ
て

自
分

た
ち

の
活

動
を

振
り

返
り

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
で

き
る

よ

う
に
す

る
。

そ
の

内
容
か

ら
生
徒

の
心
境

の
細
か

い
変
化

を
捉
え
、

客
観

的
に

自
分

を
見

つ
め

た
こ

と
で

生
ま

れ
た

エ
ラ

ー
を

表
出

さ

せ
る
よ
う

に
す
る

。

〇
世

界
の

経
済

格
差

に
よ

る
不

平
等

解
決

に
向

け
て

行
動

す
る

人
々

と
の
出
会

い
の
場

を
設
け

、
生
徒

た
ち
の
中

に
生
ま

れ
た
エ

ラ
ー
に

寄
り
添
っ

た
内
容

を
対
話

し
て
い

く
こ
と

で
、
社
会

問
題
を

自
分
ご

と
と
し
て

捉
え
、
新
た
な

視
点
や

気
付
き
を

引
き
出

す
こ
と

が
で
き

る
よ
う
に

す
る
。

ま
た
、

社
会
問

題
を
自

分
ご
と

と
し
て

と
ら
え
、

行
動
す
る

こ
と
の

価
値
に

気
付
く

こ
と
で
、
今
後
の

自
分
自

身
の
生

き
方
に
つ

い
て
見

つ
め
ら

れ
る
よ

う
に
す

る
。

目
標
に
迫
っ
た
姿
を
ど
の
よ
う
に
見
届
け
る
か

先
輩
方
と

対
話
し
た

こ
と
を

も
と
に

、
自
分

を
客
観
的

に

見
つ
め
、

社
会
問
題

に
対
す

る
解
決

策
や
支

援
策

に
つ

い

て
主
体
的
に
考
え
、
自
分
の
意
見
を
主
張
し
た
り
、
新
た
な

視
点
で
発

信
す
る
こ

と
が
で

き
る
よ

う
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー

シ

ョ
ン
を
考
え
た
り
し
て
い
る
。
（
貢
献
す
る
人
間
性
）

・
先
輩
方

と
の
対
話

や
仲
間

と
の
議

論
に
お

け
る

発
言

の

様
子
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
述
か
ら
見
届
け
る
。

【
京
都
大

学
生

さ
ん

】・
世

界
の
食

糧
問
題

と
環
境

問
題
に

つ
い
て

学
習
中

先
進
国

の
大
量

消
費
社

会
を
賄

う
た
め

に
、
輸
出
用

の
作
物
を

生
産
し

自
身
が
食

糧
難
に
陥

っ
て
い

る
農
民

の
実
態

に
つ
い

て
研
究

中

【
東
京

大
学

出
身

さ
ん

】・
日
本

国
内
の

経
済

格
差

に
よ

る
教

育
格

差
に
つ
い

て
研
究
し

、
サ
ポ

ー
ト
組

織
の
立

ち
上
げ

を
目
指

す
社
会

人

【
東
京

大
学

院
生

さ
ん

】・
日
本

で
生
ま

れ
育

っ
た

が
ス

リ
ラ

ン
カ

の
国
籍
を

も
ち
、
実

際
に
現

地
に
足

を
運
び

な
が
ら

経
済
格

差
の
問

題
を
研

究
中

経
済
格
差

の
諸
問

題
解
決

に
向
け

て
取
り

組
ん
で

い
る
先

輩
方
か

ら
ア
ド

バ
イ
ス

を
も
ら

い
、
よ

り
よ
い

プ
レ
ゼ

ン
テ
ー

シ
ョ
ン

に
な
る

よ
う
考

え
よ
う

。

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

に
対

し
て

ど
の

よ
う

な
感

想
を

も
ち

ま
し
た
か

。
ア
ド

バ
イ
ス

は
あ
り

ま
す
か

。

・
な
ぜ
こ

の
よ
う

な
社
会

問
題
に

つ
い
て

学
び
、
行
動
し

よ
う
と

思
っ
た
の

で
す
か

。

・
自
分
が

や
っ
て

い
る
こ

と
が
、
実
際
に

社
会
問

題
解
決

に
繋
が

っ
て
い
る

の
を
実

感
す
る

こ
と
は

あ
り
ま

す
か
。

・
今
後
の

人
生
の

展
望
は

ど
の
よ

う
な
も

の
で
す

か
。
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９
年
生

単
元
シ
ー
ト

（
９
年
３
組
教
室
）

単
元
名

未
来
を
ど
う
生
き
る

（
）

本
単
元
の
目
標

問
題
解
決
力

関
係
構
築
力

貢
献
す
る
人
間
性

問
題
を

多
面
的
多
角
的
な
見

方
で
調
べ
た
り
考
え

た

り
し
て
い
く
中
で
、
問
題
の
本
質
を
理
解
し
た
上
で
、

新
た
な

課
題
を
設
定
し
追
究

し
た
り
、
自
分
自
身

に

で
き
る

こ
と
を
考
え
行
動
し

た
り
す
る
こ
と
が
で

き

る
よ
う
に
す
る
。

異
な
る

立
場
、
異
な
る
考

え
方
を
も
つ
他
者

の
こ
と

を
認
め
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

社
会
問

題
の
解
決
に
向
け

て
、
他
者
と
協
力

し
調
べ

た
り
考

え
た
り
し
て
い
く

中
で
、
自
分
が
周

り
の
人

の
努
力

や
工
夫
に
支
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
に

気
付
く

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
上
で
、
社
会
の
一
員
と
し
て
社

会
問
題

に
対
す
る
解
決
策

に
つ
い
て
考
え
実

行
し
よ

う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

活 動 の 計 画

〇
テ
ー
マ
別
に
分
か
れ

、
今
後
の

活
動
の
見
通
し
を
も
つ

。
（
５
）

・
男
女
（
雇
用
と
家
庭
生
活

）
の

チ
ー
ム
で
は
、
ど
の
よ
う
な
問

題
に
向
き
合
っ
て
い
く
か
考
え

る
。

・
男
女
の
間
に
あ
る
差
別
、
格
差

→
男
女
の
間
に
あ
る
不
当
な
格
差

を
ど
う
す
る
べ
き
か
考
え
て
い

く
。

○
テ
ー
マ
ご
と
に
活
動
を
行
う
。

（
）

・
男
女
の
間
に
あ
る
不
当
な
格
差
と
し
て
、
家
事

分
担
の
差
を
う
め
る
方
法
を
実
行
す
る
。
家
事

に
お
い
て
負
担
が
大
き
い
の
は
、
食
事
関
係
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
負

担
が
軽
減
し
、
両
性
共
に
平
等
に
分
担
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
考
え
、
各
家
庭
で
考
え
た
こ
と

を
実
行
す
る
。

○
テ
ー
マ
を
題
材
と
し
た

シ
ナ
リ
オ
を
作
り
、
社
会

問
題
に
つ
い
て
考
え
る

。

・
シ
ナ
リ
オ
は
１
シ
ー
ン
を
描
く
。

・
ス
ト
ー
リ
ー
を
生
徒
と
共
に
作
り
上
げ
る
。

・
考
え
る
中
で
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
の
か
深

く
実
感
し
て
い
く
。

・
表
現
す
る

中
で
、
セ
リ
フ
や
立
ち
回
り
を
考
え
、

さ
ら
に

実
感
を
伴
う
よ
う
に
な
る
。

・
シ
ナ
リ
オ

を
発
表
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
別
の
チ

ー
ム
と
共
に
社
会
問
題
を
考
え
る
。

○
考
え
た
こ
と
を
ま
と
め
、
発
表
会
を
行
う
。

（
）

・
岐
阜
大
学
の
講
堂
で
行
う
。

・
岐
阜
大
学
の
教
授
や
学
生
を
招
待
し
、
自
分
た

ち
の
感
じ
た
社
会
問
題
の
構
造
や
問
題
点
、
考

え
を
発
表
す
る
。

・
意
見
や
感
想
を
い
た
だ
き
、
自
分
た
ち
の
発
表

を
振
り
返
る
。

加 筆 修 正 欄 想 定 さ れ る 姿

・
こ
れ
ま
で
の
学
び
で
、
自
分
な
り

の
解
決
策
を
考
え
て
き
た
。
さ
ら

に
テ

ー
マ

を
掘

り
下

げ
て

考
え

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

し
た
い
。

・
問
題
を
深
く
理
解
す
る
た
め
に
、
自
分
た
ち
の
で

き
る
解
決

策
を
考
え
て
実
行
し
た
。

ま
だ
ま
だ

考
え

て
い

か
な

い
と

い
け

な
い

こ
と

が
増

え
た
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
考
え
て
い
き
た
い
。

・
シ
ナ
リ
オ
を
書
く

に
は
、
実
際
の
問
題
を
深
く
理

解
し
て
い
な
い
と
、
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

直
接
問
題
に
関
わ
っ
て
い
る
人
に
話
を
聞
い
て
み

た
い
。

・
考
え
て
き
た
こ
と
を
発
表
す
る
こ
と
で
、
自
分
の

考
え
を
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

感
想
や
意

見
を
も
ら

っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
新

し
い
視
点

が
増
え
た

。
こ
れ

か
ら
の
生
き
方
を

考
え
て
い

き
た
い
。

実 際 の 姿

● ジ レ ン マ

■ エ ラ ー

●
フ
ル
タ
イ
ム
で
全
員
が
働
こ
う
と
す
る
と
、
家
庭
生
活
の
維
持
が
困
難
に
な
る
。
し
か
し
、

フ
ル
タ
イ
ム
で
働
か
な
け
れ
ば
、
生
活
の
維
持
が
難
し
い
。

●
生
活
の
維
持
が
難
し
い
と
、
一
方
が
家
事
負
担
の
割
合
が
増
え
る
。
そ
の
増
え
た
負
担
を

担
う
役
割
を
女
性
が
負
担
す
る
現
状
が
あ
る
。

■
問
題
を
考
え
る
中
で
、
実
感
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
ど
の
よ
う
に
実
感
し
て
い
く
と
い
い

か
分
か
ら
な
い
。
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９
年
生

本
時
案

（
９
年
３
組
教
室
）

（
１
）
目
標

発
言
の
根
底
に
あ
る
考
え
方
を
理
解
す
る
活
動
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
や
経
験
で
得
た
考
え
を
基
に
、
多
面
的
多
角
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
問
題
解
決
力

）
（
２
）
道
徳
的
価
値
判
断
に
関
わ
っ
て

男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
の
根
底
に
あ
る
考
え
方
に
つ
い
て
理
解
し
、

異
性
へ
の
お
互
い
の
見
方
考
え
方
を
議
論
す
る
。（

友
情
、
信
頼

）

本
時

（
）

活
動
内
容
（
○
教
師
の
発
問

・
予
想
さ
れ
る

児
童

生
徒
の
発
言
）

○
教
師
の
手
立
て
と
見
届
け

１
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
り
、
本
時
の
授
業
の
目
標
を
共
有
す
る

○
「
私
は
私
の
生
き
た
い
よ
う
に
生
き
る

」
と
い
う

花
子
さ
ん
の
セ
リ
フ
の
背
景
に
あ
る
考
え
方
と
、
そ
れ
を
言
わ
れ
た
太
郎
く
ん
の
戸
惑
い
の

背
景
に
あ
る
考
え
方
を
理
解
し
、

シ
ナ
リ
オ

を
真
に
迫
っ
た
も
の
に
し
よ
う
。

２
地
の
文
を
考
え
る

・
「
私
の
生
き
た
い
よ
う
に
生
き
る
」
こ
と
が
難
し
い
と
考
え
る
世
の
中
に
あ
る
考
え
方
や
慣
習
な
ど
を
踏
ま
え
る
。

・
当
た
り
前
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
が
で
き
な
い
の
は
な
ぜ
か
考
え
る
。

・
言
わ
れ
た
側
の
太
郎
く
ん
の
戸
惑
い
に
あ
る
考
え
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
も
つ
。

・
こ
の
後
、
ど
の
よ
う
な
困
難
が
花
子
さ
ん
に
起
こ
り
え
る
か
考
え
る
。

３
発
言
を
捉
え
、
そ
の
背
景
に
あ
る
差
別
意
識
の
根
源
を
考
え
る

・
男
の
立
場
か
ら
考
え
る
と
、
生
き
た
い
よ
う
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
当
た
り
前
だ
と
考
え
て
い
た
け
れ
ど
、
現
状
難
し
さ
が
あ
る
と

考
え
た
。

・
女
の
立
場
か
ら
考
え
る
と
、
生
き
た
い
よ
う
に
生
き
る
こ
と
が
当
た
り
前
だ
け
れ
ど
、
慣
習
や
慣
例
に
よ
っ
て
、
ゆ
る
や
か
な
強
制
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
生
き
方
が
縛
ら
れ
、
生
き
た
い
よ
う
に
生
き
る
こ
と
が
難
し
い
現
実
が
あ
る
。
そ
う
し
た
考
え
方
か

ら
自
由
に
な
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。

４
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
の
意
見
を
聞
く

・
強
い
意
志
で
、
自
分
の
考
え
を
貫
き
通
す
こ
と
に
は
難
し
さ
が
あ
る
。
現
実
と
の
折
り
合
い
を
ど
の
よ
う
に
つ
け
て
い
く
か
が
重
要
で
あ
る
。

周
り
の
理
解
を
得
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
考
え
て
ほ
し
い
。

５
仲
間
と
交
流
し
、
自
分
の
考
え
を
深
め
る

・
起
こ
り
う
る
こ
と
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ

る
か
考
え
て
い
く
中
で
、
自
分
以
外
の
考
え
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
周
り
の
意
見
で

自
分
も
考
え
を
変
え
る
こ
と
が
あ
る
。
自
分
の
生
き
方
を
強
く
も
ち
、
そ
れ
を
周
り
の
人
と
理
解
調
整
し
な
が
ら
進
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
た
。

６
本
時
の
学
び
の
振
り
返
り
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
く

・
シ
ナ
リ
オ
の
地
の
文

を
考
え
る
中
で
、
発
言
の
裏
に
あ
る
考
え
方
の
根
底
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
自
分
た
ち
に
も
通
じ
る
考
え
方
が
あ

り
、
そ
れ
が
他
者
に
ど
う
い
う
影
響
を
与
え
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
自
分
の
生
き
方
を
貫
い
て
い
く
う
え
で
、
周
り
か
ら
の
理
解

を
得
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
、
自
分
の
生
き
た
い
生
き
方
を
し
っ
か
り
考
え
る
こ
と
が
必
要
だ
。

○
こ
れ
ま
で
の
学
び
を
蓄
積
で
き
る
シ
ー
ト
を
用
意
す
る
。

○
今
日
考
え
た
い
セ
リ
フ
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
お
き

、
意
識

し
な
が
ら
読
む
こ
と
を
指
示
す
る
。

○
シ
ナ
リ
オ
の
進
行
上
、
基
本
的
に
は
セ
リ
フ
の
や
り
取
り
に

な
る
よ
う
に
す
る
。

○
自
分
た
ち
の
学
び
の
中
で
感
じ
た
こ
と
や
、
経
験
談
、
自
分

の
中
に
あ
る
考
え
方
と
比
較
す
る
よ
う
声
を
か
け
る
。

○
実

際
に

起
こ

り
う

る
問

題
に
つ

い
て

気
付

く
よ

う
な

声
が

け
を
お
願
い
す
る
。

○
仲
間
の
考
え
方
を
聞
き
、
自
分
の
考
え
方
と
共
通
す
る
部
分

と
相

違
す

る
部

分
を

整
理

し
な
が

ら
話

し
合

う
よ

う
指
示

す
る
。
特
に
、
相
違
す
る
部
分
か
ら
、
新
し
い
考
え
方
が
生

ま
れ
る
よ
う
な
声
掛
け
を
す
る
。

セ
リ
フ
の
背
景
に
あ
る
登
場
人
物
の
考
え
を
理
解
し
よ
う
。

目
標
に
迫
っ
た
姿
を
ど
の
よ
う
に
見
届
け
る
か

男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
か
ら
も
の
の
見
方
を
考
え
よ
う

と
し
て
い
た
り
、
自
分
の
経
験
や
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
中

か
ら
も
の
の
見
方
を
考
え
よ
う
と
し
た
り
し
て
い
る
。

（
問
題
解
決
力
）

・
仲
間
と
の
交
流
で
の
発
言
の
様
子
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の

記
述
か
ら
見
届
け
る
。
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特別支援学級（Ⅰ部）

学びのカテゴリー「遊び・生活づくり」

１・２年４組は、身近な新聞紙、紙コ

ップ、洗濯ばさみなどを使って遊ぶこと

を通して、身近な仲間や教師と遊ぶこと

の楽しさをに気付くようになった。遊ぶ

中で、仲間と一緒に遊びたいときに、ど

のような声をかけるとよいのかが分か

り、少しずつ仲間と関わりながら遊ぶこ

とができるようになってきた。また、「服

に付けてみたら楽しそう。」と遊び方を考

える姿も見られ、遊びの楽しさに浸るこ

とができるようになってきた。

３・４年４組は、野菜の世話に関する

ことを先生や先輩に聞いたり、一緒に活

動したりすることを通して、協力するこ

との大切さに気付くようになった。クラ

スで考えても、分からないことを野菜作

りの得意な先生や８・９年４組に話を聞

きにいった。また、８・９年４組と一緒

に畑の雑草を取る活動を行った。この活

動から、自分で分からない・できないと

きには、周りにいる人と協力することが

よいのだと気付き、「一緒にやろう」や「こ

うするといいよ」などの声かけが増えて

きている。

豊吉 章孝

土生 雄一
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「
仲
間
を
招
待
し
て
遊
ぼ
う
」
（
3
2
時
間
）

「
遊
び
を
考
え
よ
う
」

「
遊
び
場
を
作
ろ
う
」

「
し
ょ
う
た
い
し
よ
う
」

「
遊
び
を
ふ
り
返
ろ
う
」

〇
こ
れ
ま
で
の
遊
び
を
振
り
返
る
。

〇
誰
を
招
待
し
た
い
か
、
何
を
し
て
遊
び
た
い
か
を
決
め
る
。

〇
遊
び
の
場
を
仲
間
と
協
力
し
て
作
る
。

〇
招
待
す
る
仲
間
と
一
緒
に
遊
ぶ
。

〇
１
年
間
の
遊
び
を
振
り
返
る
。

●
み
ん
な
で
決
め
た
遊
ぶ
計
画
と
自
分
の
や
り
た
い
遊
び
と
違
う
。

●
楽
し
く
遊
び
た
い
け
れ
ど
、
自
分
の
し
た
い
こ
と
と
仲
間
の
し
た
い

こ
と
が
違
う
。

■
招
待
し
た
仲
間
と
遊
び
た
い
け
れ
ど
、
ど
う
や
っ
て
関
わ
れ
ば
よ
い

か
分
か
ら
な
い
。

【
節
度
、
節
制
・
親
切
、
思
い
や
り
・
感
謝
・
友
情
、
信
頼
・
よ
り
よ

い
学
校
生
活
、
集
団
英
勝
の
充
実
】

・
先
生

・
学
級
の
仲
間

・
４
組
の
仲
間

・
同
学
年
の
仲
間

・
家
族

・
身
近
な
場
所
（
教
室
、
遊
戯
室
、
運
動
場
、
畑
な
ど
）

・
国
語
：
て
が
み
で
し
ら
せ
よ
う
　
と
も
だ
ち
の
こ
と
を
し
ら
せ
よ
う

・
図
画
工
作
：
紙
コ
ッ
プ
と
な
か
よ
し
　
ク
レ
ヨ
ン
と
な
か
よ
し

「
仲
間
と
一
緒
に
遊
ぼ
う
」
（
6
0
時
間
）

「
シ
ャ
ボ
ン
玉
で
遊
ぼ
う
」

「
ブ
ロ
ッ
ク
で
遊
ぼ
う
」

「
当
て
て
遊
ぼ
う
」

「
遊
戯
室
で
遊
ぼ
う
②
」

「
誘
っ
て
遊
ぼ
う
」

〇
ど
ん
な
遊
び
を
し
た
い
か
願
い
を
も
つ
。

〇
遊
び
に
必
要
な
も
の
を
自
分
た
ち
で
作
る
。

〇
願
い
に
沿
っ
て
、
思
う
存
分
遊
び
に
取
り
組
む
。

○
仲
間
を
誘
っ
て
一
緒
に
遊
ぶ
。

■
上
手
く
で
き
な
い
。

●
～
し
た
い
け
ど
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
。

●
仲
間
と
～
し
た
い
け
ど
自
分
の
し
た
い
こ
と
と
ぶ
つ
か
る
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
困
る
。

■
仲
間
と
一
緒
に
遊
び
た
い
が
、
ど
う
や
っ
て
誘
え
ば
よ
い
か
分
か
ら
ず
、
誘
え
な
い
。

■
遊
び
を
作
っ
た
け
ど
楽
し
く
な
か
っ
た
。
も
っ
と
楽
し
い
遊
び
場
に
し
た
い
。

【
善
悪
の
判
断
、
自
律
、
自
由
と
責
任
・
節
度
、
節
制
・
友
情
、
信
頼
・
規
則
の
尊
重
・
勤

労
、
公
共
の
精
神
・
よ
り
よ
い
学
校
生
活
、
集
団
生
活
の
充
実
】

・
先
生

・
学
級
の
仲
間

・
4
組
の
仲
間

・
身
近
な
場
所
（
教
室
、
遊
戯
室
、
運
動
場
な
ど
）

・
算
数
：
数
え
よ
う
　
い
ろ
い
ろ
な
形

・
図
画
工
作
：
し
ん
ぶ
ん
し
と
な
か
よ
し
　
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
作
ろ
う
・
遊
ぼ
う

「
身
近
な
仲
間
や
先
生
と
遊
ぼ
う
」
（
4
8
時
間
）

「
新
聞
紙
で
遊
ぼ
う
」

「
紙
コ
ッ
プ
で
遊
ぼ
う
」

「
洗
濯
ば
さ
み
で
遊
ぼ
う
」

「
遊
戯
室
で
遊
ぼ
う
①
」

〇
遊
ぶ
こ
と
に
没
頭
し
、
精
一
杯
遊
ぶ
。

〇
身
近
な
仲
間
や
先
生
と
遊
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
に
気
付
く
。

■
上
手
く
で
き
な
い

●
も
っ
と
遊
び
た
い
け
れ
ど
、
終
わ
り
の
時
間
だ
け
ど
止
め
た
く
な
い
。

■
仲
間
と
一
緒
に
遊
び
た
い
け
ど
、
ど
う
や
っ
て
声
を
か
け
た
ら
よ
い
か
が
分
か
ら
ず
、
声
を

か
け
ら
れ
な
い
。

●
仲
間
と
使
い
た
い
道
具
が
重
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
う
い
う
と
き
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か

悩
む
。

【
善
悪
の
判
断
、
自
律
、
自
由
と
責
任
・
節
度
、
節
制
・
規
則
の
尊
重
・
よ
り
よ
い
学
校
生

活
、
集
団
生
活
の
充
実
】

・
先
生

・
学
級
の
仲
間

・
上
級
生
の
仲
間

・
身
近
な
場
所
（
教
室
、
遊
戯
室
、
畑
な
ど
）

学
び
を
構
成
す
る

要
素

人
（
自
分
、
仲
間
、
先
生
）
　
も
の
　
き
ま
り
　
楽
し
さ
　
で
き
た
喜
び
　
達
成
感
　
心
地
よ
さ
　
仲
間
の
広
が
り
　
仲
間
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
喜
び
　
自
分
の
成
長

６
月

特
別
支
援
学
級

第
1
・
２
学
年
の
目
標

主
な
学
習
活
動

３
月

２
月

１
月

1
2
月

人
材
活
用

施
設

５
月

1
0
月

９
月

1
1
月

４
月

単
元
名

（
時
数
）

 
 
 
 
 
 
想
定
さ
れ
る

 
 
 
 
 
 
●
ジ
レ
ン
マ

 
 
 
 
 
 
■
エ
ラ
ー

 
 
 
【
道
徳
的
諸
価
値
】

　

教
科
等
と
の
関
連

月
８
月

７
月

１
・
２
年
４
組

学
び
の
基
盤
と
な
る

道
徳
的
諸
価
値

善
悪
の
判
断
、
自
律
、
自
由
と
責
任
・
節
度
、
節
制
・
親
切
、
思
い
や
り
・
感
謝
・
友
情
、
信
頼
・
規
則
の
尊
重
・
勤
労
、
公
共
の
精
神
・
よ
り
よ
い
学
校
生
活
、
集
団
生
活
の
充
実

「
学
び
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
：
遊
び
・
生
活
づ
く
り
（
全
1
4
0
時
間
）

カ
テ
ゴ
リ
ー
設
定
の

理
由

　
自
分
一
人
で
願
い
を
も
っ
て
遊
ぶ
と
こ
ろ
か
ら
、
学
級
、
学
年
へ
と
、
遊
ぶ
仲
間
が
広
が
る
。
遊
ぶ
仲
間
が
広
が
る
こ
と
で
、
一
緒
に
取
り
組
む
よ
さ
を
感
じ
る
。
遊
ぶ
過
程
に
お
い
て
、
仲
間
と
仲
良
く
遊
ぶ
た
め
に
ど
う
す
る
と
よ
い
か
、
よ
い
姿
を
ま
ね

し
て
、
願
い
を
実
現
し
て
い
く
。

（
１
）
問
題
解
決
力
に
関
わ
っ
て

自
分
の
願
い
を
も
っ
て
、
遊
び
方
や
遊
ぶ
も
の
を
考
え
、
思
う
存
分
遊
び
に
取
り
組
み
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
２
）
関
係
構
築
力
に
関
わ
っ
て

仲
間
や
教
師
と
一
緒
に
遊
び
、
仲
間
と
関
わ
る
こ
と
の
よ
さ
を
感
じ
た
り
、
仲
間
や
教
師
と
親
し
み
、
関
わ
り
を
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
３
）
貢
献
す
る
人
間
性
に
関
わ
っ
て

交
流
学
級
や
特
別
支
援
学
級
の
仲
間
を
遊
び
に
招
待
し
、
遊
び
を
進
め
な
が
ら
一
緒
に
楽
し
も
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

年
間
指
導
計
画
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１
・
２
年
４
組

単
元
シ
ー
ト

単
元
名

仲
間
と
一
緒
に
遊
ぼ
う
（

）

本
単
元
の
目
標

問
題
解
決
力

関
係
構
築
力

貢
献
す
る
人
間
性

自
分
の
願
い
を
も
っ
て
思
う
存
分
遊
び
に
取
り
組
む
中
で
、

遊
び
方
を
工
夫
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

遊
ぶ
中
で
、
仲
間
を
誘
っ
た
り
仲
間
の
誘
い
に
応
じ
た
り
し

な
が
ら
、
一
緒
に
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

自
分
た
ち
の
遊
び
に
、
４
組
の
仲
間
や
学
年
の
仲
間
を
招
待

し
、
仲
間
と
と
も
に
楽
し
も
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

活 動 の 計 画

「「
シシ
ャャ
ボボ
ンン
玉玉
でで
遊遊
ぼぼ
うう
」」

• 
シ
ャ
ボ
ン
玉
の
作
り
方
を
知
り
、
シ

ャ
ボ
ン
玉
を
作
っ
て
遊
ぶ
。

• 
た
く
さ
ん
の
シ
ャ
ボ
ン
玉
、
大
き
い

シ
ャ
ボ
ン
玉
な
ど
を
見
て
、
そ
の
た

め
の
道
具
作
り
を
す
る
。

• 
色
々
な
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
作
っ
て
遊
び

な
が
ら
、
仲
間
の
遊
ん
で
い
る
様
子

を
見
る
。

• 
元
通
り
に
片
付
け
る
。

• 
活
動
を
振
り
返
り
、
次
の
見
通
し
を

も
つ
。

「「
ブブ
ロロ
ッッ
クク
でで
遊遊
ぼぼ
うう
」」

• 
ブ
ロ
ッ
ク
を
重
ね
た
り
、
積
ん
だ
り

す
る
。

• 
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
し
ず
つ
ず
ら
し
な
が

ら
高
く
積
む
。

• 
ブ
ロ
ッ
ク
を
色
や
形
で
分
け
て
置

く
。

• 
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
を
歩
き
、並

べ
直
す
。

• 
元
通
り
に
片
付
け
る
。

• 
活
動
を
振
り
返
り
、
次
の
見
通
し
を

も
つ
。

「「
当当
てて
てて
遊遊
ぼぼ
うう
」」

• 
ボ
ー
ル
を
転
が
し
て
的
に
当
て
る
。

• 
滑
り
台
な
ど
を
用
い
て
、
ボ
ー
ル
を

高
い
と
こ
ろ
か
ら
転
が
し
て
的
に
当

て
る
。

• 
的
を
自
分
た
ち
で
作
る
。

• 
作
っ
た
的
を
見
合
い
、
並
べ
て
当
て

て
遊
ぶ
。

• 
元
通
り
に
片
付
け
る
。

• 
活
動
を
振
り
返
り
、
次
の
見
通
し
を

も
つ
。

「「
遊遊
戯戯
室室
でで
遊遊
ぼぼ
うう
②②
」」

• 
願
い
を
も
ち
、
ど
の
よ
う
な
遊
び
コ
ー
ナ
ー

を
作
る
か
相
談
し
て
決
め
る
。

• 
遊
び
場
を
作
り
な
が
ら
、
遊
ぶ
。

• 
遊
び
な
が
ら
、
他
の
も
の
に
見
立
て
て
遊
ぶ
。

• 
遊
び
の
様
子
を
振
り
返
り
、
次
へ
の
願
い
を

も
つ
。

• 
元
通
り
に
片
付
け
る
。

• 
活
動
を
振
り
返
り
、
次
の
見
通
し
を
も
つ
。

「「
誘誘
っっ
てて
遊遊
ぼぼ
うう
」」

• 
誘
い
た
い
仲
間
を
決
め
て
、
招
待
状
を

作
る
。

• 
仲
間
を
誘
っ
て
、
一
緒
に
遊
ぶ
。

• 
自
分
た
ち
の
遊
び
場
で
、
ど
う
遊
ぶ
か

を
仲
間
に
見
せ
た
り
、
一
緒
に
遊
ん
だ

り
す
る
。

• 
誘
っ
て
一
緒
に
遊
べ
た
経
験
を
も
と

に
他
の
仲
間
を
誘
っ
て
遊
び
た
い
と

願
い
を
も
つ
。

• 
活
動
を
振
り
返
る
。

加 筆 修 正 欄 想 定 さ れ る 姿

• 
遊
ぶ
こ
と
に
没
頭
す
る
。

• 
教
師
や
仲
間
に
「
一
緒
に
や
ろ
う
。」

と
誘
う
。

• 
仲
間
の
誘
い
に
応
じ
て
遊
ぶ
。

• 
道
具
を
取
り
合
う
。

• 
も
っ
と
遊
び
た
い
と
感
じ
る
。

• 
遊
ぶ
こ
と
に
没
頭
す
る
。

• 
教
師
や
仲
間
に
「
一
緒
に
や
ろ
う
。」

と
誘
う
。

• 
仲
間
の
誘
い
に
応
じ
て
遊
ぶ
。

• 
も
っ
と
遊
び
た
い
と
感
じ
る
。

• 
遊
ぶ
こ
と
に
没
頭
す
る
。

• 
教
師
や
仲
間
に
「
一
緒
に
や
ろ
う
。」

と
誘
う
。

• 
仲
間
の
誘
い
に
応
じ
て
遊
ぶ
。

• 
も
っ
と
遊
び
た
い
と
感
じ
る
。

• 
遊
ぶ
こ
と
に
没
頭
す
る
。

• 
教
師
や
仲
間
に
「
一
緒
に
や
ろ
う
。」
と
誘
う
。

• 
仲
間
の
誘
い
に
応
じ
て
遊
ぶ
。

• 
遊
び
に
満
足
し
、
こ
の
思
い
を
他
の
仲
間
と

共
有
し
た
い
と
思
う
。

• 
自
分
た
ち
が
楽
し
ん
で
き
た
遊
び
方

を
、
や
っ
て
見
せ
る
。

• 
仲
間
が
遊
ん
で
、
楽
し
ん
で
い
る
様
子

を
見
て
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
る
。

• 
も
っ
と
仲
間
を
誘
い
た
い
と
思
う
。

実 際 の 姿

● ジ レ ン マ

■ エ ラ ー

◼
 シ

ャ
ボ
ン
玉
が
上
手
く
で
き
な
い
。

●
 も

っ
と
大
き
い
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
作
り

た
い
け
ど
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

分
か
ら
な
い
。

●
 自

分
は
、
～
～
し
た
い
け
ど
、
仲
間
と
考
え
が
合
わ
な
い
。
ど
う
し
た
ら
い
い
か

困
る
。

●
 も

っ
と
た
く
さ
ん
ブ
ロ
ッ
ク
が
欲
し

い
け
ど
、
仲
間
も
使
っ
て
い
る
か
ら
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
困
る
。

●
 仲

間
と
一
緒
に
遊
び
た
い
が
、
ど
う
や
っ
て
誘
え
ば
よ
い
か
悩
む
。

■
～
～
な
コ
ー
ス
に
し
た
い
け
ど
、
上
手

く
で
き
な
い
。

●
 も

っ
と
工
夫
し
た
い
け
ど
、
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
分
か
ら
な
い
。

■
遊
び
場
を
作
っ
て
遊
ん
で
み
た
け
れ
ど
、も

っ

と
楽
し
い
遊
び
場
に
し
た
い
と
感
じ
る
。
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１
・
２
年
４
組

本
時
案

（
１
）
目
標

遊
戯
室
で
仲
間
と
遊
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
遊
ん
で
き
た
経
験
を
基
に
、
さ
ら
な
る
願
い
を
も
っ
て
遊
び

場
を
工
夫
し
て

作
り
、

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る

。
（
問
題
解
決
力
）

（
２
）
道
徳
的
価
値
判
断
に
関
わ
っ
て

こ
れ
ま
で
の
遊
ん

で
き
た
経
験
を
基
に
し
て
、
さ
ら
に
「
～
し
た
い
。
」
「
～
に
変
え
た
ら
楽
し
く
遊
べ
そ
う
。
」
と
い
う
願
い
を
も
っ
て
、
遊
び
場
を
工
夫
し
て
作
る

。（
よ
り
よ

い
学
校
生
活
、
集
団
生
活
の
充
実
）

本
時
（

）

活
動
内
容
（
○
教
師
の
発
問

・
予
想
さ
れ
る

児
童

生
徒
の
発
言
）

○
教
師
の
手
立
て
と
見
届
け

１
年

Ａ
児

・
１

年
Ｂ

児
・
１

年
Ｃ

児
２
年
Ｄ
児
・
２
年
Ｅ
児

２
年
Ｆ

１
前
時
の
学
習
を
振
り
返
り
、
本
時
の
見
通
し
を
も
つ

〇
前
の
時
間
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
遊
ん
だ
の
か
な
。

・
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
っ
て
、
迷
路
を
作
っ
て
遊
ん
だ
よ
。

・
～
さ
ん
と
一
緒
に
、
ボ
ー
ル
あ
て
コ
ー
ス
を
作
っ
て
遊
ん
だ
ら
、
楽
し
か
っ
た
よ
。

・
木
の
家
に
入
る
と
、
隠
れ
ら
れ
て
楽
し
い
よ
。

・
み
ん
な
で
入
れ
る
と
も
っ
と
楽
し
そ
う
だ
ね
。

・
大
き
な
木
の
家
を
作
っ
て
、
み
ん
な
と
遊
び
た
い
な
。

も
っ
と

お
お
き
な

き
の

い
え
を

つ
く
っ
て

あ
そ
ぼ
う
。

２
遊
戯
室
へ
移
動
し
、
仲
間
や
教
師
と
一
緒
に

作
っ
て
遊
ぶ

○
み
ん
な
で
木
の
家
を
作
ろ
う
。

・
木
に
絵
を
描
き
た
い
な
。

・
窓
を
付
け
た
ら
楽
し
そ
う
。

・
高
い
と
こ
ろ
に
も
窓
を
付
け
た
い
け
ど
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
な
。

○
木
の
家
が
で
き
た
か
ら
、
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
。

・
み
ん
な
で
木
の
家
に
入
る
と
楽
し
い
よ
。

・
高
い
と
こ
ろ
か
ら
外
を
み
る
と
、
お
も
し
ろ
い
。

・
他
の
場
所
か
ら
木
の
家
を
見
た
ら
、
ス
テ
キ
だ
ね
。

・
遊
ん
で
み
た
け
れ
ど
、
も
っ
と
楽
し
く
な
る
よ
う
に
し
た
い
な
。
ど
う
し
た
ら
い

い
の
だ
ろ
う
。

３
本
時
の
学
習
を
振
り
返

り
、
次
の
時
間
の
見
通
し
を
も
つ

○
今
日
の
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
何
か
な
。

・
み
ん
な
が
入
れ
る
木
の
家
を
作
っ
た
よ
。
み
ん
な
で
入
れ
る
と
楽
し
い
よ
。

・
木
の
家
に
家
を
描
い
て
、
飾
り
つ
け
を
し
た
よ
。

・
次
は
、
も
っ
と
木
の
家
に
飾
り
つ
け
を
し
た
ら
お
も
し
ろ
く
な
る
と
思
う
な
。

○
次
の
時
間
は
、

も
っ
と
飾
り
つ
け
を
し
て
、
み
ん
な
の
家
に
し
よ
う
。

○
前
の
時
間
に
取
り
組

ん
だ
こ
と
を

想
起
で
き

る
よ
う
に
、
写
真
な

ど

を
提
示
す
る
。

○
仲
間
の
願
い
を
「
□
□
さ
ん
は
、
～

し
た
い
っ
て
言
っ
て
る
よ
。」

と
言

葉
が
け
を

し
、
一
緒
に
取
り
組

め

る
よ
う
に
促
す
。

○
仲
間
と
と
も
に
願
い

に
沿
っ
て
活

動
し
た
姿
を
価
値
付
け
る
。

○
写
真
を
提
示
し

、
個
別
に
確
認
を

し
、
本
時
の
方
向
付
け
を
す
る
。

○
仲
間
と
と
も
に

活
動
に
参
加
し
て

い
る
姿
を

価
値
付
け

る
。

本
人

で

で
き
そ
う

な
活
動
を
提
案
し
、

教

師
が
支
援

を
し
な
が
ら
活
動
に

取

り
組
め
る
よ
う
に
す
る
。

○
本
人
の
今
日
の

活
動
を

仲
間
に
伝

わ
る

よ
う

に
、

作
っ
た
り
遊
ん

だ

り
し

て
い

る
場

面
の

写
真

を
示

し
、

楽
し

か
っ
た
こ
と
を
確
認

す

る
。

○
本
人
の
得
意
な

こ
と
を
生
か
し
た

活
動
に
な

る
よ
う
に
、
活
動
内

容

を
予
め
提

案
し
た
り
、
確
認
し

た

り
す
る
。

○
仲
間
と
と
も
に

活
動
が
で
き
る
よ

う
に
、
教
師
が
寄
り
添
う
。

○
活
動
に
自
分
か

ら
取
り
組
め
る
よ

う
に
、
本

人
が
得
意
な
活
動
に

取

り
組
む
姿
を
価
値
付
け

る
。

○
本
人
の
頑
張
り

を
仲
間
に
伝
え
ら

れ
る
よ
う

に
、
木
の
家
作
り
で

自

分
が
取
り

組
ん
だ
場
所
を
指
差

し

て
紹
介
す
る
よ
う
に
促
す
。

目
標
に
迫
っ
た
姿
を
ど
の
よ
う
に
見
届
け
る
か

さ
ら
な
る
願
い
を
も
っ
て
遊
び
場
を
工
夫
し
て
作
り
、
楽
し
ん
で
い
る
。
（
問
題
解
決
力
）

・
遊
び
場
を
作
り
、
そ
れ
を
用
い
て
遊
ん
で
い
る
姿
や
、
仲
間
と
か
わ
す
表
情
を
見
届
け
る
。

・
遊
ん
で
い
る
と
き
に
発
す
る
言
葉
や
、
本
時
の
振
り
返
り
の
場
で
の
感
想
か
ら
見
届
け
る
。

○
本
時
の
活
動
の
願
い
を
確
認
す
る
た
め
に
、
前
時
の
終
末
で
確
認
し
た
こ
と
を
想
起
す
る
場
面
を
位
置
付
け
、
本
時

の
活
動
が
分
か
る
よ
う
に
す
る
。

○
本
時
の
活
動
内
容
が
具
体
的
に
分
か
る
よ
う
な
課
題
を
示
し
、
活
動
の
内
容
を
短
い
言
葉
と
イ
ラ
ス
ト
等
で
示
し
、

活
動
の
見
通
し
を
も
て
る
よ
う
に
す
る
。

○
仲
間
と
協
力
し
て
取
り
組
む
必
然
を
生
み
出
す
た
め
に
、
大
き
な
ダ
ン
ボ
ー
ル
と
扱
い
、
木
の
家
を
作
る
活
動
を

位
置
付
け
る
。

○
児
童
の
「
～
し
た
い
。
」
と
い
う
願
い
を
仲
間
と
共
有
し
て
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
相
談
す
る
よ
う
に
促
す
。

○
工
夫
し
て
遊
ぶ
こ
と
の
よ
さ
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
、
で
き
た
木
の
家
を
遊
戯
室
内
に
設
置
し
、
遊
ぶ
時
間
を
十

分
設
け
る
。
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（
２
）
関
係
構
築
力
に
関
わ
っ
て

仲
間
や
先
生
と
相
談
し
、
役
割
分
担
を
す
る
な
ど
し
て
協
力
し
な
が
ら
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
３
）
貢
献
す
る
人
間
性
に
関
わ
っ
て

交
流
学
級
の
仲
間
や
特
別
支
援
学
級
の
仲
間
へ
自
ら
は
た
ら
き
か
け
、
と
も
に
楽
し
も
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

年
間
指
導
計
画

単
元
名

（
時
数
）

 
 
 
 
 
 
想
定
さ
れ
る

 
 
 
 
 
 
●
ジ
レ
ン
マ

 
 
 
 
 
 
■
エ
ラ
ー

 
 
 
【
道
徳
的
諸
価
値
】

　

教
科
等
と
の
関
連

月
８
月

７
月

３
・
４
年
４
組

学
び
の
基
盤
と
な
る

道
徳
的
諸
価
値

善
悪
の
判
断
、
自
律
、
自
由
と
責
任
・
個
性
の
伸
長
・
希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志
・
親
切
、
思
い
や
り
・
感
謝
・
友
情
、
信
頼
・
相
互
理
解
、
寛
容
・
規
則
の
尊
重
・
勤
労
、
公
共
の
精
神
・
家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実
・
よ
り
よ
い
学
校

生
活
、
集
団
生
活
の
充
実
・
自
然
愛
護

「
学
び
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
：
遊
び
・
生
活
づ
く
り
（
全
1
0
5
時
間
）

カ
テ
ゴ
リ
ー
設
定
の

理
由

　
自
分
が
育
て
た
い
作
物
を
作
り
、
収
穫
し
た
も
の
を
仲
間
と
共
有
す
る
活
動
を
通
し
て
、
自
分
の
活
動
は
自
分
だ
け
で
な
く
、
周
り
の
仲
間
も
喜
ぶ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
経
験
を
す
る
。
そ
の
経
験
を
も
と
に
、
仲
間
と
よ
り
よ
い
関
係
を
つ
く

る
た
め
に
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
を
自
分
な
り
考
え
、
そ
の
願
い
を
実
現
し
て
い
く
。

（
１
）
問
題
解
決
力
に
関
わ
っ
て

自
分
の
願
い
を
も
っ
て
、
遊
び
を
決
め
て
実
行
し
た
り
、
ど
ん
な
野
菜
を
作
り
、
収
穫
し
た
野
菜
を
ど
う
し
た
い
か
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

学
び
を
構
成
す
る

要
素

人
（
自
分
、
仲
間
、
先
生
）
　
畑
　
達
成
感
　
心
地
よ
さ
　
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て
　
収
穫
へ
の
期
待
　
貢
献
　
仲
間
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
喜
び
　
自
分
の
成
長

６
月

特
別
支
援
学
級

第
３
・
４
学
年
の
目
標

主
な
学
習
活
動

３
月

２
月

１
月

1
2
月

人
材
活
用

施
設

５
月

1
0
月

９
月

1
1
月

４
月

担
任

　
学

級
の

仲
間

下
級

生
の

仲
間

家
族

先
生

に
っ

こ
り

畑

担
任

　
学

級
の

仲
間

下
級

生
の

仲
間

　
上

級
生

の
仲

間
家

族
　

先
生

教
室

　
遊

戯
室

　
運

動
場

　
校

舎
全

体

・
国
語
：
秋
冬
野
菜
図
鑑

・
算
数
：
野
菜
を
数
え
よ
う

・
理
科
：
秋
冬
野
菜
を
調
べ
よ
う

・
図
画
工
作
：
収
穫
し
た
野
菜
を
描
こ

う

・
国
語
：
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
よ
う

　
　
　
　
調
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
よ
う

「
育

て
た

い
夏

野
菜

を
決

め
よ

う
（

畑
の

手
入

れ
）

」
（

2
５

時
間

）
「
全
員
で
遊
ぼ
う
①
」

（
1
2
時
間
）

「
夏
野
菜
を
収
穫
し
よ
う
。
収
穫
し
た
夏
野
菜

で
楽
し
も
う
」
（
８
時
間
）

「
去
年
の
畑
で
の
活
動
を
振
り
返
ろ
う
」

「
育
て
た
い
野
菜
を
決
め
よ
う
」

「
収
穫
し
た
野
菜
で
何
を
す
る
か
決
め
よ
う
」

「
野
菜
の
育
て
方
を
知
ろ
う
」

〇
こ
れ
ま
で
の
畑
で
の
活
動
を
振
り
返
る
。

〇
自
分
や
全
員
で
育
て
た
い
野
菜
を
決
め
る
。

〇
収
穫
し
た
野
菜
で
何
を
す
る
の
か
、
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
う
。

〇
苗
植
え
・
水
や
り
・
草
取
り
と
い
っ
た
手
入
れ
の
流

れ
を
つ
か
む
。

「
秋
冬
野
菜
を
収
穫
し
よ
う
　
収

穫
し
た
秋
冬
野
菜
で
楽
し
も
う
」

（
１
０
時
間
）

「
全

員
の

た
め

に
、

で
き

る
こ

と
」

（
1
２

時
間

）

「
育

て
た

野
菜

を
収

穫
し

よ
う

②
」

「
収

穫
し

た
野

菜
を

食
べ

て
み

よ
う

②
」

〇
育

て
た

野
菜

を
収

穫
す

る
。

〇
食

べ
る

・
遊

ぶ
・

紹
介

す
る

な
ど

、
決

め
た

こ
と

を
実

践
す

る
。

「
畑
で
の
活
動
を
振
り
返
ろ
う
」

「
全
員
が
喜
ぶ
こ
と
は
何
か
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
ろ
う
」

「
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
自
分
た
ち
に
で
き
そ
う
な
こ

と
を
や
っ
て
み
よ
う
」

〇
畑
で
の
活
動
で
、
自
分
の
活
動
が
自
分
の
喜
び
や
誰

か
の
喜
び
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
。

〇
畑
の
活
動
以
外
の
活
動
も
自
分
や
誰
か
の
喜
び
に
つ

な
が
る
こ
と
は
な
い
か
考
え
る
。

〇
全
員
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
調
査
す
る
。

●
や
り
た
い
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
る
け
れ
ど
、
野
菜

の
数
に
は
限
り
が
あ
る

な
。

【
感
謝
・
勤
労
、
公
共
の

精
神
　
家
族
愛
、
家
庭
生

活
の
充
実
・
よ
り
よ
い
学

校
生
活
、
集
団
生
活
の
充

実
】

■
ど
ん
な
遊
び
の
ル
ー
ル
に
す
れ
ば
全
員
が
喜

ん
で
く
れ
る
か
な
。

■
ど
う
や
っ
た
ら
○
○
で
き
る
か
な
。

●
困
っ
て
い
る
こ
と
を
全
て
解
決
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

【
希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志
・
感
謝
・

勤
労
、
公
共
の
精
神
・
よ
り
よ
い
学
校
生
活
、

集
団
生
活
の
充
実
】

「
ル

ー
ル

を
守

っ
て

、
全

員
で

遊
び

を
し

よ
う

」
「

仲
間

と
優

し
く

接
し

よ
う

」

〇
先

生
の

手
本

か
ら

、
遊

び
の

ル
ー

ル
を

掴
む

。
〇

遊
び

に
一

人
で

・
ペ

ア
で

・
全

員
で

取
り

組
む

。
〇

全
員

が
楽

し
め

る
よ

う
に

仲
間

に
優

し
く

接
す

る
。

「
育

て
た

野
菜

を
収

穫
し

よ
う

」
「

収
穫

し
た

野
菜

を
食

べ
て

み
よ

う
」

〇
育

て
た

野
菜

を
収

穫
す

る
。

〇
食

べ
る

・
遊

ぶ
・

紹
介

す
る

な
ど

、
決

め
た

こ
と

を
実

践
す

る
。

■
育
て
た
い
野
菜
が
夏
に
は
育
た
な
い
。

■
土
や
草
を
触
り
た
く
な
い
な
。

■
野
菜
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
に
、
虫

や
鳥
に
食
べ
ら
れ
る
。

●
仲
間
と
意
見
が
合
わ
な
い
な
。

【
希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志
・
相
互
理

解
、
寛
容
・
自
然
愛
護
】

■
ル
ー
ル
を
守
れ
な
い
。

■
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え

ら
れ
な
い
。

●
仲
間
が
遊
び
た
い
遊
び

と
僕
の
遊
び
た
い
遊
び
が

違
う
け
ど
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
な
。

【
善
悪
の
判
断
、
自
律
、

自
由
と
責
任
・
個
性
の
伸

長
・
親
切
、
思
い
や
り
・

規
則
の
尊
重
】

■
も

っ
と

た
く

さ
ん

の
野

菜
を

収
穫

し
た

か
っ

た
。

●
や

り
た

い
こ

と
は

た
く

さ
ん

あ
る

け
れ

ど
、

野
菜

の
数

に
は

限
り

が
あ

る
な

。
【

感
謝

・
家

族
愛

、
家

庭
生

活
の

充
実

　
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
・

生
命

の
尊

さ
】

「
育
て
た
い
秋
冬
野
菜
を
決
め
よ
　
（
畑

の
手
入
れ
）
」
（
1
３
時
間
）

「
全

員
で

遊
ぼ

う
②

　
か

く
れ

が
を

つ
く

ろ
う

」
（

2
5
時

間
）

「
夏

野
菜

を
収

穫
す

る
ま

で
の

学
習

を
振

り
返

ろ
う

」
「

育
て

た
い

野
菜

を
決

め
よ

う
②

」
「

収
穫

し
た

野
菜

で
何

を
す

る
か

決
め

よ
う

②
」

〇
前

期
で

の
経

験
を

も
と

に
、

自
分

の
考

え
を

も
ち

、
話

せ
る

よ
う

に
す

る
。

〇
前

期
で

の
経

験
を

も
と

に
畑

の
手

入
れ

を
見

通
し

を
も

ち
、

自
分

が
何

を
や

り
た

い
か

願
い

を
も

ち
、

行
動

に
移

す
。

■
夏
野
菜
と
同
じ
も
の
は
育
て
ら
れ
な

い
。

■
も
っ
と
た
く
さ
ん
、
大
き
く
な
っ
た
野

菜
を
収
穫
し
た
い
な
ぁ
。

■
野
菜
が
な
か
な
か
大
き
く
な
ら
な
い

な
。

●
仲
間
と
意
見
が
合
わ
な
い
な
ぁ
。

【
希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志
・
相

互
理
解
、
寛
容
・
自
然
愛
護
】

「
全
員
が
楽
し
く
な
る
ゲ
ー
ム
を
決
め
よ
う
」

「
楽
し
く
な
る
た
め
に
、
必
要
な
役
割
や
道
具
な
ど
を
考
え
よ
う
」

「
考
え
た
ゲ
ー
ム
に
下
級
生
を
招
待
し
よ
う
」

〇
遊
び
で
ゲ
ー
ム
を
す
る
活
動
を
通
し
て
、
仲
間
と
も
っ
と
た
の
し
く

遊
び
た
い
と
願
い
を
も
つ
。

・
楽
し
い
遊
ぶ
た
め
に
、
役
割
を
決
め
、
必
要
な
道
具
を
考
え
、
用
意

す
る
。

〇
下
級
生
の
仲
間
を
招
待
し
遊
び
の
楽
し
さ
を
共
有
す
る
。

■
自
分

の
気

持
ち

を
伝

え
ら

れ
な

い
。

■
自
分

の
や

り
た

い
こ

と
と

仲
間

の
や

り
た

い
こ

と
が

違
っ
て

ど
う

す
れ

ば
い

い
か

わ
か

ら
な

い
な

。
●
他
学

年
と

一
緒

に
遊

ぶ
時

に
相

手
に

合
わ

せ
て

遊
ぶ

と
自
分

は
楽

し
く

な
い

け
ど

、
ど

う
し

た
ら

い
い

の
か

な
。

【
善
悪

の
判

断
、

自
律

、
自

由
と

責
任

・
友

情
、

信
頼
・
相

互
理

解
、

寛
容

・
勤

労
、

公
共

の
精

神
】

・
担

任
・

学
級

の
仲

間
・

下
級

生
の

仲
間

・
川

光
園

芸
・

に
っ

こ
り

畑

・
担

任
・

学
級

の
仲
間

・
身

近
な
場
所
（
運

動
場

、
体
育
館
、
遊

戯
室

、
教
室
な
ど
）

・
担
任

・
学
級
の
仲
間

・
下
級
生
の
仲
間

・
家
族

・
先
生

・
に
っ
こ
り
畑

・
担
任

・
学
級
の
仲
間

・
下
級
生
の
仲
間

・
川
光
園
芸

・
５
～
９
年
生
の
仲
間

・
に
っ
こ
り
畑

・
南
校
舎
の
畑

・
担
任

・
学
級
の
仲
間

・
下
級
生
の
仲
間

・
上
級
生
の
仲
間

・
身
近
な
場
所
（
運
動
場
、
体
育
館
、
遊
戯
室
、
教
室
な

ど
）

・
国
語
：
夏
野
菜
図
鑑

・
算
数
：
い
く
つ
あ
る
？
長
さ
を
測
ろ
う

・
理
科
：
夏
野
菜
を
調
べ
よ
う
　
野
菜
の
成
長
の
仕
方

・
図
画
工
作
：
畑
の
看
板
を
作
ろ
う

・
国
語
：
１
日
を
振
り
返
ろ
う

・
算
数
：
い
く
つ
あ
る
？

・
図
画
工
作
：
遊
び
の
道
具
を
作
ろ
う

・
体
育
：
体
を
動
か
そ
う

・
国

語
：

夏
野

菜
図

鑑
・

算
数

：
野

菜
を

数
え

よ
う

・
理

科
：

夏
野

菜
を

調
べ

よ
う

　
　

　
　

野
菜

の
成

長
の

仕
方

・
図

画
工

作
：

収
穫

し
た

野
菜

を
描

こ
う

・
国
語
：
秋
冬
野
菜
図
鑑

・
算
数
：
い
く
つ
あ
る
？
　
長
さ
を
測
ろ
う

・
理
科
：
秋
冬
野
菜
を
調
べ
よ
う

・
図
画
工
作
：
畑
の
看
板
を
作
ろ
う

・
国
語
：
０
日
を
振
り
返
ろ
う
　
招
待
状
を
書
こ
う

・
算
数
：
い
く
つ
あ
る
？
　
時
間
を
測
ろ
う

・
図
画
工
作
：
遊
び
の
道
具
を
作
ろ
う

・
体
育
：
折
返
し
リ
レ
ー

　
　
　
　
４
組
の
全
員
で
遊
ぼ
う
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３
・
４
年
４
組

単
元
シ
ー
ト

単
元
名

「
全
員
で
遊
ぼ
う
②

か
く
れ
が
を
つ
く
ろ

う
」

（
）

本
単
元
の
目
標

問
題
解
決
力

関
係
構
築
力

貢
献
す
る
人
間
性

ど
の
よ
う
な
場
や
き
ま
り
が
よ
い
か
考
え
る
こ

と
を
通
し
て
、
自
分
た
ち
が
楽
し
い
と
思
え
る

遊
び
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

誰
も
が
楽
し
い
と
感
じ
る
き
ま
り
や
遊
び
の
場
を
作

る
活
動
を
行
い
、
そ
れ
を
基
に
遊
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、

全
員
と
協
力
し
て
活
動
す
る
楽
し
さ
や
喜
び
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

周
り
の
仲
間
の
意
見
を
大
切
に
し
、
全
員
と
協
力

し
て
活
動
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
全
員
と
仲
良
く

し
、
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
態
度

を
養
う
。

活 動 の 計 画

「「
どど
んん
なな
遊遊
びび
をを
しし
たた
いい
かか
考考
ええ
よよ
うう
」」

・
ク
ラ
ス
で
遊
ぶ
と
き
に
、
全
員
が
楽
し
い
と
思
え
る

遊
び
は
何
か
を
考
え
る
。

・
自
分
の
遊
び
た
い
こ
と
と
仲
間
の
遊
び
た
い
こ
と
が

違
う
と
き
に
相
談
し
て
決
め
る
。（

４
）

「「
みみ
んん
なな
でで
遊遊
んん
でで
みみ
よよ
うう
」」

・
自
分
た
ち
が
前
回
行
っ
た
遊
び
よ
り
も
楽
し
い
と
思
え
る
よ
う
な
遊
び
の
内
容

や
ル
ー
ル
、
き
ま
り
、
場
の
設
定
を
考
え
て
実
行
し
て
み
る
。

・
全
員
の
思
い
や
願
い
を
尊
重
し
な
が
ら
、
仲
良
く
遊
ぶ
。

・
遊
び
を
行
っ
た
あ
と
に
振
り
返
り
、
も
っ
と
楽
し
く
な
る
た
め
に
は
、
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
考
え
る
。（

）

「「
多多
くく
のの
仲仲
間間
をを
遊遊
びび
にに
招招
待待
しし
よよ
うう
」」

・
１
・
２
年
４
組
が
楽
し
い
と
思
え
る
遊
び
は
何
が
よ
い

か
ル
ー
ル
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
考
え
る
。

・
遊
び
に
誘
い
、
一
緒
に
遊
ぶ
。

・
こ
れ
ま
で
の
学
習
を
振
り
返
り
、
自
分
た
ち
の
生
活
に

何
が
生
か
せ
そ
う
か
考
え
る
。

（
８
）

加 筆 修 正 欄 想 定 さ れ る 姿

・
自
分
が
ど
ん
な
遊
び
を
し
た
い
か
考
え
る
。

・
仲
間
が
や
り
た
い
遊
び
が
分
か
る
。

・
全
員
で
楽
し
め
る
遊
び
は
、
何
か
を
考
え
る
。

・
全
員
で
協
力
し
な
が
ら
、
か
く
れ
が
を
作
る
。

・
全
員
で
楽
し
め
る
よ
う
に
、
仲
間
の
思
い
や
考
え
を
意
識
し
な
が
ら
楽
し
く
遊

ぶ
。

・
全
員
と
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
で
心
地
よ
さ
を
感
じ
る
。

・
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
仲
間
と
協
力
し
て
物
を
作
っ
た
り
、
一
緒
に
遊
ん
だ

り
し
た
い
と
願
う
。

・
１
・
２
年
４
組
も
楽
し
め
る
よ
う
に
、
相
手
の
思
い
や

考
え
を
意
識
し
な
が
ら
楽
し
く
遊
ぶ
。

・
４
組
の
仲
間
と
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
の
心
地
よ
さ
や
楽

し
さ
を
感
じ
る
。

・
自
分
た
ち
の
考
え
た
こ
と
が
相
手
の
喜
び
に
つ
な
が

っ
た
こ
と
に
自
信
を
も
つ
。

実 際 の 姿

● ジ レ ン マ

■ エ ラ ー

●
自

分
と

仲
間

の
思

い
や

考
え

が
違

い
、

遊
び

・
き

ま
り

・
場

の
意

見
が

対
立

し
、

決
め

る
と

き
に

葛
藤

す
る

。

●
遊

ん
で

い
る

と
き

に
、

自
分

の
表

現
や

感
情

を
優

先
し

、
仲

間
と

対
立

し
て

仲
良

く
遊

べ
ず

に
葛

藤
す

る
。

●
他

学
年

と
遊

ぶ
時

に
自

分
の

思
い

を
優

先
し

て
、

仲
良

く
遊

べ
ず

葛
藤

す
る

。
■

自
分

の
や

り
た

い
遊

び
が

あ
る

の
に

そ
れ

が
で

き
な

い
。

■
か

く
れ

が
で

作
り

た
い

形
が

あ
る

の
に

う
ま

く
作

れ
な

い
。

■
隠

れ
る

場
所

を
決

め
る

と
き

に
意

見
が

合
わ

ず
に

仲
良

く
遊

べ
な

い
。

■
１

・
２

年
生

が
喜

ぶ
遊

び
が

分
か

ら
な

い
。

■
自

分
の

気
持

ち
を

伝
え

ら
れ

な
い

な
。
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３
・
４
年
４
組

本
時
案

（
１
）
目
標

か
く
れ
が
を
仲
間
と
協
力
し
て
作
っ
て
遊
ぶ
活
動
を
通
し
て
、
自
分
や
仲
間
の
願
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
仲
間
の
思
い
に
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
る
。（

関
係
構
築
力
）

（
２
）
道
徳
的
価
値
判
断
に
関
わ
っ
て

こ
れ
ま
で
仲
間
と
関
わ
っ
て
き
た
経
験
を
基
に
し
て
、
自
分
と
は
違
う
仲
間
の
願
い
も
大
切
に
し
な
が
ら
、
か
く
れ
が
を
協
力
し
て
作
り
、
一
緒
に
仲
良
く
楽
し
く
遊
ぶ
活
動
を
す
る
。（

友
情
、
信
頼
）

本
時
（

／
）

活
動
内
容
（
○
教
師
の
発
問

・
予
想
さ
れ
る
児
童
生
徒
の
発
言
）

教
師
の
手
立
て
と
見
届
け

３
年

児
３
年

児
・
４
年

児
３
年

児
・
４
年

児

１
前
時
の
様
子
を
振
り
返
り
、
本
時
の
見
通
し
を
も
つ

〇
前
回
の
み
ん
な
が
作
っ
た
か
く
れ
が
や
よ
か
っ
た
姿
を
紹
介
し
ま
す
ね
。

・
入
口
が

つ
あ
る
と
ど
ち
ら
か
ら
も
逃
げ
ら
れ
る
よ
ね
。

・
段
ボ
ー
ル
を
運
ぶ
の
を
手
伝
っ
て
く
れ
て
、
嬉
し
か
っ
た
な
。

・
一
緒
に
隠
れ
よ
う
と
言
わ
れ
た
の
が
嬉
し
か
っ
た
な
。

・
意
見
が
ま
と
ま
ら
な
い
と
き
は
、
み
ん
な
の
意
見
を
合
体
さ
せ
た
ね
。

２
か
く
れ
が
を
み
ん
な
で
作
る

〇
み
ん
な
で
か
く
れ
が
を
作
ろ
う
。

・
ぼ
く
は
こ
ん
な
か
く
れ
が
を
作
り
た
い
な
。

・
み
ん
な
の
作
り
た
い
か
く
れ
が
は
、
分
か
っ
た
け
ど
、
自
分
の
作
り
た
い
か
く
れ
が
が
い
い
な
。

・
じ
ゃ
あ
、
Ａ
さ
ん
と
Ｂ
さ
ん
の
意
見
を
合
わ
せ
た
か
く
れ
が
を
作
ろ
う
。

・
こ
こ
に
も
っ
と
段
ボ
ー
ル
が
い
る
か
ら
一
緒
に
持
っ
て
行
こ
う
。

３
教
室
で
仲
間
や
教
師
と
一
緒
に
遊
ぶ

〇
み
ん
な
で
つ
く
っ
た
か
く
れ
が
を
つ
か
っ
て
遊
ぼ
う
。

・
ぼ
く
は
こ
っ
ち
の
か
く
れ
が
に
隠
れ
た
い
な
。

・
ぼ
く
は
こ
こ
が
い
い
け
ど
、
み
ん
な
で
隠
れ
る
た
め
に
、
場
所
を
変
え
よ
う
。

・
Ａ
君
こ
こ
が
空
い
て
い
る
か
ら
、
お
い
で
よ
。

・
鬼
が
も
う
来
る
か
ら
静
か
に
し
て
ね
。

４
本
時
の
様
子
を
振
り
返
る

〇
今
日
の
様
子
を
振
り
返
り
ま
し
ょ
う
。

・
こ
の
時
に
Ａ
さ
ん
が
手
伝
う
よ
と
言
っ
て
い
て
優
し
い
ね
。

・
一
人
で
組
み
立
て
る
よ
り
、
み
ん
な
で
組
み
立
て
た
ほ
う
が
、
早
く
で
き
る
ね
。

・
ぼ
く
は
こ
ん
な
形
を
つ
く
っ
た
け
ど
、
Ｂ
さ
ん
の
つ
く
っ
た
か
く
れ
が
は
す
ご
い
な
。

・
次
は
こ
ん
な
形
の
か
く
れ
が
も
作
っ
て
み
た
い
な
。

〇
思
い
を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
表
情
が
笑
顔
で
あ
っ
た

り
、
走
っ
た
り
す
る
な
ど
、
気
持
ち

を
行
動
で
示
し
た
と
き
に
、
そ
の
気

持
ち
を
教
師
が
一
緒
に
伝
え
る
。

〇
思
い
を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
仲
間
の
声
掛
け
に
、
応
え

る
こ
と
が
で
き
た
姿
を
画
像
で
示

し
、
ど
ん
な
気
持
ち
か
を
聞
く
、
必

要
に
応
じ
て
教
師
が
一
緒
に
伝
え

る
。

〇
仲
間
の
気
持
ち
を
大
切
に
で
き
る
よ

う
に
、
自
分
の
思
い
を
優
先
し
た
く

な
っ
た
と
き
に
は
、
周
り
に
い
る
仲

間
の
気
持
ち
を
想
像
す
る
よ
う
に
促

し
、
ど
う
す
る
か
を
教
師
と
考
え

る
。

〇
仲
間
の
気
持
ち
を
大
切
し
た
こ
と
を

振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

そ
れ
が
で
き
た
場
面
を
画
像
で
示

し
、
そ
の
と
き
の
気
持
ち
を
話
す
よ

う
に
促
す
。

〇
仲
間
と
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
仲
間
を
誘
っ
た
り
、

手
伝
っ
た
り
す
る
声
掛
け
が
で
き
る

よ
う
に
教
師
が
声
を
掛
け
る
な
ど
し

て
促
す
。

〇
仲
間
の
こ
と
を
誘
え
た
姿
を
振
り
返

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「

今
日
は
、

ど
の
場
面
で
仲
間
と
一
緒
に
活
動
で

き
た
。」

と
問
い
か
け
る
。
う
ま
く
話

せ
な
い
場
合
は
、
で
き
て
い
た
場
面

を
画
像
な
ど
で
示
す
。

〇
本
時
の
遊
び
の
ル
ー
ル
を
確
認
す
る
。

〇
本
時
、
仲
間
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
れ
ば
よ
い
か
見
通
し
が
も
て
る
よ
う
に
、
前
時
ま
で
の
姿
で
、
仲
間
と
協
力
し
よ
う
と

し
た
声
掛
け
や
行
動
を
写
真
や
言
葉
で
紹
介
す
る
。

〇
か
く
れ
が
の
イ
メ
ー
ジ
を
全
員
で
共
有
で
き
る
よ
う
に
、
ど
ん
な
か
く
れ
が
よ
い
か
遊
び
を
始
め
る
前
に
問
い
か
け
る
。

み
ん
な
で
一
緒
に
隠
れ
ら
れ
る
大
き
な
か
く
れ
が
を
作
っ
て
遊
ぼ
う
。

目
標
に
迫
っ
た
姿
を
ど
の
よ
う
に
見
届
け
る
か

自
分
や
仲
間
の
願
い
を
大
切
に
し
、
寄
り
添
い
な
が
ら
協
力
し
て
仲
良
く
遊
ぶ
こ
と
の
よ
さ
を
感
じ
る
。（

関
係
構
築
力
）

・
協
力
し
て
か
く
れ
が
を
作
っ
た
り
、
仲
間
の
声
掛
け
に
応
じ
な
が
ら
遊
ん
だ
り
す
る
姿
を
見
届
け
る
。

〇
仲
間
と
協
力
す
る
こ
と
の
よ
さ
を
実
感
す
る
た
め
に
、
仲
間
の
願
い
を
大
切
に
し
て
か
く
れ
が
を
作
っ
た
り
遊
ん
だ
り
す

る
姿
、
仲
間
に
や
り
た
い
こ
と
を
提
案
し
た
り
、
仲
間
の
声
掛
け
に
応
じ
た
り
す
る
姿
を
価
値
付
け
る
。

― 94 ― ― 95 ―



メモ

― 96 ―



特別支援学級（Ⅱ部）

学びのカテゴリー「地域・情報」

５・６年４組は、自分たちの身近な地

域である学校を探検してきた。自分が興

味・関心をもったこと、疑問に思ったこ

と、の つの視点をもとに校内を回り、

興味・関心をもったことは仲間と共有し、

疑問に思ったことは仲間や教師に質問を

した。これまでの活動を通して、自分の

好きなこと・知りたいことを明確にした

り、仲間と折り合いをつけながら物事を

決定したり、多くの人と関わろうとした

りすることができるようになってきた。

第５学年、第６学年では学校と学校周

辺の地域を、第７学年では対象を岐阜市

へと広げ、３カ年にわたり地域を探究し

ている。７年４組では「岐阜市の良い所

を発見しよう」を合言葉に、自分たちで

行きたい所を決め、計画を実行すること

を大切にしてきた。実際に現地へ足を運

び、自分の目で見て、触れて、感じるこ

とを通して、地域を知ることの楽しさや

地域の良さに気付き、岐阜市をさらに深

掘りしようと、チャレンジを続けている。

小寺 真実子

河合 真理
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（
２
）
関
係
構
築
力
に
関
わ
っ
て

自
分
の
好
き
な
こ
と
や
仲
間
の
好
き
な
こ
と
を
知
り
、
お
互
い
が
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
活
動
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
３
）
貢
献
す
る
人
間
性
に
関
わ
っ
て

地
域
を
探
検
す
る
中
で
、
関
わ
っ
た
人
々
の
よ
さ
に
気
付
き
、
自
分
た
ち
の
生
活
と
関
連
付
け
て
考
え
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

年
間
指
導
計
画

単
元
名

（
時
数
）

 
 
 
 
 
 
想
定
さ
れ
る

 
 
 
 
 
 
●
ジ
レ
ン
マ

 
 
 
 
 
 
■
エ
ラ
ー

 
 
 
【
道
徳
的
諸
価
値
】

　

教
科
等
と
の
関
連

月
８
月

７
月

５
・
６
年
４
組

学
び
の
基
盤
と
な
る

道
徳
的
諸
価
値

善
悪
の
判
断
・
節
度
節
制
・
個
性
の
伸
長
・
礼
儀
・
相
互
理
解
・
規
則
の
尊
重
・
公
共
の
精
神
・
よ
り
よ
い
学
校
生
活
、
集
団
生
活
の
充
実

「
学
び
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
：
地
域
・
情
報
（
全
1
0
5
時
間
）

カ
テ
ゴ
リ
ー
設
定
の

理
由

　
１
～
４
年
生
で
、
自
分
た
ち
の
願
い
に
基
づ
い
て
身
近
な
仲
間
や
教
師
と
関
わ
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
少
し
ず
つ
感
じ
始
め
て
き
た
。
地
域
の
公
共
施
設
・
商
店
や
地
域
の
人
と
の
関
わ
り
を
も
つ
こ
と
で
、
興
味
関
心
を
広
げ
た
り
、
地
域
に

愛
着
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
自
分
の
興
味
関
心
を
広
げ
る
こ
と
、
地
域
へ
の
愛
着
を
も
つ
こ
と
が
、
８
・
９
年
生
で
の
「
進
路
・
余
暇
」
の
学
習
に
繋
が
っ
て
い
く
。

（
１
）
問
題
解
決
力
に
関
わ
っ
て

学
校
や
学
校
の
周
り
の
地
域
を
探
検
す
る
中
で
、
関
心
を
も
っ
た
り
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

学
び
を
構
成
す
る

要
素

学
級
の
仲
間
　
学
校
の
仲
間
　
教
師
　
生
物
　
地
域
の
公
共
施
設
・
商
店
　
地
域
の
人

６
月

特
別
支
援
学
級

第
５
・
６
学
年
の
目
標

主
な
学
習
活
動

３
月

２
月

１
月

1
2
月

人
材
活
用

施
設

５
月

1
0
月

９
月

1
1
月

４
月

国
語
「
き
い
て
み
よ
う
」

社
会
「
地
図
に
か
こ
う
」

図
工
「
切
っ
て
、
は
っ
て
」

ま
ち

探
検

を
し

よ
う

（
5
4
時

間
）

「
ま

ち
探

検
を

し
よ

う
①

」
「

ま
ち

探
検

を
し

よ
う

②
」

「
ま

ち
探

検
を

し
よ

う
③

」

○
今

ま
で

探
検

し
た

中
で

、
も

っ
と

知
り

た
い

こ
と

や
、

さ
ら

に
探

検
し

て
み

た
い

場
所

を
考

え
る

中
で

自
分

や
仲

間
の

好
き

な
も

の
や

興
味

の
あ

る
も

の
を

知
る

。
○

一
緒

に
楽

し
め

る
よ

う
に

す
る

た
め

に
は

ど
う

す
る

と
よ

い
の

か
考

え
て

活
動

計
画

を
立

て
る

こ
と

が
で

き
る

。
○

自
分

た
ち

の
好

き
な

も
の

や
興

味
の

あ
る

こ
と

を
も

と
に

活
動

を
行

う
楽

し
さ

を
感

じ
る

。
○

楽
し

か
っ

た
こ

と
・

見
つ

け
た

も
の

か
ら

地
域

の
よ

さ
を

振
り

返
る

。

■
ど
ん
な
所
が
あ
る
の
か
分
か
ら
な
い

●
他
の
子
が
行
き
た
い
所
が
自
分
と
は
違
う

■
地
域
の
人
に
聞
い
て
み
た
い
け
れ
ど
、
聞
き
方
が
分
か
ら
な
い

【
善
悪
の
判
断
・
個
性
の
伸
長
・
礼
儀
・
相
互
理
解
・
規
則
の
尊
重
・
公
共
の
精
神
・
よ
り
よ

い
学
校
生
活
、
集
団
生
活
の
充
実
】

・
学
級
の
仲
間

・
教
師

・
地
域
の
人

・
地
域
の
施
設
（
岐
阜
城
・
木
遊
館
・
博
物
館
な
ど
）
・
商
店

国
語

「
地

い
き

の
こ

と
を

調
べ

よ
う

」
　

　
「

調
べ

て
み

よ
う

」
（

タ
ブ

レ
ッ

ト
）

算
数

「
お

金
の

計
算

」
「

時
こ

く
と

時
間

」
生

単
「

お
出

か
け

の
マ

ナ
ー

」
「

じ
こ

く
表

の
見

方
」

「
乗

り
物

に
乗

る
と

き
の

マ
ナ

ー
」

「
学

校
探

検
を

し
よ

う
①

」
「

学
校

探
検

を
し

よ
う

②
」

「
学

校
探

検
を

し
よ

う
③

」

○
興

味
・

関
心

が
あ

る
も

の
、

疑
問

に
思

う
こ

と
を

見
つ

け
る

。
○

探
検

し
て

、
関

心
を

も
っ

た
こ

と
や

疑
問

に
思

っ
た

こ
と

を
整

理
す

る
。

○
疑

問
に

思
っ

た
こ

と
を

、
先

生
や

関
係

す
る

児
童

・
生

徒
に

聞
い

た
り

、
調

べ
た

り
す

る
。

○
分

か
っ

た
こ

と
を

振
り

返
り

、
探

検
し

た
場

所
の

良
さ

を
ま

と
め

て
、

学
校

や
周

り
の

人
と

関
わ

る
良

さ
を

感
じ

る
。

■
何
を
見
つ
け
る
と
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い

●
自
分
と
は
、
興
味
の
あ
る
こ
と
や
好
き
な
も
の
が
違
う

■
質
問
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い

【
個
性
の
伸
長
・
礼
儀
・
規
則
の
尊
重
・
よ
り
よ
い
学
校
生
活
、
集
団
生
活
の
充

実
】

・
学
級
の
仲
間

・
教
師

・
学
校
の
仲
間

・
学
校
周
辺
の
施
設
（
加
納
城
址
公
園
・
気
象
台
・
学
校
周
辺
の
商
店
な
ど
）

学
校

や
学

校
の

周
り

を
探

検
し

よ
う

（
4
0
時

間
）

地
域

の
人

と
関

わ
ろ

う
（

1
1
時

間
）

「
ま

ち
探

検
を

し
よ

う
④

」
「

ま
ち

探
検

を
し

よ
う

⑤
」

○
興

味
関

心
を

も
っ

て
地

域
の

人
に

聞
い

て
み

た
い

こ
と

を
考

え
る

。
○

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

す
る

こ
と

な
ど

を
通

し
て

地
域

の
人

と
関

わ
る

。

■
地
域
の
人
に
質
問
し
た
い
け
れ
ど
、
誰
に
ど
の
よ
う
に
聞
く

と
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い

【
個
性
の
伸
長
・
礼
儀
】

・
学
級
の
仲
間

・
学
校
の
仲
間

・
教
師

・
学
校

・
岐
阜
市
内
の
公
共
施
設
・
商
店
、
人

国
語
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
よ
う
」

　
　
「
質
問
を
考
え
よ
う
」
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５
・
６
年
４
組

単
元
シ
ー
ト

単
元
名

ま
ち
探
検
を
し
よ
う

（
）

本
単
元
の
目
標

問
題
解
決
力

関
係
構
築
力

貢
献
す
る
人
間
性

ま
ち

探
検
を
通
し

て
、

仲
間
や

他
者
の
立

場
に
立
っ

て
も

の
ご

と
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る
。

ま
ち

探
検
に
つ
い

て
、

折
り
合

い
を
付
け

な
が
ら

話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

探
検

の
中

で
見

つ
け

た
町

の
人

の
行

動
の
よ
さ
を
感
じ
、
仲
間
に
伝
え
た
り
、
自

分
の

生
活

に
取

り
入

れ
た

り
し

よ
う

と
す
る
態
度
を
養
う
。

活活 動動 のの 計計 画画

「「
まま
ちち
探探
検検
をを
しし
よよ
うう
①①
」」

〇
今
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
る
。

〇
ま
ち
探
検
の
計
画
を
立
て
る
。

〇
ま
ち
探
検
を
行
う
。

〇
振
り
返
り
を
行
う
。

（
）

「「
まま
ちち
探探
検検
をを
しし
よよ
うう
②②
」」

〇
今
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
る
。

〇
ま
ち
探
検
の
計
画
を
立
て
る
。

〇
ま
ち
探
検
を
行
う
。

〇
振
り
返
り
を
行
う
。

（
）

「「
まま
ちち
探探
検検
をを
しし
よよ
うう
③③
」」

〇
今
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
る
。

〇
ま
ち
探
検
の
計
画
を
立
て
る
。

〇
ま
ち
探
検
を
行
う
。

〇
振
り
返
り
を
行
う
。

（
）

加 筆 修 正 欄 想 定 さ れ る 姿

・
み
ん
な
で
一
緒
に
遊
び
た
い
。

・
仲
間
と
お
店
で
買
い
物
が
し
た
い
。

・
生
き
物
に
触
っ
た
り
お
世
話
し
た
り
し
た
い
。

・
今
回
は
○
○
さ
ん
の
意
見
に
し
よ
う
。

・
た
く
さ
ん
「
！
（
興
味
・
関
心
）
」「

？
（
疑
問
）」

を
見
つ
け

た
よ
。

・
ま
ち
の
人
が
丁
寧
に
接
客
し
て
く
れ
た
よ
。

・
○
○
が
で
き
る
場
所
は
こ
こ
に
あ
る
ね
。

・
私
は
○
○
が
し
た
い
な
。

・
み

ん
な

の
や

り
た

い
こ

と
が

１
つ

は
で

き
る

よ
う

に
し

よ
う
。

・
学
校
を
○
時
に
出
た
ら
、
△
時
に
着
く
ね
。

・
質
問
を
し
た
ら
丁
寧
に
答
え
て
く
れ
た
よ
。

・
ま
ち
の
人
が
笑
顔
で
挨
拶
し
て
く
れ
た
よ
。

・
み
ん
な
は
○
○
す
る
の
が
好
き
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
か

ら
、
み
ん
な
の
好
き
な
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
を
探
そ
う
。

・
好
き
な
こ
と
が
で
き
る
場
所
を
み
つ
け
た
よ
。

・
み
ん
な
で
楽
し
く
過
ご
せ
た
ね
。

・
ま
ち
の
よ
さ
を
た
く
さ
ん
見
つ
け
た
よ
。

・
ま
ち
の
人
に
挨
拶
し
た
ら
返
事
を
返
し
て
く
れ
た
よ
。

・
ま
ち
の
た
め
に
働
い
て
い
る
人
が
い
た
よ
。

実 際 の 姿

● ジ レ ン マ

■ エ ラ ー

■
学

校
の

周
り

の
地

域
で

、
何

が
し

た
い

の
か

・
何

が
で

き
る

の
か

分
か

ら
な

い
。

■
み

ん
な

が
楽

し
め

る
よ

う
に

す
る

に
は

ど
の

行
先

を
選

ぶ
と

よ
い

の
か

分
か

ら
な

い
。

■
ま

ち
の

人
に

伝
わ

る
よ

う
に

話
せ

る
か

心
配

だ
な

。

■
計

画
し

た
け

ど
、

み
ん

な
で

楽
し

め
る

か
心

配
だ

。
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５
・
６
年
４
組

本
時
案

（
１
）
目
標

ま
ち
探
検
の
振
り
返
り
活
動
を
通
し
て

感
じ
た
ま
ち
の

人
の
挨
拶
の
よ
さ
を
も
と
に
、

自
分
た
ち
の

ま
ち
探
検
を
よ
り
よ
い
も
の

に
し
よ
う
と

考
え
た
り
、

行
動
し
よ
う
と
し
た

り
す
る
態
度
を
養
う

。
（
貢
献
す
る
人
間
性
）

（
２
）
道
徳
的
価
値
判
断
に
関
わ
っ
て

ま
ち
の
中
で
活
動

し
た
と
き
の
ま
ち
の
人
の
行
動
の
価
値
に
関
わ
っ
て
よ
い
挨
拶
と
は
何
か

を
理
解
し
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
探
検
に
活
か
そ
う
と
す
る

。
（
礼
儀
）

本
時
（

）

活
動
内
容
（
○
教
師
の
発
問

・
予
想
さ
れ
る

児
童

生
徒
の
発
言
）

○
教
師
の
手
立
て
と
見
届
け

６
年
Ｃ
・
６
年
Ｅ

５
年
Ａ
・
５
年
Ｂ

６
年
Ｆ

６
年
Ｄ

１
前
時
ま
で
の
学
習
か
ら
、
地
域
の
人
の
行
動
の
よ
さ
に
つ
い
て
振
り
返
る

〇
ま
ち
探
検
を
し
て
き
て
、
地
域
の
人
た
ち
の
素
敵
な
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
し
た
か
。

・
お
店
の
人
が
優
し
か
っ
た
で
す
。

・
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

・
道
で
す
れ
違
っ
た
と
き
に
挨
拶
を
し
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

〇
次
の
ま
ち
探
検
を
も
っ
と
よ
く
す
る
た
め
に
、
自
分
た
ち
も
真
似
し
た
い
と
思
う
と
こ
ろ

は
あ
り
ま
し
た
か
。

・
ま
ち
の
人
み
た
い
に
、
「
こ
ん
に
ち
は
。」

と
元
気
な
声
で
あ
い
さ
つ
し
た
い
で
す
。

・
笑
顔
で
話
し
か
け
て
く
れ
た
の
が
嬉
し
か
っ
た
の
で
、
私
も
笑
顔
で
ま
ち
の
人
と
お
話
し

た
い
で
す
。

２
よ
い
挨
拶
に
つ
い
て
考
え
、
意
見
交
流
を
す
る

〇
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
る
挨
拶
は
ど
ん
な
挨
拶
で
す
か
。

・
笑
顔
で
挨
拶
し
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

・
大
き
な
声
で
挨
拶
す
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

・
相
手
の
顔
を
見
て
挨
拶
を
す
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

３
挨
拶
を
実
践
す
る

〇
み
ん
な
で
考
え
た
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
る
挨
拶
を
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

他
の
人
の
挨
拶
を
見
て
、
よ
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
声
が
大
き
く
て
よ
か
っ
た
。

・
笑
顔
で
挨
拶
で
き
て
い
た
。

・
挨
拶
し
て
も
ら
っ
て
い
い
気
持
ち
に
な
っ
た
よ
。

４
振
り
返
り
を
発
表
す
る

〇
自
分
が
が
ん
ば
っ
た
こ
と
を
話
し
ま
し
ょ
う
。

・
地
域
の
人
み
た
い
に
、
笑
顔
で
挨
拶
で
き
ま
し
た
。

・
相
手
の
顔
を
見
な
が
ら
挨
拶
が
で
き
ま
し
た
。

・
次
の
ま
ち
探
検
で
は
挨
拶
も
頑
張
り
た
い
で
す
。

〇
前
時
に
児
童
た
ち
の
意
見
か
ら
出
た
地
域
の
人
の
よ
さ
を
写
真

と
地
図
で
振
り
返
る
。

〇
地
域
の
人
の
挨
拶
の
よ
さ
を
板
書
で
児
童
と
共
有
す
る
。

〇
挨
拶
の
意
義
を
板
書
す
る
。

〇
写
真
や
、
自
分
た
ち
の
日

常
生
活
か
ら
、
地
域
の
人

の
よ

さ
に

つ
い

て
想

起

で
き
る
よ
う
に
促
す
。

〇
よ

い
挨

拶
に

つ
い

て

考
え

る
視

点
を

与
え

て
、
問
い
か
け
る
。

〇
教

師
と

一
問

一
答

を
行

い
、
挨
拶
に
つ
い
て
の
考

え
を

引
き

出
し

た
り

代

弁
し
た
り
す
る
。

〇
仲

間
の

意
見

を
聞

く
こ

と
が

で
き

る

よ
う
声
を
掛
け
る
。

〇
写
真
を
見
て
、
よ
い
挨
拶
に
つ
い
て
考
え
る
視
点
を
与
え
る
。（

姿
勢
・
表
情
・
声
の
大
き
さ
）

〇
自

分
た

ち
が

し
て

も
ら

っ
た
挨
拶
を
も
と
に
、
よ

い
挨

拶
に

つ
い

て
想

起

で
き
る
よ
う
に
促
す
。

〇
よ

く
な

い
挨

拶
を

教

師
が

例
と

し
て

見
せ

て
、
ど
う
す
る
と
よ
い

の
か

考
え

さ
せ

る
よ

う
に
す
る
。

〇
よ

い
挨

拶
の

例
と

よ
く

な
い

挨
拶

の
例

を
教

師

が
示
し
、
ど
ち
ら
が
よ
い

か
選
ぶ
。

〇
仲

間
の

意
見

を
聞

く
こ

と
が

で
き

る

よ
う
声
を
掛
け
る
。

〇
よ
い
挨
拶
を
す
る
た
め
に
気
を
付
け
る
こ
と
を
個
人
で
決
め
る
。

〇
仲
間
の
頑
張
り
や
よ
さ
を
交
流
す
る
。

○
教
師
が
地
域
の
人
の
役
と
な
っ
て
、
一
人
一
人
実
践
す
る
。

〇
自
分
の
目
標
に
沿
っ
て

挨
拶
の
練
習
を
す
る
。

〇
仲

間
の

よ
さ

を
発

表
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

〇
自

分
の

目
標

に
沿

っ

て
挨

拶
の

練
習

が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

〇
目

標
に

沿
っ

て
挨

拶
が

で
き

て
い

る
と

こ
ろ

を

価
値
付
け
る
。

〇
教

師
と

一
緒

に
挨

拶
の
練
習
を
す
る
。

〇
個
人
の
目
標
を
確
認
し
な
が
ら
振
り
返
り
を
行
う
。

〇
自

分
の

頑
張

り
を

話
す

よ
う
促
す
。

〇
目

標
に

対
し

て
で

き

た
か
を
問
い
か
け
る
。

〇
教
師

が
問
い
か
け
る
。

〇
教
師
が
代
弁
す
る
。

目
標
に
迫
っ
た
姿
を
ど
の
よ
う
に
見
届
け
る
か

挨
拶
の
意
義
や
大
切
さ
に
気
付
き
、
相
手
が
嬉
し
く
な
る
挨
拶
を
意
識
し
て
取
り
組
も
う
と
す
る
。

（
貢
献
す
る
人
間
性
）

・
挨
拶
を
す
る
上
で
の
目
標
を
も
っ
た
り
、
目
標
に
沿
っ
て
実
践
し
た
り
し
よ
う
と
し
て
い
る
姿
を
見
届
け
る
。

う
れ

し
い
気
持
ち
に
な
る

あ
い
さ
つ
を

し
よ
う
。
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教
科
等
と
の
関
連

国
語

「
自

己
紹

介
を

し
よ

う
」

「
聞

き
方

・
話

し
方

」
「

メ
モ

の
取

り
方

」
数

学
「

数
を

数
え

よ
う

」
「

お
金

の
計

算
」

国
語

「
手

紙
を

書
こ

う
」

「
プ

レ
ゼ

ン
し

よ
う

」
美

術
「

招
待

状
を

作
ろ

う
」

国
語

「
注

文
を

し
よ

う
」

数
学

「
時

間
・

時
計

」
国

語
「

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
し

よ
う

」
「

ア
ン

ケ
ー

ト
を

作
ろ

う
」

数
学

「
表

と
グ

ラ
フ

」

主
な
学
習
活
動

〇
転

入
生

の
仲

間
に

附
属

小
中

学
校

を
紹

介
し

よ
う

。
・

附
属

小
中

学
校

を
案

内
す

る
。

・
転

入
生

の
仲

間
に

、
学

校
の

お
気

に
入

り
の

場
所

を
紹

介
す

る
。

〇
加

納
校

区
を

探
検

し
よ

う
。

・
昨

年
度

ま
で

に
見

学
し

た
場

所
を

交
流

す
る

。
・

加
納

校
区

で
気

に
な

る
場

所
を

挙
げ

る
。

・
み

ん
な

で
考

え
た

い
こ

と
、

も
っ

と
知

り
た

い
こ

と
を

話
し

合
う

。
・

自
分

た
ち

で
行

き
方

、
質

問
し

た
い

こ
と

を
考

え
る

な
ど

、
見

学
の

計
画

を
立

て
る

。
・

み
ん

な
で

話
し

合
い

決
め

た
場

所
を

見
学

す
る

。
・

加
納

地
区

の
見

学
を

通
し

て
分

か
っ

た
こ

と
を

文
章

に
記

録
す

る
。

（
加

納
城

跡
、

和
傘

、
中

山
道

な
ど

）

○
岐

阜
市

の
良

さ
を

発
見

し
よ

う
。

・
昨

年
度

ま
で

に
岐

阜
市

で
見

学
し

た
場

所
を

振
り

返
る

。
・

岐
阜

市
で

見
学

し
た

い
場

所
を

出
し

合
う

。
（

公
共

施
設

、
お

店
、

自
然

、
地

域
の

行
事

な
ど

）
・

見
学

の
計

画
を

立
て

る
。

・
み

ん
な

で
話

し
合

い
決

め
た

場
所

を
見

学
す

る
。

・
見

学
を

通
し

て
分

か
っ

た
こ

と
を

写
真

や
文

章
で

記
録

し
、

地
図

に
ま

と
め

る
。

○
京

都
・

奈
良

研
修

で
行

く
京

都
・

奈
良

と
岐

阜
市

を
比

べ
よ

う
。

・
研

修
で

の
見

学
先

を
調

べ
る

。
・

研
修

プ
ラ

ン
を

決
め

る
。

・
研

修
プ

ラ
ン

に
沿

っ
て

研
修

を
行

う
。

・
岐

阜
市

と
京

都
・

奈
良

を
比

べ
る

。

〇
こ

れ
ま

で
に

お
世

話
に

な
っ

た
人

、
地

域
の

た
め

に
で

き
る

こ
と

を
考

え
よ

う
。

・
こ

れ
ま

で
の

学
習

で
出

会
っ

た
地

域
の

人
、

見
学

等
で

お
世

話
に

な
っ

た
人

の
た

め
に

、
自

分
た

ち
が

で
き

る
こ

と
は

な
い

か
考

え
、

実
際

に
活

動
す

る
。

（
例

）
・

自
分

が
住

ん
で

い
る

地
域

の
行

事
に

参
加

す
る

。
　

　
　

・
学

校
周

辺
に

花
を

植
え

た
り

、
ゴ

ミ
拾

い
を

し
た

り
す

る
。

　
　

　
・

岐
阜

市
の

良
い

所
を

ま
と

め
た

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
作

成
し

、
掲

　
　

　
　

示
し

た
り

、
配

布
し

た
り

す
る

。
　

　
　

・
こ

れ
ま

で
お

世
話

に
な

っ
た

方
々

へ
感

謝
の

手
紙

を
書

く
。

　
　

　
・

「
ふ

ぞ
く

マ
ー

ケ
ッ

ト
」

に
招

待
す

る
。

　
　

　
・

お
店

の
お

手
伝

い
を

す
る

。
〇

１
年

間
の

自
分

た
ち

の
活

動
を

振
り

返
ろ

う
。

・
下

級
生

に
、

自
分

た
ち

の
学

ん
で

き
た

こ
と

を
伝

え
、

学
校

の
周

り
や

岐
阜

市
の

良
さ

を
共

有
す

る
。

 
 
 
 
想
定
さ
れ
る

 
 
 
 
●
ジ
レ
ン
マ

 
 
 
 
■
エ
ラ
ー

 
【
道
徳
的
諸
価
値
】

■
学

校
の

こ
と

が
、

転
入

生
の

仲
間

に
ち

ゃ
ん

と
伝

わ
っ

た
だ

ろ
う

か
。

【
・

礼
儀

・
社

会
参

画
、

公
共

の
精

神
】

・
お

世
話

に
な

っ
た

人
（

先
生

・
地

域
の

人
・

お
店

の
人

）
・

学
校

の
周

り
の

地
域

・
岐

阜
市

■
見

学
先

へ
の

行
き

方
や

バ
ス

の
時

刻
表

の
見

方
が

分
か

ら
な

い
。

●
自

分
と

仲
間

の
意

見
が

違
う

と
き

、
う

ま
く

折
り

合
い

が
付

け
ら

れ
な

い
。

【
・

節
度

、
節

制
・

礼
儀

・
遵

法
精

神
、

公
徳

心
・

社
会

参
画

、
公

共
の

精
神

】

■
誰

か
の

た
め

に
、

自
分

が
で

き
る

こ
と

が
何

な
の

か
思

い
付

か
な

い
。

●
誰

か
の

た
め

に
頑

張
る

こ
と

は
大

切
だ

け
れ

ど
、

自
分

が
し

た
い

活
動

と
違

う
か

ら
、

意
欲

が
湧

か
な

い
。

●
下

級
生

に
伝

え
た

い
け

れ
ど

、
上

手
く

伝
え

ら
れ

な
い

。
【

・
思

い
や

り
、

感
謝

・
礼

儀
・

社
会

参
画

、
公

共
の

精
神

・
勤

労
・

郷
土

の
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、

郷
土

を
愛

す
る

態
度

】

人
材
活
用

施
設

・
学

校
の

先
生

・
見

学
先

の
方

・
中

山
道

加
納

宿
ま

ち
づ

く
り

交
流

セ
ン

タ
ー

・
お

店
・

公
共

施
設

・
宿

泊
研

修
先

で
出

会
う

人

・
お

店
・

公
共

施
設

・
見

学
先

の
方

・
学

校
の

先
生

・
街

の
人

・
お

店
・

公
共

施
設

・
岐

阜
駅

○
岐

阜
市

の
良

さ
を

発
見

し
よ

う
。

・
岐

阜
市

で
見

学
し

た
い

場
所

を
出

し
合

う
。

（
公

共
施

設
、

お
店

、
自

然
、

地
域

の
行

事
な

ど
）

・
見

学
の

計
画

を
立

て
る

。
・

み
ん

な
で

話
し

合
い

決
め

た
場

所
を

見
学

す
る

。
・

見
学

を
通

し
て

分
か

っ
た

こ
と

を
写

真
や

文
章

で
記

録
し

、
地

図
に

ま
と

め
る

。

単
元
名

（
時
数
）

学
校

・
学

校
周

辺
の

良
さ

っ
て

何
？

（
８

時
間

）
地

域
の

た
め

に
何

が
で

き
る

？
（

2
5
時

間
）

岐
阜

市
の

良
さ

っ
て

何
？

【
P
a
r
t
Ⅰ

　
岐

阜
市

の
良

い
所

を
見

付
け

よ
う

】
（

3
0
時

間
）

岐
阜

市
の

良
さ

っ
て

何
？

【
P
a
r
t
Ⅱ

　
身

近
な

人
や

町
の

人
に

岐
阜

市
の

良
い

所
を

教
え

て
も

ら
お

う
】

（
2
2
時

間
）

３
月

９
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

１
月

２
月

○
岐

阜
市

の
良

さ
を

、
も

っ
と

発
見

し
よ

う
。

・
他

者
（

学
校

の
先

生
や

町
の

人
）

に
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
す

る
活

動
通

し
て

、
自

分
た

ち
で

は
気

付
か

な
い

町
の

良
さ

を
知

り
、

岐
阜

市
に

つ
い

て
さ

ら
に

掘
り

下
げ

る
。

・
誰

に
何

を
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
す

る
か

計
画

を
立

て
る

。
・

学
校

の
先

生
に

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

す
る

計
画

を
立

て
る

。
・

話
す

練
習

、
メ

モ
を

と
る

練
習

を
す

る
。

・
町

の
人

に
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
す

る
計

画
を

立
て

る
。

・
ど

こ
で

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

す
る

の
か

、
質

問
す

る
こ

と
を

考
え

る
。

・
話

す
練

習
、

メ
モ

を
と

る
練

習
を

す
る

。
・

学
校

の
先

生
、

町
の

人
に

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

し
た

結
果

を
ま

と
め

る
。

・
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
結

果
を

基
に

、
見

学
先

を
決

め
、

探
検

の
計

画
を

立
て

る
。

・
見

学
し

、
分

か
っ

た
こ

と
を

写
真

と
文

章
で

地
図

に
記

録
す

る
。

●
写

真
で

記
録

に
残

し
た

い
け

れ
ど

、
公

共
の

マ
ナ

ー
を

考
え

る
と

、
実

行
し

て
よ

い
の

だ
ろ

う
か

。
【

・
節

度
、

節
制

・
礼

儀
・

遵
法

精
神

、
公

徳
心

・
社

会
参

画
、

公
共

の
精

神
】

■
岐

阜
市

の
良

さ
を

も
っ

と
知

り
た

い
け

れ
ど

、
ど

う
し

た
ら

分
か

る
の

か
、

解
決

の
方

法
が

見
い

だ
せ

な
い

。
■

学
校

と
違

う
場

所
で

地
域

の
人

と
話

す
時

は
、

ど
ん

な
言

葉
遣

い
で

話
す

と
良

い
か

分
か

ら
な

い
。

■
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
し

た
い

け
れ

ど
、

う
ま

く
で

き
る

か
心

配
で

声
が

か
け

づ
ら

い
。

●
自

分
と

仲
間

の
行

き
た

い
場

所
が

ち
が

い
、

折
り

合
い

が
つ

け
ら

れ
な

い
。

【
・

節
度

、
節

制
・

思
い

や
り

、
感

謝
・

礼
儀

・
遵

法
精

神
、

公
徳

心
・

社
会

参
画

、
公

共
の

精
神

】

特
別
支
援
学
級

第
７
学
年
の
目
標

カ
テ
ゴ
リ
ー
設
定
の

理
由

　
第
５
学
年
、
第
６
学
年
で
は
、
主
に
学
校
と
学
校
周
辺
の
地
域
に
つ
い
て
探
究
し
て
き
た
。
第
７
学
年
で
は
、
地
域
の
範
囲
を
さ
ら
に
広
げ
、
岐
阜
市
を
探
検
す
る
活
動
を
通
し
て
、
地
域
の
良
さ
に
気
付
き
、
地
域
へ
の
愛
着
を
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
。

学
び
の
基
盤
と
な
る

道
徳
的
諸
価
値

節
度
、
節
制
・
思
い
や
り
、
感
謝
・
礼
儀
・
遵
法
精
神
、
公
徳
心
・
社
会
参
画
、
公
共
の
精
神
・
郷
土
の
伝
統
と
文
化
の
尊
重
、
郷
土
を
愛
す
る
態
度
　

学
び
を
構
成
す
る

要
素

自
然
　
公
共
施
設
　
ル
ー
ル
　
マ
ナ
ー
　
地
域
の
行
事
　
お
店
　
働
く
人
　
地
域
で
生
活
す
る
人
　
感
謝
　
貢
献
　
社
会
の
一
員

月
４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

７
年
４
組

年
間
指
導
計
画

「
学
び
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
：
地
域
・
情
報
(
全
8
5
時
間
)

 ・
	地
域
の
人
や
地
域
の
良
さ
に
気
付
き
、
地
域
へ
の
愛
着
、
感
謝
す
る
心
情
や
態
度
を
養
う
。

（
３
）
貢
献
す
る
人
間
性
に
関
わ
っ
て

・
	願
い
の
実
現
に
向
け
て
、
仲
間
や
教
師
と
一
緒
に
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 ・
	地
域
の
人
や
場
所
に
つ
い
て
興
味
・
関
心
を
も
ち
、
願
い
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
１
）
問
題
解
決
力
に
関
わ
っ
て

（
２
）
関
係
構
築
力
に
関
わ
っ
て
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７
年
４
組

単
元
シ
ー
ト

単
元
名

岐
阜
市
の
良
さ
っ
て
何
？

【
P
a
r
t
Ⅱ

身
近
な

人
や
町

の
人

に
、

岐
阜

市
の

良
い

所
を

教
え

て
も
ら
お
う
】

（
）

本
単
元
の
目
標

問
題
解
決
力

関
係
構
築
力

貢
献
す
る
人
間
性

願
い
を
実
現
す
る
た
め

に
、
様
々
な
人
と
出
会
い
、
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
計
画
を
立
て
、
行
動
に
移
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る

。

願
い
の
実
現
に
向
け
て
、
仲
間
や
教
師
と
共
に
考
え
、

よ
り
よ

い
活
動
を
創
り
出

す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に

す
る
。

他
者
と

の
関
わ
り
を
通
し

て
、

地
域
の
人
や

地
域
の

良
さ
に
気
付

き
、
地
域
へ
の
愛
着

、
感
謝
す
る
心
情
や

態
度
を
養
う
。

活 動 の 計 画

〇
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
つ
い
て
振

り
返
る
。

〇
岐
阜
市
の
こ
と
を
さ
ら
に
知
る

た
め
に
、
仲
間
と

こ
れ
か
ら
ど

ん
な
活
動
を
し
た
い
か
話
し
合

う
。

〇
誰
に
、
ど
ん
な
こ
と
を
聞
き
た

い
か
ま
と
め
る
。

（
１

）

○
附
属
小
中
学
校
の
先
生
方
に
、
岐
阜
市
の

良
い

所
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
計
画
を
立

て
る
。

○
誰
に
質
問
す
る
か
、
質
問
す
る
内
容
を
考
え
る
。

○
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
の
仕
方
、
メ
モ
の
と
り
方
を

確
認
す
る
。

○
先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
。

○
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
結
果
を
ま
と
め
る
。（

５
）

○
岐
阜
市
を
さ
ら
に
深
堀
す
る
た
め
、

街
の
人
に
岐

阜
市
の

良
い
所
を
聞
く
。

○
町
の
人
に
、
岐
阜
市
の
良
い
所
に
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
す
る
計
画
を
立
て
る
。

○
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
練
習
を
す
る
。

○
岐
阜
駅
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
う
。

（
例

岐
阜
駅
観
光
案
内
所
の
人

、
通
行
人
）

○
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
結
果
を
ま
と
め
る
。

５

○
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
結
果
を
基
に
、
行
き
た
い
場

所
を
決
め
、
見
学
の
計
画
を
立
て
る
。

○
行
き
方
を
調

べ
た
り
、

質
問
し
た
い
こ
と
を

整
理
し
た
り
す
る
。

○
見
学
に
行
き
、
振
り
返
り
を
す
る
。

○
学
校
の
先
生

や
街
の
人

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
通
し
て
気

付
い
た
こ
と
や

分
か
っ
た

こ
と
を
ま

と
め
る
。

加 筆 修 正 欄 想 定 さ れ る 姿

・
岐

阜
市

の
良

さ
を

も
っ

と
知

り
た
い
。

・
岐
阜
市
の
良
さ
に
つ
い
て
、
い
ろ

い
ろ
な
人
に

話
を
聞
き
た
い
。

・
自
分
が
知
ら

な
い
岐
阜
市
の
良
さ
を
聞
く
こ

と
が
で
き
た
。

・
先
生
方
に
教

え
て
も
ら
っ
た
所
が
ど
ん
な
と

こ
ろ
か
、
実
際
に
行
っ
て
み
た
い
。

・
知
ら
な
い
人
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
う
ま
く
で
き
る

か
不
安

だ
。

・
岐
阜
市
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
良
い
所

が
あ
る
。
実

際
に
行
っ
て
見
た
い
。

・
い
ろ
い
ろ
な
人
の
意
見
を
聞
く
こ
と
で
、
岐
阜
市

の
良
さ
に
つ

い
て
、
た
く
さ
ん
知
る
こ
と
が

で
き
た
。

・
岐
阜
市
っ
て
、
い
い
と
こ
ろ
だ
な
。

実 際 の 姿

● ジ レ ン マ

■ エ ラ ー

■
岐

阜
市
の

良
さ
を

も
っ
と

知
り

た
い

け
れ

ど
、

ど
う

し
た

ら
分

か
る

の
か
、

解
決

の
方

法
が
見
い
だ
せ
な
い
。

■
街
の

人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
い
け
れ
ど
、
う
ま
く
で
き
る
か
心
配
で
声
が
か
け
づ
ら
い
。

■
初
対
面
の

人
と
話
す
時
に
、
ど
ん
な
言
葉
遣
い
で
話
す
と
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

●
自
分
と
仲
間
の
行
き
た
い
場
所
が
ち
が
い
、
折
り
合
い
が
つ
け
ら
れ
な
い
。
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７
年
４
組

本
時
案

（
１
）
目
標

こ
れ
ま
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
活
動

を
通
し
て
得
た

成
果

を
基
に
、
街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

向
け

て
進
ん
で

練
習
す
る
こ
と
が
で
き
る

。（
問
題
解
決

力
）

（
２
）
道
徳
的
価
値
判
断
に
関
わ
っ
て

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
活
動
を
通
し
て
、

時
と
場
に
応
じ
た
適
切
な
言
動
が
と
れ
る
よ
う
な
態
度
を
養
う
。
（
礼
儀

）

本
時

（
）

活
動
内
容
（
○
教
師
の
発
問

・
予
想
さ
れ
る

児
童

生
徒
の
発
言
）

○
教
師
の
手
立
て
と
見
届
け

１
街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
目
的
を
確
認
し
、
共
有
す
る

〇
ど
う
し
て
、
街

の
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
か
。

・
い
ろ
い
ろ
な
人
に
岐
阜
市
の
良
い
所

を
聞
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
。

・
自
分
が
知
ら
な
い
岐
阜
市
の
良
い
所
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
か
ら
。

２
岐
阜
駅
の
映
像
を
見
て
、

街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ

・
自
分
か
ら
声
が
か
け
ら
れ
る
か

心
配
だ
な

。

３
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
原
稿
を

確
認
す
る

○
前
回
、
先
生
方
へ
行
っ
た

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
原
稿
で
よ
い
で
す
か
。

・
附
属
小
中
学
校
を
入
れ
る
と
い
い
か
な
。

・
街
の
人
に
、
ど
う
生
き
る

か
と
い
う
言
葉

は
伝
わ
ら
な
い
と
思
う
。

４
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
練
習
を
す
る

教
師
の
示
範
を
見
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
と
ポ
イ
ン
ト

を
つ
か
む
。

ペ
ア
を
組
み
、
ポ
イ
ン
ト
を
意
識
し
て

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
練
習
を
行
う
。

ペ
ア
の
実
態
に
応
じ
て

相
互
評
価
を
行
う
。

全
体
の
前
で
一
人
一
人
が
、
教
師
を
相
手
に
仕
上
げ
の
練
習
を
行
う
。

７
年
４
組
の
授
業
を
参
観
し
て
い
る
方

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
。

５
本
時
の
振
り
返
り
を

行
い
、
次
時
へ
の
見
通
し
を
も
つ

・
練
習
を
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
番
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
頑
張
り
た
い
で
す
。

・
名
人
ポ
イ
ン
ト
に
丸
が
付
い
て
良
か
っ
た
で
す
。

○
前
回
の
先
生
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
活
動

の
成
果
を
確
認
し
、
今
回

の
街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

へ
の
意
欲
に
つ
な
げ
る
。

○
岐
阜
駅
の
映
像
を
提
示
し
、
活
動
場
所
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
人
、

岐
阜
駅
の
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
イ
メ

ー
ジ
を
も
た
せ
る
。

○
前
回
の
先
生
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
使
っ
た
原
稿
を
提
示
し
、
そ

れ
を
も
と
に
街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
原
稿
を
考
え
る
よ
う
に
促
す
。

Ｃ
（
男
）

伝
え
た
い
こ
と
が
仲
間
に
伝
わ
る
よ
う
に
、
教
師
が

意
図
を
汲
み
取
り
、
補
足
す
る
。

目
標
に
迫
っ
た
姿
を
ど
の
よ
う
に
見
届
け
る
か

街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
向
け
て
、
よ
り
よ
い
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
目

指
し
、
進
ん
で
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
。（

問
題
解
決
力
）

・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
練
習
の
様
子
や
振
り
返
り
の
発
言
か
ら
見
届

け
る
。

街
頭

イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
の
リ
ハ
ー
サ
ル

を
し
よ
う
。

【
街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
原
稿
】

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

。
今
お
時
間
よ
ろ
し
い
で
す
か
。
僕
た
ち
は
、

岐
阜
大
学
教
育
学
部
附
属
小
中
学
校
の

中
学
１
年
生
で
す
。
学
校
の

授

業
で
、
岐
阜
市
の
良
さ
に
つ
い
て
調
べ
て
い
ま
す
。
町
の

人
に
も
岐
阜

市
の
良
さ
に
つ
い
て
聞
き
た
い
と
思
い
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
い
ま

す
。
質
問
に
答
え
て
も
ら
え
ま
す
か
。

①
岐
阜
市
の
良
い
所
は
ど
こ
で
す
か
。

②
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
名
人
ポ
イ
ン
ト
】

①
目
線
・
・
・
相
手
の
目
を
見
て
話
す

②
反
応
・
・
・
う
な
ず
き

相
手
の
答
え
に
応
じ
た
返
し

③
声
・
・
・
・
相
手
に
聞
こ
え
る
声
の
大
き
さ

は
っ
き
り
と
話
す

【
先
生
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
原
稿
】

今
お
時
間
よ
ろ
し
い
で
す
か
。
７
年
４
組
の
○
○

で
す
。
僕
た
ち
は
、
ど
う
生
き
る

か
の
授
業
で
岐

阜
市
の
良
さ
に
つ
い
て
調
べ
て
い
ま
す
。
先
生
方

に
も

岐
阜

市
の

良
さ

に
つ

い
て

聞
き

た
い

と
思

い
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
て
い
ま
す
。
質
問
に
答

え
て
も
ら
え
ま
す
か
。

①
岐
阜
市
の

良
い
所
は
ど
こ
で
す
か

。
②
理
由
を

教
え
て

く
だ
さ
い
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
練
習
時

Ａ
（
男
）

Ｂ
（
男
）

Ｃ
（
男

）
Ｄ
（
男
）

緊
張

し
て

固

ま
っ

て
し

ま

う
場

合
は

、

教
師

と
共

に

で
き

る
と

こ

ろ
ま

で
取

り

組
む
。

集
中

し
て

取

り
組

め
る

よ

う
に

、
活

動

の
約

束
を

教

師
と

確
認

す

る
。

進
ん

で
取

り

組
め

る
よ

う

に
、

指
示

が

理
解

で
き

た

か
確

認
す

る
。

緊
張

し
て

固

ま
っ

て
し

ま

う
場

合
は

、

教
師

が
一

緒

に
原

稿
を

読

み
上
げ
る
。

個
々
の
良
さ
を
名
人
ポ
イ
ン
ト
に
沿
っ
て
価
値
付

け
る
。
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特別支援学級（Ⅲ部）

学びのカテゴリー「進路･余暇」

８年４組は、中学卒業後の生涯の生き

方について見通しをもち、進学先（高等

特別支援学校、特別支援学校高等部）や

就労支援事業所（Ａ型・Ｂ型）を調べる

活動を通して、自分の進路を具体的にイ

メージすることができた。宿泊研修では、

特例子会社で働く人の様子を見たり、キ

ッザニア甲子園で働く体験をしたりする

ことで、やりがいをもって働いているこ

とや働いてお金を得ること、そのお金で

好きなことができることを学んだ。

９年４組では、一人一人が休みの日に

行っている自分の好きなことを交流し

た。自分の好きなことを仲間に聞いても

らえてうれしそうであった。また、仲間

の好きなことをみんなで体験した。「音

楽を聴くこと」が多かったので、好きな

アーティストや曲を紹介し合って聴い

た。動画をみながら「体操・ストレッチ」

をしたり、「競馬」が好きな仲間に教え

てもらいながら、レースの予想をしたり

した。初めての体験を楽しむ様子も見ら

れた。
新居 豊子

平野 和俊
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・
中
学
校
卒
業
後
の
自
分
は
？

・
自
分
で
自
分
の
道
を
決
め
る
ん
だ
。

・
そ
れ
ぞ
れ
の
特
別
支
援
学
校
に
特
徴
が
あ

る
な
。

・
就
労
A
型
と
B
型
で
は
、
働
き
方
に
大
き
な

違
い
が
あ
る
な
。

●
自
分
の
道
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
か

な
。
不
安
だ
な
。

【
自
主
、
自
律
・
向
上
心
、
個
性
の
伸
長
】

・
家
族
、
地
域
の
店

・
学
校
職
員

・
研
修
先
の
会
社

主
な
学
習
活
動

人
材
活
用

施
設

・
国
語
：
敬
語

　
　
　
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
よ
う

　
　
　
　
新
聞
の
書
き
方

・
数
学
：
お
金
を
使
お
う

・
家
庭
科
：
買
い
物

・
学
級
の
仲
間
、
上
級
生
の
仲
間

・
卒
業
生

・
家
族

・
国
語
：
手
紙
の
書
き
方

・
生
活
単
元
：
情
報
の
扱
い
方

・
な
ぜ
働
く
の
か
な
。

・
働
く
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？

・
ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
の
？

■
将
来
の
夢
が
な
い
。

【
節
度
、
節
制
・
思
い
や
り
、
感
謝
・
勤

労
】

・
身
近
な
職
業
や
仕
事
内
容
を
調
べ
る
。

・
職
場
見
学
す
る
会
社
や
体
験
し
た
い
職
業

に
つ
い
て
、
調
べ
る
。

・
職
場
見
学
を
し
、
働
く
人
の
様
子
を
見
た

り
、
質
問
を
し
た
り
す
る
。

・
い
ろ
い
ろ
な
職
業
を
体
験
す
る
。

・
見
学
の
ま
と
め
を
す
る
。

・
大
阪
(
土
産
、
観
光
地
)
を
調
べ
る
。

・
中
学
卒
業
後
の
進
路
を
知
る
。

（
特
別
支
援
学
校
・
就
労
）

・
高
等
特
別
支
援
学
校
や
特
別
支
援
学
校
高

等
部
に
つ
い
て
知
り
た
い
こ
と
を
整
理
す

る
。

・
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
を
調
べ
る
。

・
就
労
（
種
類
、
雇
用
な
ど
）
に
つ
い
て
知

る
。

・
就
労
事
業
所
を
調
べ
る
。

１
月

1
2
月

・
４
月
の
自
分
と
比
べ
る
と
、
考
え
方
が
変
わ
っ
た
な
。
成
長
し
た

な
。

・
９
年
生
に
な
っ
た
ら
○
○
学
校
に
見
学
に
行
き
た
い
。

・
将
来
○
○
の
仕
事
を
し
た
い
。
〇
型
事
業
所
で
働
き
た
い
。

・
９
年
生
に
な
っ
た
ら
、
さ
ら
に
こ
ん
な
こ
と
を
し
た
い
な
。

【
希
望
と
勇
気
、
克
己
と
強
い
意
志
・
友
情
、
信
頼
・
遵
法
精
神
、

公
徳
心
・
社
会
参
画
、
公
共
の
精
神
・
よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び
】

・
家
族

・
学
級
の
仲
間
、
学
校
職
員

・
国
語
：
話
し
方
、
聞
き
方
　
伝
え
方
の
工
夫

・
生
単
：
発
表
の
仕
方
を
考
え
よ
う
（
プ
レ
ゼ
ン
）

・
や
っ
て
み
た
い
こ
と
が
見
つ
か
り
そ
う
だ
な
。
こ
の
活
動
（
仕
事
）
は
苦
手
か
も
し
れ
な
い
な
。

・
他
の
事
業
所
の
活
動
を
知
り
た
い
な
。

・
働
く
上
で
何
を
大
切
に
し
て
い
け
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。

・
今
の
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
。
働
く
た
め
に
今
自
分
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
は
何
だ
ろ
う
。

・
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

・
自
分
の
好
き
や
得
意
を
伸
ば
し
た
り
増
や
し
た
り
す
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
。

■
あ
ん
な
ふ
う
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
か
な
。

■
働
く
と
き
に
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
が
、
今
の
自
分
は
で
き
て
い
な
い
な
。

■
自
分
の
思
っ
て
い
た
仕
事
内
容
と
ち
ょ
っ
と
違
う
。

■
失
敗
し
た
。
ど
う
し
よ
う
。
同
じ
よ
う
に
や
っ
て
い
る
の
に
、
上
手
く
い
か
な
い
。

●
み
ん
な
は
○
○
の
方
が
い
い
っ
て
言
っ
て
る
け
ど
、
△
△
の
方
が
い
い
と
思
う
ん
だ
け
ど
な
。

【
自
由
と
責
任
・
向
上
心
、
個
性
の
伸
長
・
礼
儀
・
相
互
理
解
、
寛
容
・
社
会
参
画
、
公
共
の
精
神
・
勤

労
】

・
特
別
支
援
学
校
生
徒
、
事
業
所
、
公
共
交
通
機
関

・
学
級
の
仲
間
、
学
校
の
仲
間
、
学
校
職
員

・
家
族
、
地
域
の
店

・
国
語
：
て
い
ね
い
な
言
葉
　
　
　
　
伝
え
方
の
工
夫
　
　
　
　
接
客
の
仕
方

・
数
学
：
お
金
　
　
　
か
さ

・
美
術
：
環
境
づ
く
り
を
し
よ
う
（
看
板
・
チ
ラ
シ
・
メ
ニ
ュ
ー
表
な
ど
）

・
家
庭
科
：
買
い
物

・
生
活
単
元
：
公
共
交
通
機
関
を
使
お
う

自
分
の
願
い
を
も
ち
、
願
い
の
実
現
に
向
け
て
、
自
分
で
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

学
び
を
構
成
す
る

要
素

人
（
自
分
、
仲
間
、
先
輩
・
後
輩
、
先
生
、
住
ん
で
い
る
地
域
の
人
々
、
事
業
所
の
方
々
）
　
長
所
　
　
短
所
　
　
休
日
の
過
ご
し
方

　
夢
　
　
進
路
　
　
特
別
支
援
学
校
　
　
高
等
特
別
支
援
学
校
　
　
施
設
利
用
　
　
社
会
人
　
　
貢
献
　
　
マ
ナ
ー
　
　
お
金
　
　
や
り
が
い
　
　
喜
び

６
月

特
別
支
援
学
級

第
８
学
年
の
目
標

（
２
）
関
係
構
築
力
に
関
わ
っ
て

願
い
の
実
現
に
向
け
て
仲
間
と
一
緒
に
活
動
に
取
り
組
み
、
よ
り
よ
い
方
法
を
見
つ
け
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
３
）
貢
献
す
る
人
間
性
に
関
わ
っ
て

自
分
と
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
実
感
し
、
生
活
に
生
か
そ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

人
と
つ
な
が
っ
て
生
き
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
社
会
の
一
員
と
し
て
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
行
動
す
る
態
度
を
養
う
。

５
月

1
0
月

９
月

1
1
月

４
月

３
月

２
月

年
間

指
導

計
画

単
元
名

（
時
数
）

 
 
 
 
 
 
想
定
さ
れ
る

 
 
 
 
 
 
●
ジ
レ
ン
マ

 
 
 
 
 
 
■
エ
ラ
ー

 
 
 
【
道
徳
的
諸
価
値
】

　

教
科
等
と
の
関
連

月
８
月

７
月

８
年

４
組

学
び
の
基
盤
と
な
る

道
徳
的
諸
価
値

自
主
、
自
律
、
自
由
と
責
任
・
節
度
、
節
制
・
向
上
心
、
個
性
の
伸
長
・
希
望
と
勇
気
、
克
己
と
強
い
意
志
・
思
い
や
り
、
感
謝
・
礼
儀
・
友
情
、
信
頼
・
相
互
理
解
、
寛
容
・
遵
法
精
神
、
公
徳
心
・
勤
労
・
よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び

「
学

び
の

カ
テ

ゴ
リ

ー
」

：
進

路
・

余
暇

（
全

1
0
5
時

間
）

カ
テ
ゴ
リ
ー
設
定
の

理
由

　
職
業
生
活
に
必
要
な
自
己
理
解
（
得
手
不
得
手
や
特
性
な
ど
）
を
深
め
た
り
、
自
分
の
適
性
に
気
付
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
職
業
体
験
や
職
場
見
学
等
を
通
し
て
、
や
り
が
い
や
充
実
感
、
た
ち
成
感
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
職
業
の
意
義
を
知

り
、
将
来
を
見
通
し
た
進
路
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
様
々
な
余
暇
活
動
を
仕
組
み
、
仲
間
と
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
興
味
を
広
げ
た
り
、
自
己
選
択
や
自
己
決
定
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
１
）
問
題
解
決
力
に
関
わ
っ
て

「
働
く
」
と
は
？
 
 
「
進
路
」
と
は
？
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　
 
（
2
5
）

好
き
な
も
の
を
買
お
う
・
行
き
た
い
と
こ
ろ
は
？
　
　
　
（
1
0
）

自
分
の
進
路
を
考
え
よ
う
　
（
2
0
）

・
こ
れ
ま
で
の
学
習
を
振
り
返
り
、
ま
と
め
を
す
る
。

・
自
分
の
得
手
不
得
手
や
特
性
、
今
ま
で
の
学
習
か
ら
、
進
路
を
考

え
る
。

・
９
年
生
で
学
び
た
い
こ
と
を
考
え
る
。

特
別
支
援
学
校
・
就
労
事
業
所
に
行
こ
う
　
職
業
体
験
を
し
よ
う
　
 
（
4
0
）

「
自
分
」
と
は
？
　
～
何
が
得
意
？
何
が
好
き
？
～
　
　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
0
）

・
調
べ
た
特
別
支
援
学
校
や
事
業
所
の
行
き
方
を
調
べ
る
。

・
特
別
支
援
学
校
や
事
業
所
の
見
学
を
し
た
り
体
験
を
し
た
り
す
る
。

・
さ
ら
に
体
験
し
た
い
事
業
所
を
調
べ
、
見
学
を
す
る
。

・
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
の
か
願
い
を
も
つ
。

・
職
業
の
体
験
を
繰
り
返
し
行
い
、
よ
り
よ
い
方
法
を
考
え
て
取
り
組
む
。

・
自
分
の
好
き
な
こ
と
や
得
意
な
こ
と
を
考
え
る
。

・
友
た
ち
か
ら
見
た
自
分
の
よ
い
と
こ
ろ
を
知
る
。
（
他
者
評
価
）
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８
年
４
組

単
元
シ
ー
ト

単
元
名

特
別
支
援
学
校
・

就
労
支
援
事
業
所
に
行
こ
う

職
業
体
験
（
喫
茶
・
清
掃
・
も
の
づ
く
り
等
）
を

し
よ
う

（
）

本
単
元
の
目
標

問
題
解
決
力

関
係
構
築
力

貢
献
す
る
人
間
性

就
労

支
援

事
業

所
の
見

学
を

も
と

に
、

校
内
で

働
く

体
験

を
す

る
中
で

、
自

分
の

課
題
と

向
き

合
っ

た
り

、
よ

り
よ
い

活
動

の
仕

方
を
考

え
た

り
し

な
が

ら
、

活
動
に

取
り

組
む

こ
と
が

で
き

る
よ
う
に
す
る
。

特
別
支
援
学
校
や

就
労
支
援
事
業
所
の
活
動
を
も
と

に
、
仲
間
と
一
緒
に
活
動
を
し
た
り
、

詳
し
い
人
に

質
問
し
た
り

、
よ
り
よ
い
方
法
を

話
し
合
っ
た
り
し

な
が
ら
、
相
手
の
こ
と
を
考
え
て
活
動
す
る

こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

就
労

支
援

事
業

所
の

見
学

や
働

く
体

験
を

も
と

に
、

ど
の
よ
う

な
仕
事
に
も
や
り
が
い
や

達
成

感

が
あ
る
こ
と
に

気
付
き
、
自
分
の
得
意
を
生
か

し

て
働
く
よ
さ
を

実
感

し
、
働
き
続
け
る
人
に
な

る

態
度
を
養
う

。

活 動 の 計 画

〇
調
べ
た
就
労
支
援
事
業
所
（
Ａ
型
・
Ｂ
型
）
に
つ
い
て
、

交
流
す
る
。

〇
見
学

す
る
就
労
支
援
事
業
所
を
話
し
合
っ
て
決
め
る
。

〇
見
学
す
る

就
労
支
援

事
業
所
や

特
別
支

援
学
校
の

行
き

方
を
調
べ

た
り
、
電

話
で
ア

ポ
イ
ン

ト
を
取

っ
た
り

す

る
。

（
３
）

〇
見
学
す
る
就
労
支
援
事
業
所
や
特
別
支
援
学
校
に
つ
い
て

、
知

り
た
い
こ
と
や
質
問
し
た
い
こ
と
を
考
え
る
。

〇
就
労
支
援
事
業
所
や
特
別
支
援
学
校
の
見
学
や

体
験
を
す
る
。

〇
見
学
や
体
験
を
し
た
こ
と
を
ま
と
め
、
交
流
を
す
る
。

〇
さ
ら
に
見
学
し
た
い
就
労
支
援
事
業
所
を
決
め
る
。

（
）

〇
見

学
し

た
就

労
支

援
事

業
所

や
特

別
支

援
学

校
の

活
動

の
中

か

ら
、
体
験
し
た
い
活
動
を
話
し
合
う
。

〇
活
動
の
基
本
的
な
手
順
や
方
法
を
調
べ
、
活
動

の
願
い
を
も
つ
。

〇
活
動
（
仕
事
）
を
繰
り
返
し
行
う
。

〇
気
付
い
た
こ
と
や
感
じ
た

こ
と
を
交
流
し
、
よ
り
よ
い
方
法
を

話

し
合
い
、
実
践
す
る
。

（
）

加 筆 修 正 欄 想 定 さ れ る 姿

・
作
る
こ
と
が
好
き
だ
か
ら
作
る
事
業
所
を
見
学
し
た
い

。

・
接
客
の
と
き
に
大
切
な
こ
と
を
知
り
た
い
な
。

・
教
室
掃
除
で
褒
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
掃
除
の
こ

と
を
勉
強
し
た
い
。

・
行
き
た
い
人
が
多
い
と
こ
ろ
か
ら
、
見
学
に
行
こ
う
。

・
Ａ
型
も
Ｂ
型
も
、
ど
ち
ら
も
見
学
に
行
き
た
い
。

・
電
話
で
話
す
と
き
に
気
を
付
け
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
。
練

習
し
て
か
ら
、
電
話
を
か
け
よ
う
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
仕
事
す
る
様
子
が
載
っ
て
い
た
か
ら
、
実
際

に
ど
ん
な
風
に
や
っ
て
い
る
の
か
を
知
り
た
い
な
。

・
仕
事
を
す
る
と
き
に
大
切
な
こ
と
を
質
問
し
よ
う
。

・
学
校
の
作
業
で
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
が
、
働
く
と
き
の
力
に

な
る
ん
だ
。

・
ど
こ
の
事
業
所
で
も
挨
拶
と
返
事
が
大
事
だ
と
言
っ
て
い
た
。

今
か
ら
挨
拶
や
返
事
を
や
っ
て
い
こ
う
と
思
う
。

・
次
は
、
違
う
職
種
の
事
業
所
に
行
き
た
い
。

・
校
内
で
、
ど
ん
な
活
動
（
喫
茶
・
清
掃
・
袋
詰
め
等
）
が
で
き
る
だ

ろ
う
。
や
っ
て
み
た
い
こ
と
、
得
意
な
こ
と
、
好
き
な
こ
と
で
、
活
動

を
決
め
て
い
い
の
か
な
？

・
自
分
が
決
め
た
目
標
（
挨
拶
、
返
事
、
集
中
、
最
後
ま
で
、
粘
り
強

く
、
協
力
等
）
に
向
か
っ
て

、
活
動
し
よ
う

。

・
事
業
所
見
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
や
っ
て
み
よ
う
。
う
ま
く
い
か
な
い

と
き
は
、
み
ん
な
と
相
談
し
て
よ
い
方
法
を
見
つ
け
た
い
。

・
働
く
っ
て
大
変
。
で
も
、
や
り
が
い
は
あ
る
。

実 際 の 姿

● ジ レ ン マ

■ エ ラ ー

■
緊
張
し
て
、
上
手
く
電
話
が
で
き
な
か
っ
た
。

●
行
き
た
い
事
業
所
が
、
み
ん
な
違
う
。
ど
う
や
っ
て
決

め
て
い
く
と
、
み
ん
な
が
納
得
で
き
る
か
な
。

■
あ
ん
な
ふ
う
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
か
な
。

■
働
く
と
き

に
大
事
に

し
て
い

る
こ
と
が

、
今
の
自

分
は
で

き

て
い
な
い
な
。

●
自
分
の
思
っ
て
い
た
仕
事
内
容
と
ち
ょ
っ
と
違
う
。

■
失
敗
し
た
。
ど
う
し
よ
う
。

■
同
じ
よ
う
に
や
っ
て
い
る
の
に
、
上
手
く
い
か
な
い
。

●
み
ん
な
は
○
○
の
方
が
い
い
っ
て
言
っ
て
る
け
ど
、
△
△
の
方
が

い
い
と
思
う
ん
だ
け
ど
な
。
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８
年
４
組

本
時
案

（
１
）
目
標

窓
拭
き
の
活
動
を
振
り
返
り
、
よ
り

き
れ
い
に
で
き
る

ポ
イ
ン
ト

を
考
え
る
話
し
合
い

活
動
を
通
し
て
、
就
労
支
援
事
業
所
の
見
学
や
活
動
経
験
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
基
に
、
窓
拭
き
の
活
動
の
自
分
や
仲
間
の

よ
い
点
や
改
善
点

に
気
付
い
た
り
、
よ
り
き
れ
い
に
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
を
考
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
問
題
解
決
力
）

（
２
）
道
徳
的
価
値
判
断
に
関
わ
っ
て

自
分
の
体
験
活
動
の
姿
か
ら
、
得
意
や
苦
手
を
知
り
、

あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
受
け
止
め
、
理
解
す
る
。（

個
性
の
伸
長
）

働
く
こ
と
や
学
校
の
た
め
に
奉
仕
す
る

こ
と
の
充
実
感
を
味
わ
う
と
と
も
に
、
そ
の
意
義
を
理
解
し
、
よ
り
よ
い
方
法
を
考
え
る
。（

社
会
参
画
、
勤
労
）

本
時

（
）

活
動
内
容
（
○
教
師
の
発
問

・
予
想
さ
れ
る

児
童

生
徒
の
発
言
）

○
教
師
の
手
立
て
と
見
届
け

Ａ
女

・
Ｂ

男
・
Ｃ

男
Ｄ

男
・
Ｅ

男
１

前
時
ま
で
の
窓
拭
き
の
活
動
を
振
り
返
り
、
本
時
の
見
通
し
を
も
つ

○
窓
拭
き
を
や
っ
て
み
て
、
感
じ
た
こ
と
や
思
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
。

・
窓
が
き
れ
い
に
な
っ
て
、
嬉
し
か
っ
た
。
違
う
場
所
の
窓
も
き
れ
い
に
し
た
い
。

・
窓
拭
き
の
や
り
方
が
分
か
っ
て
、
手
際
よ
く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

・
ス
ク
イ
ジ
ー
を
使
う
の
が
難
し
か
っ
た
。
高
い
と
こ
ろ
や
最
後
の
円
を
描
く
の
が
う
ま
く
で
き

な
か
っ
た
。

・
○
○
さ
ん
が
や
っ
た
窓
が
と
っ
て
も
き
れ
い
だ
っ
た
。
ど
う
や
っ
た
ら
、
あ
ん
な
に
き
れ
い
に

で
き
る
の
か
教
え
て
ほ
し
い
。

２
窓
拭
き
を

行
い
、
よ
い
点
や
改
善
点
な
ど
を
見
つ
け

合
う

〇
順
番
に
窓
拭
き
を
行
い
、
よ
い
点
や
改
善
点
を
見
つ
け
、
伝
え
合
お
う
。

３
就
労
支

援
事
業
所

の
見
学

や
経

験
者
の

ア
ド
バ
イ

ス
か
ら

、
よ
り

き
れ
い
に

で
き
る
窓
拭
き
の

ポ
イ
ン
ト

を
考
え
る

〇
見
学
時
の
様
子
や
、
仲
間
や
経
験
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
か
ら
、
よ
り
き
れ
い
に
で
き
る
窓
拭
き
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

・
ス
ク
イ
ジ
ー
の
使
い
方
（
持
ち
方
、
斜
め
に
す
る
、
円
の
描
き
方
）
に
気
を
付
け
る
。

・
力
の
入
れ
方
を
考
え
る
。
雑
巾
で
窓
枠
の
水
気
を
し
っ
か
り
と
る
。

４
本
時
の
活
動
を

振
り
返

り
、
次
時
の
活
動
へ
の
見
通
し
を
も
つ

・
自
分
で
は
で
き
て
る
と
思
っ
て
た
け
ど
、
も
っ
と
き
れ
い
に
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
が
分
か
っ
た
。

・
事
業
所
の
見
学
や
今
日
の
友
だ
ち
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
自
分
の
よ
い
所
と
改
善
点
が
分
か

っ
た
。
次
の
活
動
の
時
に
、
や
っ
て
み
た
い
。

〇
各
自
が
立
て
た
「
働
く
人
に
な
る
た
め
の
目
標
」
を
掲
示
す
る
。

〇
窓
拭
き
の
様
子
が
想
起
で
き
る
よ
う
に
、
写
真
や
動
画
を
提
示
す
る
。

〇
頑
張
り
を
価
値
付
け
た
う
え
で
、
困
難
さ
や
課
題
点

が
言
え
る
よ
う
に
、
切
り
返
し
の
発
問
を
す
る
。

〇
一

緒
に

活
動

し
た

仲
間

の
頑

張
り

が
伝

え
ら

れ
る

よ
う
に
、
発
問
を
す
る
。

〇
頑

張
り

や
困

難
さ

を
自

分
の

言
葉

で
伝

え
ら

れ
る
よ
う
に
、
資
料
の
指
差
し
や
発
問
を
す
る
。

〇
仲

間
か

ら
の

言
葉

を
聞

い
て

感
想

を
伝

え
る

場
を
設
定
す
る
。

〇
見
る
視
点
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
振
り
返
り
か
ら
要
点
を
押
さ
え
た
り
、
特
別
支
援
学
校
の
見
学
時
の
ま

と
め
を
提
示
し
た
り
す
る
。

〇
よ
い
点
だ
け
で
な
く
改
善
点
を
見
つ
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
、
改
善
点
を
伝
え
る
姿
を
価
値
付
け
る
。

〇
態
度
面
と
活
動
面
が
分
か
る
よ
う
に
、
板
書
を
す
る
。

〇
就

労
支

援
事

業
所

や
特

別
支

援
学

校
の

見
学

で
学

ん
だ
こ
と
と
つ
な
げ
て
発
言
を
し
た
り
、
新
し
い
視

点
か

ら
仲

間
の

よ
い

点
や

改
善

点
を

伝
え

た
り

す
る
姿
を
褒
め
、
価
値
付
け
る
。

〇
よ
い
点
や
改
善
点
が
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
具

体
的
な
姿
を
伝
え
た
り
質
問
を
し
た
り
す
る
。

〇
就
労
支
援
事
業
所
見
学
の
様
子
の
写
真
や
経
験
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
動
画
を
提
示
す
る
。

〇
経
験
者
の
窓
拭
き
と
の
違
い
が
分
か
る
よ
う
に
、
ス
ク
イ
ジ
ー
の
使
い
方
に
注
目
す
る
よ
う
伝
え
た
り
、
実

際
に
動
か
し
た
り
す
る
場
を
設
定
す
る
。

〇
よ
り
き
れ
い
に
で
き
る
窓
拭
き
の
ポ
イ
ン
ト
が
分
か
り
、
次
時
に
実
践
で
き
る
よ
う
に
、
板
書
を
す
る
。

よ
り
き
れ
い
に
で
き
る
窓
拭
き
の
ポ
イ
ン
ト
を
見
つ
け
よ
う
。

【
態
度
面
】

・
端
ま
で
を
意
識
し
て
い
た
。

・
最
後
ま
で
集
中
し
て
い
た
。

・
道
具
を
大
切
に
扱
っ
て
い
た
。

・
報
告
す
る
と
き
、
も
っ
と
大
き
な

声
で
言
っ
た
方
が
い
い
。

【
活
動
面
】

・
ス
ク
イ
ジ
ー
を
真
っ
直
ぐ
動
か
し
て
い
た
。

・
円
を
描
く
と
き
に
、
角
を
動
か
さ
な
い
方
が
い
い

と
思
う
。

・
水
を
切
る
際
、
流
れ
る
水
が
ス
ク
イ
ジ
ー
の
両
側

の
人
と
片
方
だ
け
の
人
が
い
た
。
ど
う
し
て
か
な
。

目
標
に
迫
っ
た
姿
を
ど
の
よ
う
に
見
届
け
る
か

窓
拭
き
活
動
を
振
り
返
り
、

話
し
合
っ
た
こ
と
を
も
と
に
、
自
分
や
仲
間
の
窓
拭
き
の
よ
い
点
や
改
善

点
に
気
付
い
た
り
、
よ
り
き
れ
い
に
な
る
ポ
イ
ン
ト
を
考
え
た
り
し
よ
う
と
し
て
い
る
。（

問
題
解
決
力
）

・
発
言
内
容
や
本
時
の
窓
拭
き
活
動
の
様
子
、
話
し
合
い
活
動
の
様
子
か
ら
見
届
け
る
。
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■
ど

こ
で

職
場

体
験

を
す

れ
ば

よ
い

か
分

か
ら

な
い

。
■

ど
ん

な
仕

事
内

容
が

あ
る

の
か

調
べ

て
も

分
か

ら
な

い
。

■
注

意
さ

れ
た

と
き

、
ど

う
対

応
し

て
い

い
か

分
か

ら
な

い
。

●
や

り
た

い
気

持
ち

は
あ

る
け

ど
、

な
か

な
か

上
手

く
で

き
な

い
。

【
・

自
主

、
自

律
、

自
由

と
責

任
・

向
上

心
、

個
性

の
伸

長
・

希
望

と
勇

気
、

克
己

と
強

い
意

志
・

社
会

参
画

、
公

共
の

精
神

・
勤

労
な

ど
】

・
４

組
の

仲
間

・
事

業
所

の
方

・
実

際
に

事
業

所
で

働
く

方
・

地
域

の
事

業
所

・
国

語
：

相
手

に
応

じ
た

話
し

方
、

聞
き

方
　

体
験

し
た

こ
と

を
ま

と
め

よ
う

　
手

紙
の

書
き

方
（

お
礼

）
・

数
学

：
数

を
数

え
る

　
計

量
の

仕
方

・
家

庭
科

：
正

し
い

服
装

　
衛

生
（

水
の

入
れ

方
、

机
の

ふ
き

方
）

　
正

し
い

掃
除

の
仕

方

■
他

の
仲

間
や

先
生

た
ち

は
ど

ん
な

ふ
う

に
過

ご
し

て
い

る
の

か
知

ら
な

い
。

■
活

動
場

所
ま

で
ど

う
や

っ
て

行
け

ば
い

い
の

か
分

か
ら

な
い

。
●

こ
れ

を
買

い
た

い
け

ど
お

金
が

足
り

な
い

な
。

【
節

度
、

節
制

・
友

情
、

信
頼

・
遵

法
精

神
、

公
徳

心
・

社
会

参
画

、
公

共
の

精
神

な
ど

】

・
学

級
や

４
組

の
仲

間
・

先
生

・
図

書
館

・
商

業
施

設

・
国

語
：

話
し

方
、

聞
き

方
・

数
学

：
お

金
の

計
算

・
国

語
：

話
し

方
、

聞
き

方
　

メ
モ

の
取

り
方

　
見

て
き

た
こ

と
を

話
す

　
ま

と
め

方
（

レ
ポ

ー
ト

に
）

■
自

分
の

趣
味

を
み

ん
な

に
ど

う
伝

え
る

と
楽

し
さ

が
伝

わ
る

か
分

か
ら

な
い

。
●

み
ん

な
で

遊
び

た
い

け
れ

ど
、

ル
ー

ル
を

知
ら

な
い

仲
間

が
い

る
。

【
・

節
度

、
節

制
・

思
い

や
り

、
感

謝
な

ど
】

・
国

語
：

そ
の

日
の

出
来

事
を

振
り

返
ろ

う
　

分
か

り
や

す
く

説
明

し
よ

う
・

数
学

：
数

と
数

量
・

体
育

：
ゲ

ー
ム

運
動

■
自

分
の

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
こ

と
を

ど
う

や
っ

て
伝

え
る

と
い

い
か

分
か

ら
な

い
。

●
自

分
は

後
輩

に
向

け
て

～
を

引
き

継
い

で
い

き
た

い
と

思
っ

て
い

る
け

ど
、

仲
間

は
違

う
こ

と
を

思
っ

て
い

る
み

た
い

だ
。

【
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

・
思

い
や

り
、

感
謝

・
よ

り
よ

く
生

き
る

喜
び

な
ど

】

・
４

組
の

仲
間

・
お

世
話

に
な

っ
た

先
生

・
附

属
小

中
学

校
の

校
舎

３
月

２
月

１
月

〇
他

の
学

級
の

仲
間

や
先

生
た

ち
は

ど
ん

な
ふ

う
に

休
み

の
日

を
過

ご
し

て
い

る
の

か
調

べ
る

。
〇

体
験

し
て

み
た

い
活

動
を

順
番

に
体

験
す

る
。

〇
校

外
で

の
活

動
に

な
る

場
合

は
、

活
動

場
所

ま
で

の
行

き
方

や
内

容
に

つ
い

て
仲

間
と

一
緒

に
考

え
る

。
ま

た
、

公
共

交
通

機
関

を
使

い
、

活
動

場
所

ま
で

移
動

し
、

仲
間

と
一

緒
に

活
動

す
る

。
〇

土
日

の
休

み
に

ど
ん

な
こ

と
を

し
て

過
ご

し
て

い
る

の
か

交
流

す
る

。
〇

冬
休

み
に

し
た

い
こ

と
を

ま
と

め
、

計
画

を
立

て
る

。

働
く
っ
て
、
ど
う
い
う
こ
と
？
（
4
0
）

何
し
て
過
ご
す
？
（
2
5
）

・
国

語
：

話
し

方
、

聞
き

方
　

手
紙

の
書

き
方

・
生

単
：

ま
と

め
方

（
プ

レ
ゼ

ン
）

人
材
活
用

施
設

５
月

1
0
月

９
月

1
1
月

４
月

単
元
名

（
時
数
）

 
 
 
想
定
さ
れ
る

 
 
 
●
ジ
レ
ン
マ

 
 
 
■
エ
ラ
ー

【
道
徳
的
諸
価
値
】

６
月

・
学

級
や

４
組

の
仲

間
・

先
生

・
図

書
館

・
商

業
施

設

〇
進

路
先

に
つ

い
て

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
や

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

使
っ

て
調

べ
る

。
〇

学
校

見
学

会
を

通
し

て
進

路
先

に
つ

い
て

自
分

の
目

で
見

る
、

自
分

の
耳

で
聞

く
。

〇
高

等
特

別
支

援
学

校
、

高
等

部
の

生
活

に
見

通
し

を
も

つ
。

〇
学

校
生

活
や

学
習

内
容

で
附

属
小

中
学

校
と

同
じ

こ
と

や
異

な
る

こ
と

を
見

付
け

る
。

〇
本

人
や

保
護

者
と

相
談

し
な

が
ら

、
進

路
先

の
学

校
を

決
め

て
い

く
。

〇
障

が
い

者
雇

用
に

積
極

的
な

企
業

を
見

学
し

、
卒

業
後

の
働

く
様

子
に

つ
い

て
学

ぶ
。

■
自

分
の

進
路

先
に

な
る

学
校

は
、

ど
ん

な
学

校
な

の
か

分
か

ら
な

い
。

■
将

来
の

仕
事

は
先

の
こ

と
で

よ
く

分
か

ら
な

い
。

■
聞

き
た

い
こ

と
を

ど
う

や
っ

て
聞

く
と

い
い

の
か

分
か

ら
な

い
。

●
ど

こ
の

学
校

が
自

分
に

合
う

の
だ

ろ
う

か
。

【
・

自
主

、
自

律
、

自
由

と
責

任
・

節
度

、
節

制
・

向
上

心
、

個
性

の
伸

長
・

希
望

と
勇

気
、

克
己

と
強

い
意

志
・

思
い

や
り

、
感

謝
な

ど
】

・
高

等
部

の
こ

と
を

知
っ

て
い

る
身

近
な

先
生

・
附

属
小

中
学

校
を

卒
業

し
た

先
輩

・
進

路
先

の
学

校
の

先
生

・
障

が
い

者
雇

用
を

推
進

し
て

い
る

企
業

の
方

〇
春

休
み

や
Ｇ

Ｗ
に

ど
ん

な
こ

と
を

し
て

過
ご

し
た

の
か

交
流

す
る

。
〇

個
々

の
休

み
の

日
の

過
ご

し
方

や
好

き
な

こ
と

（
趣

味
）

を
交

流
す

る
。

〇
交

流
し

た
こ

と
を

も
と

に
、

一
人

一
人

の
趣

味
を

み
ん

な
で

体
験

す
る

。
〇

夏
休

み
に

し
た

い
こ

と
を

ま
と

め
、

計
画

を
立

て
る

。

こ
れ

ま
で

の
自

分
 
こ

れ
か

ら
の

自
分

（
2
0
）

　

教
科
等
と
の
関
連

月
８
月

７
月

９
年
４
組

学
び
の
基
盤
と
な
る

道
徳
的
諸
価
値

自
主
、
自
律
、
自
由
と
責
任
・
向
上
心
、
個
性
の
伸
長
・
希
望
と
勇
気
、
克
己
と
強
い
意
志
・
思
い
や
り
、
感
謝
・
友
情
、
信
頼
・
節
度
、
節
制
・
遵
法
精
神
、
公
徳
心
・
社
会
参
画
、
公
共
の
精
神
・
勤
労
・
よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び

「
学
び
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
：
進
路
・
余
暇
（
全
1
0
5
時
間
）

カ
テ
ゴ
リ
ー
設
定
の

理
由

　
卒
業
後
の
進
路
先
に
つ
い
て
調
べ
た
り
、
職
業
に
つ
い
て
調
べ
た
り
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
進
路
に
つ
い
て
見
通
し
を
も
つ
。
そ
の
中
で
興
味
を
も
っ
た
職
業
に
つ
い
て
体
験
す
る
こ
と
で
、
働
く
こ
と
の
意
義
や
、
や
り
が
い
を
学

ん
で
い
く
。
ま
た
、
仲
間
と
一
緒
に
様
々
な
余
暇
活
動
を
行
う
こ
と
を
通
し
て
、
自
分
の
好
き
な
時
間
を
有
意
義
に
過
ご
す
楽
し
さ
も
味
わ
っ
て
い
く
。
と
き
に
は
身
近
な
人
と
相
談
し
な
が
ら
、
自
己
選
択
、
自
己
決
定
す
る
こ
と
を

通
し
て
、
自
分
の
将
来
の
生
き
方
を
考
え
て
い
く
。

（
１
）
問
題
解
決
力
に
関
わ
っ
て

体
験
的
な
学
習
を
通
し
て
、
自
分
と
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
実
感
し
、
自
分
の
生
活
に
生
か
そ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

お
客
さ
ん
や
社
会
で
生
活
す
る
人
々
の
役
に
立
つ
た
め
に
、
意
欲
的
に
活
動
に
取
り
組
も
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

（
２
）
関
係
構
築
力
に
関
わ
っ
て

願
い
の
実
現
に
向
け
て
仲
間
と
一
緒
に
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

仲
間
と
共
に
活
動
に
取
り
組
む
意
義
を
感
じ
な
が
ら
、
相
手
や
場
面
に
相
応
し
い
言
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
３
）
貢
献
す
る
人
間
性
に
関
わ
っ
て

自
分
の
目
指
す
姿
を
決
め
、
願
い
を
も
っ
て
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

願
い
の
実
現
に
向
け
て
試
行
錯
誤
し
、
よ
り
よ
い
自
分
に
な
る
た
め
に
自
己
選
択
を
し
て
、
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

主
な
学
習
活
動

年
間
指
導
計
画

学
び
を
構
成
す
る

要
素

人
（
自
分
、
仲
間
、
先
生
、
高
等
部
の
先
生
、
卒
業
し
た
先
輩
、
事
業
所
の
方
）
　
夢
　
進
路
　
休
日
の
過
ご
し
方

附
属
小
中
学
校
　
進
路
先
の
学
校
　
貢
献
　
や
り
が
い
　
長
所
　
短
所
　
喜
び
　
困
難
　
社
会
人
と
し
て
　
マ
ナ
ー
　
お
金
　
施
設
利
用

特
別
支
援
学
級

第
９
学
年
の
目
標

〇
こ

れ
ま

で
の

活
動

で
の

自
分

の
成

長
を

振
り

返
る

。
〇

高
等

部
や

高
等

学
校

に
行

く
ま

で
に

、
ど

ん
な

自
分

に
な

り
た

い
か

目
標

を
立

て
る

。
〇

卒
業

ま
で

の
残

り
期

間
、

毎
日

自
分

の
姿

を
振

り
返

る
。

〇
こ

れ
ま

で
お

世
話

に
な

っ
た

方
へ

感
謝

の
気

持
ち

を
ど

う
伝

え
る

か
交

流
す

る
。

〇
後

輩
に

伝
え

た
い

思
い

を
整

理
す

る
。

〇
後

輩
に

自
分

た
ち

の
思

い
を

発
表

す
る

。

1
2
月

〇
こ

れ
ま

で
の

進
路

先
見

学
や

教
育

相
談

で
聞

か
れ

た
こ

と
等

を
振

り
返

っ
た

上
で

、
今

後
の

進
路

に
つ

い
て

、
確

認
す

る
。

〇
特

別
支

援
学

校
高

等
部

や
高

等
特

別
支

援
学

校
卒

業
後

に
働

く
事

業
所

に
つ

い
て

調
べ

る
。

〇
学

校
の

周
り

に
あ

る
事

業
所

で
は

、
ど

ん
な

仕
事

を
し

て
い

る
の

か
調

べ
た

り
、

実
際

に
見

学
し

た
り

す
る

。
〇

「
働

く
上

で
大

切
な

こ
と

」
を

交
流

し
て

ま
と

め
る

。
〇

「
働

く
人

」
に

な
る

た
め

の
目

標
を

立
て

る
。

〇
興

味
や

関
心

を
も

っ
た

事
業

所
で

職
場

体
験

す
る

。
〇

職
場

体
験

後
、

「
働

く
人

」
に

な
る

た
め

の
目

標
に

対
し

て
の

振
り

返
り

を
し

、
「

働
く

人
」

に
な

る
た

め
の

目
標

を
再

設
定

す
る

。
〇

前
回

と
は

異
な

る
事

業
所

で
職

場
体

験
を

行
う

。
〇

職
場

体
験

を
終

え
、

「
働

く
上

で
大

切
な

こ
と

」
を

再
構

築
す

る
。

今
後
の
進
路
を
考
え
よ
う
（
2
0
）
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９
年
４
組

本
時
案

（
１
）
目
標

「
お
も
し
ろ
た
こ
焼
き
作
り
」
で

、
た
こ
焼
き
を
自
分
で

作
っ
た
り
、
仲
間
と
一
緒
に
食
べ
た
り
、
何
が
入
っ
て
い
る
か
を
考
え
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て

、
感
じ
た
こ
と
を
伝
え

合
い
な
が
ら
、

あ
ら
た
め
て

自
分
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る

。
（
問
題
解
決
力
）

（
２
）
道
徳
的
価
値
判
断
に
関
わ
っ
て

自
分
の
好
き
な
こ
と
に
気
が
付
い
た
り
、
好
き
な
こ
と
の
幅
を
広
げ
よ
う
と
し
た
り
す
る
心
情
を
育
む

。
（
個
性
の
伸
長
）

仲
間
と
協
力
し
て
作
っ
た
り
、
仲
間
と
一
緒
に
食
べ
た
り
す
る
よ
さ
を
感
じ
る

。
（
友
情
）

本
時

（
）

活
動
内
容
（
○
教
師
の
発
問

・
予
想
さ
れ
る

児
童
生
徒
の
発
言
）

○
教
師
の
手
立
て
と
見
届
け

（
男
）
、

（
男
）
、

（
男
）

（
男
）

（
女
）
、

（
女
）

１
前
時
に
計
画
し
た
こ
と
を
振
り
返
り
、
本
時
の
活
動
を
確
認
す
る

〇
前
回
、
実
際
に
た
こ
焼
き
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
今
日
は
お
楽
し
み
の
具
材
を
入
れ
て
食
べ
て
み
る
よ
。

・
前
回
作
っ
た
た
こ
焼
き
、
お
い
し
か
っ
た
な
。
今
回
も
楽
し
み
だ
な
。

２
ペ
ア
で
一
緒
に
た
こ
焼
き
を
作
る

（
※

・
の
ペ
ア
、

・
の
ペ
ア
、

・
の
ペ
ア
）

〇
こ
の
前
作
っ
た
た
こ
焼
き
の
作
り
方
を
確
認
し
な
が
ら
、
２
人
で
協
力
し
て
作
ろ
う
。

・
僕
は
生
地
を
混
ぜ
る
か
ら
、
○
○
さ
ん
は
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
に
入
れ
て
ね
。

・
具
材
は
２
人
で
入
れ
て
、
２
人
で
ひ
っ
く
り
返
す
こ
と
も
や
ろ
う
。

３
作
っ
た
た
こ
焼
き
を
食
べ
、
ペ
ア
で
具
材
を
当
て
合
う

○
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
の
た
こ
焼
き
を
食
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
～
チ
ー
ム
の
た
こ
焼
き
に
は
何
が
入
っ
て

い
ま
し
た
か
。

・
何
が
入
っ
て
い
る
の
か
な
。
ド
キ
ド
キ
す
る
な
。

・
こ
れ
は
梅
干
し
だ
な
。
す
っ
ぱ
い
な
。

・
こ
れ
は
何
の
味
だ
ろ
う
。
よ
く
分
か
ら
な
い
な
。

４
片
付
け
を
す
る

５
体
験
し
て
み
て
感
じ
た
こ
と
を
交
流
す
る

〇
お
も
し
ろ
た
こ
焼
き
作
り
を
体
験
し
て
、
ど
ん
な
こ
と
を
思
い
ま
し
た
か
。

・
今
度
は
友
だ
ち
を
誘
っ
て
家
で
も
や
っ
て
み
た
い
で
す
。

・
仲
間
と
一
緒
に
作
っ
て
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
食
べ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

・
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
で
違
う
も
の
も
作
っ
て
み
た
い
で
す
。

・
前
回
の
普
通
の
た
こ
焼
き
作
り
と
違
っ
て
、
何
が
入
っ
て
い
る
の
か
当
て
る
の
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。

・
何
が
入
っ
て
い
る
の
が
分
か
ら
な
い
の
は
少
し
心
配
で
し
た
。

○
前
時
の
た
こ
焼
き
づ
く
り
の
様
子
を
写
真
で
振
り
返
り
、「

お
い
し
か
っ
た
」
「
楽
し
か
っ
た
」
と

い
う
気
持
ち
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。

〇
前
時
計
画
を
立
て
た
具
材
の
リ
ス
ト
を
示
し
、
そ
の
う
ち
３
種
類
を
今
回
使
う
こ
と
を
伝
え
る
。

〇
前
時
に
使
用
し
た
調
理
手
順
を
示
し
た
掲
示
を
示
し
、
作
り
方
を
簡
単
に
確
認
す
る
。

〇
仲
間
と
協
力
し
て
た
こ
焼
き
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に
、
２
人
一
組
の
ペ
ア
で
ひ
と
つ
の
た
こ
焼

き
器
を
使
い
、
具
材
が
見
え
な
い
よ
う
分
か
れ
て
作
る
。

〇
進

ん
で

割
り

振
り

を
し

た

り
、
ペ
ア
の
子
に
や
り
方
を

教
え
た
り
、
手
伝
っ
た
り
す

る
姿
を
価
値
付
け
る
。

〇
進

ん
で

準
備

を
し

た
り

動

い
た

り
す

る
姿

を
価

値
付

け
る
。

〇
安

全
に

気
を

付
け

て
調

理

が
で
き
る
よ
う
見
届
け
る
。

必
要

に
応

じ
て

教
師

が
一

緒
に
取
り
組
む
。

〇
ど
の
チ
ー
ム
が
ど
の
た
こ
焼
き
を
作
っ
た
か
分
か
る
よ
う
に
皿
に
分
け
る
。

〇
ペ
ア
で
相
談
し
な
が
ら
答
え
を
出
し
て
い
る
姿
を
価
値
付
け
る
。

〇
「

仲
間

と
一

緒
に

体
験

し

て
」
と
い
う
視
点
で
も
振
り

返
る
よ
う
促
す
。

〇
「
楽
し
か
っ
た
で
す
。
」
と
だ

け
答

え
る

と
き

に
は

、
「

ど

ん
な
こ
と
が
？
」
と
切
り
返

し
て
質
問
す
る
。

〇
な

か
な

か
感

想
を

話
せ

な

い
と

き
に

は
、
「

作
る

の
は

楽
し
か
っ
た
？
」
な
ど
視
点

を
絞
っ
た
り
、

か
で

答
え

ら
れ

る
質

問
を

し
た

り
す
る
。

〇
や
っ
て
み
て
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
や
心
配
だ
っ
た
こ
と
、
あ
ま
り
楽
し
み
で
は
な
か
っ
た

こ
と
な
ど
も
あ
れ
ば
聞
き
出
す
。

目
標
に
迫
っ
た
姿
を
ど
の
よ
う
に
見
届
け
る
か

自
分
で
作
っ
た
り
、
仲
間
と
食
べ
た
り
、
当
て
合
っ
た
り
す
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
る

。
ま
た
、

体
験
し
て
み
て
思
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
（
問
題
解
決
力
）

・
体
験
時
の
様
子
や
振
り
返
り
の
言
葉
で
見
届
け
る
。

お
も
し
ろ
た
こ
焼
き
作
り
を
体
験
し
て
み
よ
う
。

具
材

案
梅

干
し

・
キ

ム
チ

・
ポ

テ
ト

チ
ッ

プ
ス

チ
ョ

コ
・

あ
ん

こ
・

マ
シ

ュ
マ

ロ
な

ど
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【【
公公

開開
ⅠⅠ
】】
２２

年年
３３

組組
国国
語語
科科

学学
習習
指指
導導
案案

２２
年年

３３
組組
教教
室室

青青
木木

笙笙
悟悟

１
単
元
名

み
ん
な
で

か
ん
が
え

つ
た
え
あ
お
う

楽
し
い
あ
そ
び

教
材
名

お
に
ご
っ
こ

２
指
導
の
立
場

（
１
）
教
材
に
つ
い
て

教
材
文
で
あ
る
「
お
に
ご
っ
こ
」
で
は
、
お
に
ご
っ
こ
の
遊
び
方

に
つ
い
て
「

①
逃
げ

て
は
い
け
な
い
と
こ
ろ
を
決
め
る
遊
び
方

」「
②
逃
げ
る
人
だ
け
が
入
れ
る
と
こ
ろ
を
作

っ
た
り
、
つ
か
ま
ら
な
い
時
を
決
め
た
り
す
る
遊
び
方

」「
③
お
に
が
交
代
せ
ず
に

、
つ

か
ま
っ
た
人
が
み
ん
な
お
に
に
な
っ
て
お
い
か
け
る
と

い
う

遊
び
方

」
の
３
つ

が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
と
ま
り

で
、
お
に

や
逃
げ
る
人
の
立
場
か
ら
、

そ
の
遊
び
方
に
ど
ん
な
面
白
さ
が
あ
る
の
か
が
述
べ
ら
れ
て
い
る

。
 

（
２
）
児
童
生
徒

に
つ
い
て

児
童
は
こ
れ
ま
で
の
説
明
的
な
文
章
の
学
習
に
お
い
て
、「

た
ん
ぽ
ぽ
の
ち
え
」
と
「
ど

う
ぶ
つ
園
の
じ
ゅ
う
い

」
で
順
序
を
表
す
言
葉
に
着
目
し
て
読
む
こ
と
を
、「

馬
の
お
も

ち
ゃ
の
作
り
方
」
で
説
明
の
仕
方
の
工
夫
を
考
え
な
が
ら

読
む
こ
と
を
学
習
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
時
間
的
な
順
序
や

事
柄
の
順
序
を
考
え
な

が
ら

、
内
容
の

大
体
を
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
文
章
の
中
の
重
要
な
語
や
文
を
考
え

て
選
び
出
し

、
そ
れ
を
共
有
す
る
こ

と
に
は
弱
さ
が
見
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、

読
み
取
り
の
目

的
意

識
や
相
手
意
識
が
低
か
っ

た
こ
と
が
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
こ
で
単
元
を
通
し
て
、
授
業
の
め
あ
て

に
加

え
て

、
個
人

の
学
習
の
め
あ
て
を
立

て
て
学
習
記
録
表
に

記
録

し
て
い
く
こ
と
で
、
児
童

に
と
っ
て
課
題
が
自
分
事
に
な
り
、

主
体
的
に

学
習
に
臨
め
る
よ
う
に
す
る

。
ま
た
、

並
行

読
書

で
様
々
な

遊
び
に
関
す
る

本
を
読
み
、
単
元
の
出
口
で
学
級
の
仲
間
に
提
案
す
る

と
い

う
言
語
活
動
を

設
定
す
る

こ
と
で
、
児
童
の
目
的
意
識
を
明
確
に

す
る
。

（
３
）
指
導
に
つ
い
て

単
元
の
導
入
で
は

、
こ
れ
ま
で
の
生
活
で
体
験
し
て

き
た

お
に
ご
っ
こ
を
想
起
し

つ

つ
、

み
ん
な
で
よ
り
楽
し

い
お
に
ご
っ
こ
を
す
る

こ
と

を
目

的
と
し
て
設
定
す
る
。

教

材
文
で

紹
介
さ
れ
た
３
つ
の

遊
び
方
を
読
み

、
実
際
に

行
っ

て
い
く
こ
と
で

、
読
み
取

っ
た
情
報
を
確
か
め
て
い
く
。

さ
ら
に
、
他

に
は
ど
ん

な
遊

び
方

が
あ
る
の
か
、
ま
た

お
に
ご
っ
こ
以
外

の
遊
び
で
は
ど
う
か
を
考
え

、「
学
級
遊
び
提
案
会
」
を
単
元
の

出
口

に
位
置
付
け
る

。「
学
級
遊
び
提
案
会
」
で
は

、
様
々
な

遊
び
の

本
を
読
み
、
教
材
文
「
お

に
ご
っ
こ
」
を
通
し
て

育
ん
だ
読
み
を
生
か
し
て

、
大

事
な

言
葉
で
あ
る

遊
び
方
と
面

白
さ

に
着
目
し
て

重
要
な
語
句
を
選
び
出
し
、

学
級
の
仲
間
に
知
ら
せ
る
。

本
時
は
教
材
文
に
書
か
れ
た
お
に
ご
っ
こ
の

内
、
３

つ
目

の
遊
び
方
に
つ
い
て
読
み

取
る
場
面
で
あ
る
。

児
童
は
こ
れ
ま
で

に
紹
介
さ
れ
た

２
つ

の
お
に
ご
っ
こ
の
遊
び
方

と
面
白
さ

に
着
目
し
て
読
ん
で
い
る
。

本
時
で
は
、

キ
ー
ワ
ー
ド
や
接
続
語
を
手
が
か

り
と
し
て
、

重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る

語
や
文
を

、
文
章
の
中
か
ら
的
確
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う

に
す

る
。
ま
た

並
行
読
書
と
し

て
、

様
々
な
遊
び
に
つ
い
て

教
材
文
と
似
た
よ
う
な
形

式
で

書
か
れ
て
い
る
本
を

用
意

し
て
お
く
こ
と
で
、
児
童
が
他
の

文
章
に
つ
い
て
も

同
じ
視

点
で

読
み
、
重
要
な
語
や

文
を
的
確
に
捉
え
る
力
を

反
復
・
螺
旋
的
に
育
め
る
よ
う
に
す
る
。
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３
単
元
指
導
計
画

学
年

第
２
学
年

単
元
名

み
ん

な
で

か
ん

が
え

つ
た

え
あ

お
う

楽
し

い
あ

そ
び

（
全

８
時
間
）

単
元
で
育
む
資
質
・
能
力

・
読
書
に
親
し
み
、
い
ろ
い
ろ
な
本
が
あ
る
こ
と
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。〔

知
識
及
び
技
能

〕（
３
）
エ

・
文
章
を
読
ん
で
感
じ
た
こ
と
や
分
か
っ
た
こ
と
を
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力

等
〕

（
１
）

カ

・
文
章
の
中
の
重
要
な
語
や
文
を
考
え
て
選
び
出
す

こ
と
が
で
き
る
。
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等

〕
（
１
）
ウ

・
学
級
の
仲
間

と
一
緒
に
鬼
ご
っ
こ
を
楽

し
ん
だ
り
、
学
級

の
仲
間
に

楽
し
い
遊
び
を
紹
介

し
た
り

す
る
た
め
に

、
課
題

意
識
を
も
っ
て

読
書
し
、
自
分
の
考
え
を

伝
え

よ
う
と
す

る
。
〔
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

〕

時
主
な
学
習
活
動
と
ね
ら
い

評
価
規
準

①  

学
し
ゅ
う
の
計
画
を
立
て
よ
う

。

・「
お
に
ご
っ
こ
」
を
読
み
、
ど
ん
な
遊
び
方
が
あ
る
か
を
確
か
め
、
学
習
の
見
通
し
を
も

つ
。

・
「
本
で
の
し
ら
べ
方
」
を
読
み
、
分
か
っ
た
こ
と
を
メ
モ
す
る
こ
と
を
確
か
め
る
。

・
様
々
な
遊
び
に
つ
い
て
、
遊
び
方
や
面
白
さ
を
見
つ
け
、
言
語
活
動
と
し
て
「
学
級
遊

び
提
案
会
」
を
位
置
付
け
る
。

●
本
単
元
の
言
語
活
動
を
確
認
し
、
学
習
目
標
を
設
定
し
て
学
習
の
見
通
し
を
も
つ
こ
と

が
で
き
る
。

遊
び
方
を
工
夫
し
た

お
に
ご
っ
こ
の

面
白
さ

を
確
か
め
る
た
め
に
、
教
材

文
を
積
極
的
に

読
み
、
こ
れ
か
ら
の
学
習
に

見
通
し
を
も

と
う
と
し
て
い
る

。［
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組

む
態
度
］

② ～ ④ 本 時

お
に
ご
っ
こ

の
あ
そ
び
方
と

お
も
し
ろ
さ
を
分
か
り
や
す
く

ま
と
め
よ
う
。

・
教
材
文
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
お
に
ご
っ
こ
の
遊
び
方
と
面
白
さ
を
読
み
取
る
。

・
並
行
読
書

で
他
の
遊
び
に
つ
い
て
調
べ
、
遊
び
方
や
面
白
さ
を
メ
モ
す
る
。

●
お

に
ご

っ
こ

の
遊

び
方

や
面

白
さ

を
相

手
に

伝
わ

り
や

す
い

よ
う

に
ま

と
め

る
こ

と

を
通
し
て
、
重
要
な
語
や
文
を
選
び
出
す
た
め
に
は
本
文
中
に
何
度
も
出
て
く
る
言
葉

や
接
続
語
の
後
ろ
に
あ
る
文
に
着
目
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
気
付
き

、
自
分
の
考
え
を
短

い
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
重
要
な
語
や
文
を
選
び
出
す
た
め
に
は
本
文
中
に
何
度
も
出

て
く
る
言
葉
や
接
続
語
の
後
ろ
に
あ
る
文
に
着
目
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
気
付
い
て
、
自
分

の
考
え
を
簡
潔
に
表
現
し
て
い
る
。
［
思
考
・
判
断
・
表
現

（
１
）

ウ
］
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⑤ ⑥

自
分
が
し
ょ
う
か
い
し
た
い
あ
そ
び
に
つ
い
て
し
ら
べ
よ
う

。

・
こ
れ
ま
で
の
学
習
を
生
か
し
て
、
自
分
が
紹
介
し
た
い
遊
び
に
つ
い
て
書
か
れ
た
本
を

選
び
、
遊
び
方

や
工
夫
、
面
白
さ
を
メ
モ
す
る
。

●
遊
び
に
つ
い
て
書
か
れ
た
本
を
読
ん
で
調
べ
、
友
達
に
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る

た
め

に
、
遊
び
方

の
工
夫
や

面
白
さ

を
メ
モ

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

読
書
に
親
し
み
、
い
ろ
い
ろ
な
本
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。［

知
識
・
技
能
（
３
）
エ

］

「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、

い
ろ
い
ろ
な
遊
び
に
つ
い
て
書
か
れ
た
本
か
ら
、
自
分
の
紹

介
し
た
い
遊
び
を
探
し
、
そ
の
遊
び
方

や
工
夫

を
メ
モ
し
、
面
白
さ

を
考
え

て
い
る
。［

思

考
・
判
断
・
表
現

（
１
）

ウ
］

⑦

グ
ル
ー
プ
で

て
い
あ
ん

す
る
あ
そ
び
を

き
め
よ
う
。

・
グ
ル
ー
プ
で
交
流
し
、
感
じ
た
こ
と
を
伝
え
合
っ
て
、
提
案
す
る
遊
び
を
一
つ
に
絞
る
。

●
異
な
る
遊
び
を
選
ん
だ
仲
間
と
交
流
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
遊
び
方
や
工
夫
に
関
す
る

叙
述
に
着
目
し
て
、
そ
の
面
白
さ
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、

自
分
が
紹
介
し
た
い
遊
び
に
つ
い
て
の
遊
び
方

を
確
認
し
、

そ
の

面
白
さ

を
仲
間
と
共
有

し
て
い
る

。［
思
考
・
判
断
・
表
現

（
１
）
カ
］

⑧

「
学
き
ゅ
う
あ
そ
び

て
い
あ
ん

会
」
を
し
よ
う

。

・
前
時
に
ま
と
め
た
遊
び
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
提
案
す
る
。

●
「
学
級
遊
び
提
案
会

」
を
行
い
、
前
時
に
グ
ル
ー
プ
で
決
め
た
遊
び
を
提
案

す
る

こ
と

で
、
遊
び
方
や
工
夫
、
面
白
さ
を
、
学
級
の
仲
間
に
分
か
り
や
す
く

伝
え
る
こ
と
が
で

き
る

。

「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、

自
分
が
紹
介
し
た
い
遊
び
に
つ
い
て
の
遊
び
方
や

工
夫
、

面

白
さ

を
仲
間
と
共
有

し
て
い
る

。［
思
考
・
判
断
・
表
現

（
１
）

カ
］

単
元
で
自
己
実
現
に
向
か
う

た
め
の

資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿

問
題

解
決

力
お
に
ご
っ
こ
の
遊
び
方
や
工
夫
、
面
白
さ
を
読
み
取
っ
た
り
、
自
分
の
紹
介
し
た
い
遊
び
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
た
り
す
る
た
め
に
考
え
続
け
る
姿

。

関
係

構
築

力
相
手
の
考
え
を
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
聞
こ
う
と
し
た
り
、

自
分
の
考
え
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
説
明
の
仕
方
を
考
え

た
り
す
る

姿
。

貢
献

す
る

人
間

性
自
分
の
紹
介
し
た
い
遊
び
に
つ
い
て
、

遊
び
方
の
工
夫
か
ら

面
白
さ

を
考
え

、
学
級
の
仲
間
に

発
信
し
、
活
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
姿
。

自
己
実
現
に
向
か
う

た
め
の

資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿
の

見
届
け
の
視
点
と
手
立
て

問
題

解
決

力
単
元
や
単
位
時
間
、
次
時
へ
の
見
通
し
を
も
っ
た
上
で
自
分
の
学
習
目
標
を
設
定
し
、
単
位
時
間
ご
と
に
課
題
意
識
を
も
ち
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
か
、
学
習
記

録
表
や
児
童
の
ノ
ー
ト

、
発
言

か
ら
見
届
け
る
。

関
係

構
築

力
仲
間
と
対
話
す
る
中
で
、
自
分
の
紹
介
し
た
い
遊
び

に
つ
い
て
仲
間
に
分
か
り
や
す
く

伝
え
た
り
、
仲
間

の
紹
介
し
た
い
遊
び
の
面
白
さ
を
考
え
た
り
し
て
い
る
か

を
交
流
の
様
子
か
ら
見
届
け
る
。

貢
献

す
る

人
間

性
仲
間
に
自
分
の
紹
介
し
た
い
遊
び
を

伝
え
よ
う
と

メ
モ
を
と
っ
た
り
、
仲
間
の

説
明
と
自
分
の
考
え
を
比
べ
て
感
じ
た
こ
と
を
仲
間
に
伝
え
よ
う
し
た
り
し
て
い
る

か
、
「
学
級
遊
び
提
案
会
」
の
準
備
や
本
番
の
様
子
か
ら
見
届
け
る
。
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４
教
科
に
か
か
わ
る
本
時
の
ね
ら
い

お
に
ご
っ
こ
の
遊
び
方
や

面
白
さ

を
相
手
に
伝
わ
り
や
す
い
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と

を
通
し
て

、
本
文
中
に
何
度
も
出
て
く
る

言
葉
や
接
続
語
の
後
ろ
に
あ
る
文
に
着
目

す
れ
ば

よ
い
こ
と
が
分
か
り

、
重
要
な
語
や
文
を
選
び
出
す
こ
と

が
で
き
る

。
〔
思
考
力

、
判
断
力

、
表
現
力
等

〕
（
１
）
ウ

５
本
時
の
展
開
（

４
８
）

児
童
生
徒
の
学
習
活
動

教教
師師

のの
手手
立立
てて
とと
見見
届届
けけ

１
本
時
の
め
あ
て
を
確
認
す
る

・
お
に
ご
っ
こ
は
お
に
に
な
っ
た
人
も
、

逃
げ
る

人
も
、
み
ん
な
が
楽
し
め
る
よ
う
に
、

工
夫
さ
れ
て
き
た
。

・
お
に
ご
っ
こ
に
は
、
逃
げ
て
は
い
け
な
い
と
こ
ろ
を
決
め
る

も
の
が
あ
る
。

・
お
に
ご
っ
こ
に
は
、
逃
げ
る

人
だ
け
が
入
れ
る
と
こ
ろ
を
作
っ
た
り
、
つ
か
ま
ら
な
い
と
き
を

決
め
た
り
す
る

遊
び
方
も
あ
る
。

三
つ
目
の
あ
そ
び
方
と
お
も
し
ろ
さ
を

分
か
り
や
す
く
ま
と
め
よ
う

。

２
教
材
文
に
書
か
れ
て
い
る
三
つ
目
の
遊
び
方
と
そ
の
面
白
さ
を
読
み
取
る

○
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
読
み
方

キキ
ーー
ワワ
ーー
ドド

本
文
中
に
何
度
も
出
て
く
る
「
遊
び
方
」
と
「
面
白
さ
」
を
表
す
言
葉
に
着
目
し
て
読
む
。

つつ
なな
ぎぎ
言言
葉葉

文
の
初
め
に
あ
り
、
ま
と
ま
り
の
内
容
を
捉
え
る
た
め
の
手
が
か
り
と
な
る
。

・「
お
に
が
交
代
せ
ず
に
、
つ
か
ま
っ
た
人
が
、
み
ん
な
お
に
に
な
っ
て
お
い
か
け
る
。」

と
い
う
遊
び
方
も
あ
る
。

・
「
お
に
に
な
っ
た
人
は
、
み
ん
な
手
を
つ
な
い
で
お
い
か
け
る
。
」
と

決
め
る

。

・
「
あ
そ
び
方
」
「
お
も
し
ろ
さ
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
文
は
大
切
だ
と
思
う
よ
。

・
「
ほ
か
に
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
か
ら
、

今
ま
で
と
は
違
う

遊
び
方
を
紹
介
し
て
い
る
ね
。

・
「
お
に
」
と
「
に
げ
る
人
」
も
大
事
な
言
葉
だ
ね
。

・
「
お
に
」
と
「

に
げ
る
人
」
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

ど
ん
な

面
白
さ

が
あ
る
か
な
。

・
「
と
こ
ろ
が
」
の
後
ろ
に
あ
る
文
の
大
切
だ
と
思
う
よ
。

・
「
お
に
ご
っ
こ
が
す
ぐ
に
お
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
」
の
と
こ
ろ
？

・
だ
か
ら
「
お
に
に
な
っ
た
人
は
、
み
ん
な
手
を
つ
な
い
で
お
い
か
け
る
」
と

決
め
る

ん
だ
ね
。

・
そ
う
す
る
と
、
お
に
に
は
力
を
合
わ
せ
て
お
い
か
け
る
と
い
う
楽
し
さ
が

加
わ
る
ね
。

・
逃
げ
る
人
は
お
に
が
増
え
る
に
つ
れ
て
、
つ
か
ま
り
に
く
く
な
る

と
書
い
て
あ
る
よ
。

３
全
体
で
確
認

す
る

・
お
に
が
交
代
せ
ず
に
、
つ
か
ま
っ
た
人
が
み
ん
な
お
に
に
な
っ
て

追
い
か
け
る
。

→
お
に
は
、
つ
か
ま
え
や
す
く
な
り
、
逃
げ
る

人
は
ど
き
ど
き
す
る
こ
と
も

増
え
る
。

・
お
に
に
な
っ
た
人
は
、
み
ん
な
手
を
つ
な
い
で
お
い
か
け
る

。

→
お
に
は
、
力
を
合
わ
せ
て

追
い

か
け
る
楽
し
さ
が
く
わ
わ
る
、

逃
げ
る

人
は
つ
か
ま
り
に
く
く
な
る
。

４
本
時
の
学
び
を
生
か
し
て
、
並
行
読
書
で
他
の
遊
び
に
つ
い
て
調
べ
、
カ
ー
ド
に
ま
と
め
る

（（
●●
教教
科科
のの
資資
質質
・・
能能
力力

○○
自自
己己
実実
現現
にに
向向
かか
うう
資資
質質
・・
能能
力力
））

〇
●
児
童
が
学
習
へ
の
見
通
し
や
意
欲
が
も
て
る
よ
う
、
学
習

記

録
表
を
用
い
て
、
前
時
ま
で
の
学
習
や
本
時

の
目
標

を
確
か

め
る
。

研
究
に
か
か
わ
っ
て

【
見
届
け
の
視
点

】

単
元

や
単

位
時
間

の
見
通

し
を

も
っ
た

上
で

自
分
の

学
習

の
め

あ
て

を
確

か
め

、
遊
び

方
や

面
白
さ

を
読

み
取
っ

て
い

る
か

、
学

習
記

録
表

や
児
童

の
ノ

ー
ト
、

発
言

か
ら
見

届
け

る
。
（
問
題
解
決

力
）

●
読
み
取
り
の
際
に
は
、
遊
び
方
と
お
も
し
ろ
さ
と
い
う
視
点
に

絞
っ
て
読
み
取
る
よ
う
に
助
言
す
る
。
ま
た
、
お
に
ご
っ
こ
に

は
、
お
に
に
な
っ
た
人
と
逃
げ
る
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の

面
白
さ
が

あ
る
こ
と
を
確
か
め
る
。

●
様
々
な
遊
び
に
つ
い
て

紹
介
さ
れ
て
い
る
本
を
用
意
し
、「

遊

び
方
」
と
「
面
白
さ
」
に
着
目
し
て
重
要
な
語
や
文
を
メ
モ
し

て
い
る
か
確
か
め
る
。

【
評
価

規
準
】

「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
本
文
中
に
何
度
も
出
て
く
る
言
葉

や
接

続
語

の
後

ろ
に
あ

る
文

に
着

目
し
て

、
重

要
な
語

や
文

を
選
び
出
し
て
い
る
。
［
思
考
・
判
断
・
表
現

（
１
）
ウ

］
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【【
公公

開開
ⅡⅡ
】】
６６

年年
２２

組組
国国
語語
科科

学学
習習
指指
導導
案案 ６６
年年

２２
組組
教教
室室

牧牧
村村

拓拓

１
単
元
名

私
は
こ
う
読
む
！
「

鳥
獣
戯
画
絵
巻
物
」

教
材
名

「
鳥
獣
戯
画

」
を
読
む

２
指
導
の
立
場

（
１
）
教
材
に
つ
い
て

教
材
文
「
『
鳥
獣
戯
画
』
を
読
む
」
は
、
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン

映
画
の
監
督
高
畑
勲
が
、

「
鳥
獣
戯
画
」
の
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て
書
き
ま
と
め

た
説

明
的
な
文
章
で
あ
る
。
特

に
、
鳥
獣
戯
画
の
優
れ
た
描
写
を
よ
り
適
切
に
伝
え
よ
う
と
、「

事
実
と
感
想
、
意
見
な

ど
と
の
関
係
」
や
「
文
章
全
体
の
構
成
」
な
ど
を
基
に
、
目
的
に
応
じ
て
論
を
進
め
て
い

る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

 
 （
２
）
児
童
生
徒
に
つ
い
て

説
明
的
な
文
章
の
教
材
に
関
わ
っ
て
、
第
５
学

年
「
言
葉
の

意
味
が
分
か
る
こ
と
」

に
お
い
て
、
児
童
は
文
章
全
体
の
構
成
を
捉
え
て
要
旨
を
把
握
し
た

。
ま
た

、「
固
有
種

が
教
え
て
く
れ
る
こ
と
」

に
お
い
て

、
資
料
と
文
章
を

結
び

つ
け
て

読
む
こ
と
で

正
確

に
理
解
し
て
い
く
経
験
を
し
て
き
た
。

 
こ
の
よ
う
に
こ
れ
ま
で
の
学
び
を
見
て
き
た
と

き
、
児
童
は

、
論
の
進
め
方
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
に
関
わ
っ
て
は
、
筆
者
側
に
立
っ
て
表

現
の

意
図
に
つ
い
て
考
え
る
経

験
は
少
な
か
っ
た
こ
と
が
い
え
る
。
そ
れ
は
、
単
元
に

位
置

付
け
た
言
語
活
動
に
お
い

て
、
児
童
に
と
っ
て
考
え
る
必
要
性

が
な
か
っ
た
こ
と
が
理
由
と
し
て
あ
る
。

 

（
３
）
指
導
に
つ
い
て

本
教
材
文
の
特
徴
で
も
あ
る
「
論
の
進
め
方
」

に
つ
い
て
、

児
童
が
主
体
的
に
考
え

る
に
は
目
的
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
児
童

が
目

的
を
も
っ
て
論
の
進
め
方

に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
、「

筆
者
の
論
の
進
め
方
を
生
か
し
て
、
鳥
獣
戯
画
の
魅
力
を

書
き
ま
と
め
る
」
言
語
活
動
を
設
定
し
た
。

「
鳥
獣
戯
画
絵
巻
物
」

甲
巻
の
別
の
場
面

の
中

か
ら
自
分
の

好
き
な
場
面
を
選
び

、

筆
者
の
説
明
の
工
夫
を

生
か
し
な
が
ら
、
そ
の

魅
力
を

表
現

す
る
文
章
を
つ
く
る
こ
と

を
目
指
す
。

書
き
ま
と
め
た
文
章
の
読
み
手
は
、
鳥
獣

戯
画

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る

栂
尾

山
高
山
寺
の
ご
住
職

と
、
そ
の
鳥
獣
戯
画
を
広
め
た
い

と
願

う
担
当
の
深
津
さ
ん
で
あ

る
。
お
二
人
の
「
み
な
さ
ん
の
素
直
な
見
方
で
鳥
獣
戯

画
の

魅
力
を
教
え
て
ほ
し
い
」

と
い
う
願
い
を
受
け

た
こ
と
で

、
児
童
は
使
命
感
を
も

っ
て

鳥
獣
戯
画
を
鑑
賞
し
、
そ

の
魅
力
を
表
現
す
る
こ
と
に
主
体
的

と
な
り
、
言
葉
の

意
味

や
使
い
方
に
こ
だ
わ
り
を

も
つ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
『
鳥
獣
戯
画
』
を
読
む
」
の
高
畑
勲
の

論
の
進
め
方
を
生
か
し
た
い
と
思
い

必
要
感
を
も
っ
て
考
え
て
い
く

の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
は
全
体
を
通
し
て
み
た
と
き
の
児
童

へ
の
手
立
て

で
あ
る
。
加
え
て
、
さ

ら
に

児
童
一
人
一
人
の
実
態
に
応
じ
た
読
み
方
を
学
び

に
位

置
付
け
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
よ
り
効
果
的
に
資
質
・
能
力

を
育
成
で
き
る
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
言
葉
に
よ
る
見

方
・
考
え
方
を
働
か
せ
て
自
分
の
目
的
や
実
態
に
合
っ
た
国
語
の
学
習
を
す
る

た
め
に

、

学
習
記
録
表
を
用
い
る
こ
と
に
し

た
。
学
習
記
録
表
と

は
、

単
元
を
通
し
て
位
置
付
け

る
言
語
活
動

と
、
教
材
文
の
特
徴
を
理
解
し
た
上
で
、

自
己

課
題
を
設
定
し
、
そ
の
課

題
に
対
し
て
の
振
り
返
り
を
記
録
し
た

も
の

で
あ
る
。

自
己

課
題
と
振
り
返
り
の
間
に

は
、
自
分
が
考
え
た
い
問
い
や
、
発
見
し
た
こ
と
な
ど

の
学

び
も
メ
モ
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
学
習
記
録
表
を
通
し

て
、

今
の
自
分
の
実
態
を
俯
瞰

し
、
よ
り
自
分
に
合
っ
た

読
み
方
が
実
現
で
き
る
こ
と
を
目
指
す

。
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３
単
元
指
導
計
画

学
年

第
６
学
年

単
元
名

私
は
こ
う
読
む
！

「
鳥
獣
戯
画
絵
巻
物

」
（
全
６
時
間
）

単
元
で
育
む
資
質
・
能
力

・
比
喩
や
反
復
な
ど
の
表
現
の
工
夫
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。
〔
知
識
及
び

技
能
〕（

１
）
ク

・
目
的
に
応
じ
て
、
文
章
と
絵
な
ど
を
結
び
付
け
る
な
ど
し
て
必
要
な
情
報
を
見
つ
け
た
り
、
論
の
進
め
方
に
つ
い
て
考
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
〔
思
考
力

、
判
断
力

、
表
現

力
等
〕

（
１
）
ウ

・
自
分
が
選
ん
だ
「

鳥
獣
戯
画

」
の
魅
力
を

読
み
手
に
分
か
り
や
す
く
表
現
す
る
た
め
に

、
課
題
意
識
を
も
っ
て

筆
者
の
表
現
の
工
夫
を
見
つ
け
た
り
、
論
の
進
め
方
に
つ
い
て

考
え

た
り
し
よ
う
と
す
る
。
〔
学
び
に
向
か
う
力

、
人
間
性
等

〕

時
主
な
学
習
活
動
と
ね
ら
い

評
価
規
準

①

学
習
の
計
画
を
立
て
よ
う

。

・
「
鳥
獣
戯
画
絵
巻
物
」
を
知
る
。

・
「
『
鳥
獣
戯
画
』
を
読
む

」
を
読
む
。

・
相
手
を
位
置
付
け
る
（
高
山
寺
ご
住
職
、
担
当
の
深
津
さ
ん
）
と
出
会
い
、
願
い
を
受
け
る
。

●
本

単
元

の
言

語
活

動
を

確
認

し
、

学
習

目
標

を
設

定
し
て

学
習

の
見

通
し

を
も

つ
こ

と
が

で
き

る
。

「
鳥
獣
戯
画

」
に
つ
い
て
関
心
を
も
ち

、
学
習
の
見
通
し
を
も
っ
て

ご

住
職

や
深

津
さ

ん
に

魅
力

を
発

信
し

た
い

と
い

う
願

い
を
も

ち
学

習

に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る

。
［
主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

］

②

絵
と
文
章
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら

、
筆
者
の
も
の
の
見
方
を
と
ら
え
よ
う

。

・
筆
者
の
主
張
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
。

●
筆
者
が
絵
の
ど
の
部
分

に
着
目
し

、
ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か

を
叙
述
を
も
と

に
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る

。

「
鳥
獣
戯
画
」
に
あ
る
比
喩
や
倒
置
法
な
ど
の
修
辞
法
に
関
す
る
表
現

の
技
法
に
つ
い
て
気
付
い
て
い
る

。［
知
識
・
技
能

（
１
）
ク

］

自
分
の
表
現
に
生
か
す
た
め
に
、
文
章
と
絵
を
結
び
付
け
て
必
要
な
情

報
を
見
つ
け
て
い
る
。
［
思
考
・
判
断
・
表
現

（
１
）
ウ

］

③

鳥
獣
戯
画
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
の
筆
者
の
論
の
進
め
方
に
つ
い
て
考
え
よ
う

。

・
高
畑
さ
ん
の
用
い
た
表
現
や
構
成
の
工
夫
に
つ
い
て
考
え
る
。

●
目

的
に

応
じ

て
考

え
を

効
果

的
に

伝
え

る
た

め
の

表
現
や

構
成

の
工

夫
を

捉
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

自
分
の
表
現
に
生
か
す
た
め
に
、
書
き
手
は
自
分
の
考
え
を
よ
り
適
切

に
伝
え
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
論
を
進
め
て
い
る
の
か
を
考
え
た
り

し
て
い
る

。
［
思
考
・
判
断
・
表
現

（
１
）
ウ

］

④ 本 時 ⑤

筆
者
の
論
の
進
め
方
を
生
か
し
て
紹
介
文
を
書
こ
う

。

・
自
分
が
選
ん
だ
お
す
す
め
の
「
鳥
獣
戯
画
」
を
紹
介
す
る
文
章
を
書
く
。

●
筆
者
の
論
の
進
め
方
を
生
か
し
て
、
自
分
が
選
ん
だ
「
鳥
獣
戯
画
」
の
魅
力
が
伝
わ
る
紹
介
文
を

書
く
こ
と
が
で
き
る
。

筆
者
が
自
分
の
考
え
を
よ
り
適
切
に
伝
え
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
論

を
進
め
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
。

［
思
考
・
判
断
・
表
現

（
１
）
ウ

］
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⑥

紹
介
文
を

確
認
し
て
、
ポ
ス
ト
に
投
函
し
よ
う

。

・
出
来
上
が
っ
た
紹
介
文
を
交
流
す
る
。

・
高
山
寺
に
送
る
た
め
の
準
備
を
す
る
。

●
他
の
グ
ル
ー
プ
に
紹
介
文
を
確
認
し
て
も
ら
い
、
互
い
に
よ
い
点
を
伝
え
合
い
、
単
元
全
体
を
振

り
返
っ
て
学
び
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

鳥
獣
戯
画
の
魅
力
を
表
現
す
る
た
め

の
紹
介
文
か
ら
、
課
題
意
識
を
も

っ
て
論
の
進
め
方

の
工
夫
を

見
出
し

、
読
み
取
っ
た
こ
と
を
生
か
し
て

自
分
の
考
え
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
［

主
体
的
に
学
習

に
取
り
組

む
態
度

］

単
元
で

自
己
実
現
に
向
か
う

た
め
の

資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿

問
題

解
決

力
「
『
鳥
獣
戯
画
』
を
読
む
」

か
ら

、
本
文
の
叙
述
や
絵
の
示
し
方
な
ど

に
着
目
し
て
筆
者
の
説
明
の
工
夫
を
見
つ
け
た
り
、
そ
れ
を
自
分
の
文
章
の
中
に
生

か
し
た
り
し
よ
う
と

粘
り
強
く
取
り
組
む

姿
。

関
係

構
築

力
全
体
交
流
や
小
グ
ル
ー
プ
交
流
に
お
い
て

、
自
分
の
考
え
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
た
り

、
相
手
の
意
見
を
認
め
た
り
共
感
し
た
り
す
る
姿

。

貢
献

す
る

人
間

性
身
に
付
け
た
表
現
の
工
夫
を

自
分
の
文
章
の
中
に
生
か
し

て
よ
り
よ
い
文
章
に
し
よ
う
と
し

た
り

、
仲
間
の
文
章
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に

意
見
を
述
べ
た

り
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
し
て
い
る
姿
。

自
己
実
現
に
向
か
う
た
め
の
資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿
の

見
届
け
の
視
点
と
手
立
て

問
題

解
決

力
単
元
の
学
習
内
容
を
見
通
し
て

、
単
位
時
間
ご
と
に

学
習
活
動
や
自
分
の
実
態
に
応
じ
た

自
己

課
題
を
設
定
し
、

振
り
返
り
な
が
ら
取
り
組

め
て
い
る
か
、

学
習
記
録
表
か
ら
見
届
け
る
。

関
係

構
築

力
共
同
的
な
学
び

や
小
グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
に
お
け
る
仲
間
と
の
関
わ
り
を
通
し
て

、
自
分
の
考
え
や
文
章
を
見
直
し

た
り
、
必
要
に
応
じ
て

加
筆
修
正
し
た

り
し
て
い
る
か

、
ノ
ー
ト
や

作
文
か
ら
見
届
け
る
。

貢
献

す
る

人
間

性
筆
者
の
論
の
進
め
方

の
工
夫

を
生
か

し
た
紹
介
文
に
な
っ
て
い
る
か

、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
か
ら
見
届
け
る
。
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４
教
科
に
か
か
わ
る
本
時
の
ね
ら
い

「
『
鳥
獣
戯
画
』
を
読
む
」
に
お
け
る
筆
者
の
論
の
進
め
方
を
、
自
分
が
選
ん
だ
「
鳥
獣
戯
画

」
の
魅
力
を
発
信
す
る
紹
介
文

に
生
か
す
活
動
を
通
し
て

、
筆
者

が
自
分
の
考
え
を
よ
り

適
切
に
伝
え
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
論
を
進
め
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
思
考

力
、
判
断
力
、
表
現

力
等
〕

（
１
）
ウ

５
本
時
の
展
開
（

４
６
）

児
童
生
徒
の
学
習
活
動

教教
師師

のの
手手
立立
てて
とと
見見
届届
けけ

１
本
時
の
活
動

を
確
認

し
、
本
時
の
課
題
（
自
己
課
題
）
を
設
定
す
る

・
私
は
、
□
□
の
描
写
の
と
こ
ろ
を
紹
介
文
に
書
く
担
当
な
の
で
、
こ
こ
の
部
分
で
使
え
る
高
畑
さ
ん
の
論
の
進
め
方
を
見

つ
け
た
い
で
す
。

・
僕
は
、
●
●
の
描
写
の
と
こ
ろ
で
、

魅
力
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
た
い
ん
だ
け
ど
、
ど
こ
を
生
か
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら

な
い
か
ら
、
初
め
か
ら
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
に
聞
き
に
行
こ
う
。

※
児
童
は
上
記
の
よ
う
に
事
故
を
省
察
し
て
自
己
課
題
を
設
定
す
る
。

２
筆
者
の
工
夫
を
取
り
入
れ
な
が
ら

、
自
分
の
選
ん
だ
お
す
す
め
の
場
面
を
紹
介
す
る
文
章
を
書
く

・
個
や
協
働
で
自
分
が
選
ん
だ
「
鳥
獣
戯
画
」
の
場
面
の
魅
力
を
紹
介
す
る
文
章
を
ま
と
め
る
。

個
別

協
働

取
り
入
れ
た
い
表
現
方
法
（
論
の
展
開
の
工
夫
・
表
現
の
工
夫
）
を
付
箋
に
書
き
出
し
て
い
く
。

付
箋
に
書
い
た
工
夫
を
生
か
し
て
、
紹
介
す
る
文
章
を
書
い
て
い
く
。

【
論
の
展
開
の
工
夫
】
身
近
な
も
の
に
例
え
る
、
細
部
→
全
体
、
事
実
→
自
分
の
考
え

【
表
現
の
工
夫
】
書
き
出
し
の
工
夫
、
体
言
止
め
、
短
文
の
繰
り
返
し
、
語
り
掛
け
る
よ
う
な
書
き
方

【
絵
の
示
し
方
の
工
夫

】
二
つ
に
分
け
て
示
す
→
全
体
を
示
す

※
個
で
進
め
た
り
、
協
働
で
知
恵
を
出
し
合
っ
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
紹
介
文
づ
く
り
を
進
め
る
。

３
グ
ル
ー
プ
で
集
ま
り
、
紹
介
文
に
つ
い
て
検
討
す
る

Ａ
児
の
例
文

参
考
に
し
た
箇
所

毛
づ
く
ろ
い
す
る
猿
の
夫
婦
。
あ
あ
、
す
っ
き
り
い
い
気
持
ち
。
そ
の
後

ろ
に
は
、
背
中
を
流
そ
う
と

、
ひ
し
ゃ
く
を
も
っ
て
ス
タ
ン
バ
イ
す
る
兎
。

そ
ろ
そ
ろ
水
を
か
け
よ
う
か
な

。
三
匹
の
や
り
と
り
が
、
生
き
生
き
と
表

現
さ
れ
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
ね
。

目
や
口
が
表
す
表
情
、
ほ
っ
ぺ
が
赤
く
な
っ
て
い
る
様
子

。
ど
れ
ほ
ど
気

持
ち
が
い
い
の
か

、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
筆
遣
い
で

見
事
に
表
現
し
て
い
る
。

蛙
の
絵
に
は
、
投
げ
飛
ば
し
た
と
た
ん
の
激
し

い
気
合
が
こ
も
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
ね
。

～
中
略
～

投
げ
ら
れ
た
の
に
、
目
も
口
も
笑
っ
て
い
る
。

ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
筆
さ
ば
き
だ
け
で
、
見
事

に
そ
れ
を
表
現
し
て
い
る
。

※
こ
の
よ
う
な
内
容
を
伝
え
合
っ
て

紹
介
文
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

４
本
時
の
ま
と
め
を
す
る

・
児
童
の
作
品
を
抽
出
し
、
論
の
進
め
方
に
着
目
し
て
工
夫
さ
れ
て
い
る
部
分
を
全
体
で
確
認
す
る
。

・
今
日
は
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
た
の
か
を
振
り
返
り
、

本
時
の
個
人
課
題
に
対
す
る
振
り
返
り
を
記
入
す
る

。

筆
者
の
論
の
進
め
方
を
生
か
し
て
紹
介
文
を
書
こ
う
。

私
は
高
畑
勲
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
、
ま
ず
絵
が
表
し
て
い
る
様
子
を
説
明
し
た
上
で

、
そ
れ
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
述
べ
る

と
い
う
構
成
で
書
く
こ
と
を
心
掛
け
て
書
い
た
。
こ
れ
で
読
者
は
、
絵
の
ど
の
部
分
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
か
分
か
り
や
す
く
な

り
、
自
分
の
考
え
が
よ
り
伝
わ
る
と
思
う
。

（（
●●
教教
科科
のの
資資
質質
・・
能能
力力

○○
自自
己己
実実
現現
にに
向向
かか
うう
資資
質質
・・
能能
力力
））

〇
●
学
習
記
録
表
を
用
い
て
、
前
時
ま
で
の
学
習
内
容
を
振
り
返
っ

た
り
、
単
元
の
学
習
に
見
通
し
を
も
っ
て
臨
め
る
よ
う
に
し
た

り
す
る
。

●
論
の
進
め
方
に
沿
っ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
グ
ル
ー

プ
で

考
え

る
と

き
は

高
畑

勲
さ

ん
の

説
明

の
仕

方
を

根
拠

に
す

る
よ
う
に
条
件
設
定
す
る
。

研
究
に
か
か
わ
っ
て

【
見
届
け
の
視
点
】

グ
ル
ー
プ
交
流
で
、
自
他
の
考
え
を
比
較
・
検
討
し
、
よ
り
魅
力

が
伝
わ
る
文
章
に
す
る
た
め
に

話
し
合
っ
た
り
、
自
分
の
文
章
を

直
し
た
り
し
よ
う
と
す
る
姿
。
（
関
係
構
築
力

）

●
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に

、
自
分
た
ち
が

選
ん
だ
「
鳥
獣
戯
画
」
の
拡

大
写
真
を
貼
り
、
そ
の
周
り
に
自
分
の
取
り
入
れ
た
い
表
現
や
論

の
進
め
方
の
工
夫
を
付
箋
で
張
り
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
く
。

〇
グ
ル
ー
プ
で
の
検
討
が
よ
り
目
的
的
と
な
る
た
め
に
、
と
き
に
は

教
師
が
グ
ル
ー
プ
の
中
に
入
り
、
仲
間
の
紹
介
文
が
筆
者
の
論
の

進
め
方
の
ど
こ
を
生
か
し
て
い
る
の
か
確
認
し
た
り
、
説
明
の
仕

方
を

生
か

す
こ

と
で

分
か

り
や

す
く

な
っ

た
文

章
を

広
げ

た
り

す
る
。

【
評
価

規
準
】

筆
者

が
自

分
の

考
え
を

よ
り

適
切

に
伝
え

る
た

め
に
、

ど
の

よ
う
に
論
を
進
め
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
。

［
思
考
・
判
断
・
表
現

（
１
）
ウ

］
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公公
開開
ⅡⅡ
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９９
年年
１１
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国国
語語
科科
学学
習習
指指
導導
案案

９９
年年
１１
組組
教教
室室

野野
々々
村村

琢琢
磨磨

１
単
元
名

合
意
形
成
に
向
け
て
話
し
合
お
う

２
指
導
の
立
場

（
１
）
教
材
に
つ
い
て

本
単
元
は
、
中
学
校
第
３
学
年
の
内
容
「
情
報
（
２
）
ア

具
体
と
抽
象
な
ど
情
報
と

情
報
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
お
よ
び
「
Ａ
話
す
・
聞
く
（
１
）

オ
進
行
の
し
か
た
を
工
夫
し
た
り
互
い
の
発
言
を
生
か
し
た
り
し
な
が
ら
話
し
合
い
、

合
意
形
成
に
向
け
て
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
に
も
と
づ
く
単

元
で
あ
る
。
こ
の
単
元
で
は
言
語
活
動
と
し
て
会
議
の
場
を
位
置
付
け
る
。
社
会
に
あ
る

課
題
や
身
の
回
り
に
あ
る
問
題
点
に
つ
い
て
、
一
人
一
人
が
解
決
方
法
を
持
ち
寄
り
、
グ

ル
ー
プ
で
一
つ
に
ま
と
め
る
会
議
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
生
徒
が
自
分
の
考
え
を
主
張
し

な
が
ら
も
、
他
者
の
考
え
を
尊
重
し
、
よ
り
よ
い
提
案
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

た
い
。

（
２
）
児
童
生
徒
に
つ
い
て

本
校
の
生
徒
は
以
前
よ
り
、
学
級
活
動
や
生
徒
会
活
動
等
で
の
話
し
合
い
の
際
に
は
、

自
分
の
考
え
を
も
ち
、
そ
れ
を
積
極
的
に
他
者
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
自
分
の

考
え
を
裏
付
け
る
根
拠
を
明
確
に
示
し
な
が
ら
話
す
こ
と
も
で
き
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、

思
い
が
強
く
、
他
者
の
考
え
を
柔
軟
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
弱
さ
が
み

ら
れ
る
。
ま
た
、
自
分
の
考
え
を
も
っ
て
い
る
が
、
全
体
の
場
な
ど
で
は
周
囲
の
目
や
状

況
を
意
識
し
す
ぎ
る
あ
ま
り
、
自
ら
の
考
え
を
提
示
で
き
な
い
と
い
う
弱
さ
も
み
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
単
元
で
は
、
グ
ル
ー
プ
会
議
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
一
人
一
人
の
話
す
場

が
位
置
付
け
ら
れ
、
自
分
の
考
え
を
変
え
た
り
、
納
得
で
き
る
結
論
に
向
け
て
歩
み
寄
っ

た
り
す
る
場
を
設
定
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
が
、
合
意
形
成
に
向
か
う
た
め
に
必
要
な
資

質
能
力
を
育
む
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
た
。

（
３
）
指
導
に
つ
い
て

実
社
会
に
お
い
て
も
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
合
意
形
成
が
必
要
に
な
る
。
家
庭
内

で
、
職
場
で
、
時
と
場
に
応
じ
て
様
々
な
立
場
の
人
と
課
題
や
問
題
の
解
決
の
た
め
に
話

し
合
う
こ
と
が
あ
る
。
立
場
の
違
う
人
と
の
間
で
合
意
形
成
を
図
る
に
は
、「

心
理
的
な
納

得
」
と
「
論
理
的
な
納
得
」
が
必
要
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
で
は
そ
の
後
の
解
決

に
向
け
て
の
行
動
に
支
障
を
き
た
し
て
し
ま
う
。

今
回
は
、「

東
京
の
大
学
に
進
学
し
た
い
子
」
と
「
地
元
の
大
学
に
進
学
し
て
ほ
し
い
親
」

と
の
間
で
ど
の
よ
う
に
合
意
形
成
を
図
る
か
を
課
題
と
し
て
設
定
し
た
。
こ
の
テ
ー
マ
を

設
定
し
た
理
由
は
、
先
に
も
述
べ
た
「
心
理
的
な
納
得
」
と
「
論
理
的
な
納
得
」
の
２
つ

の
納
得
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
話
し
合
い
を
さ
せ
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ

る
。
実
生
活
の
中
で
も
起
こ
り
う
る
議
論
で
あ
り
、
子
は
子
の
、
親
は
親
の
さ
ま
ざ
ま
な

考
え
や
思
い
を
抱
い
て
こ
の
問
題
に
向
き
合
う
だ
ろ
う
。
生
徒
た
ち
自
身
で
テ
ー
マ
を
設

定
し
、
合
意
形
成
に
向
け
て
話
し
合
い
を
進
め
て
い
く
と
い
う
方
法
も
あ
る
が
、
合
意
形

成
を
図
る
た
め
に
は
「
論
理
的
な
納
得
」
だ
け
で
は
な
く
「
心
理
的
な
納
得
」
も
必
要
に

な
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
に
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
自
分
の
意
見
や
考
え
を
押
し
通
す
の
で
は
な
く
、
お
互
い
の
意
見
や
考
え
の
共

通
点
を
見
出
し
な
が
ら

納
得
で
き
る
結
論
を
求
め
て
歩
み
寄
る
建
設
的
な
話
し
合
い
が

で
き
る
よ
う
、
話
型
等
を
示
し
な
が
ら
授
業
を
展
開
し
て
い
く
。
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３
単
元
指
導
計
画

学
年

第
９
学
年

単
元
名

合
意
形
成
に
向
け
て
話
し
合
お
う
（
全

７
時
間
）

単
元
で
育
む
資
質
・
能
力

・
具
体
と
抽
象
な
ど
情
報
と
情
報
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
〔
知
識
及
び
技
能
〕
（
２
）
ア

・
進
行
の
し
か
た

を
工
夫
し
た
り
互
い
の
発
言
を
生
か
し
た
り
し
な
が
ら
話
し
合
い
、
合
意
形
成
に
向
け
て
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力

等
〕

（
１
）
オ

・
合
意
形
成
に
向
け
て
粘
り
強
く
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
し
、
納
得
で
き
る
結
論
を
導
き
出
す
た
め
に
話
し
合
お
う
と
し
て
い
る
。

〔
学
び
に
向
か
う
力

、
人
間
性
等
〕

時
主
な
学
習
活
動
と
ね
ら
い

評
価
規
準

①

単
元
の

学
習
計
画
を
立
て
よ
う

。

●
提
示
さ
れ
た
課
題
を
確
認
し
、
今
後
の
活
動
の
見
通
し
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。

・
単
元
全
体
の
見
通
し
を
も
つ

。

・
テ
ー
マ
を
確
認
す
る
。

・
合
意
形
成
を
図
る
会
議
の
仕
方
を
知
る
。

自
分
た
ち
の
解
決
す
る
べ
き
課
題
を
知
り
、
単
元
の
見
通
し
を
も
っ
て
い
る

。［
主
体

的
に
学
習

に
取
り
組
む
態
度

］

② ③

課
題
解
決
に
向
け
、
情
報
を
集
め
よ
う

。

●
課
題
解
決
に
向
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
考
え

を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
相
手
を
説
得
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な

根
拠
と
な
る
情
報
を
集
め
る

。

・
集
め
た
情
報
が
信
頼
性
の
あ
る
も
の
か
確
か
め
る
。

解
決
す
べ
き
課
題
を
理
解
し
、
解
決
策
を
考
え
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
情
報
を
集
め
て

い
る

。
［
知
識
・
技
能

（
２
）
ア
］

④ 本 時

グ
ル
ー
プ

会
議
を
開
き
、
提
案
を
ま
と
め
よ
う

。

●
立
場
や
考
え

の
違
う
者
同

士
で
の
会

議
を
通
し
て

、
誰
も

が
納
得
で
き
る

結
論
を

導
く
た
め
に
は
「
論
理
的
な
納
得
」
と
「
心
理
的
な
納
得
」
の
両
者
が
必
要
で
あ
る

こ
と
に
気
付
き

、
よ
り
よ

い
結
論
を

導
き
出
す
た

め
に
考
え

を
広
げ
た
り
深

め
た

り
し
て
い
る
。

・
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
に
向
け
、
自
分
の
考
え
を
提
案
す
る

。

・
納
得
で
き
る
結
論
を
求
め
て

、
会
議
を
行
う

。

仲
間
の
発
言
の
共
通
点
や
相
違
点
を
見
つ
け
出
し
、
自
分
の
考
え
を
変
え
た
り
、
互
い

が
納
得
で
き
る
結
論

を
求
め
た
り
し
な
が
ら
話
し
合
っ
て
い
る

。［
思
考
・
判
断
・
表

現
（
１
）
オ

］
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⑤

単
元
を
振
り
返
ろ
う

。

●
合
意
形
成
を

図
る
た
め
に

は
、
仲
間

の
意
見
に
合

わ
せ
て

自
分
の
考
え
を

調
整
し

な
が
ら

、
互
い

が
納
得
で

き
る
よ
う

な
結
論
を
求

め
て
話
し

合
い
を
進
め
る

こ
と

が
必
要
だ
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
単
元
の
振
り
返
り

を
行
う

。

自
分
の
考
え
を
押
し
通
す
の
で
は
な
く
、
仲
間
の
意
見
に
合
わ
せ
て
調
整
し
た
り
、
互

い
に
納
得
で
き

る
結
論
を

求
め

た
り

し
な
が
ら
合

意
形
成
を

図
る
こ
と
の
必

要
性
を

感
じ
て
い
る
。［

主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
む
態
度
］

単
元
で

自
己
実
現
に
向
か
う

た
め
の

資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿

問
題

解
決

力
合
意
形
成
に
向
け
て
、
根
拠
を
明
確
に
し
な
が
ら
自
分
の
考
え
を

ま
と
め
、
仲
間
と
積
極
的
に
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
よ
り
よ
い
答
え
を
求
め
続
け
る

姿
。

関
係

構
築

力
自
分
の
意
見
と
仲
間
の
意
見
を
比
較
し
な
が
ら
聞
き
、
合
意
形
成
に
向
け
て
意
見
を
変
え
た
り
納
得
で
き
る
結
論

を
見
出
し
た
り
し
な
が
ら
会
議
に
臨
む
姿
。

貢
献

す
る

人
間

性
共
通
点
や
相
違
点
を
整
理
し
、
課
題
解
決
に
向
け
て
互
い
の
意
見
や
考
え
を
生
か
そ
う
と
す
る
姿
。

自
己
実
現
に
向
か
う
た
め
の
資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿
の

見
届
け
の
視
点
と
手
立
て

問
題

解
決

力
単
元
や
単
位
時
間
、
次
時
へ
の
見
通
し
を
も
っ
た
上
で
自
分
の
学
習
目
標
を
設
定
し
、
単
位
時
間
ご
と
に
課
題
意
識
を
も
ち
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
か
、

学
習
記
録
表
か
ら
見
届
け
る
。

関
係

構
築

力
グ
ル
ー
プ
会
議
の
中
で

、
課
題
解
決
に
向
け
て
の
自
分
の
考
え
を
提
案
し
た
り
、

仲
間
の
意
見
を
聞
き
、
自
分
の
意
見
を
修
正
し
た
り

納
得
で
き
る
結
論
を

見
出
し
た
り
し
て
い
る
か
を
見
届
け
る
。

貢
献

す
る

人
間

性
自
分
の
意
見
を
仲
間
の
意
見
と
比
較
し
て
聞
い
た
り
、
仲
間
の
意
見
を
生
か
そ
う
と
し
て
聞
い
た
り
し
て
い
る
か
、
グ
ル
ー
プ
会
議
の
様
子
か
ら
見
届
け
る
。

― 124 ― ― 125 ―



４
教
科
に
か
か
わ
る
本
時
の
ね
ら
い

立
場
や
考
え
の
違
う
者
同
士
で
の
会
議
を
通
し
て

、
誰
も
が

納
得
で
き
る
結
論
を

導
く
た
め
に
は
「
論
理
的
な
納
得
」
と
「
心
理
的
な
納
得
」
の
両
者
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
気
付

き
、
よ
り
よ
い
結
論
を
導
き
出
す
た
め

に
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る

。
〔
思
考
力

、
判
断
力
、
表
現
力
等

〕
（
１
）
オ

５
本
時
の
展
開
（

４
５
）

児
童
生
徒
の
学
習
活
動

教教
師師

のの
手手
立立
てて
とと
見見
届届
けけ

１
本
時
の
課
題

、
活
動
の
流
れ
を

確
認
す
る

・
今
日
は
、
各
自

の
立
場
に
合
わ
せ
て
提
案
を
し
、
議
論
を
進
め
て
い
く
。

２
グ
ル
ー
プ
会
議
に
向
け
て
の
準
備
を
す
る

・
自
分
の
思
い
を
実
現
す
る
た
め
に

、
論
の
展
開
や
効
果
的
な
情
報
の
提
示
方
法
に
つ
い
て

再
確
認
を
す
る

。

・
事
前
に
必
要
な
資
料
を
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
に
ま
と
め
て
お
く

。

３
グ
ル
ー
プ
会
議
を
開
く

東
京
の
大
学
に
進
学
し
た
い
子

地
元
の
大
学
に
進
学
し
て
ほ
し
い
親

論 理 的 な 納 得

・
最
先
端
の
設
備
が
整
っ
て
い
る
大
学
で
あ
る

・
目
指
し
て
い
る
大
学
の
進
学
実
績

、
合
格
率
は

申
し
分
な
い

・
地
元
の
大
学
の
設
備
は
整
っ
て
い
る

・
進
学
実
績
、
合
格
率
も
十
分
で
あ
る

・
一
人
暮
ら
し
を
す
る
た
め
に

は
、
か
な
り
費
用

が
掛
か
る

心 理 的 な 納 得

・
勉
強
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
る

・
バ
イ
ト
も
し
な
が
ら
、
仕
送
り
だ
け
に
頼
ら
な

い
生
活
を
す
る

・
家
事
を
こ
な
し
な
が
ら
、
勉
強
で
き
る
の
か

・
東
京
で
の
生
活
が
心
配
で
あ
る

４
本
時
の
ま
と
め
、
次
時
の
活
動
内
容
を
確
認
す
る

今
日
は
、
グ
ル
ー
プ
会
議
を
行
っ
た
。
実
際
に
話
を
し
て
み
る
と
、
な
か
な
か
思
っ
た
よ
う
に
結
論
を
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
大
学
の
設
備
は
必
要
な
費
用
、
そ
の
後
の
実
績
等
、
デ
ー
タ
と
し
て
明
確

に
出
て
い
る
も
の
を
見
せ
ら
れ
れ
ば
、
そ
の
提
案
に
つ
い
て
頭
の
中
で
は
納
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

頭
で
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
自
分
の
気
持
ち
が
そ
ち
ら
に
向
か
な
い
場
合
、
ど
ん
な
に
根
拠
の
強
い
情
報
を
示
さ

れ
た
と
し
て
も
、
す
ん
な
り
と
納
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「

論
理
的
な
納
得
」
に
つ
い
て
は
合
意
で
き
た
と
し

て
も
、「

心
理
的
な
納
得
」
に
つ
い
て
は
な
か
な
か
合
意
に
導
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
、
お
互
い
が
ど

の
よ
う
に
歩
み
寄
っ
て
合
意
を

図
っ
て
い
く
か
、
今
後
考
え
て
い
き
た
い
。

グ
ル
ー
プ
会
議
を
開
き
、
提
案
を
ま
と
め
よ
う

。

（（
●●
教教
科科
のの
資資
質質
・・
能能
力力

○○
自自
己己
実実
現現
にに
向向
かか
うう
資資
質質
・・
能能
力力
））

〇
●
単
元
全
体
の
流
れ
や
、
本
時
の
会
議
の
目
的
が
明
確
に
な
る

よ
う
な
掲
示
を
用
意
し
、
黒
板
に
示
す

。

研
究
に
か
か
わ
っ
て

【
見
届
け
の
視
点

】

課
題

解
決

に
向

け
、
根

拠
を

明
確

に
し
な

が
ら

提
案
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
か
、

会
議

の
様

子
や
タ

ブ
レ

ッ
ト
端

末
の

録
音
機
能
を
活
用
し
て
見
届
け
る

。（
問
題
解
決

力
）

相
手

の
意

見
や

考
え
を

尊
重

し
、

共
通
点

や
相

違
点
を

見
出

し
な

が
ら

会
議

が
進
行

で
き

て
い

る
か
、

会
議

記
録
や

プ
リ

ン
ト
へ
の
記
述
か
ら
見
届
け
る

。
（
関
係
構
築
力

）

●
会
議
の
進
行
方
法
に
つ
い
て
は
予
め
説
明
を
し
、
随
時
確
認
が

で
き
る
よ
う
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
資
料
を
用
意
し
て
お
く
。

●
話
し
合
い
が
停
滞
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

状
況
を
整
理
し
、
以
下
の
ど
の
よ
う
な
動
き
が
必
要
で
あ
る
か

を
考
え
さ
せ
る

。

・
発
言
を
促
す

。

・
新
た
な
情
報
（
根
拠
）
を
提
示
す
る

。

・
論
点
を
整
理
す
る

。

・
互
い
の
意
見
を
整
理
す
る

。

・
納
得
で
き
る
結
論
を
見
つ
け
る

。

【
評
価

規
準
】

グ
ル

ー
プ

会
議

の
中
で

共
通

点
や

相
違
点

を
見

つ
け
、

自
分

の
考
え
を
変
え
、
誰
も
が
納
得
で
き
る

、
話
し
合
い
を

し
て
い

る
。
［
思
考
・
判
断
・
表
現

（
１
）
オ

］

根
拠
と
な
る
資
料
を
提
示
し
な
が
ら
話
を
す
る 相

手
が
何
を
求

め
て
い
る
の

か
、
何
を

解
決

す
れ

ば
自
分
の

考
え
に
納
得

し
て
も
ら

え
る

の
か

を
探
り
、

こ
れ
ま
で
の

経
験
を
語

っ
た

り
、
や
手
持
ち
の
資
料
を
提
示
し
た
り
す
る

具
体

的
な

数
値

や
グ

ラ
フ

を
示

し
な
が
ら
説
明
す
る
こ
と
が
難
し
い
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裕裕

１
単
元
名

「
歴
史
と
の
対
話
」

２
指
導
の
立
場

（
１
）
題
材
に
つ
い
て

本
校
で
は
、
義
務
教
育
学
校
と
い
う
特
性
を
生

か
し
、

６
年

生
で
の
歴
史
学
習
、

後

期
課
程
で
の
歴
史
的
分
野
の
学
習
内
容
を
精
査
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
て
い
る
。

本
単
元
は
、
中
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
２

９
年
告
示
）

解
説
の
歴
史
的
分
野
の

「
内
容
Ａ
（
１
）（

２
）
及
び
小
学
校
の
内
容
（
２
）
ア

イ
（
ア
）
」
に
も
と
づ
く
単
元

で
あ
る
。
具
体
的
に
は

、
身
近
な
地
域
の
歴
史
学
習
や

年
表

の
読
み
取
り
な
ど
の
活
動

を
通
し
て
、
時
期
や
年
代
の
推
移
、
現
在
の
私
た
ち
と
の
つ
な
が
り
な
ど
に
着
目
し
て
、

歴
史
上
の
人
物
や
文
化
財
、
出
来
事
な
ど

を
理
解
し
た

り
、

時
代
区
分
と
の
関
わ
り
な

ど
に
つ
い
て
考
察

し
た
り
す
る
。
ま
た
、

自
ら
が
生
活

す
る

地
域
や
受
け
継
が
れ
て
き

た
伝
統
や
文
化
に

興
味
や
関
心
を
も
ち
、

児
童
が
歴
史

と
自

分
た
ち
と
の

関
係

を
よ
り

具
体
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
。
そ

の
た

め
に

、
関
ケ
原
古
戦
場
記

念
館
を
活
用
し
、
歴
史
的

な
背
景
や
地
域
的
な
環
境
、

私
た

ち
と
の

関
係
な
ど
に
着
目

し
て
、
歴
史
を
追
究
す
る
方
法
を
学
ぶ
機
会
に
す
る
と

と
も

に
、
歴
史
を
学
ぶ
意
味
を

考
え
、
表
現
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

（
２
）
児
童
生
徒
に
つ
い
て

児
童
は
社
会
科

に
お
け
る
こ
れ
ま
で

の
学
習
に

お
い
て

、
単

元
の
最
初
に

教
科
書
な

ど
を
基
に
自
分
た
ち
の

知
的
好
奇
心
、

興
味
・
関
心
、

疑
問

な
ど

か
ら
『
問
い
』

を
立

て
、
そ
れ
を
解
決
す
る
こ
と
で

学
び
を
進
め
て

き
た
。

政
治

の
学
習
で
は
『

内
閣
総
理

大
臣
が
ど
の
よ
う
に
選
ば
れ
て
い
る
の
か

』
と
い
う
『
問
い
』
を
解
決
し
て
い
く
中
で
、

「
ど
う
し
て
内
閣
総
理
大
臣
は
国
民
が
決
め
ら
れ
な
い
の
か
。
」
と
い
う
新
た
な
疑
問

を

生
み

だ
し
、
現
代
の
政
治
の
仕
組
を
よ
り
深
く
考
え
て
き
た
。

児
童
に
「
歴
史
っ
て
ど
ん
な
学
習
を
す
る
の
？
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「

昔
の
こ
と
を

知
る
学
習
」
や
「

歴
史
上
の
人
物
が
何
を
し
た
の
か
を

覚
え

る
学
習
」
な
ど
と
発
言
し

た
。
児
童
に
と
っ
て
、
歴
史
と
は

、
昔
の
出
来
事
を
「
知
る
」、
「
覚
え
る
」
と
い
っ
た
意

識
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
実
態
に
あ
る
児
童

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、「

歴
史
を
学
ぶ

」
だ
け

で
は
な
く

「
歴
史
で
学
ぶ

」
意
味
を

一
緒
に
考
え
た
い
。

（
３
）
指
導
に
つ
い
て

本
時
は
、「

歴
史
を
学
ぶ
意
味
は
何
か
。」

を
考
え
る
実
践
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
、
関

ケ
原

古
戦
場
記
念
館
の
見
学
を
通
し
て
見
い
だ
し
た
『
問
い
』
を
解
決
し
て
い
く
中
で
、

戦
い
に
関
係
し
た
人
物
の
人
間
関
係
や
戦
い
の
様
子
、

原
因

、
作
戦

の
意
図
な
ど
を
知

る
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、

自
分
自
身
の
社
会
的
事
象
の
捉

え
方

を
見
直
す
き
っ
か
け
を
提

供
す
る
。

具
体
的
に
は
、
関
ケ
原
の
戦
い
を
「
争
い
」
と
い
う

視
点
で
捉
え
た
と
き
に
、
関
ケ
原

の
戦
い
と
現
代

社
会
で
起
き
て
い
る
「
争
い

」
で
は
、「

争
い
」
に
よ
っ
て

同
じ
よ
う
に

命
が
失
わ
れ
て
い
る

と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ
る

に
も

関
わ

ら
ず
、

過
去
と
現
代
と
い

う
時
代
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

抱
く
認
識

が
異
な

る
こ

と
に
着
目

す
る
。
そ
う
し

た
、
認
識
の
違
い
が
生
ま
れ
る
要
因
が
ど
こ
に
あ
る
の

か
を

考
え
る
こ
と
を
通
し
て
、

社
会
的
事
象
の
捉
え
方
を

見
直
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る

。

見
直
し
た
後
に

、「
今
日
の
学
習
は

最
後

に
何
に
つ
い
て
考
え
た
の
か
」
を
問
う
こ
と

で
、「

歴
史
を
学
ぶ
」
で
始
ま
っ
た
本
時

の
学
び
が
「
歴
史
で
争
い
を
学
ぶ
」
学
習
に
な

っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

そ
し
て
、

過
去

と
現
代
の
事
象
で
あ
っ
て

も
関
連
付
け
な
が
ら
、
思
考
で
き
る
「
応
用
可
能
な
思

考
力

」
を
育
む
こ
と
が
歴
史
学

習
の
目
的
で
あ
る
こ
と
を
共
有
し
た
い
。

学
び
の
振
り
返
り
で

は
「
歴
史
を
学
ぶ
意
味
は
何
か

。
」
を
考
え
、
表
現
す
る
こ
と
で

、

こ
れ
か
ら
の
歴
史
学
習

を
「
歴
史
で
学
ぶ
」
こ
と
を
通

し
て

、
過
去
と
現
在

の
つ
な
が

り
を
考
え
続
け

た
り
、

歴
史
と
自
分
の
つ
な
が
り
を
考

え
た

り
す
る

き
っ
か
け
と
し
た

い
。
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３
単
元
指
導
計
画

学
年

第
６
学
年

単
元
名

歴
史

と
の
対
話

（
全
８
時
間
）

単
元
で
育
む
資
質
・
能
力

・
身
近
な
歴
史
や
歴
史
上
の
人
物
、
出
来
事
を

年
表
や

各
種
資
料

な
ど
か
ら

読
み
取
る
活
動
を
通
し
て
、
年
代
の
表
し
方
や
時
代
区
分
に
つ
い
て
の
基
本
的
な

知
識
や
大
ま
か
な
歴
史

を
理
解
す
る
こ
と
が

で
き

る
。
〔

知
識
及
び
技
能

〕

・
歴
史
上
の
人
物
や
出
来
事

、
文
化
遺
産
に
つ
い
て

、
知
っ
た
り

ま
と
め
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て

、
歴
史
の
大
き
な
流
れ
や
時
代
の
特
色
を
考
察
し

、
そ
の
課
程
や
結
果
を
適
切
に

表
現
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕

・
歴
史
的
分
野
の
学
習
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て

、
歴
史
を
学
習
す
る

意
味
に
つ
い
て
考
え

、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
。
〔
学
び
に
向
か
う
力

、
人
間
性
等

〕

時
主
な
学
習
活
動
と
ね
ら
い

評
価
規
準

①

第
１
時
：

年
表

と
岐
阜
県
の
歴
史

年
表
か
ら
あ
な
た
が
気
に
な
る
こ
と
は
何
か
。

○
年
表
や
様
々

な
資
料
を
読

み
取
る
活

動
を
通
し
て

、
年
代

の
表
し
方
や
時

代
区
分

な
ど
の
基
本
的
な
知
識
や
大
ま
か
な
歴
史
を
つ
か
む

こ
と
が
で
き
る
。

年
表
と
関
連
す
る
資
料
か
ら
興
味
・
関
心
、
疑
問
を
も
つ
こ
と
を
通
し
て

、
年
代
の

表
し
方
や
時
代

区
分
に
つ

い
て
の
基

本
的
な
知
識

や
大
ま
か

な
歴
史
を

つ
か

ん
で
い

る
。
［
知
識
・
技
能
］

②

第
２
時
：

関
ケ
原

の
戦
い

関
ケ
原
の
戦
い

は
ど
ん
な
戦
い
な
の
か

。

○
年
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、
岐
阜
県
内
で
起
き
た

関
ケ
原
の
戦
い
に

つ
い
て
、
各
種

資
料
か
ら

読
み

取
る
活
動

を
通
し
て

、
戦
い
に
関

係
し
た

人
物
や

そ
の
背
景

な
ど

を
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

各
種

資
料
か

ら
関
ケ
原
の

戦
い
の
様

子
を
調

べ
る

活
動

を
通
し

て
、

関
係

す
る
人

物
や
そ
の
背
景
に
つ
い
て

理
解
し
て
い

る
。
［
知
識
・
技
能
］

③ ④ ⑤

第
３
・

４
・
５
時
：
関
ケ
原
古
戦
場
記
念
館
見
学

関
ケ
原
の
戦
い
は
ど
ん
な
戦
い
な
の
か
。

○
映
像
や

展
示

資
料
、
学
芸

員
の
方
の

話
か
ら
関
ケ

原
の
戦

い
を
考
え
る

活
動
を
通

し
て
、
戦
い
に
関
係
し
た
人
物

の
人
間
関
係

や
戦
い
の
様
子
、
原
因

を
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

古
戦

場
記
念

館
の
方

か
ら

話
を
聞
い

た
り
、

展
示

資
料

か
ら
戦

い
の
様
子

な
ど
を

読
み
取
っ
た
り

す
る
活
動

を
通
し
て

、
関
ケ
原
の

戦
い

に
関

係
し
た
人
物
の

人
間
関

係
や
戦
い
の
様
子
、
原
因

を
理
解
し
て
い
る

。［
知
識
・
技
能

］

⑥

第
６
時
：

み
ん
な
と
考
え
た
い

『
問
い
』

見
学
か
ら

み
ん
な
と
考
え
た
い

『
問
い
』

は
何
か

。

○
事
前
学
習
や
見
学
か
ら

、
関
ケ
原
の
戦
い
へ
の
知
的
好
奇
心
、
興
味
・
関
心
、
疑
問

を
も
と
に
『
問
い
』
を
立
て

る
活
動
を
通
し
て

、
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
も
う
と

す
る
態
度
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。

古
戦
場
記
念
館
の
方
の
お
話
や
展
示
物
か
ら
、
関
ケ
原
の
戦
い
に

知
的
好
奇
心
、
興

味
・
関
心
、
疑
問
を
も
ち
、
仲
間
と
考
え
た
い

『
問
い
』

を
生
み
出

し
て
い

る
。

［
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
］

⑦

第
７
時
：

歴
史
と
の
対
話
①

ど
う
し
て
、
小
早
川
秀
秋
は
西
軍
を
う
ら
ぎ
っ
た
の
か
。

○
仲
間
と
立
て
た

関
ケ
原
の
戦
い
に
関
す
る
『
問
い
』
を
解
決

す
る
活
動
を
通
し
て
、

社
会
的
事
象
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察

し
、
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

仲
間
と
立
て
た

関
ケ
原
の
戦
い
に
関
す
る
『
問
い
』
を
解
決
す
る

活
動
を
通
し
て
、

収
集
し
た
情
報
を
も
と
に

社
会
的
事
象
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
、
表
現

し
て
い

る
。
［
思
考
・
判
断
・
表
現
］
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⑧ 本 時

第
８
時
：

歴
史

と
の
対
話

②

ど
う
し
て
、
小
早
川
秀
秋
は
西
軍
を
う
ら
ぎ
っ
た
の
か
。

○
関
ケ
原
の
戦
い
に
関
す
る
『
問
い
』
を
対
話
す
る
活
動
を
通
し
て
、「

争
い
」
に
対

す
る
自
分
の
認
識
の
違
い
に
気
付
き
、
歴
史
を
学
ぶ
意
味
を
考
え
、
表
現
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

関
ケ
原
の
戦
い
に
関
わ
る
『
問
い
』
に
つ
い
て
対
話
す
る
こ
と
で
、「

争
い
」
に
対

す
る
自
分
の
認
識
の
違
い
に
気
付
き
、
歴
史
を
学
ぶ
意
味
を
考
え
、
表
現

し
て
い
る
。

［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

単
元
で

自
己
実
現
に
向
か
う

た
め
の

資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿

問
題

解
決

力

社
会
的
事
象
に
関
す
る
知
的
好
奇
心
、
興
味
・
関
心
や
疑
問
、
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
見
通
し
を
も
ち
、
探
究
的
・
対
話
的
な
学
び
を
通
し
て
、

論
理
的
・
批
判
的
に
解
決
を
図
る
姿
。

・
自
他
と
設
定
し
た

『
問
い
』

や
課
題
を
解
決
す
る
見
通
し
を
も
ち
、
探
究
的
な
学
び
を
通
し
て
、

歴
史
上
の
人
物
や
出
来
事
、
文
化
遺
産
に
つ
い
て
、
知

り
、
歴
史
の
大
き
な
流
れ
や
時
代
の
特
色
を
考
察
し
、
表
現
す
る

姿
。

関
係

構
築

力

よ
り
よ
い
方
策
・
社
会
の
在
り
方
を
創
造
す
る
た
め
に
、
社
会
科
的
事
象
に
関
す
る
自
身
の
考
え
を
伝
え
、
他
者
の
考
え
を
聴
き
、
互
い
に
認
め
合
っ
て
い

く
姿
。

・
自
他
と
設
定
し
た

『
問
い
』

や
課
題
の
対
話

を
通
し
て

、
争
い
に
関
わ
る

他
者
の
価
値
観
を
共
感
的
に
聴
く
姿
。

貢
献

す
る

人
間

性

既
存
の
社
会
の
在
り
方
等
を
見
直
す
こ
と
も
含
め
、
社
会
的
事
象
に
関
す
る
自
他
と
の
対
話
を
通
し
て
、
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
る
こ
と
で
、
と
も
に
生

き
る
社
会
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
姿
。

・
自
他
と
設
定
し
た
『
問
い
』
の
対
話
を
通
し
て
、
自
他
の
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
、
歴
史
を
学
習
す
る

意
味
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
、
と
も
に
生
き
る
社

会
を
創
造
す
る

姿
。 自
己
実
現
に
向
か
う

た
め
の

資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿
の

見
届
け
の
視
点
と
手
立
て

問
題

解
決

力
児
童
自
身

で
立
て
た
『
問
い
』

を
解
決
す
る
た
め
に

、
地
域
の
施
設
を
活
用

し
た
り
、
様
々
な
資
料
を
粘
り
強
く
読
み
取
っ
た
り

す
る
場
の
設
定
に
お
け

る
、
多
面
的
・
多
角
的
に

自
分
の
考
え
を
広
げ

た
り
し
て
い
る
姿
を

単
位
時
間
内
の
机
間
指
導
や

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

の
記
述
か
ら
見
届
け
る
。

関
係

構
築

力
仲
間
と
対
話
す
る

中
で
、『

問
い
』
に
関
わ
る
自
分
の
考
え
を
伝
え
た
り
、
仲
間
の
考
え

を
聞
い

た
り
す
る
場
の
設
定
に
お
け
る
、
自
己
の
主
張
を
再
構
築

し
た
り
、
疑
問
に
感
じ
た
こ
と
を
尋
ね
た
り
し
て
い
る
の
か
を

対
話
の
様
子

や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
へ
の
記
述
か
ら
見
届
け
る
。

貢
献

す
る

人
間

性
「
身
近
な
歴
史

に
関
わ
る
『
問
い
』」

を
仲
間
と
対
話
す
る
場
の
設
定
に
お
け
る

、
自
他
の
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
、
自
分
と
歴
史
と
の
関
係
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
か
を
、

対
話
の
様
子
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
へ
の
記
述
か
ら
見
届
け
る
。

― 128 ― ― 129 ―



４
教
科
に
か
か
わ
る
本
時
の
ね
ら
い

関
ケ
原
の
戦
い
に
関
す
る
『
問
い
』
を
対
話
す
る
活
動
を
通
し
て
、
「
争
い
」
に
対
す
る
自
分
の
認
識
の
違
い
に
気
付
き
、
歴
史
を
学
ぶ
意
味
を
考
え
、
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
思
考
力
、
判
断
力

、
表
現
力
等
〕

５
本
時
の
展
開
（

８
８
）

児
童
の
学
習
活
動

教教
師師
のの
手手
立立
てて
とと
見見
届届
けけ

１
こ
れ
ま
で
の
学
習
を
振
り
返
り
、『

問
い
』
を
確
認
す
る
。

２
各
グ
ル
ー
プ
で
交
流
し
た
こ
と
を
発
表
し
、
全
体
で
共
有
を
す
る
。

【
教
師
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
（
例
）
】（

○
：
教
師
の
発
問

・
：
児
童
の
発
言
）

（
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
発
表
で
）

○
小
早
川
秀
秋
の

裏
切
り
は
許
さ
れ
る
こ
と
な
の
か
。

・
自
分
の
命
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
優
位
な
方
に
つ
く

の
が
こ
の
時
代
の
生
き
方
だ
と
思
う
の
で
、
仕
方
が
な
い
。

○
自
分
が
優
位
に
な
る
た
め

、
生
き
て
い
く
た
め
な
ら
、
あ
な
た

は
人
を
裏
切
れ
る
の
か

。
・
自
分
な
ら
裏
切
れ
な
い
。
人
を
裏
切
る
こ
と
は
相
手
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
り
、
な
か
な
か
で
き
る
こ
と
で
は

な
い
。
で
も
、
自
分
が
生
き
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

裏
切
る
、
裏
切
ら
な
い
の
判
断
は
難
し
い
。

（
「
争
い
」
の
視
点
で
）

○
前
の
単
元
で
、
戦
争
や
紛
争
は
「
人
を
傷
つ
け
て

し
ま
う
い
け
な
い
も
の
」
と
あ
な
た
た
ち
は
話
し
た
が
、
関
ケ
原
の

戦
い
に
つ
い
て
「
お
も
し
ろ
そ
う
」
と
答
え
、
「
い
け
な
い
も
の
」
と
捉
え
る
人
が
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。

○
今
の
世
の
中
に
も
戦
争
、
紛
争
で
多
く
の
人
が
悲
し
い
思
い
を
し
て
い
る
の
に
、
そ
の
「
争
い
」
と
関
ケ
原
の
戦
い
の

「
争
い
」
は
何
が
違
う
の
か
。
人
を
傷
つ
け
る
、
命
を
奪
う
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
は
な
い
の
か
。
な
の
に
、
歴
史
上

の
「
争
い
」
と
現
代
社
会
の
「
争
い
」
を
同
じ
よ
う
に
考
え
ら
れ
な
い
の
は
ど
う
し
て
か
。

・
実
際
に
目
の
前
で
起
き
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
リ
ア
リ
テ
ィ
が
な
い

。
確
か
に

関
ケ
原
の
戦
い
も
命
が
け
の
争

い
で
は
あ
る
が
、
現
代
と
同
じ
よ
う
に
考
え
ら
れ
な
い
自
分
が
い
た
。
で
も
、
結
局
今
も
昔
も
人
を
傷
つ
け
あ
う
争
い

が
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い

と
今
思
っ
た
。

○
人
は
ど
う
し
て
命
を
か
け
て
「
争
い
」
を

す
る
の
か
。
「
争
い
」
で
人
は
何
を
求
め
る
の
か

。
・
自
分
が
幸
せ
に
な
る
た
め
に
争
い
を
し
て
い
る
と
思
う
。

自
分
た
ち
の
国
が
幸
せ
に
な
る
た
め
争
い
を
し
て
い
る
。

○
で
は
、
あ
な
た
は
幸
せ
な
国
を
目
指
す
と
き
に
、
「
争
い
」
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
？

・
必
要
な
い
と
思
う
。
日
本
は
日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義
を
も
と
に
、
争
い
を

し
な
い
こ
と
を
誓
っ
て
い
る
と
学
習
し
た
。

そ
の
お
か
げ
で
日
本
は

争
い
を
し
な
い

平
和
な
国
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
か
ら
。

○
先
ほ
ど
は
、
幸
せ
な
国
を
作
る
た
め
に
「
争
い
」
を
し
て
い
る
と
話
し
て
き
た
け
れ
ど
、
今
は

幸
せ
な
国
に
す
る
た
め

に
、「

争
い
」
は
必
要
な
い
と

考
え
た
。
こ
れ
っ
て
、
考
え
方
と
し
て
矛
盾
し
て
い
る
と
思
う
の
だ
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

幸
せ
な
国
を
作
る
た
め
に
「
争
い
」
は

必
要
な
の
？

・
ど
の
国
も
幸
せ
な
国
に
な
る
こ
と
は
無
理
な
の
か
な
。「

争
い
」
を
し
な
け
れ
ば
幸
せ
に
な
れ
な
い
と
考
え
る
の
は
嫌
。

３
全
体
で
共
有
し
た
こ
と

振
り
返
り
、
歴
史
を
学
ぶ
意
味
を
考
え
る
。

◯
今
日
は
小
早
川
秀
秋
の
『
問
い
』
で
学
習
し
て
き
た
け
れ
ど
、
最
後
は
何
に
つ
い
て
考
え
た
の
か
？

・
最
後
は
、
争
い
か
ら
幸
せ
な
国
、
命
、
平
和
な
ど
に
つ
い
て
考
え
た
。

◯
歴
史
で
「
争
い
」、
「
平
和
」
…
に
つ
い
て
考
え
た
今
日
の
授
業
を
通
し
て
、
あ
な
た
は
「
歴
史
を
学
ぶ
意
味
」

は
何
だ

と
思
う
の
か
。

４
学
び
の
振
り
返
り
を
行
う
。

『
問
い
』

ど
う
し
て
、
小
早
川
秀
秋
は
西
軍
を
う
ら
ぎ
っ
た
の
か
。

（（
●●
教教
科科
のの
資資
質質
・・
能能
力力

○○
自自
己己
実実
現現
にに
向向
かか
うう
資資
質質
・・
能能
力力
））

○
●
考
え
が
異
な
る
児
童
で
意
図
的
に
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
、
自
分
の
考
え
を
前
時
ま

で
に
交
流
し
て
お
く
。

●
前
時
ま
で
の
学
習
を
踏
ま
え
て
、
自
分
た
ち
で
立
て
た
『
問
い
』
の
意
味
に
つ
い

て
確
認
し
、
共
有
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
「
み
ん
な
と
話
し
合
っ
て
解
決
し
た
い

」

と
い
う
話
し
合
い
の
必
然
性
を
も
た
せ
る
。

研
究
に
か
か
わ
っ
て

【
見
届
け
の
視
点
】

『
問
い
』
を
仲
間
と
対
話
す
る
場
の
設
定
に
お
け
る
、
自
他
の
多
様
な
価
値
観
に

触
れ
、
歴
史
を
学
ぶ
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
か
を
、
対
話
の

様
子
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
へ
の
記
述
か
ら
見
届
け
る

。
（
貢
献
す
る
人
間
性

）

〇
●
全
体
共
有
の
場
で
は
、
児
童
の
発
言
内
容
を
も
と
に
問
い
か
け
を
行
い
、
言
葉
の

意
味
を
明
確
に
し
た
り
、
今
の
生
活
と
関
わ
ら
せ
て
考
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

〇
●
全
体
共
有
の
場
で
は
、「

争
い
」
を
軸
に
、「

裏
切
り
」
、「

国
」
、「

幸
せ
」
、「

平
和
」、

「
命
」、
「
国
際
社
会
」
な
ど
の
多
様
な
視
点

で
、
対
話
を
進
め
て
い
け
る
よ
う
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
ト
を
行
う
。
視
点
を
も
と
に
、
昔
と
今
と
を
往
還
し
な
が
ら

、
学
習

の
最
後
に
「
歴
史
を
学
ぶ
意
味
」
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

〇
●
適
宜
、

全
体
共
有
の
場
で
、
グ
ル
ー
プ
で
対
話
す
る
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
で
、

仲
間
と
の
学
び
が
よ
り
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
対
話
の
際
に
は
、
内
容
を
伝

え
合
う
だ
け
で
な
く
、
な
ぜ
そ
う
思
っ
た
の
か
尋
ね
合
う
よ
う
声
を
か
け
る
。

◯
●
授
業
の
終
盤
に
「
最
後
は
何
に
つ
い
て
考
え
た
の
か
」
を
問
う
こ
と
で
、
授
業
最

初
は
『
問
い
』
で
歴
史
を
知
ろ
う
と
し
て
い
た
自
分
が
、
仲
間
と
対
話
を
す
る
こ

と
を
通
し
て
、
歴
史
で
「
争
い
」
を
学
ん
で
い
た
こ
と
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

【
評
価
規
準
】

関
ケ
原
の
戦
い
に
関
わ
る
『
問
い
』
に
つ
い
て
対
話
す
る
こ
と
で
、
「
争
い
」
に

対
す
る
自
分
の
認
識
の
違
い
に
気
付
き
、
歴
史
を
学
ぶ
意
味
を
考
え
、
対
話
や
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
で

表
現
し
て
い
る
。
［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

【
Ａ
グ
ル
ー
プ

】（
例
）

・
小
早
川
は
、
こ
れ
ま
で
豊
臣
秀

吉
に
土
地
を
奪
わ
れ
て
、
西
軍

側
に
う
ら
み
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
の
か
な
。

私
は
、
歴
史
を
学
ぶ
と
は
人
々
が
経
験
し
て
き
た
こ
と
を
覚
え
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
そ
こ
か
ら

今
の
日
本
の
政
治
、
世
界
で
起
き
て
い
る
争
い
を
考
え
て
い
く
こ
と
も
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
歴
史
学
習
で
勉
強
し
た
こ
と
が
自
分
の
生
活
と
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

【
Ｂ
グ
ル
ー
プ
】（

例
）

・
自
分
の
命
を
守
る
た
め
に
は
、

石
田
三
成
の
西
軍
で
は
な
く
、

戦
い
を
優
位
に
進
め
て
い
た
東

軍
に
つ
い
た
方
が
良
い
。

【
Ｃ
グ
ル
ー
プ

】（
例
）

・
東
軍
の
徳
川
家
康
に
土
地
を
も

ら
っ
た
り
、
家
族
を
助
け
て
も

ら
っ
た
り
し
て
恩
が
あ
っ
た
か

ら
。
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目目
的的
ホホ

ーー
ルル

大大
坪坪

雅雅
詩詩

１
単
元
名

日
本
の
諸
地
域

中
国
・
四
国
、

関
東
地
方

～
交
通
網
と
人
々
の
暮
ら
し

～

２
指
導
の
立
場

（
１
）
題
材
に
つ
い
て

本
単
元
は
、
地
理
的
分
野

の
内
容
（

３
）
ア
と

イ
に
も
と
づ
く
単
元
で
あ
る
。

具
体
的
に
、
交
通
や
通
信
を
中
核
と
し
た
考
察

の
仕
方
に
つ

い
て

、
地
域
の
道
路
や

鉄
道
、
航
路
や
航
空
路

、
通
信
網
な
ど
の
交
通
・
通
信

に
関

す
る
特
色
あ
る
事
象
を
中

核
と
し
て
、
そ
れ
を
そ
こ
で
の
産
業
や
人
口
や
都
市
・

村
落

な
ど
に
関
す
る
事
象
と
関

連
付
け
、
交
通
・
通
信
が
地
域
の
産
業
や

都
市
へ
の
人

口
の

集
中
と

村
落
な
ど

の
過
疎

化
と
深
い
関
係
を
も
っ
て
い
る
こ
と
や

、
地
域
間
の
結

び
付

き
の
整
備
が
地
域
の
課
題

と
な
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
考
察
す
る

学
習
で
あ
る

。
本
校
で
は
、
日
本
の
諸
地
域
を
指
導
要
領
解
説

に
示
さ
れ
て

い
る
５
つ
考
察
の
仕
方

を
も
と
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成

し
て
い
る
。

そ
れ
を

踏
ま

え
本
単
元
で
は
、
交
通
や

通
信
を
中
核
と
し
た
考
察
の
仕
方
で

関
東
地
方
と
中
国

・
四

国
地
方
を

捉
え
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
い
、
学
習
す
る
こ
と
と
し

て
い

る
。
日
本
を
交
通

・
通
信

の
面
か
ら
見
る
と
、

関
東
地
方
は
日
本
の
首
都
で
あ
る

東
京

都
が
あ
る
こ
と
か
ら

、
日

本
の
中
枢
機
能
が
集
中
し

、
交
通
・
通
信
網
が
東
京
都
を
中
心
と
し
て
発
達
し
て
い
る
。

ま
た
、
世
界
の
国
々
と
結
び
つ
い
た
世
界
的
な

都
市
で

あ
り

、
国
内
外
と
の
結
び
付
き

が
あ
り
、
人
口
が
集
中
す
る
地
域

で
あ
る

。
一
方
で
、
中
国
・
四
国
地
方
は
、
瀬
戸
内
海

に
あ
る
島
々
や
四
国
と
本
州
を
結
ぶ
、
本
州
四
国
連
絡
橋
の
整
備

さ
れ
た
地
域
で
あ
る
。

不
便
な
暮
ら
し
を
よ
く
す
る
た
め
に
、

整
備
さ
れ
た
も

の
で

あ
っ
た
が
、

地
方
都
市
の

人
口
や
産
業
が
大
都
市
に
吸
い
寄
せ
ら
れ

る
や
ス
ト
ロ

ー
現

象
が

起
こ
り
、
人
口
の
減

少
や
少
子
高
齢
化
を
招
き

、
過
疎
化
が
深
刻
な
問
題
と

な
っ

て
い
る

。
ま
た
、
利
用
者

の
少
な
い
鉄
道
や
バ
ス
の
路
線
が
廃
止
さ
れ
る
な
ど

、
地
域

間
を
結
ぶ
交
通
網

の
整
備

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

通
信
網
の

整
備
が
進
み
、
テ

レ
ワ

ー
ク

を
活
用
し
て

、
遠
い

所
で
働
く
こ
と
が
で
き
る

現
代
で
あ
っ
て
も
都
市
へ
の

人
口

の
集
中
は
避
け
ら
れ
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
あ
る
特
色
と

そ
こ
か
ら
生

じ
る
課
題
を

産
業

の
課

題
や
人
口
の
問
題
と
関
連
付
け
て
考
察
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
２
）
児
童
生
徒
に
つ
い
て

本
校
の
生
徒
の
多
く
は

、
電
車
や
バ
ス
な
ど
の

公
共
交
通
機

関
を
使
っ
て
登
下
校

し

て
い
る
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
通
信
網
を

使
っ

て
家
族
や
友
人
と

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
も
日
常
で
あ
る
。

更
に
、

自
動

車
を
所
有
し
て
い
る
家
庭

も
多
く

、
外
出
す
る
際
の
ほ
と
ん
ど
は

自
家
用
車
を
使

っ
て

移
動
を
し
て
い
る

。
こ
れ

は
生
徒
が
生
活
を
し
て
い
る

岐
阜
と
い
う
地
域
が

、
日

本
の

三
大
都
市
圏
の
１
つ

に
あ

り
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
な
っ
て

い
る
か
ら
で
あ

る
。
ま

た
、

高
速
交
通
網

を
利
用
す
る

機
会
は
、
長
期
休
暇
の
旅
行
や
帰
省
な
ど

の
長
距
離
移
動

が
ほ
と
ん
ど

で
あ

る
。

こ
の
よ
う
な
生
徒

が
、
高
速
交
通
網
の
整
備

に
よ
っ
て

地
域

で
生
活
す
る
人
々
の
暮

ら
し

が
変
容
し
て
き
た
こ
と
や

、
地
域
に
影
響

を
与
え

て
い

る
こ
と
を

理
解
で
き
る
よ

う
に
す
る
。
次
に
、

交
通
・
通
信
網

の
発
展

が
人
口
の

過
密

や
過
疎
の
問
題
と
密
接
に

関
わ
る
こ
と

や
、
地
域
間
の
結
び
付
き

が
生
み
出
す
課

題
に

つ
い
て
、

多
面
的
・
多
角

的
に
考
察

す
る

。
そ
し
て
、
交
通
・
通
信
網
の
在
り
方
を
捉
え
直
し
、
地
域
的
特
色
や

地

域
の
課
題
を
自
分
の
生
活
と
関
連
付
け
な
が
ら

考
え
る
生
徒
を
育
成

す
る
。

（
３
）
指
導
に
つ
い
て

本
単
元
の
終
末
に
は
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題

を
設
定
し
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は

何
に
ど
ん
な
影
響
を

も
た
ら
す
と
言
え
る
の
か
を
考
え

、
表

現
す

る
活
動
を
位
置
付
け

る
。
そ
の
活
動

を
通
し
て
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が
つ

く
り

出
す
新
た
な
人
の
結
び
付

き
や
地
域
の
結
び
付
き
が
、
産
業
を
発
展
さ
せ
、
人
々
の

暮
ら
し

の
利
便
性
の
向
上

や
、

都
市
へ
の
人
口
の
集
中
や
村
落
の
過
疎
化
に
も
影
響
を

及
ぼ

す
こ
と

を
理
解
し
、
交
通

網
の
整
備
が
も
た
ら
す
様
々
な
影
響
を
考
察
し

て
表
現

す
る

姿
を
目
指
す

。
そ
の
た
め

に
、

こ
れ
ま
で
過
疎
・

過
密
の
問
題
に
つ
い
て
考
え

る
際
に

は
地
域
の
生
活
文
化
や
産

業
と
深
い
関
係
が
あ
る
こ
と

を
扱
い
、
産
業
を
中
心
と

し
た

考
察
の
仕
方

で
は
産
業
の

振
興
と

環
境
保
全
と
の
両
立

な
ど
持
続
可
能
な
社
会
づ

く
り

が
地
域
の
課
題
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を

、
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る
こ
と

が
で
き

る
よ
う
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
編
成
し
、
指
導

し
て
き
た
。
そ
し
て

本
時
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
内
容
を
踏
ま
え
、
交

通
網
の

発
展
に
よ
る
人
や

地
域
の
結
び
付
き
の
変
化
を

多
面

的
・
多
角
的
に
考
察

す
る

中
で

見
ら
れ
る
個
々
の
価
値
観
を
対
話
す
る

活
動
を
位

置
付

け
る
。

そ
し
て
、
そ
の
活

動
を
通
し
て

、
交
通
・
通
信
網
の
発
展
に
内
在
す
る
多

様
な

価
値
観
に
気
付
き
、
人
々

の
暮
ら
し
を
交
通
や
通
信
か
ら
見
直
そ
う
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
指
導
す
る
。
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３
単
元
指
導
計
画

学
年

第
８
学
年

単
元
名

日
本
の
諸
地
域

中
国
・
四
国
、
関
東
地
方

～
交
通
網
と
人
々
の
暮

ら
し

～
（
全

時
間
）

単
元
で
育
む
資
質
・
能
力

・
関
東
地
方
、
中
国
・
四
国

地
方
に
つ
い
て
の
地
域
的
特
色
や

交
通
・
通
信
に
関
わ
る
社
会
的

事
象

、
そ
れ
に

関
連
す
る
地
域
の
課
題
を
理
解

す
る
こ
と
が
で
き

る
。
〔
知
識
及
び
技

能
〕

・
交
通
・
通
信
の
成
立
条
件
を
地
域
の
広

が
り
や
地
域
内
の

結
び
付
き

、
人
々
の
対
応
な
ど
に
着
目

し
て
考
え

、
他
の
事

象
や
そ
こ
で
生
ず
る
課
題
と
有
機
的
に
関

連
付
け
て
多
面

的
・
多
角
的
に
考
察

、
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る

。
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕

・
交
通
・
通
信
に
関
わ
る
社
会
的
事
象

か
ら
、
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
を
視
野
に
そ
こ
で
見
ら
れ
る
課
題
を
主
体
的
に
追
究

す
る
こ
と
が
で
き
る

。〔
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
〕

時
主
な
学
習
活
動
と
ね
ら
い

評
価
規
準

①

第
１
時
：
『
問
い

』
の
設
定

み
ん
な
で
考
え
た
い

『
問
い

』
は
何
か

。

・
関
東
地
方
、
中
国
・
四
国
地
方
の
特
色
を
踏
ま
え
て
、
興
味
・
関
心
、
疑
問
を

基
に
、
探
究

テ
ー
マ
を
踏
ま
え
た

『
問
い
』
を
つ
く
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

関
東
地
方
、
中
国
・
四
国
地
方
の
特
色
を
踏
ま
え
て
、
興
味
・
関
心
、

疑
問
を
も
と
に
、
探
究
テ
ー
マ
を
踏
ま
え
た
「
問
い
」
を
つ
く
り
出

し
て

い
る
。
［
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
］

② ③

第
２
・
３
時
：
関
東
地
方
の
白
地
図
づ
く
り

関
東
地
方
に
は
、
ど
の
よ
う
な
特
色
が
あ
る
か

。

・
関
東
地
方
に
つ
い
て

、
人
口
分
布
図
や
統
計
グ
ラ
フ
な
ど
の
資
料
か
ら
概
観
し

、
基
礎
的
・

基
本
的
な
知
識
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
る

。

山
地
に
囲
ま
れ
た
広
大
な
平
野
と
特
色
あ
る
気
候

、
日
本
最
大
の
人
口

密
集
地
域
、

日
本
の
交
通
と
通
信
の
中
心
地
な
ど
の
特
色
を
理
解
し

、
そ

の
知
識
を
身
に
付
け
て
い
る
。
［
知
識
・
技
能
］

④ ⑤

第
４

・
５
時
：
中
国
・
四
国
地
方
の
白
地
図
づ
く
り

中
国
・
四
国
地
方
に
は
ど
の
よ
う
な
特
色
が
あ
る
か

。

・
中
国
・
四
国

地
方
に
つ
い
て

、
人
口
分
布
図
や
統
計
グ
ラ
フ
な
ど
の
資
料
か
ら
概
観
し

、
基

礎
的
・
基
本
的
な
知
識
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

自
然
環
境
の
異
な
る
三
つ
の
地
域

、
盛
ん
な
農
業

、
人
々
の
生
活
や
産

業
を
変
え
た
交
通
・
通
信
網
の
整
備
、
瀬
戸
内
に
集
中
す
る
人
口
な
ど
の

特
色
を
理
解
し

、
そ
の
知
識
を
身
に
付
け
て
い
る
。
［
知
識
・
技
能
］

⑥

第
６

時
：
世
界
と
結
び
付
く
首
都
東
京
と
交
通

日
本
の
首
都
東
京
に
は
ど
の
よ
う
な
特
色
が
あ
る
か

。

・
東
京
に

中
枢
機
能

が
集
中
し

、
日
本
や
世
界
各
地
と
の
結
び
付
き
が
強
い
こ
と

に
気
付
き
、

首
都
と
世
界
の
国
々
と
の
結
び
付
き

を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

関
東
地
方
と
世
界
と
の
結
び
付
き
に
つ
い
て

、
在
留
外
国
人
数

、
大
使

館
の
分
布
な
ど
の
資
料
を
基
に

、
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し

、
表
現
し

て
い
る
。
［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

⑦

第
７

時
：
東
京

大
都
市
圏

の
暮
ら
し
と

交
通

東
京
大
都
市
圏

の
暮
ら
し

に
は
ど
の
よ
う
な
結
び
付
き
が
あ
る
か

。

・
東
京
大
都
市
圏
に
お
け
る
都
心
部
と
郊
外
の
人
口
動
態
に
着
目
し

、
そ
の
結
び
付
き
と
課
題

に
つ
い
て

理
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
の
都
心
部
と
郊
外
の
関
係
に
つ
い
て

、
通
勤
・
通
学
や
都
市
機
能

の
分
散
、
交
通
網

の
特
色
を
理
解

し
、
そ
の
知
識
を
身
に
付
け
て

い
る
。

［
知
識
・
技
能
］
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⑧ ⑨

第
８
・
９

時
：
本
州
四
国
連
絡
橋
の
整
備
と
人
々
の
暮
ら
し

本
州
四
国
連
絡
橋

に
よ
っ
て

中
国
・
四
国
地
方
に

は
ど
の
よ
う
な
変
化

が
あ
っ
た
か
。

・
中
国
・
四
国
地
方
の
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て

、
地
図
、
写
真
、
統
計
な
ど
の
具
体
的
な
資

料
を
通
し
て
、
利
点
と
課
題
の
両
面
か
ら
考
察
す
る

こ
と
が
で
き

る
。

高
速
道
路
や
橋

な
ど
の

交
通
網
の
整
備
を

、
移
動
時
間
の
短
縮
や
ス
ト

ロ
ー
現
象
な
ど
と
関
連
付
け
て

利
点
と
課
題
を
考
察
し
、
表
現

し
て
い
る
。

［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

⑩ ⑪ ⑫ 本 時

第
・

・
時
：
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
整
備
と
人
々
の
暮
ら
し

【
Ｐ

課
題
】
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
何

に
ど
ん
な
影
響
を

も
た
ら
す

と
言
え
る
の
か
。

・
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
、
日
本
に
何
を
も
た
ら
す
と
言
え
る
の
か
を
追
究
す
る
活
動
を
通
し

て
、
高
速
交
通
網
の
整
備
に
よ
っ
て
人
の
行
き
来
が
盛
ん
に
な
り
、
地
域
や
日
本
全
体
の
産

業
が
発
展
す
る
一
方
で
、
村
落
に
お
け
る
過
疎
化
が
深
刻
に
な
る
こ
と
な
ど
と
関
連
付
け
、

交
通
網
の
整
備
が
も
た
ら
す
様
々
な
影
響
を
考
察
し
、
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
、
日
本
に
何
を
も
た
ら
す
と
言
え
る
の
か
を
追
究
し
、
交
通
網
の
整

備
が
も
た
ら
す
様
々
な
影
響
を
考
察
し
、
表
現
す
る
こ
と
す
る
活
動
を
通
し
て
、
交
通
網
の

整
備
に
内
在
す
る
多
様
な
価
値
観
に
気
付
き
、
人
々
の
暮
ら
し
を
交
通
や
通
信
か
ら
見
直
そ

う
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

交
通

網
の

整
備

に
よ

っ
て

人
の

行
き

来
が

盛
ん

に
な

る
こ

と
に

着
目

し
、
交
通
網
が
も
た
ら
す
様
々
な
影
響
を
考
察
し
、
表
現
し
て
い
る
。［

思

考
・
判
断
・
表
現
］

交
通
・
通
信
網
の
発
展
に
内
在
す
る
多
様
な
価
値
観
に
気
付
き
、
人
々

の
暮
ら
し
を
交
通
や
通
信
か
ら
見
直
そ
う
と
し
て
い
る
。［

主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
む
態
度
］

単
元
で

自
己
実
現
に
向
か
う

た
め
の

資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿

問
題

解
決

力

社
会
的
事
象
に
関
す
る
知
的
好
奇
心
、
興
味
・
関
心
や
疑
問
、
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
見
通
し
を
も
ち
、
探
究
的
・
対
話
的
な
学
び
を
通
し

て
、
論
理
的
・
批
判
的
に
解
決
を
図
る
姿
。

・
『
問
い

』
や
課
題
を
解
決
す

る
見
通
し
を
も
ち
、
探
究
的
な
学
び
を
通
し
て
、
獲
得
し
た

情
報
を
効
果
的
に
使
用
し
て
、

交
通
網
の
発
展
が
も
た
ら
す

様
々
な
影
響
を
考
察
し
、
表
現

す
る
姿
。

関
係

構
築

力

よ
り
よ
い
方
策
・
社
会
の
在
り
方
を
創
造
す
る
た
め
に
、
社
会
科
的
事
象
に
関
す
る
自
身
の
考
え
を
伝
え
、
他
者
の
考
え
を
聴
き
、
互
い
に
認
め
合
っ

て
い
く
姿
。

・
『
問
い

』
の
対
話
を
通
し
て
、

交
通
・
通
信
に
関
わ
る

他
者
の
価
値
観
や
そ
れ
に
関
わ
る
経
験
を
共
感
的
に
聴
く
姿
。

貢
献

す
る

人
間

性

既
存
の
社
会
の
在
り
方
等
を
見
直
す
こ
と
も
含
め
、
社
会
的
事
象
に
関
す
る
自
他
と
の
対
話
を
通
し
て
、
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
る
こ
と
で
、
と
も
に
生

き
る
社
会
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
姿
。

・
交
通
・
通
信
に
関
わ
る
社
会
的
事
象
に
関
す
る
自
他
と
の
対
話
を
通
し
て

、
他
者
の
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
、
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
を
視
野
に

交
通
・

通
信
の
視
点
か
ら
地
域
に

見
ら
れ
る
課
題

等
を

見
つ
め
、

主
体
的
に
追
究
し
よ
う
と
す
る
姿
。

自
己
実
現
に
向
か
う

た
め
の

資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿
の

見
届
け
の
視
点
と
手
立
て

問
題

解
決

力
・
社
会
科
に
お
け
る
見
方
・
考
え
方
、
既
習
学
習
を
用
い
て
『
問
い
』
や
課
題
、
実
社
会
の
問
題
等
の
解
決
に
取
り
組
む
場

に
お
け
る
、
学
ん
だ
こ
と
を
生

か
し
た
り
、
自
分
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
柔
軟
に
変
え
た
り
し
て
、

多
面
的
・
多
角
的
に
考
察

す
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
へ
の
記
述
や
交
流
時
の
言
動

。

関
係

構
築

力
・
他
者
の
主
張
（
価
値
観
）
を
共
感
的
に
聴
き
、
受
け
入
れ
、
自
己
の
主
張
を
再
構
築
す
る
場

に
お
け
る

、
対
話
の
中
で
他
者
の
考
え

を
分
か
ち
合
っ
た
り
、

折
り
合
い
を
つ
け
た
り
し
た
こ
と
を
記
述
し
た

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

の
内
容
や
交
流
時
の
言
動

。

貢
献

す
る

人
間

性
・
自
身
の
成
長
、
新
た
な
知
的
好
奇
心
、
興
味
・
関
心
、
疑
問
等
に
気
付
く
た
め

に
単
元
終
末
で
振
り
返
り
の
場

に
お
け
る
、
社
会
へ
敬
意
を
抱
い
た
り
、

交
通
・
通
信
に
対
す
る
考
え

が
変
容

し
て
い
る
自
分
を
認
め
た
り
し

こ
と
を
記
述
し
た

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

の
内
容
や

交
流
時
の
言
動

。
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４
教
科
に
か
か
わ
る
本
時
の
ね
ら
い

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

は
、
何

に
ど
ん
な
影
響
を
も
た
ら
す
と
言
え
る
の
か
を
追
究

し
、
交
通
網
の
整
備
が
も
た
ら
す
様
々
な
影
響
を
考
察
し
、
表
現
す
る
活
動
を
通
し
て
、
交
通
・
通

信
網
の
発
展
に
内
在
す
る
多
様
な
価
値
観
に
気
付
き

、
人
々
の
暮
ら
し
を
交
通
や
通
信
か
ら
見
直
そ
う
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
〔
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

〕

５
本
時
の
展
開
（

）

児
童
生
徒
の
学
習
活
動

教教
師師

のの
手手
立立
てて
とと
見見
届届
けけ

１
Ｐ
課
題
、
各
グ
ル
ー
プ
の
主
張

と
各
主
張
に
対
す
る
意
見

を
確
認
す
る

・
東
京
と

大
阪
を
今

ま
で
よ

り
も
短

時
間
で
結

ぶ
こ

と
が
で
き

る
か
ら

、
暮
ら

し
が
便

利
に
な

る
だ

け

で
な
く
、

産
業
が
発
展
し
都
市
も
発
展
す
る
。

・
さ

ら
に

三
大

都
市

圏
に

人
口

が
集

中
す

る
こ

と

で
、
都
市
問
題
と
、
地
方
の
過
疎
化
が
今
よ
り
も
課

題
と
な
る
。

・
東
京
と
大
阪
を
結
ぶ
新
幹
線
が

本
あ
る
こ
と
に

な
り
、
移
動
で
き
る
範
囲
が
広
が
る
か
ら
、
日
本
全

体
の
観
光
業
が
盛
ん
に
な
る
と
言
え
る
。

・
新
幹
線

の
沿
線
に

あ
る
地

域
と
そ

う
で
な
い

地
域

と
の
格
差

が
広
が

る
心
配

が
あ
る

。
沿
線

地
域

の

環
境
問
題
や
都
市
問
題
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

２
論
点
を
整
理
し
、
対
話
を
焦
点
化
す
る

・
利
便
性
の
向
上
や
産
業
の
発
展
の
裏
で
、
過
密
や
過
疎
の
問
題
が
あ
る
。
で
も
ど
う
し
て
人
々
は
利
便
性
を
追

求
す
る
の
か
。
ま
た
、
ど
う
し
て
人
々
は
都
市
に
魅
力
を
感
じ
る
の
か
。

３
単
元
導
入
時
に
設
定
し
た
「
問
い
」

と
の
関
連
を
見

い
だ

し
、
対
話
す
る

・
移
動
時
間
の
こ
と
だ
け
考
え
れ
ば
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が
も
た
ら
す
よ
い
影
響
は
た
く
さ
ん
あ
る

。
け
れ
ど
、

環
境
問
題
や
人
口
の
問
題

だ
け
で
な
く

、
地
域
の

生
活
や

文
化
な
ど
の
こ
と
も

考
え
る

こ
と
が
大
事
だ
か
ら
、

駅
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
岐
阜
に
も
駅
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
は
岐
阜
県
内
で
も
不
利
益
を
受
け
る
人
が

い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

考
え
て
い
き
た
い
。

・
日
本
全
体
で
考
え
る
と

高
速
交
通
網
の
整
備
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
産
業
が
発
展
し
、
暮
ら
し
が
便
利
で
豊
か
に

な
っ
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
沿
線
地
域
の
環
境
問
題
や
都
市
問
題
、
沿
線
に
な
い
地
方
の
過
疎
化
に
、

ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
行
く
べ
き
な
の
か
。
画
一
的
な
社
会
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
地
域
の
特
色
が
見
え
に

く
く
な
っ
た
り
、
失
わ
れ

た
り
す
る

可
能
性
が
あ
る
。

４
振
り
返
り
を
行
う

【
Ｐ
課
題
】
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
、

何
に
ど
ん
な
影
響

を
も
た
ら
す
と
言
え
る
の
か

。

リ
ニ

ア
中

央
新

幹
線
を

通
し

て
、
交

通
網

か
ら

地
域
の

産
業

や
人
口

な
ど

を
改
め

て
考

え
る
こ

と
が

で
き

た
。
最
初
は
、
交
通
網
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
は

便
利
で

豊
か
に
な
る
こ
と
だ

と
考
え
て
い
た
け
れ
ど
、
交
通
網

は
地
域
を
大
き
く
変
え
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
だ
と
改
め
て
感
じ
た
。
自
分
の
住
む
地
域
の
交
通
網

が
地
域
の

暮
ら
し
に
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て

い
る
か
、

こ
れ
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

（（
●●
教教
科科
のの
資資
質質
・・
能能
力力

○○
自自
己己
実実
現現
にに
向向
かか
うう
資資
質質
・・
能能
力力
））

○
●

自
分

の
グ

ル
ー

プ
の

考
え
に

つ
い

て
の
理

由
付

け
や
根

拠

を
丁
寧
に
問
い
返
す
こ
と
で
、
思
考
の
過
程
を
表
現
で
き
る

よ
う
援
助
す
る
。

研
究
に
か
か
わ
っ
て

【
見
届
け
の
視
点

】

学
習

課
題

を
産

業
の
発

展
や

人
口

の
問
題

、
地

域
間
の

格
差

と
関

連
付

け
な

が
ら
考

え
、

表
現

す
る

姿
を
記

述
や
発

言
か

ら
見
届
け
る
。（

問
題
解
決

力
）

〇
●
生
徒
が
学

び
と
単
元
導
入
時
の
「
問
い
」
と
の
関
連
を
見
出

す
場
を
位
置
付
け
る
こ
と
で

、
単
元
の
学
び
を
振
り
返
る
と

と
も
に
、
自
分
の
生
活
経
験
と
結
び
付
け
て
対
話
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

〇
●
対
話
に
よ
っ
て

学
び
が
よ
り
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
交
流
の
際

に
は
、
教
師
が
意
図
的
に
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
を
行
い
、
内
容

を
伝
え
合
う
だ
け
で
な
く
、
質
問
や
意
見
交
流
を
積
極
的
に

行
え
る
よ
う
に

声
を
か
け
、

対
話
す
る

姿
を
価
値
付
け
る
。

〇
●

自
分

の
考

え
の

変
容

を
振
り

返
る

こ
と
が

で
き

る
よ
う

に

記
述
や
板
書
か
ら
振
り
返
る
こ
と
を
促
す
。

【
評
価

規
準
】

交
通

・
通

信
網
の

発
展
に

内
在

す
る
多

様
な

価
値
観

に
気

付
き

、
人

々
の

暮
ら
し

を
交

通
や

通
信
か

ら
見

直
そ
う

と
し

て
い
る

。

［
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

］
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【【
公公

開開
ⅠⅠ
】】
９９

年年
３３

組組
社社
会会
科科

学学
習習
指指
導導
案案

南南
舎舎

２２
階階
多多
目目
的的
ホホ

ーー
ルル

岸岸
周周
吾吾

１
単
元
名

私
た
ち
と
政
治

～
民
主
政
治
と
政
治
参
加
～

２
指
導
の
立
場

（
１
）
題
材
に
つ
い
て

本
単
元
は
、「

２
内
容

私
た
ち
と
政
治
」（

２
）
ア
（
ア
）（

イ
）、

イ
（
ア
）
に

基
づ
く
単
元
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
対
立
と
合
意
、
効
率
と
公
正
、
個
人
の
尊
重
と
法

の
支
配
、
民
主
主
義
な
ど
に
着
目
し
て
、
課
題
を
追
究

し
た

り
解
決
し
た
り
す
る
活
動

を
通
し
て
、
国
会
を
中
心
と
す
る
我
が
国
の
民
主
政
治

の
仕

組
み
の
あ
ら
ま
し
や
政
党

の
役
割
を
理
解
し
た
り
、
議
会
制
民
主
主
義
の
意
義
、

多
数

決
の
原
理
と
そ
の
運
用
の

在
り
方
に
つ
い
て
理
解
し
た
り
す
る

。
「

私
た
ち

と
政
治

」
の
学
習
に
お
い
て
最
も

大
切
に
す
べ
き
こ
と
は
、

生
徒
に
「

地
方
自
治
や
我
が

国
の

民
主
政
治
の
発
展
に
寄
与

し
よ
う
と
す
る
自
覚
や
住
民
と
し
て
の
自
治
意
識
の
基
礎
を
育
成
す
る

こ
と

」
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
民
主
政
治
の
推
進
と
公
正
な
世
論
の
形
成

や
選

挙
な
ど
国
民
の
政
治

参
加

と
の
関
連
に
つ
い
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
、
構
想
し
、
表
現
す
る
。

ま
た
、
本
単
元
は

第
６
学
年
の
「
２
内
容
」（

１
）
ア
（
ア
）
と
イ
（
ア
）
と
も
関
係

し
て
い
る
。
生
徒
は

、
国
会
が
国
権
の
最
高
機
関
で
あ

り
、

国
の
唯
一
の
立
法
機
関
と

し
て
法
律
の
制
定
や
予
算
の
議
決

、
条
約
の
承
認
な
ど

を
行

っ
て
い
る
こ
と

、
内
閣
が

国
の
行
政
権
を
も
ち
、
法
律
や
予
算
に
も
と
づ
い
て
実
際
の
政
治
を
行
っ
て
い
る
こ
と

、

裁
判
所
が
司
法
権
を
も
ち

、
法
律
に
も
と
づ
い
て
裁
判

を
行

っ
て
い
る
こ
と
を
取
り
上

げ
、
三
権
が
そ
れ
ぞ
れ
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

こ
と

や
、
三
権
が
相
互
に
関
連

し
合
っ
て
い
る
こ
と
を

第
６
学
年
で

学
習
し
て
い
る
。

ま
た

、
選
挙
は
国
民
の
代
表
者

を
選
出
す
る
大
切
な
仕
組
み
で
あ
る
こ
と

、
国
民
の
代

表
者

と
し
て
選
出
さ
れ
た
国
会

議
員
は
国
民
生
活
の
安
定
と
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
こ
と

、
国
民
は
代
表
者

を
選
出
す
る
た
め

、
選
挙
権
を
行
使
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と

を
多
面
的
・
多
角
的
に
考

察
し
、
構
想
し
、
表
現
す
る
経
験
を
得
て
い
る

。

さ
ら
に
は
、「

２
内
容

私
た
ち
の
政
治
」（

１
）
人
間
の
尊
重
と
日
本
国
憲
法
の
基

本
的
原
則
ア
（
ア
）
～
（
エ
）、

イ
（
ア
）
に
も
関
係
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
本
単
元
で
取

り
扱
う
現
代
の
民
主
政
治
や
社
会
は
、
基
本
的
人
権
の

理
念

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
成
立

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
単
元
は
前
期
課
程
・
後

期
課

程
の
学
習
内

容
を
踏
ま
え
た
、
中
長

期
的
な
視
野
に
立
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
求
め
ら
れ

る
単
元
で
あ
り
、

系
統
的

か
つ
発
展
的
に
学
び
を
進
め
る
機
会
が
存
在
す
る
魅
力
的
な
題
材
で
あ
る

。

（
２
）
児
童
生
徒
に
つ
い
て

生
徒
は

社
会
科
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の

学
び
に

お
い
て
、

社
会
的
事
象
に
関
す
る
、

自
ら

の
知
的
好
奇
心
、
興
味
・
関
心
、
疑
問

等
を
基
に
し
て
『
問
い

』
を
立
て
、『

問
い
』

の
解
決
や
対
話
を
経
て
き
た

。
そ
し
て
、『

問
い

』
に
対
す
る
納
得
解
や
最
適
解
を
導
く

経
験
だ
け
で
な
く
、
『
問
い

』
の
連
続
性
に
触
れ
、
「
さ
ら
に

、
「

問
い
」
が
生
ま
れ
て
、

わ
か
ら
な
く
な
っ
た

…
」
と
い
う
複
雑
な
感
情
を

抱
く

経
験

も
重
ね
て
い
る

。
ま
た
、

『
問
い

』
だ
け
で
な
く
、
生
徒
の
文
脈
を
い
か
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を
通
し
て
、

必
要
な
情
報
を
取
捨
選
択
し
整
理
し
て
ま
と
め
た
り
、

そ
れ

ら
の
情
報
か
ら
根
拠
を
基

に
自
身
の
主
張
を
構
成
し
た
り
す
る
経
験
も

し
て
い
る

。
社

会
的
事
象
を
多
面
的
・
多

角
的
、
批
判
的
に
思
考
し

、
対
話
し

て
き
た

第
学
年
の
生
徒
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ

、

本
単
元

を
通
し
て
「
民
主
主
義

と
は
何
か
？

」
を
如
何
に
し
て
創
り
あ
げ
る
か
、「

…
か

ら
私
は
、

民
主
主
義
と
は
…

」
と
い
う
根
拠
に
導
か
れ

た
社

会
認
識
の
基
、
さ
ら
に
も

う
一
歩
、
学
び
を

深
め
、
広
げ

よ
う
と
す
る

生
徒
の
意
識
、
姿
を
期
待
し
た
い
。
そ
の
よ

う
な
姿
は
、

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む

態
度
を
体
現

し
た

生
徒
の
姿
で
あ
り

、
と
も

に
生
き
る
社
会
を
創
造
す
る
た
め
に
必
要
な
人
間
性
を
兼
ね

備
え
た
生
徒
の
姿
で
あ
る
。

（
３
）
指
導
に
つ
い
て

本
時
は
、
本
校
社
会
科
部
研
究
主
題
に
も
あ
る

「
と
も
に
生

き
る
社
会
を
創
造
す
る

生
徒
」
の
育
成
に
つ
な
が
る

、
考
え
続
け
る
「
き
っ
か
け
」
を
提
供
す
る
。
そ
の
た
め
に

も
、
生
徒
が
自
ら
『
問
い

』
を
立
て
、
探
究
し
、
根
拠
を
明
確
に
し
て
主
張
し
、
多
様
な

価
値
観
を
も
つ
他
者
と
の
対
話

の
経
験
を
意
図
的
に
構

成
す

る
。

本
時
は
、
岐
阜
市
に

あ
る

旧
南
庁
舎

跡
地
の
活
用
方
法
を
考
え
る
こ
と
を
通
し
て
、「

民
主
主
義
と
は
何
か
？
」

に
迫
る
授
業
と
し
て
本
実
践
を
設
定

す
る
。

ガ
ー
ト
・
ビ
ー

ス
タ
（

）
は
、

「
民
主
主
義
は
実
際
に
危
機
に
あ
る
」
と
指
摘
す
る
一

方
で

、
意
見
の
一
致
だ
け
で
な

く
、
不
一
致
（
デ
ィ
セ
ン
サ
ス
）
を
踏
ま
え
た
、
学
校
教
育
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
経

験
」
を
い
か
に
し
て
提
供
で
き
る
か
が

、
私
た
ち
教
師

に
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と

と
述

べ
て
い
る
。

私
た
ち
の
社
会
に
お

い
て
民
主
主
義

は
、

意
見

の
一
致
だ
け
で
な
く
、

不

一
致
に
こ
そ
存
在
し
、
成
立
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
自
他
と
の
対
話
を
通
し
て
、
様
々
な

価
値
観
に
触
れ
、
自
身
の
内
面
を
広
げ
て
い
く
「
き
っ
か
け
」
を
得
る
学
び
を
、
実
社
会

か
ら
見

い
だ
し
、
教
材
化
し
て
指
導
・
援
助

す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
証
し

て
い
き
た
い
。
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３
単
元
指
導
計
画

学
年

第
９
学
年

単
元
名

私
た
ち
と
政
治

～
民
主
政
治
と
政
治
参
加
～

（
全

時
間
）

単
元
で
育
む
資
質
・
能
力

・
国
会
を
中
心
と
す
る
我
が
国
の
民
主
政
治
の
仕
組
み
の
あ
ら
ま
し
や
、
政
党
の
役
割
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
〔
知
識
及
び
技
能
〕

（
２
）
ア
（
ア
）
（
イ
）

・
民
主
政
治
の
推
進
と
、
公
正
な
世
論
の
形
成
や
選
挙
な
ど
国
民
の
政
治
参
加
と
の
関
連
に
つ
い
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
、
構
想
し
、
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力

等
〕

（
２
）
イ
（
ア
）

・
民
主
政
治
に

関
す
る
『
問
い
』
へ
の

多
様
な
価
値
観
を
踏
ま
え
、

内
省
す
る

こ
と
で
、

考
え
続
け
る

き
っ
か
け
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
〔
学
び
に
向
か
う
力

、
人
間
性
等

〕

時
主
な
学
習
活
動
と
ね
ら
い

評
価
規
準

①
第
１
時
：『

問
い
』
の
設
定

探
究
テ
ー
マ
「
民
主
主
義
と
私
」
を
踏
ま
え
、
み
ん
な
と
考
え
た
い
「
問
い
」
は
何
か
。

・
 
現
代
の
民
主
政
治
の
特
徴
を
、
資

料
を
参
考
に
大
観
す

る
こ

と
を
通
し
て
、
社
会
的
事
象
に
対

す
る
自
身
の
知

的
好
奇
心
、
興
味
・
関
心
、
疑
問
に
気
付
き
、
探
究
テ
ー
マ
を
踏
ま
え
た
「
問
い
」
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

探
究
テ
ー
マ
を
踏
ま
え
、
社
会
的
事
象
に

関
す
る
自

身
の
知
的
好
奇
心
、
興
味
・
関
心
、
疑
問
を
基
に
「
問

い
」
を
立
て
て
い
る

。［
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
］

②
第
２
時
：
誰
を
市
長
に
選
ぶ
？

市
の
市
長
に
は
、
誰
を
選
ぶ
べ
き
か
。

・
 
工
場
移
転
に
伴
う
跡
地
の
活
用
方

法
を
多
面
的
・
多
角

的
に

考
え
る
こ
と
を
通
し
て
、
土
地
活

用
の
主
張
に
内

在
す
る
自
他
の
価
値
観
に
気
付
き
、
自
身
の
主
張
を
支
え
る
価
値
観
を
自
覚
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

各
々
の
主
張
を
伝
え
合
う
こ
と
を
通
し
て
、
自
身
の

主
張
を
内
省
す
る
こ
と
で
、
優
先
し
て
い
る
価
値
観
を

自
覚
し
て
い
る
。［

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
］

③

第
３
時
：
政
治
と
民
主
主
義

政
治

と
は
何
か
？

・
 
政
治
に
関
わ
る
様
々
な
主
義
や
具

体
的
な
事
例
を
分
析

す
る

こ
と
を
通
し
て
、
政
治
の
特
徴
や

民
主
政
治
の
特

徴
に
気
付
き
、
人
々
が
よ
り
よ
い
社
会
を
創
造
す
る
為
に
大
切
に
す
べ
き
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

政
治
と
は
、
よ
り
良
い
社
会
を
創
り
あ
げ
る
た
め
の

一
つ
の
方
法
で
あ
る
こ
と
を
、
具
体
的
な
政
治
、
主
義

の
事
例
の
考
察

を
通
し
て

理
解
し
て
い
る

。
［
知
識
・
技
能

］

④

第
４
時
：
選
挙
の
意
義
と
仕
組
み

現
代
に
お
い
て
、
選
挙
と
は
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
行
わ
れ
る
の

か
。

・
 
現
代
の
選
挙
制
度
の
特
徴
を

、
資
料
を
参
考
に
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
る
こ
と
を
通
し
て
、
効
率
・
公
正
の
視

点
に
基
づ

く
基
本
原
則
や
選
挙
制

度
の
仕
組
み

に
気
付

き
、

多
種
多
様
な
人
間
が
織
り
な
す
社

会
を
創
造
す
る

た
め
の
制
度
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

現
代
の
選
挙
制
度

は
、
多
種
多
様
な
人
間

が
主
張
す

る
多
様
な
意
見
を
で
き
る
だ
け
多
く
反
映
さ
せ
、
と
も

に
生

き
る

社
会

を
創

造
す

る
た

め
の

制
度

で
あ

る
こ

と
を
理
解
し
て
い
る

。
［
知
識
・
技
能

］

⑤

第
５
時
：
政
党
の
役
割

現
代
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
役
割
が
政
党
に
は
あ
る
の
か
。

・
 
現
代
の
政
党
の

役
割
を

、
諸
資
料
を
参
考
に
考
え
る
こ
と
を
通
し
て
、
効
率
・
公
正
の
視
点
に
基
づ
い
て
政
党
と

い
う
制
度
が
存
在
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
こ
と
に
気

付
き

、
国
民
と
政
治
家
の
双
方
向
の
つ

な
が
り
を
作
る

と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

現
代
の
政
党
が
、
国
民
と
政
治
家
の
双
方
向
の
つ
な

が
り

を
作

る
と

い
う

重
要

な
役

割
を

担
う

こ
と

を
理

解
し
て
い
る

。［
知
識
・
技
能

］

⑥

第
６
時
：
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
世
論

現
代
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
役
割
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
は
あ
る
の
か
。

・
 
現
代
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

の
役
割
を

、
諸
資
料
を
参
考
に

考
え

る
こ
と
を
通
し
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
は
世
論
の
形

成
に
大
き
な
影
響
を
も
っ
て
い
る

こ
と
に
気
付
き
、
様

々
な

立
場
の
人
々
が
効
率
・
公
正
の
視

点
か
ら
主
体
的

に
情
報
を
吟
味
し
て
政
治
と
関
わ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

。

情
報
化
の
進
ん
だ
現
代
社
会
に
お
い
て
、
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
の
役
割
を
踏
ま
え
、
自
身
の
政
治
と
の
関
わ
り
方

を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
、
表
現
し
て
い
る
。

［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

⑦
第
７
時
：
選
挙
の
課
題
と
私
た
ち
の
政
治
参
加

現
代
の
選
挙
に
は
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の

か
。

・
 
現
代
の
選
挙
に
関
す
る
課
題
を
、

諸
資
料
を
参
考
に
考

え
る

こ
と
を
通
し
て
、
効
率
的
で
公
正

な
現
代
の

選
挙

の
歪
や
、
棄
権
の

現
状
に
気
付
き
、
そ
れ
ら
の
課
題

の
解
決
策

を
構
想

す
る
こ
と
が
で
き
る

。

現
代
の
選
挙
に
関
す
る
課
題
を

捉
え

、
そ
の
課
題
に

対
す
る
解
決
策
を
選
択
・
判
断
し
、
表
現
し
て
い
る
。

［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

⑧

第
８
時
：
岐
阜
市

旧
南
庁
舎
跡
地
を
ど
う
活
用
す
る
？

【
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
】
を
、

ど
の
よ
う

に
捉
え
る
か
。

・
 
各
自
の
学
び
の
経
験
を
基
に
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を

吟
味

す
る

こ
と
を
通
し
て
、
自
分
た
ち

で
課
題
に

迫
る

た
め
の

探
究
の
視
点
を
設
定

す
る

大
切
さ
に

気
付
き
、

現
地

で
の
活
動
に
向
け
て
様
々
な

探
究

方
法
を
構
想
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を

捉
え
、
探
究
の
視
点
を
設

定
し
、
探
究
方
法
を
選
択
・
判
断
し
て
い
る
。

［
思
考
・
判
断
・
表
現
］
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⑨ ⑩

第
９
・

時
：
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

近
隣
住
民
や
該
当
で
出
会
っ
た
人
々
は
、

旧
南
庁
舎
の
活
用
を

ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

・
 
岐
阜
市
民
、
周
辺
住
人
の

思
い
を

聞
い
た
り
、
現
地
の
雰
囲
気

を
肌
で
感
じ
た
り
す
る
こ
と

を
通
し
て

、
体
験
や

収
集
し
た
一
次
資
料
の
大
切
さ
に
気
付
き
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を

自
分
事
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

自
身

で
設

定
し

た
探

究
方

法
の

実
施

に
よ

っ
て

多
面
的
・
多
角
的
な

一
次
資
料

を
収
集
す
る
こ
と
で
、
主

張
構
成
へ
の
見
通
し
を
も
っ
て
い
る

。
［
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

］

⑪ ⑫

第
・

時
：

一
次
資
料

等
の
整
理
・

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
に
対
す
る
主
張
の
構
成

手
に
入
れ
た
一
次
資
料
等

を
、
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。

・
 
現
地
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

手
に
入
れ
た
一
次
資

料
の

内
容
を
整
理
す
る
こ
と
を
通
し
て

、
自
身
の
主
張

を
構
成
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報

を
取
捨
選
択
す
る
こ

と
で

、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
に
対
す

る
主
張
の
根
拠

を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

様
々

な
資

料
か

ら
適

切
な

資
料

を
選

択
し

、
多

面
的
・
多
角
的
に
思
考
し
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
に
対

す
る
主
張
を
表
現
し
て
い
る

。
［
知
識
・
技
能

］

⑬ ⑭

第
・

時
：
小
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
主
張
の
交
流
、
主
張
の
再
構
築

仲
間
の
主
張
と
自
身
の
主
張
を
踏
ま
え
る
と
、
何
が
見
え
て
く
る
の
か
。

・
 
課
題
に
対
す
る
各
自
の
主
張
を
交

流
す
る
こ
と
を
通
し

て
、

各
候
補
者
の
公
約
に
は

、
効
率
や

公
正
の
視
点
か

ら
多
種
多
様
な
立
場
の
人
々
の
よ

り
良
い
暮
ら
し
を
創

造
す

る
た
め
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
気
付

き
、

仲
間
と
導
き
出
し
た
「
納
得
解
」
や
「
最
適
解
」
に
内
在
す
る

価
値
観

を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
他
の
主
張
を
踏
ま
え
、
集
団
と
し
て
の
主
張
を
構

想
す
る
こ
と
で
、
仲
間
と
共
に
「
最
適
解
」
ま
た
は
「
納

得
解
」
を
導
き
出
し
、
表
現
し
て
い
る

。
［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

⑮
【
本
時

】
第

時
：
主
張
の
全
体
交
流

～
主
張
の
交
流
か
ら

「
問
い
」
の
対
話

へ
～

【
本
時
参
照
】［

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

］

⑯

第
時
：
単
元
の
ま
と
め

～
３
節
「

地
方
自
治
と
私
た
ち

」
の
学
び
へ

の
接
続
～

１
節
の
学
び
を
踏
ま
え
た
、

探
究
テ
ー
マ

「
民
主
主
義
と
私
」
と
は
。

・
 
本
単
元
の
学
び
を
振
り
返
る
こ
と
を
通
し
て
、
現
代
の
民
主
政
治
に
必
要
な
こ
と
に
気
付
き
、
探
究
テ
ー
マ
「

民
主
主
義

と
私
」
に
関
す
る
自
身
の
意
見
を

構
想

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
身

の
学

び
を

振
り

返
り

、
自

身
の

変
容

を
自

覚
し
、
探
究
テ
ー
マ
「

民
主
主
義

と
私
」
に
対
す
る
考
え

を
、
表
現
し
て
い
る

。
［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

単
元
で

自
己
実
現
に
向
か
う

た
め
の

資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿

問
題

解
決

力

社
会
的
事
象
に
関
す
る
知
的
好
奇
心
、
興
味
・
関
心
や
疑
問
、
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
見
通
し
を
も
ち
、

探
究
的
・
対
話
的
な
学
び
を
通
し
て
、

論
理
的
・
批
判
的
に
解
決
を
図
る
姿
。

・
 
民
主
政
治
に
関
わ
っ
て
、

自
他
と
設
定
し
た
『
問
い

』
か
ら
派
生
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
探
究
方
法
の
吟
味
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
る

一
次
資
料
の
収
集
、
入
手
し
た
情
報
整
理
等
を
通
し
て
、
学
び
方
を
選
択
し
、
情
報
を
効
果
的
に
使
用
し
て
、
連
続
的
に
学
ぶ
姿
。

関
係

構
築

力
よ
り
よ
い
方
策
・
社
会
の

在
り
方
を
創
造
す
る
た
め
に
、

社
会
科
的
事
象
に
関
す
る
自
身
の
考
え
を
伝
え
、
他
者
の
考
え
を
聴
き
、
互
い
に
認
め
合
っ
て

い
く
姿
。

・
 
民
主
政
治
に
関
わ
っ
て
、
自
他
と
設
定
し
た
『
問
い

』
の
対
話
を
通
し
て
、
他
者
の
価
値
観
や
そ
れ

ら
に
関
わ
る

個
人
的
経
験
を
共
感
的
に

聴
く
姿
。

貢
献

す
る

人
間

性
既
存
の
社
会
の

在
り
方
等
を
見

直
す
こ
と
も
含
め
、
社
会
的
事
象
に
関
す
る
自
他
と
の
対
話
を
通
し
て
、
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
る
こ
と
で
、
と
も
に
生

き
る
社
会
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
姿
。

・
 
他
者
を
自
分
と
は
異
な
る
存
在
だ
と
認
め
た
上
で
、
共
感
的
に
聴
き
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て

内
省
し
た
り
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
調
整

し
た
り

す
る
姿
。

自
己
実
現
に
向
か
う

た
め
の

資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿

を
生
み
出
す
た
め
の
手
立
て
と
見
届
け
の
視
点

問
題

解
決

力
・

 社
会
科
に
お
け
る
見
方
・
考
え
方

、
既
習
学
習

を
用
い
て
、『

問
い
』

や
課
題
、
実
社
会
の
問
題

等
の
解
決
に
取
り
組
む
場
の
設
定
に
お
け
る
、
学
ん
だ

こ
と
を
い
か
し
た
り
、
願
い
を
も
っ
た
り
、
自
分
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
柔
軟
に
変
え
て
い
っ
た
り
す
る

交
流
時
の
言
動
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
へ
の
記
述
。

関
係

構
築

力
・

 様
々
な
立
場
の
人
へ
思
い
を
馳
せ
、
想
像
し
た
り
、
他
者
の
主
張
（
価
値
観
）
を
共
感
的
に

聴
い
た
り
す
る
こ
と
で

、
受
け
入
れ
、
自
己
の
主
張
を
再
構

築
す
る
場
の
設
定

に
お
け
る
、
折
り
合
い
を
つ
け
た
り
、
寄
り
添
っ
た
り
、
分
か
ち
合
っ
た
り
す
る

交
流
時
の
言
動
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
へ
の
記
述
。

貢
献

す
る

人
間

性
・

 自
身
の
成
長
、
新
た
な
知
的
好
奇
心
、
興
味
・
関
心
、
疑
問
等
に
気
付
く
た
め
の

対
話
、
単
元

終
末
で
の
探
究
テ
ー
マ
に
対
す
る

振
り
返
り
の
場
の
設
定

に
お
け
る
、
自
他
を
認
め
た
り
、
相
手
や
社
会
へ
の
敬
意
を
抱
い
た
り
、
創
造
性
を
発
揮
し
た
り
す
る
交
流
時
の
言
動

や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
へ
の
記
述

。
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４
教
科
に
か
か
わ
る
本
時
の
ね
ら
い

岐
阜
市
の
旧
南
庁
舎

跡
地
の
活
用
方
法
を
多
面
的
・
多
角
的

に
探
究
す
る
こ
と

で
構
成
し
た
主
張
を
交
流
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
跡
地
活
用
の
社
会
問
題
に
内
在
す
る
多
様
な
価
値

に
気
付
き
、
自
分
と
は
根
本
的
に
異
な
る
他
者
の
価
値
観
を
尊
重
し
な
が
ら
、
と
も
に
生
き

よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
こ
と
が
で
き
る

。〔
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

〕

５
本
時
の
展
開
（

）

児
童
生
徒
の
学
習
活
動

教教
師師

のの
手手
立立
てて
とと
見見
届届
けけ

１
 

Ｐ
課
題
を
確
認
し
、
各
グ
ル
ー
プ
の
主
張
を
発
表

し
、
そ
の
発
表
に
対
し
て
質
問
を
す
る

２
 

発
表
と
質
問
で
導
き
出
さ
れ
た
「
価
値
観
」
に
つ
い
て
、
対
話
を

焦
点
化
す
る

３
 

生
徒
が
設
定
し
た
「
問
い
」
を
対
話
す

る

４
 

学
び
の
自
己
評
価
を
行
う

５
 

教
師
か
ら
本
時
の
学
び
に
つ
い
て
話
を
し
て
、
次
の
学
び
へ
と
つ
な
げ
る

【
Ｐ
課
題
】
岐
阜
市
で
は
来
月
、
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
候
補
者
は

さ
ん
、

さ
ん
、

さ
ん
…
。

（（
●●
教教
科科
のの
資資
質質
・・
能能
力力

○○
自自
己己
実実
現現
にに
向向
かか
うう
資資
質質
・・
能能
力力
））

〇
●
本
単
元
を
通
し
て
、
生
徒
が
自
ら
設
定
し
た
「
問
い
」
を
連

続
的

に
学

ん
で

き
た

こ
と

を
踏

ま
え

、
生

徒
の

知
的

好
奇

心
、
興
味
・
関
心
・
疑
問
を
活
用
し
て
さ
ら
に
学
び
を
深
め

る
た
め
に
、
「
Ｐ

課
題
」
か
ら

『
問
い

』
へ
と
、
生
徒
の
学

び
を
接
続
さ
せ
る
対
話
を
構
成
す
る

。
〇
●
主
張
の
交
流
で
は
、
共
感
的
に
聴
く
こ
と
を
促
し
、
生
徒
間

の
評
価
で
は
な
く
質
問
を
す
る
こ
と
で
、
教
室
内
に
リ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
。
ま
た
、
同
時
に
教
師
も
介
入
し
、
発

言
に
内
在
し
て
い
た
「
価
値
観
」
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と

で
、
そ
の
後
の
対
話
に
お
け
る

『
問
い

』
に
接
続
さ
せ
る
。

〇
●
対
話
に
お
い
て
は
、
生
徒
の
個
人
的
経
験
を
語
れ
る
よ
う
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
の
メ
モ
等
を
活
用
さ
せ
る
。

研
究
に
か
か
わ
っ
て

【
手
立
て
と
見
届
け
の
視
点

】
①

 
自
分
た
ち
で
設
定
し
た
『
問
い
』
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
文
脈
を
踏
ま
え
た
上
で
、
個
人
的

経
験

を
語
っ
た
り
、

他
者

の
価

値
観

を
踏

ま
え

た
り

し
て

対
話

す
る

場
の

設
定
。
（
対
話
で
の
言
動
・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
へ
の
記
述
）

②
 
学
び
の
自
己
評
価
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
学
び
を
自
己
評

価
し
、
自
身
の
変
容
・
考
え
の
広
が
り
・
き
っ
か
け
を
得

る
た
め
の
場
の
設
定

。
（
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
へ
の
記

述
・
発

表
で
の
発
言
内
容
）

（
貢
献
す
る
人
間

性
）

〇
●
意
見
の
一
致
（
コ
ン
セ
ン
サ
ス
）
と
意
見
の
不
一
致
（
デ
ィ

セ
ン
サ
ス
）
に
言
及
し
て
い
る
生
徒
の
自
己
評
価
を
発
表
さ

せ
る
こ
と
で
、
「
民
主
主
義
と
は
何
か
？
」
を
授
業
後
も
考

え
る
き
っ
か
け
を
提
供
す
る
。

【
１

】
候
補

都
市
型

公
園
建
設

・
 
こ

の
案

に
は

、
最

大
多

数
の

最
大

幸

福
が

実
現

で
き

る

可
能

性
が

あ
る

と

考
え

て
い

ま
す

。

な
ぜ

な
ら

、
公

園

と
い
う
施
設
…
。

【
２

】
候
補

リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー

建
設

・
 
近

年
、

多
く

の
場

所
で

が
求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。

今
の

世
代

の
幸

福

と
将

来
の

世
代

の

幸
福

の
両

方
を

実

現
で
き
て
…
。

【
４

】
候
補

総
合
福
祉

セ
ン
タ

ー
建
設

・
 
多

く
の

人
が
、

自

分
ら

し
く

よ
り

よ

く
生

き
る

こ
と

が

大
切

で
あ

る
と

…

互
い

の
人

権
を

尊

重
で

き
る

都
市

で

あ
る
こ
と
が
…
。

【
３

】
候
補

体
験
型

テ
ー
マ
パ
ー
ク

建
設

・
 
近

年
は

不
況

が
続

い
て

い
ま

す
。

岐

阜
市

と
い

う
都

市

の
機

能
、

…
雇

用

を
生

み
出

す
こ

と

や
、

人
の

流
れ

を

活
性
化
さ
せ

…
。

・
４

の
近
隣
住
民
の
人
権
を
大
切
に
す
る
と
い
う
考
え
方
に
私
は
賛
成
で
す
。
で
も
、
全
て
の
人
…

〇
皆
の
意
見
…
跡
地
活
用
の
選
択
の
裏
側
に
は
、
…
と
い
う
価
値
観
と
…
と
い
う
価
値
観
が
…
存
在
し

て
い
る
と
思
う
。
…
皆
が
立
て
た
『
問
い
』
の

「
…
」
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
？

・
当
初
、
私
は
…
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
…
私
た
ち
が
実
際
に
現
地
で
出
会
っ
た
人
々
と
話
を
す
る

中
で
、
…
。
私
は
（
私
の
個
人
的
経
験
か
ら
）
、
民
主
主
義
と
は
意
見
の
相
違
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立

つ
主
義
な
の
だ
と
考
え
ま
す
。
で
も
、
私
た
ち
は
意
見
が
異
な
る
こ
と
を
本
能
的
に
嫌
が
り
ま
す
…
。

・
私
は
、
多
様
な
民
主
主
義
の
一
面
を
見
て
い
た
の
だ
と
、

さ
ん
の
意
見
を
聞
い
た
り
、
仲
間
と
対
話

し
た
り
し
て
、
今
、
考
え
て
い
ま
す
。
民
主
主
義
と
い
う
の

は
、

全
て
の
人
の
豊
か
な
生
活
の

た
め

に
、
争
い
ご
と
や
問
題
を
話
し
合
い
、
よ
り
よ
り
解
決
策
を

見
出
し
て
い
く
こ
と
だ
と
、
以
前
の
授

業
で
考
え

ま
し
た
。
実
際
、「

み
ん
な
で
話
し
合
う
こ
と
」
が
「
民
主
主
義
」
と
い
う
も
の
だ
と
、
…

け
れ
ど
、
今
日
の
授
業
を
通
し
て
、
一
つ
の
問
題
に
対
し
て
様
々
な
立
場
の
人
の
意
見
が
あ
り
、
…
。

【
評
価
規
準
】

実
社

会
の

問
題

に
内

在
す

る
自

他
の

多
様

な
価

値
観

に
触
れ
る
こ
と
で
、
自
分
と
は
異
な
る
他
者
と
と
も
に
生
き
る

き
っ
か
け
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
。［

主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
む
態

度
］

〇
「
民
主
主
義
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？
そ
れ
を
、
あ
な
た
の
経
験
か
ら
導
き
出
せ
ま
す
か
？
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【
公
開
Ⅱ
】
５
年
３
組

算
数
科
学
習
指
導
案

５
年
３
組
教
室

今
西

賀
寿
真

１
単
元
名

平
均

２
指
導
の
立
場

（
１
）
題
材
に
つ
い
て

第
５

学
年

の
内

容
Ｄ
デ

ー
タ
の

活
用

Ｄ
２

測
定
値

の
平

均
に

も
と

づ
く

単
元
で

あ

る
。
本
単
元
の
主
た
る
ね
ら
い
は

、
「
測
定
し
た
結
果
に
つ
い
て
、
平
均
を
用
い
て
、
そ

れ
を
妥
当
な
数
値
と
し
て
示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。

こ
の
ね
ら
い
を
達
成
す
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
を
大
切
に
し
て
指
導
す
る
。

①
平
均
の
意
味

幾
つ
か
の
数
量
が
あ
っ
た
と
き
、
そ
れ
ら
を
同
じ
大
き
さ
の
数
量
に

な
ら
し
た
値

②
平
均
の
考
え
方

幾
つ
か
の
数
量
を
等
し
く

な
ら
す
こ
と

に
よ
っ
て

見
い
だ
さ
れ
る
値
で
あ
る
こ
と

こ
れ
ら
の
こ
と
を
大
切
に
指
導
し
て
い
く
こ
と
で
、
平
均
の
求
め
方
を
図
や
式
を
用
い

て
考
え
、
説
明
す
る
数
学
的
活
動
を
通
し
て
、
主
張
に
対
す
る
正
誤
の
判
断
を

図
や
既
習

内
容
を
根
拠
に
し
て
筋
道
を
立
て
て
考
え
る
態
度
を

育
む

こ
と
を
ね
ら
っ
て
い
る
。

こ
の
単
元
で
は
、
平
均
を
形
式
的
に
計
算
で
き
る
よ
う
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
平
均
の

意
味
を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
測
定
値
と
し
て
与
え
ら
れ
た
デ
ー
タ
に

は
誤
差
が
伴
う
こ
と
を
認
識
し
、
そ
の
平
均
を
求
め
る
こ
と
で
真
の
値
に
近
づ
く
こ
と
を

学
ぶ
。
そ
の
際
、
飛
び
離
れ
た
値
や
予
想
外
の
値
が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
理
由
を
調
べ

て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で

、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
ら
を
除
い
て
平
均
を
求
め
る
こ
と
を

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
テ
ス
ト
の
点
数
や
試
合
の
得
点
、
歩
幅
を
用
い
た
距
離
の
測

定
な
ど
、
平
均
が
活
用
で
き
る
場
面
を
見

い
だ

し
、
実
際
に
平
均
を
求
め
る
な
ど
の
数
学

的
活
動
を
通
し
て
、
学
習
を
生
活
に
生
か
す
力
も

育
成
し
て
い
き
た
い
。

（
２
）
児
童
生
徒
に
つ
い
て

本
学
年
に
お
け
る
「

目
指
す
論
証
す
る

児
童
生
徒
の

姿
」
は
「

既
に
認
め
ら
れ
た
事
柄

や
定
義
を
根
拠
と
し
て
、
数
学
的
表
現
を
用
い
て
主
張
に
対
す
る
正
誤
の
を
判
断
し
た
り
、

正
し
さ
を
説
明
し
た
り
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
論
証
に
重
点
を
置
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編

成
に
つ
い
て
、
本
単
元
に
お
け
る
数
学
的
な
資
質
・
能
力

を
発
揮
し
た
児
童
生
徒
の

姿
は
以
下
で
あ
る
。

平
均
の
意
味
に
着
目
し
、
平
均
の
求
め
方
を
考
え
説
明
す
る
こ
と
。
ま
た
、
日
常
の
事
象

に
対
し
て
平
均
を
活
用
し
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と

。

本
時
ま
で
に
、
児
童
は
正
し
く
測
定
さ
れ
た

デ
ー
タ
全
体
を
な
ら
し
て
等
し
く
し
た
と

き
の
大
き
さ
が
平
均
で
あ
る

と
い
う
平
均
の
意
味

を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
計
算
に
よ
る

平
均
の

求
め
方
を

習
得
し
て
い
る
。
本
時
は
、
仮
の
平
均
を
用
い
る
こ
と
に
よ
る
工
夫
し

た
平
均
の
求
め
方
を
学
ぶ
。
平
均
の

数
値
の
大
き
な
デ
ー
タ
の
平
均
を
求
め
た
い
と
き
に

は
、
全
体
を
な
ら
さ
な
く
て
も
、
あ
る
基
準
を
適
当
に
定
め
、
そ
の
差
分
で
あ
る
残
り
の

数
量

を
な
ら

す
こ
と

で
も

平
均

を
求

め
る
こ

と
が
で

き
る

根
拠

を
明
ら

か
に
す

る
授
業

で
あ
る
。
ま
た
、
別
の
場
面
で
も
自
分
で

適
当
な
基
準

を
決
め
て
、
同
様
の
計
算
で
平
均

を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る

よ
う
に
す
る
。

本
時
の
学
習
に
お
け
る
「
論
証
」
と
は
、
児
童
が

次
の
よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
論
を
進

め
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

全
体
を
な
ら
し
て
等
し
く
し
た
と
き
の
大
き
さ
が
平
均
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
ど
の
デ
ー
タ

に
も
仮
の
平
均
の
量
は
存
在
す
る
た
め
、
そ
の
分
は
な
ら
す
必
要
が
な

く
、
仮
の
平
均
と

の
差
分
を
な
ら
し
て
仮
の
平
均
を
加
え
る
こ
と
で
、
全
体
を
な
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
こ
の

仮
の
平
均
は
ど
の
よ
う
に
定
め
て
も
よ
い

。

（
３
）
指
導
に
つ
い
て

児
童
は
、
新
し
い
平
均
を
求
め
る
方
法
と
し
て
「
80
+
(
5
+1
4
+
8
+
9
+
1
6
+
2)
÷
6
で
、
平

均
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
な
ぜ
か
。
」
と
い
う
課
題
意
識
を
も
っ
て

追
究
す
る
。

し
か
し
、
上
述
し
た
児
童
の
論
の
進
め
方
は
児
童
に
と
っ
て
容
易
で
は
な
い
。
数
学
的
表

現
を
用
い
て
正
し
さ
を
説
明

す
る
た
め
に
、
以
下
の
よ
う
な
手
立
て
を
講
じ
る
。

①
数
学
的
活
動
を
考
え
た
問
題
設
定
や
明
確
な
判
断
が
で
き
る
課
題
の
設
定

本
時
の
学
習
は
、
前
時
学
習
し
て
い
る
平
均
の
求
め
方
以
外
の
方
法
で
平
均
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
る
学
習
で
あ
る
。
平
均
を
求
め
る
た
め
に
は
、
全
体
を
個
数
で

割
れ
ば
よ
い
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
課
題
化
に
向
か
う
。
ま
た
、
結
論
を
課
題
化
の
前

に
示
し
て
お
く
こ
と
で
、
本
時
の
学
習
の
終
着
点
を
意
識
し
な
が
ら
学
習
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
る

と
考
え
る

。

②
考
え
を
修
正
、
強
化
す
る
た
め
の
工
夫

結
論
に
向
か
っ
て
筋
道

を
立
て
て
論
を
組
み
立
て
る
た
め
に
、
何
を
根
拠
に
平
均
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
い
え
る
の
か

を
机
間
指
導
で
問
い
続
け
る

。
授
業
の
終
末
で

は
、「

基
準
は

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
と
問
う
こ
と
で
、
仮
平
均
の
考
え
方
を

発
展
的
に

考
察
さ
せ
る
。

③
内
省
す
る
場
の
設
定

本
時
、
ど
の
児
童
に
も
ね
ら
い
が
達
成
で
き
た
こ
と
に
実
感
を
与
え
る
た
め
に
、
本
時

の
問
題
の
数
を
変
え
た
問
題
に
取
り
組
む
場
面
を
設
定
す
る
。
ま
た
、
本
時
の
自
分
の
学

習
を
仲
間
と
振
り
返
る
場
を
設
定
す
る
。
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３
単
元
指
導
計
画

学
年

第
５
学
年

単
元
名

平
均
（
全
６
時
間
）

単
元
で
育
む
資
質
・
能
力

・
平
均
の
意
味
と
求
め
方
に
つ
い
て
理
解
し
、
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
〔
知
識
及
び
技
能
〕

・
平
均
の
意
味
に
着
目
し
、
平
均
の
求
め
方
を
考
え
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
日
常
の
事
象
に
対
し
て
平
均
を
活
用
し
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
〔
思
考
力

、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕

・
平
均
の
計
算
の
仕
方
を
、
既
習
の
学
習
を
生
か
し
て
考
え
よ
う
と
す
る
。
ま
た
、
日
常
生
活
や
他
教
科
の
学
習
に
も
平
均
を
使
っ
て
い
こ
う
と
す
る
。
〔
学
び
に
向
か
う
力

、
人
間
性
等
〕

時
ね
ら
い
と
課
題

評
価
規
準

①

い
く
つ
か
の
数
や
量
を
な
ら
し
て
等
し
く
し
た
値
を
求
め
る
活
動
を
通
し
て
、
平
均
の
意
味
と
そ
の
求
め
方
を
理
解
し
、
実
際
に
平
均
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

・
な
ら
し
た
量
を
求
め
る
方
法
を
考
え
よ
う
。

平
均
の
意
味
と
求
め
方
を
理
解
し
、
実
際
に
平

均
を
求
め
て
い
る
。

知
識
・
技
能

②

０
や
外
れ
値
を
含
む
資
料
の
平
均
の
求
め
方
に
つ
い
て
考
え
る
活
動
を
通
し
て
、
目
的
に
応
じ
て
０
を
含
め
て
計
算
し
た
り
、

外
れ
値
を
考
え
ず
に
計

算
し
た
り
す
る
理
由
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
こ
の
資
料
の
平
均
は
、
ど
の
よ
う
に
求
め
れ
ば
よ
い
か
。

目
的
に
応
じ
て
０
を
含
め
て
計
算
し
た
り
、
外

れ
値
を
考
え
ず
に
計
算
し
た

り
す
る
理
由
を
考

え
て
い
る
。

思
考
・
判
断
・
表
現

③

本
時

80
+
(5

+
14

+
8
+
9+

16
+
2)

÷
6

で
平
均
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

理
由

を
考
え
る
活
動
を
通
し
て
、
図
や
平
均
の
意
味
を
根
拠
に
、
平
均
は
仮

の
平
均
を
定
め
て
そ
の
差
分
の
平
均
を

仮
の
平
均
に
加
え
る
こ
と
で
求
め
て
よ
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
80

+
(5

+
14

+
8+

9+
16

+
2)

÷
6

で
平
均
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
な
ぜ
か
。

仮
の
平
均
を
定
め
て
そ
の
差
分
の
平
均
を

仮
の

平
均
に
加
え
る
こ
と
で
平
均
を
求
め
て
よ
い
と

考
え
て
い
る
。

思
考
・
判
断
・
表
現

④

平
均
を
使
っ
て
元
の
資
料
の
大
き
さ
を
求
め
た
り
全
体
の
量
を
推
定
し
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
、
平
均
が
分
か
っ
て
い
れ
ば
全
体
の
量
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
気
付
き
、
平
均
を
活
用
し
て
問
題
解
決
す
る
方
法
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
平
均
を
使
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
量
を
求
め
よ
う
。

平
均
を
活
用
し
て
問
題
解
決
す
る
方
法
を
考
え

て
い
る
。

思
考
・
判
断
・
表
現

⑤

自
分
の
歩
幅
が
分
か
れ
ば
計
器
が
な
く
て
も
お
よ
そ
の
長
さ
を
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
気
付
き
、
教
室
の
縦
と
横
や
廊
下
の
長
さ
を
概
測
す

る
方
法
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
自
分
の
歩
幅
を
使
っ
て
、
学
校
の
中
の
お
よ
そ
の
長
さ
を
求
め
よ
う
。

平
均
を
使
っ
て
歩
幅
を
求
め
、
教
室
の
縦
と
横

や
廊
下
の
長
さ
を
概
測

す
る
方
法
を
考
え
て
い

る
。

思
考
・
判
断
・
表
現

⑥

こ
れ
ま
で
の
学
習
を
振
り
返
り
、
新
た
に
理
解
し
た
知
識
、
問
題
を
解
決
す
る
と
き
の
大
切
な
考
え
方
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
単
元
を
ま
と
め
、
正
し

く
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
た
し
か
め
問
題
に
取
り
組
も
う
。

平
均
の
計
算
の
仕
方
を
理
解
し
、
計
算

し
て
い

る
。

知
識
・
技
能

単
元
で
自
己
実
現
に
向
か
う

た
め
の
資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿

問
題

解
決

力
平
均
の
考
え
方
を
使
っ
て
、
主
張

に
対
す
る

正
誤
の
判
断
を
し
た
り
、
問
題
を
解
決
し
た
り
す
る
姿
。

関
係

構
築

力
主
張
に
対
す
る
正
誤
の
判
断
を
し
た
り
、
問
題
を
解
決
し
た
り
す
る
中
で
、
考
え
の
飛
躍
や
曖
昧
さ
を
指
摘
し
合
っ
た
り
、
受
け
入
れ
た
り
す
る
姿
。

貢
献

す
る

人
間

性
自
分
や
仲
間
の
考
え
を
修
正
強
化
で
き
た
学
習
の
過
程
を
振
り
返
り
、
今
後
の

自
分
の
学
び
方
を
考
え
る
姿
。

自
己
実
現
に
向
か
う
た
め
の
資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿
の

見
届
け
の
視
点
と
手
立
て

問
題

解
決

力
何
を
根
拠
に
判
断
し
た
の
か

、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
問
題
を
解
決
し
た
の
か
を
、
ノ
ー
ト
の
記
述
か
ら
見
届
け
る
。

関
係

構
築

力
ど
の
よ
う
な
立
場
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
話
し
て
い
る
の
か
、
仲
間
と
対
話
す
る
様
子
か
ら
見
届
け
る
。

貢
献

す
る

人
間

性
ど
の
よ
う
に
し
て
自
分
や
仲
間
の
考
え
を
修
正
強
化
で
き
た
の
か
、
そ
の
過
程
を
ノ
ー
ト
の
記
述
や
仲
間
と
の
振
り
返
り
の
対
話
か
ら
見
届
け
る
。
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４
教
科
に
か
か
わ
る
本
時
の
ね
ら
い

80
+
(5

+
14

+
8+

9+
16

+
2)

÷
6

で
平
均
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
理
由

を
考
え
る
活
動
を
通
し
て
、
図
や
平
均
の
意
味
を
根
拠
に
、
平
均
は
仮
の
平
均
を
定
め
て
そ
の
差
分
の

平
均
を
仮
の
平
均

に
加
え
る
こ
と
で
求
め
て
よ
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
〔
思
考
力

、
判
断
力

、
表
現
力
等
〕

５
本
時
の
展
開
（

３
６
）

児
童
生
徒
の
学
習
活
動

教教
師師
のの
手手
立立
てて

とと
見見
届届
けけ

１
本
時
の
学
習
の
見
通
し
を
確
認
し
、
課
題
を
設
定
す
る

〇
今
日
は
こ
の
表
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
の
子
ど
も
の
人

数
の
平
均
を

求
め
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

・
(8
5+

94
+
88

+
89

+
96

+
82
)÷

6
で
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
。

〇
太
郎
さ
ん
は
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。

・
８
０
っ
て
何
な
の
か
な
。
・
こ
の
求
め
方
知
っ
て
い
る
よ
。

○
実
際
に
計
算
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
こ
の
式
で
も
平
均
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
。

・
本
当
に
平
均
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
か
な
。

２
個
人
や
仲
間
と
共
に

追
究
し
て
自
分
な
り
の
結
論
を
出
し
、
全
体
で
確
か
め
る

〇
式
の
最
初
の
数
を

以
外
の
数
に
変
え
て
も
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

・
ど
ん
な
数
で
も
そ
の
数
よ
り
多
い
部
分
だ
け
を
平
均
し
て
そ
の
数
を
加
え
れ
ば
求
め
ら
れ
る
と
思
う
。

・
以
下
の
数
で
な

け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
う
。

・
き
り
の
い
い
数
だ
と
計
算
が
し
や
す
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

〇
こ
の
問
題
の

よ
う
に
、
こ
こ
ま
で
を
な
ら
し
た
と
考
え

る
値
を
「
仮
の
平
均
」
と
い
い
ま
す
。

３
本
時
の
学
習
を
ま
と
め

る

４
評
価
問
題

を
行
う

５
仲
間
と
学
習
を
振
り
返
る

・
初
め
は
、
こ
の
式
で
平
均
が
求
め
ら
れ
る
理
由
が
分

か
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
○
○
さ
ん
が
、
グ
ラ
フ
に

線
を
引
い
て
「
こ
こ
よ
り
下
は
ど
の
学
年
も
人
数
が
い
る
か
ら
、
こ
の
上
の
部
分
だ
け
を
な
ら
せ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
。」

と
言
っ
て
い
た
の
を
聞
い
て
８
０

の
意
味
が
分
か
っ
た
し
、
８
０
よ
り
多
い
部
分
の
平
均
を
求
め
て
８
０
に
足
し
て
も
、
全
体
を
な
ら
し
て
い
る
こ
と
と
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

（
●
教
科
の
資
質
・
能
力
〇
自
己
実
現
に

向
か
う
資
質
・
能
力
）

〇
●
架
空
人
物
の
考
え
に
対
し
て
、
こ
の

方
法

で
も

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
の

は
な
ぜ
か
と
い
う
思
考
の
も
と
、
疑
問

を
全
体
で
確
認
し

、
課
題
化
す
る
。
①

●
「
平
均
と
は
全
体
を
な
ら
し
て
等
し
く

し
た

と
き

の
大

き
さ

の
こ

と
で

あ
る

か
ら
・
・
・
」
と
定
義
を
も
と
に
し
た

考
え
を
価
値
付
け
広
め
る
。
②

●
式

の
最

初
の

数
を

８
０

以
外

の
数

に
変

え
て

も
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

か
問
う
こ
と
で
、
８
０
ま
で
は
す
で
に
な

ら
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
８
０
以

外
に

も
こ

の
考

え
方

を
適

用
す

る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
②

●
評
価
問
題
を
行
い
、
自
分
の
学
習
を
振

り
返

り
な

が
ら

仮
の

平
均

を
使

っ
て

計
算

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。
③

80
+
( 5

+
14

+
8+

9+
16

+
2)

÷
6

で
も

平
均
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

。

80
+
( 5

+
14

+
8+

9+
16

+
2)

÷
6

で
平
均
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
な
ぜ
か

。

仮
の
平
均
よ
り
多
い
部
分
の
平
均
を
仮
の
平
均
に
加
え

る
こ
と
は

、
全
体
を
な
ら
す
こ
と
と

同
じ
こ
と
だ
か
ら

、
こ
の
方
法
で
平
均

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

( 8
5+

94
+
88

+
89

+
96

+
82
) ÷

6
=
89

80
+
( 5

+
14

+
8+

9+
16

+
2)

÷
6
=
80

+
9
=
89

・
両
方
の
共
通
点
、
接
続
部

以
上
の
部
分
の
平
均
を

に
加
え
る
こ
と
で
、
全

体
を

な
ら
す

こ
と

と
同

じ
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

だ
か

ら
、

平
均

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

と
言

え
る
。

【
評
価
規
準
】

仮
の
平
均
を
定
め
て
そ
の
差
分
の
平

均
を
仮
の
平
均

に
加
え
る
こ
と
で
平

均
を
求
め
て
よ
い
と
考
え

て
い
る
。

［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

次
の
表
か

ら
、
各
学

年
の
子

ど
も
の

数
の
平
均

を
自
分

で
仮
の

平
均
を

決
め

て
求
め
ま
し
ょ
う
。

研
究
に
か
か
わ
っ
て
【
見
届
け
の
視
点
】

図
や
表
を
根
拠
に
し
て
考
え

を
明
確
に

し
て
い
る
こ
と
を
ノ
ー
ト
の
記
述

、
仲

間
と
追
究
す
る
姿
や
対
話
か
ら
見
届
け

る
。
（
問
題
解
決
力
）

学
年
（
年
）

７
８

９
人
数
（
人
）

１
１
４

１
２
１

１
０
１

・
図
に
よ
る
説
明

に
線
を
引
く
と
、

ま
で
は
な
ら
さ

れ
て

い
る

と
み

る
こ

と
が

で
き

る
か

ら
、

よ
り
上
の
バ
ラ
バ
ラ
な
部
分
だ

け
を
な
ら

す
こ
と
で
、
全
体
を

な
ら
す

こ
と
と
同

じ
こ
と
が
で
き
て
い

る
。
だ

か
ら
、
平

均
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
て

い
る
と
言
え
る
。

・
表
に
よ
る
説
明

(
5
+
1
4+
8
+
9+
1
6
+2
)
÷
6
の
式
で
、
人
数

か
ら

を
引
い
た

の
平
均
を
求
め
て
い
る
。
そ
の
数
を

に
加
え
る
こ
と
で
、
全
体
を
な
ら
す
こ

と
と
同
じ
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
だ
か

ら
、
平
均
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
と
言
え
る
。
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亮亮

１
単
元
名

分
数
の
わ
り
算

～
真
分
数
÷
真
分
数
（
約
分
な
し
）
～

２
指
導
の
立
場

（
１
）
題
材
に
つ
い
て

本
単
元
は
、
第
６
学
年
の
内
容
Ａ
数
と
計
算
Ａ

１
分
数
の
乗
法
、
除
法
に
も
と
づ
く

単
元
で
あ
り
、
主
た
る
ね
ら
い
は
「
分
数
の
乗
法
及
び
除
法
の
計
算
の
仕
方
を
考
え
、
そ

れ
ら
の
計
算
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
や
数
の
意
味
と
表
現
、
計
算
に
関
し
て
成
り
立

つ
性
質
に
着
目
し
、
多
面
的
に
捉
え
、
計
算
の
仕
方
を
考
え
る
態
度
や
能
力
を
高
め
る
こ

と
」
で
あ
る
。

こ
の
ね
ら
い
を
達
成
す
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
を
大
切
に
し
て
指
導
す
る
。

・
 
除
数
が
分
数
で
も
除
法
が
適
用
で
き
る
こ
と

・
 
除
数
が
分
数
で
あ
る
場
合
の
計
算
の
仕
方
を
、
分
数
に
整
数
を
か
け
る
乗
法
及
び
分

数
を
整
数
で
割
る
除
法
の
考
え
方
を
基
に
し
て
考
え
る
こ
と

本
単
元
に
至
る
ま
で
、
分
数
×
整
数
、
分
数
÷
整
数
、
分
数
×
分
数
に
つ
い
て
、
場
面

を
数
直
線
に
表
し
、
そ
の
数
直
線
を
用
い
て
立
式
し
た
り
、
そ
の
計
算
の
仕
方
を
既
習
内

容
に
帰
着
し
て
明
ら
か
に
し
た
り
し
て
き
た
。
本
単
元
は
こ
れ
ら
と
同
じ
よ
う
に
立
式
し

た
り
、
計
算
の
仕
方
を
明
ら
か
に
し
た
り
す
る
。
特
に
本
単
元
で
は
、
わ
る
数
の
逆
数
を

か
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
形
式
的
な
処
理
が
で
き
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
既
習
の
内
容
を

基
に
し
な
が
ら
そ
の
計
算
の
仕
方
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
数
学
的
活
動
に
重
点
を
置
き
、

筋
道
を
立
て
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
学
習
し
て
き

た
整
数
、
小
数
、
分
数
の
乗
除
は
す
べ
て
分
数
の
乗
法
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
２
）
児
童
生
徒
に
つ
い
て

本
学
年
に
お
け
る
「
目
指
す
論
証
す
る
児
童
生
徒
の
姿
」
は
「
既
に
認
め
ら
れ
た
事
柄

や
定
義
を
根
拠
と
し
て
、
数
学
的
表
現
を
用
い
て
主
張
に
対
す
る
正
誤
の
判
断
を
し
た
り
、

正
し
さ
を
説
明
し
た
り
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
論
証
に
重
点
を
置
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編

成
に
つ
い
て
、
本
単
元
に
お
け
る
数
学
的
な
資
質
・
能
力

を
発
揮
し
た
児
童
生
徒
の
姿

は
以
下
で
あ
る
。

分
数
の
意
味
と
表
現
、
除
法
に
つ
い
て
成
り
立
つ
性
質
に
着
目
し
、
計
算
の
仕
方
を
考

え
、
説
明
す
る
こ
と
。
ま
た
、
整
数
、
小
数
、
分
数
の
乗
法
、
除
法
に
つ
い
て
見
直
し
、

分
数
の
乗
法
と
し
て
統
合
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

本
時
に
至
る
ま
で
、
児
童
は
具
体
的
な
問
題
場
面
か
ら

あ
た
り
の
量
を
求
め
る
こ
と

か
ら
除
数
が
分
数
で
も
除
法
が
適
用
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
本
時
は
、
前

時
明
ら
か
に
し
た
除
法
が
分
数
で
あ
る
式
と
、
分
数
と
整
数
の
乗
除
で
表
さ
れ
た
式
が
等

し
い
関
係
で
あ
る
こ
と
か
ら
学
習
を
始
め
る
。
そ
こ
で
、
本
時
の
学
習
に
お
け
る
論
証
と

は
児
童
が
次
の
よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

分
数
÷
分
数
は
除
数
を
逆
数
に
し
て
か
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
形
式
化
す
る
こ
と
を
見

通
し
、
分
数
÷
分
数
の
式
を
分
数
と
整
数
の
乗
法
と
除
法
の
式
に
帰
着
し
て
、
形
式
化
し

た
形
ま
で
導
く
こ
と

（
３
）
指
導
に
つ
い
て

児
童
は
、「

分
数
の
除
法
は
除
数
の
逆
数
を
か
け
て
計
算
し
て
も
よ
い
の
か
。」

と
い
う

課
題
意
識
を
も
っ
て
追
究
す
る
。
本
時
は
論
証
に
特
化
し
た
単
位
時
間
と
し
て
位
置
付
け

て
い
る
た
め
、
以
下
の
よ
う
な
手
立
て
を
講
じ
る
。

①
数
学
的
活
動
を
考
え
た
問
題
設
定
や
明
確
な
判
断
が
で
き
る
課
題
の
設
定

本
時
は
分
数
の
乗
法
と
同
様
な
展
開
で
あ
る
た
め
、
課
題
化
に
至
る
ま
で
の
過
程
は
児

童
に
と
っ
て
難
し
さ
は
そ
れ
ほ
ど
な
い
と
考
え
る
が
、
根
拠
が
明
確
で
な
い
中
で
分
数
の

除
法
は
被
除
数
の
逆
数
を
か
け
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ

こ
で
、
架
空
人
物
の
考
え
を
提
示
し
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
計
算
し
て
も
よ
い
の
か
と
い
っ

た
課
題
を
設
定
す
る
。
こ
の
よ
う
に
結
論
を
課
題
化
の
前
に
示
し
て
お
く
こ
と
で
、
本
時

の
学
習
の
終
着
点
を
意
識
し
な
が
ら
学
習
を
進
め
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
。

②
考
え
を
修
正
、
強
化
す
る
た
め
の
工
夫

児
童
が
分
数
の
除
法
は
除
数
の
逆
数
を
か
け
れ
ば
よ
い
と
結
論
を
導
い
た

授
業
の
終

末
に
「
除
数
で
あ
る
分
子
の
３
と
形
式
化
し
た
後
の
乗
数
で
あ
る
分
母
の
３
は
同
じ
か
」

と
問
う
。
こ
の
こ
と
で
自
身
の
考
え
の
過
程
を
振
り
返
り
、
考
え
の
飛
躍
や
曖
昧
さ
が
な

い
か
見
直
し
な
が
ら
考
え
の
修
正
、
強
化
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

③
内
省
す
る
場
の
設
定

論
証
し
て
い
る
自
分
の
学
び
方
を
振
り
返
る
。
そ
の
際
に
は
、
自
分
の
考
え
に
対
し
て

影
響
を
与
え
た
仲
間
の
考
え
や
決
め
手
に
な
っ
た
考
え
方
を
振
り
返
る
こ
と
で
、
今
後
の

自
分
の
学
び
方
の
視
点
が
明
確
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
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３
単
元
指
導
計
画

学
年

第
６
学
年

単
元
名

分
数
の
わ
り
算

（
全

時
間
）

単
元
で
育
む
資
質
・
能
力

・
分
数
の
除
法
の
意
味
や
計
算
の
仕
方
を
理
解
し
、
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に

、
整
数

、
小
数

、
分
数
の
乗
法
、
除
法
に
つ
い
て

、
分
数
の
乗
法
に
統
合
し
て
計
算
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た

、
被
除
数
と
商
の
大
小
関
係
や

、
分
数
倍
と
基
準
量
、
比
較
量
の
関
係
を
理
解
す
る
。〔

知
識
及
び
技
能
〕

・
分
数
の
意
味
と
表
現

、
除
法
に
つ
い
て
成
り
立
つ
性
質
に
着
目
し

、
計
算
の
仕
方
を
考
え

、
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
整
数
、
小
数

、
分
数
の
乗
法

、
除
法
に
つ
い
て
見

直
し
、
分
数
の
乗
法
と
し
て
統
合
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等

〕

・
除
数
が
分
数
の
除
法
に
つ
い
て
、

計
算
の
意
味
や
計
算
の
仕
方
を

、
既
習
の
学
習
を
生
か
し
て
考
え
よ
う
と
す
る
。
〔
学
び
に
向
か
う
力

、
人
間
性
等

〕

時
ね
ら
い
と
課
題

評
価
規
準

①

分
数
で
表
さ
れ
た
量
に
つ
い
て

、
あ
た
り
の
量
を
求
め
る
式
を
考
え
る
活
動
を
通
し
て

、
除
数
が
分
数
で
あ
る
式

や
分
数

×
整
数
と
分
数
÷
整
数
の
式
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、
同
じ
問
題
場
面
を
表
し
た
式
で
あ
る
こ
と
か
ら

、
除

数
が
分
数
の
場
合
で
も
除
法
の
式
に
表
し
て
よ
い
こ
と
を
理
解
で
き
る
。

分
数
で
わ
る
こ
と
の
意
味
を

、
図
を
用
い
て
考
え
、

理
解
し
て
い
る
。
［
知
識
・
技
能
］

② 本
時

分
数
の
除
法

の
計
算
の
仕

方
を
考
え

る
活
動
を
通

し
て

、
図

や
式
を
用
い
て

分
数
の
除

法
は
分
数

と
整
数
の
乗
法

や
除
法

と
し
て
計
算
で
き

、
分
数
の
除
法
は

除
数
の
逆
数
を
か
け
て
計
算
す
れ
ば

よ
い
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
÷

を
×

と
計
算
し
て
も
よ
い
の
は
な
ぜ
か
。

÷
は
、
図
や
計
算
の
き
ま
り
を
根
拠
に

÷
は

÷
×

や
×

÷
と
し
て
計
算

で
き
、

÷
＝

×
と
計
算
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。［

思
考
・
判
断
・
表
現
］

③

÷
以
外
の
真

分
数
÷

真
分
数

の
計
算
の
仕
方
を
考
え
る
活
動
を
通
し
て

、
そ
れ
ら
も

÷
の
計
算
の

仕
方
と
同
様
に

説
明
で
き
る
こ
と
に
気
付
き
、

÷
＝

×
と
一
般
化
し
、
計
算
す
る

こ
と
が
で
き
る

。

・
÷

以
外
の
分
数
÷
分
数
の
計
算
の
仕
方
も
同
じ
よ
う
な
説
明
で
よ
い
か
。

真
分
数
÷

真
分
数
の
計
算
の
仕
方
を
理
解
し
、
除
数

を
逆
数
に
し
て

計
算
し
て
い

る
。
［
知
識
・
技
能
］

④

商
が
約
分
で
き

る
分
数
÷

分
数

や
分

数
の
乗
除
が

混
じ
っ
た

計
算
を
す
る
活

動
に
お
い

て
、
分
数

の
除
法

は
分
数

の
乗
法

に
帰
着
で
き
る
こ
と
か
ら
、
分
数
の
乗
法
の
と
き
と
同
じ
よ
う
に
途
中
で
約
分
し

て
、
計
算
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

・
途
中
で
約
分
し
て
商
を
求
め
よ
う
。

途
中

で
約

分
で

き
る

場
合

の
除

法
や

乗
法

と
除

法

の
混
じ
っ
た
計
算
の
仕
方
を
理
解
し

、
計
算
し
て
い

る
。
［
知
識
・
技
能
］

⑤

整
数
÷
分
数
や
帯
分
数
の
除
法
を
計
算
す
る
活
動
に
お
い
て
、
整
数
は
分
数
で
表
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と

、
帯
分
数

は
仮
分
数
に
表

す
こ
と
が

で
き
る
こ

と
か
ら

、
整

数
÷
分
数

や
帯
分
数
÷
帯

分
数
を
分

数
÷
分
数

に
帰
着
し

て
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
÷

を
整
数
部
分

、
分
数
部
分
で
計
算
し
て
も
よ
い
か
。

整
数

÷
分

数
や

帯
分

数
÷

帯
分

数
を

分
数

÷
分

数

に
帰
着
し
て
考
え
て
い
る

。［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

⑥

求
答
事
項
に
応

じ
た
演
算

決
定
を
す

る
活
動
に
お

い
て

、
場

面
を
数
直
線
に

整
理
し
て

演
算
決
定

す
れ
ば
よ
い
こ

と
に
気
付
き
、
求
め
た
い
１
当
た
り
の
量
の
方
が
被
除
数
に
な
る
と
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

・
同
じ
式
に
な
ら
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

数
直
線
を
用
い

て
演
算
決
定
し
て
、
求
答
事
項
に
応

じ
た
式
を
考
え

、
説
明
し
て
い
る
。［

思
考
・
判
断
・

表
現
］

⑦
学
習
内
容
を
振

り
返
り

、
除
数
が
分

数
の
計
算
の

仕
方
や
解

決
す
る
と
き
の

大
切
な
考

え
方
を
想

起
し
て
練
習
問

題
に
取
り
組
み

、
正
し
く
計
算
が
で
き
る
。

分
数
の
除
法
の
計
算
が
で
き
、
そ
れ
を
用
い
て
問
題

を
解
決
し
て
い

る
。
［
知
識
・
技
能
］
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⑧

分
数
で
わ
る
除
法
で

、
除
数
と
１
の
大
小
関
係

か
ら
商
と
被
除
数
の
大
小
関
係
を
判
断
す
る
活
動
を
通
し
て

、
数
直

線
上
の
除
数
の
大
き
さ
を
見
れ
ば

、
そ
の
大
小
関
係
が
わ
か
る
こ
と
に
気
付
き

、
計
算
を
し
な
く
て
も

、
除
数
の
大

き
さ
か
ら
被
除
数
と
商
の
大
小
関
係
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
計
算
し
な
く
て
も
被
除
数
と
商
の
大
小
関
係
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
る
か
。

数
直
線
上
の
除
数
の
大
き
さ
に
着
目
し
、
商
と
被
除

数
と
の
大
小
関
係
を

見
い
だ
し
て
い
る
。
［
思
考
・

判
断
・
表
現
］

⑨

小
数

、
分
数
の
混
じ
っ
た
計
算
の

仕
方
を
考
え
る
活
動
を
通
し
て

、
小
数
は
そ
れ
に
対
応
す
る
分
数
が
存
在
す
る
こ

と
に
気
付
き
、
分
数
の
計
算
に
帰
着
さ
せ
て
計
算
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

小
数
、
分
数
の
混
じ
っ
た
乗
法

、
除
法
の
計
算

を
分

数
の
乗
法
に
帰
着
し
て

計
算
し
て
い

る
。
［
知
識
・

技
能
］

⑩

整
数
や
小
数
の

乗
法
や
除

法
の
混
じ

っ
た
計
算
を

す
る
活
動

を
通
し
て

、
整

数
や
小
数

は
そ
れ
に

対
応
す
る
分
数

が
存
在
す
る
こ

と
に
気
付

き
、
こ
れ

ま
で
の
乗
法

や
除
法
は

す
べ
て
分
数
の

乗
法
で

計
算
で
き
る

と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

・
ど
ん
な
か
け
算

、
わ
り
算
で
も
分
数
の
か
け
算
で
で
き
る
こ
と
は
本
当
か
。

既
習
の
整
数
や
小
数
の
乗
法
、
除
法
は
分
数
の
乗
法

に
統
合
で
き
る
こ
と
を
見
い
だ

し
て
い
る
。［

思
考
・

判
断
・
表
現
］

⑪

あ
る
量
を
分
数

倍
し
た
大

き
さ
を
求

め
る
活
動
を

通
し
て

、
そ
の
求
め
る
式

が
分
数
の

乗
法
で
あ

る
こ
と
を
比
の

第
２
用
法
や
数
直
線
か
ら
考
え

、
小
数
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
何
倍
か
を
表
す
数
が
分
数
で
表
さ
れ
て
い
て
も

、
そ

の
分
数
倍
し
た
大
き
さ
を
求
め
る
た
め
に
乗
法
を
適
用
し
て
よ
い
こ
と
を
理
解
で
き
る
。

・
分
数
倍
に
な
っ
て
も
同
じ
よ
う
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

比
較
量
を
求
め
る
と
き
に

、
分
数
の
乗
法
が
適
用
さ

れ
る

こ
と

を
、

数
直

線
を

も
と

に
見

い
だ

し
て

い

る
。
［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

⑫

と
み
る
大
き
さ
が
分
数
で
表
さ
れ
て
い
る
と
き

、
そ
の
何
倍
か
を
求
め
る
活
動
を
通
し
て

、
そ
の
求
め
る
式
が
分

数
の
除
法
で
あ
る
こ
と
を
比
の
第
１
用
法
や
数
直
線
か
ら
考
え

、
小
数
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に

と
み
る
大
き
さ

が
分
数
で
表
さ
れ
て
い
る
と
き

、
何
倍
か
を
求
め
る
に
は

、
分
数
の
除
法
を
適
用
し
て
よ
い
こ
と
を
理
解
で
き
る
。

割
合

を
求

め
る

と
き

に
分

数
の

除
法

が
適

用
さ

れ

る
こ
と
を

、
数
直
線
を
も
と
に

見
い
だ

し
て
い
る
。

［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

⑬

割
合
が
分
数
で
表
さ
れ
て
い
る
と
き

、
と
み
る
大
き
さ
を
求
め
る
活
動
を
通
し
て
、
そ
の
求
め
る
式
が
分
数
の
除

法
で
あ
る
こ
と

を
比
の
第

３
用
法
や

数
直
線
か
ら

考
え

、
小

数
の
場
合
と
同

じ
よ
う
に

１
と
み
る

大
き
さ
を
求
め

る
た
め
に
除
法

を
適
用
し
て
よ
い
こ
と
を
理
解
で
き
る
。

基
準
量
を
求
め
る
と
き
に

、
分
数
の
除
法
が
適
用
さ

れ
る

こ
と

を
、

数
直

線
を

も
と

に
見

い
だ

し
て

い

る
。
［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

⑭
こ
れ
ま
で
の
学
習
を
振
り
返
り

、
新
た
に
理
解
し
た
知
識

、
問
題
を
解
決
す
る
と
き
の
大
切
な
考
え
方
を
明
ら
か
に

し
な
が
ら

、
単
元
を
ま
と
め

、
正
し
く
計
算
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

分
数
の
除
法
の
計
算
の
仕
方
を
理
解
し
、
計
算
し
て

い
る
。
［
知
識
・
技
能
］

単
元
で
自
己
実
現
に
向
か
う

た
め
の

資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿

問
題

解
決

力
分
数
の
乗
法
の
学
習
と
同
じ
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
振
り
返
り
な
が
ら
学
び
を
進
め
る

姿
。

関
係

構
築

力
分
数
の
乗
法
の
学
習
を
想
起
し
な
が
ら

、
考
え
の
飛
躍
や
曖
昧
さ
を
指
摘
し
合
っ
た
り

、
受
け
入
れ
た
り
す
る

姿
。

貢
献

す
る

人
間

性
自
分
や
仲
間
の
考
え
を
修
正

、
強
化
で
き
た
学
習
の
過
程
を
振
り
返
り

、
今
後
の
自
分
の
学
習
に
向
か
う
態
度
や

方
法
を
考
え
る
姿
。

自
己
実
現
に
向
か
う

た
め
の

資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿
の

見
届
け
の
視
点
と
手
立
て

問
題

解
決

力
考
え
の
決
め
手
に
な
っ
た
根
拠

を
、
ノ
ー
ト
の
記
述
や
学
習
の
振
り
返
り
文

か
ら
見
届
け
る
。

関
係

構
築

力
課
題
に
対
す
る
判
断
や
考
え
を

、
仲
間
と
対
話
す
る
様
子

の
言
葉
や
指
し
示
す
ノ
ー
ト
の
記
述
か
ら
見
届
け
る
。

貢
献

す
る

人
間

性
自
分
の
考
え
を
修
正

、
強
化
で
き
た
そ
の
過
程
を

、
振
り
返
り
文
か
ら
見
届
け
る
。
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４
教
科
に
か
か
わ
る
本
時
の
ね
ら
い

分
数
の
除
法
の
計
算
の
仕
方
を
考
え
る
活
動
を
通
し
て

、
図
や
式
を
用
い
て
分
数
の
除
法
は
分
数
と
整
数
の
乗
法
や
除
法
と
し
て
計
算
で
き

、
分
数
の
除
法
は
除
数
の
逆
数
を
か
け
て

計
算
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。〔

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕

５
本
時
の
展
開
（

２
）

児
童

生
徒
の
学
習
活
動

教
師
の
手
立
て
と
見
届
け

１
本
時
の
学
習
の
見
通
し

を
確
認

し
、
課
題
を
設
定
す
る

○
 
前
回
の
学
習
で
２ ５
÷
３ ４
と
い
う
式
を
つ
く
り
ま
し
た

。
こ
の
計
算
の
仕
方

つ
い
て
、
太
郎
さ
ん
は

次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。

・
 な

ん
で
こ
ん
な
ふ
う
に
式
を
変
え
て
い
い
の
だ
ろ
う
。

・
そ
う
や
っ
て
や
る
っ
て
知
っ
て
い
る
よ
。

２ ５
÷

３ ４
を

２ ５
×

４ ３
と
計
算
し
て
も
よ
い
の
は
な
ぜ
か
。

２
個
人
や
仲
間
と
共
に
追
究
し
て
自
分
な
り
の
結
論
を
出
し

、
全
体
で
確
か
め
る

・
ど
れ
も
そ
の
先
の
計
算
を
考
え
る
と

だ
か
ら

○
 
２ ５
÷
３ ４
の
３
と
２ ５
×
４ ３
の
３
は
同
じ
「
３
」
で
す
か
。

・
今
日
の
学
習
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
３ ４
の
３
は
も
と
も
と
の
式
の
３
だ
け
れ
ど

、
４ ３
の
３

は
３ ４
を

１ ４
に
す
る
た
め
に

自
分
で
わ
っ
た
３
だ
か
ら
、
数

字
と
し
て
は
同
じ
だ
け
れ
ど

、
意
味
は
違
う
と
思
う
。

・
で
も
、
計
算
し
て
答
え
を
求
め
る
こ
と
だ
け
を
考
え
る
と

、
同
じ
３
と
し
て
計
算
す
れ
ば
い
い
の
だ
な
。

３
本
時
の
学
習
を
ま
と
め
る

２ ５
÷
３ ４
は
、
１ ４

あ
た
り
や
３

あ
た
り
を
求
め
る
こ
と
を
考
え
れ
ば

、
そ
れ
ぞ
れ
２ ５
÷
3×

4
や
２ ５
×
4÷

3で
計
算
で
き
る
か
ら

、

２ ５
×
４ ３
と
し
て
計
算
し
て
よ
い
。

４
学
習
の
振
り
返
り
文
を
書
く

・
私
は

分
数

の
わ
り

算
は

わ
る

数
の
逆

数
を

か
け
れ

ば
よ

い
と

い
う
こ

と
は

知
っ

て
い

た
け

れ
ど

、
何
で

そ
の

よ
う
に

し
て

計
算
し

て
よ

い
か

と
い
う

理
由

は
知

ら
な

か

っ
た
。
○

○
さ
ん

が
「
分
数

の
か
け

算
と
同

じ
よ
う

に
考
え

た
ら
で

き
た
よ

。」
と

言
っ
て

い
た
の

で
、
そ
の

時
の
ノ

ー
ト
を

見
直
し

て
、
～

あ
た
り

を
求
め

て
か

ら
考

え
れ
ば

、
こ
れ
ま

で
の
計

算
で
求

め
ら
れ

る
こ
と

が
分
か

り
、
そ

れ
が
も

と
に
な

っ
て
わ

る
数
の

逆
数
を

か
け
れ

ば
よ
い

こ
と
が

分
か
っ

た
。

（（
●●
教教
科科
のの
資資
質質
・・
能能
力力

○○
自自
己己
実実
現現
にに
向向
かか

うう
資資
質質
・・
能能
力力
））

〇
●
架
空
人
物
の
考
え
に
対
し
て
、
納
得
し
て
い
な
く
て

も
、
な
ぜ
太
郎
さ
ん
は
こ
の
よ
う
に
考
え
た
の
か
と
い

う
課
題
意
識
の
も
と
、
課
題
化
す
る
。
①

●
分

数
の

か
け

算
の

と
き

と
同
じ

よ
う

に
論

証
で

き
る

よ
う

に
「

分
数
の

か
け

算
と
同

じ
よ

う
に
考

え
れ

ば

…
」
と
い
う
考
え
を
教
師
が
価
値
付
け
、
広
め
る
。
②

研
究
に
か
か
わ
っ
て

【
見
届
け
の
視
点
】

式
変
形
の
根

拠
を
明
確

に
し
て

結
論
ま
で

導
く
様

相

を
ノ
ー
ト
の

記
述
や
仲

間
と
追

究
す
る
姿

や
対
話

か

ら
見
届
け
る
。
（
問
題
解
決
力
）

●
「
除
数
で
あ
る
分
子
の
３
と
形
式
化
し
た
後
の
乗
数
で

あ
る
分
母
の
３
は
同
じ
か
」
と
問
う
こ
と
で
、
論
証
し

た
過
程
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
②

●
自

分
の

考
え

に
対

し
て

影
響
を

与
え

た
仲

間
の

考
え

や
決

め
手

に
な
っ

た
考

え
方
を

記
述

し
て
い

る
振

り

返
り
を
価
値
付
け
、
振
り
返
る
視
点
を
全
員
が
共
有
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
③

【
評
価

規
準
】

２ ５
÷
３ ４
は

、
図
や
計
算
の
き
ま
り
を
根
拠
に
２ ５
÷
３ ４
は
２ ５
÷

３
×
４
や
２ ５
×
４
÷
３
と
し
て
計
算
で
き
、
２ ５
÷
３ ４
＝
２ ５
×

４ ３
と
計
算
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

２ ５
÷
３ ４
=
２ ５
÷
３
×
４

=
２

５
×
３
×
４

２ ５
÷
３ ４
=
２ ５
×
４
÷
３

=
２
×
４

５
÷
３

２ ５
÷
３ ４
=
２
×
４

５
×
３
=
２ ５
×
４ ３

２ ５
×
４ ３

わ
り
算
の
き
ま
り
か
ら
、わ
ら
れ
る
数
と
わ
る
数
に
同
じ
数
を
か
け
て
も
商
は
変
わ
ら
な
い
か
ら
、わ
ら
れ
る
数
を
１
に
す
る
た
め
に
…

２ ５
÷
３ ４
=
(２ ５

×
４ ３
)
÷
(３ ４

×
４ ３
)
=
２
×
４

５
×
３
÷
１

２ ５
÷
３ ４
は
２ ５
×
４ ３
と

し
て

計
算

す
れ

ば

よ
い
。
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【【
公公

開開
ⅠⅠ
】】
９９

年年
２２

組組
数数
学学
科科

学学
習習
指指
導導
案案

第第
多多
目目
的的
室室

岩岩
﨑﨑

英英
之之

１
単
元
名

相
似
と
比

～
中
点
連
結
定
理

～

２
指
導
の
立
場

（
１
）
題
材
に
つ
い
て

本
単
元
は
、
第
３

学
年
の
内
容
Ｂ
図
形
Ｂ
（
１
）
図
形
の
相
似
に
も
と
づ
く
単
元
で
あ
る
。
主
た
る

ね
ら
い
は
、
「
図
形
の
相
似
の
概
念
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に

、
図
形
の
性
質
を
三
角
形
の
相
似
条

件
な
ど
を
基
に
し
て
確
か
め

、
図
形
の
性
質
を
用
い
て

論
理
的
に
考
察
し
表
現
す
る

力
を
養
う
」
こ
と

と
、
「
図
形
の
性
質
を
用
い
て

図
形
の
計
量
が
で
き
る
」
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
ね
ら
い
を
達
成
す
る
た
め
に

、
次
の
こ
と
を
大
切
に
し
て
指
導
す
る
。

・
 
帰
納
的
に
見
い
だ
し
た

図
形
の
性
質
や
関
係
に
つ
い
て

、
条
件
を
整
理
し
て
命
題
化
す
る
こ
と

・
 
順
思
考
と
逆
思
考
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
解
決
の
見
通
し
を
も
つ
こ
と

・
 
命
題
が
成
り
立
つ
こ
と
を

、
相
似
な
図
形
の
性
質
や
既
習
の
図
形
の
性
質
を
根
拠
に
し
て

演
繹
的

に
表
現
す
る
こ
と

・
 
証
明
し
た
図
形
の
性
質
を
用
い
て

、
辺
や
線
分
の
長
さ
や
角
の
大
き
さ
な
ど
を
計
量
す
る

場
を
設

定
す
る
こ
と

こ
れ
ら
の
指
導
を
大
切
に
し

、
三
角
形
の
相
似
条
件
な
ど
を
用
い
て
図
形
の
性
質
を
論
理
的
に
確
か

め
て
い
く
中
で
、
数
学
的
な
推
論
の
必
要
性
や
意
味
及
び
方
法
の
理
解
を
深
め

た
り
、
様
々
な
図
形
の

性
質
を
理
解
し
た
り
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
ま
た

、
証
明
に
よ
り
明
ら
か
に
し
た
図
形
の
性
質
を

、

新
た
な
図
形
の
性
質
の
考
察
や
図
形
の
計
量
に
用
い
る
力
を
養
う
と
と
も
に
、
図
形
に
つ
い
て
見
通
し

を
も
っ
て
論
理
的
に
考
察
し
表
現
す
る
力
を
養
っ
て
い
く
。

（
２
）
児
童
生
徒
に
つ
い
て

本
学
年
に
お
け
る
「
目
指
す
論
証
す
る
児
童
生
徒
の
姿
」
は
「
既
に
認
め
ら
れ
た
事
柄
や
定
義
を
根

拠
と
し
て
、
命
題
が
真
で
あ
る
こ
と
を
演
繹
的
推
論
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
」
で
あ
る
。
論
証
に
重
点
を

置
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
に
つ
い
て
、
本
単
元
に
お
け
る
数
学
的
な
資
質
・
能
力

を
発
揮
し
た

児
童
生
徒
の
姿
は
以
下
で
あ
る
。

三
角
形
の

相
似
条
件

な
ど
を

基
に
し

て
図
形
の

基
本
的

な
性
質

に
つ
い

て
論
理

的
に
確
か

め
る

こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
平
行
線
と
線
分
の
比
に
つ
い
て
の
性
質
を
見
い
だ
し
、
そ
れ
ら
を
確
か
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

生
徒
は
、
本
時
に
至
る
ま
で
に

三
角
形
と
比

、
平
行
線
と
線
分
の
比
に
つ
い
て
の
定
理
を
見

い
だ
し
、

相
似
な
図
形
の
性
質
を
用
い
て
論
証
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
使
っ
て
図
形
の
性
質
を
考
察

し
た
り
、

辺
や
線
分
の
長
さ
や
角
の
大
き
さ
な
ど
を
計
量
し
た
り
し
て
い
る
。
前
時
に
は
、
三
角
形
と
比
の
定
理

を
特
殊
化
す
る
こ
と
に
よ
り

中
点
連
結
定
理
を
見

い
だ
し
て
論
証
し
、
中
点
連
結
定
理
を
平
行
線
と
比

の
定
理
の
特
別
な
場
合
と
し
て
統
合
的
に
捉
え
直
し
て
い
る

。
ま
た
、
帰
納
的
に
、
四
角
形

の

各
辺
の
中
点
を
結
ん
で
で
き
る
四
角
形

は
ど
ん
な
四
角
形
に
な
る
か
を
調
べ

、
次
の
命
題
を
見

い
だ
し

て
い
る
。

①
四
角
形

AB
CD

の
各
辺
の
中
点
を
結
ん
で
で
き
る
四
角
形

PQ
RS

は
平
行
四
辺
形
に
な
る
。

②
長
方
形

AB
CD

の
各
辺
の
中
点
を
結
ん
で
で
き
る
四
角
形

PQ
RS

は
ひ
し
形
に
な
る
。

 
③

ひ
し
形

AB
CD

の
各
辺
の
中
点
を
結
ん
で
で
き
る
四
角
形

PQ
RS

は
長
方
形
に
な
る
。

 
④

正
方
形

AB
CD

の
各
辺
の
中
点
を
結
ん
で
で
き
る
四
角
形

PQ
RS

は
正
方
形
に
な
る
。

こ
の
中
で
、
①
の
命
題
に
つ
い
て
は
前
時
で
証
明
し
て
い
る
。

本
時
は
②
～
④
の

中
で
②
の

命
題
を
取
り
扱
う
。
中
点
連
結
定
理
と
既
習
の
図
形
の
性
質
を
用
い
て

証
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
図
形
の
性
質
を
用
い
て
論
理
的
に
考
察
し
表
現

す
る

。
ま
た
、
こ
の
命
題
の

仮
定
を
発
展

さ
せ
、
証
明
の
過
程
を
振
り
返
る
こ
と
で

、
中
点
連
結
定
理
と
対
角
線
の
関
連
に
気
付
き

、

四
角
形
の
各

辺
の
中

点
を

結
ん

で
で
き

る
四
角
形

が
ど
ん
な

四
角
形
に

な
る
か
を

決
定
づ

け
る
条

件

に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

（
３
）
指
導
に
つ
い
て

生
徒
は

、
授
業
前
半
に
前
時
見
い
だ
し
た
命
題
を
証
明
し
て
い
く
。
そ
し
て

、
も
と
の
命
題
の
仮
定

で
な
く
て
も

、
四
角
形

が
ひ
し
形
に
な
る
こ
と
を
決
定
づ
け
て
い
る
条
件
を

考
察
す
る
。
こ
れ

に
よ
り

、
中
点
連
結
定
理
を
新
た
な
図
形
の
性
質
の
考
察
や
図
形
の
計
量
に
用
い
る
力
を
養
う
と
と
も

に
、
図
形
に
つ
い
て
見
通
し
を
も
っ
て
論
理
的
に
考
察
し
表
現
す
る
力
を
養
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
た
。

ま
た

、
生
徒
が
発
展
的
に
捉
え

、
証
明
の
過
程
を
振
り
返
り
な
が
ら

、
さ
ら
に
考
察
し
て

い
く
中
で

、

中
点
連
結
定
理
の
有
用
性
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に

、
以
下
の
よ
う
な
手
立
て
を
講
じ
る
。

①
数
学
的
活
動
を
考
え
た
問
題
設
定

や
明
確
な
判
断
が
で
き
る
課
題
設
定

本
時
は

、
前
時
に
見
い
だ
し
た
命
題
に
つ
い
て
論
証
す
る
。
前
時
に
生
徒
自
身
が
帰
納
的
に
見
い
だ

し
た
命
題
だ
か
ら
こ
そ

、
本
時
そ
の
命
題
が
正
し
い
こ
と
を
証
明
す
る
必
然
性
を
も
た
せ
な
が
ら
、
学

び
に
連
続
性
を
も
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
前
時
の
学
び
で
あ
り
、
本
時
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
な
る

中
点
連
結
定
理

の
証
明
や
、
自
分
た
ち
で
見
い
だ
し
た
命
題
を
確
認
す
る
こ
と
で

、
課
題

意
識
と
見
通
し
を
も
て
る
よ
う
に
す
る
。

②
考
え
を
修
正
、
強
化
す
る
た
め
の
工
夫

上
述
の
②
の
命
題
を
証
明
し
た
後
、
「
四
角
形

が
ひ
し
形
に
な
る

長
方
形
で
は
な
い
四
角
形

」
を
提
示
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
も
と
の
命
題
の
仮
定
で
あ
る
長
方
形
で
は
な
く
て
も

四
角
形

が
ひ
し
形
に
な
る

こ
と
に
、
生
徒
が
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
さ
ら
に
考
察
す
る
内
容
を

「
四
角
形

が
ひ
し
形
に
な
る
こ
と
を
決
定
づ
け
て
い
る
条
件
は
何
か
。」

と
明
確
に
す
る
。
こ
れ

に
よ
り

、
生
徒
が
終
着
点
を
意
識
し
な
が
ら

考
察
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
こ
の
考
察
を
行
っ
て
い
く
こ

と
で
、
②
の
命
題
を
中
点
連
結
定
理
を
使
わ
ず
に
証
明
し
た
生
徒
も
、
中
点
連
結
定
理
の

有
用
性
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
中
点
連
結
定
理
を
利
用
し
て
証
明
し
た
り

、
そ
の
過
程
を
振

り
返
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、

四
角
形

が
ひ
し
形
に
な
る
こ
と
を
決
定
づ
け
て
い
る
条
件
が
対
角

線
の
長
さ
で
あ
る
こ
と
に
気
付
き

、
命
題
の
仮
定
を
よ
り
一
般
的
な
も
の
に
で
き
た
と
き
に
も
、
中
点

連
結
定
理
の
有
用
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

③
内
省
す
る
場
の
設
定

本
時
を
通
し
て
、
分
か
っ
た
こ
と
や
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
文
章
に
よ
っ
て
振
り
返
る
。
ま

た
、
自
分
の
解
決
ま
で
の
過
程
を
省
察
し

、
仲
間
と
の
交
流
を
通
し
て
考
え
が
修
正

、
強
化
さ
れ
た
こ

と
な
ど
の
、
自
分
の
学
び
方
に
つ
い
て
も
振
り
返
り
ま
と
め
る
よ
う
に
す
る
。
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３
単
元
の
指
導
計
画

学
年

第
９
学
年

単
元
名

相
似
と
比
（
全

時
間
）

単
元
で
育
む
資
質
・
能
力

・
平
面
図
形
の
相
似
の
意
味
及
び
三
角
形
の
相
似
条
件
、
基
本
的
な
立
体
の
相
似
の
意
味
及
び
相
似
な
図
形
の
相
似
比
と
面
積
比
や
体
積
比
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

相
似
な
図
形
や
平
行
線
と
線
分
の
比
な
ど
の
性
質
を
使
っ
て

、
線
分
の
長
さ
や
角
の
大
き
さ
な
ど
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。〔

知
識
及
び
技
能

〕

・
三
角
形
の
相
似
条
件
な
ど
を
基
に
し
て
図
形
の
基
本
的
な
性
質

に
つ
い
て
論
理
的
に
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た

、
平
行
線
と
線
分
の
比
に
つ
い
て
の
性
質
を
見
い
だ
し

、
そ
れ
ら
を
確
か
め
る

こ
と
が
で
き
る
。〔

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕

・
相
似
な
図
形
の
よ
さ
を
実
感
し
て
粘
り
強
く
考
え
、
図
形
の
相
似
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
を
生
活
や
学
習
に
生
か
そ
う
と
し
た
り

、
相
似
な
図
形
を
利
用
し
た
問
題
解
決
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
評
価
・

改
善
し
よ
う
と
し
た
り

す
る
。
〔
学
び
に
向
か
う
力

、
人
間
性

等
〕

時
ね
ら
い
と
課
題

評
価
規
準

①

点
O

を
定
め
て
、
四
角
形
AB
CD

を
２
倍
に
し
た
図
形
A'
B'
C'
D
'を

か
き

、
こ
の
二
つ
の
図
形
の
間
に
あ
る
性
質
を
対
応
す

る
辺
や
角
に
着
目

し
て
調
べ
る
活
動
を
通
し
て
、
図
形
を
拡
大
・
縮
小
す
る
こ
と
の
意
味
や
こ
の
よ
う
な
操
作
で
か
か
れ
た
図
形
の

性
質
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
相
似
の
定
義
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
１
点
O

を
定
め
て
四
角
形
AB
CD

を
２
倍
に
し
た
図
形
A'
B'
C'
D
'を

か
き

、
二
つ
の
図
形
の
間
に
あ
る
性
質
を

調
べ
よ
う
。

図
形
を
拡
大
・
縮
小
す
る
こ
と
の
意
味
や
こ
の
よ
う
な
操

作
で
か
か
れ
た
図
形
の
性
質
を
理
解
し
て
い
る
。
ま
た
、

相
似
の
定
義
に
つ
い
て
理
解

し
て
い
る

。
知
識
・
技
能

②

相
似
な
図
形
の
対
応
す
る
角
の
大
き
さ
や
辺
の
長
さ
を
調
べ
る
活
動
を
通
し
て

、
相
似
な
図
形
の
定
義
を
根
拠
に
し
な
が
ら
相
似

な
図
形
の
性
質
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る

。
ま
た
、
相
似
比
の
意
味
を
理
解
し
、
相
似
比
や
相
似
な
図
形
の
性
質

を
利
用
し
て

、

相
似
な
図
形
の
辺
の
長
さ
や
角
の
大
き
さ
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
辺
や
角
に
着
目
し
て
、
相
似
な
図
形
の
性
質
を
調
べ
よ
う
。

相
似

な
図

形
の

定
義

を
根

拠
に

し
な

が
ら

相
似

な
図

形

の
性
質
を
見
い
だ

し
て
い
る
。
ま
た
、
相
似
比
の
意
味
を

理
解
し
、
相
似
比
や
相
似
な
図
形
の
性
質
を
利
用
し
て

、

相
似

な
図

形
の

辺
の

長
さ

や
角

の
大

き
さ

を
求

め
て

い

る
。

知
識
・
技
能

③

定
点
O
を
い
ろ
い
ろ
な
位
置
に
と
り
、
二
つ
の
相
似
な
図
形
を
か
く
活
動
を
通
し
て

、
そ
の
か
き
方
と
対
応
す
る
辺
の
位
置
関
係

に
つ
い
て
考
察
し
、
相
似
の
位
置

と
相
似
の
中
心
の
定
義
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
定
点
O

を
い
ろ
い
ろ
な
位
置
に
と
り
、
相
似
な
図
形
を
か
こ
う
。

定
点
O

を
い
ろ
い
ろ
な
位
置
に
と
り

、
二
つ
の
相
似
な

図
形

を
か

く
か

き
方

と
対

応
す

る
辺

の
位

置
関

係
に

つ

い
て
考
察
し
、
相
似
の
位
置
と
相
似
の
中
心
の
定
義
に
つ

い
て
理
解
し
て
い
る
。

知
識
・
技
能

④

三
角
形
の
合
同
条
件
を
も
と
に
二
つ
の
三
角
形
が

相
似
で
あ
る
た
め
の
条
件
を
見
い
だ
す
活
動
を
通
し
て

、
相
似
の
定
義
を
根
拠

に
証
明
し
、
三
角
形
の
相
似
条
件
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
２
つ
の
三
角
形
が
相
似
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
条
件
は
何
か
。

三
角

形
の

合
同

条
件

を
も

と
に

し
な

が
ら

三
角

形
の

相

似
条
件
を
推
測
し

、
相
似
の
定
義
を
根
拠
に
証
明
し
、
三

角
形
の
相
似
条
件
を
ま
と
め

て
い
る
。

思
考
・
判
断
・
表

現

⑤

二
つ
の
三
角
形
が
相
似
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
に
何
に
着
目
す
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
る
活
動
を
通
し
て

、
相
似
条
件
を
も
と

に
図
形
の
構
成
要
素
に
着
目

す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
気
付
き
、
三
角
形
の
相
似
条
件
を
利
用
し
て
、
二
つ
の
三
角
形
が
相
似
で
あ
る
と

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
根
拠
を
明
ら
か
に
し
て
、
２
つ
の
三
角
形
が
相
似
で
あ
る
こ
と
を
判
断
し
よ
う
。

相
似

条
件

を
も

と
に

図
形

の
構

成
要

素
に

着
目

す
れ

ば

よ
い

こ
と

に
気

付
き

、
三

角
形

の
相

似
条

件
を

利
用

し

て
、
二
つ
の
三
角
形
が
相
似
で
あ
る
と
判
断

し
て
い
る
。

思
考
・
判
断
・
表
現

⑥

二
つ
の
三
角
形
が
相
似
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
活
動
を
通
し
て
、
合
同
の
証
明
の
学
習
と
同
じ
よ
う
に

、
仮
定
と
結
論
を
明
ら

か
に
し

、
ど
の
相
似
条
件
が
利
用
で
き
そ
う
か
を
考
え
た
上
で
、
既
習
の
図
形
の
性
質
を
根
拠
に
証
明
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
気
付
き

、

証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
三
角
形
の
相
似
条
件
を
使
っ
て
、
２
つ
の
三
角
形
が
相
似
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
よ
う
。

仮
定
と
結
論
を
明
ら
か
に
し

、
ど
の
相
似
条
件
が
利
用
で

き
そ
う
か
を
考
え
た
上
で
、
既
習
の
図
形
の
性
質
を
根
拠

に
証
明
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
気
付
き
、

証
明
し
て
い
る
。

思
考
・
判
断
・
表
現

⑦

三
角
形
の
一
辺
に
平
行
な
直
線
を
引
い
た
と
き
に
で
き
る
線
分
の
比
に
つ
い
て
調
べ
る
活
動
を
通
し
て

、
三
角
形
と
比
の
定
理
に

つ
い
て
理
解
し
、
そ
の
定
理
を
筋
道
を
立
て
て
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
三
角
形
と
比
の
定
理
が
成
り
立
つ
こ
と
を
証
明
し
よ
う
。

三
角
形
と
比
の
定
理
に
つ
い
て
理
解
し

、
三
角
形
と
比
の

定
理
を
筋
道
を
立
て
て
証
明
し
て
い
る

。
思
考
・
判
断
・

表
現
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⑧

三
角
形

と
比
の
定
理
の
逆
を
証
明

を
考
え
る
活
動
を
通
し
て

、
仮
定
と
結
論
を
明
ら
か
に
し

、
結
論
か
ら
逆
思
考
で
考
え

、
既
習

の
図
形
の
性
質
を
利
用
し
な
が
ら
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
三
角
形
と
比
の
定
理
の
逆
が
成
り
立
つ
こ
と
を
証
明
し
よ
う
。

仮
定

と
結

論
を

明
ら

か
に

し
、

結
論

か
ら

逆
思

考
で

考

え
、
既
習
の
図
形
の
性
質
を
利
用
し
な
が
ら
三
角
形
と
比

の
定
理
の
逆
を
証
明
し
て
い
る
。

思
考
・
判
断
・
表
現

⑨

平
行
線
と
線
分
の
比
の
定
理

の
証
明
を
考
え
る
活
動
を
通
し
て
、
補
助
線
を
引

き
、
三
角
形
と
比
の
定
理
を
利
用
し
て
証
明
で
き

る
こ
と
に
気
付
き
、
そ
の
定
理
を
証
明
し
た
り

、
平
行
線
と
比
の
定
理
は
三
角
形
と
比
の
定
理
を
拡
張
し
た
も
の
で
あ
る
と
捉
え
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

・
平
行
線
と
比
の
定
理
が
成
り
立
つ
こ
と
を
証
明
し
よ
う
。

補
助
線
を
引
き
、
三
角
形
と
比
の
定
理
を
利
用
し
て
証
明

で
き
る
こ
と
に
気
付
き

、
平
行
線
と
線
分
の
比
の
定
理
を

証
明
し
た
り
、
平
行
線
と
比
の
定
理
は
三
角
形
と
比
の
定

理
を

拡
張

し
た

も
の

で
あ

る
と

捉
え

た
り

し
て

い
る

。

思
考
・
判
断
・
表
現

⑩

中
点
連
結
定
理
の
証
明
を
考
え
る
活
動
を
通
し
て

、
中
点
連
結
定
理
は
三
角
形
と
比
の
定
理
の
特
別
な
場
合
で
あ
る
こ
と
に
気
付

き
、
中
点
連
結
定
理
を
証
明

し
た
り
、
中
点
連
結
定
理
を
利
用
し
て
図
形
の
性
質
を
証
明
し
た
り
、
新
た
な
図
形
の
性
質
を
見
い
だ

し
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
中
点
連
結
定
理
が
成
り
立
つ
こ
と
を
証
明

し
よ
う
。

中
点

連
結

定
理

は
三

角
形

と
比

の
定

理
の

特
別

な
場

合

で
あ

る
こ

と
に

気
付

き
、

中
点

連
結

定
理

を
証

明
し

た

り
、
中
点
連
結
定
理
を
利
用
し
て
図
形
の
性
質
を
証
明
し

た
り

、
新

た
な

図
形

の
性

質
を

見
い

だ
し

た
り

し
て

い

る
。

思
考
・
判
断
・
表
現

⑪ 本 時

長
方
形
の
各
辺
の
中
点
を
結
ん
で
で
き
る
四
角
形
が
ひ
し
形
に
な
る
こ
と
を
証
明
す
る
活
動
を
通
し
て

、
中
点
連
結
定
理
を
用
い

て
命
題
が
正
し
い
こ
と
を
証
明
し

、
そ
の
過
程
を
振
り
返
る
こ
と
で
も
と
の
四
角
形
の
対
角
線

の
も
つ
特
徴
が
、
各
辺
の
中
点
を
結

ん
で
で
き
る
四
角
形
が
ど
ん
な
四
角
形
に
な
る
か
を
決
定
づ
け
る
条
件
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
長

方
形
AB
CD

の
各

辺
の

中
点

を
結

ん
で

で
き

る
四

角
形
PQ
RS

は
ひ

し
形

に
な

る
こ

と
を

証
明

し
よ

う
。

中
点
連
結
定
理
を

用
い
て
、
長
方
形
の
各
辺
の
中
点
を
結

ん
で
で
き
る
四
角
形
が
ひ
し
形
に
な
る
こ
と
を
証
明
し

、

そ
の

過
程

を
振

り
返

る
こ

と
で

も
と

の
四

角
形

の
対

角

線
の
も
つ
特
徴
が
、
各
辺
の
中
点
を
結
ん
で
で
き
る
四
角

形
が

ど
ん

な
四

角
形

に
な

る
か

を
決

定
づ

け
る

条
件

に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
察
し
て
い
る
。

思
考
・
判
断
・
表

現

⑫

三
角
形
の
角
の
二
等
分
線
と
比
の
定
理
の
証
明
を
考
え
る
活
動
を
通
し
て

、
補
助
線
の
引
き
方
に
よ
っ
て
違
う
証
明
の
仕
方
が
あ

る
こ
と
に
気
付
き

、
既
習
の
図
形
の
性
質
を
用
い
て
三
角
形
の
角
の
二
等
分
線
と
比
の
定
理
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
三
角
形
の
角
の
二
等
分
線
と
比
の
定
理
が
成
り
立
つ
こ
と
を
証
明
し
よ
う
。

三
角

形
の

角
の

二
等

分
線

と
比

の
定

理
の

証
明

に
つ

い

て
、
補
助
線
の
引
き
方
に
よ
っ
て
違
う
証
明
の
仕
方
が
あ

る
こ
と
に
気
付
き

、
既
習
の
図
形
の
性
質
を
用
い
て
三
角

形
の

角
の

二
等

分
線

と
比

の
定

理
を

証
明

し
て

い
る

。

思
考
・
判
断
・
表
現

⑬

三
角
形
の
面
積
比
を
求
め
る
活
動
を
通
し
て

、
高
さ
が
等
し
い
二
つ
の
三
角
形
の
面
積
比
は

、
底
辺
の
比
に
等
し
い
こ
と
に
気

付

き
、
平
行
線
と
線
分
の
比
の
定
理
を
使
っ
て
面
積
比
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
平
行
線
と
線
分
の
比
に
着
目
し
て
、
三
角
形
の
面
積
に
つ
い
て
調
べ
よ
う
。

高
さ
が
等
し
い
二
つ
の
三
角
形
の
面
積
比
は

、
底
辺
の
比

に
等
し
い
こ
と
に
気
付
き
、
平
行
線
と
線
分
の
比
の
定
理

を
使
っ
て
面
積
比
を
求
め
て
い
る
。

知
識
・
技
能

⑭

相
似
な
図
形
の
相
似
比
と
面
積
の
比
と
の
関
係
を
調
べ
る
活
動
を
通
し
て

、
面
積
の
比
は
相
似
比
の
２
乗
の
関
係
に
な
る
こ
と
に

気
付
き

、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
相
似
比
が
１
：

ｋ
で
あ
る

二
つ
の
三
角
形
の
面
積
比
が
１
：
ｋ

２
に
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

相
似
な
図
形
の
相
似
比
と
面
積
の
比
と
の
関
係
を
調
べ

、

面
積

の
比

は
相

似
比

の
２

乗
の

関
係

に
な

る
こ

と
に

気

付
き
、
そ
の
理
由
を
説
明

し
て
い
る
。

思
考
・
判
断
・
表

現

⑮

相
似
な
立
体
の
相
似
比
と
表
面
積
の
比
の
関
係
に

つ
い
て
調
べ
る
活
動
を
通
し
て

、
表
面
積
の
比
が
相
似
比
の
２
乗
に
な
る
こ
と

に
気
付
き
、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
相
似
比
が
１
：

で
あ
る

二
つ
の
三
角
錐
の
表
面
積
の
比
が
１
：
ｋ

２
に
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

相
似

な
立

体
の

相
似

比
と

表
面

積
の

比
の

関
係

に
つ

い

て
調
べ
、
表
面
積
の
比
が
相
似
比
の
２
乗
に
な
る
こ
と
に

気
付
き
、
そ
の
理
由
を
説
明

し
て
い
る

。
思
考
・
判
断
・

表
現

⑯
相
似
な
立
体

の
相
似
比
と
体
積
の
比
の
関
係
に
つ
い
て
調
べ
る
活
動
を
通
し
て

、
体
積
の
比
が
相
似
比
の
３
乗
に
な
る
こ
と
に
気

付
き
、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
相
似
比
が
１
：

で
あ
る

二
つ
の
直
方
体
の
体
積
の
比
が
１
：
ｋ

３
に
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

相
似

な
立

体
の

相
似

比
と

体
積

の
比

の
関

係
に

つ
い

て

調
べ
、
体
積
の
比
が
相
似
比
の
３
乗
に
な
る
こ
と
に
気
付

き
、
そ
の
理
由
を
説
明

し
て
い
る
。

思
考
・
判
断
・
表
現
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⑰

直
接
測
る
こ
と
が
困
難
な
２
点
間
の
距
離
や
高
さ

を
求
め
る
活
動
を
通
し
て

、
相
似
な
図
形
を
見
い
だ
し
、
そ
の
性
質
を
利
用
す

る
こ
と
で
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
気
付
き

、
そ
の
考
え
を
利
用
し
て
２
点
間
の
距
離
や
高
さ
を
求
め
る
方
法
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

・
測
定
が
困
難
な
２
点
間
の
距
離
を
直
接
測
ら
ず
に
求
め
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

直
接
測
る
こ
と
が
困
難
な

点
間
の
距
離
や
高
さ
を
求
め

る
に
は
、
相
似
な
図
形
を
見
い
だ
し
、
そ
の
性
質
を
利
用

す
る
こ
と
で
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
気
付
き
、
そ
の
考
え
を

利
用

し
て

２
点

間
の

距
離

や
高

さ
を

求
め

る
方

法
を

説

明
し
て
い
る
。

思
考
・
判
断
・
表
現

⑱

直
接
測
る
こ
と
が
困
難
な
２
点
間
の
距
離
を
求
め
る
活
動
を
通
し
て

、
相
似
条
件
と
三
角
形
の
決
定
条
件
を
も
と
に
元
の
図
と
相

似
な
三
角
形
を
か
く
こ
と
で

、
直
接
測
る
こ
と
が
困
難
な
長
さ
を
測
る
こ
と
の
で
き
る
長
さ
に
置
き
換
え
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

に
気

付
き
、
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
実
測
し
て
求
め
た
長
さ
と

相
似
な
図
形
の
性
質
を
利
用
し
て
実
際
の
２
点
間
の
距
離
を
求
め
よ
う

。

直
接
測
る
こ
と
が
困
難
な
２
点
間
の
距
離
を

、
相
似
条
件

と
三
角
形
の
決
定
条
件
を
も
と
に

、
も
と
の
図
と
相
似
な

三
角
形
を
か
く
こ
と
で

、
直
接
測
る
こ
と
が
困
難
な
長
さ

を
測

る
こ

と
の

で
き

る
長

さ
に

置
き

換
え

て
考

え
ら

れ

る
こ
と
に
気
付
き

、
問
題
を
解
決
し
て
い
る

。
思
考
・
判

断
・
表
現

⑲
相
似
な

立
体
の
体
積
に
関
す
る
問
題
を
解
く
活
動
を
通
し
て

、
相
似
比
と
体
積
比
と
の
関
係
を
利
用
す
る
た
め
に
、
事
象
を
理
想

化
、
単
純
化
し
数
学
的
に
モ
デ
リ
ン
グ

す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
気
付
き

、
相
似
な
図
形
の
性
質
を
利
用

し
て

問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

・
問
題
を
理
想
化
、
単
純
化
し
て

相
似
比
と
体
積
比
の
関
係
を
利
用
し
て
問
題
を
解
決
し
よ
う
。

相
似
比
と
体
積
比
と
の
関
係
を
利
用
す
る
た
め
に

、
事
象

を
理
想
化
、
単
純
化
し
数
学
的
に
モ
デ
リ
ン
グ
す
れ
ば
よ

い
こ
と
に
気
付
き

、
相
似
な
図
形
の
性
質
を
利
用
し
て
問

題
を
解
決
し
て
い
る
。

思
考
・
判
断
・
表
現

単
元
で
自
己
実
現
に
向
か
う
た
め
の
資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿

問
題

解
決

力
・
図
形
の
性
質
を
用
い
て
論
理
的
に
考
察
し
表
現
し
て
い
る
姿

・
統
合
的
・
発
展
的
に
図
形
の
性
質
を

相
似
な
図
形
の
性
質
を
用
い
て
考
察
し
表
現
し
て
い
る
姿

関
係

構
築

力
自
分
と
仲
間
の
論
を
比
較
し

、
根
拠
が
曖
昧
な
と
こ
ろ
は
指
摘
し
合
っ
た
り
、
仲
間
の
論
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
自
分
の
論
を
修
正

、
強
化
し
た
り
す
る
姿

貢
献

す
る

人
間

性
学
ん
だ
こ
と
だ
け
で
な
く
、
自
己
の
解
決
ま
で
の
過
程
を
内
省
し
、
自
己
の
学
び
方
に
つ
い
て

振
り
返
る
姿

自
己
実
現
に
向
か
う
た
め
の
資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿
の
見
届
け
の
視
点
と
手
立
て

問
題

解
決

力

・
系
統
性
を
生
か
し
既
習
の
学
習
過
程
を
振
り
返
る
場
を
設
定
し

、
図
形
の
性
質
を
用
い
て
論
理
的
に
考
察
し
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
を
ノ
ー
ト
の
記
述
や
学
習
の

振
り
返
り
文
か
ら
見
届
け
る
。

・
課
題
解
決
後
に
さ
ら
に
追
究
で
き
そ
う
な
こ
と
の
見
通
し
を
も
つ
場
を
設
定
し

、
統
合
的
・
発
展
的
に
図
形
の
性
質
を
相
似
な
図
形
の
性
質
を
用
い
て
考
察
し
表
現
で
き
て

い
る
か
を
、
ノ
ー
ト
の
記
述
や
学
習
の
振
り
返
り
文
か
ら
見
届
け
る
。

関
係

構
築

力
同
じ
論
も
し
く
は

異
な
る
論
の
仲
間
と
交
流

す
る
場
を
意
図
的
に
設
定
す
る
こ
と
で

、
自
分
と
仲
間
の
論
を
比
較
し
、
根
拠
が
曖
昧
な
と
こ
ろ
は
指
摘
し
合
っ
た
り
、
仲
間
の

論
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
自
分
の
論
を
修
正

、
強
化
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
を

、
仲
間
と
の
交
流
の
様
子
や
ノ
ー
ト
の
記
述

、
学
習
の
振
り
返
り
か
ら
見
届
け
る
。

貢
献

す
る

人
間

性
学
ん
だ
こ
と
だ
け
で
な
く
、
自
己
の
解
決
ま
で
の
過
程
を
内
省
し
、
自
己
の
学
び
方

に
つ
い
て
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
を
振
り
返
り
文
か
ら
見
届
け
る
。
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４
教
科
に
か
か
わ
る
本
時
の
ね
ら
い

長
方
形
の
各
辺
の
中
点
を
結
ん
で
で
き
る

四
角
形
が
ひ
し
形

に
な
る
こ
と
を
証
明

す
る
活
動
を
通
し
て

、
中
点
連
結
定
理
を

用
い
て
命
題
が
正
し
い
こ
と
を

証
明
し

、
そ
の
過
程
を
振

り
返
る
こ
と
で
、

も
と
の
四
角
形
の
対
角
線

の
も
つ
特
徴
が

、
各
辺
の
中
点
を
結
ん
で
で
き
る
四
角
形

が
ど
ん
な
四
角
形
に
な
る
か

を
決
定
づ
け
る
条
件
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
考
察

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
〔
思
考
力
、
判
断
力

、
表
現
力
等

〕

５
本
時
の
展
開
（

）

児
童
生
徒
の
学
習
活
動

教教
師師

のの
手手
立立
てて
とと
見見
届届
けけ

１
前
時
に
証
明
し
た
こ
と
を
振
り
返
る

「
①

四
角

形
の

各
辺

の
中

点
を

結
ん

で
で

き
る

四
角

形
は

平
行

四
辺

形
に

な
る

。」
・

こ
の

命
題

を
、

対
角

線
を

引
き

２
つ

の
三

角
形

に
分

け
る

こ
と

で
、

中
点

連
結

定
理

を
用

い
て

証
明

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
２

前
時
に
帰
納
的
に
見
い
だ
し
た
命
題
を
確
認

し
、
課
題
を
設
定
す
る

・
ひ

し
形

の
定

義
か

ら
す

る
と

、
前

の
時

間
の

中
点

連
結

定
理

を
用

い
た

証
明

の
方

法
が

使
え

る
と

思
う

。
・

周
り

の
つ

の
三

角
形

が
合

同
あ

る
こ

と
を

証
明

で
き

れ
ば

、
ひ

し
形

で
あ

る
こ

と
を

証
明

で
き

る
と

思
う

。

３
命
題
が
正
し
い
こ
と
を
証
明
し

交
流
し
て
確
か
め
る

（
個
人
→
グ
ル
ー
プ

交
流
→
全
体
交
流

）

４
四
角
形

が
ひ
し
形
に
な
る
条
件
に
つ
い
て
再
考
す
る

・
周

り
の

三
角

形
が

合
同
で

あ
る

こ
と

で
証
明

し
た

方
法

は
使
え

な
い

。
 

・
こ

の
四

角
形

の
対

角
線
の

長
さ

が
等

し
け
れ

ば
、

長
方
形

AB
CD

の
時

と
同

じ
よ

う
に

で
き

る
。

 
・

四
角
形

PQ
RS

が
ひ

し
形

に
な

る
条
件

に
は

、
対

角
線
が

関
係

し
て

い
る

と
思

う
。

 
・
四

角
形

AB
CD

の
対

角
線

を
も

と
に

中
点
連

結
定

理
を

用
い
て

四
角

形
PQ

RS
が

ひ
し

形
か

を
証

明
し

て
い
る

か
ら

、
四

角
形

PQ
RS

が
ひ

し
形
に

な
る

条
件

は
四
角

形
AB

CD
の
対

角
線

が
も

つ
特
徴

に
よ

っ
て

決
ま

っ
て

く
る

。
 

・
四

角
形

AB
CD

の
対
角

線
の

長
さ

が
等
し

い
場

合
、

四
角
形

PQ
RS

は
ひ

し
形
に

な
る

。
 

５
本
時
の
学
習

を
振
り
返
り

、
ま
と
め
る

長
方

形
AB

CD
の

各
辺

の
中

点
を

結
ん

で
で

き
る

四
角

形
PQ

RS
は

ひ
し

形
に

な
る

こ
と

を
証

明
し

よ
う

。

（（
●●
教教
科科
のの
資資
質質
・・
能能
力力

○○
自自
己己
実実
現現
にに
向向
かか
うう
資資
質質
・・
能能
力力
））

〇
●

前
時

の
板

書
を

利
用

し
、四

角
形

が
一

般
的

な
形

の
と

き
に

、

四
角

形
が

平
行

四
辺

形
に

な
る

こ
と

を
、
中

点
連

結
定

理
で

証
明

し
た

こ
と

や
、
前

時
に

見
い

だ
し

た
命

題
を

確
認

し
、
命

題
が

正
し

い
こ

と
を

確
認

す
る

こ
と

で
、

本
時

の
証

明
を

進
め

て
い

く

と
き

の
手

が
か

り
と

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
①

〇
●

各
グ

ル
ー

プ
内

で
命

題
を

証
明

し
確

認
す

る
。
そ

の
後

、
グ

ル
ー

プ

間
で

証
明

を
交

流
し

、
根

拠
が

曖
昧

な
と

こ
ろ

に
つ

い
て

は
指

摘

し
合

い
、

必
要

な
と

こ
ろ

は
証

明
を

修
正

、
強

化
す

る
。

②

〇
●

「
四

角
形

が
ひ

し
形

に
な

る
長

方
形

で
は

な
い

四
角

形

」
を

提
示
（

気
づ

い
た

生
徒

が
い

れ
ば

生
徒

に
発

言
さ

せ
る

）

し
、「

四
角

形
が

ひ
し

形
に

な
る

こ
と

を
決

定
づ

け
て

い
る

条
件

は
何

か
。」

を
、

さ
ら

に
考

察
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

②

●
新

た
に

提
示

し
た

四
角

形
の

対
角

線
の

長
さ

が
等

し
い

こ
と

は
、

生
徒

た
ち

が
考

察
し

て
い

く
中

で
必

要
で

あ
る

と
気

付
い

た
時

点
で

提
示

す
る

。
②

●
分

か
っ

た
こ

と
や

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
こ

と
だ

け
で

な
く

、
解

決

ま
で

の
過

程
を

省
察

し
、
自

分
の

学
び

方
を

振
り

返
り

ま
と

め
る

。
③

「
長

方
形

AB
CD

の
各

辺
の

中
点

を
結

ん
で

で
き

る
四

角
形

PQ
RS

は
ひ

し
形

に
な

る
。」

 

研
究
に
か
か
わ
っ
て

【
見
届
け
の
視
点
】

も
と
の

命
題
の
仮
定
を

変
え
て
も
四
角

形
が
ひ
し
形
に
な

る
こ
と
に
つ
い

て
、
証
明
の

過
程
を

振
り
返
り

、
対
角
線
が
四
角

形
の
形
を
決
定
づ

け
る
条
件
に
な

る
こ
と
を
考
察

す
る
姿

を
ノ
ー
ト
の
記

述
や
仲
間
と
の

交
流
の
様
子
か

ら
見
届
け
る

（
問
題
解
決
力
）

【
評
価

規
準
】

中
点

連
結
定
理
を

用
い

て
、
長
方
形

の
各
辺
の
中
点

を
結
ん
で
で
き
る

四
角

形
が
ひ
し
形
に

な
る
こ
と
を
証

明
し

、
そ
の
過

程
を
振
り
返
る
こ

と
で

も
と
の
四
角
形

の
対
角
線

の
も

つ
特
徴

が
、

各
辺
の
中
点
を
結
ん

で
で

き
る
四
角
形
が

ど
ん
な
四
角
形

に
な
る
か
を
決

定
づ
け
る
条
件
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
察
し
て
い
る
。
［
思
考

・
判

断
・

表
現

］

は
じ
め
の
命
題
が
正
し
い
こ
と
を
中
点
連
結
定
理
や
い
ろ
い
ろ
な
図
形
の
性
質
を
根
拠
に
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
た

だ
、初

め
は
根
拠
が
不
十
分
だ
っ
た
け
ど
、〇

〇
さ
ん
に
指
摘
し
て
も
ら
え
た
こ
と
で
、根

拠
を
明
確
に
し
て
証
明
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、四

角
形

が
ひ
し
形
に
な
る
条
件
は
、四

角
形

の
対
角
線
が
も
つ
特
徴
に
よ
っ
て
決

ま
っ
て
く
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。こ

れ
は
、証

明
の
過
程
の
中
で
、対

角
線
と
中
点
連
結
定
理
を
関
連
さ
せ
て
四
角
形

が
ひ
し
形
か
を
証
明
す
る
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
も
分
か
っ
た
。

長
方
形

AB
CD

の
対
角
線

AC
を
ひ
く
と
、
△A

BC
に
お
い
て
、

 
Pは

辺
AB

の
中
点

、
Q
は
辺

BC
の
中
点
で
あ
る
か
ら

、
中
点
連
結
定
理
よ
り

  
PQ

＝
1/2

AC
 

△A
DC

に
お
い
て
も

同
様
に
し
て

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 R
S＝

1/2
AC

し
た
が
っ
て

、
PQ

＝
RS

 
長
方
形

AB
CD

の
対
角
線

BD
を
ひ
く
と
、
△A

BD
に
お
い
て
、

 
Pは

辺
AB

の
中
点

、
Sは

辺
AD

の
中
点
で
あ
る
か
ら

、
中
点
連
結
定
理
よ
り

  
PS

＝
1/2

BD
 

△C
BD

に
お
い
て
も

同
様
に
し
て

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 Q

R＝
1/2

BD
し
た
が
っ
て

、
PS

＝
QR

 
ま
た
、
長
方
形
の
対
角
線
は
等
し
い
の
で

、
AC

＝
BD

で
あ
る
こ
と
か
ら
、

  
  

 P
Q＝

RS
＝

PS
＝

QR
 

よ
っ
て
、

4つ
の
辺
が
等
し
い
の
で
、
四
角
形

PQ
RS

は
ひ
し
形
で
あ
る
。 
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【【
公公
開開
ⅡⅡ
】】
８８
年年
３３
組組

理理
科科
学学
習習
指指
導導
案案

第第
２２
理理
科科
室室

髙髙
橋橋

亮亮

１
単
元
名

３
生
物
の
体
の
つ
く
り
と
働
き

２
指
導
の
立
場

（
１
）
題
材
に
つ
い
て

本
県
は
標
高
０
ｍ
の
低
地
か
ら
標
高

ｍ
に
も
及
ぶ
山
岳
地
ま
で
高
低
差
の
あ
る

土
地
で
あ
る
が
故
の
暖
地
性
と
寒
地
性
を
有
し
、
変
化
に
富
ん
だ
豊
か
な
生
態
系
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
様
々
な
生
物
が
互
い
に
影
響
し
合
い
保
っ
て
き
た
調
和
を
人
間

が
崩
し
て
い
る
現
状
も
あ
る
。
長
良
川
に
特
定
外
来
生
物
の
コ
ク
チ
バ
ス
が
見
つ
か
っ
た

こ
と
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
何
が
問
題
で
、
そ
の
問
題
が
我
々
の
生
活
に
ど
ん
な

影
響
を
与
え
る
の
か
を
理
解
し
な
い
と
、
今
あ
る
自
然
は
さ
ら
に
破
壊
さ
れ
て
い
く
だ
ろ

う
。
自
然
を
守
ろ
う
と
す
る
生
き
方
は
、
自
然
を
知
り
、
自
然
の
上
に
我
々
の
生
活
が
あ

る
と
理
解
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
の
手
立
て
と
な
る
考
え
方
こ
そ

「
生
物
多
様
性
」
で
あ
る
。
そ
の
考
え
方
を
構
成
す
る
要
素
、
種
の
多
様
性
、
遺
伝
子
の

多
様
性
、
生
態
系
の
多
様
性
は
理
科
の
生
命
領
域
の
学
習
内
容
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。

本
単
元
は
、「

第
２
分
野

内
容

３
生
物
の
体
の
つ
く
り
と
働
き
」
ア
、
イ
に
基
づ

く
も
の
で
あ
り
、
生
物
多
様
性
の
理
解
の
土
台
で
あ
る
、「

ど
こ
に
ど
ん
な
生
物
が
い
る
か
」

と
い
う
種
の
多
様
性
の
理
解
に
繋
が
る
単
元
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
生
物
の
体
の
つ
く

り
と
働
き
の
関
係
に
着
目
し
な
が
ら
、
生
物
と
細
胞
、
植
物
の
体
の
つ
く
り
と
働
き
、
動

物
の
体
の
つ
く
り
と
働
き
に
つ
い
て
理
解
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
観
察
、
実
験
な
ど

に
関
す
る
技
能
を
身
に
付
け
る
。
そ
し
て
、「

３
生
物
の
体
の
つ
く
り
と
働
き
」
の
学
習

に
お
い
て
最
も
大
切
に
す
べ
き
こ
と
は
、
生
徒
に
「
生
命
や
地
球
に
関
す
る
事
物
・
現
象

に
進
ん
で
関
わ
り
、
科
学
的
に
探
究
し
よ
う
と
す
る
態
度
と
、
生
命
を
尊
重
し
、
自
然
環

境
の
保
全
に
寄
与
す
る
態
度
を
養
う
と
と
も
に
、
自
然
を
総
合
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
主
に
植
物
と
動
物
の
体
の
機
能
と
構
造
を
理

解
し
よ
う
と
す
る
中
で
見
え
て
く
る
生
物
の
多
様
性
と
共
通
性
を
通
し
て
、
ヒ
ト
で
あ
る

我
々
も
生
物
の
一
種
で
あ
る
に
過
ぎ
ず
、
ど
れ
も
が
優
劣
の
な
い
生
命
で
あ
る
と
理
解
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

ま
た
、
本
単
元
は
第
６
学
年
の
「

生
命
・
地
球
」

１
２

３
と
も
関
係
し
て
い

る
。
生
徒
は
、
人
や
他
の
動
物
と
植
物
に
つ
い
て
、
そ
の
体
の
つ
く
り
や
生
命
を
維
持
す

る
た
め
の
働
き
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
と
実
験
、
観
察
す
る
た
め
の
技
能
を
、
第
６
学

年
で
身
に
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
生
物
と
環
境
に
つ
い
て
追
究
す
る
中
で
、
生
物
と
環
境

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
よ
り
妥
当
な
考
え
を
つ
く
り
だ
し
、
表
現
す
る
経
験
を
得
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
単
元
は
生
物
多
様
性
の
理
解
に
お
け
る
基
盤
と
な
る
「
種
の
多
様
性
」

を
理
解
す
る
た
め
の
中
核
的
な
単
元
で
あ
り
、「

自
然
と
共
生
し
て
い
く
た
め
に
自
然
や

生
物
を
大
切
に
す
る
」
と
い
う
考
え
方
が
獲
得
で
き
る
重
要
な
題
材
で
あ
る
。

（
２
）
児
童
生
徒
に
つ
い
て

多
く
の
生
徒
は
身
の
回
り
の
生
物
に
つ
い
て
関
心
は
あ
る
が
、
実
際
に
生
物
を
観
察
し

た
り
触
れ
た
り
し
た
経
験
の
な
い
生
徒
も
多
い
。
そ
の
原
因
の
一
つ
に
、
現
代
の
子
ど
も

の
生
活
様
式
や
取
り
巻
く
環
境
が
“
生
き
た
”
生
物
と
直
に
触
れ
合
え
る
も
の
で
は
な
く

な
っ
て
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
自
然
と
触
れ
合
う
機
会
が
減
少
す
る
こ
と
、
そ
れ
は

つ
ま
り
生
命
領
域
で
学
ん
だ
こ
と
を
発
揮
す
る
機
会
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
生
命
領
域
の
学
習
で
は
自
然
の
事
物
・
現
象
に
触
れ
て
「
ヒ
ト
と

他
の
生
物
は
違
う
よ
う
に
見
え
て
根
幹
で
は
“
生
物
”
と
し
て
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
い

う
感
動
を
味
わ
い
、「

生
物
っ
て
面
白
い
、
も
っ
と
知
り
た
い
」
と
い
う
感
情
を
も
つ
こ
と

で
、
生
命
を
大
切
に
し
て
い
く
態
度
を
育
め
る
よ
う
に
し
た
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
、「

ど
う

生
き
る
か
」
と
教
科
を
往
還
し
て
育
み
た
い
資
質
・
能
力
「
貢
献
す
る
人
間
性
」
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
。

本
単
元
で
は
、
で
き
る
限
り
実
物
に
触
れ
た
り
身
近
な
生
物
を
観
察
し
た
り
す
る
こ
と

を
通
し
て
生
物
を
身
近
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
と
と
も
に
、
身
の
回
り
に
は
多
様
な
生
物

が
存
在
し
て
お
り
、
外
部
形
態
は
異
な
っ
て
い
て
も
生
命
を
維
持
す
る
た
め
の
機
能
や
構

造
は
ヒ
ト
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
指
導
す
る
。

（
３
）
指
導
に
つ
い
て

本
時
は
、
脊
椎
動
物
の
中
で
も
魚
類
の
体
の
内
部
を
観
察
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
種
を

越
え
て
共
通
す
る
体
の
つ
く
り
に
気
付
き
、
動
物
が
も
つ
消
化
と
い
う
働
き
や
そ
の
た
め

の
構
造
を
探
究
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
む
こ
と
を
目
指
す
。
生
徒
は
「
動
物
と
は
何
か
」

に
対
す
る
考
え
を
も
っ
て
本
時
に
臨
む
こ
と
で
、
形
態
面
で
の
多
様
性
の
中
に
も
生
き
る

と
い
う
機
能
面
で
の
共
通
性
が
あ
る
こ
と
の
理
解
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
。
単
元
全
体
を

通
し
て
動
物
が
生
き
る
た
め
に
必
要
な
機
能
を
実
現
す
る
た
め
の
体
の
つ
く
り
が
あ
る

こ
と
に
気
付
け
る
よ
う
、
植
物
の
学
び
を
想
起
さ
せ
た
り
ヒ
ト
以
外
の
動
物
の
体
の
内
部

を
観
察
さ
せ
た
り
す
る
指
導
を
行
い
、
目
標
を
実
現
し
た
い
。
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３
単
元
指
導
計
画

学
年

第
８
学
年

単
元
名

第
２
分
野

（
３
）
生
物
の

体
の
つ
く
り
と
働
き
（
全

時
間
）

単
元
で
育
む
資
質
・
能
力

○
生
物
と
細
胞

、
植
物
や
動
物
の
体
の
つ
く
り
と
働
き
を
理
解
し

、
そ
れ
ら
の
観
察
、
実
験
な
ど
に
関
す
る
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。〔

知
識
及
び
技
能

〕
３

ア

○
身
近
な
植
物
や
動
物
に
つ
い
て
、
観
察
・
実
験
を
行
い

、
そ
の
結
果
を
分
析
し
て
解
釈
し

、
生
物
の
か
ら
だ
の
つ
く
り
と

は
た
ら
き
に
つ
い
て
の
規
則
性
や
関
係
性
を
表
現
す
る
こ

と
が
で
き
る
。〔

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等

〕
３

イ

○
生
物
の
体
の
つ
く
り
と
働
き
に
関
す
る
事
物
・
現
象
に
進
ん
で
関
わ
り
、
科
学
的
に
探
究
し
よ
う
と
す
る
態
度
と

、
生
命
を
尊
重
し
、
自
然
環
境
の
保
全
に
寄
与
す
る
態
度
で

、
自

然
を
総
合
的
に
見
よ
う
と
し
て
い
る
。
〔
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
〕

時
主
な
学
習
活
動
と
ね
ら
い

評
価
規
準

①

何
が
「
岐
阜
県
の
シ
ン
ボ
ル
」
な
の
だ
ろ
う
か

。

・
岐
阜
県
の
特
徴
を
考
え

、
県
の
シ
ン
ボ
ル
を
調
べ
る

活
動
を
通
し
て
、
身
の
回
り
に

は
様
々
な
生
物

が
い
る
こ

と
に
気
付

き
、
生
物

と
共
に
生
き

て
い
る
今
の
環

境
に

興
味
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る

。

自
分
の
身
の
回
り
に
は
ど
ん
な
生
物
が
い
る
の
か
調
べ
よ
う
と
し
て
い
る
。［

主
体
的

に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
］

②

こ
れ
ま
で
学
習
し
て
き
た
「
生
物
」
に
つ
い
て
整
理
し
よ
う
。

・
３
年
生
か
ら

７
年
生
ま
で

学
習
し
て

き
た
生
物
分

野
の
知

識
を

整
理
す
る

活
動
を

通
し
て
、
主
に

植
物
と
動

物
に
つ
い

て
の
形
態
的

特
徴
や
成

長
過
程
等
を
系

統
的

且
つ
表
層
的
に

学
ん
で
き

た
こ
と
に

気
付
き
、
生

物
の
か
ら

だ
の
つ
く
り
と

は
た

ら
き
を
よ
り
詳
し
く
知
り
た
い
と
い
う
意
欲
を
養
う
。

生
物
の
か
ら
だ
の
つ
く
り
と
は
た
ら
き
を
よ
り
詳
し
く
知

ろ
う
と
し
て
い
る
。［

主
体

的
に
学
習
に
取
り
組

む
態
度
］

③

光
合
成
は
ど
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

。

・
光
を
当
て
た

植
物
の
葉
の

細
胞
を
観

察
す
る
こ
と

を
通
し

て
、
葉
緑
体
の

部
分
だ

け
に
デ
ン
プ
ン

反
応
が
あ

る
こ
と
に

気
付
き
、
光

合
成
は
葉

緑
体
で
行
わ
れ

て
い

る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

光
合

成
は

葉
の

細
胞

の
中

の
葉

緑
体

内
で

行
わ

れ
て

い
る
と

理
解

し
て

い
る

。
［

知

識
・
技
能
］

④ ⑤

光
合
成
で
養
分
を
つ
く
り
だ
す
た
め
に
は
何
が
必
要
か
。

・
光
合
成
を
行

う
た
め
に
必

要
な
も
の

を
確
か
め
る

実
験
を

通
し
て
、
光
と

二
酸
化

炭
素
と
水
が
必

要
で
あ
る

こ
と
に
気

付
き
、
二
酸

化
炭
素
中

の
炭
素
を
取
り

入
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
副
産
物
の
酸
素
が
放
出
さ
れ
る
こ
と
を
理
解
で
き
る
。

実
験
結
果
か
ら

光
合
成
を

行
う
た
め

に
必
要
な
も

の
は
光
と

二
酸
化
炭
素
と

水
で
あ

る
と
判
断
し
て
い
る
。
［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

⑥ ⑦

つ
く

ら
れ

た
養

分
や

吸
い

上
げ

ら
れ

た
水

は
ど

の
よ

う
に

体
全

体
に

運
ば

れ
る

の
か

。

・
色
水
を
吸
わ
せ
た
植
物
の

根
、
茎
、
葉
の

断
面
を
観
察
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
根
か

ら
葉
ま
で
色
が

つ
い
た
管

と
色
の
つ

い
て
い
な
い

管
が
あ
る

こ
と

に
気
付
き

、
植

物
の
か
ら
だ
に

は
養
分
と

水
分
を
運

ぶ
た
め
の
管

が
通
っ
て

い
る
と

理
解
す

る
こ

と
が

で
き
る
。

植
物
に
は
水
分

の
通
り
道

で
あ
る
道

管
と
養
分
の

通
り
道
で

あ
る
師
管
が
あ

る
と
理

解
し
て
い
る
。［

知
識
・
技
能
］
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⑧ ⑨

植
物
は
酸
素
を
取
り
入
れ
て
い
な
い
の

だ
ろ
う
か

。

・
酸
素
で
充
満

さ
せ
た
袋
に

入
れ
た
葉

を
暗
所
と
明

所
に
置

い
た
と
き
の
結

果
に
つ

い
て
仮
説
を
立

て
る
こ
と

を
通
し
て

、
明
所
の
葉

の
デ
ン
プ

ン
反
応
を
調
べ

れ
ば

呼
吸
に
よ
っ
て

放
出
さ
れ

た
二
酸
化

炭
素
を
用
い

て
光
合
成

が
行
わ
れ
る
こ

と
に

気
付
き
、
植
物
も
呼
吸
を
行
っ
て
い
る
と

考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

植
物
は
昼
夜
問
わ
ず
呼
吸
を
し
て
い
る
と
考
察
し
て
い
る
。［

思
考
・
判
断
・
表
現
］

⑩

植
物
に
は
気
体
を
出
し
入
れ
す
る
た
め
の
“
口
”
は
あ
る
の
か

。

・
植
物
の
葉
や
茎
の
観
察
を
通
し
て
、
穴
の
開
い
た
部
分
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、
植

物
体
の
内
外
を

つ
な
ぐ
は

た
ら
き
を

も
っ
た
孔
辺

細
胞
が
あ

る
と
理
解
す
る

こ
と

が
で
き
る
。

植
物
の
か
ら
だ

に
は
孔
辺

細
胞
に
よ

っ
て
開
閉
可

能
な
気
孔

と
い
う
穴
が
あ

る
こ
と

を
理
解
し
て
い
る
。
［
知
識
・
技
能
］

⑪ ⑫

蒸
散
と
吸
水
に
は
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か

。

・
蒸
散
量
を
制

御
し
た
葉
の

吸
水
量
の

変
化
を
調
べ

る
実
験

を
通
し
て
、
よ

り
蒸
散

が
で
き
る
条
件

で
あ
る
植

物
の
方
が

吸
水
す
る
量

が
多
い
こ

と
に
気
付
き
、

蒸
散

し
て
体
内
の
水

分
を
放
出

す
る
こ
と

で
新
し
い
水

分
を
根
か

ら
吸
収
す
る
と

、
実

験
結
果
か
ら
蒸
散
と
吸
水
の
関
係
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

蒸
散
を
行
い
体

内
の
水
分

を
放
出
す

る
こ
と
で
新

し
い
水
分

を
根
か
ら
吸
収

す
る
と

い
う
蒸
散
と
吸
水
の
関
係
性
を
見
い
だ
し
て
い
る
。
［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

⑬

植
物
の
か
ら
だ
を
「
は
た
ら
き
」
と
「
つ
く
り
」
で
ま
と
め
よ
う
。

・
植
物
の
か
ら

だ
に
関
す
る

知
識
を
整

理
す
る
活
動

を
通
し

て
、
植
物
の
か

ら
だ
は

「
は
た
ら
き
」

の
た
め
の

「
つ
く
り

」
を
し
て
い

る
こ
と
に

気
付
く
こ
と
が

で
き

る
。

植
物
の
か
ら
だ
は
「
は
た
ら
き
」
の
た
め
の
「
つ
く
り
」
を
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
い

て
い
る
。
［
知
識
・
技
能
］

⑭

「
動
物
と
は
何
か
」
を
考
え
よ
う
。

・「
動
物
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
に
つ
い
て
対
話
す
る
活
動
を
通
し
て
、
自
分
（
ヒ

ト
）
の
生
活
か
ら
、
植
物
が
行
う
「
自
分
で
養
分
を
つ
く
り
だ
す
」
と
い
う
は
た
ら

き
と
つ
く
り
が

動
物
に
は

な
い
こ
と

に
気
付
き
、

そ
れ
が
動

物
の
定
義
に
当

て
は

ま
る
も
の
な
の
か
確
か
め
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

「
動
物
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
仮
説
を
立
て
、
そ
の
仮
説
が
正
し
い
か
ど

う
か
確
か
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
［
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
］

⑮ 本 時

動
物
の
体
は
ど
ん
な
つ
く
り
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

・
県
の
魚
で
あ
り
草
食
魚
の
ア
ユ
（
成
魚
）
と
肉
食
魚
の
ハ
ス
の
形
態
的
特
徴
を
観
察

す
る
こ
と
を
通
し
て
、
動
物
の
体
の
特
徴
は
「
他
の
生
物
を
食
べ
る
」
と
い
う
生
き

る
た
め
の
機
能

が
根
幹
に

あ
る
構
造

で
あ
る
こ
と

に
気
付
き

、
消
化
の
機
能

や
そ

の
た
め
の
構
造
を
よ
り
探
究
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う

。

動
物

が
も

つ
消

化
と

い
う

働
き

や
そ

の
た

め
の

構
造

を
探

究
し

よ
う

と
し

て
い

る
。

［
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

態
度

］

⑯ ⑰

他
の
生
物
か
ら
ど
の
よ
う
に
養
分
を
取
り
出
す
の
だ
ろ
う
か
。

・
植
物
（
イ
モ
）
と
動
物
（
魚
）
に
消
化
酵
素
を
加
え
る
実
験
を
通
し
て
、
特
定
の
消

化
酵
素
と
反
応

す
る
と
別

の
物
質
に

変
化
す
る
こ

と
に
気
付

き
、
他
の
生
物

の
か

ら
だ
を
分
解
し

て
糖
や
ア

ミ
ノ
酸
と

い
う
養
分
を

取
り
出
し

て
い
る
と
判
断

す
る

こ
と
が
で
き
る
。

消
化
酵
素
を
加
え
た
生
物
体
の
反
応
か
ら
、
取
り
込
ん
だ
生
物
体
を
有
益
な
状
態
（
養

分
）
に
変
化
さ
せ
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
。［

思
考
・
判
断
・
表
現
］

― 152 ― ― 153 ―



⑱

腸
は
養
分
を
吸
収
す
る
た
め
に
ど
ん
な
つ
く
り
を
し
て
い
る
の
か

。

・
魚
の
腸
の
切

片
の
観
察
を

通
し
て
、

腸
の
壁
面
に

無
数
の

突
起
物
が
あ
る

こ
と
に

気
付
き
、
表
面

積
を
大
き

く
し
効
率

よ
く
養
分
を

吸
収
で
き

る
つ
く
り
に
な

っ
て

い
る
と
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

腸
は
養
分
を
吸

収
す
る
器

官
で
あ
り

、
柔
毛
に
よ

っ
て
効
率

的
に
養
分
を
吸

収
で
き

る
構
造
に
な
っ
て
い
る
と
考
察
し
て
い
る
。
［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

⑲ ⑳

取
り
込
ん
だ
養
分
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る

た
め
の
酸
素
は

ど
の
よ
う
に
体
内
に
取

り
込
ん
で
い
る
の
か

。

・
魚
の
エ
ラ
の

観
察
を
通
し

て
、
ヒ
ト

の
肺
胞
と
同

じ
よ
う

に
毛
細
血
管
が

張
り
巡

ら
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
気

付
き
、
肺

に
入
れ
た
酸

素
を
血
液

に
乗
せ
て
体
内

に
送

っ
て
い
る
と
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

肺
に
貯
め
ら
れ

た
気
体
は

血
液
に
乗

っ
て
全
身
に

送
ら
れ
る

構
造
に
な
っ
て

い
る
と

考
察
し
て
い
る
。
［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

㉑

酸
素
を
全
身
の
細
胞
に
送
る
た
め
に
、
心
臓
は
ど
ん
な
つ
く
り
を
し
て
い
る
の
か

。

・
ア
ユ
と
鶏
と

ブ
タ
の
心
臓

を
解
剖
す

る
こ
と
を
通

し
て
、

肺
と
心
臓
が
つ

な
が
っ

て
い
る
こ
と
や

心
臓
か
ら

全
身
に
向

か
う
血
管
が

あ
る
こ
と

に
気
付
き
、
酸

素
の

含
ま
れ
た
血
液
を
全
身
に
送
る
た
め
の
構
造
だ
と
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

心
臓
は
生
命
維

持
の
た
め

に
血
液
を

循
環
さ
せ
る

構
造
を
も

つ
こ
と
を
理
解

し
て
い

る
。
［
知
識
・
技
能
］

㉒ ㉓

酸
素
を
運
ぶ
た
め
に
、
血
液
は
ど
ん
な
つ
く
り
を
し
て
い
る
の
か

。

・
メ
ダ
カ
の
血

流
の
観
察
を

通
し
て
、

血
液
は
赤
血

球
な
ど

の
複
数
の
成
分

で
作
ら

れ
て
い
る
こ
と

に
気
付
き

、
血
液
は

酸
素
だ
け
で

な
く
体
内

で
発
生
し
た
不

要
物

も
運
搬
す
る
つ
く
り
が
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

血
液
は
酸
素
だ

け
で
な
く

体
内
で
発

生
し
た
不
要

物
も
運
搬

す
る
つ
く
り
が

あ
る
こ

と
を
理
解
し
て
い
る
。
［
知
識
・
技
能
］

㉔

体
に
不
要
な
も
の
は
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
体
外
に
出
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

・
魚
の
腎
臓
の

切
片
を
観
察

す
る
こ
と

を
通
し
て
、

血
管
を

取
り
囲
む
よ
う

に
筋
肉

が
発
達
し
て
い

る
こ
と
に

気
付
き
、

血
中
か
ら
不

要
物
を
分

別
す
る
よ
う
に

濾
し

取
っ

て
不

要
物

だ
け

排
出

す
る

仕
組

み
が

あ
る

こ
と

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

血
中
か
ら
不
要

物
を
分
別

す
る
よ
う

に
濾
し
取
っ

て
不
要
物

だ
け
排
出
す
る

仕
組
み

が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。
［
知
識
・
技
能
］

㉕

動
物
の
か
ら
だ
を
「
は
た
ら
き
」
と
「
つ
く
り
」
で
ま
と
め
よ
う

。

・
動
物
の
か
ら

だ
に
関
す
る

知
識
を
整

理
す
る
活
動

を
通
し

て
、
動
物
の
か

ら
だ
も

植
物
と
同
様
に
「
は
た
ら
き
」
の
た
め
の
「
つ
く
り
」
を
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
こ

と
が
で
き
る
。

動
物
の
か
ら
だ
も
植
物
と
同
様
に
「
は
た
ら
き
」
の
た
め
の
「
つ
く
り
」
を
し
て
い
る

こ
と
に
気
付
い
て
い
る
。［

知
識
・
技
能
］

㉖

「
食
べ
物
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
」
以
外

に
、

動
物
の
か

ら
だ
に
は

ど
ん
な
は
た

ら
き
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

・
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
得
る
こ
と

以
外
に
目

を
向
け
て
は

た
ら
き

を
考
え
る
こ
と

を
通
し

て
、
生
命
維
持

活
動
の
他

に
も
環
境

下
で
生
き
抜

く
た
め
の

様
々
な
は
た
ら

き
が

あ
る
と
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。

生
命
維
持
活
動
の
他
に
も
環
境
下
で
生
き
抜
く
た
め
の
様
々
な
は
た
ら
き
（
感
覚
）
が

あ
る
と
気
付
い
て
い
る
。［

知
識
・
技
能
］
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㉗

外
界
か
ら
の
刺
激
を
受
け
取
る
た
め
に
、
目

や
耳
な
ど
の
器

官
は
ど
ん
な
つ
く
り
を

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

・
模
型
を
用
い

て
各
感
覚
器

官
の
内
部

を
見
る
こ
と

を
通
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
刺
激

の
性
質
に
合
わ

せ
た
受
容

器
官
が
あ

る
こ
と
に
気

付
き
、
各

感
覚
器
官
が
担

う
は

た
ら
き
を
す
る
た
め
の
つ
く
り
に
な
っ
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

各
感
覚
器
官
が
担
う
機
能
が
遂
行
さ
れ
る
た
め
の
構
造
を
理
解
し
て
い
る
。［

知
識
・

技
能
］

㉘ ㉙

感
覚
器
官
で
受
け
取
ら
れ
た
刺
激
は
ど
こ
を

伝
わ
っ
て
ど
の

よ
う
に
反
応
を
起
こ
す

の
だ
ろ
う
か
。

・
落
ち
る
定
規

を
手
で
取
る

と
い
う
体

験
を
通
し
て

、
目
で

見
て
か
ら
手
を

動
か
す

ま
で
に
時
間
が

か
か
る
こ

と
に
気
付

き
、
目
で
見

た
映
像
を

脳
で
処
理
し
て

筋
肉

に
命
令
を
出
す

と
い
う
一

連
の
流
れ

が
あ
り

、
か

ら
だ
が
反

応
し
て
い
る
か

ら
時

間
が
か
か
る
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

か
ら
だ
が
動
く

ま
で
に
時

間
が
か
か

る
の
は
情
報

伝
達
の
回

路
が
あ
る
か
ら

と
判
断

し
て
い
る
。
［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

㉚

神
経
を
通
っ
て
伝
わ
っ
た
刺
激
を
受
け
て
体

が
動
く
た
め
に

、
骨
と
筋
肉
は
ど
ん
な

つ
く
り
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

・
模
型
を
用
い

た
骨
を
動
か

す
体
験
を

通
し
て
、
骨

に
つ
い

た
筋
肉
の
収
縮

に
よ
っ

て
骨
が
動
か
さ

れ
て
い
る

こ
と
に
気

付
き
、
か
ら

だ
が
動
く

た
め
の
つ
く
り

を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

骨
に
つ
い
た
筋
肉
の
収
縮
に
よ
っ
て
か
ら
だ
が
動
い
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。［

知

識
・
技
能
］

㉛

「
外
界
か
ら
の
刺
激
を
伝
達
し
か
ら
だ
を
動
か
す
」
こ
と
を
魚
も
し
て
い
る
の
か

。

・
魚
に
刺
激
を

与
え
た
と
き

の
動
き
を

観
察
す
る
こ

と
を
通

し
て
、
明
暗
や

水
流
な

ど
の
刺
激
を
受

け
取
っ
て

か
ら
だ
の

動
き
を
変
化

さ
せ
て
い

る
こ
と
に
気
付

き
、

ヒ
ト
と
の
共
通
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

魚
の
か
ら
だ
の

動
き
か
ら

、
神
経
系

と
筋
肉
の
は

た
ら
き
に

つ
い
て
ヒ
ト
と

の
共
通

性
を
見

い
だ
し
て

い
る
。［

思
考
・
判
断
・
表
現
］

㉜ ㉝

水
中
の
小
さ
な
生
物
は
動
物
な
の
か
植
物
な
の
か

。

・
ミ
ド
リ
ム
シ

の
観
察
を
通

し
て
、
葉

緑
体
を
も
ち

な
が
ら

も
動
い
た
り
他

の
生
物

を
食
べ
た
り
す

る
生
物
が

い
る
こ
と

に
気
付
き
、

動
物
や
植

物
以
外
に
も
様

々
な

種
類
の
生
物
が
い
る
だ
ろ
う
と
他
の
生
物
群
に
興
味
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。

動
物
と
植
物
の

性
質
を
も

ち
あ
わ
せ

た
生
物
が
い

る
こ
と
に

気
付
き
、
生
物

は
動
物

や
植
物
以
外
に
ど
ん
な
分
類
が
あ
る
の
か
と
調
べ
よ
う
と
し
て
い
る
。［

主
体
的
に
学

習
に
取
り
組
む
態
度
］

㉞

生
物
の
か
ら
だ
の
「
は
た
ら
き
」
と
「
つ
く
り
」
に
つ
い
て
ま
と
め
よ
う
。

・
植
物
や
動
物

の
か
ら
だ
の

つ
く
り
と

は
た
ら
き
を

整
理
す

る
こ
と
を
通
し

て
、
形

態
の
多
様
性
の

中
に
も
生

物
と
し
て

の
共
通
性
を

見
出
し
、

ヒ
ト
以
外
の
生

物
も

「
生
物
」
だ
と
認
識
し
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

形
態
は
違
え
ど

生
命
維
持

す
る
機
能

に
は
種
を
越

え
た
共
通

性
が
あ
る
こ
と

に
気
付

き
、
身
の
ま
わ
り
の
生
物
を
大
切
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。［

主
体
的
に
学
習
に
取
り

組
む
態
度
］

㉟ ～ ㊳

自
分
は
ど
ん
な
自
然
の
中
で
生
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

・
岐
阜
県
博
物

館
で
の
実
習

を
通
し
て

、
自
分
の
知

ら
な
か

っ
た
生
物
が
身

の
回
り

に
は
た
く
さ
ん
い

る
こ
と
に
気
付
き
、
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
を
「
生
物
」
と

い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
俯
瞰
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
分
の
生
活
は

他
の
生
物

と
の
関
わ

り
合
い
の
中

で
成
り
立

っ
て
い
る
こ
と

に
気
付

き
、
さ
ら
に
生
物
に
つ
い
て
知
ろ
う
と
し
て
い
る
。［

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態

度
］

― 154 ― ― 155 ―



単
元
で

自
己
実
現
に
向
か
う

た
め
の

資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿

問
題

解
決

力
・
自
然
の
事
物
・
現
象
か
ら
問
題
を
見

い
だ
す

姿
。

・
既
習
事
項
を
基
に
根
拠
の
あ
る
予
想
を
立
て
、
見
通
し
を
も
っ
て
観
察
、
実
験
を
し
な
が
ら
、
科
学
的
に
探
究
す
る
こ
と
が
で
き
る
姿
。

関
係

構
築

力
・
自
然
の
事
物
・
現
象
に
つ
い
て
、
科
学
的
に
探
究
す
る
中
で
、
他
者
の
意
見
を
共
感
的
・
批
判
的
に
受
け
と
め
、
自
己
の
考
え
の
妥
当
性
を
検
討
し
、
強

化
・
修
正
で
き
る
姿
。

貢
献

す
る

人
間

性
・
生
命
領
域
の
見
方
で
あ
る
「
共
通
性
・
多
様
性
」
を
働
か
せ
、
多
様
性
の
中
に
も
共
通
性
を
見

い
だ
し
本
質
を
見
極
め
よ
う
と
し
て
い
る
姿
。

・
生
物
多
様
性
へ
の
理
解
を
深
め
、
他
の
生
物
を
大
切
に
し
な
が
ら
共
生
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
。

自
己
実
現
に
向
か
う
た
め
の
資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿
の

見
届
け
の
視
点
と
手
立
て

問
題

解
決

力
・
自
然
の
事
物
・
現
象
に
対
し
て
進
ん
で
関
わ
る
中
で
問
題
を
見
い
だ
し
、
根
拠
の
あ
る
予
想
を
基
に
、
見
通
し
を
も
っ
て
観
察
、
実
験
を
し
な
が
ら
科
学
的

に
探
究
し
て
い
る
姿

を
、
探
究
の
過
程
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
か
ら
見
届
け
る
。

関
係

構
築

力
・
目
の
前
の
事
実
に
加
え
、
調
べ
た
動
物
の
特
徴
を
基
に
し
て
、
動
物
の
共
通
性
に
つ
い
て
他
者
と
対
話
す
る
中
で
、
自
分
の
考
え
を
相
手
に
伝
え
た
り
相

手
の
意
見
を
聞
い
た
り
し
て
、
よ
り
明
確
な
根
拠
で

生
物

の
共
通
性
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
姿
を
交
流
の
様
子
か
ら
見
届
け
る
。

貢
献

す
る

人
間

性
・
生
命
を
頂
く
こ
と
で
学
び
を
深
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
、
生
体
を
丁
寧
に
扱
お
う
と
す
る
姿
を
実
験
・
観
察
時
の
様
子
か
ら
見
届
け
る
。
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４
教
科
に
か
か
わ
る
本
時
の
ね
ら
い

県
の
魚
で
あ
り
草
食
魚
の
ア
ユ
と
肉
食
魚
の
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
の
形
態
的
特
徴

を
観
察
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
動
物
の
体
の
特
徴
は
「
他
の
生
物
を
食
べ
る
」
と
い
う
生
き
る
た
め
の

機
能
が
根
幹
に
あ
る

構
造
で
あ
る
こ
と

に
気
付
き
、

消
化
の
機
能
や
そ
の
た
め
の
構
造

を
よ
り
深
く

探
究
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。〔

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
〕

５
本
時
の
展
開
（

）

児
童
生
徒
の
学
習
活
動

教教
師師

のの
手手
立立
てて
とと
見見
届届
けけ

１
前
時
の
学
び
を
振
り
返
る

・
植
物
は
自
分
で
養
分
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
け
れ
ど
、
動
物
は
で
き
な
い
。

・「
動
物
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、「

動
く
も
の
」「

心
臓
が
あ
る
も
の
」「

他
の
生
物
を
食
べ
る
も
の
」

な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
な
。

・
ヒ
ト
の
体
や
消
化
に
つ
い
て
６
年
生

で
学
習
し
た
け
れ
ど
、
他
の
動
物
も
同
じ
な
の
か
と
い
う
疑
問
が
出
た
。

・
７
年
生
で
イ
カ
の
解
剖
を
し
た
と
き
、
イ
カ
に
も
心
臓
や
消
化
管
が
あ
っ
た
な
。

・
観
察
す
る
な
ら
ば
、
ヒ
ト
と
は
異
な
る
種
の
動
物
を
見
て
み
た
い
。
観
察
で
き
そ
う
な
の
は
爬
虫
類
や
魚
か
な
。

２
本
時
の
課
題
を
確
認
す
る

３
ア
ユ
と
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス

の
外
部
形
態
を
観
察
し
特
徴
を
見
つ
け
、
課
題
に
対
す
る
仮
説
を
立
て
る

・
口
の
形
が
違
う
な
。
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス

は
口
が
大
き
く
ア
ゴ
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
な
。

・
ア
ユ
に
は
歯
ら
し
き
も
の
が
無
い
け
れ
ど
、
唇
の
表
面
が
ザ
ラ
ザ
ラ
し
て
い
る
な
。
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス

は
口
の
中

に
ギ
ザ
ギ
ザ
の
歯
が
あ
る
な
。

・
食
べ
る
も
の
が
違
う
の
だ
ろ
う
。
食
べ
る
も
の
に
よ
っ
て
体
の
つ
く
り
が
異
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

・
食
べ
る
も
の
が
違
え
ば
、
体
内
部
の
つ
く
り
も
変
わ
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

・
「
何
か
を
食
べ
る
」
の
だ
か
ら
、
ヒ
ト
と
同
じ
よ
う
に
胃
や
腸
な
ど
消
化
に
関
わ
る
器
官
が
あ
る
だ
ろ
う
。

４
ア
ユ
と
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス

の
体
を
解
剖
し
、
内
部
形
態
を
観
察
し
特
徴
を
見
つ
け
る

５
内
部
形
態
を
観
察
し
て
気
付
い
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
全
体
で
交
流
す
る

・
ア
ユ
と
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス

の
内
臓
の
つ
く
り
は
似
て
い
る
な
。

・
魚
類
に
あ
る
内
臓
と
ヒ
ト
に
あ
る
内
臓
を
比
べ
る
と
、
名
称
が
同
じ
器
官
が
多
く
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

・
腸
管
は
喉
あ
た
り
か
ら
肛
門
ま
で
一
本
で
つ
な
が
っ
て
い
た
。
し
か
し
ア
ユ
と

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス

で
は
腸
の
長
さ

に
少
し
違
い
が
あ
る
な
。

・
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス

の
胃
か
ら
は
、
他
の
生
物
ら
し
き
ド
ロ
ド
ロ
に
な

っ
た
も
の
が
出
て
き
た
な
。

・
ア
ユ
の
腸
管
に
は
黒
い
も
の
が
溜
ま
っ
て
い
る
な
、
こ
れ
は
何
だ
ろ
う
。

６
本
時
の
学
び
を
振
り
返
る

・
魚
類
の
体
の
中
の
つ
く
り
は
、
ヒ
ト
と
の
共
通
点
が
幾
つ
も
あ
っ
た
。
魚
も
ヒ
ト
と
同
じ
生
物
な
の
だ
な
。

・
観
察
す
る
と
、
植
物
に
は
な
い
「
食
べ
る
」
こ
と
に
特
化
し
た
体
の
つ
く
り
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
な
。

・
口
か
ら
入
っ
た
食
べ
物
は
、
胃
や
腸
の
中
で
ど
う
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。
ド
ロ
ド
ロ
に
し
た
次
は
…
？

・
ア
ユ
と
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス

で
は
口
や
歯
の
様
子
が
違
っ
て
い
た
。
食
べ
る
も
の
に
よ
っ
て
体
の
つ
く
り
を
変
え
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
他
の
動
物
で
も
、
食
べ
る
も
の
に
よ
っ
て
体
の
つ
く
り
は
違
う
の
だ
ろ
う
か
。

・
食
べ
る
も
の
が
変
わ
る
と
、
消
化
の
仕
方
に
も
違
い
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

・
ヒ
ト
は
肉
や
野
菜
、
様
々
な
も
の
を
食
べ
る
が
、
消
化
や
そ
の
た
め
の
つ
く
り
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

動
物
の
体
は
ど
ん
な
つ
く
り
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

（（
●●
教教
科科
のの
資資
質質
・・
能能
力力

○○
自自
己己
実実
現現
にに
向向
かか
うう
資資
質質
・・
能能
力力
））

〇
単
元
を
通
し
て
用
い
て
い
る
「
生
物
カ
ー
ド
」
を
基
に
、
前
時

ま
で
の
植
物
の
学
び
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
植
物
と
動
物
の

違
い
や
共
通
点
を
見
い
だ
せ
る
よ
う
に
す
る
。

●
ヒ
ト
の
体
の
内
部

と
の
比
較
が
自
由
に
行
え
る
よ
う
、
人
体
模

型
を
教
室
前
方
に
準
備
す
る
。

●
素
早
く
体
の
内
部
を
観
察
で
き
る
よ
う
、
観
察
ガ
イ
ド
（
腹
の

開
き
方
、
注
意
点
を
記
載
）
を
用
意
す
る
。

●
食

べ
る

も
の

や
生

活
環

境
が
異

な
る

可
能
性

を
見

い
だ
せ

る

よ
う
、
口
や
歯
に
着
目
し
た
際
に
は
「
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
つ
く

り
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
？
」
と
問
い
か
け
る
。

●
内
部
形
態
の
観
察
時
に
は
、
器
官
の
名
称
や
位
置
を
類
推
で
き

る
よ
う
、
対
象
動
物
と
類
似
性
の
あ
る
動
物
の
解
剖
図
を
用
意

す
る
。

〇
ヒ
ト
と
魚
類
の
共
通
性
に
も
気
付
け
る
よ
う
、
ヒ
ト
の
体
の
つ

く
り

と
関

連
付

け
て

考
察
し

て
い

る
生

徒
の

意
見

を
全

体
に

広
げ
る
。

研
究
に
か
か
わ
っ
て

【
見
届
け
の
視
点
】

解
剖

図
か

ら
臓

器
を

類
推

し
た

り
２

種
の

魚
と

ヒ
ト

の
体

の
つ

く
り

を
比

較
し

た
り

し
て

見
つ
け

た
事
実

を
基
に

、
動
物

の
体
の

つ
く
り

に
つ
い
て

他
者
と

対
話

す
る
中
で

、
他
の

生
物
を

食
べ

て
生
き
る

こ
と
が

動
物
の

重
要
な

機
能

で
あ
り
、

そ
の

た
め

の
構

造
に

な
っ

て
い

る
と

い
う

仮
説

を
見

い
だ

し
て

い
る

姿
を

解
剖

時
の
様
子

か
ら
見

届
け
る

。（
関
係
構

築
力

）

【
評
価

規
準
】

動
物

が
も
つ

消
化

と
い

う
働
き

や
そ
の

た
め

の
構

造
を

探
究

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
［
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
］

●
〇

解
剖

動
物

の
生

命
か

ら
学
ん

で
い

る
事
実

を
確

認
し
た

り

生
命

に
対

し
て

感
謝

の
念

を
も

っ
て

い
る

生
徒

の
思

い
を

全
体
で
共
有
し
た
り
す
る
。
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【【
公公

開開
ⅠⅠ
】】
１１

年年
１１

組組
音音
楽楽
科科

学学
習習
指指
導導
案案

北北
舎舎

３３
階階
音音
楽楽
室室

舟舟
橋橋

和和
恵恵

１
題
材
名

「
お
と
」
と
な
か
よ
く
な
ろ
う

～
と
き
め
き
コ
ン
サ
ー
ト
～

２
指
導
の
立
場

（
１
）
題
材
に
つ
い
て

本
題
材
は
，
第

１
学
年
音
楽
科
「
Ａ
表
現
」

ア
（
ア

イ
）
、
イ
（
ア
）
、
ウ
（
ア
）

〔
共
通
事
項
〕

ア
、
及
び
、
図
画
工
作
科
「
Ａ
表
現
」

イ
イ
、
「
Ｂ
鑑
賞
」

ア
、〔

共
通
事
項
〕

ア
イ
に
も
と
づ
く
題
材
で
あ
る
。
音
楽
科
、
図
画
工
作

科
と

も
に
「
音
」
に
着
目
し
た
表
現
活
動
を
設
定
し
、
そ
れ

ぞ
れ

の
学
び
を
往
還
す
る
こ
と

を
通
し
て
、
音
の
違
い
「
音
色
」
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
音
や

音
楽
を
自
ら
つ
く
り

だ
す
活
動
を
通
し
て
、

主
体
的
に

学
ぶ

喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
音
楽
活
動
（
音
遊
び

）
や
制
作
活
動
（
楽
器
作
り
）

の
楽
し
さ
を
体
験
す
る
こ
と
を
通
し
て

、
音
に
関
わ
る

豊
か

な
感
性
を
育
む

た
め
に
、

音
楽
科
、
図
画
工
作

科
の
教
科
の
特

性
を
生
か
し
た
題
材
を
設
定
し
た
。

音
楽
科
で
は
、
打
楽
器
を
用
い
た
「
音
遊
び
」
を
通
し
て
、
打
つ
、
振
る
、
擦
る

な
ど

奏
法
を
変
え
る
と
一
つ
の
楽
器
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
音
色

が
出

せ
る
こ
と
に
気
付
く

力
を

付
け
る
。
ま
た
、
見
付
け
た

音
色
を
生

か
し
た
「
音
楽
づ
く
り

」
で
は
、
打
つ
、
振
る
、

擦
る
な
ど
の
奏
法

を
試
し
な
が
ら
「

○
○
み
た
い
な
音
」
や
「
元
気
な
音
」
な
ど
自
分
の

願
い
に
合
う
音
の
出
し
方

や
音
の
組
み
合
わ
せ

を
工
夫

し
て

、
音
楽
づ
く
り
の
発
想
を

得
る
よ
う
に
も
す
る
。

一
方
、
図
画
工
作
科

で
は
、
音

が
出

る
材
料
や
仕
組
み

を
利
用

し
、
願
い
に
合
う

楽
器
を
作
っ
た
り
演
奏
し
た
り
す
る

こ
と

を
通
し
て
作
り
出
す
喜
び

を
味
わ
い
、
仲
間
と
と
も
に
作
っ
た
音
楽
を
披
露
す
る

「
と

き
め
き
コ
ン
サ
ー
ト
」

を

行
う
。
こ
の
よ
う
に
、
音
に
共
通

し
た

両
教
科
の
題
材
を
合
わ
せ

て
配
置
す
る

こ
と
で
、

い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
試
し
な
が
ら
、
よ
り

自
分
の

願
い

に
合

う
も
の
を

つ
く
り
だ
す
楽

し
さ
と
音
色
を
味
わ
う
楽
し
さ
を
感
じ
る
姿
を
目
指
す
。

（
２
）
児
童
生
徒
に
つ
い
て

児
童
は

、
進
ん
で
新
し
い
歌
や
リ
ズ
ム
遊
び
を

覚
え
、
休
み

時
間
に
も
口
ず

さ
ん
だ

り
体
を
動
か
し

た
り
し
て
日
頃
か
ら
音
楽
に
親
し
ん
で

い
る

が
、
自
分
の
思
い
を
自
由

に
表
現
し
て
楽
し
む
姿
は
少
な
い
。

こ
れ
は
、

仲
間
と

違
う

表
現
を
し
た
り
、

正
解
が

な
く

自
由
に
表
現
し
た
り
す
る
こ
と
に

抵
抗
が
あ
る

か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で

国
語
科
に
お
い
て
は
、
「
声
を
揃
え
る
（
拍

）
」
「

言
葉
（
リ
ズ
ム
）
遊
び
」

「
文
章
（
歌
詞
）
か
ら
様
子
を
思
い
浮
か
べ
る
」
な
ど
、
リ
ズ
ム
や
感
性
に
つ
い
て

関
連

さ
せ
て
学
習
を
進
め
て
き
た
。

そ
こ
で
本
題
材
で
は
、

音
楽

科
と
図
画
工
作
科
に
お
け

る
教
科
内
容
の
横
断
的
視
点
に
着
目
し
、

音
が
出
る
い

ろ
い

ろ
な

材
料
や
、
そ
の
奏
法

を
試
す
活
動
を
通
し
て
、
よ
り
よ
い
と
感
じ
る
も
の
、

願
い

に
合
う
も
の
を
見
付
け
、

仲
間

と
一
緒
に
音
楽
活
動
を
楽
し
む
過
程
に
重
点
を
お
い
て
指
導
す
る
。

（
３
）
指
導
に
つ
い
て

本
時
は
、
図
画
工
作
科
で
制
作
し
た
楽
器
を
用

い
て
学
習
を

進
め
る
。

音
色
に
着
目

し
て
鳴
ら
し
方
を

工
夫
し

、
仲
間
と
音
を
繋
げ
た
り
重

ね
た

り
す
る
活
動
す
る

こ
と
を

通
し
て
、

願
い
に
合
っ
た
音

色
を
見
付
け
て
表
現
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

児
童
は
、
前
時
ま
で
に
打
楽
器
（
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
・
タ
ン
ブ
リ
ン
・
す
ず
）
の
い
ろ

い
ろ
な
奏
法
を

探
り
、

１
つ
の
楽
器
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

音
が

出
せ
る
こ
と
を
見
付
け

、

お
気
に
入
り
の
音
を
使
っ
た

音
遊
び
を
行
っ
て

本
時
を

迎
え

る
。
本
時
は
、

自
分
の
楽

器
を
使
い
、

さ
ら
に
い
ろ
い
ろ
な
鳴
ら
し
方
を

工
夫
し

て
聴

き
比
べ

、
よ
り
願
い
に
合

う
音

を
決
め
る
。
仲
間
と
音
を
合
わ
せ
る

音
楽
づ
く
り

の
発

想
を
も
と
に

、
音
の
繋
げ

方
や
重
ね
方
な
ど
を

試
し
工
夫
す
る

こ
と
を
繰
り
返

し
、
願

い
に
合
っ
た
表
現

が
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
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３
題
材
指
導
計
画

学
年

第
１
学
年

題
材
名

「
お

と
」

と
な

か
よ

く
な

ろ
う

～
と

き
め

き
コ

ン
サ

ー
ト

～
音

楽
３

時
間

図
工

３
時

間
合

同
１

時
間

全
７

時
間

題
材
で
育
む
資
質
・
能
力

音
楽
科
「

Ａ
表
現
」

ア
（
ア
イ
）
、
イ
（
ア
）
、
ウ
（
ア
）〔

共
通
事
項
〕

ア
図
画
工
作
科

「
Ａ

表
現

」
イ

イ
、「

Ｂ
鑑

賞
」

ア
、〔

共
通

事
項

〕
ア

イ
・

打
楽
器

に
よ
る
音

遊
び

を
通
し
て

、
一
つ
の

楽
器
か

ら
い
ろ

い
ろ
な

音
が
出
せ

る
こ

と

や
、
鳴
ら
し
方
と
音
色
と
の
関
わ
り
に
気
付
く
。
〔
知
識
及
び
技
能
〕

・
打
楽
器
の
音
色
を
生
か
し
た
音
遊
び
を
通
し
て
、
願
い
に
合
う
音
の
出
し
方
や

組
み
合
わ

せ
を
工
夫
し
、
音
楽
づ
く
り
の
発
想
を
得
る
。〔

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕

・
打
楽
器

の
音
色
を

生
か
し

た
音
遊

び
を
し
た

り
互
い

の
演
奏

を
聴
い

た
り
す
る

活
動

を

通
し
て
、
打
楽
器
の
音
色
や
音
の
組
み
合
わ
せ

に
興
味
を
も
ち
、
生
活
の
中
の
様
々
な
音

に
親
し
む
。
〔
学
び
に
向
か
う
力

、
人
間
性
等
〕

・
音
が
鳴
る
材
料
や
仕
組
み
か
ら
、
思
い
付
い
た
も
の
を
つ
く
る
こ
と
を
通
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
形
や
色
、
触
っ
た
感
じ
な
ど
に
気
付
き
、
手
や
体
全
体
の
感
覚
な
ど
を
働

か
せ
て
、
自
分
の
願
い
に
合
う
楽
器
を

つ
く
る

。
〔
知
識
及
び
技
能
〕

・
材
料
を
鳴
ら
し
て
感
じ
た
こ
と
や
想
像
し
た
こ
と
か
ら
、
つ
く
り
た
い
楽
器
を
決
め
、

形
や
色
、
材
料
な
ど
を
工
夫
し
て
楽
器
を

つ
く
る

。〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕

・
音
が
鳴
る
材
料
や
仕
組
み
か
ら
、
思
い
付
い
た
楽
器
を
つ
く

り
、
演
奏
す
る
こ
と
を

通
し
て

つ
く
り
だ
す
喜
び
を
味
わ
う
と
と
も
に
、
形
や
色
な
ど
に
関
わ
り
楽
し
い
生

活
を
想
像
し
よ
う
と
す
る
。
〔
学
び
に
向
か
う
力

、
人
間
性
等

〕

時
主
な
学
習
活
動
と
ね
ら
い

評
価
規
準

主
な
学
習
活
動
と
ね
ら
い

評
価
規
準

①

い
ろ
い
ろ
な
音
を
見
付
け
て
鳴
ら
そ
う

。

・
打
楽
器
（
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
、
タ
ン
ブ
リ
ン
、

す
ず
）
に
つ
い
て
、
打
つ
、
振
る
、
擦
る

な
ど

の
演

奏
の

仕
方

を
試
し

、
い

ろ
い

ろ
な
音

色

の
音
を
見
付
け
る
。

い
ろ

い
ろ

な
鳴

ら
し

方
を

試

し
、

楽
器

の
材

質
や

演
奏

の
仕

方
に

よ
っ

て
音

色
が

変
わ

る
こ

と
に
気
付
い
て
い
る
。

知
識
・

技
能

い
ろ
い
ろ
な

音
の
出

し
方
を
見

つ
け
て
、

つ
く

り
た

い
も
の
を

決
め

よ
う
。

・
色
々
な
種
類
の
材
料
を
も
と
に
、
た
た
く
、
振
る
、

弾
く

、
擦

る
な

ど
の

音
を

出
す

基
本
的

な
仕

組
み

を
使
っ
て
音
を
出
し
、
楽
器
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
。

材
料

や
仕

組
み

に
よ

る
音

の

違
い
に
気
付
き
、
自
分
の
願
う

音
に

合
う

も
の

を
選

択
し

て

つ
く

っ
て

い
る
。
［

知
識

・
技

能
］

②

見
付
け
た
音
を
使
っ
て
遊
ぼ
う

。

・
前
時
の
学
習
で
見
付
け
た
音
を
、
友
達
と
繋
げ

た
り
重
ね
た
り
し
て
演
奏
す
る
。

・
い
ろ
い
ろ
な
繋
げ
方
や
重
ね
方
を
試
し
、
お
気

に
入
り
の
音
楽
を

つ
く
る
。

自
分

の
見

付
け

た
打

楽
器

の
音

色
や

特
徴

を
生

か
し

て
、

音
の

出
し

方
や

組
み

合
わ

せ
を

工
夫

し
、

ど
の

よ
う

に
演

奏
す

る
か

に
つ

い
て

自
分

の
思

い
を

も
っ

て
い
る
。

思
考
・
判
断
・
表
現

お
気
に
入
り

の
音
が

出
る
よ
う

に
、
材
料

や
仕
組

み

を
工
夫
し
て
楽
器
を
つ
く

ろ
う
。

・
音
を
鳴
ら
し
て
確
か
め
、
自
分
の
願
い
に
合
う
よ
う

に
、
材
料
や
仕
組
み
を
工
夫
し
て
つ
く
る
。

・
演
奏
し
て
も
壊
れ
な
い
も
の
を
つ
く
る
。

材
料

を
鳴

ら
し

て
感

じ
た

こ

と
を
も
と
に
、
つ
く
り
た
い
楽

器
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
ち
、
材
料

や
仕

組
み

な
ど

を
工

夫
し

て

楽
器

を
つ

く
っ
て

い
る
。
［

思

考
・
判
断
・
表
現
］

自
分

が
目

指
す

楽
器

に
な

る

よ
う
な
素
材
や
形
、
製
作
方
法

等
を
選
ん
で
つ
く
っ
て
い
る

。

［
知
識
・
技
能
］
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主
な
学
習
活
動
と
ね
ら
い

評
価
規
準

主
な
学
習
活
動
と
ね
ら
い

評
価
規
準

③ 本 時 （ 音 楽 科 ）

お
気
に
入
り
の
音
で
、
音
楽
を
つ
く
ろ
う

。

・
図

画
工

作
科

の
学

習
で

つ
く

っ
た

自
分

の
楽

器
を
使
っ
て
、
音
遊
び
を
す
る
。

・
音

色
に

着
目

し
て

い
ろ

い
ろ

な
鳴

ら
し

方
を

試
し
、
仲
間
の
音
と

組
み
合
わ
せ
る
。

い
ろ

い
ろ

な
鳴

ら
し

方
を

試
し

た
り

、
音

の
組

み
合

わ
せ

を
工

夫
し

た
り

し
て

、
気

に
入

っ
た

音
を
探
し
て
い
る
。

思
考
・
判
断
・
表
現

音
楽
に

合
う

よ
う
な

か
ざ
り
を

つ
け
て
、

じ
ま
ん

の

楽
器
を

つ
く
ろ
う
。

・
音
楽
の
学
習
で
つ
く
っ
た
「
音
楽
」
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
、
色
や
模
様
を
付
け
る
。

・
演
奏
が
楽
し
く
な
る
よ
う
な
飾
り
を
付
け
る
。

「
音
楽
」
か
ら
イ
メ
ー
ジ
し
た

こ
と
を
、
色
や
模
様
で
表
現
し

て
い
る
。［

思
考
・
判
断
・
表
現
］

④

「
と
き
め
き
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
し
よ
う

。

・
前
時
に
つ
く
っ
た
音
楽
を
発
表
す
る
。

・
他
の
グ
ル
ー
プ
の
音
色
の
面
白
さ
を
見
付
け
な
が
ら
発
表
を
聴
く
。

自
分
や
友
達
の
楽
器
の
音
色
に
興
味
・
関
心
を
も
ち
、
互
い
の
音
や
演
奏
の
仕
方
を
生

か
し
て
表
現
す
る
学
習
に
楽
し
ん
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む

態
度

題
材
で

自
己
実
現
に
向
か
う

た
め
の

資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿

問
題

解
決

力

音
遊
び
を
通
し
て
、
お
気
に
入
り
の
音
色
を
見
付
け
る
た
め
に

、
叩
く
、

振
る
、
弾
く
、

擦
る
な
ど
の
鳴
ら
し
方
を
試
し
た
り
、
願
い
に
合
う
音
の

組
み
合
わ
せ
を
探
し
た
り
す
る
姿
。

色
々
な
材
料
の
中
か
ら
使
い
た
い
も
の
を
自
分
で
選
び
、

叩
く

、
振
る
、
弾
く
、

こ
す
る
な
ど
を
し
て
音
を
出
す
こ
と
を
通
し
て
、
自
分
の

つ
く

り
た
い
楽
器
の
イ

メ
ー
ジ
を
も
ち
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
工
夫
し
て

つ
く
る
姿
。

関
係

構
築

力

い
ろ
い
ろ
な
表
現
方
法
を
試

す
活
動
を
通
し
て

、
互
い
の
音
を
聴
き
合

い
、

願
い
に
合
う
音
に
な
る
よ
う
に
仲
間
と

音
の
組
み
合
わ
せ
や
演
奏
順
を

話

し
合
う
姿
。

製
作
活
動
に
お
い
て
、
仲
間
と
楽
器
の
つ
く

り
方
を
交
流
し
た
り
教
え
合
っ
た
り
、

用
具
の
貸

し
借

り
等
を

し
た
り

し
な
が

ら
、
自

分
の

つ
く
り
た

い
楽
器

を
製

作
す

る
姿
。

貢
献
す
る
人
間
性

打
楽
器
や
身
近
に
あ
る
も
の
か
ら
出
る

音
に
興
味
を
も
ち

、
い
ろ
い
ろ
な

奏
法
で
音
遊
び
を
し
た
り

、
仲
間
と
合
わ
せ

た
り
し
て
音
楽
を
楽
し
む
姿
。

「
と
き
め

き
コ

ン
サ
ー

ト
」
に

向
け
て

、
自
分

の
楽

器
の
良
さ

を
生
か

せ
る

よ
う

に
、
音
の
鳴
ら
し
方
を
工
夫
し
た
り
、

つ
く
り
直
し
た
り
す
る
姿
。

自
己
実
現
に
向
か
う
た
め
の
資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿
の

見
届
け
の
視
点
と
手
立
て

問
題

解
決

力

い
ろ
い
ろ
な
奏
法

を
試
す
活
動
を
通
し
て
、
楽
器
の
鳴
ら
し
方
と
音
色
と

の
関
わ
り
に
気
付
き
、
願
い
に
合
う
音
の
出
し
方
を
探
し
て
い
る
か
、
活

動
の
様
子
か
ら
見
届
け
る
。

つ
く
り
た
い
楽
器
を
自
分
で
決
め
、
音
を
出
し
て
試
し
な
が
ら

つ
く
っ
て
い
る
か
、

壊
れ
な
い

よ
う

に
つ
く

り
方
や

材
料
を

考
え
て

つ
く

っ
て
い
る

か
、
活

動
の

様
子

か
ら
見
届
け
る
。

関
係

構
築

力

音
遊
び
を
す
る
中
で
、
互
い
の
音
を
聴
き
合
っ
た
り

話
し
合
っ
た
り
し
な

が
ら
、
ど
ん
な
音
を
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
る
か
を
決
め
よ
う
と
し
て

い
る
か
を
、
交
流
の
様
子
か
ら
見
届
け
る
。

製
作
活
動
の
中
で
、
教
え
合
っ
た
り
、
手
伝
っ
た
り
、
用
具
を
共
有
し
た
り
し
て
い

る
か
、
交
流
の
様
子
か
ら
見
届
け
る
。

貢
献
す
る
人
間
性

一
つ
の
楽
器
で
も

、
奏
法
や
音
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て

い
ろ
い
ろ
な

音

が
出
せ
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
る
か
、
音
遊
び
や
コ
ン
サ
ー
ト
で
の
様
子

か
ら
見
届
け
る
。

「
と
き
め

き
コ

ン
サ
ー

ト
」
を

す
る
こ

と
を
楽

し
み

に
し
な
が

ら
楽
器

の
音

や
デ

ザ
イ
ン
を

工
夫

し
て

つ
く
っ
て

い
る
か

、
仲
間

と
一

緒
に
鳴
ら

し
た
り

し
て

い
る

か
、
製
作
活
動
や
コ
ン
サ
ー
ト
で
の
演
奏
の
様
子
か
ら
見
届
け
る
。
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４
教
科
に
か
か
わ
る
本
時
の
ね
ら
い

楽
器
の
音
色
に
着
目
し
て

い
ろ
い
ろ
な
鳴
ら
し
方

や
音
の
組
み
合
わ
せ

方
を
試
す

活
動
を
通
し
て
、

自
分
の
願
い
に
合
っ
た
音
を
見
付
け

、
組
み
合
わ
せ
を
工
夫
し
て

音
楽
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
る
。
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕

５
本
時
の
展
開
（

３
／
４

）

児
童
生
徒
の
学
習
活
動

教
師

の
手
立
て
と
見
届
け

１
本
時
の
め
あ
て
を
確
認
す
る

・
１
つ
の
楽
器
か

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
音
が
出
せ
て

お
も
し
ろ
か
っ
た
よ
。

・
鳴
ら
し
方
を
変
え
る
と
、

音
が
変
わ

っ
た
よ

。
・
図
画
工
作
で

つ
く
っ
た
楽
器
で
も
、

や
っ
て

み
た
い
な
。

２
図
画
工
作
科
の
学
習
で

つ
く
っ
た
楽
器
を
使
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
鳴
ら
し
方
を
試
し
、
仲
間
の
音
と
組
み

合
わ
せ
る
（
願
い
別
コ
ー
ナ
ー
学
習

）

・
元
気
な
音

強
く
叩
く
と

大
き
な
音
が
し
て

、
元
気
な
感
じ

に
な
っ
た
よ

。
仲
間
と
一
緒
に
鳴
ら
し
た
ら
、

も
っ
と
大
き
く
て
元
気
な
音
が
で
き
た
よ
。

・
や
さ
し
い
音

ゆ
っ
く
り
揺
ら
し
た
ら
、
「
さ
ら
さ
ら
～
」
と

波
の
音
み
た
い
に
な
っ
た
よ
。

そ
っ
と
擦
っ
て
仲
間

と
繋
げ
た
ら
、
お
話
を
し
て
い
る
み
た
い
に
な
っ
た
よ
。

・
不
思
議
な
音

叩
く
場
所
を
変
え
る
と
、
音
色
が
変
わ
っ
て

い
ろ
い
ろ
な
音
が
出
せ
る
よ

。
一
緒
に
鳴
ら
す
メ
ン
バ
ー
を
交
代
し
た
ら
、
不
思
議
な
音
に
な
っ
た
よ
。

・
き
れ
い
な
音

同
じ
種
類
の
楽
器

の
仲
間
と
鳴
ら
し
た
ら
、
音
色
が
揃
っ
て
き
れ
い
だ
と
思
っ
た
よ
。

３
中
間
交
流

を
行
い
、

音
の
組
み
合
わ
せ
方
の

工
夫
に
気
付
く

４
さ
ら
に
工
夫
を
重
ね
、
音
楽
を
完
成
す
る

・
一
緒
に
鳴
ら
す
相
手
を
変
え
な
が
ら
繰
り
返
す
と
、
も
っ
と
お
も
し
ろ
く
な
っ
た
よ
。

・
１
人
→
３
人
の
順
に
し
て
も
、
お
話
し
て
い
る
感
じ
が
し
た
よ
。

・
い
ろ
い
ろ
な
鳴
ら
し
方

が
繋
が
っ
て
、
楽
し
い
音
楽
が
で
き
た
ね
。

５
振
り
返
り
を
行
う

お
気
に
入
り
の
音
を
使
っ
て

、
音
楽

を
つ
く
ろ
う

。

（（
●●
教教
科科
のの
資資
質質
・・
能能
力力

○○
自自
己己
実実
現現
にに
向向
かか
うう
資資
質質
・・
能能
力力
））

〇
●

児
童
が
学
習
へ
の
見
通
し
や
意
欲
が
も
て
る
よ
う
、
前
時
ま
で

の
学
習
や
本
時
し
た
い
こ
と
を
確
か
め

る
。

研
究
に
か
か
わ
っ
て

【
見
届
け
の
視
点

】
い

ろ
い

ろ
な

鳴
ら

し
方

を
試

し
た

り
仲

間
の

音
と

組
み

合
わ

せ

た
り

す
る
活
動
を
通
し
て
、
鳴
ら
し
方
と
音
色
と
の
関
わ
り
に
気

付
き
、
願
い
に
合
う
音
の
出
し
方
を
探
し
て
い
る
か
、
活
動
の
様

子
や
発
言
内
容

か
ら
見
届
け
る
。

問
題
解
決
力

●
「
元
気
」「

や
さ
し
い
」
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
定
し
、
共
通
す
る

願
い
の
児
童
同
士
で
グ
ル
ー
プ

が
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

●
音
色
に
着
目

し
て
い
る
姿
（
音
を
聞
く
姿
・
音
に
着
目
し
た
発
言
）

を
価
値
付
け
、
ね
ら
い
沿
っ
た
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

●
一
人
で
活
動
す
る
児
童
や

迷
っ
て
い
る
児
童
に
は
、
願
い
を
確
か

め
、
グ
ル
ー
プ

に
入
っ
て
活
動
し
て
み
る
よ
う
促
し
、
表
現
の
幅

が
広
が
る
よ
う
に
す
る
。

●
中
間
交
流
で
は

、
特
に

順
番
・
人
数
・
重
ね
方
等
、
組
み
合
わ
せ

方
に
関
わ
る
工
夫
を
広
め
、
後
半
の
活
動
に
生
か
せ
る
よ
う
に
す

る
。

【
評
価

規
準
】

自
分
の
楽
器
で

い
ろ
い
ろ
な
鳴
ら
し
方
を
試
し
た
り
、
音
の
組
み

合
わ
せ
を
工
夫
し
た
り
し
て
、
気
に
入
っ
た
音
を
探
し
て

表
現
し

て
い
る
。

［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

自
分
の
楽
器
で
、
い
ろ
い
ろ
な
鳴
ら
し
方
を
試
し
な
が
ら
、
お
気
に
入
り
の
音
で
音
楽
を
作
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
一
人
で
鳴
ら
す
の
も
い
い
け
ど
、
仲
間
と
一
緒
に
鳴
ら

す
と
、
い
ろ
い
ろ
な
音
色
の
音
楽

が

で
き
た
の
で
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
お
気
に
入
り
の
音
楽
を
み
ん
な
に
聴
い
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
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【【
公公
開開
ⅠⅠ
】】
７７
年年
２２
組組

美美
術術
科科
学学
習習
指指
導導
案案

南南
舎舎
４４
階階

美美
術術
室室

岡岡
田田

春春
香香

１
題
材
名

岐
阜
天
井
画
～
も
し
、
令
和
の
時
代
に
加
納
城
が
甦
っ
た
ら
～

２
指
導
の
立
場

（
１
）
題
材
に
つ
い
て

全
国
の
寺
社
仏
閣
や
城
に
天
井
画
が
描
か
れ
て
き
た
。
見
上
げ
る
と
広
が
る
美
し
い
世

界
。
日
本
独
特
の
木
造
建
築
の
強
度
を
増
す
た
め
に
縦
横
に
巡
ら
さ
れ
た
梁
。
梁
に
囲
ま

れ
た
小
さ
な
キ
ャ
ン
バ
ス
が
、
絢
爛
豪
華
な
空
間
を
生
み
出
す
。
日
本
人
が
古
来
よ
り
親

し
ん
で
き
た
草
花
な
ど
が
描
か
れ
、
西
洋
の
天
井
画
と
は
異
な
る
魅
力
を
醸
し
出
す
。

織
田
信
長
が
天
下
統
一
の
拠
点
と
し
た

岐
阜
城
内
に
も

豪
華
な

天
井
画
が

あ
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
下
で
信
長
は
、
心
を
尽
く
し
客
人
を
も
て
な
し
た
の
だ
ろ
う
。
徳
川

の
時
代
に
な
り
、
城
主
を
失
っ
た
岐
阜
城
天
守
閣
は
、
加
納
の
地
に
移
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

火
災
に
よ
り
消
失
し
姿
を
消
す
。
現
在
、
金
華
山
に
そ
び
え
る
岐
阜
城
復
興
天
守
閣
の
天

井
画
に
は
、
大
河
ド
ラ
マ
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
麒
麟
と
龍
が
描
か
れ
、
戦
国
の
時
代
と
は

異
な
る
資
料
展
示
館
の
役
割
も
担
い
な
が
ら
訪
れ
る
観
光
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

本
校
か
ら
南
の
方
角
に
加
納
城
は
あ
っ
た
。
も
し
、
今
の
時
代
に
加
納
城
が
甦
っ
た
と

し
た
ら
？
も
し
、
加
納
城
に
も
天
井
画
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
？
本
題
材
は
、
架
空
の
「
令

和
の
加
納
城
」
を
想
定
し
、
岐
阜
天
井
画
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
。
学
習
指
導
要
領
Ａ
表
現
（
１
）

イ
（
ア
）（

イ
）
に
関
わ
っ
て
、
岐
阜
県
の
魅
力
と
な
る
「
も
の
」
や
「
こ
と
」
を
中
心
に

描
き
、
背
景
に
は
、
伝
統
文
様
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
る
。
見
や
す
い
よ
う
に
単
純
化

し
、
大
き
さ
や
配
置
を
考
え
な
が
ら
見
る
人
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
く
美
し
い
調
和
の
と

れ
た
構
成
を
考
え
る
。
着
色
に
は
、
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
を
用
い
、
自
然
の
色
を
も
と
に
し

た
固
有
の
色
使
い
や
色
彩
の
効
果
を
結
び
付
け
な
が
ら
表
現
す
る
。

（
２
）
児
童
生
徒
に
つ
い
て

①
教
科
横
断
的
な
学
び

生
徒
は
、
家
庭
科
の
「
衣
文
化
」
の
題
材
で
日
本
の
伝
統
文
様
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
浴

衣
の
着
付
け
体
験
で
は
、
洋
服
に
は
な
い
布
地
に
染
め
上
げ
ら
れ
た
和
の
文
様
の
鮮
や
か

さ
と
調
和
の
と
れ
た
美
し
さ
に
引
き
込
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、「

ど
う
生
き
る
か
」
の
学
習

で
、
何
度
か
加
納
城
址
公
園
を
訪
れ
て
お
り
、
そ
こ
へ
の
馴
染
み
が
あ
る
。
さ
ら
に
は
６

年
生
で
の
「
町
づ
く
り
」
に
お
い
て
、
加
納
地
区
の
伝
統
行
事
を
守
る
方
の
思
い
や
和
傘

な
ど
の
伝
統
工
芸
品
に
ふ
れ
、
岐
阜
へ
の
郷
土
愛
や
伝
統
文
化
の
魅
力
を
感
じ
て
い
る
。

こ
う
し
た
教
科
や
領
域
で
学
ん
だ
郷
土
・
伝
統
へ
の
愛
情
を
図
画
工
作
や
美
術
で
身
に
つ

け
た
力
と
結
び
付
け
な
が
ら
、
思
い
を
発
信
す
る
力
に
つ
な
げ
た
い
。

②
図
画
工
作
か
ら
美
術
へ

生
徒
は
、
初
め
て
デ
ザ
イ
ン
題
材
に
取
り
組
む
。
図
画
工
作
の
学
習
で
は
、
自
分
の
好

き
な
形
や
色
で
思
い
を
楽
し
く
表
現
し
て
き
た
が
、
デ
ザ
イ
ン
や
工
芸
な
ど
に
表
現
す
る

活
動
で
は
、
相
手
を
大
切
に
思
う
視
点
が
必
要
と
な
る
。
伝
え
る
相
手
に
と
っ
て
、
必
要

な
情
報
な
の
か
、
だ
れ
が
見
て
も
分
か
り
や
す
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
か
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
岐
阜
天
井
画
を
鑑
賞
す
る
相
手
を
岐
阜
県
外
に
住
む
人
、
海
外
か

ら
訪
れ
る
人
な
ど
具
体
的
に
想
定
す
る
こ
と
で
、
多
様
性
や
共
生
の
視
点
を
も
た
せ
な
が

ら
個
人
と
し
て
の
感
じ
方
や
好
み
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
身
近
な
人
を
は
じ
め
誰
に

も
共
通
し
て
感
じ
る
感
覚
や
心
地
よ
さ
を
感
じ
取
る
力
を
養
っ
て
い
き
た
い
。

（
３
）
本
時
の
指
導
に
つ
い
て

本
時
は
、
特
に
Ａ
表
現
（
１
）
イ
（
イ
）
に
関
わ
っ
て
、
主
題
が
よ
り
相
手
に
伝
わ
る

よ
う
に
、
背
景
の
文
様
と
モ
チ
ー
フ
の
組
み
合
わ
せ
方
を
考
え
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
も

活
用
し
な
が
ら
、
構
成
を
練
り
直
し
考
え
を
深
め
る
。
ま
た
、
作
品
を
指
し
示
し
な
が
ら

説
明
し
合
う
活
動
を
設
定
し
、
一
方
的
な
伝
達
と
な
ら
な
い
よ
う
、
相
手
に
対
す
る
視
点

を
も
ち
、
互
い
の
作
品
の
よ
さ
を
味
わ
っ
た
り
、
認
め
合
っ
た
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
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３
題
材
指
導
計
画

学
年

第
７
学
年

題
材

名
岐
阜
天
井
画
～

も
し
、
令
和
の
時
代
に
加
納
城
が
甦
っ
た
ら
～
（
全

時
間
）

「
Ａ
表
現
」

１
イ
（
ア
）

イ
２

ア
ア

（
イ
）、
「
Ｂ
鑑
賞
」

１
ア

イ
、
〔
共
通
事
項
〕

１
ア
イ

題
材
で
育
む
資
質
・
能
力

・
形
や
色
彩
、
余
白
や
単
純
化
な
ど
が
感
情
に
も
た
ら
す
効
果
を
理
解
し
、
造
形
的
な
特
徴
な
ど
を
も
と
に

全
体
の
作
風
を

捉
え
る
。
〔
知
識
及
び
技
能
〕

・
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
の
生
か
し
方
を

身
に
付
け
、
意
図
に
応
じ
て
工
夫
し
、
制
作
の
順
序
を
考
え
な
が
ら
見
通
し
を
も
っ
て
表
す

。
〔
知
識
及
び
技
能

〕

・
岐
阜
天
井
画
の

目
的
を
も
と
に
主
題
を
生
み
出
し
、
美
的
感
覚
を
働
か
せ

分
か
り
や
す
さ
と
美
し
さ

の
調
和

を
考
え
、
表
現
の
構
想
を

練
る

。
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕

・
天
井
画
の
目
的
と

調
和
の
と
れ
た
美
し
さ
を
感
じ
取
り
、
作
者
の
心
情
や
表
現
意
図
と
工
夫
な
ど
に
つ
い
て
考
え
、
見
方
や
感
じ
方
を

広
げ
る
。〔

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等

〕

・
美
術
の
創
造
活
動
の
喜
び
を
味
わ
い
、

天
井
画
の

目
的
や
機
能
な
ど
を
考
え

て
、
表
現
し
た
り
鑑
賞
し
た
り
す
る
学
習
活
動
に
取
り
組

む
。
〔
学
び
に
向
か
う
力

、
人
間
性
等
〕

時
主
な
学
習
活
動
と
ね
ら
い

評
価
規
準

①

岐
阜
天
井
画
の
題
材

に
つ
い
て
知
る
。

・
天
井
画
や
参
考
資
料
な
ど

を
鑑
賞
し
な
が
ら

、
仲
間
と
対
話

す
る
こ
と
を
通
し
て
、

天
井
画
の

装
飾
と
し
て
の

効
果
や
用
い
る
場
面
、
条
件

を
理
解

し
、
題
材

へ
の
興
味

と
作
品
へ
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。

・
加
納
城
の
想
像
図
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
。

天
井
画
の
機
能

や
調
和
の

と
れ
た

美
し
さ
を

感
じ

取
り
、

天
井
画
の
目
的
や

機
能
な

ど
を
考
え
表
現
し
た
り
鑑
賞
し
た
り
す
る
学
習
活
動

に
関
心
を
も
っ
て
い
る
。［

主
体

的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
］

② ③

岐
阜
天
井
画
の

構
成
要
素
を
考
え
る

。

・
自
分
の
願
い

や
思
い
を
も

と
に
、

既
習
事
項
と
結

び
つ
け

な
が

ら
マ
ッ
ピ

ン
グ
す

る
活
動
を
通
し
て
、
中
心

と
な
る

モ
チ
ー
フ
と
背
景

と
な
る
文
様
を

選
択
し
、
ア
イ

デ
ィ
ア
ス
ケ
ッ
チ
を

描
く
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ま
で
の
生

活
経
験
や

学
習
し
た

こ
と
の
中
か

ら
、

相
手

に
伝
え
た
い

岐
阜
の
魅

力
を
感
じ
る
「
も
の
」
や
「
こ
と
」
と
、
伝
統
文
様
の

も
つ
意
味

と
を
結
び
つ
け
な
が

ら
表
現
し
た
い
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

④ 本 時

ア
イ
デ
ィ
ア
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て

構
成
を
練
る
。

・
選
ん
だ

モ
チ

ー
フ
と
背
景

と
な
る
文

様
の

構
成

を
考
え
る

活
動
を
通
し
て

、
大
き

さ
や
配
置
な
ど

の
違
い
に

よ
る
表
現

効
果
に
気
付

き
、
分
か

り
や
す
さ
と
美

し
さ

の
調
和
を
考
え
、
モ
チ
ー
フ
と
文
様
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
き
さ
や
配
置

の
違
い
に

よ
る
表
現

効
果
を
理
解

し
、
よ
り

分
か
り
や
す
く

美
し
い

モ
チ
ー
フ
と
背
景
の
文
様
の
効
果
的
な
構
成
を
考
え
て
い
る
。［

思
考
・
判
断
・
表
現
］

⑤

下
書
き

を
す
る

。

・
ア
ク
リ
ル
絵

の
具
で
彩
色

す
る
こ
と

を
意
識
し
な

が
ら
、

ア
イ
デ
ィ
ア
ス

ケ
ッ
チ

を
も
と
に

下
書
き
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

既
習

事
項
で
あ
る
、
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
の
使
い
方

や
特
性
と
結
び
つ
け
な
が

ら
、
下
書

き
を
し
て
い
る

。
［
知
識
・
技
能
］
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⑥

配
色
計
画
を
立
て
る

。

・
形
や
色
彩
な

ど
が
感
情
に

も
た
ら
す

効
果
を
理
解

し
、
色

の
性
質
を
使
っ

て
表
現

し
た
資
料

を
通
し
て
、
作
品
全
体
の
印
象
が
異
な
る
こ
と
に
気
付
き
、
自
分
の
作
品

の
イ
メ
ー
ジ
と
色
を
つ
な
げ
な
が
ら
配
色
計
画
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

形
や
色
彩
な
ど

が
感
情
に

も
た
ら
す

効
果
を
理
解

し
、
自
然

の
色
を
も
と
に

し
た
固

有
色
の
良
さ
や

色
の
性
質

や
効
果
と

自
分
の
作
品

の
イ
メ
ー

ジ
と
つ
な
げ
て

配
色
計

画
を
し
て
い
る
。
［
知
識
・
技
能
］

⑦ ～ ⑫

配
色
計
画
を
基
に

彩
色
を
す
る

。

・
配
色
計
画
に
沿
っ
て
、
絵
の
具
の
特
性
を
理
解
し
て
効
率
の
よ
い
順
序
を
考
え
た

彩
色
を
行
い
、
全
体
と
部
分
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
、
見
や
す
さ
や
細
部
の
描

き
込
み
、
形
と
形
の
境
目
の
仕
上
げ
に
着
目
し
て
描
く
こ
と
が
で
き
る
。

配
色
計
画
に
沿
っ
て
、
彩
色
の
順
序
や
効
率
の
よ
い
順
序
を
考
え
た
彩
色
を
行
い
、
見

や
す
さ
や
細
部
の
描
き
込
み
、
形
と
形
の
境
目
の
仕
上
げ
に
着
目
し
て
描
い
て
い
る
。

［
知
識
・
技
能
］

⑬

鑑
賞
交
流
会
を
す
る
。

・
天
井
に
映
し
出
さ
れ
た

自
他

の
作
品
を
鑑
賞
す
る
こ
と
を
通
し
て

、
表
現
の
意

図

と
工
夫
な
ど
に
気
付
き
、
自
分
の
見
方
や
感
じ
方
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
他
の

作
品
を
鑑
賞
し
、
心
情
や
表
現
の
意
図
と
工
夫

な
ど
に
つ
い
て
考
え
、
見
方
や

感
じ
方
を
広
げ

、
デ
ザ
イ
ン
の
工
夫
、
色
の
性
質
や
感
情

効
果
を

基
に
表
現
の

よ
さ
や

美
し
さ
を

感
じ
取
り
、
学
習
記
録
に
ま
と
め
て
い
る
。［

思
考
・
判
断
・
表
現
］

題
材

で
自
己
実
現
に
向
か
う

た
め
の

資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿

問
題

解
決

力
題
材
へ
の
見
通
し
と
、
作
品
へ
の
願
い
を
も
ち
、

単
位
時
間
ご
と
に
課
題
意
識
を

も
っ
て

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

自
己
決
定
し
な
が
ら
取
り
組
む
姿
。

他
教
科
で
の
学
び
と
結
び
つ
け

発
想
や
構
想
を
深
め
た
り
、
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
の
特
性
を
生
か
し
表
現
方
法
を
工
夫
し
彩
色
し
た
り
す
る

姿
。

関
係

構
築

力
仲
間
と
の
対
話
的
な
活
動
を
通
し
て
、

作
品
を
指
し
示
し
な
が
ら
自
分
の
思
い

を
伝
え
た
り
、
仲
間
の
作
品
の

造
形
的

な
よ
さ
や
美
し
さ
を

認
め
合
っ
た
り

す
る
中
で
、
表
現
意
図
や
工
夫
を
感
じ
取
っ
た
り
、

作
品
を
見
直
し

た
り
表
現
を
深
め
る
姿
。

貢
献

す
る

人
間

性
他
者
に
対
す
る
心
遣
い
を
大
切
に
し
、

個
人
と
し
て
の
感
じ
方
や
好
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
身
近

な
人
た
ち
に
共
通
に
感
じ
る
感
覚

や
心
地
よ
さ

を
理
解
し
、

自
然
や
生
活
環
境
、
日
用
品
、
衣
服
類
に
見
ら
れ
る

形
や
色
の
美
し
さ
を
感
じ
取
り
、
周
囲
と
の
調
和
を
考
え
な
が
ら
よ
り
よ
い
も
の
を
追
求
す
る
姿
。

自
己
実
現
に
向
か
う

た
め
の

資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿
の

見
届
け
の
視
点
と
手
立
て

問
題

解
決

力
制
作
工
程
に

合
わ
せ
て
、
発
想
を
広
げ
る
た
め

や
表
現
を
深
め
る
た
め
の

参
考
作
品
や
資
料
、

生
徒
の
つ
ま
ず
き
を
解
決
す
る

た
め
の

比
較
資
料
な
ど
を
提

示
し
、
生
徒
が
課
題

意
識
を
も
ち
な
が
ら

取
り
組
め
る
よ
う
に
す
る
。

発
言
や

作
品
、
学
習
記
録

の
中
の
表
現
意
図
の
深
ま
り

か
ら
見
届
け
る
。

関
係

構
築

力
交
流
す
る
視
点
を
も

ち
、
表
現
し
た
も
の
を
基
に
互
い
の
思
い
を
伝
え
合
う
対
話
的
な
活
動
を
設
定
し
、
新
た
な
見
方
、
感
じ
方
に
気
付
き

、
客
観
的
な
見
方

や
捉
え
方
に
つ
い
て
考
え
た
り

で
き
る
よ
う
に
す
る

。
交
流
の
様
子

や
発
言
、
学
習
記
録

の
変
容

か
ら
見
届
け
る
。

貢
献

す
る

人
間

性
日
本
の
伝
統
的
な
装
飾
、
表
現
様
式
や
美
意
識
に
つ
い
て
意
図
的
に
取
り
上
げ
、

自
分
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る
構
成
や
装
飾
の
よ
さ
や
面
白
さ

、
生
活
を

楽
し
く
し
よ
う
と
す
る
美
意
識
が
あ
る
こ
と
に

気
付
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
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４
教
科
に
か
か
わ
る
本
時
の
ね
ら
い

選
ん
だ
モ
チ
ー
フ
と
背
景
と
な
る
文
様
の
構
成
を
考
え
る
活
動
を
通
し
て
、
大
き
さ
や
配
置
な
ど
の
違
い
に
よ
る
表
現
効
果
に
気
付
き
、
分
か
り
や
す
さ
と
美
し
さ
の
調
和
を
考
え
、

モ
チ
ー
フ
と
文
様
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
〔
思
考
力
、

判
断
力
、
表
現
力
等

〕

５
本
時
の
展
開
（

４
）

児
童
生
徒

の
学
習
活
動

教教
師師
のの
手手
立立
てて
とと
見見
届届
けけ

１
前
時
の
振
り
返
り
を
し
て
、
本
時
の
課
題
に
つ
な
げ
る

・
家
庭
科
で
い
い
な
と
思
っ
た

文
様
と
モ
チ
ー
フ
を
配
置
し
て
み
た

。
で
も
、

ど
ち
ら
が
主
役
か
分
か
ら
な
い
。

・
「
ど
う
生
き
る
か

」
で
調
べ
た
和
傘
と
雨
の
文
様
を
合
わ
せ

た
い
。
和
傘

を
目
立
た
せ
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
か

。

・
モ
チ
ー
フ
が

動
い
て
い
る

よ
う
に

見
せ
た
い
。

動
き
を
出
す
に
は

ど
う
す
る
と
い
い
だ
ろ
う
か
。

２
参
考
作
品
か
ら
、
本
時
の
課
題
を
も
つ

青
海

波
流

水
紋

〈
文
様
の

意
味

〉
〈
文

様
の
大

き
さ

、
量

〉
〈
モ
チ

ー
フ
の

大
き
さ

〉〈
モ
チ
ー

フ
の
位

置
〉

３
構
成
の
仕
方
を
追
求
す
る

・
文
様
を
小
さ
く
し
て
み
た

ら
、
モ
チ
ー
フ
と
の
差
が
つ
い
て
見
や
す
く
な
っ
た
。

・
文
様
の
量
を
減
ら
し
て
、
和
傘
を
大
き
く
し
て
み
た
ら
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

た
。

・
モ
チ
ー
フ
を
中
心
か
ら

ず
ら
し
て

配
置
し
て
み
た
ら
、
遠
近
感
が
出
て
動
き
が
出
た
。
明
る
く
華
や
か
に
し
た
い
か
ら

全
体
的
に
色
を

明
る
く
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。

４
本
時
の
振
り
返
り
を
行
い
、
次
時
へ
の
課
題
を
も
つ

（
個
人
→
全
体
交
流
）

背
景
の
文
様
と
モ
チ
ー
フ
の
大
き
さ
、
向
き
、
配
置
を
工
夫
し
て
よ
り

主
題
が

伝
わ
る
構
成
を
考
え
よ
う
。

（（
●●
教教
科科
のの
資資
質質
・・
能能
力力

○○
自自
己己
実実
現現
にに
向向
かか
うう
資資
質質
・・

能能
力力
））

●
文
様
と
モ
チ
ー
フ
の
大
き
さ
や
向
き
、
配
置
を
工
夫
す

る
こ
と
に
よ
り
、
作
品
の
印
象
が
変
わ

る
こ
と
に
気
付

く
資
料
提
示
を

行
う
。
生
徒
の
発
言
か
ら
、
本
時
工
夫

す
る
造
形
的
な
視
点
（
大
き
さ
、
向
き
、
位
置
な
ど
）

を
板
書
に
位
置

付
け
る
。

●
○
大
き
さ
、
向
き
、
配
置

な
ど
を
試
し
た
り
、
配
色
を

考
え
た
り
し
な
が
ら
、
構
成
を
練
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
す
る
と

よ
い
こ
と
を
伝
え
る
。

●
○
全
体
交
流
を
通
し
て
、
学
習
の
成
果
を
実
感
し
、
次

時
へ
の
見
通
し
を
も
つ
。

研
究
に
か
か
わ
っ
て

【
見
届
け
の
視
点
】

主
題
を
強
く
表
現
す
る
た
め
に

試
行
錯
誤
し

、
自
己
決

定
し

な
が

ら
発

想
や

構
想

を
深

め
て

い
る

追
求

の
姿

を
見
届
け
る
。（

問
題
解
決

力
）

【
評
価
規
準
】

大
き

さ
や

配
置

の
違

い
に

よ
る

表
現

効
果

を
理

解

し
、
よ
り
分
か
り
や
す

く
美
し
い

モ
チ
ー
フ
と
背
景
の

文
様
の
効
果
的
な

構
成
を
考
え
て
い
る
。

［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

文
様
の
特
徴
的
な
部
分
だ
け
を
使
う
こ
と
に
し
た
ら
見
や
す
く
な
っ
た
と
思
う
。
モ
チ
ー
フ
を
斜
め
に
し
て
、
角

度
を
つ
け
た
こ
と
で
、
迫
力
が
増
し
て
堂
々
と
し
た
雰
囲
気
が
出
た
。
伝
え
た
い
こ
と
が
よ
り
伝
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
思
う
。
次
か
ら
は
、
ど
ん
な
色
を
塗
っ
て
い
く
と
効
果
的
か
考
え
て
い
き
た
い
。

［
主

題
］

夏
の

夜
、

長
良

川
に

鵜
舟

が
現

わ
れ

る
と

辺
り

の
空

気
が

一
変

し
た

。
パ

チ
パ

チ
と

音
を

立
て

川
面

に
揺

れ
る

篝
火

。
鵜

と
鵜

匠
の

緊
迫

し
た

や
り

と
り

。
伝

統
を

守
っ

て
き

た
者

の
気

概
と

重
さ

を
感

じ
さ

せ
る

。
そ

ん
な

鵜
飼

の
雰

囲
気

を
表

現
し

た
い

。
［

構
成

］川
面

、篝
火

の
反

射
、鵜

、鵜
匠

、
鵜

舟
の

調
和

の
と

れ
た

表
現

に
し

た
い

。
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【【
公公

開開
ⅠⅠ
】】
３３

年年
３３

組組
保保
健健
体体

育育
科科
学学
習習
指指

導導
案案

北北
体体

育育
館館

中中
村村

幸幸
智智

１
単
元
名

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス

～
ふ
ぞ
く
っ
こ

リ
ズ
ム

ダ
ン
ス
３
年

～

２
指
導
の
立
場

（
１
）
題
材
に
つ
い
て

学
習
指
導
要
領
解
説
で
は
、

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
と

は
「

軽
快
な

ロ
ッ
ク
や
サ
ン

バ
な
ど

の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
仲
間
と
か
か
わ
っ
て
踊
る
の

が
楽

し
い

運
動

で
、
い
ず
れ
も
自
由

に
動
き
を
工
夫
し
て
楽
し
む
創
造
的
な
学
習

で
進
め
ら

れ
る

の
が
特
徴
」
と
示
さ
れ
て

い
る
。
中
学
年
の

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
は
、

自
由
に
動
き
を

工
夫

し
て
楽
し
む
創
造
的
な
学

習
で
あ
る
た
め
、
得
意
・
不
得
意
が
見
え
に
く
く
、
勝
敗
も
な
い

。
そ
の
た
め

多
く
の
児

童
が
安
心
し
て
活
動
し
、
運
動
に
親
し
む
態
度
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
題
材
で
あ
る

。

さ
ら
に
、
話
し
合
い
で
互
い
の
考
え
た
動
き
を
出
し
合

っ
た

り
、

仲
間
の
踊
り
を
認
め

合
っ
た
り
し
な
が
ら
よ
り
よ
い
も
の
を
目
指
し
て
い
く

こ
と

で
、
個
人
や
集
団
の
課
題

を
解
決
す
る
学
習
を
展
開
す
る
の
に
適
し
て
い
る

題
材

で
も

あ
る
。
そ
こ
で
、

リ
ズ
ム

ダ
ン
ス
の
楽
し
さ
や
喜
び
に
触
れ
、
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て

弾
ん

で
踊
っ
た
り
、
友
達
と
関

わ
り
合
っ
た
り
し

な
が
ら

、
即
興
的
に

、
自
由
に
踊
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
２
）
児
童
生
徒
に
つ
い
て

本
学
級
は
、
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
な

児
童

が
多
く
、
体

育
の
授
業
も
意
欲
的
に

参
加
し
て
い
る
姿
が

見
ら
れ
る

。
児
童
は
、
日
常
的
に
テ
レ
ビ
や

等
で
ダ
ン
ス
に

触
れ
る
機
会
が
多
く
、
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
は
比
較
的
関
心

が
高

い
単
元
で
あ
る
。
ま
た
、

仲
間
の
動
き
を
真
似
し
た
り
、
一
緒
に
動
い
た
り
と
仲

間
を

意
識
す
る
姿
が
増
え
、

共

に
活
動
す
る
楽
し
さ
を
感
じ

て
い
る

。
生
活
の
中
で
、

音
楽

が
流
れ
る
と
自
然
に
体
が

動
い
た
り
、
踊
っ
た
り
す
る
児
童
も
い
る
。

し
か
し
、

興
味

関
心
が
あ
る
こ
と
と
表
現

す
る
こ
と
は
別
で
あ
り
、
身
体
の
使
い
方
や
リ
ズ
ム
の

取
り

方
に
苦
手
意
識
を
も
っ

て

い
た
り
、
人
前
で
踊
る
こ
と
に
恥
ず
か
し
さ
を
感
じ
た

り
す

る
児
童

も
い
る
。
こ
れ
ら

の
困
り
感

を
解
消
す
る
た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
得

た
情

報
や
学
習
の
中
の
動
き
か

ら
配
慮
し
て
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
た

。

（
３
）
指
導
に
つ
い
て

爽
快
な
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
全
身
で
踊
る
た
め
に

は
、
踊
り
へ

の
抵
抗
感
を
減
ら
す
必

要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
毎
時
間
の
導
入
時
に
、
リ
ズ

ム
ダ

ン
ス
に

つ
な
が
る
体
や
心

を
ほ
ぐ
す

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
「
ま
ね
っ
こ
体
操
」
を
位
置
付
け
る
。「

ま
ね
っ
こ
体

操
」
は
、
教
師
の
簡
単
な
動
き

の
ま
ね
を
し
て
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

て
動
く
。
そ
の

ウ
ォ

ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

に
手
拍
子
を
加
え
た
り
、
自
分
な
り

の
動

き
を
付
け
加
え
た
り
し
て

い
く
こ
と
で
体
や
心
が
ほ
ぐ
れ
た
り
、
即
興
的
な
動
き

を
生

み
出
し
た
り
で
き
る
よ
う

に
も

し
た
い
。

授
業
の
前
半
で

は
、

毎
時
間
ジ
ャ
ン
ル
別
の
多

様
な
曲
を
使

い
な
が
ら
、
曲
の

リ
ズ

ム
の
特
徴
か
ら
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
か
を
児
童
に
問
い
、

そ
の

イ
メ
ー
ジ
を

も
と
に
動
く

時
間
を
設
け
る
。

様
々
な
動
き
を

教
師
と
一
緒
に
体
験

す
る

こ
と
で
、

体
全
体
を
使
っ

た
多
様
な
動
き

を
習
得

で
き
る
よ
う
に
す
る

。
ま
た
、

そ
の

動
き

の
中
か
ら
児
童
の
お

気
に
入
り
の
動
き
を
出
し
合
い
、
つ
な
い
だ
り
、
組
み

合
わ

せ
た
り
す
る
こ
と
で
、

後

半
で
の

即
興
的

に
踊
る
活
動
の

見
通
し
が
も
て
る
よ
う
に

す
る
。

授
業
の
後
半
で
は
、

グ
ル
ー
プ
で
リ
ズ
ム
の
特

徴
に
合
っ
た

動
き
で
踊
る
。
踊
る
こ

と
に
困
り
感
が
あ
る
児
童
に
対
し
て
は
、
前
半
練
習
で

踊
っ

た
動
き
を
取
り
入
れ
て
み

た
り
、

仲
間
の
動
き
に
対
応
し
て

踊
っ
た
り
す
る

よ
う

指
導

す
る
。

さ
ら
に
、
動
き
に

変
化
を
つ
け
て
踊
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
「
空
間
・
体
・
リ
ズ
ム
・
友
達
」
の

４
つ
の

視

点
を
提
示
す
る
。
こ
の
４
つ
の

視
点
「
空
間
・
体
・
リ
ズ
ム
・
友
達

」
を
生
か
す
こ
と
で
、

動
き
が
変
化
し
た
児
童
を
評
価

し
、
全
体
に
広
げ
る
こ

と
で

、
新
た
な
動
き
が
習
得
で

き
る
よ
う
に
も

し
て
い
く

。
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３
単
元
指
導
計
画

学
年

第
３
学
年

単
元
名

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス

（
全
６
時
間
）

単
元
で
育
む
資
質
・
能
力

・
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
の
行
い
方
を
知
る
と
と
も
に
、
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
全
身
で
踊
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。〔

知
識
及
び
技
能

〕

・
自
己
の
能
力
に
適
し
た
課
題
を
見
つ
け

、
リ
ズ
ム
の
特
徴
を
捉
え
た
踊
り
方
や
交
流
の
仕
方
を
工
夫
す
る
と
と
も
に
、
考
え
た
こ
と
を
仲
間
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕

・
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
に
進
ん
で
取
り
組
み
、
誰
と
で
も
仲
良
く
踊
っ
た
り
、
仲
間
の
動
き
や
考
え
を
認
め
た
り
、

場
の
安
全
に
気
を
付
け
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

。
〔
学
び
に
向
か
う

力
、
人
間
性
等

〕

時
主
な
学
習
活
動
と
ね
ら
い

評
価
規
準

①

リ
ズ
ム

ダ
ン
ス
に
つ
い
て
知
ろ
う

。（
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

・
曲
か
ら

、
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
ち
、
学
習
の
流
れ
や
進
め
方

を
知
る
こ
と
で
、

学
習
の
見
通
し
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。

リ
ズ
ム

ダ
ン
ス
に
つ
い
て
知
る
こ
と
で
、
表
現
運
動
領
域
の
学
習
に
お
け
る
既
習
の

動
き
を
想
起
し
、
学
習
の
見
通
し
を
も

っ
て
い
る

。［
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態

度
］

②

ロ
ッ
ク
の

リ
ズ
ム

に
乗
っ
て
、
踊
ろ
う

。

・
リ
ズ
ム
の
特
徴
を
捉
え
た
踊
り
方
を
工
夫
し
て
（
弾
む
動
き
に
、
ね
じ
る
・
回
る
な

ど
入
れ
る
）
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

リ
ズ
ム
の
特
徴
を
捉
え
、
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
全
身
で
弾
ん
で
踊
っ
た
り
、
動
き
に
変

化
を

付
け
て
踊
っ
た
り
し
て
い
る
。［

知
識
・
技
能
］

③
ロ
ッ
ク
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
、
友
達
と
か
か
わ
り
合
い
な
が
ら
踊
ろ
う
。

・
友
達

と
関
わ
り
合
い
な
が
ら
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

仲
間

や
他
の

グ
ル
ー
プ
の

よ
い
動
き

を
真
似

し
た
り
、

取
り
入

れ
た
り
す

る
こ
と

で
、

動
き
の
変
化
の
付
け
方
を

見
つ
け

よ
う
と

し
て
い
る

。［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

④ 本 時

サ
ン
バ
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
、
踊
ろ
う

。

・
リ
ズ
ム
の
特
徴
を
捉
え
た
踊
り
方
を
工
夫
し
て
（
弾
む
動
き
に
、
ね
じ
る
・
回
る
な

ど
入
れ
る
）
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

リ
ズ
ム
の
特
徴
を
捉
え
、
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
全
身
で
弾
ん
で
踊
っ
た
り
、
動
き
に
変

化
を

付
け
て
踊
っ
た
り
し
て
い
る
。［

知
識
・
技
能
］

⑤
サ
ン
バ
の

リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
、

友
達

と
か
か
わ
り
合
い
な
が
ら
踊
ろ
う

。

・
友
達
と
関
わ
り
合
い
な
が
ら
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
己
の
動
き
（
踊
り
）
に
適
し
た
動
き
の
変
化
の
付
け
方
を
選
ん
だ
り
、
仲
間
の
よ

い
動
き
を

認
め
た
り
、
取
り
入
れ
た
り

し
て
い
る

。
［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

⑥

ダ
ン
ス

交
流
会
を
し
よ
う
。
（
学
習
の
ま
と
め
）

・
ダ
ン
ス
の
交
流
会
で
、
友
達
や
グ
ル
ー
プ
の

よ
い
動
き
に
気
付
く
こ
と
が

で
き
る
。

リ
ズ
ム
の
特

徴
を
捉
え

て
即
興
的

に
踊
っ
た
り

、
踊
り
方

を
工
夫
し
て
仲

間
と
見

せ
合
っ
た
り
す
る
こ
と
な
ど
に
進
ん
で
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る

。［
主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
む
態
度
］
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単
元
で

自
己
実
現
に
向
か
う

た
め
の

資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿

問
題

解
決

力
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
を
通
し
て
、

リ
ズ
ム
の
特
徴
を
捉
え
て
踊
っ
た
り

、
仲
間
の
よ
い
姿
を
取
り
入
れ
た
り
し
な
が
ら

動
き
の
コ
ツ
を
掴
み
よ
り
よ
い
動
き
を
追

求
す
る
姿
。

関
係

構
築

力
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
全
身
で
弾
ん
で
踊
っ
た
り
、
動
き
に
変
化
を
つ
け
て
踊
っ
た
り
す
る
た
め
に
、（

よ
り
よ
い
動
き
を

追
究

す
る
た
め
に
）
考
え
た
こ
と
を

リ

ズ
ム
言
葉
や
動
作
で
仲
間
に
伝
え
た
り
、

仲
間
の

助
言
や
動
作
を
自
分
の
動
き
に
取
り
入
れ
た
り

す
る
姿
。

貢
献

す
る

人
間

性
練
習
や
交
流
会

か
ら
、
仲
間
の
よ
い
動
き
に
気
付
き
、
自
分
の
動
き
に
取
り
入
れ
た
り
、
他
の
仲
間
に
広
げ
よ
う
と
し
た
り

す
る
姿
。

自
己
実
現
に
向
か
う

た
め
の

資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿
の

見
届
け
の
視
点
と
手
立
て

問
題

解
決

力
即

興
的

に
踊

る
動

き
を

生
み

出
す

た
め

に
、

リ
ズ

ム
の

特
徴

の
イ

メ
ー

ジ
を

動
き

に
し

た
掲

示
を

生
か

し
て

、
自

分
の

動
き

に
取

り
入

れ
よ

う
と

し
て

い
る

か
を

、
活

動
の

様
子

か
ら

見
届

け
る

。

関
係

構
築

力
よ
り
よ
い
動
き
に
す
る
た
め
に
、
考
え
た
こ
と
を
リ
ズ
ム
言
葉
や
動
作
で
仲
間
に
伝
え
た
り
、
仲
間
の
助
言
や
動
作
を
自
分
の
動
き
に
取
り
入
れ
た
り
す
る

姿
か
ら
見
届
け
る
。

貢
献

す
る

人
間

性
練
習
や
交
流
会
か
ら
、
仲
間
の
よ
い
動
き
に
気
付
き
、
自
分
の
動
き
に
取
り
入
れ
た
り
、
他
の
仲
間
に
広
げ
よ
う
と
し
た
り

し
よ
う
と
す
る

姿
か
ら
見
届
け

る
。
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４
教
科
に
か
か
わ
る
本
時
の
ね
ら
い

リ
ズ

ム
の

特
徴

を
捉

え
、

リ
ズ

ム
に

乗
っ

て
全

身
で

弾
ん

で
踊

っ
た

り
、

動
き

に
変

化
を

つ
け

て
踊

っ
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。〔

知
識

及
び

技
能

〕
 

５
本
時
の
展
開
（

４
６
）

児
童
生
徒
の
学
習
活
動

教教
師師

のの
手手
立立
てて
とと
見見
届届
けけ

１
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

・
心
と
体
を
ほ
ぐ
す
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
（

①
体
じ
ゃ
ん
け
ん

②
ま
ね
っ
こ
体
操

）

２
全
体
会

・
め
あ
て
を
確
認
す
る
。

・
曲
の
リ
ズ
ム
の
特
徴
や
イ
メ
ー
ジ
を
動
き
に
す
る
。

３
前
半
練
習

・
サ
ン
バ
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
先
生
や

仲
間
と
踊
る
。

・
サ
ン
バ
の
リ
ズ
ム

の
５
～
６
曲
を

通
し
て
、
基
本
的
な
リ
ズ
ム
の
特
徴
を

つ
か
む
。

４
中
間
研
究
会

・
前
半
練
習
で
踊
っ
た
中
か
ら
、
お
気
に
入
り
の
動
き
を
出
し
合
い
、
そ
の
動
き
を
つ
な
い
だ
り
、
組
み
合
わ
せ

た
り
し
て
、
次
の
自
由
な
動
き
に
つ
な
が
る
よ
う
に
す
る
。

・
動
き
に
変
化
を
つ
け
て
踊
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
４
つ
の
視
点
に
注
目
さ
せ
る
。

５
後
半
練
習

・
サ
ン
バ
の
リ
ズ
ム
の
特
徴
に
合
っ
た
動
き
で
、

グ
ル
ー
プ
（
３
人
）

を
中
心
に
踊
る
。

・
基
本
的
な
ス
テ
ッ
プ
か
ら
お
気
に
入
り
の
動
き
を
つ
な
い
だ
り
、
組
み
合
わ
せ
た
り
し
て
、
自
由
に
踊
れ
る
よ

う
に
す
る
。

・
グ
ル
ー
プ
で
動
き
を
合
わ
せ
て
踊
っ
た
り
、
反
対
の
動
き
で
踊
っ
た
り
す
る
。

６
交
流
会
、

全
体
会

・
グ
ル
ー
プ
の

ペ
ア
（
３
人
と
３
人
）
を
作
り
、
交
流
会
を
す
る
。（

ペ
ア
の
ダ
ン
ス
を
見
た
り
、
一
緒
に
ま
ね
を

し
て
踊
っ
た
り
し
て
お
互
い
に
認
め
合
う

場
）

・
本
時
の
振
り
返
り

を
し

、
交
流
す
る

。

サ
ン
バ
の
リ
ズ
ム
を
知
り
、

サ
ン
バ
の

リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
、
踊
ろ
う
。

・
リ
ズ
ム
の
特
徴
を
つ
か
む
た
め
に
、
リ
ズ
ム
の
曲
調
が
異
な
る
曲
を
使
い
な
が
ら
動
き
を
確
認
し
て
い
く
。

・
ど
こ
を
ど
う
動
か
す
の
か

が
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
提
示
し
て
お
く
。

・
リ
ズ
ム
の
特
徴
を
捉
え
、
リ
ズ
ム
に
乗
り
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
動
く
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
動
き
を
自
由

に
、
即
興
的
に
踊
る
た
め
の
手
掛
か
り

と
す
る

。

（（
●●
教教
科科
のの
資資
質質
・・
能能
力力

○○
自自
己己
実実
現現
にに
向向
かか
うう
資資
質質
・・
能能
力力
））

〇
●
児
童
が
学
習
へ
の
見
通
し
や
意
欲
が
も
て
る
よ
う
、
前
時
ま

で
の
学
習
の
自
分
や

仲
間

の
動
き
を
確
か
め
、
本
時

の
課
題

に
つ
な
げ
る
。

研
究
に
か
か
わ
っ
て

【
見
届
け
の
視
点

】

よ
り

よ
い

動
き

に
す
る

た
め

に
、

考
え
た

こ
と

を
リ
ズ

ム
言

葉
や

動
作

で
仲

間
に
伝

え
た

り
、

仲
間
の

助
言

や
動
作

を
自

分
の
動
き
に
取
り
入
れ
た
り
す
る
姿
か
ら
見
届
け
る

。（
関
係

構
築
力

）

○
動

き
の

コ
ツ

を
仲

間
の

動
き
の

よ
い

と
こ
ろ

や
自

分
と
の

ち

が
い
を
探
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
。

●
体
全
体
で
弾
ん
で
踊
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

意
識
さ
せ
る
。

●
リ
ズ
ム
の
特
徴

を
捉
え

ら
れ
る
よ
う
に
、
手
拍
子
や
、
体
の
揺

れ
な
ど
で
感
じ
さ
せ
る
。

 
●
動
き

に
変
化
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
４
つ
の
視
点

「
空

間
・

体
・

リ
ズ

ム
・

仲
間

」
を

使
い

指
導
す
る
。

 
○

リ
ズ

ム
ダ

ン
ス
に

苦
手

意
識
を

も
っ

て
い
る

仲
間

を
支
え

よ

う
と

す
る

姿
や

自
分

に
は
な

い
動

き
や

考
え

を
認

め
よ

う
と

す
る
姿
を
認
め
広
げ
る
。

【
評
価

規
準
】

リ
ズ

ム
の

特
徴

を
捉

え
、

リ
ズ

ム
に

乗
っ

て
全

身
で

弾
ん

で
踊

っ
た

り
、

動
き

に
変

化
を

つ
け

て
踊

っ
た

り
し

て
い

る
。

知
識
・
技
能
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【【
公公

開開
ⅡⅡ
】】
７７

年年
２２

組組
保保
健健
体体

育育
科科

学学
習習
指指

導導
案案

南南
体体

育育
館館

潮潮
田田

航航
大大

１
単
元
名

球
技

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

２
指
導
の
立
場

（
１
）
題
材
に
つ
い
て

学
習
指
導
要
領
解
説
で
は

、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に

つ
い
て

「
ネ

ッ
ト
型
と
は

、
コ
ー
ト

上
で
ネ
ッ
ト
を
挟
ん
で
相
対
し

、
身
体
や
用
具
を
操
作

し
て

ボ
ー
ル
を
空
い
て
い
る
場

所
に
返
球
し
、
一
定
の
得
点
に
早
く
到
達
す
る
こ
と
を
競
い
合
う
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。
」
と

示
さ
れ
て
い
る
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は

、
６
人
対
６
人
で

互
い

に
空
中
で
ボ
ー
ル
を
や
り

取
り
す
る
対
峙
型
の
球
技
で
あ
り
、
他
の
対
峙
型
の
球
技
（
卓
球

、
テ
ニ
ス

、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
）
と
異
な
り

、「
コ
ー
ト
内
で
複
数
人
が
協
同
し
て
一
定
の
回
数
内
で
ボ
ー
ル
を
つ

な
ぎ
、
相
手
コ
ー
ト
に
返
球
し
、
相
手
は
協
同
し
て
守
る
。」

と
い
う
「
協
同
攻
防
」
の

姿
が
あ
る
。
ゲ
ー
ム
中
は
刻
々
と
変
化
す
る
事
態
に
対
応
す
る
力
が

求
め
ら
れ
る
た
め

、

６
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
責
任
を
果
た
す

こ
と
が
必

要
で

あ
る

。
ま
た
、
ボ
ー
ル
操

作
す
る
時
間
よ
り

、
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
い
な
い

時
間
の

ほ
う

が
圧
倒
的
に
長
い

こ
と
か

ら
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
い
な
い
時
の

動
き

に
注
目
す
る
こ

と
が

重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
等
の
攻
守
入
り
乱
れ
の
競
技
と
は
違

い
、

３
本
で
返
す
間
に
、
仲
間

と
連
携
を
し
な
が
ら
攻
撃
を
組
み
立
て
や
す
い
題
材
で
あ
る
。

（
２
）
児
童
生
徒
に
つ
い
て

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
前
期
課
程
で
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
を

使
用
し
た

４
人
制
の
キ

ャ
ッ
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
経
験
し
て
お
り

、
１
本
目
を

拾
っ

た
後
、
セ
ッ
タ
ー
の
位
置

に
動
く
こ
と
や
２

本
目
は
セ
ッ
タ
ー
に
受
け
渡
す
こ
と

、
カ

バ
ー
の
姿
勢
を
理
解
し
て

い
る
。
本
単
元
で
は
、
通
常
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
使
用

し
て
い
る

。
そ
の
た
め
、
返
球
し

よ
う
と
す
る
と
き
に
う
ま
く
は
じ
く
こ
と
が
で
き
ず
、

仲
間

に
安
定
し
た
パ
ス
を
す
る

こ
と
や
、
相
手
コ
ー
ト
に
返
球
す
る
こ
と
に
難
し
さ
を

感
じ

て
い
る
。

ま
た
、
ボ
ー
ル

を
持
っ
て
い
な
い
時
に
連
動
し
た
動
き
を
習
得
し
て
い

な
い

た
め
、

キ
ャ
ッ
チ
し
た
後

に
、

ど
こ
に
パ
ス
を
上
げ
れ
ば
よ
い
の
か
迷
っ
て
し
ま

い
、

保
持
す
る
時
間
が
長
く
な

っ
て
し
ま
う
状
況
が

見
ら
れ
る
。

本
単
元
で
は

、
場
面
に
応
じ
た
動
き
の
判
断
を

し
、
仲
間
と

連
携
を
意
識
し
た
攻
撃

を
組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

（
３
）
指
導
に
つ
い
て

本
校

で
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
醍
醐
味
で
あ
る

「
ス
パ
イ
ク

で
決
め
る

３
本
返
球
」

を
義
務
教
育
の
出
口
の
姿
と
捉
え

、
２
年
生
か
ら
系
統

的
に

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

指
導
を

行
っ
て
き
て
い
る
。
７
年
生
で
は

、「
安
定
し
た
パ
ス
で
ボ
ー
ル
を
つ
な
ぎ

、
空
い
た
場

所
を
め
ぐ
る
攻
防
が
で
き
る
」
こ
と
を
目
標
と
し
た
。

本
単
元
で
は
、

場
面
に
応
じ
た

判
断
が
で
き
る

よ
う
に

す
る

た
め
に
、
ボ
ー
ル

を
見

て
声
を
出
す

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、

相
手
や
仲

間
が

ボ
ー
ル
を
打
つ
瞬
間
に
声

を
出
す
こ
と

や
場
面
や
状
況
に
応
じ

た
声
を
使
い
分
け

て
出

す
こ
と

を
指
導
す
る
。
そ

れ
ら
の
声
を
支
え
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
が
先
を
見
通

し
て

動
き
、
安
定
し
て
３
本
返

球
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
る
。

ま
た
、

仲
間
と
の
連
携
を

意
識
し
た
攻
撃
を
組

み
立
て
る
た

め
に

、
１
本
目
、
２
本

目
、

３
本
目
の
各
場
面

で
の
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
い
な
い

動
き

を
２
時
間
ご
と
に
学
習
す

る
単
元
構
成
に
し

た
。
自
分
が
ボ
ー
ル
を
打
つ
の
か
、

仲
間

に
任
せ
る
の
か
、
任
せ
る

な
ら
ど
こ
に
動
く
の
か
を
瞬
時
に
判
断
し
て
動
く
こ
と

が
で

き
る
よ
う
、
繰
り
返
し
指

導
す
る
こ
と
で
、
練
習
し
た
こ
と
が
ゲ
ー
ム
に
活
か
せ
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
る
。

こ
れ
ら
を
通
し
て
、
仲
間
同
士
で
動
き
を
要
求

し
た
り
、
動

き
の

良
さ
や
お
互
い
の

考
え
方

を
認
め
合
っ
た
り
し
な
が
ら

、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
楽

し
さ

に
触
れ
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
る
。

― 170 ― ― 171 ―



３
単
元
指
導
計
画

学
年

第
７
学
年

単
元
名

球球
技技

ババ
レレ
ーー
ボボ
ーー
ルル

（（
全全

時時
間間
））

単
元
で
育
む
資
質
・
能
力

・
ル
ー
ル
や
技
術
を
理
解
す
る
と
と
も
に
相
手
や
仲
間
、
ボ
ー
ル
の
動
き
に
応
じ
て
身
体
を
動
か
し

、
ボ
ー
ル
を
つ
な
ぎ

、
空
い
た
場
所

を
め
ぐ
る
攻
防
が
で
き
る
。〔

知
識
及
び
技
能
〕

・
ボ
ー
ル
を
つ
な
ぐ
た
め
に
ボ
ー
ル
操
作
や
ボ
ー
ル
を
も
た
な
い
動
き
に
つ
い
て
自
己
や
チ
ー
ム
の
課
題
を
発
見
し

、
解
決
方
法
に
つ
い
て
考
え
た
り
助
言
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。〔

思
考
力
、
判
断
力
、
表

現
力
等
〕

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
１
人
１
人
の
違
い
に
応
じ
た
プ
レ
イ
な
ど
を
認
め
よ
う
と
す
る
こ
と
や
仲
間
の
学
習
を
援
助
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

。〔
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性

等
〕

時
主
な
学
習
活
動
と
ね
ら
い

評
価
規
準

①

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
授
業
や
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
を
知
ろ
う
。

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
授
業
の
流
れ
や
ね
ら
い

、
目
標
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
ふ
ぞ
っ
く

子
バ
レ
ー

の
ル
ー
ル

を
基
に
し

た
試
し
の

ゲ
ー
ム
か

ら
ル

ー
ル
に
つ

い
て
知
る

こ
と

が
で
き
る
。

バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
授
業

の
流
れ
や

ル
ー
ル
に

つ
い
て

理
解
し

、
授
業
に

向
か
う
姿

勢
や
目
標

を
考

え
、
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る

。［
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
］

②

試
し
の
ゲ
ー
ム
か
ら
自
分
た
ち
に
必
要
な
こ
と
を
考
え
よ
う
。

・
試
し
の
ゲ

ー
ム
か
ら

ボ
ー
ル
操

作
や
仲
間

の
動
き
に

つ
い
て
自

分
や

チ
ー
ム
の

課
題
を
見

つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

自
分
の
動
き

や
仲
間
の

動
き
か
ら

課
題
を
見

つ
け

、
課
題
を
克

服
す
る

た
め
の
方

法
を
考
え

て
い

る
。
［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

③

ボ
ー
ル
が
地
面
に
落
ち
な
い
よ
う
に
、
素
早
く
反
応
が
で
き
、
仲
間
と
パ
ス
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き

る
ゲ
ー
ム
を
し
よ
う
。

・
仲
間
（
相
手
）
や
ボ
ー
ル
の
動
き
を
見
て
、
予
測
し
、
体
の
向
き
を
変
え
た
り

、
１
歩
目
を
早
く

動
き
出
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
素
早
く
ボ

ー
ル
の
落

下
地
点
に

入
る
た
め

の
基
本
姿

勢
や
ボ
ー

ル
を

も
た
な
い

と
き
の
姿

勢
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ボ
ー
ル
の
落
下
地
点
に
入
る
た
め
に
準
備
姿
勢
や
予
測

、
基
本
姿
勢
の
大
切
さ
に
気
付
き

、
実
践
す

る
こ
と
が
で
き
る

。
［
知
識
・
技
能

］

④

仲
間
が
取
り
や
す
い
よ
う
ボ
ー
ル
を
高
く
緩
い
パ
ス
を
意
識
し
た
ゲ
ー
ム
を
し
よ
う
。

・
オ
ー
バ
ー

ハ
ン
ド
パ

ス
の
基
本

姿
勢
や
相

手
が

取
り

や
す
い

パ
ス
を

身
に
付
け

る
こ
と
が

で
き

る
。

・
仲
間
（
相
手
）
と
の
距
離
を
考
え
て
パ
ス
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

・
仲
間
と
ボ
ー
ル
を
つ
な
ぐ
た
め
に
高
さ
の
あ
る
「
ふ
わ
っ
」
と
し
た
パ
ス
を
す
る
必
要
性
に
気
付

く
こ
と
が
で
き
る
。

ボ
ー
ル
の
落
下
地
点
に
入
り

、
相
手
が
取
り
や
す
い
パ
ス
を
意
識
し
て
、
高
さ
の
あ
る
、「

ふ
わ
っ
」

と
し
た
パ
ス
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。［

知
識
・
技
能
］

⑤ ⑥

本
時

返
球
し
や
す
く
す
る
た
め
の
１
本
目
の
動
き
を
ど
う
す
る
か
。

・
１
本
目
を
パ
ス
す
る
の
か

し
な
い
の
か
を
判
断
し
、
声
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

・
１
本
目
を

パ
ス
す
る
と
判
断
し
た
場
合
、
自
分
の
位
置
や
ボ
ー
ル
を
確
認
し
、
仲
間
に
安
定
し
た

パ
ス
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

実
践
し
た
り
、
仲
間
と
交
流
し
た
り
し
な
が
ら
、
１
本
目
か
ら
２
本
目
に
つ
な
ぐ
場
面
に
お
い
て
、

よ
り
３
本
目
で
返
球
し
や
す
い
動
き
を
考
え
て
い
る
。［

思
考
・
判
断
・
表
現
］

ル
ー
ル

１
．

１
本

目
は

キ
ャ

ッ
チ

し
て

も
よ

い
。

た
だ

し
、

体
の

方
向

転
換

や
ボ

ー
ル
の

保
持
は

禁
止

。
パ

ス
の
形
で

行
う
こ

と
。

２
．
返
球

す
る
ま

で
に
ボ

ー
ル
に

触
っ
て

い
い
の

は
１
人

１
回
の

み
。

３
．
サ
ー

ブ
は

、
後
衛
に

ア
ン
ダ

ー
ハ
ン

ド
サ
ー

ブ
ま
た

は
オ
ー

バ
ー
ハ

ン
ド
パ

ス
で
行

う
こ
と

。

４
．
ボ
ー

ル
が
落

下
し
た

ら
ロ
ー

テ
ー
シ

ョ
ン
を

行
う
。

５
．
相
手

コ
ー
ト

に
３
本

で
返
球

す
る
こ

と
。
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・
１
本
目
を
取
ら
な
い
と
判
断
し
た
と
き
、
２
本
目
や
３
本
目
に

備
え
て
動
く
こ
と
が
で
き
る
。

・
パ
ス
を
つ
な
ぐ
場
所
は
ど
こ
な
の
か
、
動
く
場
所
は
ど
こ
な
の
か
を
実
際
に
動
い
た
り
、
話
し
合

っ
た
り
し
て
確
認
す
る
。

⑦ ⑧

返
球
し
や
す
く
す
る
た
め
の
２
本
目
の
動
き
を
ど
う
す
る
か

。

・
上
が
っ
て

き
た
ボ
ー

ル
の
位
置

や
上
が
っ

て
く
る
ボ

ー
ル
の
方

向
に

応
じ
て
パ

ス
を
す
る

仲
間

を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
２
本
目
は
上
げ
る
方
向
に
体
を
向
け

、
ネ
ッ
ト
際
に
山
な
り
の
パ
ス
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

・
３
本
目
を
準
備
す
る
際
に

返
球
し
や
す
い

動
き
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
仲
間
や
相
手
の
位
置
確
認
を
し
た
り

、
仲
間
が
パ
ス
を
し
や
す
い
空
間
を
見
つ
け

、
仲
間
同
士
で

声
を
か
け
合
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

実
践
し
た
り
、
仲
間
と
交
流
し
た
り
し
な
が
ら
、
２
本
目
か
ら
３
本
目
に
つ
な
ぐ
場
面
に
お
い
て
、

よ
り
３
本
目
で
返
球
し
や
す
い
動
き
を
考
え
て
い
る
。［

思
考
・
判
断
・
表
現
］

⑨ ⑩

返
球
し
や
く
す
る
た
め
に
３
本
目
の
動
き
を

ど
う
す
る
か
。

・
２
本
目
の
ボ
ー
ル
に
応
じ
て
走
り
込
み
、
相
手
コ
ー
ト
に
確
実
に
返
球
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
ボ
ー
ル
に
応
じ

て
確
実
に
返
球
す
る

動
き
が
で
き
る
よ
う

、
仲
間
に
声
掛
け
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

・
３
本
目
の
返
球
を
し
な
い
と
判
断
し
た
と
き
に

、
相
手
か
ら
の
返
球
に
備
え
て
定
位
置
に
戻
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、
相
手
か
ら
の
返
球
に
備
え
た

１
本
目
の
動
き
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

実
践
し
た
り
、
仲
間
と
交
流
し
た
り
し
な
が
ら
、
３
本
目
の
場
面
に
お
い
て
、
３
本
目
に
返
球
し
や

す
い
動
き
と
相
手
か
ら
の
返
球
に
備
え
た
１
本
目
の
動
き
を
考
え
て
い
る
。［

思
考
・
判
断
・
表
現
］

⑪

３
本
目
を
狙
っ
て
返
す
ゲ
ー
ム
を
し
よ
う
。

・
２
本
目

の
ボ
ー
ル
に

応
じ
て
確

実
に
返
す

の
か
、
狙

っ
て
返
す

の
か

を
判
断
す

る
こ
と
が

で
き

る
。

・
ボ
ー
ル
に
応
じ
て
返
球
す
る
動
き
が
で
き
る
よ
う
、
仲
間
に
声
掛
け
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
得
点
で
き
た
場
面
か
ら
狙
っ
て
返
す
た
め
の
動
き
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

実
践
し
た
り
、
仲
間
と
交
流
し
た
り
し
な
が
ら
、
３
本
目
の
場
面
に
お
い
て
、
狙
っ
て
返
す
た
め
の

動
き
を
考
え
て
い
る

。［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

⑫ ⑬ ⑭ ⑮

リ
ー
グ
戦
を
通
し
て
、
課
題
や
成
果
を
見
つ
け
よ
う
。

・
ゲ
ー
ム
を
行
っ
て
い
く
中
で
チ
ー
ム
の
特
徴
に
応
じ
て
作
戦
を
変
え
た
り

、
チ
ー
ム
や
仲
間
の
課

題
に
つ
い
て
明
確
に
し

、
仲
間
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
あ
っ
た
り
し
な
が
ら
動
き
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

・
仲
間
と
楽
し
く
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
ゲ
ー
ム
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

ゲ
ー
ム
を
行
い
な
が
ら

、
相
手
チ
ー
ム
に
応
じ
た
作
戦
や
相
手
や
ボ
ー
ル
に
応
じ
た
動
き
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。
［
知
識
・
技
能
］

単
元
で
自
己
実
現
に
向
か
う
た
め
の
資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿

問
題

解
決

力
ゲ
ー
ム
や
練
習
を
通
し
て
、
見
つ
け
た
自
己
や
仲
間
、
チ
ー
ム
の
課
題
に
つ
い
て
、
よ
り
よ
い
動
き
を
追
究
す
る
姿
。

関
係

構
築

力
練
習
や
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
見
つ
け
た
課
題
に
対
し
て
、
実
践
し
た
り
、
仲
間
と
交
流
し
た
り
し
な
が
ら
考
え
、

解
決
に
向
か
う
姿
。

貢
献

す
る

人
間

性
練
習
や
ゲ
ー
ム
か
ら
相
手
チ
ー
ム
や
自
チ
ー
ム
の
仲
間
の
良
い
動
き
に
気
付
き
、
自
分
に
取
り
入
れ
た
り

、
チ
ー
ム
の
動
き
を
高
め
よ
う
と
声
を
か
け
、
作
戦
を
考
え
よ
う
と
し
た
り

す
る
姿
。

自
己
実
現
に
向
か
う
た
め
の
資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿
の
見
届
け
の
視
点
と
手
立
て

問
題

解
決

力
試
し
の
ゲ
ー
ム
か
ら
見
つ
け
た
学
習
目
標
を
設
定
し

、
単
位
時
間
ご
と
に
課
題
意
識
を
も
ち
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
か
、
仲
間
の
意
見
か
ら
ど
の
よ
う
に
変
容
し
た
の
か
を
学
習
カ

ー
ド
や
動
き
か
ら
見
届
け
る
。

関
係

構
築

力
仲
間
や
相
手
、
ボ
ー
ル
の
動
き
に
つ
い
て
視
点
を
与
え
、
実
践
し
た
り
、
仲
間
と
交
流
し
た
り
し
な
が
ら

よ
り
よ
い
動
き
を
追
究
す
る
姿
を
練
習
や
ゲ
ー
ム
な
ど
か
ら
見
届
け
る
。
全

体
会
に
て
変
容
し
た
姿
の
裏
に
仲
間
と
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
が
あ
っ
た
か
を
確
認
し

、
価
値
付
け
る
。

貢
献

す
る

人
間

性
相
手
チ
ー
ム
や
仲
間
の
動
き
の
よ
さ
に
気
付
け
る
よ
う
に

、
全
体
の
前
で
チ
ー
ム
を
認
め

、
価
値
付
け
る
と
と
も
に

、
自
分
や
自
チ
ー
ム
に
も
真
似
が
で
き
る
こ
と
が
な
い
か
を
考
え

さ
せ
る
。
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動
き

の
パ

タ
ー

ン
（

１
本

目
の

判
断

か
ら

３
本

目
に

備
え

た
動

き
）

４
教
科
に
か
か
わ
る
本
時
の
ね
ら
い

１
本
目
か
ら
２
本
目

を
つ
な
ぐ
場
面
に
お
い
て

、
実
践
し
た
り
仲
間
と
交
流
し
た
り
し
な
が
ら
３
本
目
で
よ
り
返
球
し
や
す
い
よ
う
な
動
き
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。〔

思
考

力
、
判
断
力
、
表
現
力
等

〕

５
本
時
の
展
開
（

６
）

児
童
生
徒
の
学
習
活
動

教教
師師

のの
手手
立立
てて
とと
見見
届届
けけ

１
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

・
円
陣
パ
ス
や
ネ
ッ
ト
越
し
の
パ
ス
練
習
か
ら
自
分
の
動
き
や
仲
間
の
動
き
に
つ
い
て
確
認
し
、
パ
ス
を
つ
な
げ

る
た
め
に
必
要
な

動
き
の

課
題
を
見
つ
け
る
。

２
全
体
会
、

グ
ル
ー
プ
会

・
こ
れ
ま
で
の

動
き

に
つ
い
て

振
り
返
り

、
１
本
目
に
安
定
し
た
パ
ス
で
つ
な
ぐ

こ
と
や
２
本
目
３
本
目
に
備
え

る
た
め
に
必
要
な

動
き
に
つ
い
て
考
え
る
。

３
前
半
練
習

・
相
手
や
仲
間

、
ボ
ー
ル
の
動
き
に
合
わ
せ
て

全
員
が
声
を
出
す

。

・
相
手
か
ら
の
サ
ー
ブ
を
取
ら
な
い
と
判
断
し
た
と
き
に

２
本
目
や
３
本
目
に
備
え
て
動
く
。

・
２
本
目
や
３
本
目
を
想
定
し
た
動
き
に
余
裕
を
も
た
せ
る
た
め
に
１
本
目

の
パ
ス
を
工
夫

す
る
。

→
「
ぽ
ー
ん
っ
」
と
し
た
緩
く
、
高
さ
の
あ
る
パ
ス
。

・
ボ
ー
ル
が
落
下
し
た
ら

必
要
に
応
じ
て

グ
ル
ー
プ
会
を
行
う
。

・
パ
ス
を
つ
な
ぐ
場
所
は
ど
こ
な
の
か
、
動
く
場
所
は
ど
こ
な
の
か
を
実
際
に
動
い
た
り
、
話
し
合
っ
た
り
し
て

確
認
す
る
。

４
後
半
練
習

・
練
習
し
た
こ
と
が
ゲ
ー
ム
で
実
践

で
き
て
い

る
の
か
確
認
す
る
。

５
グ
ル
ー
プ
反
省
会
、
全
体
会

・
グ
ル
ー
プ
反
省
会
で
は

、
本
時
の
課
題
に
つ
い
て
振
り
返
り
、
全
体
会
で
は

、
動
き
の
高
ま
り
を
確
認
す
る
。

返
球
し
や
す
く
す
る
た
め
の
１
本
目
の
動
き
を

ど
う
す
る
か
。

（（
●●
教教
科科
のの
資資
質質
・・
能能
力力

○○
自自
己己
実実
現現
にに
向向
かか
うう
資資
質質
・・
能能
力力
））

〇
●
前
時
ま
で
の

自
分
の
動
き
や
仲
間
の
動
き
を
確
か
め

、
本
時

の
課
題
に
つ
な
げ
た
り
、
課
題
に
必
然
性
を
も
た
せ

た
り
す

る
。

研
究
に
か
か
わ
っ
て

【
見
届
け
の
視
点

】

１
本

目
は

、
２

本
目
に

つ
な

が
る

よ
う
に

仲
間

に
高
く

緩
い

パ
ス

を
す

る
な

ど
の

動
き
の

高
ま

り
や
２

本
目

や
３
本

目
を

見
越

し
た

動
き

を
追
究

す
る

た
め

に
、
仲

間
と

意
見
を

出
し

合
い

な
が

ら
考

え
て
動

く
姿

を
練

習
や
ゲ

ー
ム

な
ど
か

ら
見

届
け
る

。
（
関
係
構
築
力
）

●
ボ

ー
ル

の
道

筋
に

応
じ

た
体
の

向
き

や
動
き

を
身

に
付
け

る

た
め

に
相

手
が

ボ
ー

ル
を
打

つ
瞬

間
に

全
員

で
声

を
出

す
よ

う
に
促
す
。

●
自
陣
で
パ
ス
が

つ
な
が
ら
な
い
グ
ル
ー
プ
に
は
、
練
習
を
止
め

て
状
況
を
確
認
し
、
よ
り
よ
い
動
き
を
考
え
る
場
を
位
置
付
け

る
。

〇
１
本
目
か
ら
２
本
目
の
動
き
を
高
め
る
た
め
に
、
声
を
出
し
た

り
、
ボ
ー
ル
の
動
き
か
ら
瞬
時
に
判
断
し

、
２
本
目
や
３
本
目

を
見
越
し
て
動
い
た
り
し
て
い
る
生
徒
を
価
値
付
け
る
。

●
課

題
達

成
に

近
づ

け
る

よ
う
に

考
え

て
行
動

し
て

い
た
グ

ル

ー
プ
や
、
動
き
が
よ
く
な
っ
た
グ
ル
ー
プ
を
紹
介
し
て

、
次
時

へ
の
課
題
に
つ
な
げ
る
。

【
評
価
規
準
】

実
践

し
た

り
、仲

間
と

交
流

し
た

り
し

な
が

ら
、１

本
目

か
ら

２
本

目
に

つ
な

ぐ
場

面
に

お
い

て
、

よ
り

３
本

目
で

返
球

し
や

す
い

動
き

を
考

え
て

い
る

。［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

動
き
を
高
め
る
た
め
に

〇
全
員
で
声
を
出
す
。

・
１
本
目
を
取
る
人
「
は
い
」

・
１
本
目
を
取
ら
な
い
人
「

〇
〇
さ
ん
」
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【【
公公
開開
ⅠⅠ
】】
７７
年年
１１
組組

技技
術術
・・
家家
庭庭
科科
（（
技技
術術
分分
野野
））
学学
習習
指指
導導
案案

技技
術術
室室

磯磯
谷谷

直直
毅毅

１
題
材
名

生
活
に
役
立
つ
製
品
を
作
ろ
う
～
収
納
ラ
ッ
ク
の
製
作
～

２
指
導
の
立
場

（
１
）
題
材
に
つ
い
て

現
代
の
社
会
で
は
、
従
来
の
大
量
生
産
・
大
量
消
費
の
も
の
づ
く
り
が
見
直
さ
れ
、
少

な
い
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
よ
り
質
の
高
い
も
の
を
生
産
す
る
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

に
配
慮
し
た
も
の
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
に
、
生
活
や
社
会
の
中
か
ら
技
術
に
関
わ
る
問
題
を
見
い
だ
し
て
課
題
を
設
定
し
、

解
決
策
を
構
想
し
た
具
体
化
や
、
自
ら
の
問
題
解
決
を
振
り
返
る
経
験
を
し
、
こ
の
経
験

を
基
に
今
後
の
社
会
の
発
展
と
技
術
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

本
題
材
は
、
学
習
指
導
要
領
の
技
術
・
家
庭
科
の
技
術
分
野
、
Ａ
材
料
と
加
工
の
技
術

（
２
）
ア
イ
に
基
づ
く
題
材
で
あ
る
。
生
徒
自
身
の
生
活
の
中
か
ら
問
題
を
発
見
さ
せ
、

設
定
し
た
課
題
の
解
決
に
向
け
て
製
作
を
行
っ
て
い
く
。
課
題
の
設
定
か
ら
評
価
・
修
正

ま
で
を
通
し
て
、
生
徒
に
は
「
〇
〇
と
い
う
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
こ
ん
な
作
品
を

作
り
た
い
」
と
い
う
課
題
意
識
を
も
た
せ
て
本
題
材
を
行
っ
て
い
く
。
様
々
な
工
程
を
踏

ん
で
製
作
を
行
う
中
で
も
、
こ
の
よ
う
な
課
題
意
識
が
生
徒
の
根
底
に
あ
る
こ
と
で
、
行

う
作
業
の
質
（
安
全
面
、
丁
寧
等
）
が
よ
り
よ
く
な
る
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
生
活
の

中
か
ら
発
見
し
た
問
題
を
解
決
す
る
活
動
を
通
し
て
、
よ
り
よ
い
生
活
や
持
続
可
能
な
社

会
を
構
築
す
る
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、
本
題
材
を
設
定
し
た
。

（
２
）
児
童
生
徒
に
つ
い
て

多
く
の
生
徒
は
、
前
期
課
程
の
「
図
画
工
作
科
」
や
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
お

い
て
、「

の
こ
ぎ
り
」
や
「
げ
ん
の
う
」
な
ど
の
道
具
を
用
い
た
も
の
づ
く
り
の
経
験
が
あ

る
。
ま
た
、
生
徒
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
積
極
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
題
材

の
製
作
開
始
時
に
２
人
ペ
ア
の
設
定
を
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
同
じ
作
品
を
製
作
す
る
生
徒

同
士
で
ペ
ア
を
作
る
こ
と
で
、
作
業
を
協
力
し
て
行
っ
た
り
、
一
緒
に
よ
り
よ
い
方
法
を

考
え
た
り
す
る
な
ど
、
協
働
的
な
活
動
が
期
待
で
き
る
と
考
え
る
。

し
か
し
、
自
分
で
設
計
を
し
て
製
作
を
す
る
と
い
う
経
験
は
少
な
く
、
問
題
を
見
い
だ

し
て
課
題
を
設
定
し
て
、
解
決
策
を
構
想
・
具
体
化
し
て
、
解
決
し
て
い
く
工
程
に
つ
い

て
の
理
解
は
不
十
分
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
道
具
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
正
し
い
扱
い

方
に
つ
い
て
の
理
解
も
乏
し
い
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
本
題
材
で
は
、
生
徒
自
身
の
生
活
の
中
か
ら
問
題
を
見
い
だ
し
、
設
定
し
た

課
題
を
も
と
に
製
作
品
を
決
定
し
て
い
く
。
ま
た
、
使
用
す
る
道
具
の
正
し
い
扱
い
方
に

つ
い
て
も
習
得
さ
せ
て
い
き
た
い
。

（
３
）
指
導
に
つ
い
て

本
時
は
、
完
成
し
た
製
作
品
の
評
価
・
改
善
を
行
っ
て
い
く
。
題
材
の
初
め
に
自
分
が

設
定
し
た
課
題
を
解
決
で
き
る
よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
、
加
工
や
組
み
立
て
を
適

切
に
行
え
て
い
る
か
な
ど
の
観
点
か
ら
評
価
を
行
う
。
４
人
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
、
自
分

の
評
価
だ
け
で
は
な
く
、
仲
間
か
ら
も
意
見
や
助
言
を
も
ら
う
こ
と
で
、
多
面
的
・
多
角

的
に
作
品
を
捉
え
た
振
り
返
り
が
で
き
、
改
善
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
実
際
に
収
納
す
る
も
の
（
本
や
小
物
等
）
を
用
い
て
、
設
定
し
た
課
題
に
あ
っ
た

問
題
解
決
が
で
き
た
か
を
確
か
め
て
く
。
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３
題
材
指
導
計
画

学
年

第
７
学
年

題
材
名

Ａ
材
料
と
加
工
の
技
術

収
納
ラ
ッ
ク
の
製
作

（
全

時
間
）

題
材
で
育
む
資
質
・
能
力

・
生
活
や
社
会
で
利
用
さ
れ
て
い
る
技
術
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
理
解
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
に
係
る
技
能
を
身
に
付
け
、
技
術
と
生
活
や
社
会
、
環
境
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
。
〔
知
識
及
び
技
能
〕

・
生
活
の
中
か
ら
問
題
を
見
い
だ
し
て
課
題
を
設
定
し
、

解
決
策
を
構
想
し
た

具
体
化

や
、
実
践
を
評
価
・
改
善
す
る
な
ど
、
課
題
を
解
決
す
る
力
を
身
に
付
け
る
。

〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕

・
自
ら
の
問
題
解
決
の
過
程
を
振
り
返
り
、
よ
り
よ
い
も
の
と
な
る
よ
う
改
善
・
修
正
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
身
に
付
け
る
。
〔
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

〕

時
主
な
学
習
活
動
と
ね
ら
い

評
価
規
準

①
生
活
の
中
か
ら
問
題
を
発
見
し
て
、
課
題
を
設
定
し
よ
う
。

生
活
の
中
か
ら
材
料
と
加
工
の
技
術
に
か
か
わ
る
問
題
を
見

い
だ
し
て
課
題
を
設
定
で
き
る
。

生
活
の
中
か
ら
材
料
と
加
工
の
技
術
に
関
わ
る
問
題
を
見
い
だ
し
課
題
を
設
定

し

て
い
る
。
［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

②

課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
構
想
を

具
体
化
し
よ
う
。

生
活
や
社
会
の
中
か
ら
見
い
だ
し
た
問
題
を
材
料
と
加
工
の
技
術
に
よ
っ
て
解
決
す
る
活
動
を
通
し
て

、
材
料
と

加
工
の
技
術
の
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
て

、
問
題
を
見
い
だ
し
て
課
題
を
設
定
し
解
決
す
る
力
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
課
題
を
設
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

課
題
の
解
決
策
と
な
る
収
納
ラ
ッ
ク
の
材
料
、
大
き
さ
、

形
状
、
構
造
な
ど
を
使

用
場
所
や
加
工
方
法
な
ど
の
制
約
条
件
に
基
づ
い
て
構
想
し
、
設
計
や
計
画
を
考

え
て
い
る
。［

思
考
・
判
断
・
表
現
］

③
等
角
図
の
か
き
方
を
知
ろ
う

。

立
体
的
な
製
作
物
を
図
で
表
す
方
法
を
考
え
る
こ
と
を
通
し
て
、
製
作
に
お
け
る
図
の
役
割
や
等
角
図
の
か
き
方

を
知
り
、
自
分
が
製
作
す
る
作
品
に
つ
い
て
図
で
か
き
表
す
こ
と
が
で
き
る
。

図
の
役
割
や
等
角
図
の
か
き
方
を
知
り

、
か
き
表
す
こ
と
が
で
き
る
技
能
を
身
に

付
け
て
い
る
。
［
知
識
・
技
能
］

④
第
三
角
法
に
よ
る
正
投
影
図
の
か
き
方
を
知
ろ
う

。

身
近
な
製
品
や
自
分
の
製
作
品
で
使
用
す
る
部
品
を
図
で
表
す
方
法
を
考
え
る
こ
と
を
通
し
て

、
第
三
角
法
に
よ

る
正
投
影
図
の
か
き
方
を
知
り
、

自
分
の
作
品
を
か
き
表
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
角
法
の
か
き
方
を
知
り

、
か
き
表
す
こ
と
が
で
き
る
技
能
を
身
に
付
け
て
い

る
。
［
知
識
・
技
能
］

⑤ ⑥

材
料
へ
正
確
に
け
が
き
を
し
よ
う

。

材
料
を
正
確
に
け
が
く
方
法
を
知
る
こ
と
を
通
し
て

、
さ
し
が
ね
の
使
用
方
法
を
理
解
し

、
基
準
面
か
ら
垂
直
に

け
が
く
こ
と
が
で
き
る
。

さ
し
が
ね
の
使
用
方
法
を
理
解
し

、
基
準
面
か
ら
垂
直
に
け
が
く
こ
と
が
で
き
る

技
能
を
身
に
付
け
て
い
る
。［

知
識
・
技
能
］

⑦ ⑧

切
断
線
に
沿
っ
て
真
っ
す
ぐ
に
切
断
し
よ
う

。

の
こ
ぎ
り
引
き
の
示
範
の
観
察
を
通
し
て

、
正
確
に
の
こ
ぎ
り
引
き
を
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
に
気
付
き

、
け
が

き
線
に
沿
っ
て
ま
っ
す
ぐ
直
角
に
切
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

材
料
の
固
定
や
作
業
動
作
、
工
具
の
特
徴
を
生
か
し
た
使
用
方
法
が
大
切
で
あ
る

こ
と
を
理
解
し

、
け
が
き
線
に
沿
っ
て
正
確
に
切
断
で
き
る
技
能
を
身
に
付
け
て

い
る
。［

知
識
・
技
能
］

⑨ ⑩ ⑪

部
品
の
検
査
を
行
い
、
正
し
い
寸
法
に
仕
上
げ
よ
う
。

さ
し
が
ね
や
直
角
定
規
を
用
い
て

、
切
断
面
や
寸
法
の
検
査
を
通
し
て
、
正
確
に
仕
上
げ
る
た
め
に
は

、
部
品
加
工

や
修
正
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
気
付
き

、
ベ
ル
ト
サ
ン
ダ
を
使
っ
て
、
部
品
を
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

部
品
検
査
（
寸
法
・
直
角
度
・
平
面
度
）
を
行
い

、
切
削
す
る
な
ど
必
要
に
応
じ

た
改
善
・
修
正
を
し
て
い
る
。
［
知
識
・
技
能
］

⑫ ⑬

仮
組
み
立
て
を
行
い
、
組
み
立
て
ま
で
の
見
通
し
を
も
と
う

。

仮
組
み
立
て
を
行
う
こ
と
を
通
し
て

、
く
ぎ
接
合
の
位
置
を
確
認
し
下
穴
を
あ
け

、
組
み
立
て
る
ま
で
の
手
順
や

組
み
立
て
の
見
通
し
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。

組
み
立
て
の
見
通
し
を
も
ち

、
完
成
ま
で
の
正
し
い
手
順
を
理
解
し
て
い
る
。［

知

識
・
技
能
］

⑭ ⑮

ず
れ
が
な
い
よ
う
に
正
確
に
組
み
立
て
を
し
よ
う

。

げ
ん
の
う
の
形
を
観
察
す
る
こ
と
を
通
し
て

、
げ
ん
の
う
の
正
し
い
使
い
方
や
接
着
剤
の
必
要
性
に
気
付
き

、
順

序
を
考
え
て

、
正
確
に
組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

接
合
の
種
類
に
応
じ
て
適
切
な
接
合
方
法
を
理
解
し
、
順
序
を
考
え
て
組
み
立
て

る
こ
と
が
で
き
る
技
能
を
身
に
付
け
て
い
る
。
［
知
識
・
技
能
］
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⑯
表
面
処
理
を
行
っ
て
、
作
品
を
美
し
く
仕
上
げ
よ
う
。

表
面
の
処
理
に
は
見
た
目
を
変
え
る
こ
と
と
表
面
を
保
護
す
る
役
割
が
あ
り

、
そ
れ
に
は
様
々
な
方
法
が
あ
る
こ

と
を
理
解
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

目
的
に
合
っ
た
方
法
を
選
択
し
美
し
く
塗
装
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

表
面
の
処
理
の
役
割
を
理
解
し

、
目
的
に
合
っ
た
塗
装
が
で
き
る
技
能
を
身
に
付

け
て
い
る

。［
知
識
・
技
能
］

⑰ 本 時

製
作
品
を
振
り
返
り
、
改
善
点
や
必
要
な
こ
と
を
ま
と
め
よ
う
。

作
品
の
自
己
評
価
や
仲
間
と
の
意
見
交
流
を
通
し
て
、
自
身
の
願
い
に
沿
っ
た
作
品
に
す
る
た
め
の
改
善
点
に
気

付
き
、
作
品
の
改
善
案
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

仲
間
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
作
品
の

改
善
案
を
出
し
合
っ
て
い
る

。

［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

題
材

で
自
己
実
現
に
向
か
う

た
め
の

資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿

問
題

解
決

力
・
目
標
を
設
定
し
、

試
行
錯
誤
を
し

て
問
題
に
粘
り
強
く
取
り
組
も
う
と
す
る
姿

。
・
習
得
し
た
知
識
や
技
能
を
生
か
し
、
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
姿

。

関
係

構
築

力
仲
間
と
協
働
し
て
製
作
し
て
い
く
中

で
、
仲
間

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
り
す
る

姿
。

貢
献

す
る

人
間

性
・
仲
間
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
分
か
っ
た
こ
と
や
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
自
分
の
学
び
を
振
り
返
っ
て
い
る
姿

。
・
こ
れ
ま
で
の
学
習
を
生
か
し
て
作
業
工
程
を
行
い

、
成
長
し
た

自
分
を
振
り
返
っ
て
い
る
姿
。

自
己
実
現
に
向
か
う

た
め
の

資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿
の

見
届
け
の
視
点
と
手
立
て

問
題

解
決

力
題
材
や
単
位
時
間
、
次
時
へ
の
見
通
し
を
も
っ
た
上
で

自
身
の
目
標
を
設
定
し
、
単
位
時
間
ご
と
に
課
題
意
識
を
も
ち
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
か
、

個
人

シ
ー
ト
か
ら
見
届
け
る
。

関
係

構
築

力
ペ
ア
で
作
業
す
る
中
で
、
仲
間
へ
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、
仲
間
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
と
に
改
善
・
修
正
し
た
り

し
て
い
る
か
、
協
働

の
様
子
か
ら
見
届

け
る
。

貢
献

す
る

人
間

性
自
分
の
考
え
や
活
動
の
学
び
を
ま
と
め
る
活
動
か
ら
、
学
ん
だ
こ
と
を
自
身
の
生
活
に
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
姿

を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
か
ら
見
届
け
る
。
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４
教
科
に
か
か
わ
る
本
時
の
ね
ら
い

作
品
の
自
己
評
価
や
仲
間
と
の
意
見
交
流
を
通
し
て
、
自
身
の
願
い
に
沿
っ
た

作
品
に
す
る
た
め
の
改
善
点
に
気
付
き
、
作
品
の

改
善
案

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
思
考
力
、
判
断
力

、
表
現
力
等
〕

５
本
時
の
展
開
（

）

児
童
生
徒

の
学
習
活
動

教教
師師

のの
手手
立立
てて
とと
見見
届届
けけ

１
前
時
ま
で
の
活
動
を
確
認
す
る

・
作
品
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
本
時
は
そ
の
評
価
と
改
善
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
を
確
認
す
る
。

２
課
題
を
把
握
す
る
。 製
作
品
を
振
り
返
り
、
改
善
点
や
必
要
な
こ
と
を
ま
と
め
よ
う
。

〇
評
価
の
観
点

・
使
用
目
的
・
使
用
条
件
に
合
う
か
。

・
組
み
立
て
は
適
切
に
さ
れ
て
い
る
か
。

・
部
品
は
し
っ
か
り
加
工
さ
れ
て
い
る
か
。

・
仕
上
げ
は
適
切
に
さ
れ
て
い
る
か
。

等

３
４
人
グ
ル
ー
プ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
対
し
て
、
気
付
い
た
こ
と
や
改
善
案
を
考
え
て
交
流
す
る

・
本
の
幅
に
よ
っ
て
仕
切
り
板
を
動
か
せ
る
と
便
利
で
は
な
い
か
な
。

・
家
に
あ
る
収
納
ボ
ッ
ク
ス
の
よ
う
に
、
仕
切
り
板
の
高
さ
が
自
由
に
変
え
ら
れ
る
と
、
収
納
の
幅
が
広
が
る
と
思

う
よ
。

４
仲
間
の
意
見
や
自
身
の
反
省
か
ら
、
よ
り
最
適
な
作
品
に
す
る
た
め
の
改
善
点
を
考
え
る

①
仲
間
の
発
表
か
ら
気
づ
い
た
こ
と
や
改
善
点
を
ま
と
め
る
。

・
収
納
す
る
物
の
高
さ
に
よ
っ
て
棚
板
の
位
置
を
変
更
で
き
る
と
便
利
だ
と
思
っ
た
。

②
制
作
し
た
作
品
が
よ
り
良
く
な
る
た
め
の
方
法
を
考
え
る
。

・
ダ
ボ
を
用
い
て
棚
板
の
位
置
を
変
え
る
方
法
が
あ
る
と
思
っ
た
。

５
振
り
返
り

を
行
う

多
様
な
視
点
か
ら
作

品
を
振
り
返
る
こ

と
で
、
材
料
取

り
か
ら
細
か
く
考
え
る
こ

と
が
必
要
で
あ
っ

た
り
、
目
的

に
沿
っ
た
設
計
が
必
要
で
あ
っ
た
り
す
る
な
ど
、
改
善
点
が
多
く
見
つ
か
っ
た
。
次
に
製
作
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
自

分
の
使
用
場
面
を
具
体
的
に
想
像
し
、
よ
り
利
便
性
の
高
い
も
の
を
製
作
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
。

（（
●●
教教
科科
のの
資資
質質
・・
能能
力力

○○
自自
己己
実実
現現
にに
向向
かか
うう
資資
質質
・・

能能
力力
））

●
完

成
し

た
作

品
を

も
と

に
う

ま
く

い
っ

た
点

や
改

善

点
等
を
考
え
さ
せ
る

。

●
考
え
る
際
に
は
、
教
科
書
ｐ
７
６
に
あ
る
評
価
の
観
点

の
例
を
参
考
に
、
考
え
さ
せ
る
。

●
〇
発
表
方
法
に
つ
い
て

指
導
し
て
お
く
。

・
１
人
あ
た
り

５
分
。

・
問
題
解
決
シ
ー
ト
を
基
に
、
製
作
品
に
込
め
た
願
い

や
評
価
、
工
夫
に
つ
い
て
話
す
。

・
製
作
者
の
発
表
後
に
残
り
の
３
人
か
ら
、
意
見
や
改

善
案
を
募
る
。

〇
作
品
を
手
に
取
り
、
じ
っ
く
り
見
な
が
ら
適
切
な
改
善

が
で
き
る
よ
う
に
、
時
間

設
定
を
す
る
。

【
評
価
規
準
】

仲
間
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
作
品
の
改
善
案

を
出
し
合
っ
て
い
る

。
［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

研
究
に
か
か
わ
っ
て

【
見
届
け
の
視
点
】

４
人
グ
ル
ー
プ
の
交
流
を
通
し
て
、
お
互
い
の
作
品

に
対
し
て
の
気

付
き
や
改
善
案
を
考
え
、
仲
間
と
意
見

を
出
し
合
っ
て
い
る

様
子
か
ら
見
届
け
る
。

（
関
係
構
築
力

）
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【【
公公

開開
ⅠⅠ
】】
５５

年年
２２

組組
家家
庭庭
科科

学学
習習
指指
導導
案案

北北
校校

舎舎
３３
階階
家家
庭庭
科科

室室
水水
谷谷

直直
美美

１
題
材
名

ご
飯
と
み
そ
し
る
を
食
べ
て
元
気
に

２
指
導
の
立
場

（
１
）
題
材
に
つ
い
て

本
題
材
は
、
第

５
学
年
の
内
容

衣
食
住
の
生
活
（
２

）
調
理
の
基
礎

（
オ

）
に
も

と
づ
く
題
材
で
あ
る
。

食
事
の
役
割
や
食
事
の
大
切
さ

、
我

が
国
の
伝
統
的
な
日
常
食

で
あ
る
米
飯
及
び
み
そ
汁

の
調
理
の
仕
方
に
つ
い
て
理

解
す

る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
に

係
る
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
、
米
飯
は
毎
日
、
み
そ
汁

は
２
日
に

１
回
以
上
食
べ
て
お
り
、

我
が
国
の
伝
統
的
な
日
常
食
で
あ
る
米
飯
及
び
み
そ
汁

が
児

童
の
食
生
活
に
お
い
て
、

大
変
身
近
な
も
の
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る

。
野
菜
を
中

心
と

し
て
肉
や
魚
も
実
と
な
る

み
そ
汁
は
、
実
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
で
、

栄
養

面
で

も
優
れ
た
料
理
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
題
材
の
導
入
部
分
で
は
、
み
そ
汁
を
食
べ

た
経

験
を
想
起
さ
せ
て
児
童
の

学
習
対
象
へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
つ
つ
、

児
童
一
人

一
人

が
生
活
に
係
る
見
方
・
考

え
方
を
働
か
せ
、

問
題
を
見
い
だ
し
て
課
題
を
設
定
で

き
る

よ
う
に
す
る

た
め
に
、
み

そ
汁
の
調
理
の
仕
方
に
つ
い
て
「
お
い
し
く
元
気
に
」
と
い
う
視
点
を
与
え
て
い
く
。

ま
た
、
日
本
の
伝
統
的
な
食
事
を
支
え
る
だ
し

の
う
ま
み
を

体
感
し
、

日
常
食
に
だ

し
を
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
実
践
的
な
態
度
を
養
う
よ

う
に

す
る
。

そ
の
た
め
に
、

だ

し
を
活
用
す
る
こ
と
で

み
そ
の
塩
分
を
控
え
て
調
味
す

る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
に

気
付

か
せ
、
み
そ
汁
の
調
理
の
仕
方
に
つ
い
て
実
習
を
通
し

て
学

び
、
必
要
な
知
識
及
び
そ

れ
ら
に
係
る
技
能
が
身
に
付
く
よ
う
に
す
る
。

そ
し
て
、
米
飯
に
関
す
る
学
習

で
は

、
日
本
の

主
な
農
作
物

で
あ
る

米
を
昔
か
ら

が

主
食
と
し
て
い
る
こ
と
に
気

付
く
よ
う
に
す
る
。
そ
し

て
、

米
が

水
と
熱
で
ご
飯
へ
と

変
化
す
る
様
子
を

ガ
ラ
ス
鍋
実
習
で
間
近
に
見
せ
、
炊
飯
器
の
中
を
想
起
さ
せ
る
。

（
２
）
児
童
生
徒
に
つ
い
て

児
童
は

、
５
年
生
か
ら
始
ま
っ
た
家
庭
科
の
学

習
に
対
し
て

、
大
変
意
欲
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

そ
れ
は
、

学
習
内
容
が
児
童
自
身
の
生

活
と

密
接
に
つ
な
が
っ
て
い

て

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
か
ら
で
あ

り
、
な
に
よ
り
、
自
分

で
調

理
し
た
も
の
を
食
べ
る

と

い
う
楽
し
み
が
あ
る
か
ら
だ

。
ま
た
、
４
年
生
ま
で
に

家
庭

で
料
理
を
作
っ
た
こ
と
が

あ
る
児
童
は
半
数
程
度
で
あ
り
、
包
丁
を
使
っ
て
調
理

し
た

こ
と
が
あ
る
の
は
三
分
の

一
程
度
で
あ
っ
た
。

経
験
が
少
な
い
か
ら
こ
そ
、
自
分

で
調

理
す
る
こ
と
が
で
き
て
、

そ
れ
を
味
わ
っ
た
と
き
の
感
動
が
大
き
い
と
考
え
る
。

ガ
ス
コ
ン
ロ
の
使
い
方
を
学
習
し
た
「
お
茶
を

い
れ
よ
う
」

で
は
、

熱
湯
の
温
度
が

お
茶
の

味
に
影
響
す
る
こ
と
を
学
ん
だ

。
ま
た
、
ゆ
で

野
菜

の
学
習
で
は
、
水
か
ら
じ

っ
く
り
ゆ
で
る
野
菜
と
熱
湯
で
さ
っ
と
ゆ
で
る
野
菜
が

あ
る

こ
と
を
知
り
、
食
品
に
合

わ
せ
て
調
理
方
法
を
変
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
ら
の
既
習
内
容
と
本
題
材
を
関
わ
ら
せ

な
が
ら

、
み
そ

汁
の
実
の
切
り
方
や
鍋

に
入
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
、
炊
飯
の
火
加
減
な
ど
を
考
え

さ
せ

た
い
。
そ
し
て
、

そ
れ
ぞ

れ
の
家
庭
の
み
そ
汁
と
比
較
し
な
が
ら
、

だ
し
の

う
ま

み
や

、
実
の
特
徴
、

み
そ
の
風

味
を

実
感
で
き
る
よ
う
に

指
導
し
た
い
。

（
３
）
指
導
に
つ
い
て

本
時
は

、
日
本
の
伝
統
的
な
日
常
食

で
あ
る
み

そ
汁
の

実
を

栄
養

バ
ラ
ン
ス
や
季
節

な
ど
を
考
え
な
が
ら

選
ぶ

活
動
を
通
し
て
、

家
族
へ
の

思
い

を
も
と
に

し
た
家
庭
実
践

の
意
欲
を
高
め
る

こ
と
を
目
指
す
。
日
本
で
は

古
く
か

ら
、

こ
ん
ぶ
や
か
つ
お
ぶ
し

、

煮
干

し
な

ど
の

海
産

物
、

干
し

し
い

た
け

や
切

り
干

し
大

根
な

ど
の

野
菜

と
い

っ
た

様
々
な
食
品
か
ら
だ
し
を
と
り
料
理
に
利
用
し
て
い
る

。
よ

っ
て
本
題
材
で
は
、

煮
干

し
だ
し
の
う
ま
み
を
体
感
し
、
生
活
文
化
の
継
承
の
一
端
を
担
う
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、

本
題
材
の
前
半
で
学
習
す
る
五
大
栄
養
素
と
実
の
栄
養

を
つ

な
げ
て
、

家
族
の
た
め
に

栄
養
満
点
の
み
そ
汁
を
作
り
た
い
と
い
う
意
欲
を
も
て
る
よ
う

な
指
導
を
し
て
い
く
。
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３
題
材
指
導
計
画

学
年

第
５
学
年

題
材
名

ご
飯
と
み
そ
し
る
を
食
べ
て
元
気
に

（
全

９
時
間
）

衣
食
住
の

生
活

題
材
で
育
む
資
質
・
能
力

・
食
事
の
役
割
や
食
事
の
大
切
さ
、
材
料
の
分
量
や
手
順
、
調
理
計
画
、
我
が
国
の
伝
統
的
な
日
常
食
で
あ
る
米
飯
及
び
み
そ
汁
の
調
理
の
仕
方
、
調
理
に
適
し
た
切
り
方
、
配
膳
及

び
後
片
付
け
に

つ
い
て
理
解
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
に
係
る
技
能
を
身
に
付
け
る

。〔
知
識
及
び
技
能

〕
（
１
）
ア

、（
２
）
ア
、
（
３
）
ア

・
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
に
米
飯
及
び

み
そ

汁
の
調
理
計
画
や
調
理
の
仕
方
に
問
題
を
見
い
だ
し
て
課
題
を
設
定
し
、
様
々
な
解
決
方
法
を
考
え
、
実
践
を
評
価
・
改
善
し
、
考
え
た

こ
と
を
表
現
す
る
な
ど
し
て
課
題
を
解
決
す
る
力
を
身
に
付
け
る

。
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力

等
〕

（
１
）
イ

・
家
族
の
一
員
と
し
て
生
活
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
と
、
我
が
国
の
伝
統
的
な
日
常
食
で
あ
る
米
飯
及
び
み
そ
汁
の
調
理
の
仕
方
に
つ
い
て
、
課
題
の
解
決
に
向
け
て
主
体
的
に
取
り
組

ん
だ
り
、
振
り
返
っ
た
り
し
て
、
生
活
を
工
夫
し
実
践
し
よ
う
と
す
る
。
〔
学
び
に
向
か
う
力

、
人
間
性
等
〕

時
主
な
学
習
活
動
と
ね
ら
い

評
価
規
準

①

私
た
ち
は

な
ぜ
食
べ
る
の
だ
ろ
う
。

・
食
事
の
役
割
を
理
解
す
る

。

・
五
大
栄
養
素

の
体
内
で
の

働
き
を
知

り
、
食
品
を

３
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分

け
る
こ

と
が
で
き
る
。

食
事
の
役
割
が

分
か
り
、

日
常
の
食

事
の
大
切
さ

や
五
大
栄

養
素
に
つ
い
て

理
解
し

て
い
る

。
［
知
識
・
技
能
］

②

和
食
（

ご
飯
と
み
そ
汁
）
の
よ
さ
を

考
え
よ
う

。

日
本
の

伝
統
的
な
日
常
食
で
あ
る
和
食
が
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

遺
産
に
登
録

さ
れ
た
理
由
を
考
え
、
和
食
の
よ
さ
に
気

付
く

こ
と
が
で
き
る

。

米
飯
及
び
み
そ
汁
が
我
が
国
の
伝
統
的
な
日
常
食
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る

。

［
知
識
・
技
能
］

③

米
が
ご
飯

に
変
化
す
る
た
め
に
必
要
な
要
素
を

見
つ
け
よ
う
。

米
の
変
化
を
観
察
し
、
米
を
研
ぐ
（
洗
う
）
や
吸
水
、
加
熱
、

蒸
ら
し
な
ど
米
飯
の

調
理
の
仕
方
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

伝
統
的
な
日
常

食
で
あ
る

米
飯
の
調

理
の
仕
方
に

つ
い
て
、

課
題
の
解
決
に

向
け
て

主
体
的
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。
［
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
］

④
ふ
っ
く
ら

柔
ら
か
い

ご
飯
を
炊
こ
う

。

水
加
減
、
火
加
減
に
気
を
付
け
て
、
ガ
ラ
ス
鍋
で
ご
飯
を
炊
く
こ
と
が
で
き
る

。

米
飯
の
調
理
に

必
要
な
米

や
水
の
分

量
や
計
量
、

調
理
の
仕

方
に
つ
い
て
理

解
し
て

い
る

と
と
も
に

、
炊
飯
が

適
切
に
で
き

て
い
る
。
［
知
識
・
技
能
］

⑤ ⑥

だ
し
の
う
ま
み
を
味
わ
お
う

。

だ
し
を
と
っ
た
み
そ
汁
と
だ
し
を
と
ら
す
に
作
っ
た
み
そ
汁
を
比
較
し

、
だ
し
の
役

割
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

。

だ
し

の
う
ま
み
を
実
感
し
、

煮
干
し
だ
し
の
み
そ
汁
を
作

っ
て
い

る
。

［
知
識
・
技
能
］
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⑦ ⑧

煮
干
し
の
だ
し
で
、
う
ま
み
の
あ
る
み
そ
汁
を
作
ろ
う
。

み
そ
汁
の
実
の
切
り
方
や
入
れ
る
順
を
理
解
し
、
だ
し
の
う
ま
み
を
生
か
し
た
み
そ

汁
を
個
別
調
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

み
そ
汁
の
調
理

に
必
要
な

材
料
の
分

量
や
計
量
、

調
理
の
仕

方
に
つ
い
て
理

解
し
て

い
る
と
と
も
に
、

み
そ
汁
の
調
理
が

適
切
に
で
き

て
い
る
。［

知
識
・
技
能
］

⑨ 本 時

家
族
の
た
め
に
作
る
み
そ
汁
の
、
調
理
計
画
を
立
て
よ
う

。

み
そ
汁
が
お
い
し
く
な
る
た
め
の
こ
つ
を
理
解
し
、
家
族
の
た
め
に
作
る
み
そ
汁
の

調
理
実
習
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

様
々
な
食
品
の
中
か
ら
、
自
分
や

家
族
の
好
み
に
合
わ
せ
て
み
そ
汁
の
実
を
選
び
、
調

理
実
習
計
画
を
立
て
て
い
る
。
［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

題
材

で
自
己
実
現
に
向
か
う

た
め
の

資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿

問
題

解
決

力
日
本
の
伝
統
的
な
日
常
食
の

よ
さ
を

自
分
の
食
生
活
に
生
か
す
た
め
に
、
米
の
炊
飯
に
よ
る
変
化
や
だ
し
の
う
ま
み
に
つ
い
て
調
べ

た
り
、
自
分
の
家
の
調

理
方
法
と
比
較
し
た
り
す
る

姿
。

関
係

構
築

力
仲
間
と
交
流
し
、
仲
間

の
家
の

炊
飯
の
こ
つ
や
み
そ
汁
の
調
理
方
法
を
聞
い
た
り
自
分
の
考
え
を
伝
え
た
り
し
て
、
さ
ら
に
よ
い
調
理
方
法
を
工
夫

す
る
姿

。

貢
献

す
る

人
間

性
学
校
で
の
調
理
実
習
を
ふ
ま
え
て
、
家
族
が
喜
ぶ

日
常
食
の
調
理
計
画
を
立
て
、
家
庭

で
実
践
す
る
姿
。

自
己
実
現
に
向
か
う

た
め
の

資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿
の

見
届
け
の
視
点
と
手
立
て

問
題

解
決

力
児
童
一
人
一
人

が
自
分
の
家
庭

の
様
子
を
取
材
し
、
そ
の
中
か
ら
炊
飯
の
こ
つ
や
み
そ
汁
の
調
理
上
の
工
夫
を
見
つ
け
た
り
、
提
示
さ
れ
た
科
学
的
根
拠
か

ら
考
察
し
た
り
す
る
場
を
設
け

、
自
分
の
調
理
計
画
に
生
か
し
て
い
る
か
を
見
届
け
る

。

関
係

構
築

力
仲
間
と
交
流

す
る
中
で
、
自
分
が
見
つ
け
た
炊
飯
の
こ
つ
や
み
そ
汁
の
調
理
上
の
工
夫

を
伝
え
た
り
、
仲
間
の

考
え

に
つ
い
て
理
由
を

一
緒
に
考
え
た
り
し

て
い
る
交
流
の
様
子
か
ら
見
届
け
る
。

貢
献

す
る

人
間

性
ご
飯
と
み
そ
汁
の
調
理
上
の
工
夫
か
ら
学
校
で
の
調
理
実
習
を
振
り
返
り
、
家
族
の
好
み
や
自
分
の
調
理
技
能
を

踏
ま
え
て
、
家
庭
で
作
る
ご
飯
と
オ
リ
ジ

ナ
ル
み
そ
汁
の
調
理
計
画
を
立
て
て
い
る
か
見
届
け
る
。
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４
教
科
に
か
か
わ
る
本
時
の
ね
ら
い

み
そ
汁
が
お
い
し
く
な
る
た
め
の
こ
つ
を
理
解
し
、

家
族
の
た
め
に
作
る
み
そ
汁
の
調
理
実
習
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
〔
思
考
力

、
判
断
力

、
表
現
力
等

〕

５
本
時
の
展
開
（

９
９
）

児
童
生
徒
の
学
習
活
動

教教
師師

のの
手手
立立
てて
とと
見見
届届
けけ

１
前
時
ま
で

の
学
習
を
確
認
す
る

・
だ
し
が
有
る
無
い
で
は
、
み
そ
汁
の
味
が
全
然
違
っ
た
よ
。

・
煮
干
し
だ
し
で
作
っ
た
み
そ
汁
が
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た

。
・
実
を
包
丁
で
切
る
の
が
緊
張
し
た
け
れ
ど
、
薄
く
切
れ
た
。

２
だ
し
の
試
食
や
み
そ
汁
実
習
で
気
づ
い
た
お
い
し
い
み
そ
汁
の
ひ
み
つ
を
交
流
す
る

・
だ
し
の
う
ま
み
を
生
か
す
。

・
実
の
切
り
方
、
入
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ

に
気
を
付
け
る
。

・
み
そ
の
風
味
を
残
す
。

３
前
時
の
み
そ
汁
実
習
で
「
う
ま
く
い
っ
た
か
ら
続
け
た
い
こ
と
」
「
改
善
し
た
い
こ
と
」
を
振
り
返
る
。

・
煮
干
し
の
だ
し
は
、
魚
の
味
が
し
っ
か
り
出
て
い
る
か
ら
、
家
で
も
使
っ
て
み
た
い

。
・
大
根
が
少
し
硬
か
っ
た
か
ら
、
も
う
少
し
細
く
切
り
た
い
。

・
味
が
濃
く
な
っ
た
か
ら
、
み
そ
は
味
見
を
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
い
れ
る
と
よ
い
。

４
自
分
の
家
で
作
る
み
そ
汁
実
習
の
計
画
を
立
て
る
（
個
人
→
班
交
流
→
全
体
交
流

）
【
だ
し
】

・
お
い
し
い
煮
干
し
の
だ
し
に
な
る
よ
う
に
、

煮
干
し
の
頭
と
は
ら
わ
た
を
丁
寧
に
取
り
除

く
。

・
煮
干
し
で
カ
ル
シ
ウ
ム
も
摂
れ
る
か
ら
、
煮
干
し

も
そ
の
ま
ま
実

に
す
る

。
【
実
】

・
お
父
さ
ん
は
ね
ぎ
が
好
き
だ
か
ら
、
大
き
く
切
っ
て
入
れ
よ
う
。

・
大
根
は
か
た
い
か
ら
、

次
は
千
切
り
に
す
る

。
・
お
母
さ
ん
は
彩
り
の
た
め
に
人
参
を
入
れ
て
い
る
か
ら
、
ま
ね
し
よ
う
。

・
弟
は
野
菜
が
苦
手
だ
け
れ
ど
、
み
そ
汁
な
ら
食
べ
ら
れ
る
か
ら
玉
ね
ぎ
を
入
れ
よ
う
。

・
乾
燥
わ
か
め
は
切
ら
ず
に
使
え
る
し
家
に
あ
る
か
ら
、

実
に
し
よ
う
。

・
じ
ゃ
が
い
も
は
炭
水
化
物
の
栄
養
が
摂
れ
る
か
ら
、
使
っ
て
み

た
い
。

・
ね
ぎ
は
柔
ら
か
い
し
香
り
を
楽
し
む
野
菜
だ
か
ら
、
最
後
に
入
れ
よ
う
。

・
秋
は
さ
つ
ま
い
も
が
旬
だ
か
ら
、
入
れ
た
い
。

【
み
そ
】

・
み
そ
は
風
味
を
残
す
た
め
に
、
最
後
に
溶
か
し
入
れ
て
沸
騰
さ
せ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
よ
う
。

・
味
見
を
し
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
み
そ
を
溶
こ
う

。

５
自
分
の
実
習
計
画
を
見
直
し
、
付
け
加
え
た
り
替
え
た
り
す
る

６
計
画
表
に
出
来
上
が
り
予
定
図
を
描
き
、
家
庭

で
実
践
す
る
こ
と
へ
の
意
欲
を
高

め
る

家
族

の
た
め
に
作
る
み
そ
汁

の
、
調
理
計
画
を
立
て
よ
う

。

（（
●●
教教
科科
のの
資資
質質
・・
能能
力力

○○
自自
己己
実実
現現
にに
向向
かか
うう
資資
質質
・・
能能
力力
））

●
だ
し
の
も
つ
う
ま
み
パ
ワ
ー
を
再
確
認
し
、
本
時
へ
の
動
機
付

け
を
行
う
。

研
究
に
か
か
わ
っ
て

【
見
届
け
の
視
点

】

家
族

の
た

め
に

お
い
し

く
作

り
た

い
と
い

う
願

い
を
実

の
種

類
や

切
り

方
で

表
現
し

、
個

々
の

願
い
に

沿
っ

た
計
画

に
な

っ
て
い
る
か
、
見
届
け
る

。
（
問
題
解
決

力
）

●
前
時
は
共
通
の
だ
し
（
煮
干
し
）
と
実
（
大
根
、
乾
燥
わ
か
め
）

で
み
そ
汁
の
試
作
を
行
っ
た
の
で
、
大
根
の
軟
ら
か
さ
や
み
そ

の
風
味
に
つ
い
て
の
考
え
を
引
き
出
す
よ
う
に
す
る
。

●
〇

そ
の

実
に

決
め

た
根

拠
を
明

ら
か

に
し
て

班
交

流
で
き

る

よ
う
に
、
計
画
表
に
そ
の
実
の
よ
さ

を
記
述

で
き
る
よ
う
に
す

る
。

・
家
族
の
好
み

・
季
節
の
食
品

・
栄
養
素

●
〇
「
家
族
が
喜
ぶ
ポ
イ
ン
ト
は
こ
れ
だ
！
」
を
計
画
表
に
記
入

で
き
る
よ
う
に
し
、
家
庭
で
の
実
践
意
欲
を
引
き
出
す
よ
う
に

す
る
。

●
葉
物
野
菜
、
根
菜
類
、
薬
味
野
菜
に
よ
っ
て
、
切
り
方
や
煮
る

タ
イ

ミ
ン

グ
が

異
な

る
こ
と

に
気

を
付

け
て

計
画

で
き

て
い

る
か
班
内
で
確
認
す
る
。

【
評
価

規
準
】

様
々

な
食

品
の

中
か
ら

、
自

分
や

家
族
の

好
み

に
合
わ

せ
て

み
そ
汁
の

実
を
選
び
、
調
理
実
習
計
画
を
立
て
て
い
る
。

［
思
考
・
判
断
・
表
現
］
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【【
公公
開開
ⅠⅠ
】】
５５
年年
３３
組組

外外
国国
語語
科科
学学
習習
指指
導導
案案

５５
年年
３３
組組
教教
室室

伊伊
藤藤

暢暢
宏宏

１
単
元
名

２
４

５
地
域
の
こ
と
を
紹
介
し
よ
う

２
指
導
の
立
場

（
１
）
題
材
に
つ
い
て

本
単
元
は
、
自
分
の
知
り
た
い
場
所
や
位
置
を
た
ず
ね
た
り
、
相
手
を
案
内
し
た
り
す

る
た
め
に
、
場
所
や
位
置
の
た
ず
ね
方
や
答
え
方
な
ど
に
つ
い
て
、
短
い
話
を
聞
い
て
そ

の
概
要
を
理
解
し
た
り
、
伝
え
合
っ
た
り
す
る
単
元
で
あ
る
。
道
案
内
で
は
、

Ro
un

d１
～
３
で
語
句
や
表
現
に
慣
れ
親
し
み
、

Ro
un

d４
で
は
そ
れ
を
も
と
に
実
際
に
児
童
同
士

で
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
行
う
。
様
々
な
場
所
へ
の
行
き
方
を
た
ず
ね
た
り
、
答
え
た
り
し
て
、

W
he

re
 is

 ～
? G

o s
tr

ai
gh

t f
or

 ～
 b

lo
ck

(s
). 

Tu
rn

 le
ft/

rig
ht

. Y
ou

 ca
n 

se
e i

t o
n 

yo
ur

 le
ft/

rig
ht

.な
ど
の
表
現
や
、
建
物
な
ど
の
語
句
の
定
着
を
図
っ
て
い
く
。
単
元
終

末
の
活
動
で
は
、「

D
re

am
 T

ow
n 

M
ap

」
を
完
成
さ
せ
、
そ
の
地
図
を
使
っ
て
、
道
案

内
の
活
動
を
行
う
。

（
２
）
児
童
生
徒
に
つ
い
て

本
学
級
の
児
童
は
、
活
発
な
児
童
が
多
く
様
々
な
活
動
に
対
し
積
極
的
に
取
り
組
む
姿

が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
自
分
の
課
題
に
対
し
て
真
剣
に
取
り
組
め
る
児
童
も
多
い
。
７
月

に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、「

英
語
は
得
意
で
す
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、「

得

意
」「

ま
あ
ま
あ
得
意
」
と
肯
定
的
に
答
え
た
児
童
は

人
中

人
。「

英
語
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
は
好
き
で
す
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、「

好
き
」「

ま
あ
ま
あ

好
き
」
と
答
え
た
児
童
は

人
中

人
で
、
多
く
の
児
童
が
英
語
を
学
習
す
る
こ
と
に

対
し
て
肯
定
的
で
、
そ
の
情
意
面
が
学
習
や
活
動
へ
の
意
欲
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
し
か
し
、
中
に
は
間
違
い
を
恐
れ
て
、
英
語
で
発
話
し
た
り
仲
間
と
活
動
し
た

り
す
る
こ
と
に
躊
躇
し
て
し
ま
う
姿
が
見
ら
れ
る
。
外
国
語
科
の
授
業
で
は
、
自
信
を
も

っ
て
英
語
で
会
話
を
し
た
り
発
表
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
、

Ro
un

d 
学
習
を
通
し
て
繰

り
返
し
題
材
や
言
語
材
料
に
出
会
い
、
児
童
が
そ
れ
ら
を
自
在
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
さ

せ
た
い
と
考
え
る
。

（
３
）
指
導
に
つ
い
て

本
時
は
、
道
案
内
を
す
る
活
動
を
通
し
て
、
目
的
地
へ
の
道
順
に
つ
い
て
既
習
事
項
を

用
い
て
正
し
く
説
明
し
た
り
、
正
し
く
理
解
し
た
り
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
外
国
語
科
で

は
、「

言
語
活
動
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
基
礎
と
な
る
資
質
・
能
力
を

育
成
す
る
」
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
児
童
が
各
々
で
作
成
し
た
「

D
re

am
 To

w
n 

M
ap

」

を
使
用
す
る
こ
と
で
、

in
fo

rm
at

io
n 

ga
p
が
生
ま
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

目
的
（
児
童
が
道
案
内
を
す
る
必
然
性
）
を
も
っ
て
学
習
に
取
り
組
め
る
と
考
え
た
。

 
ま
た
、
児
童
は
こ
れ
ま
で
の

Ro
un

d
学
習
で

U
ni

t５
ま
で
に
学
習
し
た
表
現
を
用
い

て
、
そ
こ
で
で
き
る
こ
と
や
そ
の
感
想
を
伝
え
た
り
、
相
手
の
好
み
を
た
ず
ね
た
り
し
、

表
現
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

 
児
童
一
人
一
人
が
相
手
意
識
を
も
っ
て
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
際
に
は
、

身
振
り
や
手
振
り
を
交
え
た
り
、
話
す
速
さ
や
声
の
大
き
さ
に
気
を
付
け
た
り
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
感
じ
さ
せ
た
い
。
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３
単
元
指
導
計
画

学
年

第
５
学
年

単
元
名

２
地
域
の
こ
と
を
紹
介
し
よ
う
（
全

時
間
）

単
元
で
育
む
資
質
・
能
力

・
身
近
な
人
紹
介
や
道
案
内
、
注
文
や
会
計
の
仕
方
の
表
現
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

。〔
知
識
及
び
技
能
〕

・
経
験
や
生
活
と
つ
な
げ
な
が
ら

、
自
分
の

考
え
や
気
持
ち
が
他
者
に
伝
わ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
〔
思
考
力
、
表
現
力
、
判
断
力
等
〕

・
他
者
の
考
え
と
の
相
違
点
や
共
通
点
に
気
付
き

、
他
者
理
解
を
深
め
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
自
分
の
考
え
や
気
持
ち
を
伝
え
よ
う
と
す
る
。
〔
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
〕

時
主
な
学
習
活
動
と
ね
ら
い

評
価
規
準

①
～
⑥

話
の
内
容
を
つ
か
む

Ro
un

d 
・
教
師
の
話
を
聞
く
。

・
教
師
の
質
問
に
答
え
る
。

既
習
表
現
や
単
語
な
ど
か
ら
話
の
内
容
を
推
測
し
、
お
お
よ
そ
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

［
知
識
・
技
能

］［
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
］

⑦
～
⑨

話
の
内
容
を
理
解
し
、
表
現
を
知
る

Ro
un

d
・
動
画
を
視
聴
す
る
。

・
ど
の
よ
う
な
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
か
を
交
流
す
る
。

・
聞
こ
え
た
表
現
を
繰
り
返
す
。

身
近
な
人
紹
介
や
道
案
内
、
注
文
や
会
計
の
仕
方
に
つ
い
て
の
動
画
を
視
聴
し
て
、
話
の
内
容
を

掴
み
、
そ
の
内
容
を
伝
え
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
表
現
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

［
知
識
・
技
能
］

⑩
～
⑮

自
分
の
こ
と
を
話
し
た
り
相
手
の
こ
と
を
尋
ね
て
知
っ
た
り
す
る

Ro
un

d
・

Le
t’s

 L
is

te
n
に
取
り
組
み
、
聞
い
た
こ
と
や
表
現
を
用
い
て
や
り
取
り
す
る
。

・
用
い
た
表
現
を
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
。

身
近
な
人
紹
介
や
道
案
内
、
注
文
や
会
計
の
仕
方
に

つ
い
て
、
聞
い
た
こ
と
や
表
現
を
用
い
て
、

自
分
の
考
え
や
気
持
ち
を
伝
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
。

［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

⑯
～
㉔

本
時

⑳

目
的
や
場
面
、
状
況
に
応
じ
て
自
在
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

Ro
un

d
・
目
的
や
場
面
、
状
況
等
を
把
握
し
、
自
分
の
考
え
や
気
持
ち
を
伝
え
合
う
。

・
他
者
と
の
交
流
を
も
と
に
、
考
え
や
表
現
を
再
構
築
す
る
。

身
近
な
人
紹
介
や
道
案
内
、
注
文
や
会
計
の
仕
方
に

つ
い
て
、
目
的
や
場
面
、
状
況
等
に
応
じ
て
、

他
者
に
伝
わ
る
よ
う
に
工
夫
し
な
が
ら
自
分
の
考
え
や
気
持
ち
を
伝
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
。

［
知
識
・
技
能
］［

思
考
・
判
断
・
表
現
］［

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
］

㉕
～
㉘

自
己
の
学
び
を
確
か
め
る

Ro
un

d 
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
（
聞
く
こ
と
・
話
す
こ
と
）
に
取
り
組
む
。

・
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
（
聞
く
こ
と
・
読
む
こ
と
・
書
く
こ
と
）
に
取
り
組
む
。

・
自
分
の
学
び
を
確
か
め
、
次
の
目
標
を
も
つ
。

身
近
な
人
紹
介
や
道
案
内
、
注
文
や
会
計
の
仕
方
に
つ
い
て
、
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
話
し
た
り
書

い
た
り
し
、
自
分
の
学
び
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

［
知
識
・
技
能

］［
思
考
・
判
断
・
表
現

］［
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
］

単
元
で
自
己
実
現
に
向
か
う

た
め
の
資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿

問
題

解
決

力
外
国
語
を
用
い
て
、
自
分
の
考
え
や
気
持
ち
を
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
を
も
ち

、
既
習
表
現
を
活
用
し
表
現
し
て
い
る
姿
。

関
係

構
築

力
相
手
に
伝
わ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
自
分
の
考
え
や
気
持
ち
を
伝
え
た
り
、
話
を
聞
い
て
他
者
の
考
え
を
理
解
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
相
互
理
解
を
図
っ
て
い
る
姿

。

貢
献

す
る

人
間

性
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
自
分
の
成
長
や
仲
間
の
よ
さ
に
気
付
い
た
り
、
自
分
の
考
え
や
気
持
ち
を
表
現
し
よ
う

と
し
た
り

し
て
い
る
姿
。

自
己
実
現
に
向
か
う
た
め
の
資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿
の

見
届
け
の
視
点
と
手
立
て

問
題

解
決

力
身
近
な
話
題
か
ら
課
題
を
設
定
し
、

学
習
を
用
い
て
繰
り
返
し
様
々
な
言
語
材
料
に
触
れ
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
発
展
的
に
活
動
を
行
い
、
単

位
時
間
ご
と
に
課
題
意
識
を
も
ち
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
か
、

活
動
の
様
子
か
ら
見
届
け
る
。

関
係

構
築

力
質
問
し
な
が
ら
話
し
た
り
相
手
の
話
を
繰
り
返
し
た
り
す
る
な
ど
、
対
話
の
方
略
的
能
力
を
指
導
す
る
。
ま
た
、
相
手
に
伝
わ
る
児
童
の
話
し
方
や
内
容
を
交
流
会
で
広
め
、
表
現

を
再
構
築
す
る
場
を
位
置
付
け
、
交
流
の
様
子
か
ら
見
届
け
る
。

貢
献

す
る

人
間

性
児
童
に
と
っ
て
身
近
な
話
題
か
ら
世
界
と
の
つ
な
が
り
に
気
付
け
る
話
題
を
提
供
す
る
。
自
分
や
友
達
の
成
長
や
よ
さ
を
振
り
返
る
場
を
設
け
、
価
値
付
け
、
活
動
や
交
流
の
様
子
、

振
り
返
り
の
内
容

か
ら
見
届
け
る
。

― 184 ―



４
教
科
に
か
か
わ
る
本
時
の
ね
ら
い

仲
間
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
既
習
表
現
を
用
い
て
「

D
re

am
 T

ow
n 

M
ap

」
の
紹
介
を
し
た
り
、
仲
間
の
話
を
聞
い
て
仲
間
の
考
え
た
「

D
re

am
 T

ow
n」

に
あ
る
施
設
や
、
そ
こ
へ
の
行
き
方
に
つ
い
て
理
解

し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る

。

〔
知
識
及
び
技
能

〕

５
本
時
の
展
開
（

６
）

児
童
生
徒
の
学
習
活
動

教教
師師

のの
手手
立立
てて
とと
見見
届届
けけ

１ ・
道
案
内
に
つ
い
て
の
表
現
や
英
語
の
リ
ズ
ム
に
親
し
み
な
が
ら
楽
し
く
歌
う
。

２ ・
「
○
○
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
。」

に
つ
い
て
尋
ね
た
り
答
え
た
り
し
て
伝
え
合
う
。

・
相
手
の
話
に
対
し
て
、
さ
ら
に
質
問
し
た
り
反
応
し
た
り
し
な
が
ら
対
話
す
る
。

３
T
o
d
a
y
’
s
 
A
i
m

４ ・
道
案
内
に
つ
い
て
の
表
現
を
用
い
て

、
「

D
re

am
 T

ow
n 

M
ap

」
に
あ
る
施
設
ま
で
の
行
き
方
を
説
明
す
る
。

・
相
手
の
道
案
内

を
聞
い
て
、

施
設
の
場
所
を
理
解
す
る

。

・
教
師
の
話
を
聞
き
、
目
標
に
近
づ
く
姿
を
確
認
し
、
そ
の
た
め
の
方
途
を
考
え
る
。

A 
: W

he
re

 is
 z

oo
? 

B 
: Z

oo
?

G
o 

st
ra

ig
ht

 fo
r t

w
o 

bl
oc

ks
. T

ur
n 

ri
gh

t. 
G

o 
st

ra
ig

ht
 fo

r t
w

o 
bl

oc
ks

. T
ur

n 
le

ft.
 

  
 G

o 
st

ra
ig

ht
 fo

r o
ne

 b
lo

ck
. T

ur
n 

ri
gh

t. 
G

o 
st

ra
ig

ht
. Y

ou
 ca

n 
se

e 
it 

on
 y

ou
r l

ef
t. 

A 
: H

er
e?

 
B 

: Y
es

. T
ha

t’s
 ri

gh
t. 

D
o 

yo
u 

lik
e 

an
im

al
s?

 
A 

: Y
es

, I
 d

o.
 I 

lik
e 

pa
nd

as
. D

o 
yo

u 
lik

e 
pa

nd
as

? 
B 

: N
o,

 I 
do

n’
t. 

I l
ik

e 
tig

er
s. 

５ ・
本
時
の
目
標
に
沿
っ
て
自
己
評
価
を
行
い
、
自
分
や
仲
間
の
が
ん
ば
り
を
確
か
め
た
り
次
時
の
目
標
を
も
っ
た

り
す
る
。

・
教
師
に
よ
る
評
価
を
聞
く
。

仲
間
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

、「
」

を
紹
介
し
よ
う
。

（（
●●
教教
科科
のの
資資
質質
・・
能能
力力

○○
自自
己己
実実
現現
にに
向向
かか
うう
資資
質質
・・
能能
力力
））

●
今
ま
で
に
学
習
し
た
題
材
を
繰
り
返
し
扱
い
、
既
習
表
現
を
活

用
し
、
定
着
さ
せ
る
場
を
設
け
る
。

●
自
分
の
こ
と
を
詳
し
く
伝
え
る
表
現
や
、
相
手
の
話
に
対
し
て

質
問
し
た
り
反
応
し
た
り
す
る
表
現
を
確
認
し
、
活
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

○
相
手
の
反
応
に
応
じ
て

繰
り
返
し
た
り
、
話
し
方
を
工
夫
し
た

り
し
て
い
る
児
童
や
、
相
手
の
話
に
対
し
て
質
問
し
た
り
反
応

し
た
り
し
て
い
る
児
童
の
表
現
を
広
め
、
他
者
意
識
を
も
っ
て

活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

研
究
に
か
か
わ
っ
て

【
見
届
け
の
視
点

】

相
手

に
伝

わ
る

よ
う
に

工
夫

し
て

道
案
内

を
す

る
姿
や

、
相

槌
を

打
っ

た
り

繰
り
返

し
た

り
す

る
な
ど

共
感

的
に
相

手
の

話
を
聞
く

姿
か
ら
見
届
け
る
。
（
関
係
構
築
力
）

・
児
童
を
価
値
付
け
、
次
時
へ
の
願
い
を
も
た
せ

る
。

【
評
価

規
準
】

既
習
表
現
を
用
い
て

道
案
内

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
道
案
内
を

聞
い
て

、
相
手
の
「

D
re

am
 T

ow
n 

M
ap

」
の
ど
の
場
所
に

ど
ん
な
施
設
が
あ
る
か
理
解
し
て
い
る
。
［

知
識
・
技
能

］
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【【
公公
開開
ⅠⅠ
】】
８８
年年
２２
組組

外外
国国
語語
科科
学学
習習
指指
導導
案案

８８
年年
２２
組組
教教
室室

浅浅
井井

拓拓
也也

１
単
元
名

２
３

４

２
指
導
の
立
場

（
１
）
題
材
に
つ
い
て

本
単
元
は
、
登
場
人
物
の
海
斗
が
夏
休
み
の
間
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
、
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
生
活
す
る
中
で
学
ん
だ
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
紹
介
す
る
単
元
で
あ
る
。
生

徒
は
、
海
斗
の
ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
や
、
他
の
登
場
人
物
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
感
想
か
ら
、

日
本
と
の
生
活
習
慣
や
文
化
の
違
い
を
知
り
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
共
に
暮
ら
す
た
め

に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
旅
行
と
違
い
、
家
族
の
一
員
と
し
て

過
ご
す
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
本
文
で
は
、
海
斗
が
家
庭
内
で
の
ル
ー
ル
を
教
わ
る
場
面
や
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
、
他
の
登
場
人
物
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
感
想
な
ど

が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
生
徒
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
や
難
し
さ
に
つ
い
て
も

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
に
よ
っ
て
考
え
方
が
違
う
こ
と
や
、
場
所
に
よ
っ
て
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
が
違
う
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、
多
様
な
考
え
の
人
と

生
活
し
て
い
く
に
は
、
互
い
の
考
え
や
思
い
を
尊
重
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
気
付
か
せ
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る
上
で
大
切
な
こ
と

は
何
か
を
考
え
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
意
見
を
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
き

た
い
。
単
元
を
通
し
た
学
習
の
中
で
は
、
本
文
の
内
容
理
解
に
加
え
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
で
の
生
活
習
慣
や
ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
、
仲
間
と
交
流
し
て
い
く
。

帰
宅
時
間
や
就
寝
時
間
の
よ
う
な
生
活
習
慣
や
、
家
族
の
一
員
と
し
て
の
役
割
な
ど
、
自

分
の
家
庭
で
は
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
に
も
、
各
家
庭
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る

こ
と
を
知
り
、
そ
れ
に
よ
り
自
分
と
他
者
の
生
き
方
や
考
え
方
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め

て
い
け
る
よ
う
に
す
る
。

（
２
）
児
童
生
徒
に
つ
い
て

有
名
な
観
光
地
や
食
べ
物
な
ど
、
海
外
の
文
化
に
つ
い
て
あ
る
程
度
の
知
識
が
あ
る
生

徒
は
多
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
の
過
ご
し
方
や
マ
ナ
ー
等
に
つ
い
て
は
分
か
っ
て
い

な
い
生
徒
も
い
る
た
め
、
本
単
元
の
学
習
を
通
し
て
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
ク
ラ
ス
の
仲
間
と
交
流
す
る
際
に
自
分
の
家
庭
で
の
ル
ー
ル
な
ど
を
伝

え
合
う
こ
と
で
、
自
分
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
他
の
家
庭
で
は
当
た
り
前

と
は
限
ら
な
い
こ
と
に
気
付
き
、
生
徒
の
他
者
に
対
す
る
見
方
が
広
が
る
こ
と
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
る
。

（
３
）
指
導
に
つ
い
て

本
時
は
、
本
文
の
概
要
を
説
明
し
た
り
、
家
庭
生
活
で
の
ル
ー
ル
に
関
す
る
自
分
の
考

え
や
思
い
、
経
験
な
ど
を
話
し
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
、
既
習
事
項
を
正
し
く
使
い
な

が
ら
、
考
え
や
思
い
な
ど
を
表
現
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
教
科
書
の
登
場
人
物
た
ち
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
先
で
の
ル
ー
ル

や
生
活
の
様
子
に
対
し
て
自
分
は
ど
う
思
う
か
を

仲
間
に

伝
え
た
り
、
自
分
の
生
活
と
比
べ
な
が
ら
話
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
適
宜
、
中
間

交
流
や
質
問
の
場
を
設
け
、
仲
間
の
表
現
か
ら
学
ん
だ
り
、
困
り
感
を
解
決
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
自
己
表
現
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

生
徒
は
、

１
と

２
で
リ
ス
ニ
ン
グ
や
本
文
の
読
解
を
行
い
、
そ
こ
で
使
わ

れ
て
い
る
言
語
材
料
を
理
解
し
た
り
、
本
文
の
内
容
に
つ
い
て
大
ま
か
に
捉
え
た
り
し
た

上
で
本
時
を
迎
え
る
。
本
単
元
で
学
習
す
る

～
や
助
動
詞

な
ど
の
既
習
表

現
を
用
い
な
が
ら
、
教
科
書
の
概
要
や
自
分
の
考
え
を
伝
え
た
り
聞
い
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
仲
間
の
考
え
や
表
現
の
仕
方
を
知
る
こ
と
を
通
し
て
、
ク

ラ
ス
の
仲
間
に
つ
い
て
よ
り
深
く
理
解
し
た
り
、
英
語
に
よ
る
表
現
の
仕
方
を
工
夫
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
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３
単
元
指
導
計
画

学
年

第
８
学
年

単
元
名

２
３

４
（
全

時
間
）

単
元
で
育
む
資
質
・
能
力

・
既
習
事
項
を
正
し
く
使
い
な
が
ら
、
本
文
の
概
要
や
そ
れ
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
表
現
す
る
た
め
に
、
本
文
の
詳
し
い
内
容
や
単
語
、
文
章
の
正
し
い
発
音
方
法
な
ど
を
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
海
外
の
国
の
文
化
や
生
活
習
慣
、
他
者
と
自
分
と
の

考
え
の
共
通
点
や
違
い
な
ど
を
知
る
と
と
も
に

、
そ
れ
ら
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
も
つ
こ
と
が

で
き
る
。
〔

知
識
及
び
技
能

〕
・
本
文
の
概
要
や
、
そ
れ

ら
に
対
す
る
自
分

の
考
え
や
経
験
に
つ
い
て
、
相
手
に
伝
わ
る
よ
う
に
リ
テ
リ
ン
グ
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
目
的
や
場
面
、
状
況
を
理
解
し
、
相

手
意
識
を
も
っ
て
、
自
分
の
考
え
や
伝
え
た
い
こ
と
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
〔
思
考
力
、
判

断
力
、
表
現
力
等

〕
・
海
外
の
国
の
文
化
や
生
活
習
慣
、
他
者
の
考
え
や
意
見
な
ど
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
相
手
の
理
解
を
確
か
め
な
が
ら
話
し
た
り
、
相
手

の
話
を
理
解
し
よ
う
と
努
力
し
た
り
し
な

が
ら
、
自
分
の

考
え
た
こ
と
や
思
い
を
伝
え
合
お
う
と
し
て
い
る

。
〔
学
び
に
向
か
う
力

、
人
間
性
等

〕

時
主
な
学
習
活
動
と
ね
ら
い

評
価
規
準

①

・
ト
ピ
ッ
ク
に
沿
っ
た
表
現
活
動
を
行
う
。

・
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
自
分
の
考
え
を
も
ち
、
仲
間
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
こ
と
を
通
し
て
、
自
分
の
考
え
を
表
現
し
た
り
、
仲
間
の
考
え
を
理
解
し
よ

う
と
し
た
り
す
る
姿

。
［
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
］

１

②
～
⑦

・
本
文
の
リ
ス
ニ
ン
グ
を
行
い
、
内
容
に
関
す
る
簡
単
な
問
い
に
答
え
る
。

・
本
文
の

概
要
に
つ
い
て
、

リ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
行
う
。

・
本
文
の
音
声
を
聞
き
、
そ
の
要
点
を
捉
え
、
語
彙
や
表
現
方
法
を
理
解
し
よ
う
と

し
て
い
る
姿
。

・
本
文
の
概
要
に
つ
い
て
、
仲
間
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
姿
。

［
知
識
・
技
能

］

２

⑧
～
㉒

・
単
語
の
発
音
練
習
を
す
る
。

・
本
文
の

内
容
を
読
み
取
っ
た
り
、
文
章
内
で
使
わ
れ
て
い
る
表
現
方
法
を
理
解
し

た
り
す
る
。

・
本
文
や
単
語
の
音
声
を
聞
き
、
正
し
い
発
音
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
姿
。

・
本
文
の
内
容
を
読
み
取
り
、
そ
の
要
点
や
内
容
を
理
解
し
、
語
彙
や
表
現
方
法
を

取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
姿
。
［
知
識
・
技
能
］

３

㉓
～
㉘

本
時

㉔
・
本
文
の
音
読

を
行
う
。

・
本
文
の
リ
テ
リ
ン
グ

を
行
う
。
（

自
分
の
考
え
や
意
見
な

ど
を
取
り
入
れ
た
上
で

の
話
す
活
動
が
中
心

）

・
本
文
を
音
読
す
る
こ
と
で
、
そ
の
文
章
の
発
音
や
表
現
方
法
を
理
解
し
、
語
彙
や

言
語
材
料
を
取
り
入
れ
て
い
る
姿
。［

知
識
・
技
能
］

・
本
文
の
概
要
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
考
え
や
経
験
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
リ
テ
リ

ン
グ
を
し
て
い
る
姿
。
［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

単
元
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
聞
き
、
単
元
の
流
れ
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
自
分
が
興
味
を
も
っ
て
い
る
こ
と
や
そ
の
魅
力
に
つ
い
て
、
仲
間
と

紹
介
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
。

本
文
の
音
声
を
聞
き
（
リ
ス
ニ
ン
グ
）
、

概
要
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
つ
か
ん
だ
概
要
に
つ
い
て
リ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

本
文

や
単

語
の

発
音

方
法

を
知

り
、

そ
れ

を
聞

い
た

り
発

音
し

た
り

す
る

こ
と

で
、
文
字
と
音
声
を
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
文
の
読
み
取
り
を
行
い
、
要
点
や
細
部
情
報
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

教
科
書
本
文

を
音
読

し
た
り

、
教
科

書
の
表
現

や
既
習

表
現

を
活
用
し

て
そ

の

内
容
に
つ
い
て
相
手
に
説
明
し
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
、
教
科
書
本
文
の
概
要

や
自
分
の
考
え
な
ど
を
的
確
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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４

㉙
～
㉛

・
目
的
や
場
面
、
状
況
を
考
え
な
が
ら
、
表
現
活
動
を
行
う
。

・
目
的
や
場
面
、
状
況
を
意
識
し
、
相
手
意
識
を
持
ち
な
が
ら
、
自
分
の
考
え
や
気

持
ち

を
仲

間
に

伝
え

た
り

、
他

者
の

気
持
ち

や
考

え
を

理
解

し
た

り
し

て
い

る

姿
。
［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

㉜

・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
に
向
け
て
の
準
備
や
練
習
を
行
う
。

・
目
的
や
場
面
、
状
況
を
理
解
し
、
相
手
意
識
や
目
的
意
識
を
も
っ
て
、
自
分
の
考

え
や
伝
え
た
い
こ
と
を
構
築
し
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
に
向
け
て
準
備
を
し

て
い
る
姿
。
［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

出
口
の

活
動

㉝
㉞

・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
を
行
い
、
自
分
や
仲
間
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
つ
い
て

の
振
り
返
り
を
行
う
。

・
目
的
や
場
面
、
状
況
を
理
解
し
、
相
手
意
識
や
目
的
意
識
を
も
っ
て
、
自
分
の
考

え
や
伝
え
た
い
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
姿
。
［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

・
仲
間
の
発
表
の
姿
か
ら
、
内
容
面
や

表
現
面
で
自
分
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
さ
を

考
え
な
が
ら
学
ぼ
う
と
す
る
姿
。
［
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む

態
度
］

単
元
で

自
己
実
現
に
向
か
う

た
め
の

資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿

問
題

解
決

力
言
語
活
動
を
通
し
て
、
ラ
ウ
ン
ド
学
習
で
獲
得
し
た
知
識
及
び
技
能
を
活
用
し
な
が
ら
、

教
科
書
の

登
場
人
物
た
ち
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
生
活
の
仕
方

や
そ
れ
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
話
し
た
り
書
い
た
り
す
る
姿

。

関
係

構
築

力
言
語
活
動

を
通
し
て
、
目
的
や
場
面
、
状
況
を
考
え
な
が
ら
、
自
分
が
伝
え
た
い
こ
と

が
相
手
に
伝
わ
る
よ
う
に

話
し
た
り
、
仲
間
の
考
え
や
意
見
を

取

り
入
れ
て

自
分
の
考
え
を
再
構
築
し
た
り
す
る
姿

。

貢
献

す
る

人
間

性
登
場
人
物
た
ち
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
の
生
活
に
関
す
る
概
要
を
捉
え
た
り
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
も
ち
、
仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
考
え
を

深
め
た
り

伝
え
合
っ
た
り
し
よ
う
と

す
る
姿
。

自
己
実
現
に
向
か
う

た
め
の

資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿
の

見
届
け
の
視
点
と
手
立
て

問
題

解
決

力
本
文
の
概
要
や
そ
れ
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
表
現
す
る
た
め
に
、
既
習
事
項
を
用
い
な
が
ら
単
位
時
間
ご
と
に
課
題
意
識
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

か
を
学
習
の
様
子
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
へ
の
記
述
な
ど
か
ら
見
届
け
る
。

関
係

構
築

力
仲
間
と
の

言
語
活
動
や
中
間
交
流
な
ど

、
他
者
の
表
現
や
考
え
を
学
ぶ
場
を
設
定
し
、

自
分
の
伝
え
た
い
こ
と
が
相
手
に
伝
わ
る
よ
う
に
表
現
し
て
い
る

か
ど
う
か
や
、

仲
間
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら

自
分
の

考
え
や
表
現
を
再
構
築
し
て
い
る
か
を
交
流
の
様
子
か
ら
見
届
け
る

。

貢
献

す
る

人
間

性
仲
間
と
の
言
語
活
動
や
中
間
交
流
な
ど
、
他
者
の
表
現
や
考
え
を
学
ぶ
場
を
設
定
し

て
そ
の
様
子
を
観
察
し
た
り
、

考
え
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
を

ま
と

め
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

の
記
述
を
読
ん
だ
り
し
て
見
届
け
る
。

～
の
題
材
を
中
心
と
し
た
表
現
活
動
に
取
り
組
み
、
目
的
や
場
面
、

状
況
に
応
じ
た
表
現
方
法
を
用
い
て
、
仲
間
に
自
分
の
意
見
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
相
手
意
識
を
明
確
に
も
ち
、「

何
を
、
ど
の
よ
う
に
」
表
現
す
る
の

か
を
吟
味
し
な
が
ら
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

出
口
の
活
動
で
あ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
に
向
け
て
、
自
分
の
考
え
を
構
築

す
る
。
設
定
さ
れ
た
課
題
に
対
し
て
、
目
的
や
場
面
、
状
況
に
応
じ
た
表
現
方
法

を
用
い
て
、
仲
間
に
自
分
の
意
見
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
準
備
を
す
る
。

設
定
さ
れ
た
課
題
に
対
し
て
自
分
の
意
見
を
も
ち
、
相
手
意
識
を
し
っ
か
り
と
も

っ
て
意
見
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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４
教
科
に
か
か
わ
る
本
時
の
ね
ら
い

４
の
概
要
を
説
明
し
た
り
、
家
庭

生
活
で
の
ル
ー
ル
に
関
す
る

自
分
の
考
え
や
思
い
、
経
験
な
ど
を
話
し
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
、
既
習
事
項
を
正
し
く
使
い
な
が
ら
、
自
分

の
考
え
や
思
い
な
ど
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
〔
思
考
力

、
判
断
力
、
表
現
力
等

〕

５
本
時
の
展
開
（

）

児
童
生
徒
の
学
習
活
動

教教
師師

のの
手手
立立
てて
とと
見見
届届
けけ

１
…
２
ペ
ア

程
度

・
ペ
ア
を
変
え
な
が
ら
、
ト
ピ
ッ
ク
に
対
す
る
自
分
の
考
え
や
気
持
ち
な
ど
を
伝
え
合
う
。

・
全
体
交
流
の
場
で
、
英
語
表
現
な
ど
を
確
認
し
、
次
の
活
動
に
生
か
す
。

２
o
d
a
y
’
s

３
①
（

☆
）

…
１
ペ
ア

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
挿
絵
を
用
い
な
が
ら
、
ペ
ア
と
リ
テ
リ
ン
グ
す
る
。

４ ・
音
読
後
、
教
師
が
提
示
す
る
挿
絵
や
キ
ー
ワ
ー
ド
を
元
に
、
本
文
の
概
要
を
確
認
す
る
。

５
e
a
c
h
e
r’

s
 
T
a
l
k 
w
i
t
h
 
A
LT
 
…
自
分
の
表
現
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

６
②
（

☆
）

…
２
ペ
ア
程
度

・
全
体
で
確
認
し
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
別
の
ペ
ア
と
リ
テ
リ
ン
グ
す
る
。

７ ・
○
○
さ
ん
は
別
の
言
い
方
で
言
い
換
え
て
話
し
て
い
た
か
ら
、
自
分
も
取
り
入
れ
て
話
し
て
み
た
い
な
。

・
自
分
の
家
で
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
も
付
け
加
え
な
が
ら
話
し
て
み
よ
う
。

８
③
（

☆
）

…
２
ペ
ア
程
度

・
全
体
交
流
で
確
認
し
た
表
現
を
自
分
に
生
か
し
、
さ
ら
に
複
数
ペ
ア
と
リ
テ
リ
ン
グ
を
す
る
。

’s
th

e e
ve

ni
ng

 be
ca

us
e i

t’s
 n

ot
 sa

fe.
  

, K
ait

o’s
 ho

st 
fam

ily
.

Th
ey

 d
on

’t 
wa

tch
 T

V 
or

 h
av

e v
id

eo
 

９
…
最
初
に
交
流
し
た
ペ
ア
と
再
度
話

す
。
話
し
た
後
に
、
１
回
目
と
変
わ
っ
た
点
や
成

長
し
た
点
を
伝
え
合
い
、

１
時
間
で
の
学
び
や
成
長
を
確
認
し
合
う
。

・
１
回
目
よ
り
詳
し
く
伝
え
ら
れ
て
い
た
ね
。

・
自
分
の
考
え
を
入
れ
な
が
ら
話
せ
て
い
て
い
い
ね
。

海
斗
た
ち
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
つ
い
て
、

自
分
の

家
で
の
生
活
と
比
べ
な
が
ら

リ
テ
リ
ン
グ
し
よ
う
。

（（
●●
教教
科科
のの
資資
質質
・・
能能
力力

○○
自自
己己
実実
現現
にに
向向
かか
うう
資資
質質
・・
能能
力力
））

○
●
生
徒
が
交
流
す
る
様
子
を
見
な
が
ら
、
適
宜
全
体
交
流
を

す
る
。
質
問
の
場
を
設
け
た
り
、
仲
間
の
表
現
を
紹
介
し
た
り
し

て
、
使
え
る
表
現
が
広
が
る
よ
う
に
す
る
。

●
一
度
リ
テ
リ
ン
グ
を
行

い
、
う
ま
く
話
せ

な
か
っ
た
こ
と
を
話

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に
す

る
た

め
に

本
時

の
学

習
が

あ
る

こ
と
を
伝
え
る
。

●
教
科
書
の
内
容

を
整
理
で
き
る
よ
う
に
、
場
面
ご
と
の
挿
絵
を

見
せ
て
質
問
し
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を

も
と
に
本
文
の
概
要

を
捉
え

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

〇
●
教
師
と

に
よ
る
家
庭
生
活
に
つ
い
て

の
会
話
を
聞
か

せ
た
り
、
生
徒
に
問
い
か
け
た
り
し
、
自
分
の
考
え
や
家
庭
で

の
ル

ー
ル

な
ど

を
想

起
さ
せ

た
上

で
リ

テ
リ

ン
グ

に
取

り
組

め
る
よ
う
に
す
る
。

〇
●
全
体
交
流
で
は
、
仲
間
の
表
現
の
よ
さ
を
共
有
し
た
り
、
質

問
の
場
を
設
け
て
確
認
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
様
々
な
表
現
を

取
り
入
れ
て
考
え
を
再
構
築
し
た
上
で
、
後
半
の
交
流
に
臨
め

る
よ
う
に
す
る
。

研
究
に
か
か
わ
っ
て

【
見
届
け
の
視
点

】

自
分
の
考
え
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
①

何
を
、
②
ど
の
よ
う
に

話
せ

ば
相

手
に

伝
わ
る

の
か

を
考

え
て
リ

テ
リ

ン
グ
し

て
い

る
姿
か
ら

見
届
け
る

。
（
問
題
解
決
力
）

【
評
価

規
準
】

本
文
の
概
要
に
、
自
分
の
考
え
や
経
験
な
ど
を
加
え
な
が
ら
、

文
程
度
の
正
し
い
英
文
で
リ
テ
リ
ン
グ
を
し
て
い
る
。［

思

考
・
判
断
・
表
現

］
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【【
公公

開開
ⅠⅠ
】】
４４

年年
２２

組組
特特
別別
活活

動動
学学
習習
指指
導導

案案

４４
年年

２２
組組
教教
室室

桐桐
山山

裕裕
也也

１
題
材
名

上
手
な
聴
き
方
を
知
ろ
う

２
指
導
の
立
場

（
１
）

 題
材
に
つ
い
て

本
単
元
は
、
小
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成

29
年
度
告
示
）
解
説

特
別
活
動
編
に

も
と
づ
く
題
材
で
あ
る
。
特
別
活
動
に
お
い
て
育
成
を

目
指

す
資
質
・
能
力
や

、
そ
れ

ら
を
育
成
す
る
た
め
の
学
習
過
程
の
在
り
方
と
し
て

、「
人
間
関
係
形
成
」「

社
会
参
画
」

「
自
己
実
現
」
の

３
つ
の
視
点
で
整
理
さ
れ
て
い
る
。「

人
間
関
係
形
成
」
は
「
人
間
関

係
を
よ
り
よ
く
形
成
す
る
こ
と
」
と
同
じ
視
点
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
。

 
生
徒
指
導
提
要
（
令
和

４
年

12
月
改
訂
）
に
お
い
て
も
、
常
態
的
・
先
行
的
（
プ
ロ

ア
ク
テ
ィ
ブ
）
生
徒
指
導
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
力
、
人
間
関
係
形
成
力

な
ど
を
含
む
社
会
的
資
質
・
能
力
の
育
成
の
必
要
性
が
記
さ
れ
て
い
る
。

 
こ
れ
ら
を
受
け
、
人
間
関
係

を
形
成
す
る
た
め
の
ス
キ
ル
と
し
て
「
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
行
う
。

日
常
会
話
の
中
で

「
自
分

の
主

張
も
大
切
に
伝
え
つ
つ
相

手
の
主
張
も
大
切
に
聴
く
」
こ
と
は
相
互
交
流
に
お
い

て
と

て
も
大
切

で
あ
る
。

ア
サ

ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
こ
と
で
、
自
分
の
気
持
ち
や
考
え
を

正
し

く
表
現

す
る
ス
キ
ル
を
身

に
付
け
る
だ
け
で
な
く
、
自
己
理
解
や
他
者
理
解
を
深

め
、

自
他
尊
重
の
自
己
表
現
を

理
解
し
、
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を

育
む

こ
と
が
で
き
る

と
考

え
る
。
本
時
は
、

ア
サ
ー

テ
ィ
ブ
な
「
聴
き
方
」

を
中
心
に
考
え
る
こ
と
で
、

よ
り
よ

い
人
間
関
係

を
築

い
て
い

こ
う
と
す
る
態
度
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

 

（
２
）

 児
童
生
徒
に
つ
い
て

児
童
は
、
こ
れ
ま
で
に
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ

な
「
伝

え
方
」
に
つ

い
て
の

学
習
を
し
て
い

る
。

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
タ
イ
プ
を
「
ジ
ャ
イ
ア
ン
（
攻
撃
的
）
」
「
の
び
太
く
ん
（
非
主
張

的
）
」「

し
ず
か
ち
ゃ
ん
（
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
）
」
の

３
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
を
理
解

し
、
し
ず
か
ち
ゃ
ん
の
伝
え
方
で
言
わ
れ
る
と
受
け
入
れ
や
す
い
と
い
う
思
い
を
抱
き

、

そ
の
伝
え
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
り

、
練
習
し
た
り
し
て
き
た
。

し
か
し

、
日
常
生
活
の
中
で
は

、
相
手
の
気
に

な
る
行
動
に

対
し
て
つ
い
つ
い
声
を

荒
ら

げ
た
り
、
改
善
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
は
も
っ
て

い
て

も
声
を
か
け
ら

れ
な
か
っ

た
り
と
い
う
場
面
が
多
く
あ
る
。「

し
ず
か
ち
ゃ
ん
タ
イ
プ
が
望
ま
し
い
」
と
は
分
か
っ

て
い
て
も
「
ジ
ャ
イ
ア
ン
タ
イ
プ
」
や
「
の
び
太

く
ん
タ
イ
プ
」
に
な
っ
て
し
ま
う
の
が

現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
時
で
は

、
日
常
諸
問
題
を
扱

う
こ

と
で

、
自
分
の
身
の
回
り

で
起
こ
り
う
る

場
面
で
あ
る
こ
と

に
気
付
か
せ

、
自
分

事
と

し
て
捉
え
て
い
け
る
よ
う

に
し
た
い
。
ま
た
自
分
の
タ
イ
プ
を
振
り
返
り
つ
つ

、
ど
う

す
る
と
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
な

関
わ
り
が
で
き
る
の
か
考
え
さ
せ
る
こ
と
で

、
自
己
の

変
容

を
捉
え
さ
せ

、
日
常
場
面

へ
と

広
げ
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
。

（
３
）

 指
導
に
つ
い
て

本
時
は

、「
自
他
尊
重
の
自
己
表
現

」
に
も
と
づ
い
て
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
に
よ
る

聴
き

方
の

実
践
練
習

を
行
う
。
実
践
練
習
で
は
、
話
し
手
・
聴
き
手
・
観
察
者
の
３
つ
の
役
割

を
分
担
し
て
行
う
。
や
り
と
り
を
し
た
時
の
感
想
は
も

ち
ろ

ん
、

第
三
者
と
し
て
の
観

察
者
を
位
置
付
け
る
こ
と
で

、
客
観
的
な
評
価
を
行
い

、
自

身
の
聴
き
方
を
振
り
返
る

場
と
す
る
。

こ
の
活
動
に
よ
っ
て

、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン

ス
キ
ル
を
知
識
と
し
て
理

解
す
る
だ
け
で
な
く

、
体
験
的
に
学
習
す
る
こ
と
を
通

し
て

、
普
段
の
自
分
の
関
係
構

築
の
在
り
方
に
つ
い
て

考
え
直
す
き
っ
か
け
と
し
た
い

。
ま

た
、

表
情
や
態
度
と
い
っ

た
非
言
語
的
要
素

に
も

目
を
向
け
て
こ
れ
か
ら
の
人
と

の
関

わ
り
へ
の
意
欲
を
も
た
せ

て
い
き
た
い
。

 
授
業
の
終
末
に
は
振
り
返
り
を
行
う
。
こ
れ
ま
で
の
自
分
を
振
り
返
り
な
が
ら
、「

相

手
を
大
切
に
し
た
聴
き
方
」
に
対
す
る
考
え
の
変
容
を
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。
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３
単
元
指
導
計
画

学
年

第
４
学
年

題
材
名

上
手
な
聴
き
方
を
知
ろ
う

（
全

３
時
間
）

題
材
で
育
む
資
質
・
能
力

・
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
な
聴
き
方

を
理
解
し

、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を

見
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

。〔
知
識
及
び
技
能

〕
（
１
）
ア

・
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
な
聴
き
方
を
す
る
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
考
え
た
り
、
仲
間
と
の
交
流
か
ら
合
意
形
成
を
図
っ
た
り
し
な
が
ら
、
対
話
す
る
こ
と
が
で
き
る

。
〔
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
等
〕
（

２
）
イ

・
こ
れ
ま
で
の
仲
間
と
の
や
り
と
り
を
見
つ
め
直
し
、
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
形
成
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
る
と
よ
い
の
か
振
り
返
り

、
日
常
場
面
で
生
か
し
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
〔
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

〕
（
３
）
ウ

・
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
な
表
現
を
使
う
こ
と

の
よ
さ

や
、
自
他
が
よ
り
よ
く
生
活
す
る
た
め
に
ど
う
す
る
と
よ
い
の
か
見

い
だ
し
、
実
践
し
よ
う
と
す
る

。
〔
学
び
に
向
か
う
力

、
人
間
性
等
〕

時
主
な
学
習
活
動
と
ね
ら
い

評
価
規
準

①

よ
り
よ
い
聴
き
方
を
見

付
け
よ
う
。

・
３
つ
の
パ
タ
ー
ン
の
や
り
と
り
か
ら

、
ど
の
聴
き

方
が
良
い
の
か
考
え
る

。

・
選
ん
だ
聴
き
方
に
は
ど
ん
な
特
徴
が
あ
る
の
か
話
し
合
う

。

望
ま

し
い
聴
き
方
は

相
手
が
話
し

や
す
く
な
る
聴

き
方
で
あ
る
こ
と

を
理
解
し
、
そ

の
特

徴
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。
［
知
識
・
技
能
］

② 本 時

上
手
な
聴
き
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
考
え
て
、
使
え
る
よ
う
に
な
ろ
う
。

・
目
指
し
た
い
聴
き
方
に
な
る
た
め
に
は

、
ど
ん
な
ポ
イ
ン
ト
に
気
を
付
け
る
と
よ
い
の

か
話
し
合
う

。

・
自
分
な
り
に
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
た
聴
き
方
を
実
践
す
る
。

聴
き

方
の
ポ
イ
ン
ト

を
理
解
し
、

自
分
な
り
に
活

用
で
き
そ
う
な
ポ

イ
ン
ト
を
選
び

な
が

ら
、
相
手
の
こ
と
を
考
え
た
聴
き
方

を
し
て
い
る
。
［
思
考
・
判
断
・
表
現
］

③

相
手
に
と
っ
て
話
し
や
す
い
聴
き
方
を
し
よ
う
。

・
前
回
の
聴
き
方
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら
更
に
広
げ
て
い
け
る
こ
と
は
な
い
か
考
え
る
。

・
様
々
な
場
面
を
想
定
し
て

、
実
践
す
る
。

聴
き

方
の
ポ
イ
ン
ト

を
活
用
す
る

だ
け
で
な
く
、

更
に
よ
り
よ
い
聴

き
方
を
目
指
す

た
め

に
、
抑
揚
や
表
情
な
ど
の
新
た
な
視
点
を

見
付
け

出
し
、
日
常
場
面
で
も
そ
れ
ら
を
生
か
し

て
対
話
し
て
い
る
。

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

題
材

で
自
己
実
現
に
向
か
う

た
め
の

資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿

問
題

解
決

力
「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
な
聴
き
方
」
を
す
る
た
め
に
は
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
付
け
る
と
よ
い
の
か

、
３
つ
の
例
示
や
仲
間
と
の
交
流
の
中
か
ら
ポ
イ
ン
ト
を

見
付
け

出

し
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
意
識
し
て
聴
き
方
を
実
践
し
て
い
る

姿
。

関
係

構
築

力
相
手
が
話
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
聴
こ
う
と
し
た
り

、
仲
間
の
聴
き
方
に
対
し
て
ど
う
だ
っ
た
か
感
じ
た
こ
と
を
伝
え
た
り
す
る
姿

。

貢
献

す
る

人
間

性
「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
な
聴
き
方

」
を
し
た
仲
間
の
良
さ
を
伝
え
た
り

、
自
分
と
仲
間
が
不
快
な
気
持
ち
に
な
ら
な
い
よ
う
に
仲
間
の
話
を
聴
い
た
り
す
る
姿
。

自
分
の
聴
き
方
は
ど
う
だ
っ
た
か
、
仲
間
の
聴
き
方
と
比
べ
た
り
交
流
し
た
り
し
な
が
ら
、
「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
な
聴
き
方
」
を
使
お
う
と
す
る
姿

。

自
己
実
現
に
向
か
う

た
め
の

資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿
の

見
届
け
の
視
点
と
手
立
て

問
題

解
決

力
目
指
す
べ
き
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら

学
習
目
標
を
設
定
し
、
単
位
時
間
ご
と
に

自
身
の
姿
を
見
つ
め

、
良
さ
に
気
付
い
た
り
新
た
な
視
点
を
見

い
だ
し
た
り
し
た

か
ど
う
か
、

学
習
記
録
表
か
ら
見
届
け
る
。

関
係

構
築

力
仲
間
と
会
話
を
す
る
中
で
、
単
位
時
間
ご
と
に
獲
得
す
べ
き
ス
キ
ル
や
ル
ー
ル
を
意
識
し
た
り
、

他
者
を
意
識
し
た
聴
き
方
を
考
え
た
り
し
な
が

ら
実
践
し
て
い
る

か
、
交
流
の
様
子
か
ら
見
届
け
る
。

貢
献

す
る

人
間

性
「
自
分
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
・
意
識
す
べ
き
こ
と
は
何
か
」
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や
振
り
返
り
で
の
発
言

か
ら

見
届
け
る
。
ま
た

そ
の
ス
キ
ル
を
獲
得
す
る
こ
と
で
何
が
よ
い
の
か
、
日
常
の
生
活
や
自
己
の
在
り
方
を
改
善
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

か
ら
見
届
け
る
。
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４
領
域
に
か
か
わ
る
本
時
の
ね
ら
い

３
つ
の
パ
タ
ー
ン
の
会
話
か
ら

、
相
手
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
聴
き
方
を
考
え
る
こ
と
を

通
し
て
、
受
容
的
に
話
を
聴
い
て
も
ら
え
る
良
さ
に
気
付
き

、
自
分
も
他
者
と
の
対
話
の
中
で

相
手
の
こ
と
を
考
え
た
聴
き
方
を
実
践
し
て
い
く
方
法
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

。
〔
思
考
力
、
判
断
力

、
表
現
力
等

〕

５
本
時
の
展
開
（

２
３
）

児
童
生
徒
の
学
習
活
動

教教
師師

のの
手手
立立
てて
とと
見見
届届
けけ

１
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
「
そ
う
だ
ね
ゲ
ー
ム
」

：
「
あ
れ
は
○
○
で
す
ね
。」

→
：
「
そ
う
だ
ね
。
」

２
本
時
の
め
あ
て
を
確
認
す
る
。

・
伝
え
方
と
同
じ
で

、
聴
き
方
に
も
３
つ
の
パ
タ
ー
ン
（
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ

、
ノ
ン
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ

、
ア
サ
ー
シ
ョ

ン
）
が
あ
っ
た
な
。

・
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
で
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
か
ら

、
感
じ
方
を
交
流
す
る

。

・
「
し
ず
か
ち
ゃ
ん
（
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
）
」
の
パ
タ
ー
ン
で
聴
い
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
な
。

３
相
手
の
話
を
聴
く
と
き
に
大
切
な
こ
と
は
何
か

確
認
す
る

。

・
相
手
の
方
を
向
い
て
、
最
後
ま
で
話
を
聴
く
と
大
切
に
さ
れ
て
い
る
気
が
す
る
。

・
あ
い
づ
ち
を
入
れ
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

・
も
っ
と
相
手
の
話
に
反
応
を
し
て
あ
げ
る
と
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

・
相
手
の
言
っ
た
こ
と
を
繰
り
返
す
。

・
質
問
す
る
。

４
聴
き
方
ポ
イ
ン
ト
を
確
か
め
る
。

１
、
２
こ

：
全
体
で
確
か
め
る
。
：
相
手
の
方
を
見
る
。

う
な
ず
き
な
が
ら
聴
く
。
等

３
～
６
こ

：
ペ
ア
の
子
と
一
緒
に
考
え
る
。
：
相
づ
ち
を
う
ち
な
が
ら
。

同
じ
言
葉
を
繰
り
返
す
。
等

５
聴
き
方
ポ
イ
ン
ト
を
意
識
し
て

、
実
際
に

３
人
ペ
ア
で
体
験
す
る

。

（
例
）
今
日
の
給
食
は
ご
は
ん
と
牛
乳
と
お
肉
と
枝
豆
の
サ
ラ
ダ
が
で
る
ん
だ
よ
ね
。
何
っ
て
い
う
お
肉
か
は

忘
れ
た
け
れ
ど

、
な
ん
か
お
い
し
そ
う
じ
ゃ
な
い
？

・
（
話
し
手
）
聴
き
手
が
質
問
と
か
を
し
て
く
れ
る
と
、
話
し
て
よ
か
っ
た
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
。

・（
観
察
者
）
今
の
や
り
と
り

は
、
前
の
め
り
に
な
っ
て
聴
こ
う
と
す
る
姿
か
ら
、
相
手
の
話
を
聴
き
逃
さ
な
い
よ

う
に

し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
て
よ
か
っ
た
。

６
振
り
返
り
を
行
う
。

・
今
日
の
学
習
で
は

、
聴
き
方
の
ポ
イ
ン
ト
が
分
か
っ
た
。
聴
き
方
１
つ
で
も
相
手
に
与
え
る
印
象
が
変
わ
っ
て

し
ま
う
か
ら
、
話
し
手
に
と
っ
て
安
心
で
き
る
聴
き
方
を
こ
れ
か
ら
目
指
し
て
い
き
た
い
。

相
手
に
と
っ
て
大
切
に
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
聴
き
方
を
し
よ
う

。

（（
●●
教教
科科
のの
資資
質質
・・
能能
力力

○○
自自
己己
実実
現現
にに
向向
かか
うう
資資
質質
・・
能能
力力
））

〇
●
児
童
が
学
習
へ
の
見
通
し
や
意
欲
が
も
て
る
よ
う
、
学
習
記

録
表
を
用
い
て
、
前
時
ま
で
の
学
習
や
本
時
し
た
い
こ
と
を

確
か
め
る
。

○
「
自
分

が
話
し
手
の
時
に

ど
ん
な
気
持
ち
に
な
る
の
か
」
と
問

う
こ
と
で
、
問
題
意
識
を
高
め
る
。

○
受
容
的
な
聴
き
方
の
よ
さ
に
気
付
く
た
め
に
、
３
つ
の
行
動

を

実
演
す
る
こ
と
で

、
問
題
解
決
に
最
適
な
行
動
を
児
童
自
身
が

イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
。

研
究
に
か
か
わ
っ
て

【
見
届
け
の
視
点

】

学
習

課
題

を
も

ち
、

相
手
に

と
っ

て
ど
ん

な
聴

き
方
を

す
る

と
よ
い
の
か
聴
き
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
考
え
て
い
る
姿

。

（
関
係
構
築
力
）

○
「
話
が
分
か
ら
な
い
と
き
に
は
ど
う
す
る
と
い
い
の
か
な
。
」

と
問

う
こ

と
で

、
常

に
同

じ
行

動
場

面
ば

か
り
で

は
な

い
こ

と
に
気
付
く
。

○
●
「
聴
く
」
行
動
の
思
い
を
問
い
返
す
こ
と
で
、
他
者
を
大
切

に
し
よ
う
と
す
る
思
い
に

目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

。

○
●
仲
間
と
の
学
び
が
よ
り
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
客
観
的
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
観
察
者
を
設
定
し
、
よ
り
よ
い
聴
き
方

に
つ

い
て
評
価
す
る

。
観
察
者
に
は
、
観
察
の
ポ
イ
ン
ト
を
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
に
示
す
な
ど
、
視
点
を
明
確
に

す
る

。

【
評
価

規
準
】

聴
き

方
の

ポ
イ

ン
ト
を

理
解

し
、

自
分
な

り
に

活
用
で

き
そ

う
な

ポ
イ

ン
ト

を
選
び

な
が

ら
、

相
手
の

こ
と

を
考
え

た
聴

き
方

を
し
て
い
る

。
［

思
考
・
判
断
・
表
現

］
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【【
公公
開開
ⅠⅠ
】】
８８
年年
１１
組組

保保
健健
体体
育育
科科
学学
習習
指指
導導
案案

８８
年年
１１
組組
教教
室室

新新
井井

敦敦
子子

１
単
元
名

健
康
な
生
活
と
病
気
の
予
防
②

２
指
導
の
立
場

（
１
）
題
材
に
つ
い
て

本
単
元
は
、
第
８
学
年
の
内
容
（
１
）
ア
（
ウ
）
と
イ
に
基
づ
く
単
元
で
あ
る
。
前
期

課
程
で
は
健
康
の
大
切
さ
や
健
康
に
よ
い
生
活
、
病
気
の
起
こ
り
方
や
予
防
な
ど
に
つ
い

て
学
習
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
７
学
年
で
は
人
間
の
健
康
は
主
体
と
環
境
が
関
わ
り
合
っ

て
成
り
立
つ
こ
と
を
学
習
し
て
い
る
。
本
単
元
で
は
、
健
康
を
保
持
増
進
し
、
疾
病
を
予

防
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
に
関
わ
る
要
因
へ
の
適
切
な
対
策
が
あ
る
こ
と
を
理
解
で
き
る

よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
自
他
の
健
康
に
関
心
を
も
ち
、
現
在
だ
け
で
な
く

生
涯
を
通
じ
て
健
康
の
保
持
増
進
や
回
復
に
主
体
的
に
取
り
組
む
態
度
を
身
に

付
け
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

健
康
の
保
持
増
進
や
生
活
習
慣
病
な
ど
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
不
適
切
な
生
活
行
動

を
若
い
世
代
か
ら
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
様
々
な
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ

と
を
理
解
さ
せ
た
り
、
健
康
診
断
や
が
ん
検
診
な
ど
で
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
で
疾
病
の

回
復
に
つ
な
が
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
２
）
児
童
生
徒
に
つ
い
て

日
常
生
活
の
会
話
や
保
健
室
に
来
室
し
た
時
の
問
診
か
ら
、
生
徒
は
、
よ
い
生
活
習
慣

が
健
康
に
結
び
つ
く
こ
と
は
知
識
と
し
て
知
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。
し
か
し
、
就
寝
時
刻

が
遅
い
、
朝
食
が
と
れ
て
い
な
い
な
ど
現
実
の
生
活
に
知
識
を
活
用
し
て
い
る
様
子
は
あ

ま
り
見
ら
れ
な
い
。
自
分
自
身
の
健
康
を
軽
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
よ
り

も
友
人
と
の
つ
な
が
り
や
楽
し
み
に
対
す
る
欲
求
が
勝
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ほ

と
ん
ど
の
生
徒
が
現
時
点
で
は
健
康
で
あ
る
た
め
、
不
適
切
な
生
活
行
動
に
よ
る
ダ
メ
ー

ジ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
す
ぐ
に
回
復
で
き
て
し
ま
い
、
生
活
習
慣
を
整
え
る
と
い
う
こ
と

に
切
実
感
が
な
い
。
今
の
自
分
が
選
択
し
て
い
る
こ
と
の
積
み
重
ね
が
、
将
来
の
自
分
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
ま
だ
希
薄
で
あ
る
。

（
３
）
指
導
に
つ
い
て

本
時
は
、
が
ん
と
い
う
疾
病
に
か
か
る
仕
組
み
や
が
ん
を
引
き
起
こ
す
要
因
を
通
し
て

生
活
習
慣
の
重
要
性
を
再
度
理
解
さ
せ
た
い
。
そ
の
上
で
、
実
生
活
に
生
か
す
た
め
の
調

整
力
を
高
め
た
い
と
考
え
る
。

病
気
の
発
生
に
関
わ
る
主
体
の
要
因
の
う
ち
、
生
活
習
慣
や
行
動
は
自
分
で
選
択
し
て

変
え
ら
れ
る
部
分
で
あ
る
が
、
変
え
る
た
め
に
は
継
続
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
わ
か

っ
て
い
る
け
れ
ど
変
え
ら
れ
な
い
の
は
意
思
の
強
弱
で
は
な
く
、
○
○
が
あ
る
か
ら
無
理
、

面
倒
く
さ
い
か
ら
で
き
な
い
、
と
自
分
で
決
め
つ
け
て
し
ま
っ
て
い
る
部
分
が
大
き
い
。

今
日
で
き
な
か
っ
た
な
ら
明
日
○
○
で
き
れ
ば
い
い
、
最
近
○
○
だ
か
ら
今
週
は
こ
ち
ら

を
選
ぼ
う
、
と
い
う
幅
広
い
視
点
で
生
活
全
体
を
調
整
す
る
こ
と
が
生
活
習
慣
改
善
の
実

現
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
最
終
的
に
は
将
来
の
自
分
に
対
し
て
手
紙
を
書
く
こ
と
で
、

喫
煙
や
飲
酒
な
ど
も
含
め
、
今
の
自
分
の
選
択
の
積
み
重
ね
が
将
来
の
自
分
に
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
を
明
確
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
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３
単
元
指
導
計
画

学
年

第
８
学
年

単
元
名

健
康
な
生
活
と

病
気
の
予
防
②

（
全

３
時
間
）

単
元
で
育
む
資
質
・
能
力

・
生
活
習
慣
病
は
日
常
の
生
活
習
慣
が
原
因
と
な
っ
て
起
こ
る
疾
病
で
あ
り
、
適
切
な
生
活
習
慣
に
よ
っ
て
予
防
で
き
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。〔

知
識
及
び
技
能

〕

・
が
ん
の
発
生
要
因

や
、

が
ん
の
予
防
に
も
生
活
習
慣
が

関
係
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て

科
学
的
に
理
解
し
て
い
る
。
〔
知
識
及
び
技
能
〕

・
健
康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防
に
関
わ
る
情
報
か
ら
自
分
の
課
題
を
発
見
し
、
解
決
方
法
を
考
え
選
択
し
て

伝
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
。〔

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕

・
自
他
の
健
康
に
関
心
を

も
ち
、
現
在
及
び
将
来
の
生
活
に
お
い
て
、
心
身
の
健
康
の
保
持
増
進
や
回
復
を
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
。
〔
学
び
に
向
か
う
力

、
人
間
性
等
〕

時
主
な
学
習
活
動
と
ね
ら
い

評
価
規
準

①

生
活
習
慣
病
と
は

ど
ん
な
病
気
か
を
知
ろ
う
。

生
活
習
慣
が
健
康
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
え
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
つ
い
て
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る

。

生
活
習
慣

病
は

生
活
習

慣
が
要

因
と
な

っ
て

起
こ
る

疾
病
で
あ

り
、
適

切
な

対
策

に
よ

り
、
発
症
を
予
防
で
き
る
可
能
性
が
高
く
な
る
と

理
解
し
て
い

る
。
［
知
識
・
技
能
］

②

な
ぜ
Ｏ
先
生
は
生
活
習
慣
改
善
に
成
功
し
た
の
だ
ろ
う
。

生
活
習
慣

を
改
善
し
た
事
例
か
ら
、
習
得
し
た
知
識
を
活
用
し
て

課
題
を
発
見
し

、

生
活
全
体
を
長
期
的
な
視
点
で

調
整
す
る

た
め
の
方
法
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

生
活
習
慣

病
を

予
防
す

る
た
め

情
報

等
に
つ

い
て
、

科
学
的
根

拠
を
も

と
に

整
理
を

し

た
り

、
生
活
と
関
連
付
け
た
り
し
て
課
題
を
発
見
す
る
と
と
も
に
、
知
識
を
活
用
し
て
生

活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
の

方
法

を
考
え
て
い

る
。［

思
考
・
判
断
・
表
現
］

③ 本 時

自
分
が
で
き
る
生
活
習
慣
の
改
善
を
考
え
よ
う

。

自
分
の
１
週
間
の
生
活
記
録
と
今
の
健
康
状
態
を
も
と
に
課
題
を
発
見

し
、
習
得
し

た
知
識
を
活
用
し
て
生
活
習
慣
改
善
の

方
法
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

。

将
来
の
自

分
の

た
め
に

、
こ
れ

ま
で
学

ん
だ

こ
と
を

活
か
し
て

現
実
的

な
生

活
習
慣

改

善
方
法
を
考
え

て
い
る
。［

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

］

単
元
で

自
己
実
現
に
向
か
う

た
め
の

資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿

問
題

解
決

力
健
康
の
た
め
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ

き
実
現
可
能
な
生
活
習
慣
改
善
方
法
を
考
え
る
姿

。

関
係

構
築

力
交
流
時
に
考
え
を
伝
え
合
い
、
相
手
の

意
見
を
認
め
た
り
共
感
し
た
り
す
る
姿

。

貢
献

す
る

人
間

性
過
去
の
自
分
の
選
択
が
今
の
自
分
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
今
の
自
分
の
選
択
が
将
来
の
自
分

に
つ
な
が

る
こ
と

を
具
体
的
に

考
え
る

姿
。

自
己
実
現
に
向
か
う

た
め
の

資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿
の

見
届
け
の
視
点
と
手
立
て

問
題

解
決

力
自
分
の
生
活
習
慣
の
課
題
を
具
体
的
に
捉
え
、
自
分
の
生
活
様
式
に
適
し
た
「
よ
い
生
活
習
慣
」
を

実
現
さ
せ
る
た
め
の
改
善
方
法
を
考
え
て
い
る
か
、
発
言

や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
入
か
ら
見
届
け
る
。

関
係

構
築

力
仲
間
と
の
対
話

の
中
で
相
手
が

悩
ん
で
い
る
点
に
共
感
し
た
り

、
双
方
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
共
に
考
え
た
り

し
て
い
る
か

、
交
流
の
様
子
か
ら
見
届
け
る
。

貢
献

す
る

人
間

性
自
分
の
生
活
様
式
や
性
格
に
合
っ
た
生
活
習
慣
改
善
方
法
を
考
え
て
い
る
か
、
将
来
の
自
分
に
向
け
て
の
手
紙
の
内
容
か
ら
見
届
け
る
。
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４
教
科
に
か
か
わ
る
本
時
の
ね
ら
い

自
分
の
１
週
間
の
生
活
記
録
と
今
の
健
康
状
態
を
も
と
に

課
題
を
発
見
し
、
習
得
し
た
知
識
を
活
用
し
て
生
活
習
慣
改
善
の
方
法
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。〔

学
び
に
向
か
う
力
・
人

間
性
等
〕

５
本
時
の
展
開
（

３
３
）

児
童
生
徒
の
学
習
活
動

教教
師師

のの
手手
立立
てて
とと
見見
届届
けけ

１
が
ん
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
や
知
っ
て
い
る
こ
と
、
疑
問
な
ど
を

挙
げ
る
（

自
由
交
流

）

・
死
ぬ
病
気

・
や
せ
る

・
う
つ
る
？

・
自
分
も
な
る
？

・
な
る
人
と

な
ら
な
い
人
の
違
い
は
？

２
が
ん
が
で
き
る
仕
組
み
や
日
本
の
が
ん
の
現
状
に
つ
い
て
知
る

・
が
ん
は
も
と
も
と
自
分
の
細
胞
な
の
か
。
だ
か
ら

、
う
つ
る
病
気
で
は
な
い

の
。

・
変
異
し
て
も
、
修
復
や
排
除
の
仕
組
み
が
あ
る
。

体
の

仕
組
み
を
正
常
に
働
か
せ
る
こ
と
が
大
事

。

・
「
遺
伝
」
は
大
き
な
要
素
だ
が
、「

生
活
」
は
自
分
次
第
で
変
え
ら
れ
る
。
だ
っ
た
ら

変
え
た
い

。

３
自
分
の
１
週
間
の
生
活
表
を
見
直
し
て
、
翌
週
か
ら
自
分
が
調
整
で
き
る
生
活
習
慣

と
そ
の
手
立
て
を

考
え

て
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入

す
る

（
個
人
→
自
由
交
流

）

・
今
週
は
寝
る
の
が
遅
か
っ
た
か
ら
、
疲
れ
気
味
。

塾
が
な
い
こ
の
日
は
早
く
寝
る
。

・
睡
眠
時
間
は
、
土
日
た
く
さ
ん
寝
る
こ
と
で
普
段
足
り
な
い
分
を
取
り
戻
す
。

・
給
食
以
外
で

あ
ま
り
野
菜
を
食
べ
て
い
な
い
か
ら
、
休
み
の
日
に
外
食
す
る
な
ら
野
菜
メ
ニ
ュ
ー
を
選
ぶ
。

・
私
は

朝
、
時
間
が
な
い
か
ら

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ス
ー
プ
を
飲
ん
で
い
る
。
日
曜
日
は
自
分
で
作
っ
て
み
よ
う
か
な
。

４
が
ん
の
危
険
性
を
減
ら
す
５
つ
の
健
康
習
慣
を
参
考
に
、
考
え
た
こ
と
を

生
か
し
て

年
後
、
１
年
後
の
自

分
に
手
紙
を
書
く

年
後
の
自
分
へ

仕
事
が
忙
し
す
ぎ
て
、
外
食
ば
か
り
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

今
の
自
分
は
唐
揚
げ
と
か
フ
ラ
イ
が
大
好
き

だ
け
ど
、
脂
が
血
管
に
溜
ま
っ
て
い
く
か
ら

食
べ
る
と
き
は
一
緒
に
野
菜
も
と
ろ
う
と
決
め
ま
し
た
。
タ
バ
コ

は
煙
が
苦
手
だ
し
美
容
の
た
め
に
吸
っ
て
い
な
い
と
思
い
た
い
よ
。

１
年
後
の
自
分
へ

受
験
勉
強
は
予
定
通
り
進
ん
で
い
ま
す
か
？
当
日
ベ
ス
ト
な
状
態
で
迎
え
る
た
め
に
も
、
疲
れ
が
た
ま
っ
て

き
た
と
思
っ
た
ら
、

ま
ず
寝
て
く
だ
さ
い
。
夜
遅
く
ま
で
起
き
て
い
る
と
お
な
か
も
す
く

け
ど
、
食
べ
る
も
の

は
考
え
て
ね
。
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
も
い
い
け
ど
、
た
ま
に
し
て
お
こ
う
。

自
分
が
で
き
る
生
活
習
慣
の
改
善
を
考
え
よ
う

。

（（
●●
教教
科科
のの
資資
質質
・・
能能
力力

○○
自自
己己
実実
現現
にに
向向
かか
うう
資資
質質
・・
能能
力力
））

○
が

ん
の

で
き

る
仕

組
み

や
現

状
に

つ
い

て
視

覚
的

に
理

解
さ

せ
る
た
め
、
図
や
グ
ラ
フ

な
ど
を
使
用
す
る
。
ま
た
、
が
ん
と

生
活

習
慣

や
遺

伝
と

の
相

関
関

係
を

理
解

さ
せ

る
た

め
に

が

ん
検
診
の
問
診
票

を
提
示
す
る
。

・
家
族
に
が
ん
患
者
が
い
る
、
ま
た
は
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
る

生
徒
が
い
る
前
提
で
話
す

。
ま
た
、
小
児
が
ん
な
ど
生
活
習
慣

が
関
わ
っ
て
い
な
い
が
ん
に
つ
い
て

触
れ
、
偏
見
が

起
き
な
い

よ
う
に
す
る
。

研
究
に
か
か
わ
っ
て

【
見
届
け
の
視
点

】

○
自

分
の

生
活

習
慣
の

問
題

点
を

調
整

す
る

た
め
の

手
立
て

が
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
て
い
る
か
を

、
発
言
や
記
入
内
容
か

ら
見
届
け
る
。（

問
題
解
決

力
）

○
実
行
不
可
能
な
手
立
て
を
安
易
に
出

す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

前
時
の
学
習
を
想
起
さ
せ

、
こ
れ
ぐ
ら
い
な
ら
で
き
る
と
い
う

幅
を

も
た

せ
た

現
実

的
な

手
立

て
で

い
い

と
い

う
視

点
を

再

確
認
す
る
。

●
仲
間
と
の
学
び
が
よ
り
深
め
ら
れ
る
よ
う
、

交
流
の
際
に
は
、

相
手
の
考
え
の
根
拠
を
尋
ね
た
り
、
相
手

の
考
え
か
ら
ヒ
ン
ト

を
得
た
り
す
る

姿
を
価
値
付
け
る
。

【
評
価
規
準
】

将
来

の
自

分
の

た
め

に
、こ

れ
ま

で
学

ん
だ

こ
と

を
生

か
し

て
現

実
的

な
生

活
習

慣
改

善
方

法
を

考
え

て
い

る
。［

主
体
的
に

学
習
に
取
り
組
む
態
度
］
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あ と が き

２０２０年からの新型コロナウイルス感染症の流行や世界的な異常気象等、将来の変

化を予測することが困難な時代だからこそ、子供たちには、現在と未来に向けて、自ら

の人生を自分の力で切り拓いていってほしいと願っています。

本校では、令和２年度から文部科学省の「研究開発学校」の指定を受け、実践を積み

重ねてきています。今述べたように、予見不可能な未来を自分らしく生きるため、子供

たち一人一人が「自分はどう生きるか」を問い続け、納得解や最適解を求め、自己実現

していこうとする力と人間性の育成を目的とした義務教育９年一貫の教育課程の研究

開発に取り組んでいます。

今年度は特に、新領域「どう生きるか」において、以下の３点に重点を置きました。

① カリキュラムの全体像を発達の段階に照らして整え、実践した。

② 学習過程において、「探究サイクルの過程を行き来して深めていく学び」「ジレンマ

やエラーを想定した指導計画」「道徳的価値と向き合うための時間の確保」「内省の時

間を位置付け、自分の生き方を見つめること」を大切にした。

③ 学習評価として、「ポートフォリオ」「ルーブリック」を作成し、継続的に見直すこ

とができるようにした。

今回、授業を公開し研究紀要をまとめることで、改めて子供一人一人に目を向け、そ

の子の願いや切実感を大切にし、「自己実現に向かう児童生徒」を子供の姿で検証して

いきたいと考えています。真摯にそして誠実に取り組んできた実践ではありますが、ま

だまだ未熟で拙いものです。皆様のご教示とご指導、ご批正を賜ることができましたら

幸いです。

本日の授業公開や研究紀要を作成にあたり、多くの方から御指導いただきましたこと

を深く感謝申し上げます。令和２年度より継続して研究の方向性について御指導いただ

きました運営指導委員の皆様、文部科学省、岐阜県教育委員会、岐阜市教育委員会の関

係者様、岐阜大学教育学部の皆様には厚く御礼申し上げます。さらに、本校の「人間教

育」の理念に賛同し、学校を支え、惜しみなく協力をいただきました保護者の皆様、学

校評議員の皆様にも改めて感謝申し上げます。

また、ご多用のところ教育研究会にご参会くださいました全国の皆様に、あわせてご

礼申し上げます。

令和５年１１月４日

岐阜大学教育学部附属小中学校

校 長 横 山 真 一
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研究同人

【Ｒ５年度】

今村 光章 丸山 早苗 横山 真一 野口 正史 岸 貴彦

水﨑 綾香 沖田 由香 小笠原 淳 伊藤 潤 高木 俊裕

野々村 琢磨 岸 周吾 今西 賀寿真 江口 隆寛 三戸 まみ

新井 敦子 森田 裕代 上原 純 舟橋 和恵 田中 雄也

北川 基洋 林 賢太郎 青木 笙悟 下川 舞子 中村 幸智

岩田 尚之 窪田 泰三 桐山 裕也 三輪 佳祐 潮田 航大

干場 康平 佐藤 睦 伊藤 暢宏 冨倉 亮 鈴木 香子

牧村 拓 土開 敏真 平尾 龍平 磯谷 直毅 岡田 春香

水谷 直美 大坪 雅詩 髙橋 亮 浅井 拓也 大塚 光朗

岩﨑 英之 丹下 侑輝 岡本 恭子 渡辺 雅己 豊吉 章孝

土生 雄一 小寺 真実子 河合 真理 新居 豊子 平野 和俊

葛西 希美 須田 詩音 横田 満里

【Ｒ４年度転出職員】

宮川 浩司 各務 至 石田 華映 藤井 祐矢 山田雄一朗

浅賀 崇史 兼松 明 早野 洋子 河合 美保 古村真里江

松井 さやか 宮下 和弥 佐藤 蒼馬

【Ｒ３年度転出職員】

須本 良夫 古賀 英一 西野 美佳 淀川 雅夫 佐合 佑介

大羽 淳也 栗本 麻衣 鳥井 雄介 淺井 洋佑 千嶋 里英

三橋 直哉 平光 良平 金森 夕貴 田中 菜帆 杉山 翔乙

長尾 亮 荘加 菜摘

【Ｒ２年度転出職員】

中村 俊彦 佐藤 秀行 古川 貴之 南谷 雄一 小林 達也

高橋 直子 市橋 聖也 金澤 史斗 浅野 綾子 福岡 晶子

【研究開発学校運営指導委員会】※順不同、敬称略

京都大学大学院教育学研究科准教授 石井 英真

東京学芸大学教育学部教授 高橋 純

国立教育政策研究所教育課程研究センター統括研究官 西野真由美

岐阜県教育委員会事務局学校支援課教育主管 山田 高秀

岐阜県立岐阜工業高等学校長 堀 秀樹

郡上市立郡南中学校長 三島 晃陽

岐阜市立岐阜小学校長 藤田 忠久

岐阜大学教育学部長 山田 雅博

岐阜大学教育学部附属学習協創開発研究センター長 益子 典文

岐阜大学教育学部教授 今村 光章
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中間研究報告

「自己実現に向かう児童生徒の育成」

令和５年１１月４日 発行

編集・発行 岐阜大学教育学部附属小中学校
代表者 統括校長 丸山 早苗

〒 岐阜市加納大手町

※｢中間研究報告｣の内容，掲載写真等をご活用される場合は，
本校へご連絡ください。


